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第33回日本看護研究学会学術集会

会長石井トク

(臼本赤十字北海道看護大学 学長)

(前岩手県立大学看護学部 教授)

岩手県での日本者護研究学会学術集会の開鑑{之本学会が昭和50(1975)年の発足から. 33年の歳月を経ています。長

年，待ち望んでいただけに岩手県立大学教員及び事務職員をはじめ，岩手者護短期大学，岩手県看護協会.県内の病院看

護部の皆様から緩かいご支援と多大なご協力を得て，本学術集会に向けて準備を進めてまいりました。

会員の皆様のご協力により，多数の発表i議題をいただきました。口演・示説を通して，有意義なデイスカッションがな

されることに期待しておりま

また，本学会誌は，学術集会3年後の昭和53(1978)年に部刊号が発刊されています。今年でちょうど30年という節目

になりますので. r学会誌発刊30年記念行事jを本学術集会にあわせて実施することになりましたむ将来構想、委員長の役

畏がら記念行事の金低その準僚の手伝いもさせていただきました。

本学術集会のj翁穫に擬して，念頭委員 を通して岩手県の未知なる文イヒの発見と，学会誌の30年間にわた

る綬史を緩解くことから，先入の卒越したご尽力によって現在に至っていることを改めて知ることができましたc

将来のひとつの礎ともなる本学術集会は，岩手県の豊かな自然と人の営みから生まれた，人を患いやる豊かな感性，知

そして歪のさまざまな技{え時代を越えて今も引き継がれています。この岩手の遺産を「者議の原点jとし生命

科学時代における知と技とこころjをメインテーマといたしました。

今i佐紀は生命科学の将校とも称されます。近年の生命科学，医療技術の発展は，人々の健康問題に多大な恩恵を与えて

いますが，安全の確保はもとより新たな倫理的(亡命icaO. 法的(1egau. 社会的 (social)問題を生じています。人々の健

康を拐う審議専門職として，皆様とともに諾り，考える機会になれば幸いです。

プログラムはメインテーマのもとに，招聴講演，教育講演，シンポジウム 2題，ワークショップ4題，それぞれの専門

の先駆者，第一線でご活躍の方々にご講演いただきます。また，ランチョンセミナー，交流集会，市民公器講座などから

新たな知見が期待できま

学会誌発刊30Ji誌年記念卒業では，本学会に長年貢献されたIlj日現事長から「学会誌は語る…日本看護研究学会がめざし

てきたもの Jと題してご講演いただきます。 30路年記念誌は，券会員の方々にも本学術集会で鱗入していただけるよう

準備をしております

学会会場から

ください。

7月28日18時からの懇親会では，皆様の交流の場に格応しく，岩手県のw滋の食材を用いた料理とアトラクションとし

て北上市の昂辺に伝わる「鬼剣舞jをご披露いたします。勇壮な踊りから「勇気jと「元気jを手にしみちのくの池，

岩手の想い出に残る一時をすごしていただけるものと患いますので，ぜひご参加ください。

金調・実行委員そしてご協力いただいた関係者一関，皆様のご参加を心よりお待ちしておりますc

とも呼{まれる岩手出が一望できますので.時には美しい景色を跳めて安らぎ， リフレッシュして
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学術集会に参加される方へのお願い

1 .総合受付と参加鐙録

(I)受付は第 1B目，第2日目共に 8: 30から行いますc

(2) 総合受付の場所は，盛関市民文化ホール(マリオス)大ホール前です。受付は事前受銭者受付(参加費を事前に

張り込まれている方)と当日登録者受付に分かれています。

(3) ネームカードには「参加費の領収書:Jr参加証jが付随されていますので，紛失・破損がないよう保管をお願い

致しますc

(4) 事前に参加費を振り込まれた会員の方でネームカードが開封されていない方は，当日事前主主録者受付で振込用紙

の控えをご提示下さい。

(5) 当日登録される方は，当日登録者受付に学会参加費を収めてください。引き換えにネームカードをお渡ししま

すc 当日参加費は会員10，000凡非会員10，000円，学生(大学院生を除く)3，000円です。学生の方は学生証をご

提示下さい。なお，参加費に抄録集代金は含まれていません。抄録集は当日受付にて 1IDt2，000円で販売してお

ります。領収舎が必要な方は，受付でお渡しします。

術学会会場では必ずネームカードをお付け下さい。ネームカードのない方の学会会場への出入りはお断りします。

なお，ネームカードケースを受付に準備しておりますので，ご利用でさい。

2.座長の方へ

(1 ) 控長はその若手の開始30分前までに座長受付で受付をしていただき，担当群の発表時間10分前には次座長席にご着

席下さい。受付は.A会場(マ 1)オス)で座長をされる方は総合受付で. B会場(アイーナ)で康長をされる方

はB会場受付で，ぞれぞれお願い致します。

出発表時間は 1演題10分です。 時間内に口演が終了するよう，時間厳守をお願い致します。

{針 演者ーの欠席がおた場合には，発表を繰り上げて進行してください。

(4) 費問，追加発言などの発言者は.前もってマイクの前に待機するようご指示 iごさいc

3.口頭発表の演者の方へ

出発表形式はPCでの発表となります。会場へは. USBメモリまたはCD“R(RW不可)にてデータをお持込み下

さい。ソフトは.Windows瓶PowerPoint2000/2002/2003でお願いします。?泌氏intoshでの作成はご遠慮下さい。

出会場スピーカーに音声は流せません。

(3) 受付は.A会場(マリオス)でご発表の方は総合受付での受付， B会場(アイーナ)でご発表の方はB会場受付

での受付となります。

(4) 発表{:ツションの開始 1時間前までに.受付にて発表データの試写と受付を済ませてください。ただし 2臼8

9時ーからご発表の方は. 1日自に受付をお願い致します。なお.当日，受付での修正はできませんので予めご了

承下さい。お頚かりしたデータは本学術集会終了後，当方で部除いたします。

メディア受付時間 :7月28日(土)午・前9持30分より各発表セッションの開始 1時間前まで

7月29日(日)午前8時30分より各発表セッションのIJ自始 1時間前まで

*29日にご発表の方は28伎に受付が可能ですc

出発表は口演 7分，費疑・応答 3 分です。発表iやの残り 11寺聞は，口~yf終

了 1分前と，日演終了時にそれぞれ緑ランプ，赤ランプを点灯しお

知らせいたします。

(6) PC操作は各自でお願い致します。

(7) 演者は必ず次演者席に着席して111長番をお待ち下さい。
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4.ポスターセッション演者の方へ

1)ポスターの作成要領

(1) ポスター掲示用パネルは右拐のようになります。全形は縦226cm.

機90cmで、すO

(2) パネル上段左端の演題番号は学会本音[¥で準備いたしますc て 90cm-----~
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(3) 淡題名，所属，研究者名の表示は，縦20cm. 横70cmの大きさで各自ご準俄下さい。ポスターの掲示範臨は，縦

160cm. 横90cmとします。このスペースに思表.写真。，説明文などを配置してください。

2) ポスター掲示，取り外し

出発表者は.掲示準俄の持隠帯に. B会場(アイーナ)のち 1会場(アイーナホール)入口にて受付を行ってく

ださいっ

(2) ポスターの掲示に必要な押しピンは，会場に準備しております。指示棒は各自でご準備でさい。ポスター掲示

は，受付を済ませた後に行ってください。

(3) ポスター掲示時間および取り外しは以下の通りです。

質疑応、答

発表日 掲示考察綴 2怒 刀三 8日 3/J1必-200 絞り外し

201-269 I 270-336 

7 fl28B (こが 8・30-13:00 13:00-16:00 14:00-15:00 15:00-16:00 16:00-17:30 

7 fl29日(日〉 8:30-9 :30 9・30-14:30 10:30-11:30 13:30-14:30 14:30-16:00 

3)質疑正、答

出 発表者は，ご自分の質疑応答時期搭 cl時開)には.必ずポスターの前で待機してください。係員が確認に参

りますむ

出座長は設けておりませんので，自由に討論を行ってください。

(3) ポスターを掲示しなかった場合，あるいは紫疑応答時間帯に発表者不在の場合は，第33留日本看護研究学会学

術集会では発表をしなかったことになりますので，ご注意できい。

日交流集会について

1) 交流集会主{援者の方は，慌始30分前までにB会場(アイーナ)のアイーナホール入り口にて受付をお済ませ下さ

いc 片づけ，参加者の退援も含めて持関内に終了するようにお騒い致しま

部会場にはスクリーン，液晶プロジェクター. PC (Windov平sXP. Power Point2000)の沼意があります。パワーポ

イントを徒用する場合には. USBメモリでご用意;下さいc

(3) 交流薬会に参加を希望される方は，直談会場にお越しできい。

6. 日本看護研究学会学会誌発刊30周年記念誌について

の方にはお送りいたしますが， 民学会本部受付立て販売いたします。ぜひ.皆さまお

求め下さい。

7.録畜力セット，ビデオ，カメラの持ち込み禁止について

議淡および発表の録音，鋒酒，カメラの使尽は禁止いたしますので，ご了承下さい。

8.懇親舎のご案内

みなさまの交流の坊として，懇親会を関縫いたしますので，多数ご参加をお待ちしています。(総合受付にでき当日受

付しますJ
日時:平成19年 7月288 (土)18: 00-19・30

場 所:ホテルメトロボリタン盛岡ニューウイング

会費:6，000河

9.その他

出張食について

会場内で飲食はできますc また.B会場(アイーナ) 81滋に休憩室をご用意しておりますので，ご利用下さい。

盛時駅周辺に飲食庖は多数ございますので，ご利用下さい。

(2) 会場内での呼び出しについて

会場内での呼び出しは原期として行いません。掲示板をご利用下さい。

(3) 非常の時は会場の係員の指示に従ってください。
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響調会場案内図

A会場
(諮問市民文化ホーjレ(マリオネリ

lF IE言語入口

A会場(マリオス)

盛時駅遼絡
議断歩道

2F 
取窓口又:1'J、 言霊:t;ffl只IX'.Jち、 'ノ LJ一二ノ

lF lF入口 横路歩道

B1F 会場 A♂(JJ¥京一jむ)

日会場(アイーナ)

会場 8-2.3.4.5 体重霊会場 8F 学会

i会場自幽1.6.7翠翠pgf営?-17F

会場 8-8 6F 
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プログ ラ ム

第 1臼平成19年7月28自信

9 : 20~ 9 : 30 開会の辞理事長山口桂 子

9 : 30~10 : 10 会長講演 f生命科学時代における看護の機能拡大j

石井 トク(日本赤十字北海道看護大学学長前岩手県立大学看護学部教授)

長:松関 緑(福間女学設看護大学準備室前大分大学霞学部看護学科教授)

10 : 15~12 : 00 招聴講演?看護研究の倫理~留難的な動向から~J

Samantha Mei-che Pang (香港理工大学健康社会科学部者護学科長)

長:手島 恵(千葉大学大学院看護学研究科教授)

12 : 30~13 : 30 総

13: 30-16: 00 一般演題発表(口演・示説)

13 : 30~16: 00 ワークショッブ1 rフェルデンクライス ~人の動きを知る~J (実技演腎・一般公開)

かさみ康子(フェルデンクライス・ジャパン)

コーディネーター: (岩手県立大学看護学部准教授)

14:00~16:15 シンポジウム 1 r医療の安全と安心の磯保 ~髭療事故防11:の探求~J

シンボジスト:佐原 康之(厚生労働省医政局総務課医療安全推進議議長)

鈴木手Ij蹟(明治大学法科大学説教授)

JII原 玲子(岩手県立大船渡病院医療安全専門員)

山内 義明(名吉屋大学涯学部保健学科教授)

座 長:橋本万里子(区本看護協会常経理事)

14: 00~16 : 00 ワークショップ2 rがん看護 ~生を支えるケア~J (一般公開)

伊藤ゆかり(岩手県立中央病院ホスピスケア認定看護師)

中村めぐみ(翠路加関際病説/がん看護専問看護締)

蛭田みどり(ケアタウン小平訪問看護ステーション所長)

コーデイネーター:木村 紀美(弘前学院大学看護学部教授)

16: 30~17 : 30 学会誌発刊 「学会誌は語る~日本看護研究f字会がめざしてきたもの

30崩年記念講演 出口綾子(愛知県立看護大学教授)

康長:JlI口 孝泰(筑波大学大学院人間総合科学研究科教授)

18 : 00~19 : 30 懇親 ム一品 会場:ホテルメトロボワタン盛偶ニューウィング

日本看護研究学会雑誌Vol.30 No.3 2007 7 



第2巴平成19年7月29司(母

8 

9 : 00-11 : 30 一般演題発表(口淡・示説)

10 : 00-11 : 30 教育講演 f先端医療技術の進歩と近未来」

米本 昌王子(前科学技術文明研究所所長)

座長:井部俊子(裂路加看護大学学長)

10: 00-12: 00 ワークショッフ'3 r岩手の文化といのちJ(一般公開)

正部家ミヤ(とおの昔話村 語り部)

コーディネーター:石井 正己(遠野市立図書館・博物館長/東京学芸大学教授)

10: 00-12 : 00 ワークショッフー4 r情報共有とプライパシーJ(一般公開)

太田 勝正(名古展大学震学部保健学科教授)

板井孝壱郎(宮崎大学医学部准教授)

コーデイネーター :UJ内 一史(岩手県立大学看護学部教授)

13: 00-15 : 15 シンポジウム 2 r人としての生と死 ~終末期藍療ガイドラインをめぐって-J

シンポジスト:町野 朔(上智大学大学院法学研究科長)

横尾 京子(広島大学大学臨保健学研究科教授)

松村悠子(関西福祉大学看護学部長)

111村佐和子(青森県立保健大学健康科学部教授)

座 長:石垣靖子(北海道産療大学大学院看護福祉学研究科教授)

13: 00-15: 00 一般淡題発表(口ivf.示説)

13: 30-15 : 00 交流集会

15: 15-15: 30 閉会式

日本看護研究学会雑誌 Vol.30 No.3 2007 



市長公器議駿 ?マイナスこそプラスの麓 ~チャレンジドの力を活かす;地域づくり

日 時:学会前日・平成19年7月27臼溺 18: 30~20 : 00 

肺:竹中 ナミ(社会福祉法人ブロップ・ステーション理事長)

長:鎌田 文聴(岩手大学教育学部教授)

会 場:盛関市民文化ホール(マリオス)・大ホール

ブレカンファレンスセミナー「審議研究の涼点にもどる ~人を対象とした研究の滋力と難しさ

1 量的研究……JII口 孝泰(筑波大学大学院人間総合科学研究科教授)

2.質的研究……関鐙 正普(大阪府立大学人間社会学部議締)

3.研究倫潔・…・・JII鶴みどり(日本赤十字看護大学看護学部長)

日 時:学会前日・王子成四年7月27臼{金) 14: 00~17 ・持

場:いわて県誌憤報交流センター(アイーナ)

1.量的研究……B3会場:会議室804-A(8結)

2.質的研究……B4会場:会議案804-B(8階)

3.研究倫理……B2会場:会議室803(8 [.経)

ム一品

ランチョンセミナ-1 平成19年7月28臼出 12 : 15~ 13 : 15 

f感染対策の器本一 CDCガイドラインに基づいて J

綿:i甫野菜恵子(株式会社メデイコン感染予路管理コンサルタント)

会:星野 俊樹(株式会社メデイコン仙台営業所所長)

11長:株式会社メデイコン

場:いわて県民情報交流センター(アイーナ)B 3会場:会議室804-A(8階)

市

共

k'--r: '町、

ランチョンセミナー 2 平成19年7月28日出 12 : 15~13 : 15 

を理解するj

締:高橋 智(岩手医科大学神経内科学識段准教授)

長:小林 {岩手医科大学的属病院者護部長)

こHこ
/ 、 {佳:テルモ株式会社

場:いわて謀長情報交流-tンター(アイーナ)B 2会場:会議案803(8階)ム一品
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第1日 7月28日（土曜日）

会場／時間 ls:30 !10:00 I 11:00 I 12:00 I 13:00 I 14:00 i 15:00 j 16:00 l I 17:00 
A会場
大ホール前
Al会場
大ホール(2/1階）

A2会場
I 小ホール(1階）

B会場
アイ ーナホール前

総合受付·A会場発表者受付·A会場座長受付・案内・書籍販売・クロ ー ク
(8:30-) 
闊会の科会長餞§
9:20- 9:30-
9:30 10:10 

す召限磨訃贋i斑
10:15-12:00 

B会場発表者受付·B会場座長受付
(8:30-) 

iI

差：会 I シンポジウムl
12:30-13:30 ! 14:00-16:15

I 

I 
I 口演 ' 
13:30-15:20 

I
, 
I 

'I i 学会誌発刊
30周年記念

講16演:30-17:30 
I 
I 

Bl会場 I
I 
ポスタ ー掲示 l 

l 
Iポスタ ー 閲 1 ポスタ ー セッション I

I 
ポスタ ー撤去

アイ ー ナホー ル 8:30-13:00 鹿 I
I 
14:00-16:00 16:00-17:30 

(7階） i 

B2会場 \ 

会議室803 (8階） I I
B・3心会..場• 
ーぷ(8叫階

こ） 
I 

A _ _. 

ぢ9日� U'±-IJ

(8階）
B

研
5修会室場812 (8階）

企業展示

B8会場 Ii化代llU交流室
ヽ6階）
B会場 I 

II

休憩会場
研修室805-808,
813-817 (8階）

l
i 
i 
ランチョン l

i I 
ワ ー クショップ2

Iセミナー 2 14:00-16:00 
12:15-13:15 1I ランチョン 口演

］ セミナーl 13:30-15:40 
12:15-13:151 I ： 

口演
I 

13:30-15:10 
， 

I： 
I 
ワ ー クショップl I 
13:30-16:00

アイ ーナキャンパスl学術集会本部・救設室・講師控室
(7階l I 
ホテルメトロポリタン

I盛岡ニュー ウィング

口演・示説タイムテーブル
第1日 7月28日（土曜日）
［口演］

!A2会場

I
小ホール(1階）

13:30 
第l群
タ ー ミナルケア

I 在宅看護
家族看設

13:30 
,B3会場 1 第4群
I 会議室804-A (8階） 1 看護倫理

13:30 

醤塁�04-B (8階）i 靡贔出
［示説］

Bl会場
ァイ ー ナホ ー ル
(7階）

10 

14:40 15:20 

14:00 14:30 15:10 15:40 

14:10 14:40 15:10 
第9 群

I 
！第10群

看護教育 看護教育

14:00 15:00 
ポスタ ー セッション1 ポスタ ー セッション 2 
第23群母性看護 第29群急性期看護 ・ 感染看護
第24群老年看護(1) 第30群小児看護
第25群老年看護(2) 第31群慢性期看護
第26群精神看護(1) 第32群地域看護・継続看護
第27群精神看護(2) 在宅看護・家族看護
第28群 リハピリテ ーション看護 第33群健康増進 ・ 予防看護(1)

第34群健康増進・予防看護(2)
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16:00 

I 118:00 

: ！ ＇
I 

I 

I 

I 
I 
I 
i 

I I 

i 

I 
懇親会
18:00-19:30 



第2日 7月29日（日曜日）

会場／時間
A会場
大ホール前
Al会場
大ホー ル(2/1階）

冒門ル (1階） 1� 嘉，501

□

ス者夕受
付

8:30 I 10:00 且1 :oo 112:00 r 13:oo 114:oo 
総合受付·A会場発表者受付·A会場座長受付．案内· 書籍販売・クロ ー ク
(8:30-) 

! 16:00 ! 17:00

Iシンポジウム2
j 13:00-15:15 

I口
演

, 13:00-14:50 

00
 
．．

 
8

 

ー

―

―

―

―

 

口演
9:00-9: 別）

教育講演
10:00-11:30 

タ ー 閲覧

口演 I Iワ ー クショップ3
9:00-9:50 i I 10:00-12:00 i

、 ~、
Vへ

I
ポスタ ニ Iポスタ ー 撤去
セッション 14:30-16:00 
13:30-14:30·I 

1 I 

I交流集会f
13:30-15:00 

口演

企業展示

I 交流集会2
! 13:30-15:00
1 交流集会3
13:30-15:00 

813-817 (8階）
アイ ーナキャンパス
(7階）

• 救護室・講師控室

第2日 7月29日（日曜日）

［口演］

9:00 
第11群

(1階） r;/v看護

9:00 
IB3会場 I 第15群
i 会議室804-A (8階）老年看設
I 

9:00 
IB4会場 口汀9群
I会議室804-B (8階）I看護教育

0'

I
O

 I
 

u
r
-

―
u
3
-

．．

．．
 

9
T
ー

13:00 
- - - - ・一

［第12群
廣性期看設
噌健康増進
13:00 

14:20 
靡14詳
I感染看護
I 

゜5
 
．．

 
4

 
ー
一

15:00 

9:50 

r-
- 15:00 

［示説］

Bl会場
アイ ー ナホー ル
(7階）

10:30 - - - - - - - - - - - - ,. 一
ポスタ ー セッション3
第35群健康増進

予防看護(3)
第36群看護技術(1)
第37群看護技術(2)
第38群看護教育(1)
第39群看護教育(2)
第40群 がん看護・タ ー ミナルケア

11:30 13:30 
-- -- - -- -― ’  

ボスタ ー セッション4
第41群基礎看護
第42群看護教育(3)
第43群看護教育(4)
第44群看護管理(I)
第45群看護管理(2)
第46群看護史・看護情報

14:30 
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ト般演題・口演 護審ブ月28日 (土)鯵

A2会場第1群ターミナルケア・在宅看護・家族零護 13:30~14:00 

1 患者宅一訪問看護ステーションー毘療機関連携型訪問看護支援システムの構築

北里大学医療衛生学部 O梅悶徳、男橋口修卓

名古屋市立大学看護学部大}II 明子

やまもとクリニック 山本晴掌

2 在宅重症心身r~がい児者の介護家族における介護負担感に i恕する検討

旭川註科大学大学i淀涯学系研究科看護学専攻 O根本和加子

3 高齢者が自ら考える終米期 ーインタビューから一

座長土崖八千代(富崎大学)

名谷市立大学保健福祉学部看護学科 Oi梁i翠 根本和加子 j産主主恵子池部正子

千葉安代

A2会場第2群 纂 罷 看 護 14 : OO~ 14 : 40 

産長深井

4 弱費支性溶液を用いた清潔ケアの効果と対象の気分

東北孫子11:大学健康科学部保健看護学科 O国防 !lHf- J:国

5 グリセリンj完!貼による直腸粘膜のtfli怨部位に関する文献検討

岩手県立大学大学院看護学研究科博士前期課程 C加賀谷奈総子

岩手県立大学看護学部武田 和Jr羽

6 11垂11民rl与の体動を検知するパネルとそれを用いたモニタリングシステムの信頼性と有用性

自治医科大学者護学部基礎看護学 OJlI上 勝

7 使用後紙おむつの臭気に対する EM(Effective Micro-organisms)の消臭効来の検討

国際援療福祉大学保健学部看護学科 O新野 峰子

(間出大学)

A2会場第3群基礎看護 14: 40~ 1 5 : 20 

12 

座長田島桂子(前広島県3到来健揺祉大学)

8 馬路rlllの有する皮腐機能改善効泉

千葉県立衛生短期大学第一看護学科 OJlIIir奇 市理

聖 路 加 国 際 病 院 藤 野菜子伊藤祐子沼野理英

千葉大学看護学部山田重行

9 患者一審護者関における共感相互交流の認知に関する研究一患者の視点から一

富山大学医学薬学研究部看護学科 orm十竹美千代福間 正治

富山県立中央病院松本 尚 美 稲 村 i路子
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問一般演題・口演 轡ア汚288(土)嘩

10 看護系大学の地域貢献活動に関する研究 一小・中学校との連携の可能性を諜る一

}駁天堂大学法療看護学部 O永 野 光 子 小 元 ま き 子 河 田 幸 恵 寺 間 三 左 子 青 木 博 美

宮脇美保子工藤綾子眼部嘉子福富嘉子

11 不安・緊張状態に対するタッチの心理的生現的効采

山梨大学大学院 O/J、活

国立看護大学校森千鶴

82会場第4群看護 鵠 理 13 : 30~ 14 : 00 

鹿長宮脇英{菜子(jl農夫堂大学)

12 日本の看護倫理の掠求.昨日jに光をあてて

大分県立看護科学大学 O小西恵美子 小野

香港理工大学大学院八尋道子

横浜市医部会探土谷看護王手作学校 中鴎 尚子

13 手術窓における医締・看護締が捉える倫理的関題の特殻

福井赤十字病院 O故々木絹代

福弁こ大学医学部審議学 科 上 野 栄 一 長 谷 川 智 子 上 原 佳 子 上 水 礼 子 抜 々 木 百 恵

五乱tzEdmont 

14 臼本における fよい看護締jの特震の変遷:過去100年の教科書の分析から

大分県立看護科学大学大学説博士後期諜程 C小野

Hong kong Polytechnic University 

横浜市医締会保土ヶ谷専門学校 仁川島 尚子

82会場第5群署護 管 理 14 : OO~ 1 4 : 30 

小西恵美子

座長白尾久美子(静岡熊立大学〉

日 看護簡の樗癒予防行動予言語評価尺度の開発 一信頼性・妥当性の検討

福井大学医学部j従属病龍

福弁・大学医学部者護学科上野栄一長谷川智子上原桂子上水礼子佐々木百恵、

Katz Edmont 

16 看護師のライフストーリーからみたピカッと光る感性獲得過程

福井大学法学部F付属病位。松村 愛都

福井大学援学部看護学科 上 野 栄 一 長 谷 川 智 子 上 原 佳 子 上 水 礼 子 生 々 木 百 恵

Katz Edmont 

17 代謝循環器系外来患者のアドヒアランスへの看護蚤の測定

問時医療福祉大学大学院医療福祉学研究科博士課程 O関 美奈子
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間一般演題・口演 犠 7月28日(土)欝

82会場第6群看護管理 14 : 30~ 1 5 : 1 0 

18 業務上のハザードに対する看護部の認識

秋田大学涯学部保健学科 O石井範子佐々木真紀子

19 中堅看護締の偶人要IZCJでの離職に影響する要因の変化プロセス

富山県済生会富山病院 O五輪恵、皇

富山大学医学部看護学科塚原節子

20 EI標管理工と HRlvlチェックリストおよび自己効力感の調査

鹿長太田勝正(名古屋大学)

i慈賀監科大学医学部附属病院 O餅初敬司藤野みつ子多川 晴美高見知佐子

i慈賞援科大学医学部看護学科 目 浦 美 保

元滋賀臨科大学震学部約属病i堤 弁 下 照代

21 データマ千ニングによる研究テーマからみた院内看護研究の特鍛と傾向

富山市民病院 O神 保 治子重松理恵小林

福井大学医学部看護学科上野栄一

82会場第ア群母性嚢護 15 : 1 O~ 1 5 : 40 

22 産後入続中から産後 1ヶ月にかけて対児感'i¥'iの低下が大きかった母親の特後

関際医療福祉大学大学院助産学分野 O武閉江里子

23 大学生のデート DVの意識，被害および加害経験の実態と学部関における違い

藤長江守暢子(筑波大学)

元大阪府立看護大学 O河野小官会藤本藍奈安井彩香大平光子

24 更年期症状が消化器疾患との鑑別に影響した要因

日本赤十字北海道看護大学 O小山満子常由美和

83会場第8群看 護 教 育 13 : 30~ 1 4: 1 0 

14 

25 終末期看護学実習における看護学生の関緩や悩みと対処方法

大阪府立成人病センター O竹内裕美子

大i攻府立大学看護学部森一車、

康長 渡霊童 )1慎子(製隷クリストファ一大学)

26 看護学教員対象の継続教育に関する研究の動向 一国内文献の分析を通したFDのための課題検討一

群馬県立県民健康科学大学 O山澄 底英

国立看護大学校亀関智美

千葉大学舟島なをみ
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関一般演題・口演 種審プ月28臼 (土)事

27 2年課程看護学生が臨地実習においてインシデントを引き起こした行動化のプロセスに関する研究

議問者護専門学校 O中III 浩子

山形大学草学部看護学科高橋みや子古瀬みどり

28 新人看護締の捉える審議技術の学校教育と臨床とのギャップ

福弁大学医学部看護学科 C上野

福井大学誌学部約騒病i淀松 村 愛 都 議 幸 子

83会場第9群看護教湾 14 : 1 O~ 1 4 : 40 

E筆喪蹄鯖美子美子(北患大学)

29 FDの企画運営に携わる審議学教員が註面している活動上の問題

思立審議大学校 O亀岡

子葉大学 舟長きなをみ 野本百合子

群馬県・立謀長健康科学大学 村上みち子

30 4年総審議学生の孤独感の経年的変化-2投の詑較

長崎大学大学説医|歯薬学総合研究科保縫学専攻

31 看護大学生の専門職社会化の欝迭

烏さっき

83会場第10群 1 4 : 40~ 1 5 : 1 0 

盤長大串

32 がん者護専問看護締コース修了生が実践能力を育むために受けた教育の評価

。吉 田 智 英 問 中 京 子 林 田

神戸市看護大学 [11口盟希子

33 がん者護専門看護締が役割遂行に必要と考える能力

大i哀府立大学看護学部 O林間

神戸市看護大学 山口亜希子

吉間

34 地域中核病院看護部のi誤認支援教育と病棟看護織の知識・行動との関連

山形大学医学部総属病説。大崎端慈

田中京子

山形大学医学部審議学科 大作まり子 明子鈴木
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問一般演題・口演 轡ア月2913(日)轍

A2会場第11 群がん看護 9:00~9:50

35 がん患L者の男性家族員が捉えたギアチェンジの様相

厚生違法川i病能。長光代

福井大学医学部看護学科上野栄一

j謀長率典子(北海道器産額大学)

36 安定期に移行する胃癌術後患者の積J極的対処行動と生活習慣，身体的状況および主説的健康統制感との関連

新潟i衰療福祉大学 0)思地裕美子

山形大学法学部看護学科古瀬みどり

37 成人末梢血幹細胞移植の同組ドナーの提供体験における心理社会的問題と看護的支援

名古展第一赤十字病鼠 O福田

巣立長崎シーボルト大学 i察部 愛子

38 化学療法を受ける造血器がん患者の体験について

五万11県立中央病院 O藤JII 直美森さおり 坂下友江

39 術後姉痛患者に行う呼吸ケアの運動強度に関する研究

島根大学医学部者諮学科 O佐藤和子小倉 上問澄子

A2会場第12群糧性期審護・健麗増進 1 3 : OO~ 1 3 : 40 

座長林龍子(京都大学)

40 I脳血管障害患者が自覚する認知機能回復のプロセス

藤田保健衛生大学衛生学部衛生看護学科好陽子天野端技福田峰子

41 入院患者の内服薬自己管理能力評価尺度原案の作成

富山県済生会富山病院 O前JII 典子山本智美原田康子加藤智代

富山大学援学部看護学科塚原節子

42 データマイニング手法を利用した骨量減少自己評価ツールの開発

長野県看護大学 O前田樹海北深美佐緒

上国市役所高山鈴美

43 集団的教育介入による中高年女性の骨粗諮症予知行動の促進

長野県看護大学 O北深美佐緒前田樹海

A2会場第13群地域蕃護 13 : 40~ 1 4 : 20 

16 

麗長西沢義子(弘前大学)

44 女性の'骨量減少予防に資する看護の授点からの生活援助の探索:陪診ツールの開発とその評価

相i宰健康センター O高山 鈴笑

長野路看護大学北浮美佐結前a樹海
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間一般演題・口演

45 社会的ひきこもり留寵の心理プロセス ~自信の減衰からその獲得に至るまで~

香川大学医学部看護学科 O酒井由紀子

事 7月日98(日)曾

46 特定高数者に対する介護予拐事業の効果の検討(第一報) 一水中運動教室を実施してー

佐賀大学大学院涯学系研究科 C木室ゆかり 森祥子古賀 明美高野陽子

堀川悦夫

江北町役場裕社諜地域包括支援センター 岡本京子

47 地域DOTSへの確実な服薬支援継続のために ~退院DOTSカンファレンスの振り返り~

独立行政法入国立病院機構盛持病院 O議開恵子弱地勝子佐藤ナツ 近江谷宮里子

A2会場第14群感染審議 14:20~14: 50 

産農程{自由香(筑波大学)

48 手指衛生手投に関する現状と

妓E急医療技術短期大学看護学科 O概橋千弥子 柴田

49 看護師ユニフォームにおける布製品除蕗消臭剤の除韻効来

怒留学関女子大学入部健康学部入荷看護学科 O山本 恭子

兵庫県立大学者護学部安井久美子茅野友笠鵜錦和浩

50 手話衛生指導に向けての取り組みとその効采

独立持政法人態立病設機構福井病段。辻真梨瑳竹森、友香護送

井村敏子森北裕美子

上野

82会場第15群老年看護 9:00~9:50

臆長泉キヨ子(金沢大学大学読)

51 在宅高齢者の通所サービス利用開始2年間における主観的幸福惑の経時的変イとと関連要因

潟;jl]11

操立正島大学高出成予三i土問 1;母子

奈良L県立医科大学小汚

青森県立探縫大学大津

52 老人の自殺や自殺すユ訪に関する文献レビュー

日本赤十字北海道看護大学看護学部看護学科 O坂133志保路 間片久美子

53 介護老人課健施設における看護簡と介護士の職務ストレスの実態

愛媛i県立医療技術大学保健科学部看護学科 C西国 佳世

九州大学涯学部保健学科 中尾久子

東北福祉大学後康科学部保健看護学科 関辺恵子
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I 一般演題• 口演 7月29日（日）●

54 自主活動グル ー プに参加している脳卒中後在宅生活者の梢極的参加意欲への影孵要因のプロセス

金沢大学医学部附属病院 O大江

富山大学医学薬学研究部（医学） 倉石 真理 四十竹美千代 塚原 節子

富山医療福祉専門学校看設学科 岩城 直子

55 感染性胃腸炎による隔離がアルツハイマ ー 型認知症患者の行動に与える影膊

大阪大学大学院医学系研究科統合保健看護科学分野 〇山川 みやえ 牧本 消子

82 会場 第16群 看護技術 13 : 00-1 3 : 40

56 重症心身障害児（者）の食事介助技術場面における看設師の看設実践能力

独立行政法人国立病院機構 福岡病院 〇新地 裕子

57 手指の状態別除菌効果と気候環境との関連

埼玉県立大学保健医療福祉学部健康開発学科 O小川 俊夫

札幌市立大学看設学部看設学科 大野 夏代

座長 松田 たみ子（群馬大学）

58 健康な成人女性におけるセロトニン血中動態からみたフットマッサ ー ジのうつ気分改善効果

高岡市民病院 〇米山美智代

富山大学医学部看設学科成人看設2 八塚 美樹

59 一般女子大学生の冷えに関する実態調在（第2報） ー冷えと足・爪のトラプルを中心に 一

富山大学医学部看設学科成人看設学 〇八塚 美樹 杉本 奈央 米山美智代

82 会場 第17群 看護技術 13:40�14:20

18 

60 看護師の方言使用に関する意識調査

富山市民病院 〇平野佐知子 南 隆子

福井大学医学部看設学科 上野 栄 一

61 看設技術の到達度に関する調壺

富山市民病院 〇小林美穂子 小林

福井大学医学部看設学科 上野 栄 一

62 高齢者における医療用粘着テ ー プ貼付部の接触皮膚炎とケアとの関係

座長 田中 裕二（千葉大学）

金沢大学大学院医学系研究科保健学専攻 O紺家千津子 須釜 淳子 大桑麻由美

東京大学大学院医学系研究科健康科学·看設学専攻 真田 弘美 北川 敦子

63 嗚下障害患者の安全の確保 ー増粘剤の濃度と適正な吸引圧との関連性 ー

独立行政法人国立病院機構菊池病院 〇鹿子木和寛

九州大学病院 飯盛 光葉
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I 一般演題 ・ ロ演

BJ会場第18群看護技術・急性期看護 1 4 : 20-1 5 : 00 

7月29日（日）●

座長鎌倉やよい（愛知県立看護大学）

64 気管内吸引を効果的に行うための基礎的研究 ーカテーテル孔の可動性に関する実験的検討

自治医科大学看護学部O大久保祐子

東京女子医科大学看設学部 小長谷百絵

65 安全な経鼻胃チュ ー ブ挿入技術 ー形態機能学的知見 ， 看護師の経験， 看護技術のテキストからの検討 一

石川県立看護大学基礎看護学講座〇藤本悦子大島千佳有田広美

佐賀大学大学院医学系研究科 木室ゆかり

66 大学における技術教育のあり方を考える ーI看護大学第1回卒業生への意識調査を通して ー

名古屋市立大学病院 〇池田沙矢香

帝京大学 医療技術学部看設学科 佐々木栄子

67 救命に携わった看護師の看護実践の内容 ーKJ法による1例分析 ―

富山大学医学部看設学科O片田裕子八塚美樹

B3会場第19群看護教育9:0Q-9:50

座長石井範子（秋田大学）

68 e-ラ ーニング教材を用いた在宅看護演習の学習効果

大阪府立大学看設学部O中村裕美子真嶋由買恵林園子水野智実

69 OSCEを実施することの意義 ー4年次の学生のアンケ ー ト調査から 一

茨城県立医療大学保健医療学部看護学科O山海千保子浅川 和美小室佳文秋野恵理

堀内ふき

70 教育ニー ドアセスメントツ ー ル ー 保健師用 ー の開発

群馬県立県民健康科学大学 〇三浦 弘恵

千葉大学舟島なをみ

71 看設教員が「学び」として意味付与する看護教員養成講習会の経験

神戸市看設大学大学院博士前期課程 〇山田 千春

72 看設過程の展開におけるピアレビュ ー 演習の効果

大阪府立大学看設学部O真嶋由貴恵細田泰子星和美前川泰子

B戸会場第20群小児看護 ・看護情報 1 3 : 00-1 3 : 40

73 造血幹細胞移植を受けた子どもをもつ母親の療養体験を意味づけるプロセス

高崎健康福祉大学看護学部看護学科O田邊美佐子

群馬大学医学部保健学科神田 清子
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＇一般演題 ・ ロ演
74 乳幼児の成長発達における施設での看設職者の協働

九州看設福祉大学看設福祉学部 球美

75 重症心身障害児の看設間題の特徴～看設診断に焦点をあてて～

7月29日（日）●

独立行政法人国立病院機構福井病院 〇矢矧 仁 随原さとえ 谷橋千鶴子 高原飩佐江

福井大学医学部看護学科 上野

76 受け持ち看設師による情報収集の際の患者の抵抗感について

中部大学生命健康科学部 O夏目美貴子

名古屋大学医学部保健学科 太田 勝正

83会場 第21群 精神看護 l 3 : 40-14 : 20 

77 特定機能病院精神科急性期病棟における長期入院患者の体験に関する面談調査

金沢大学医学部附属病院 〇楠 瑞穂

78 中学生の感情表出について ー学年別のアレキシサイミア傾向ー

国立梢神・神経センタ ー 国府台病院 O高岡 裕美

筑波大学大学院人間科学総合研究科 森 千鶴

79 ロ ー ルプレイング浙習における教脊効果の検討

富山県立総合衛生学院 0ー ノ山隆司

富山大学生命融合科学拇士課程 村上 満

福井大学医学部看設学科 上野 栄 一

共立女子短期大学看設学科 川野 雅資

80 慢性統合失調症患者のSOC (Sense of Coherence)の特徴とその関連要因

広島国際大学看設学部看設学科 O中村百合子 山崎登志子

B :B会場 第22群 精神看護 1 4 : 20-1 5 : 00 

座長 瀧川 （滋賀医科大学）

座長 山田 一朗(KRCC臨床研究支援センタ ー）

20 

81 統合失調症患者に対する行動制限時の病識を高める看護介入

国立精神・神経センタ ー 国府台病院 〇宇都宮 智

伯州大学医学部保健学科 下里 誠二

筑波大学大学院人間総合科学研究科 森 千鶴

82 看設師が対応困難ととらえた摂食障害者の言動のプロセス

富山大学附属病院 〇辻口喜代隆

富山大学大学院医学薬学研究部（医学）看設学科 田中いずみ 塚原 節子

富山医療福祉専門学校看設学科 岩城 直子
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目一般演題・口演 事 7月29日(日)・

83 精神科病院付設デイケアのプログラムおよび支援内容と利用者の終了時較婦との関連

山形大学大学説法学系研究科看護学専攻 O高田絵理子

山形大学援学部看護学 科大竹まり予驚藤明子鈴木育子小林

84 青年期統合失調疾患者の「新たな生活へ挑むj経験世界

財団法人河田病i淀 O草地仁史

関山県立大学保健福祉学部看護学科横手芳恵
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一般演題・ポスターセッション 警警ア月288(土)傘

日 1 会場第23群母性義護 14:00~15:00

22 

85 養育行動の模擬体験が青年期男子の親準備性におよほす影響の検討

大i京府立母子保健総合医療七ンター O岩JII F.与梨

大阪府立大学小山恵実佐々木くみ子

86 初護婦における妊娠中の駿筋の伸張と影響要因に関する研究

大主主レディスクリニック O田村

間賂医療福祉大学大学院江幡芳技

87 母子持室経験の有無による袴婦の心理構造の比絞

新宮市立監療センター O横田替子王子陽子

臨床研究支援センター(Office AKI) 山悶 一期

88 r何となく気になる」袴婦の退院に向けて産科看護職が支援を決定する要因

大j疑府立大学 O佐々木くみ子

鳥取大学鈴木康江前悶隆子

89 成人女性の健康管理のための鼓A体期における VDT作業の生体負担の研究

。大平肇子村本淳子斎藤

90 母親になる過程を促す助産自!日の考えと設助

詳潟県立県民健康科学大学看護学部 O行E8 智子 河内

橋生短期大学専攻科助産学専攻 今関 節子

91 父親になる過程を促す助産婦の考えと援助

群馬県立県民健康科学大学 O河内美江行田智子

柄主主短期大学専攻科助産学一専攻 今関 節子

92 妊娠掛から産後 1か月における乳房ケアのあり方

岩手県立大学看護学部 O小山 蛎崎奈津子

93 産後 1ヵ月の母;視の精神状態とその関連要因 一初産婦と経護婦の比較一

産業医科大学産業保健学部看護学科 O縞浮

佐賀大学医学部看護学科出川絡子梼葉洋子

94 Ji!fJ産期看護教育における f教脊とコーチングの機能j認識に向けた教育方法の検討

聖マリア学院大学 O大機知子竹元仁美大IlrJ 福美留中子絵深川ゆかり

純真短期大学梶原恭子

95 中学生の保護者の受けた'性教育と学校性教育への期待に関する研究

関西福祉大学看護学者110富間 美俊

向山巣立大学保健福祉学部看護学科横手芳悲
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一般演題・ポスターセッション 轡 7月28日(土)嘩

96 監療過疎地域における周産期母子ケア提供のための助産自信と監部の役割に関する研究

三重i県立看護大学看護学部看護学科 O永見綾子大王子肇子今罰菜子村本淳子

青森県立保健大学健康科学部看護学科大井けい子新道

京都橘大学看護学部前原法子

青 森 大 学 社 会 学 部 議 谷泰秀浦野茂

秋主主学関銭期大学藤田 徹

B 1会場第24群若年看護(1) 1 4 : OO~ 1 5 : 00 

97 BMIおよび毛髪中Ca'Mgを指標とした要介護高齢者の栄養状態の検討

宮城大学看護学部 O福嶋龍子

東邦大学法学部看護学科五十巌恵子荒井

98 高齢者の介護保険の認識-2001. 2003. 2006年の比較

吉備国誇大学保健科学者1)看護学科 O谷間恵美子

玉野総合毘療専門学校遠藤明美

99 一人暮らし男性高齢者における食生活への気がかりと食事内容

弘前大学援学部隊罷病能 。小野江梨花

弘前大学医学部保健学科 木立るり子

100 介護老人保健施設に勤務する と介護殺の業務実態と課題認識

潟支県立大学短期大学部看護学科 O斉藤 敦子

101 介護老人保健施設における夜鶴実習での学生の学習経験

千葉県立衛生短期大学看護学科 O今井

102 女性認知症高齢者の勝脱内残液量;と身体的要慌の関連性

経賀大学医学部約属病院 O平木

熊本大学医学部F付属病院 j安部 愛西坂

井 上 映 子 大 谷 奨 千 子

佐賀大学医学部看護学科安罰加代子佐藤和子

103 高齢者の地域活動等への参加状況と健康状態

束手1)大学医学部看護学科 O小玉 敏江

LlJ梨大学佐藤みつ子自問梨奈

関立看護大学校森子鶴

104 介護老人i呆健施設における器取りに対するかかわりと評価一看護駿と介護駿の比較

島根大学[疫学部看護学科 O大畑政子原祥子

神戸市看護大学小野光美岩郷しのぶ招本数子

105 施設で生活する難聴のある高齢者の援助ニーズの検討

自治援科

白治隠科科.大学看護学部 永盛るみヲ子乙 水戸美;津本子 池田 i浩告子
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一般演題・ポスターセッション

106 高齢者介護における現実の介護呂擦に沿った総合的評価法の開発(第 1報)

京都大学大学院毘学研究科社会健康涯学系専攻健康婆留学講座

健康増進・行動学分野 O?海部 明美

107 老年看護学実習における施設審議長iji業務見学実習の評価

京都府立底科大学医学部看護学科 O小松光代 間11J

108 高齢者の時間的展望と健康状態との関連

秋田看護福祉大学 O諸沢 さとみ

山 形 県 立 保 健 医 療 大学松田悦子策藤亮子山田時子

轡ア月28日(土)鰭

日1会場第25群老年看護 (2) 1 4 : OO~ 1 5 : 00 

24 

109 高齢患者の「開き取りの国難さjの実態 一「開き取りの閤難さjが精神的負担に及ぼす影響について一

東京大学監学部約属病疑者護部 O明石 愛弓

東邦大学医学部看護学科横井郁子

青森県八戸市立市民病院 出只 裕子

110 特別養護老人ホームにおける認知症高齢者の終末期ケアの現状

議官'大学医療保健学部看護学科 O辻村 史子 司王子ド 尚美

111 特別養護老人ホーム入所者家族の而会状況からの商会継続援効の検討

日本大学医学部附属絞橋病i淀 111 公美

自治医科大学看護学部 永謀るみ子

112 人工股関節全鐙換宇野を受けた患者の術後の生活状況と活動量

福両県立大学看護学部 O赤木京子

イ左賀大学涯学部看護学科 藤田 君支

佐賀大学医学部看護学科イ左藤和子

池間 j告子

113 A県における高齢者ケア関連施設問における連携の実i奈川 一情報交換に集点を当てて一

弘前大学臨学部保健学科 O木立るり子工藤恵米内山千賀子

114 A県における高齢者a ケア掲連施設関における連携の実際山 一高齢者ケアに携わる人の職務満足感

弘蔚大学医学部保健学科 O工藤恵米内出子賀子木立るり

115 A燥における高齢者ケア関連施設問における連携の実際矧 ーケア提供者からみた連携凶難状況

弘前大学涯学部保健学科 O米 内 山 千 賀 子 工 藤 忠 木 立 る り

116 SBIS i去による高齢者の下肢筋量の特徴および移動機能との関連

京都府立底科大学法学部看護学科 01潟LLI 寧子小松光代木村みさか
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117 高齢者の睡眠の実態 一都市部と出向部の比較

山梨大学大学説。自問 梨奈住務みつ子

筑波大学大学i詫森千鶴

茨城キリスト教大学小玉敏江

118 高齢者の情緒的サポートに関する研究 一都市部と山間部との比較ー

山梨大学大学段左藤みつ子 自部 梨奈

茨城キリスト教大学小玉敏江

筑波大学大学院森千鶴

119 術後議妄症状と震心移動の対正、f!に関する研究 一第 1報

青森県立保健大学 O坂本祐子

120 人工膝関節全議換術後の訓練の継続を支える要因

札幌市立大学看護学部 O藤井瑞恵

高j潟 哲子

北海道整形外科念病院片閥烈子

日本赤十字北海道看護大学寺島

121 介護老人保健錨設職員の化粧行為に対する援助の実態と

横浜市立大学医学部付属靖説 。{左藤 蘇EI3

B 1会場第26群精神看護(1) 1 4 : OO~ 1 5 : 00 

122 精神科者援帥の家族援助

鳥取大学医学部課健学科む福田倫子

123 精祢科病棟における保護室使浴の判断に影響を及ぼす要思

公立大学法人和歌u1県立医科大学F丹属病段 。中嶋 将人

臨床研究支援センター (OfficeAKI) 山部 一朗

124 精神!怒害者地域作業所における参加盟実習の学び

母ア月28日(土)犠

横浜市立大学医学部看護学科 O内u1 [JJJ 典子飯島伸子

125 社会生活技能訓練を利用した臨地実習不安軽減の取り組み

岩手県立大学看護学部 O伊関敏男遠藤良仁飯塚文香田辺有理子

126 I精神障害者生活機龍評鯨尺度(参加頂けの開発についての研究

山形大学涯学部看護学科 O驚藤深25・鈴木英子

山形大学誌学部F付属病院真木智

名吉屋市立大学久米和興

127 精神科訪開看護殺の講義から学生がとらえた地域で生活する精神障がい者と家族への援劫

絞卒県立看護大学 oJtr海三桂井手敬昭
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j一般演題・ポスターセッション

128 精神科，病棟における 3ヶ月以上在院者の身体的攻撃と患者の社会的スキルの関連

信州大学震学部保健学科 O下車

国立精神神経センタ一関府台病院宇都営 努

下総精神医療センター 山田洋

129 心環状況の正しい推察と授覚情報取り込みに関する研究

明治銭灸大学看護学部看護学科 O松本 賢哉

筑波大学大学院人間総合科学研究科森千鶴

130 看護学生の精神障害者に対するイメージに影響を及ぼす実習体験

問立精子ql・神経センタ一国府会病院 O田島 瑛子

{言ナH大学医学部保健学科 下車

選挙ア月28臼 (こと)傘

B 1会場第2ア群精神看護 (2) 1 4 : OO~ 1 5 : 00 

26 

131 者護学生が実智中に患者から受ける暴力および暴力の認識の実態調査

国立精神・神経センター武蔵病院 O坂本岳之

信州大学医学部保健学科下車

132 r女子大生における摂食障害傾向と性格関子との関連j ー他者の存在を気にする傾向について

筏j立精神・神経センター武総病説 。おtrm 理沙

最州大学医学部保健学科 ド忠誠二

133 うつ病患者の自殺に対する自己認知の経時(Jな変化

茨城キリスト教大学看護学部 O架原 加代

JII貢天堂大学医療看護学部上野恭子

茨城県立底療大学産科学センター 山}I/百合子

134 統合失調主主者の服薬に対する態度に関する研究

筑波大学大学院入閣総合科学研究科 O間部裕美森千鶴

135 望ましい精神科展療についての検討

日本赤十字瑳弱者護大学看護学部 O揚野裕紀子 坪之内千鶴

136 覚せい剤精神病者に対する新!日クリテイカルパスの比較 ~満足度誠査を行って~

国立看護大学校 O問中 留伊

筑波大学大学院人間総合科学研究科 森千鶴

137 統合失調疲患者の関話中の両親の期待や受け止めに関する分析

関立精神・神経センター武蔵病院看護部 O三本

明治銭灸大学看護学部看護学科松本 賢哉

筑波大学大学院人間科学総合研究科森千鶴
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…般演題・ポスターセッション 畿 7月28日(土)事

138 精神病院に入院する統合失調症で糠球病合併患者の治療状況と管潔鴎難の要問

島根県立春護短期大学看護学科。石橋照子飯塚桃子

139 高齢者の健康開題の自覚と抑うつ感箔

筑波大学大学院入部総合科学研究科 G森

茨城キリスト教大学小玉敏江

山梨大学大学院自国梨奈佐藤みつ子

140 精神科病院での見学実習における不安に影響する国子の分析

千葉県立衛生短期大学看護学科 Or:jJ村博文渡辺尚子馬場

B 1会場第28群 リハビリテーション看護 1 4 : OO~ 1 5 : 00 

141 丹青患者の身体能力と日常生活活動量との関係

大阪大学大学院医学系研究科 C福録

142 高齢者の疾病予防ケアにおける構成要素とリハビリテーションストラテジー

つくば国語大学援療保健学部看護学科

143 大経周筏・紐綾厚jJ!IjJEによる下肢務肉蚤推定に関する研究 一片麻簿患者における下技体組成の変イとより一

穂島大学医学部{芸能学科 O市原多香子南111 賀 子 桑 村 山 美 田 村 綾 子 近 藤 裕 子

元fti島大学法学部保健学科

B 1会場第29群急性期審議・感染看護 1 5 : OO~ 1 6 : 00 

144 脳卒中で片麻務となった発症臨もない患者の間援感覚

認島大学医学部保健学科合商JII

145 手強受傷患者の受傷による心理的変化に関する研究

山梨大学底学部pft属病院 O穴水英和

国村

出梨大学大学院医学工学総合研究部 佐藤みつ子

146 ICU肴護締のエンゼルケアに対する患い

地域産療支援病院北見赤十字病j淀ICU 0故野 菜緒子

147 手術終τ前に患者の情報を受けた病棟看護締への影響

富山県済生会病院富山病院 C出本晶子浅培

市涼多香子

碓井

148 手術前後の不安とコーピングに影響を与える諸要国一年齢，性別，術式に焦点をあてて

昭和大学f呆龍寵療学部 C城丸瑞車、

昭和大学横浜市北部病段 下由美保子

自由大学看護学部堤
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一般演題・ポスターセッション 機ア月28日(土)鶴

149 細菌学的手j去を用いての手洗いの教育方法の評価 一培養プレート実物を用いることの効果

札幌市立大学看護学部看護学科。大野夏代

埼玉県立大学保健医療福祉学部健康開発学科 小川 俊夫

150 米国の病院における感染管理看護締の役割の分析 ーニューマンシステムズモデルを熔いてー

九州看護福祉大学看護学科 O森 みずえ

B 1会場第30群小児審議 15 : OO~ 1 6 : 00 

28 

151 心理的混乱行動緩和の援助に関する研究

京都市立春護短期大学 O今西 誠子

152 日本における NICUでの母子関愛着形成の取り級みに関する現状調査[第2報] 一自由記載から一

飯間女子短期大学看護学科 O谷口美智子育行部美神浮純子

153 入i淀児に付き添う親行動の変化{第二報] 一看護邸が感じる育鬼態度一

飯田女子短期大学看護学科。神i翠絢子吉行部美

154 小党科外来通院患児の母親の不安要因としての医療・福祉等のサービス満足度

弘前大学医学部保健学科 O北宮千秋扇町'綾子鈴木光子一戸とも子

155 子どものターミナルケアに関する丈試研究

神戸市看護大学者護学部 守内 JJ;:t 

156 A!思における在宅人工呼吸療法中の児の介護の現状と問題点 一母親への面接調査の結果からの一考察一

熊本大学援学部保健学科 O生田まちょ

157 親子で受ける学童期の性教育プログラムにおける参加者の反応、

富山県済生会高岡病院看護部 O徳井麻美

山大学院学薬学研究部小児看護学 長谷川ともみ

158 育児期にある母親へのソーシャル・サポートとしての支援活動 一道呉的サポートの観点から一

熊本保健科学大学保健科学部看護学科 O大様阜商内山久美関谷美幸 lLJ口裕子

159 在宅障がい児(者)のケア技術に関する指導j去の検討 2 吸引技術に関する看護帥と養護学校教員の認識

北海道大学医学部保俗学科 O佐藤洋子伊藤紀代

160 アトピー性変厳炎の患児への看護援劫に関する文献研究

u1大学附属病!詫看護者[i 0北奈津子新潟喜美代

111大学医学薬学研究部小児看護学渡部恵里長谷川ともみ

161 母親の養育行動とわが子に抱く感?古との関連

香川県立保健匿療大学保健霞療学部看護学科 O小川佳代三浦浩美 舟越手[]代
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j…般演題・ポスタ…セッシヨン 轡 7月28日(土)嘩

162 在宅障がい児(者)のケア技術に関する指導法の検討"1 ー吸引技術に対する看護部と療育士の認識

北海道大学援学部保後学科者護学専攻母性・小克看護学講座 O伊藤紀代 佐藤 洋子

163 唾議バイオマーカーを用いた新たな子どものストレス評価

富山大学大学院生命激合科学教育部 O村上 溝

富山県立総合衛生学院ーノ山 経河

福井大学医学部看護学科上野

B 1会場第31群糧性期看護 15 : OO~ 1 6 : 00 

164 f.受性問寒性肺疾患患者におけるストレス認知と精神的健康，および対処行動との関係

鳥取大学医学部保健学科 O森本美智子谷村千華大庭桂子王子尾敦子

165 糖尿病のイメージ構造の分析と比較

弘前大学医学部保鐙学科

166 綴え込みま1除総動器を挿入した重疲不整蹴患者のQOL及び不安の調査 ~看護援助の構築を目指して~

九チ11大学医学部保健学科関真美樗木晶子原部広校

167 外来化学療法へ移行する患者の不安に対するピアカウンセリングの効果

青森県立中央鵠i淀 O大j祭実千代久慈恵未坂本調子石間芳子

B 1会場第32群地域看護・継続審議・在宅審議・家族議護 1 5 : OO~ 1 6 : 00 

168 乳幼児の母親の育抱ストレスと家族機能の関連

香JII~県立保健医療大学保龍際療学部看護学科 C舟越和1-t 小JII 佳代 三浦

169 s霊療殺に従事する壮年期男性のSuccessゐ1Agingに隠する現状

JII埼医療福祉大学 O若崎淳子絞本啓子

170 海女を生業とするi科海年女性の}防護能評錨

石川県立春護大学基礎看護学 B吉孝子大島千佳藤本悦子

171 大学教員の地域貢献活動のあり方に関する一考察 一“人材の育成"への支援

県立長崎シーボルト大学 G中尾八震予

172 看護学生が持つ家族に対するイメージ

鳥取大学陸学部保健学科 O乗越子校谷綴静子仁科祐子

173 在宅高齢者ターミナルケアにおける看護アドボカシー実践に関する研究 一訪問審議締の全国調査から一

熊本大学産学部保健学科 O岩本テルヨ 商家賛美代有松操森岡敏子
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一般演題・ポスターセッション

174 夜宅介護が予定されている女性介護者の続柄別にみた介護準備態勢

香川大学 O片ー山 陽子

関西福祉大学小野ツルコ

建議ア月28自 (土)畿

175 施設入所中の認知症高齢者をめぐって家族が抱いた負担Ja治療への部待感と，その関連悶子

医療法人健和会介護老人保健施設ならふくじゅ荘 。向田 智幸

総床研究支援センター(Office AKI) UJ回 一期

医療法人健和会奈良東病院池田IÌ!~校船越正入植杉光代中村昭子

!哀療法人健和会グループホームふれあい秋議 長谷川妙子

176 機能訓練 (A型)後自主グループ活動に不参加の脳卒中後遺症者の 1)ハピリテーションに対する思い

富山大学的属病院 O大 深舞向島広恵河村絵盟子穏寝吏英子

富山大学医学薬学研究部(産学)看護学科四十竹美千代倉若真理塚原節子

富山医療福祉専門学校看護学科岩城高子

177 訪問看護部に対する学習ニーズへの気づきの支援

東京臨科歯科大学大学続保健衛生学研究科 O橋本和代本間彰子清水洋子

178 在宅要介護高齢者の家族介護者が実施するにあたり不安や闘要誌を感じる介護技術

IiiiJ 111大学医学部保健学科。佐藤美恵

179 外来放射線治療患L者の在宅におけるサポートシステムの措築

名古E雲市立大学看護学部 C大JII 明子

北里大学医療衛生学部梅[11 徳男橋仁] 修J手

やまもとクリニック 山本

180 介護労働者の仕事満足度に影響する要因

鳥取大学医学部保健学科 O谷 寝 静 子 乗 越 千 枚 仁 科 祐 子

181 アスペルガー症候群の二次的滋害の一国

援本保健科学大学保健科学部看護学科 O山口裕子大浮早苗内III 久美

182 シングルマザーの語りと会話から読みとれる子育て経験の意味

名吉屋市立大学看護学部，

名古屋大学大学i淀涯学系研究科看護学専攻博士課程後部課程 O門出 晶子

名古屋大学医学部保健学科浅野みどり

B 1会場第33群健康増進ー予防看護(1) 1 5 : OO~ 1 6 : 00 

30 

183 働く女性の健康増進任動と職業性ストレスとの関連:幼稚密教諭・保育ことを対象として

東京女子提科大学看護学部 O菊地昭江松開牧
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一般演題・ポスターセッション 謬 7月28日(土)畿

184 大学生の鼠任値及び控濃度に影響を及ぼす生j雷管憤要援の検討

旭川医科大学際学者rs審議学科 Cチf-田

札幌市立大学看護学部松捕和代

185 女性看護締とー殺事務絞設の健康維持仔動の差異

大阪府済主主会中i字病院 瑞校下関由美子 立子i工

臨床研究支議センター (OfficeAKI) III悶 一期

186 中高年が自宅で行う運動プログラム実施効果の検討

'挽子 山下香枝子小林正弘中野

佳代

慶態義塾大学体育研究所 Lli内 貿

187 下総へのアロママッサージが及ぼす生理'心理的効来

京都府立医科大学者護学科 山田京子木村みさか

188 減量舎のための運動の継続に向けて電子メーjしを活用した試み

祥江

189 におけるレミニッセンス現象と自律神経活動に関する研究

訴j音fS

190 女性の冷え性を識別する指諮に関する研究

出典子

晶子

191 香りがもっ緩和効采の評価方法に関する基礎的研究

独立行政法入国立病院機構1m簡がんセンタ… O武智

愛媛大学大学説涯学系研究科采松貞子吉村裕之

B 1会場第34群健麗増進・ (2) 1 5 : OO~ 1 6 : 00 

su宮

192 学童期の日常生活行動と鍵康山 ーセルフケア行動と身体的・務手JjI的症状との関連性一

横浜市立大学医学部審議学科。野村明美塚本尚子

横浜市立大学臨床研修センター 青木昭子

193 学童携の日常生活行動と健康部 一健康であることへの原爵係議傾向に隠する検討一

横浜市立大学医学部審議学科 O塚本尚子野村明美

横浜市立大学臨床研究センター 青木昭子

194 岩盤浴科用者における生活腎龍と入港後の主説的評俗i

宮崎県立看護大学 O長坂穏矢野智子邸中美智子
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一般演題・ポスターセッシ当ン

195 腹臥伎における循環動態への影響に関する研究 一健常若年者を対象として

広島間際大学看護学部 O瞭 川 聖 子 松 本 陸 子 俵 由 美 子

白鳳女子綬期大学総合人間学科看護学専攻浅田 夜子

鞠 7月28自(土)鶴

196 長期療養施設における認知疲高齢者とスタッフに対するちんどんセラピーとストレスホルモンとの調達

佐賀大学医学部看護学科 O八回勘司楠葉洋子藤田君支イ左藤和子

佐賀大学法学部震学科堀川悦夫

197 介護従事者の健康管理について

宮崎大学援学部看護学科 O内田 倫子

198 季節の違いによる成人女性の皮膚角騒水分量の変化と保混ケアの必要性

大政府立大学者護学部 O葉山 有香和田恵美子

大!技府立大学大学院根来住由美

高知大学法学部看護学科坂本雅代

大波大学医学部保健学科井上智子

199 運動後のシャワーの使用と水泳が皮腐PHへ及ぼす影響

大阪府立大学大学院 O根来住由美

大阪府立大学者護学部葉山有香和初

高知大学i京学部看護学科坂本校代

大i夜大学医学部保健学科 ::):I:J二 智子

200 排尿姿勢が残尿量と循環動態に及{ます影響について 一若年男性を対象とした検討一

広島問捺大学看護学者li 0松本臨予後由美子資)11 聖子
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|一般演題・ポスターセッション

B 1金場第35群健康増進・予院議護 (3) 10: 30~ 1 1 : 30 

201 側臥{立変換が循環動態に及{ます影響について 一若年健常者を対象とした検討

広島田捺大学者護学部 C俵由美子松本路子資}II

202 iたばこj対策に関する地域看護学演習の効果

山形大学i護学部看護学科 O大竹まり子 明子鈴木

203 運動を行っている人々の健康静慣，健康状態害健康保持能力に関する実態調査

韓ア月29日(日)轡

持十谷由住小林淳子

東京女子産科大学看護学部 C江上京良守屋治代見城道子山元由美子

204 運動を行っている人々の運動を行なう動機とその効楽に関する実態調査

東京女子i震科大学看護学部 O見城道子守屋治代江上京笠山元由美子

B 1会場第36群審議技捕(1) 1 0 : 30~ 1 1 : 30 

205 選延性;意識欝筈のA氏のベッドj二で、の頭側移動援助の 2方法の比較

東邦大学医学部者護学科 C長谷川美津子

東邦大学i哀療センタ一大森病i淀 i町田とし子 抜々木さゆり 問中

206 模畏患者が行う解釈モデルの説明が心浬社会的側面のアセスメントに及ぼす影響

中部大学 O篠崎忍美子 上田ゆみ子 111日

リストファー大学渡透 J~託子坂間五月

207 ける301J.t側主人位の検証

降出器立大学保縫福祉学部 終長

隊出県立大学大学j誌保健福祉学研究科道繁祐紀恵押本由美小山恵美子

玉野総合産療専門学校遠藤明美

208 手浴が上下設定!持議・深奇Ili昆，心潔的側面に及:ます影響

北海道大学病院者護部 O安富番高

弘前大学医学部保健学科 工藤せい子 桂子安杖

209 向一対象者における体役変換時の自律神経系活性と体調との関連性

九州看護福祉大学 O上安 尚子掻口マキヱ

210 点滴静既設射中の寝衣交換に隠する課題を実施した学生の体験内容 一滴下可能な作成教材を使用してー

国立問i祭監療センタ- 0穴沢小百合

際立 看護 大学 校吉 満祥子松山友子

211 介護福祉学生の感らせ介助n寺の動作分析 一運動経験者と運動未経験者との比較一

中部学院大学短期大学部社会福祉学科 O今井 七重

岐阜大学i護学部看護学科 大津震予
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j一般演題・ポスターセッション

212 患者にとって快適な車椅子の移送連疫の研究

機ア月29臼(日)犠

岡山大学医学部保健学科 O池田 敏子 佐藤美恵北脇知己悶久 雄

213 看護職者の患者指導スキルの分析・評価 一糖尿病，心澱病教室の部から

弘前大学涯学部附属病院 O岩川博美桜庭 i栄子竹内環堀内悦子堀川万記子

小林朱実

弘前大学医学部保健学科安杖{愛子 重君津桂子

214 関節拘縮を有する患者の体圧分散の実態 ~体位と各種マットレスによる検討~

富山大学医学部看護学科 O寺境タ紀子吉井忍安田智美問中三千雄

215 癒し技法としての fタッチjの評価と看護への応、用に関する研究 一第2報一

信州大学陸学部保健学科 O近藤浩子大久保功子大平雅美

郡山健康科学専門学校楊箸隆哉

216 アロママッサージの効果の検討

千葉徳川会病院 O畑中

上武大学村松{二

217 一段女子大学生の冷えに関する実態諦査(第 1報) 一冷えと隠れ冷えを中心に

寓 111大学医学者1\者護学科成人看護学 O杉本奈央八塚美樹米~LI美智代

B 1会場第37群看護技術 (2) 1 0 : 30~ 1 1 : 30 

34 

218 学生の看護技術記述状況からみた関連づけの傾向に関する研究

九州看護福祉大学看護福祉学部者護学科 O柴田 恵子

九州看護福祉大学看護福祉学部社会福祉学科 吉照 久美

熊本保健科学大学保健科学部看護学科蔵本文乃

219 Miyajima式腹部EE追法の安全性評価i

浜松墜科大学箆学部看護学科 O宮島多!I央子

220 人工炭酸泉浴剤を用いた足洛のレイノー現象に対する効果の検討

兵庫産科大学病院 O福鶴 香 織 宮 野 ゆ か り 高橋正子

大i挺府立大学審議学部 高見沢恵美子

221 蛍光色素を用いた経管栄養i去を受けている高齢者の口腔内網醸の検討

日本赤十字北海道看護大学 O浮井幹樹山本美紀休波茂子

222 罪人位における大腿後商事手溝部支持クッションの有効性の検討

玉野総合医療専門学校 O遠藤 明美

関山県立大学大学院保健福祉学研究科看護学専攻押本 由美 道繁祐紀恵小山恵美子

森 ~寺曇
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一般演題 ・ ポスタ ーセッション

レンジの香りを付加した足浴の入眠効果 ー脳波による検討 ー

癌研究会有明病院 〇冨岡真理子

東京女子医科大学東医療センタ ー 須藤小百合

自治医科大学看護学部 真砂 涼子

日本大学医学部 青木 健

● 7月29日（日）●

224 看護援助技術における安楽の検討 ーV. ヘンダ ー ソン著書にみる看護援助の中のcomfortに焦点をあてて ー

上武大学看護学部 O古藤みどり

225 Jシルク乾布での上肢消拭刺激が末梢部皮膚循環反応に与える

日本大学医学部衛生学 O青木 健 岩崎

東京医科歯科大学大学院保健衛生学研究科 亀田

自治医科大学看護学部 大久保祐子 真砂 涼子 里光やよい 川上 勝

群馬大学医学部 松田たみ子

226 看護師によるMiyajima式腹部圧迫法の習得方法と安全性の評価

浜松医科大学医学部看護学科 O山本恵美子 宮島多映子

227 弾性ストッキングの着用に関する研究 ―着用サイズが着用圧や末梢血流に及ぽす影響について —

埼玉県立大学保健医療福祉学部看設学科 0鈴木 玲子

228 高齢者の唾液中の蛋白批と食事摂取法との関係

文子

229 安楽な洗髪体位の検討

岐阜大学医学部看護学科 O金若

230 抗がん剤漏出性皮膚像害に対する礎法作用の基礎的研究

岩手県立大学大学院看護学研究科t専士前期課程 〇及川 正広

岩手県立大学看設学部 武田 利明

B l会場 第38群 看護教育(l) l O : 30- l 1 : 30 

231 看設学生における精神的健康とアサ ー ション（自己表現）との関連

鳥取大学医学部保健学科 O仁科 祐子 谷垣 静子 乗越 千枝

聖マリア学院大学看護学部 宮林 郁子

232 看護学基礎教育としての食生態学の学習にみる学生の生命観 ー「生命」に関する記述に焦点をあてて 一

東京女子医科大学看護学部看護学科 O守屋 治代 松岡 牧 尾岸恵三子

233 看護学生が感じる臨地実習中のストレス症状の実態 ー皮膚症状の視点から 一

埼玉県立大学保健医療福祉学部 O岡本佐智子 小川 俊夫 田野 ルミ
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j一般演題・ポスターセッション 欝ア月29日(日)塁審

234 看護学生の五感の優設性による感性の実態[第 l 報 r病者と~療者j の写真の視覚刺激の受容の仕方一

自思女子短期大学看護学専攻 01:)]援 友美

235 看護学生に対するAEDを用いた一次救命処置演習の課題

岩手県立大学看護学部 O木内手品小山奈都子安藤里恵

秋聞社会保険病院小坂未来

大販府立大学看護研究科1'4土前期課程荻野大介

236 異なる教育方法が感染管王室リンクナースにもたらした効果の比較

箕面市立病院 O安藤 市代 j頭弁佳津子

臨床研究支援センター (OfficeAKI) 山田 一部

237 患者とともに糖尿病食を計量・試食する体験からの学生の学び

島根大学際学部看護学科 O鈴木真貴子上院澄子小倉之子

238 看護学生の救命処霞演習に関する諦査〈第 1報〉 一一次救命処置波留前の実態と意識についてー

)11崎医療福祉大学援療福祉学部保健看護学科 O新山 '悦子

239 者護系大学生における臨池実習自己効力感の実態と関連要因の検討

京都府立歪科大学医学部 C松館かおり 奨鍋えみ子

鹿野大学j家療保健学部上野範子

240 者護師養成校学生における i潟地 f~l 己効力!惑に関与する姿国の倹誌

京都府立医科大学涯学部 O民鍛えみ子 松田かおり 北島

241 看護学生の学習動機.学習力とクリテイカル・シンキング志向性の関連

東京女子法科大学看護学部 O松罫英士

東邦大学医学部看護学科 長谷川美津子

242 臨地実習を経験している看護学生のストレスコーピングの実態

京都府立産科大学i護学部看護学科 O毛利 松悶かおり 箆錦えみ子

243 小児看護学実習での学生と居、児との関係形成についての研究 一困難を乗り越え関係を築いていくプロセスー

愛知きわみ看護短期大学 O柴 邦代

244 入学早期に実施したロールプレイでみられたノンパーパルコミュニケーションの特殻

和歌山県立医科大学保健看護学部 O中納美智保水田真由美松下直子福間春枝

太成学技大学看護学部辻幸代

B 1会場第39群看護教湾 (2) 1 0 : 30~ 1 1 : 30 

245 動作解析を沼いたフイ}時ドパック学習方法に関する予備的研究

鳥取大学涯学部保健学科 O伊藤靖代深田美香
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i一般演題・ポスターセッション 嘩プ月29詰(出)・

246 者護大学生の対人隠係の特鍛と教育のあり方 一教員の感じる学生の対人関係の課題と教育の実態調査

埼玉県立大学保健症療福右上学部看護学科 O今JII 詩子 長谷川真美横山 恵子 蹄本能智子

兼宗

埼玉保立大学保健箆療福社学部健康開発学科江田節子三浦宣車

247 r人体の構造と機能jへの自己学膏システムの導入 一第2報

宮締県立看護大学 O問中美智子長坂程矢野智子

女子栄養大学渋谷まさと

248 基礎看護技術における tラーニングによる自己学習

明治銭灸大学 O松下 由美子

249 小児看護学実習における事故訪止教脊 ーオリジナルシートを用いた行動の振り返り一

京都府立援科大学涯学部看護学科 O馬場日喜子 関田 悦1t

250 看護研究への介入指導前後にみる集録記載パターンの変北

公立大学法人和歌山県立涯科大学F付属病院 O累捺育子北端恵子関口知子

石井手有季

臨床講究支援センター (OfficeAKI) 出剖 一期

251 臨地実習指導者の教師効力と審議職アイデンティティおよび自己教育力との関連

北見赤十字病院看護部 O松漂白香里

日本赤十字北海道義護大学休波茂子

252 SPによるコミュニケーション淡習が基礎零護学実習に及ぽす景熔

向山県立大学保健裕社学部看護学科 O荻あや子肥後すみ子奥山真崩美村上生美

253 SP導入によるコミュニケーション演習の学習効来

岡山県立大学保健鵠祉学部署護学科 O奥山真由奨肥後すみ予荻あや子村上

254 看護締への研究指導が自己効力感と自律性に与える

香川大学医学部看護学科 O越田英語子片山 陽子大路美智恵

255 環境整備における状況設定型学習を体験した看護学生の学び

旭川援科大学援学部看護学講座 O一俊明美チ1-田

元j出11医科大学医学部看護学講陵高関哲子

256 臨地実習における看護事故拐止ガイダンスのあり方 一具体的な看護事故防止策に関する実習前後の比較一

熊本保健科学大学 O問中英子岩瀬裕子

257 看護学生の卒業前の死生観 一基礎実習後および領域別実習後との比較から一

熊本保健科学大学保健科学部看護学科 OJII本起久子 内山 久美蔵本文乃
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258 精神看護学の授業における視聴覚教材の効果の検討

上武大学者護学部 O村松仁

青森県立保健大学清水健史

警警ブ月29日 (昌)蓄量

B 1 :会場第40群がん看護・ターミナルケア 1 0 : 30~ 1 1 : 30 

38 

259 乳がん患者の患者会における満足度と乳がん告知後の不安内容の変化

女性クリニック We富山 O加藤

厚生連滑)11病院横山真 代 長 光 代 小 林 泰 奈

福井大学涯学部看護学科上野栄一

260 クリーンルーム入室患者の適応過程とその適応過桂への影響要因

公立大学法人和歌山県立法科大学的属病院 C山田 忍大瀬晃代

261 字しがん術後患者のリンパ浮腫に対する子関行動と発症との関連

吉備国際大学保健科学部者護学科 O安福 道成路子

262 手術を受けるがん患者に対する心理的援助 一事部検討からの検証一

静間県立大学看護学部 Oa尾久美子

主[J多厚生病院大か初江野田

263 がん患者のターミナルケアj~必iで者護学生がコミュニケーション不安を喚起する状況と嬰In

昭和大学保健医療学部者護学科。伊藤まゆみ ヱ~iT 朝実 際'1:1 晶子

264 化学療法を受けた女性生殖器がん患者の脱毛に関するコーピング行動

群馬大学医学部F付属病院看護部 O石田 和子

群馬大学軍学部保健学科神出清子

265 大学病院に勤務する看護蹄と専門学校に通学する看護学生の死生観の比較

栴生短期大学 O石町 }I原子

群馬大学医学部F付属病院肴護部石出 和子

群馬大学涯学部保健学科神関清子

266 緩和ケア病械における看護締のスピリチュアルケアに関する認識と援助方法

鳥取大学涯学部保健学科 0大えさ美樹

267 在宅高齢者のQOLと終末期ケアの意識との関連

大分県立審議科学大学 O小!!erさと子 小問志美子

268 死後の処置時における新人看護隔の患いと死生観への影響

埼玉県立大学保健医療福祉学部看護学科 O平野裕子長谷川真美今州 諸子
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269 末期がん患者をもつ家族の看護師に対する期待の分析

福岡県立大学〇熊谷有記

広島国際大学小笠原知枝

B l会場第41群基礎看護l 3 : 30-14 : 30 

27� 脈拍数測定の正確さに関する実験的研究

石川県立看設大学大学院 〇津幡

石川県立看護大学小林宏光川島和代

石川県立看設大学看護学部大泉直子

271 卵巣エストロゲン低下ラットにおける尿中NTXと腰椎骨密度の関係

● 7月29日（日）●

林悠佳

滋賀医科大学医学部看護学科基礎看護学講座 O北村 文月 今本喜久子

272 皮膚統合性障害（褥癒）の細胞外マトリックス状態の検討 ー褥癒創面の状態と看護介入の検討に向けて ー

愛知県立看設大学〇松本尚子大島弓子米田雅彦
ンタ ー 山中

273 乳がん患者が共感的関わりであると認知した看護師の看護観

福岡県立大学看護学部看護学科 O福田和美

佐賀大学医学部看護学科井上範江分島るり子

274 仰臥位から側臥位への体位変換に関連した行為表現の分析

東京医科歯科大学大学院保健衛生学研究科 0大黒 理恵
よい

275 看護系大学生の集中カ・疲労感とQOLとの関連

山梨大学大学院医学工学総合研究部 O江口 西村明子

国立看設大学校森 佐藤みつ子

276 看設学生の障害をもつ子どものとらえ方と

高知大学医学部護学科 O尾原喜美子

277 弾性ストッキングによる血流増加効果の検証

石川県立看設大学〇有田広美大島千佳藤本悦子

石川県立看護大学大学院看護学研究科 澤本美 千代

彩子後藤孝子

I 278 
り

護師の知覚認識状況と認識に基づく臨床判断 ー温度感覚を知覚し行動に至る過程の分析 ー

群馬大学大学院医学系研究科博士前期課程 O大川美千代

群馬大学医学部保健学科松田たみ子
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279 諸外国のNSTにおける看設師の役割に関する文献研究

東京女子医科大学大学院看設学研究科 O田中 瞳

北里大学看設学部 シェザー ド樽塚まち子 綿貰恵美子

280 インフォ ー ムドコンセントに関わる熟練看設師の実践的知識

熊本保健科学大学 〇末永 芳子

九州看設福祉大学 石原 和子 徳永 淳也 増田 安代

● 7月29日（日）●

281 看設師の情報処理 ・ 活用に関する専門的能力の検討 ー看護師による看設用語再生の特徴ー

獨協医科大学病院 〇須永 準里

群馬大学医学部附属病院 小林 瑞枝

東京医科歯科大学大学院保健衛生学研究科 齋藤やよい

群馬大学医学部保健学科 小板橋喜久代 松田たみ子

282 看設場面における曖昧表現の認識と臨床判断

桐生短期大学看護学科 O上星 浩子

群馬大学医学部保健学科 小板橋喜久代 松田たみ子

283 模擬面接場面における看設師 ー患者の非言語行動の分析

川崎市立看設短期大学 〇谷山 牧

284 看設導門学校生の基礎看設学実習前後における自己効力感と健康度の変化

福井大学医学部附属病院 O清水由加里

福井大学医学部看設学科 上野 栄 一 長谷川智子 上原 佳子 上木 礼子 佐々木百恵

Katz Edmont 

B l会場 第42群 看護教育(3) l 3 : 30-14 : 30 

285 死後処置の教育と看設師の認識に関する調査

40 

愛知県厚生連安城更生病院 〇赤川 陽子

名古屋大学医学部保健学科 佐伯 香織 藤井 徹也

286 看設系大学生の手術直後息者消拭実施に伴う不安や戸惑い

高知大学医学部看護学科 O徳川 陽子 藤田 倫子

287 看設学生のコミュニケ ー ション不安

北里大学病院 O加藤 久子

昭和大学 伊藤まゆみ

288 基礎看護学実習lで看護学生が学んだ対象理解の視点

高知大学医学部看設学科 O高橋 永子
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289 看護学生の職業的アイデンティティと影響1する要践との爵係構造 一学校加の比較一

埼玉県立大学探健医療福祉学部 O小竹久実子

杏林大学涯学部付議病院 長谷川さゆ恩

都立羽村養護学校正木里桂

杏林大学保健学部飯田加奈恵

290 精神看護場面のロールブレイング淡習における学翠成条

社会保換機j兵器護専門学技 O五十嵐明美

横浜市立大学法学部看護学科内山 繁樹戸田すま子

291 看護学生の縫康食品利用状況に関する研究 一生活背景および、食事指導に対する考え方との関連一

議長語大学医学部探健学科 謂戸 章子子

292 特定機能病i淀新卒者護締の離i議実態からみる看護基礎教育の課題

型マリアンナ院科大学看護専門学校 C高橋 明美

293 一審護基礎教育における死生観の分析一

熊本保健科学大学部健科学部者護学科 O内[lJ 久美 山本起久子

294 -演習における専門基礎知識の教授の実態、と問題点

名古愚大学医学部保態学科。藤井徹也佐伯

内ヂi二

愛知医科大学医学部中野隆

理路加看護大学中山和弘

295 がん者護専門者護締コースの学習環境に対する修了生の評価

神戸市看護大学者護学部 u[lJ仁lllE希子

大i哀府立大学者護学部林部議美

296 臨地実習で初めて死を体験する学生の学びのプロセス

神戸常盤短期大学看護学科 O福由利明生島

問中京子

文乃

297 4年制大学助産学実穏における分娩介助診断技術の到達度(第一報) -学生の自己評価の変化~

山形i県立探鐙医療大学保健医療学部看護学科 O薄地主子遠藤恵子商lWI

B 1会場第43群養護教膏 (4) 13: 30~14: 30 

298 4年制大学助産学実習における分娩介助診断技術の到達度(第二報) -学生自己評価と指導者評価の差異~

[lJ形i県立{呆縫医療大学 O遠 藤 恵 子 菊 地 圭 子 主 主 脇

299 臨:!tll実習における学生の告己評価得点からみた項目潤の関連性

広島市立看護専門学校 ufJT[lJ 王手首
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300 老年看護学における高齢者理解のための演習方法の評価

久留米大学涯学部看護学科 O古村美津代木霊知子中島洋子

301 4年制の大学における看護学生の職業への社会化 3年次を対象として

}II立天堂大学医療看護学部 O寺岡三左子 宮脇美保子- 小元まさ子

302 臨地実智車後の学生が考える監療安全への捉え方

共立女子短期大学看護学科 O安藤幸校武悶英和真部

303 看護大学生の志望動機と看護職イメージに関する研究(第一報) 一関学初年度の学生に対する調査結采一

翠マリア学院大学看護学科看護学部 O弁福 ゆか抜藤更紀

304 看護大学生の志望動機と者護機イメージに関する研究(第二報) 一看護織である家族の影響

聖マリア学院大学看護学部看護学科。佐藤並紀井福 ゆか

305 摸擬患者養成方法の検討

山形県立保健援療大学 O井上京子青木実校斎藤亮子山田時子

秋田看護福祉大学 招沢さとみ

306 臨j色実智指導充実に関する試み~説明会・意見交換会が及ぼし

広島大学病院 O木 佐 食尚美奇問幸子 111本雅子

307 eラーニングとグループウェアの学習行動の比較

医療法人真鶴会小倉第一病説。今村 E8紀 中村秀敏

308 疾患の理解が悶難な看護学生の知識の統合を自害する婆闘の分析

独立行政法入国立病院機購福岡東医療センター附属看護学校 O青木 久恵

309 看護管理者(看護部長)のDV出題に関する知識と DV被害者遭遇経験の関連性

鹿児島大学医学部保健学科 O今村 利香

310 被災経験の有無による看護学生の災害看護に関する意識調査

群馬大学監学部1;付属病院 O千明 祐む

富山大学l2S学薬学研究部(医学) 四十竹美千代倉石真理塚原節子

富山霞療福祉専門学校看護学科 岩滅菌子

富山大学附属病i淀辻口喜代iを

B 1会場第44群養護審理(1) 1 3 : 30~ 1 4 : 30 

42 

311 電子カルテおよびその導入に対する看護締の認識の縦断的変化

隠家公務員共済組合連合会京阪奈病院 08安部美智代

臨床研究支援センター111EE 朗
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312 訪開審議輔の職業性ストレスと不絞との関連

福間県立大学審議学部 O淑j野 出夏

313 ナースキャッブの着用状況とその理由に関する会出実態議資

大i夜1奇済生会E科学病i淀 O高木登志子機葉由紀子 白鳥静

臨床研究支援センター (OfficeAKI) 山田 一期

314 趨過勤務時間の長さに影饗する要国の分析

母ア月29臼(日)事

NTTil9臼本大阪病院 O牡 丹郎子縄口美紀山下みゆき島本頼子機尾智子

小 原産子辻貴子東香代子

前NTT西日本大薮病院恩白陽子

臨床研究支援センター (0飴ceAKI) 山田 一朗

315 臨床現場における研究活動の促進要密と関容姿国

公立大学法人和歌山県立箆科大学附属病能。忍弁千有季北端恵子

綴床研究支援センター (OfficeAKI) 山田 一部

316 A1早内審議職者の患者指導に関する研究(第3報) ー患者指導にあたって沼難に感じていること一

弘前大学医学部保健学科 O索藤久美子 関部テル子一戸とも子小倉能理子石間

間 沢 義 子 工 藤 せ い 子 曾i本経子安杖

弘前大学医学部総属病詫小林朱実

317 ブリセプターの役訴に関する文献を用いた構成嬰悶の分類

山形大学法学部看護学科 O平賀 愛美布施

318 I詫外発表を体験した臨床看護締が抱く研究への狩定的な思い

公立学校共済組合北陸中央病院 O出回

山大学医学部審議学科塚原節子

319 審議駿員におけるセルフマネジメントの構造

佐柏久恵 由美

宮山大学震学部者護学科 O吉井忍寺境タ紀子安田智美田中三千雄 J¥塚 美 樹

320 9~堅看護部が担う職場内活動の役割jに対する意識と役割受容

JA北海道厚生連帯広荊段。佐藤 千秋

日本赤十字北海道看護大学寺島 泰子

321 新人看護隔の戦場違応f足進介入プログラムの実施と効来(第 1報) 一就職後6ヶ月時の

愛知県立看護大学 O佐野明美 111日桂子

たいこと移ー

静岡県立大学 出尾久美子

愛知総合看護福祉専門学校長問 泰子

322 就職 1年自に生じる法的資怪認識の変化の理由 一自由記述に基づく分析ー

北里大学看護学部 O綿貫恵笑子
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巳1会場第45群看護管理 (2) 1 3 : 30~ 1 4 : 30 

盤 7月29日(日)傘

44 

323 新人審議締の職場適応促進介入プログラムの実施と効果(第2報) 一実施前後のストレス状況から一

愛知総合看護福祉専門学校 O長田 泰子

愛知県立看護大学山口桜子生野明美

静j潟県立大学 白尾久美子

324 キャリア中期にある看護締の「看護実銭の承認J -看護行為の認識一

高知大学援学部看護学科 O王子瀬 節子

325 社会的順応性評鏑尺度の作成と信頼性・安当性の検証

日本赤十字社和歌山医療センタ- 0芝田 虫花

臨床研究支援センター (OfficeAf包) 山田 一朗

326 高校3年生の看護締のイメージ ー者護師志望群と非志議群の比較一

長PI奇大学歴学部保健学科。吉国千賀子西田陵宏久保山悠辻慶子

327 1年以内に 2回以上インシデントに関与した看護師の精神健康状態と密葬感情の変化

お手医科大学附属病院高度救命救急センター O円舘はる佳縮問 弥生高橋弘江

!llPi寿明美

328 中堅女性看護削iの職業継続立志と職務満足授との関係

JA北海道厚生述総定厚生病院者設斉1;

日本赤十字北海道者護大学 二ツ森栄子

329 集中治療室へ配置転換した者護師が底面する関難 一経過時期と罰禁Itの関連

浜松医科大学 O池田有香理野浮明子

330 新人看護締のインシデント体験後の離織防止のための支援内容

山形大学医学部看護学科 O布施淳子平賀愛美

331 療養病床に勤務する看護蹄のストレスとその対処

殺修会諸君1;深志病院 OJJ長焔 敦子

332 務者11医療施設における行動制接待の安全配慮行動

宮崎大学医学部看護学科 0111悶美由紀 内111 倫子

333 精神科病棟における病棟外活動時の安全配惑行動

矢野朋実土屋八千代

宮崎大学医学部者護学科。ゴ二箆八千代 LLi III美由紀内田 倫子矢野朗実安藤

緒方昭子
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i一般演題・ポスターセッション

B 1会場第46群看護史・看護清報 1 3 : 30~ 14 : 30 

334 占領期の看護婦得教育

蚊卒大学底学部看護学科 O滝内 睦子

335 戦前からの連続性の視点で検討した者護改革 一北海道の楽部からー

札幌市立大学看護学部 O控藤公美子

関経世ミ療福祉大学大学説坪井 良子

轡ア月29日(日)欝

336 情報系学部の学生と看護情報学を学んだ審議学部学生のインターネット上の健康情報検索の仕方の蒸異

岩手際立大学看護学部 O遠藤良仁山内一史浅沼優子
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第33四日本看護研究学会学街集会

講 演要
ヒ己
目



会長 講演

f生命科学時代における看護の機能拡大J

窪

石井 ト ク(日本藤十字北海道看護大学学長)

(前岩手県立大学看護学部教授)

寺公 開 緑(福関女学説看護大学設寵準鏑室)

(前大分大学医学部者護学科 教授)

第 1日 9: 30~10 : 10 

A1会場(マリオス 大ホール)
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@会畏講演@

生命科学時代における看護の機能拡大

日本赤十字北海道看護大学学長石井 ト ク

(前岩手県立大学看護学部教授)

平成14年7月にバイオテクノロジ一戦略会議が設寵され，同年12月にはバイオテクノロジ一戦略大檎が策定さ?れた。そ

の序文に r21虫色紀は生命科学の世紀であり，バイオテクノロジーの佐紀である。テクノロジーの進歩は，人間生活の基本

である?生きる食べる暮らすjの三場面のあり方を根本的に変えるインパクトを持ち得る極めて大きな技術革新

である」と述べられている。

戦時大鰐により， r科学技術基本法」に基づいた科学・技術の促進に，一層拍車がかかり，昨今の生命科学と先端罷療

技術は急速に進展している。例えば，ヒト ES細胞や体性幹細胞の研究による再生医療，さらに人クローン忠作成研究が

始まることによって，不治の病を有する人々は fよりよく生きるJ，rよりよく食べるJ. rよりよく暮らすjことに多大な

期待を寄せている。

ただし研究に必要な「受精卵jの入手方法の持題，また，将来人となる可能性のあった「受精卵」の滅失という倫理

的課題がある。人クローン佐研究には「卵子jが必要である。受精卵.卵子の質は研究の成果に影響することから，受精

卵や卵子を設から.どのように入手するかには，医学的，倫理的.社会的.法的問題が生じる。提供者と受益者の利益と

不科主主，機会均等を割るための調整.社会の合意形成などの課題もある。

さらに研究の成采至 t主義から論文やデータの摂造 (Fabrication).改ざん (Falsification) ，議用 (Plagiarism) を行う

科学者が注Bされるようになり，これらの不正行為は国の内外でも多発している。研究の不正行為は科学の進展を組害す

るだけでなく，社会に多大な彰響を与えるものである。日本学術会議は，不正行為と社会的規範からの逸脱行為も読野に

いれて「ミスコンダクト Cmisconduct)Jと定義し科学者の自律を求めている G

今jり:紀の特有な時代にあって.看護専門織は人々の健康をおう社会的責務を符度認識し看護の機能を拡大し発揮す

ることが期待されているc そこで，次の3点について，私の見解を述べたいc

50 

1.よりよい意思決定のためのインフォームド・コンセント

受精卵，卵子提供，体細鞄(羊膜縮抱)等の提供に関する相談，人を対象とする研究の対象となる人々の意思決

定を支える専門的知識と適切な情報の提供，研究に参加する被験者への相談対応

2. 看護専門職としての機関内倫理委員会(研究・先端治療等)への参画

3. 学会.機能集聞による倫理鱗領，ガイドラインによる自主規制
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招轄講演

看護研究の倫理

~国際的な動向かう~

Samantha Mei-che Pang (香港理工大学健康社会科学部 看護学科長)

産長 島 恵(千葉大学大学院看護学研究科教授)

第 1日 10: 15~ 12 : 00 

A1会場(マリオス 大ホール)
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φ詔璃講演φ

Issues in nursing research ethics 

Professor & Head， School ofNursing， The Hong Kong Polytechnic University 

Samantha Mei-che Pang， PhD， RN， 

As the primary goal of conducting nursing research is to advance scientific knowledge in the field of health and nursing for 

improving patient care， inevitably patients will be involved as research su句ects.'Vhen p乱tientsare invited to participate in clinical 

research while they are recei、担ghealth services， nurses have to assume responsib設itiesby taking up the dual roles of practitioner and 

scientIst. As a practitioneむthepatient's healing progress is the primary concern. As a scientist， the contribution to knowledge for the 

benefit of future patients is the primary concern. These concerns may not always run in tandem as the very nature of research is its 

element of unc己r出ntywhich necessitates gathering ev吋enceto support its hypothesis or otherwise. The patients will be involved 

in a clinical trial which efficacy has yet to prove. While they are putting themselves at risk of varying extents， the research outcome 

will ben巴fitぬturepatients but not always the involving patients. In this regard， th巴cruxof ethical considerations in nursing research 

involving patients will be striking a balance between advocating for the patient. s best interest as well as pursuing knowledge for im-

proving future care. This implies that nurses hav巴totake extra safeguards other than observing the general ethical norms for conduct叩

ing research involving human subjects such as informed consent， confidentiality， privacy， beneficence and social utili勺乙Thesesafeguards 

have to take into account the illness vulnerability of patients that render them being dependent on health professionals， vulnerable 

patient groups such as the mentally incapacitated， the frail elderly， the terminallァill，patients with rare disease and ethnic minority， 

and the vulnerability of clinical venues where the studies take place. With referenc巴tointernational research ethics guidelines and the 

universal norms ofbioethics and human rights， this paper will explain the ethical norms for conducting nursing research in general and 

ethical safeguards in particular. Ethical Issues in conducting nursing research involving other disciplines and/or international collabora-

tors will also be discussed. 
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φ招轄講濃。

看護研究の倫理 ~国際的な動向から~

Professor & Head， School of Nursing， The Hong Kong Polytechnic University 

Samantha Mei-che Pang， PhD， RN， 

看護研究を行う上での重要な陸自告は，健康や看護学領域における科学的知識を進歩させることであるが，それには患者

を研究対象とすることは遊けられない。援療を受けているときに患者が臨床研究への参加を求められた場合，看護師は実

践者と科学者の二つの役割を担うことの寅授を引き受ける。実践者としては，患者の回復の遇税が重要な関心であるc 科

としては，将来，患者にとって識をもたらす知識への貢献が重要な関心であるc 研究には.不確かな状況に対して仮

説やその他の蔀提を支持する現象を集積することを必要とするという特性があり，現在， 自の誌にいる患者がよりよい状

態になることと今後の治療に有議な知識を得ることのふたつがいつも並f子して講たされるとは程らない。

患者はまだ有効性が証明されていない臨床試験に参加することがある。臨床研究に参加している患者がある程疫のリス

クを負いながら，今後の治療に役立つ成采が明らかになっている令この点から考えると，患者を対象とした者護研究にお

ける倫理を考える捺に難しいところは，患者が最も関心をよせていることを擁護することと，今後のケアを向上させるた

めの知識をt采求することのバランスをとることであるc

これらのことは，者護締は人を対象とする研究を行う上でのー殺的な倫理規範，併えばインフォームド・コンセントや

秘空安保持，プライパシー，妻子行.社会的有用性などを遵守するだけでなく， さらなる安全策をとらなけれlまいけないこと

を意味している O 安全策には，病によって傷つきやすく脆弱な状態にあるため毘療者に頼らざるをえない患者に対する

f壬が含まれているc そのような対象には，精神的な疾患を抱えている人，虚弱な高齢者，終末期にある人，権患率の抵い

疾患にかかっている人，少数民族が含まれる。

今回， [努際的な研究倫理のガイドライン，バイオエシックスや人権の世界笈言を参照しながら，一般的な者護研究の実

施や特加な倫理的安全策に関連する倫理規範について説明する。さらに，看護研究を実施する擦の倫理的課題について，

i患の学期領域ならびに出際関での協働の視点も含めて論じたいひ
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教 育講演

先端医療技術の進歩と近未来

米本昌平(前科学技稿文明研究所所長)

康長井部俊子(翠路加看護大学学長)

第2日 10: 00~ 1l : 30 

Al会場(マリオス 大ホール)
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@教膏講演φ

先端医療技術の進歩と近未来

前科学技術文明研究所所長米本 昌平

20世紀と21世紀の自然科学は，普通考えられている以上に，その内実が変わってきており.科学に対する考え方を改め

る必要がでできているc とくに自然科学の主流は，巨大な物理科学から生命科学，なかでも人体研究に移ってきた。その

最大の理由は. 20Ut紀後半の科学技術を特徴づけた米ソ冷戦が終わか i立界中が基礎涯学研究とその応、用に研究資源を集

中的に投入し始めたからである c 鹿史上，これほどまで、に人体という f内なる自然」に科学研究の焦点が合わされたこと

はない。このことは，われわれが人体をどういうものと考え，これを遇するのかについて.態度を決定することを追られ

ていることを意味するO 実際.n議器移槌や体外受精など20世紀に藍面した倫理弼題に加えて. 1こトゲノム解読.f等生毘療，

ES網鞄などの研究が進みグ人体や偶人の将来についての操作可能性も高まっているため，この向いからは逃れられない。

しかも，グローパル化によって国境を越える人の移動が極端に自由になったため，医療や倫理の問題を 1関内で考えるこ

とが意味を成さなくなってきており，このような構造的変化を視野に入れて 医療の問題も考えなくてはいけないQ

生命科学と価値の潤題を扱うのは，バイオエシックスだと考えられてきた。だが30年前アメリカで生まれたこの学問は，

自己決定という考え方に強く立脚するものであった。この明快さこそ.生命倫理学の宥用性の源であり，インフォーム

ド・コンセントの確認という規制のあり方は.世界中に受け容れられていった。しかしこの考え方の基盤には.くじ肉体は

統合された個別の存在であ札処分権は本人にあること.会第三者に寄を及ぼさない眼り個人の行動は制限されない，と

する自I1J主義的主張があり，この点でアメリカ的な色彩の強い考え方であった。ところが，こうして人体の処分を自己決

定原理に委ねた結来，アメリカは他先進国と比べて格段に人体綴織の商品化が進んで、しまったむこの事態を欧州社会は反

而教r.ilî と見なし人体総織の商品化を極小に抑えようとする政策努力を重ねている c もともと倫理I!問題への対処は医療l~訟

能集団に委ねられ.そのガイドラインに拠るのが普通であった Q しかし致州諸i主iは90年代以降，これを立法府がとりあげ，

法制化の方向に進んで、いる O とくに. 94年にフランスで成立した「生命倫理法Jは.生命倫理的課題に対して関連法規を

体系的に総務えた点で特般的である O 主主体的には，被験者保護，臓器移椴，生殖技術.遺伝子診断などを包話的に法規制

するものであるが，重要なのは，基本となる哲学を明示したことである o r人体は人格そのものであり，人権の座である」

という「人体の人権宣雪jを採用し民法典に f人体の尊重」の条文を付け加え，人体の取扱いとその利用を理念上は国

家の直絡業務としたのであるO

生命倫理問題を念頭に震いた人権の蒋定義は.歌ナ1'1共通の価値を確立しようとする，より大きな流れにもなっている。

EU (欧州連合)やその関連機関，たとえば欧州評議会，ユネスコなどが，この考え方を基盤にした科学技術の発達に正、

じるための.第ニの政策形成の場として機能し始めている。殴州社会は，人体を一元的iこ管轄する「人体保護庁Jのよう

な行政組織をめざしているようにも見える。また，スイスの新しい憲法は.生殖医学，遺伝子技術，臓器移植医療だけで

はなく.生物の遺伝子組み換え技術の条項までを含んで、いる。

こうしてみると，先端霞療に対する社会の対応のあり方は，自己責任のアメリカ，法制化をめざすi孜ナ1'1.有効な政策を

とれていない日本.そして生命倫壊の議論の蓄積のない非先進地域という. 3 + 1様化の状態にあるように見える。日本

の場合，整えていなくてはならない生命倫理に関連する法律がない併が少なくない。列挙すると，臨床研究の被験者保護

のための被験者保護法，臓器移植の生体ドナーを守るための臓器移植法(法改正)， j遺伝靖報や診療'1寄報の特別な保護(1限

人情報保護法の改正).生競技術規制法.臓器移植法が指定する臓器以外の人体綴織の取扱い法.などである。あるべき

法律がない状態を無法と言うのなら， 日本の生命倫理領域は無法地帯とも言ってよく，社会が取り組むべき重要課題を効

采的に提案する機能が，どこかで欠落している O そんな中，韓国はアジア初の包括的な生命倫理法を成立させた。われわ

れ自身が心の奥底に秘めている身体に対する価値観を発見するための補助線として，アジア地域における先端臨療政策で

の国際対話の場を設けることから，まず始めるべきであろう O

56 日本肴護研究学会雑誌Vol.30 No.3 2007 



学会誌発刊30潤年記念講演

学会誌は語る

~日本看護研究学会がめざしてきたもの~

山口桂子(愛知県立看護大学教授)

感長 JII 口孝 (筑波大学大学院人間総合科学研究科 教授)

第 1日 16: 30~17 : 30 

A1会場(マワオス 大ホール)
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φ学会誌発刊30題年記念講演⑮

学会誌は語る

~日本看護研究学会がめざしてきたもの~

愛知県立看護大学教授山口桂子

2007年，日本看護研究学会は学会誌発刊30周年を迎えたが，その関の者護学をとりまく社会や援療の情勢は大きく変化

してきた。この30数年の本学会の歩みは，わが閣の看護学研究そのものの歩みをさまざまに反映しその軌跡である学会

誌は，その時々の看護実践や看護教育の現場での開題やとり級みの実態を狭す鏡であったとも言えよう c

日本看護研究学会は，西大学看護学研究会として1975年から第 1間学術集会を開催してきたが. 1978年3月，学会誌部

刊号を発刊した。そこには前年に行われた第3回学術集会の会長講演を始め，シンポジウムや一般淡題の要旨が掲載され，

学会誌としての体裁をすでになしていることがわかるが，現行との大きな違いは，シンポジウム，一般演題ともに発表後

の質疑応答までが，実に臨場感を持って掲載されていることであるc 筆者自身，本学会に初めて参加した持に発表会場で

繰り広げられる発表者とフロアからの質持者との緊張感あふれるやりとりに，研究を発表することの醗鱗味と責任の大き

さを痛感したものであるが，その場立立をまさに訪併させるものである。本学会が今まで続けてきた学術集会プログラム号

(臨時噌刊号:第20巻より通巻化)の全会員への記布は，学術集会における発表内容の共有化を信条としてきたことの大

きな誌である。その後，発表淡足立のよ努力Rに伴って，第20巻より上記の質疑応答の掲載はやむなく廃止されたが，貴重なペー

ジであった。一方，第 1巻2号には，前年の学:fij:ft長会で‘の発表が8編，論文として掲載されているが，発表一討論一修正

論文北のプロセスが学会誌からの募集の形で提示され，発表にとどまらない研究の成熟化あるいは完成が目標であるこ

とをこの時代に明確に示した。このことは，現在ではだれもがそう認識している，学会誌が知識の体系化に来たす役訴に

ついて会員にしらしめ，定義化させた!惑がある c 1;{} 1巻にみるこれらのことは.この学会が設立当初から仰をめざそうと

していたかを物語る事実と言ってよいだろう。

本学会のもう一つのキーワードは f自由参加jである C 先にも述べたが，この30年間で社会'情勢は大きく変化し

看護実践現場や看護教育の現場も様変わりしてきた。当初掲げられためざすべき研究会の有り様は，自由参加と看護学研

究をとりまく環境の変化の中で¥ どのように守られ，あるいは変えられてきたのだろうか。

学会誌発千百30周年を記念して，その足跡を振り返る機会をいただいたが.改めて，本学会がめざしてきたこと，成し遂

げてきたことをたどるとともに，今後めざすべきことは何かを探っていきたい。
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シンポジスト

シンポジウム 1

医療の安全と安心の確保

~医療事故防止の探求~

佐原議之(厚生労働省法政局総務課底療安全推進室室長)

鈴木利康(明治大学法科大学説教授)

JII 原玲子(岩手県立大斡渡痕説法療安全専門員)

均内豊明(名古露大学医学部保健学科教授)

盛長楠本万 里子(日本看護協会常任理事)

第 1日目:OO~16 : 15 

A1会場(マリオス 大ホール)
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@シンポジウム 1。

今後の医療安全対策について

~行政の立場から~

厚生労働者医政局総務課医療安全推進室 佐原康之

王子成11年に特定機能病院で患者取り違え事故が発生して社会問題となり，医療事故. ~ま療安全に対する掴民の関心が高

まる契機となった。

厚生労働省においては，平成14年4月に医療安全対策検討会議が取りまとめた「監療安全推進総合対策Jに基づき，医療

機器内の安全管理体制の整備，援療安全支援センターの整備，ヒヤリ・ハット事例の収集等，医療安全対策の体制整備を

揺ってきた。平成同年10月からは(財)日本監療機能評価機講による事故等事案の収集事業が開始され，医療安全対策の

大きな枠組みができてきた。

平成17年6丹には，底療安全対策検討会議において，今後の医療安全対策に関する報告書が取りまとめられた。「医療

安全推進総合対策jの考え方を尊重しつつ「援療の質の向上jという観点を一層重視しこれまでの対策の強化と新たな

課題への対応について提嘗を行ったものである。その内容については，社会保障審議会援療部会において取りまとめられ

た「医療提供体制に関する意見J(平成17年12月)に盛り込まれ.監療安全の確保については，援療制度改革の柱のひと

つとなっている O

医療制度改革においては，これまでの取組みに加え.安全管理体制の整備や院内感染制御体制の整1iii)を全ての医療機関，

助産所に義務付けるとともに，都道府県が設罰する陵療安全支援センターを制度化し患者との話し合いが進むよう医療

機関への助言を行うなどの体制の整官iiを圏ることとした。これらの施読を実施するため.平成18::ド6月に震療法等の改正

法案が障会で可決成立した。この第5次改正i歪療法においては，第3章「医療の安全の篠保」とし第6条の9から12に，

閣の責務・病院等の管理者の支務・医療安全支援センター・情報の提供等が示された。これに伴い，平成19年3丹30日付

けで厚生労働者監政局長より都道府県知事に対して「良質な医療を提供する体制の確立を留るための援療法等の一部を改

正する法律の一部の施行について」の通知を行い，管下政令指定都市.保健所設置市，医療機関 関係団体等に対する閤

知を依頼した。この通知では第2項呂に「医療の安全に関する事項」とし項目毎に具体的内容を規定している。

この他，偲別施策のーっとして，医療の透明性を高め，医療の安全性の向上を目指して f診療行為に関連した死亡の調

査分析モデル事業jが平成17年度から開始されている O 本事業においては，診療行為に関連した死亡を対象に臨床底

法医，病理涯による解剖やカルテなどの調査を実施し死因究明及び¥再発防止策を総合的に検討し評価結果を遺族，医

療機関に報告している。今後， rモデル事業jの実施状況を踏まえながら，死問究明のあり方について，具体的な検討を

進めていく予定であるC

部民の医療への期待に応え，安全，安心で良質な底療を確保するため，法療安全対策に対し学会会員各{立をはじめ関

係者のご理解とご協力をお願いしたい。
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φシンポジウム 1φ

医療事故防止の課題

~患者側弁護士の立場から~

明治大学法科大学院教授鈴木利慶

交通事故，銃空接事故，鉄道事故.労災事故等々，どの分野でも事故防止のために検討すべき課題は共通しているよう

に思う。すなわち，

公的調査分析

一定の業務領域で起きた事故についてのさき該戦場・業界での諜査分析

加害当事者やその業務体に対する行政処分

加害当事者に対する刑事捜査と刑事責任

民事損害賠讃寅怪等の被害救済

日常的な事故防止策の実施

などである(後記 f毘療事故への公正な社会的対忠のあり方j参照)。

医療事故分野の現状はどうであろうか?

1998年まで， 日本の堅療においては司会のほとんどがシステムイとされておらず，民事損害賠{賞索託制度のみに寄り

かかっていたと寄っても過言ではない。

1999年初頭に起きた2つの臨療事故をきっかけに 2001年4月摩労者援政局に医療安全推進室が設Eまされてから，ヌド接

的な国家的監療安全対策が始まった。

当面の先端的政策課題については，行政の立場から報告があると忠われるので，本シンポジウムにおいては，被害救済

及び刑事変荘と医療事故賠止との関係について開題提認する予定である。

(程標事故へむ公正な社会的対誌のあり方)

施笑の策

生

一

対

発

会

i
i
i
v故
i
i
↓

安

事

的常口凶

ムロ4u
r
 

関の

分

査

処

捜

j
1
1
4事

事

刑

蕊““

↓寸

J 
行政処分

j 
日常的安全対策
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φシンポジウム 1φ

医療の現場で必要とされるもの

~底療安全管理専門員の立場から~

岩手巣立大船渡病院医療安全専門員川原玲子

急速な医療の進歩の中で，安全で、質の高い医療を提供する事は社会の強い要請であり，病院の安全確保への取組みは重

要な課題になっている。

若手の県営医療は現在23病院4地域診療センターがあり，平成18年4月から，広域基幹病院及び磁床研修指定病院の11

病院に専従の医療安全管理専門員が記置された。毘療安全管理専門員は会議を定期的に行い，県立病院の毘療安全業務の

推進者としての活動を行っているc

には 9の保健医療臨域があり，岩手県立大粕渡病院 (479床)は気仙保健症療閣の基幹病i完で、あるc

私は県立大船渡病読の援療安全管理専門員として，

1. 1去療安全に関する研修の金額立案

2. 医療安全に関する各種マニュアルの作成.見夜し

3. 千ンシデントレポートの収集及び分析と予紡策の検討・

4. アクシデントに関する誠査

5. 医療安全情報の収集と広報活動

6. l~域病院の安全活動

なと援療安全にj渇する業務を行ってきた。先進的な施設の活動成5í~から学び主IJ りえた情報を共有して，効果的な方法

を模索しながらの活動である。当病院の安全管理体制は!部長安全管理委員会の下部組織として，セーブテイマネジメント

部会が設註されており，安全活動の実務において現場のセフテイマネージャーが，中心的な役割を来たしているc

f訪問法人日本医療機能評価機構?匿療事故情報収集等卒業第 8閤報告書によるととヤ l)ハット発生要閣では確認

31.2%・心理的状況16.5%・患者・家族への説明6.1%スタップ開の連携不足5.9%と報告されているO 岩手県援療局18年度

(4 月 -12丹)インシデント集計結果でも発生原田は不注意27.5% ・思い込み14.5%連tt~7.3%居、考・家族への説明4.8%で

あった。

安全を考悲してシステムが改善され，機器が導入されても，介在する罷療者が人間で、ある限りとューマンエラーはなく

ならない。腹療分野での“思い込み"“不i主意"“連携不足"によるインシデントは，全てにおいて深刻な有害事象を引き

起こす可能性を持っている O このことを臨療する側は，十分理解している。

しかし忠者の視点に立つと患者個々の症状に合った的確な医療行為がなされるべきであり，一つ一つの行為に対して，

内戦である援療従事者に期待するところは大きい。“思い込み"“不注意"“スタッフ間の述携不適切"などは，考えら

れないことであるo このように患者側と医療側の感覚の組関は，深刻なクレームへと発展する可能性を秘めていることを

示している。

危険予知能力の育成が必要であると言われているが，当病院のインシデント・アクシデントの要閣からも，事象が表面

化する前に患者と医療者向，援療者間でさまざまなシグナルが出されていることに気付かされる。早期にこのシグナルを

察知し適切な対処を行うことが産療事故防止につながるが，察知するためには，リスク感性やコミュニケーションスキ

ルは不可欠である。経験や技術には個人差があり，この感性やコミュニケーションスキルを高めるためには，学習や訓練

が必要である C

当病院の18年度の医療安全研修として，視点を変え相手の立場になって考え，更にリスク対応について機種を超えて考

える研修を思索し行った。研修後のアンケートから，相手の立場になって考えることができた・白部署でも思い当たる
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ことがあ札客観的に視覚で訴えられたので，考える安勢が持てた・奇季初iを変えて続けてほしいとの声を得て，シリーズ

化を検討しているc

病院は医隔を始め者護締・薬剤締・診療放射線技師・栄養士など専門機の集合体であり，一人の患者に対して多くのス

タッフカf関わっている

専Fうが分化し分業する体部になっている現在，各部署の安全管理意識は高まってきていることを感じている。しかしイン

シデント報告内容からは，部署毎の意識の違いも見えてきているc 車接患者と向き合う時期の長い職種と，隈られた時間

で濁係を持つ磯種では，関心の向けるところや意識の違いが有るのは当然のことである。

組織として事故防氏に臨むとき，患者の一連の援療プロセスの中で，部署が抱えているリスクを共有し組識の中の

様々な状況や立場で議論する場を作ることは，職員儲々のリスク感性.を育てるのに有意義だと思われるo
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φシンポジウム 1⑤

看護教育の立場から

名屋大学涯学部保健学科教授山内 豊明

教育の芭標は何か

学生や新人はしばしば 5あまりにも簡単なことすらできないjと嘆かれます。しかしそれは本当に「簡単なjことなの

でしょうか。もしもそうであるならば，それについてはある程度の繰り返し的な訓線をすることで解決に結びつくことで

しょう。

必ず出来なければならない「簡単なjことの例としては，加減乗除のような単純な四郎演算や簡単.な比例計算がありま

す。これらを間違うようでは実践どころではありませんO しかしこのような基礎能力の育成は専門職教育に入る「前」の

ことなのです。

一方で，実はその行為は多重課題になっているかもしれません。そうなれば解決法は異なり，どう f段取りJするのか

ということが鍵となるでしょう c そしてその段取りは偲人として出来ることなのか，あるいはシステムの問題として対処

しなければならないかによって話は違ってきましょう。

ですから教育にあたってはまず，仰を呂指すのか，それはどの範囲の課題なのかという整現と確認が不可欠で、あり，こ

れをはっきりさせないままではどこに進むかが分からないので，何をやっても徒労に終わりかねません。

震療安全に資する基礎能力には何を求めるべきか

各自の運用能力を向上させるには，まずは何が であり.何は「考えたことjなのかを区別することが基本中の

恭本であると考えます。ですからまずは素材となる事実の把握が出来なければ始まりませんQ

ところで素材としての事実が把揮できたとしても，それだけでは治的できません。活沼できる.すなわちアセスメント

が出来るというためには，事実の存在を認識しそれをJI今味でき.その結果を表H:lできる必要があります。つまり一個人

の内的な世界での f納得」で、終わらせててはならないのです。言い換えれば「分かったことjを地者と共有できて初めて

「使えるjことになるのです。

ですから把握した事実を整理し伝える言語的能力が鍵となるでしょう C 思考は言語的操作ができるからこそ成り立つも

のであり，論理的に考えるとは惑じるとは本質的に異なるものです。

経験豊かになれば一々考えずに fピンとくるJようになるでしょうが，それはきちんと考えることが出来たことの積み

重ねの賜物です。感じることには再現性や安定性は必ずしも保証されません。

基礎教脊の目標としては f勘の働くJことよりも確実性を担保できることを求めるべきであると考えます。そのために

も論理的思考を行えるための基礎を臨めることこそが入門教脊の使命と考えますc
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シンポジウム2

人としての生と死

~終末期医療ガイド、ラインをめぐって~

シンポジスト

町野 鶏(上智大学大学技法学期究科研究科長)

棋尾京子(広島大学大学説保健学研究科教授)

松村悠子(関西福祉大学看護学部学部長)

JIl 村佐和子(青森県立保韓大学健康科学部教授)

座長岩認靖子(北海道援療大学大学院看護福祉学碗究科教授)

第2日 13: OO~ 15 : 15 

A1会場(マワオス 大ホール〉
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φシンポジウム2+

「終末期医療の決定プロセスに関するガイドラインJについて

上智大学大学院法学研究科研究科長町野 朔

1 r終末期監療の決意プヨセスに関するガイドラインJができるまで

l. r終末期監療に関する言語査検討会J(2002年10月一200446月)

2. 終末期底療に関する調査等検討会報告書 今後の終米期医療の在り方について (2004年6月)

3.林謙治「終末期における望ましい援療の内容に関するガイドラインの策定に関する研究J(平成同年)，向「終末期

医療の質の向上に関する研究J(平成17-19年)

4. 射水市民病院事件，射水市民病i淀「終末期医療の基本方針」の公表 (2006年9月6日)

5. 厚生労働者「終末期医療に関するガイドライン(たたき合)J(2006年9月15日)

6.厚生労働省「終末期医療の決定プロセスのあり方に関する検討会J(樋口範雄康長) (2001年 1-4月)

7. 厚生労働者 f終末期援療の決定プロセスに関するガイドラインJ(20昨年4月)

n r詰製ガイドライン」の意義と限界

1.川崎協同病院事件控訴審判決(東京高判平成19年2月28日)

2. 法令・行政指導・医学会ガイドライン

3.行政ガイドラインですることによる棋界

法律のJiit!関内

生命を短縮することについての行政指導

医療のあり方についてのみ

部 f終末期医療の決定プロセスに関するガイドラインJIこついて

l.メリット，デメリット

医療関係者の法的安宏性の除去?

医療不信の除去?

争終末期に持ち込まれたマニュアル医療?

ミじ 終末期患者の権利の保護

2. 基本方針ーとしての患者の意思・最慈の利益

法療経済の排除

家族的考@'の排除

患者の意思とその利援との認係

3.決定プロセス

f医療・ケアチームjによる集部的決定

ピア・レビューでも，倫理委員会でもない手続

N 終わらない終末期室穣
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。シンポジウム2。

新生児看護の視点から

J?， 

同冬末期医療に濁するガイドラインjが公表され.終末期監療及びケアの夜り方.方針の決定手続についての国として

の考え方がまとめられた。このガイドラインでは，患者の意思が確認できない場合には，家族と話し合い.患者にとって

の最議の治療方針をとることを基本としている

新生児涯療においては，患者の意思を確認できないということが常態であり，間畿の見込みがなく治療をすることが妥

当でないと援療者や家族の誰かが疑問を持った場合の意思決定については.長年の課題であった。新生児臨療においても，

f重篤な疾患を持つ新生児の家族と医療スタッフの話し合いのガイドライン(表)Jが作成され.王子成18年11丹27日に開催

された第日間日本未熟克新生克学会・第16前日本新生児蕃護学会合間シンポジウムでは，その普及と活用上の課題が検討

された。シンホ。ジストであった西村哲郎氏は. r命を考える際には，神聖で‘侵すことができないという側頭と現実に迫

る死を前に，いかに尊厳ある生口尊厳ある死を迎えるかという側面を合わせて考えなければならない。命が人の手に委ね

られるとき，その争11謹さが損なわれる可能性があり，そこをどうケアするかが医療者に関われるjと述べたc

ここでは，終末期医療ガイドラインの課題について，特に，患者の;意思が確認できない場合に銭点を当て，先の合河シ

ンポジウム討論結果等を通して検討したい。

思横教授広島大学大学院保健学研究科

家篤な疾尽を持つ新生児の言葉族と絞療スタッフの話し合いのガイドライン

9 

まミ

すべての新生児には，適切な医療と保護を受ける緩手Ijがある。

父母はこどもの養育に笈佼を負うものとして，こどもの治療方針を決定する権利と義務をと有ナるc

治療方針の決定l丈「こどもの絞淡の利益jにさまづくものでなければならない。

治療方針の決定滋程においては，父母と医療スタップとが十分な話し合いをもたなければならないc

医療スタッフ{え父母と対等なrr場での縫綴関係の形成iこ努めなければならないc

医療スタッフiえ父母にこどもの医療に隠するiE確な務殺を迷やかに提供し分かりやすく説明しなければならない。

医療スタップ{えチームのー災として，互いに意見や情報を交換し自らの感情を表出できる機会をもつべきである。

E主婦は後新の怪奇戸的情報とこどもの儀別の務状に基づき，専門の5毛なる医自ijiおよび{訟の戦後のスタップとも協議の上，予後を判

定するべきである。

1'.命維持治療の怒し授えや中止は，こどもの生命に不可逆的な総よ誌をもたらす可能性が潟いので，

ならない。父母または医療スタッフが抜命維持治療の援し控えやや止を提議する場合には，

もの救護の利益jについて十分に話し合わなければならないc

・生命綾持治療のまをし主主えやや止を検討する際は， こどもの治療に関わるできる限り多くの医療スタップが意見を交換するべき

である。

.1'.命綾持治療の獲し扱えやや止を検討する際は，父母との十分な話し合いが必妥であり，

フがi首席したうえで後2j父母の気持ちを開き.意忽を確認する。

-生命緩持治療の差し授えや中止を検討した場合は，それが?こどもの議幾の利益jであると判断した根拠古家族との訴し合

いの緩過と内容とともに診療録に記載する。

・ひとたび治療の援し控えや中止が決定された後も，?こどもの議議の利主主jにかなう医療を追求し家族への最大限の支援が

なされるべきである。

治療方針は，こどもの病状や父母の気持ちの変化に応じて見渡されるべきである。医療スタッフはいつでも決定を見夜す用意が

あることをあらかじめ父母に伝えておく必喜さがあるo

特に幾重に検討されなければ

8のJJli:員IHこ従って.rこど

阪r.ijiだけでなくその他の医療スタッ

ー
ム
?
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回村正使、(主任研究者):平成13~15王手厚生労働省・育成医療委託研究芸評議 fl重症際答新生児援擦のガイドライン及びハイリス

ク新生児の診断システムに濁する総合研究j報告勢。
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φシンポジウム2φ

持癒裁判における人の死と看護

関問福祉大学者護学部学部長松村 f岳

人の生涯は一日一日がどんな日であったかを感じ，明日もいい日でありますようにと願いながら暮らしている。何事も

ない尽々ではそれ桂の意識をせずに過ごしてしまうが，大きな出来事に出会うとたちどころに祈りの心と釆り越えようと

する力が起きてくる。そして人生の最後に近い8が迫ってきたとき，穂極的行動エネルギーが失われ，身体を他人にゆだ

ねながら悲しみと苦痛のB々を送ることになる。最後の臼々が周簡の暖かな眼差しと思いやりの心に包まれた環境である

なら，その人の過去の人生の悲劇の殆どは解消され，又逆に最後の日々が冷たい言葉や乱暴な態度などの環境であったな

ら，その人がどんな栄光の過去があったとしてもその過去はむなしく捕え，孤独で、悲劇的心で死をむかえることになる O

末期の状態にある人に対し穏やかな日々を送ってもらうために者護師はどんな思想・哲学をもち.専門職としての知識

をどのように使わなければならないかを考えていきたい。

そこで悲劇的死を迎えた祷癒裁判における 2事慨を紹介する o 1例目は昭和49年12月に高I鼠在性脳出血で伊jれ，昭和54

年11月に死亡したYさんの死亡時診断書は肺炎.尿路感染症，腎孟炎，勝目先炎，気管支炎吏に看護記録からは口内炎.!!=

から!限汁，イUI'号部巨大祷癒という状態であった。

2例自は王子成41ド1月にノト}J当11¥1訟で、伊jれT病説へ担送された。そこでは手厚い看護を受けある程度の閥復をみた。平成

4 jl'-4 J'iに病院を移った。移転先の病院では適切な看護をうけることが出来ず，袴療及び全身の体力{託子‘により管機能r~

併発し同年:12丹30日死亡。

68 

2事例を以下について解説し考察を加えて述べる。

1 )看護における生命倫理的視点

2)末期的状態にある身体機能と生漆的変化についての看護部の理解の度合い

3 )家族の苦悩を知ることと家族参加について

4)チーム底療のための意識化

これらについて参加者の方々と意見交換をしたい。
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。シンポジウム2φ

人としての生と死一終末期医療ガイドラインをめぐって

青森県立保健大学健康科学部教授JlI村 佐和子

現在，わが閣では，多くの人びとが監療施設のゆでその終末をJf!!えている。しかし 近年の医療改革において 医療施

設は専門的な援療を必要とする急性期対応型の医療提供に方向付けられており 入段j諮問も短縮しているc 一方で 長期

療養を臼的とする病床は減少の方向にあり，これからはお齢者ゃがん末期療養者などの在宅療養者および終末期ケアにあ

る人々が増加すると推測されている。そして在宅医療サービスにはこれらのニーズに対忠できるような整俄が求められて

いるc

しかし 急速な状況の変化に髄設や体制整備が対応できているわけではなく その潔境整俄が社会詞題化し 平成15年

に厚生労働省が従来の判磁を超えた見解を通知した。つまり.ALS (務萎縮性側索硬化疲)のために在宅でたんの吸引を

必要とする人々からの訴えに対応、して. rたんの吸引は医行為であるが，家族以外(援締・者護殺を徐く)の者が一定の

条件下でたんの吸引を行うことを容認するJという内容であ札在宅でたんの吸引という際行為を行なう者を，一定条件

下ではあるが底療殺有資格者から無資格者に拡大したものであるo

らは平成18年度に 在宅で家族以外の者が行う場合のたんの吸引の実施状況やその条件整僚に関する調査を実施

し現在解析中であるが，留の通知で定められた家族以外の者がたんの吸引を行う擦の魔境条件6項目をすべて満たして

いる者は多いとはいえず，夜宅ターミナルなどに関して必要な環境条件を整備することにはさらにいっそうの整備が必要

と考えているc

人々は自宅での終末を望んでいるといわれているc 昔 よく言われていた「授の上で大往生jという千メージは怒久の

時を生活環境の中に感じつつ 親しかった人々との輸の中で ゆったりと 居合わせる人々がそれと気づかぬ関にターミ

ナルを迎えているというもののようだが現実にこのような生活環境を整えられる場合は少ないのではないだろうか?ま

ず 単独生活者が増え，家族内のケア提供者が極めて少ないことは人口統計そ見ればすぐ理解できることである O

らしのターミナル拐にある人々に求まられ そこで一夜のケアを行なっても収入は少なく 翌朝は訪問に出なければ運営

していけない訪罰看護ステーションの現実もあるc

以前 外国で在宅ターミナルは人々の基本であり，病院死のほうが本来その人が生活している場から離れていて不自然

であり，自宅環境の整備が惑いのは本人のこれまでの生活努力によるものであるからいたし方ないという考え方を学習し

たことがある。このような考え方が共有されている社会では人々はそれなりの価値基準や党臨(心構え，あきらめ;広辞

苑)があり，これに恭いて社会規範を祢ることは可誌である。しかし その留においても 必要なケアを提供する専門職

員や近隣の人々の支援を受けられるように，社会は仕組みを作っていた。

今関の終末期医療ガイドラインを在宅ケアの場の現状とあわせ考えると ガイドラインの前提として必要な在宅ターミ

ナルケアの現実認識や環境整備の不十分さを解決しないまま 出発のサインがだされているように考えられる O 人々の選

択を尊重し それに対応した医療を提供できる環境を整備してはじめて このガイドラインは意義を発揮し 人々は自由

な意思でターミナルの場を選択し 援療議員は必要なサービスを提供できると考えられるのである O
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ワークショップ1

ブエルテ‘ンクライス

~人の動きを知る~

かさみ康子(フェルデンクライス・ジャパン)

コーデイネーター 吉 出 千鶴子(岩手県立大学看護学部準教授)

第 1日 13: 30~16 : 00 

B8会場(アイーナ 6階世代関交流室)

a本看護研究学会雑誌 Vol.30 No. 3 2007 71 



φワークショップ1φ

ブェルデンクライス

~入の動きを知る~

フェルデンクライス・ジャパン かさみ 康

フェルデンクライスメソッドは物現学者モーシェ・フェルデンクライス (1904~1984) によって創り出された，イ本の動

きを使って人u立の能力をi菊発する方法です。その方法はどういうものかというと，人間が体の動きを学ぶプロセス.つま

り感党情報と脳からのフィードパックによって行動を改養していくという学習のシステムを利用するのです。たとえば，

初めて自転車に乗ることを学んだ時のことを思い出してみます。最初は全然バランスがとれなくて何震も失敗を繰り返し

ます。ところが.転倒を繰り返しているうちに自然にバランスがとれるようになり， うまく自分の体を使って自転車に乗

れるようになります。最初とてつもなく器難に感じられたのが，やがてなんでもなくできる行為になり， )守手をハンドル

から離したり，あちこちきょろさよろ見たりしながらでも自由に乗り出せるようになります。この学習のプロセスで私た

ちの中に起こっているシステムを，エクササイズで利用して，より機能的で快適な動きと体を獲得しようというのがフェ

ルデンクライスのレッスンのねらいなのです。

レッスンで一番大事なポイントは，なるべく少ない力で動き，製jきを感じ取る能力を高めるということです。私たちは

ついついアンビシャスになりカをいれて大きな動きをしたがるのですが，それは逆効果となります。カを使えば使うほど，

動きに対する感受性は低くなるのですからc ですからワークショッブでは.イ本をやさしく小さくゆっくりと動かし続け，

パターン化した動きと自己イメージ令書き替える試みを綾り返します。

さて， r機能的で快適な動きと体jとは一体どのようなものなのでしょうか。

たとえば「扇と腕の動きjについて考えてみることにしましょう。体のなかでも碕の部分は特に筋肉が緊張しやすく，

こわばりや痛みが起こりやすいところです。ストレスに対ーする反応として，私たちはよく}認を持ち上げて緊張させます。

割ったことに，この動きは簡単に癖になってしまい，たいていの場合痛くなって硬くなるまで屑が緊張していることに気

がつきません。また，長い時間前方に体をかがめる姿勢で作業を続けたときにも，肩は緊張しやすく，特別に痛みや苦痛

が生じやすい部分です。そして屑の部分の不必要な筋肉の緊張は，設.胸，腕.そして背中の柔軟性をなくし姿勢に悪

影響をあたえます。慢性的な痛みや様々な不調の原悶となるこのような状態は，体の一部分が他の部分と協調することな

しに過剰に使われていることによって起こります。そのような状態を改議するためには.どのような動きや姿勢において

も常に体全体がうまく使われるようにすることが大切です。

当日，このワークショッブにご参加の方は，動きやすい服装でおいで下さい。
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ワークショッブ2

がん看護

~生を支えるケア~

伊藤 ゆかり(岩手県立中央癖説ホスピスケア認定看護師)

中村めぐみ(聖路加国i捺病践がん看護専問看護師)

蛭田 みどり(ケアタウン小平訪問看護ステーション所長)

コーデイネ…ター木村紀 (弘前学院大学看護学部教授)

第 1日 14: OO~ 16 : 00 

B2会場(アイーナ 8指会議室803)
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φワークショップ2φ

一般病棟の中での生を支えるケア

岩手県立中央病i淀 緩和ケアチーム専従看護師

ホスピスケア認定審議締伊藤 ゆかり

本病続は. 730床を有する岩手県立病院のセンター病院として高度・先進法療及び救急・急性期医療を提供する役割を

担っている。特にもがんセンターの機能を担っており，がん診療拠点病院としてがんによる入院患者数lネ年間約13，000

名余で、あるO 当院は緩和ケア病棟を持たない，一般病院である。

緩和ケアの質向上の目的で. 2005年4月に緩和ケアチームを立ち上げた。チームへの依頼件数は年時150名余で、あり.

6訴強の患者を看取りまで拐当させて頂いている。依頼の8割以上が身体的苦痛緩和である。チームの王寺:従看護師として，

忠者・家族の多様なニーズに対正、するために，主治医・担当看護蹄・他殺種との調整をIZIっている C

2:¥下街の専従看護郊としての活動を通じて，患者が抱える身体的苦痛は，患者の自由を奪い，身体機能の喪失，役割喪

失につながっていると感じた。また，孤独感や怒り，恐れ，苛立ちの気持ちを引き起こしその人らしく生きていこうと

する大きな障害になっているとも惑じた。痛みに苦しんでいた患者が，適切な薬剤の投与によって痛みから解放された持

の表鵠や言動を間近に見るにつけ，疲状コントロールがいかに大切な事かを痛感するO 痛みで患者を誕独にしてはならな

いとの思いで，病棟看護師と連携を密にし症状マネジメントにあたっている。また，痛みからの解放は，患者のみなら

ず，付き添うご家族へのケアであるという事も数々の事例から，学ばせていただいた。痛みのない時間がある事で，これ

までの時間を振り返る事が出来たか家族に対しての気遣いの言葉を残せる。そのような穏やかな時間が持てる事は，患

者のみならず，残される家族にとっての生へのケアにつながると考え. 日々.緩和ケアチームメンバーと共に症状コント

ロールに努めている O

次に精神面へのケアであるc 担当させていただいた殆どの患者は，病気になり死を身近に感じたtI寺に人生の結末を突き

つけられ.生について考え始める状況にある。 無限にあるように思えていた時泌を失う事で，死をより身近に感じ，他者

には生がj浪りなく保証されているように思える。そして. iどうせ治らない病気なら早く逝きたいJi楽になりたいJi私

の辛さは誰にもわからないJi家族に迷惑をかけ，主主きているのが辛い」と孤独感や自分存在の意味を喪失する言葉が表

出される。日々.そのような患者の辛さ，やり切れなさ，怒、りなどの思いを真撃に受けとめる持!穏を大切にしている。患

者が抱えている患いを全て理解する事は難しいが，患者が諮るそれらの思いを受けとめようと寄り添い続ける毎日であ

るつ訪関させていただいている患者も様々で.思いを自ら語る方，多くを語らずじっとその時を待たれているように感じ

られる方とひとりひとり違う。それらの患者の人となりを理解し思いを尊重した関わり方を心がけている O 人は一人で‘

は. ~~い存在である O 自らの存夜を認めてくれる人がいるから，今日を生きていけると思えるように患者の思いに配惑

しながら，恵、者綿々にあった寄り添い方で支援している。

しかし苦しみを抱えた患者が，会ての人に自らの苦しみを語るわけで、はない。自らの苦しみを解かつてくれる理解者

に話をしてくれることを意識し反復，沈黙.問いかけといった傾聴を繰り返しながら.患者の fどう生きるかjを共に

えるサボーターとして.今後も寄り添い，歩いていくつもりである O
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@ワークショッブ2+

がん看護専門看護師の立場から

翠蕗加国捺病j淀がん看護専問看護師中 村めぐみ

がんの予訪・早期発見への取り組み，新たな治療の研究・開発により，がん=ターミナルではなくなり，むしろ慢性疾

患と捉えるようになってきている。その一方で fがんj がこころに及ぼす影響は計り知れず，がん患者の30~40% に持う

つがみられ，終末期になるとその割合はさらに増加すると言われている O

近年，がんと共に生きる人出サパイパーに対する情緒的支援への関心が高まり，がん者護におけるま重姿なテーマのーっ

となっている。そこで¥盟路加i君!察病説審議き[1が主体とな f).精神看護専門者護舗とがん看護専問看護簡をゆ核とするプ

ロジェクトメンバーが行っているがん患者のためのサポートグループの実捺を紹介する。「がんと共にゆったり生きるJ

と題したこのプログラムlえ濃路加審議大学で、行われた防宝ん告知を受けた患者の主体的ながんとの共生を支える援助プ

ログラムの開発に関する研究jの結果に基づいている

このプログラムの話的は，グループ精神療法的アプローチを用いた教育的・情緒的サポートにより，患者自身のストレ

ス対処能力を高めることである。プログラムの講遣は. 1コース 5屈. 1間2待問/週 1践で，参加者を10名程度に題定

している。テーマはく分の病気について学ほう，安毎日の健康を維持・閥復する方法について学ほう，普段分の気持ち

をわかり心身の安定を保とうゆったりと生きるための工夫.をコースの振り返りと終了式となっている O 各回とも前

半は者護締・援隠・栄養士・ソーシャルワーカー・訪問委譲締などによる情報提供色後半は患者向士での主体的な交流

を促している。

これまでの論文や我々の経験から，サポートグループの意義は，病気との付き合い方や日常生活のi調整， リラックスの

方法などについて専門家から正しい知識を習得できること，同様な体験を持つ者向士で情報を交換できること，これを通

してサポートネットワークを築いたり仲鴇づくりができること，様々な感情を表出し同病者や産療者と分かち合い，理

解されること，グループのやで受け入れられ，支えられていると感じること，また自らの体験を諮ることで他者をサポー

トできることに意味を見出し元気づけられること，がん特有の恐れや不快感 .m否反応などの体験が自分だけではない

ことに気づき，むしろ f正常な反応jと見なすようにな以不安や孫独惑が低減することなどである

このようにサポートグループはがん患者の生を支える方絡の…っと考えられるが，参加している にとってもメ

リットが大きいことが我々の調査で示唆されているc 者護締iえグループに加わってプロセスを観察したり.ブアシワ

テートすることにより，がんと共に生さることの実態をつかみ，医療あるいは医療者に対する患いを知江患者を支える

コミュニケーションの取り方や良好な関係性の築き方を学ぶことができる

がん患者の多くは病状にかかわらず不安・緊張ー恐怖.1i11うつ・怒り・絶望・疎外惑などを体験しているc ケアを提供

する場がどこであっても，患者の訴えをよく聴き，表出される感摺を認め.設葉に捉われずに心構を探り，それを明確イと

し自分が感じたことや考えたことを率薩に{云え，分かり合うことが生を支えるケアとなるだろう。審議蹄が専門的知識

や判断に基づく助言や提案をする捺には，患者儲々の価龍観やイ言念を尊重し患者が真に求めていることは何かを見失わ

ないようにしたい。医療者として何かしてあげなければという患いを抱きやすいが，患者の自律性の維持に焦点を合わせ

ることが大切である

個々の患者を会人的に捉え，複雑多蚊にわたる照題に対処していくことは容易ではないc 多殺種が協織し患者とその

家族に寵接かかわるスタッフと様々な領域の専門家が意見交換しながら多角的に介入することで，ケアに幅と深みが出る

と考える。
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φワークショップ2φ

訪問看護師の立場から

ケアタウン小平訪問看護ステーション所長蛭 田 みどり

2015年にはがん死亡者が50万人を超えるという予測があります。入院期開の短縮，厚生労働者の在宅ケアの推進などで，

在宅で終末期を過ごす患者が増えてくることは関連いありません。しかしこれはがんに限ることではなく，超高齢化社

会のg本，どこでどのように最期の持を過ごすのか，設が支えていくのか一人一人が考えていかなければいけない問題で

-90 最期までその人らしく生きることを支えることに然、点を当てたホスピスケアの礎念は寺病院，施設，在宅の枠を超え

て広がることを求められています。今こそ更なるケアの充実が関られなければいけないときではないでしょうか。

私が今働いているケアタウン小平は，ホスピスケアを地域に根ざしてあらゆる病気や際害を抱えた人，そしてその家族

に提供していくために，ホスピスケアを経験したスタッフが中心となって2005年10月に開設された 3階建ての複合施設で

す。ここには，在宅療養支援診療所， NPO法人運営の訪掲看護ステーション，デイサービスセンター，子脊て支援事業，

ボランティア育成事業などがあり，他に株式会社運営の鴎宅介護支援事業所，訪問介護ステーションが，また， 21筏 3 

1絡には病気や欝寄を抱えながらも一人暮らしをしている高齢者を対象としたアパートなどがあります。ケアタウン小平

は，より良いチームケアのためにi期待顔を合わせた情報交換が出来るように，在宅療養を支える事業体を 1階のフロアー

に集約させであることがおわかりいただけると思います。

夜、は.施設ホスピスケアを約14年経験した後，訪問看護を始めました。在宅ケアに移って戸惑ったことは，訪問看護制

授や保険請求のことでしたがe ケア自体にはスムーズに移行できました。それは，ホスピスケアは，患者だけでなく家族

も含めたケアを.日常性やその人らしさを大切にしながら多絞殺によるチームで行うことを基本にしており，在宅でもそ

れは同じだからだと思いますc ただ，在宅では諮問中は.…入で判断しi浪られた11寺1mのI=tJで必姿なケアを行わなければい

けません。また，今後予泌されることを的確に将1fJi'し薬の使い方やケアの方法をアドパ千スする，起き得る病状の変化

やそれに対する対応の仕方を説明するなど，次[ITJ訪問までのi討に揺らないようにしていく必要がありますc 特にターミナ

ルの場合，短期間の関わりのことも多く.いかに本人や家族の気持ちを大切にしながらアドバイスや説明を行うかという

ことは今も嫌しいと感じていることです。病状の変化と共に気持ちが揺れ動くのは当然なことc 本人，家族を交えてタイ

ムリーに話し合う機会を持ち，今後の方向'註を篠認していくプロセスが，生を支え'できるだけ'r海毎いのない看

がることだと考考ε えていますO 多くの方が家ででユ最最‘期までで、過ごしたいと息つていますが，常に在宅がベストな環境や状況であ

るとは限らないことを訪問看護で実際に経験してきました。まだ訪問看護を始めて 1年半ですが，その中で経験させてい

ただ、いた何人かのケースを通して生を支えるケアを考えていきたいと患います。

76 日本看護研究学会雑誌VoL30 No，3 2007 



ワークショップ3

岩手の文化といのち

正部家 ミヤ(とおの昔話村語り部)

コーデイネーター 石 井正 弓(遠野市立国書館・博物館長/東京学芸大学教授)

第2日 10: 00~12 : 00 

B4会場(アイーナ 8閥会議案804-B)
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φワークショッブ3φ

岩手の文化といのち

遠野市立関書館・博物館館長/東京学芸大学教授石井正己

4月から. NHKの拐の連続テレビ小説で. rどんど晴れ」が放映されています。践例の老舗旅館を舞台にしたドラマで

すが.タイトルは，岩手で昔話を終えるときの fどんどはれjに由来しています。語源はもはや不明ですが，語り部はど

んど(築くず)を払って仕事を終えるので，これで話は終わりという意味になる， と説明します。このタイトルは，

に息づく基層文化を象徴しているように感じられます。

北上山地の中にある小盆地・遠野は，柳田国男が佐々木喜善から開いた話をまとめた 5遠野物語jの舞台として有名に

なりました。この作品には，人々の暮らしの中に生きてきた神仏などが登場します。柳田はそうした不思議な話を「自前

の出来事Jr現在の事実jであるとしました。それからもう90年以上が過ぎましたが.今になってみればたいへん貴重な

記録であり.そこには失われた豊かな精神世界が存在しています。

やがて，遠野では遠野物語jを町づくりに利用するようになります。それとともに，務自したのが昔話でした。家

庭の中には昔話を語る機会がなくなりましたが，語り部が観光の場で語りはじめたのです。しかしその時に求められた

のは誌なる昔話ではなく遠野物語jにあるオシラサマやザシキワラシ，カッパの話でした。その結果，遠野を訪れ

た人々はそうした話を開いて遠野物語jは今も生きている，と実感したのです。

こうして，遠野が「民話のふるさと」として売り出してから. 35年以上が経ちました。テレビに. [砲がり家の開炉裳端

で\~1会り部が昔話を語る風景が流れれば，まず遠野のことだと言っていいほどです。そうした語り部の第一人者として活

してきたのが，正部家ミヤさんですお正部家さんの知っている昔話は200話を越えますが，その語りは人々を魅了して

やみません。まさに f言語芸術jと言っていいでしょう。

しかな 遠野の語り部lえ観光だけでなく，地元の幼稚i選1.保育関・小学校を訪れて， riiz話を .I語ってきました。正部家

さんも.綾織小学校に熱心に通っています。そうした積み重ねもあって，遠野の小学校では.本年度から，昔話を開くこ

とを義務イとするそうです。しかも，ただ開くだけでなく，土淵小学校の f一人一話運動jのように，子供たちは語り手に

もなるのです。

そもそも. r語るJr開く」という行為は，観光や教育に隈らず，家庭はもちろん.12i療や看護においても，人間関係を

作る原点ではないかと思いますc しかも，その役割は，情報化や間j在住が進む時代になったからこそ， ますます重要にな

ります。そこで，今回のワークショップは，単なる「岩手の文化jの紹介ではなく遠野物語jを読み，正部家さんの

語りを開くことを通して.rしミのちjについて考えたいと思うのです。
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ワークショップ4

1情報共有とプライバシー

太田勝 (名古屋大学医学部保健学科教授)

桜井孝壱部(宮崎大学窓学部准教授)

コーデイネーター 山 内 史(岩手i巣立大学看護学部教授)

第2B 10: OO~ 12 : 00 

B2会場(アイーナ 8階会議室803)
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令ワークショップ4⑫

情報の活用とプライバシーへの記慮の両立のために

名古原大学医学部保健学科教授太田勝正

保健匿疫の高度化，安全確保のための対策，そして.より貿の高い医療・看護の提供のためには，十分な'箔報の入手と

その活用は不可欠である G 今日，それを容易にするためのi吉報の電子化，ネットワーク化(院内あるいは施設部)も急速

に普及してきている。しかしいままで援療者の読点は，情報の利用ばかりに向いていなかったであろうか。たとえば，

チーム医療の推進のために.rある患者に関わるすべての専門職が閉じ情報を共有できるJことを呂指したシステム作り

を目標とするものもある。医療・看護にかかわる者が，必要な情報を持つことはもちろん重姿である。しかし他人情報

と患者{官報のプライパシーへの配慮という観点から，来たして十分な対誌がとられてきただろうか。涯療・看護にお

ける患者情報の菰極的な活用と個人情報保護，プライパシーへの記惑との両立のためにどうすればよいのかを改めて考え

る必要がある。この雨立こそが，患者情報の取り扱い，情報共有に，今日求められていることだと考えるc

これらの問題について議論するために以下の話題を提供したい。

1.保鍵態態における個人2簡報の取り扱いiに今侍が求められているか?

1) 1llil人弱報保護法およびガイドラインから， r副長者優{立(医療者の判断，医療上のニーズに基づく情報活用)の時代

から，患者による自己情報コントロール権の行使(患者自身が，自らの情報の提供，利用について判断するo ただし

その判断に伴う利緩や不利益・リスクについて，十分に説明を受け.理解した i二で)の時代への変化の予感について

2)医療における意思決定への参加の慢進という観点から.インフォームドコンセントの撤底のための分かりやすく十

分な情報の提供の必姿'段について

3) 涯学研究における忠、者の緩和の尊設という視点から，研究倫~YI (ヘルシンキ よび具体的な研究倫埋指針等)

に賄ったデータ・情報の収集・ を研究者側がきちんと行うことの必嬰牲とともに -看護学等の発展のた

めに， どのように患者および匿療施設1J!1Jの理解と協力を得ていけばよいかという今後の課題について

2.医援現場で起きている(と思われる)， (1)過爵な対応， (2)今までと変わらない対応.(3)アンバランスな対応について

3.患者z情報の共有のあり方についての提案

80 

1)[哀療・看護の現場において，出患者情報の共有には.医療・看護の捜点からだけではなく.自己犠報コントロール

権などの患者の権利の尊重，および患者のプライパシーに対する配患の必要性などを医療者がきちんと理解する必要

があること， (2)きちんとした説明，援療者への信頼があれば，患者は基本的に医療・看護上必要な情報を十分に提供

してくれるのであり，そのための努力が必要であること. (3)電子化されたシステム等を活用して患者に分かりやすい

情報提供を行っていくこと

む医学(看護学)研究の推進において，川被験者への適切な倫理的記惑が必要で、あること. (2)医学研究における研究

計画の策定と倫理審査が基本的に必要であること. (3)医療機関1WJの空II解を得るために研究者も努力が必要であること
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令ワークショッブ4φ

個人情報保護法をめぐる「現場の混乱jを考える

宮崎大学藍学部社会提学講座 生命.[歪療{命線学分野 手足 孝壱郎

私で恐縮であるが， 2002年 9月から?臨床倫理コンサルテーション(倫理相談)Jというものを始めている。

をゆ心;こ， 2007年4月現在，これまでに680件ほどの格談を受けてきたっそんな中で最近，相談される内容

で最も大きい比率を占めているのは医療情報の取り扱Lリに潟するものであるε それも，いわゆる仁患者のプライパ

シ tこ関するものが多いc 飼えば r外来受付で患i者の名前をおu乎びしてはいけないのかj，r:fお設やベッドのネ…ムプ

レートは外すべきなのかふ f患者のご家族からの電話による問い合わせには，一切答えてはいけないのかふ仁患者本人の

?誌に，まずご家族に患者さんの答態などについてお話しては絶対にいけないのかjなど，枚挙に11授がない。こうした状況

は明らかに，ある法律の成立以後に起こった。その法律とは間人情報の保護に関する法律(以下，俗人情報保護法)

であるつ

確かに，先に部として挙げた仁患者の氏名jは日係人箭報jであるのだから，本人同窓;なしに病院の待合室にいる他の

出こえてしまうような形で?呼び出しjをすることは法律違反であるように思えるしまた病袋やベッドのネ…ム

プレートについても関じ危践が感じられるむそこで， 20051ド4月に個人皆殺保護法が全両施行されるや否や，

とんど一斉に f番号での呼び出しjや「ネームプレートの取り外しjが行われたことが新器等で報道されたこと
、2
主〉

噌粧しい。

日本における涯捺殺の共有とブライパシーの問題を考えるにあた 1). 大き

はやはり司人情報謀議法jの施行であると答えなくてはならないだろう。こ

年4月以前と以後とでは，わがi去における医療器殺の扱われ方が大きく変化し

とは何かと関われるならば.ぞれ

されるようになった2005

し均、しそれは， いわゆる í~ê七号毅コ

ントロール権jとしての f五rrしいプライパシ fミ

、おいてであると同時に，むしろ智頭で触れたような臨床環境のさまざまな場面でプライパシ-という

をめぐる大きな司話じがもたらされているという否定的な立味合いにおいて.であるっ

こうした医療現場における?提言LJ状況とも言いうるような論理的ジレンマにどのよう日

いのかについて，実践的な倫理的被誌を誌にする臨床論理 (ClinicalEthics) の規座からアブローチを試みる。
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第33回日本看護研究学会学稿集会

ブレカンファレンスセミナー

看護研究の原点にもどる

~入を対象とした研究の魅力と難しさ~

日 時:王子成19年7月278(金) 14:00~17:45 

1.量的研究

締 :JII[] 孝泰(筑波大学大学院人向総合科学研究科教授)

会場:B3会場(アイーナ 8開会議室80ふA)

2. 質的研究

邸:出窓 (大薮府立大学人間社会学部 議蹄)

会場:B4会場(アイーナ 8f総会議室804-B)

3.窃究論理

締:JIl鶴みどり(日 学部長)

会場:B2会場(アイーナ 81経会議室803)
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争ブレ力ンブアレンスφ

1.量的研究

筑波大学火学院人r:n総合科学研究科 教授 J11 口 孝 泰

明究とは「学閥的な問いかけと実説。とくに事実の発見と，その解釈をねらった調査・実験.あるいはそうして生まれ

または修正された想論の突時的な応用J(ウェブスター英英綜典)と定義されますc このrl'(こ含まれている f学問H実

ぉ:突の発見Jr調査Jr実 験 理 論jなどの用語で推察されるように学術研究で{丈一定の手続きを踏んだ基本と

なる作法が求められますっそれが科学硯究のプロセスです。

襲撃科学研究のブむセスと撃的研究

科学的な研究とは，経験的にまたは論3'A的に妥当な方法によって知識を集め，それに基づいて合理的な結論を導くこと

ですc その方法は，先ず， じっくりと綴察することから始め仮説を見いだします。これが質的研究 (qualitative)です。見

出された f仮説Jは，特殊な観察(仮説を検証するために，ある面だけを意図的に観察する)によって.そのl確からしさ

について検設されますs これが量的研究 (quantitative)ですc 科学的な研究とは，この 2つの推論に基づいて実施されます。

襲撃撃的研究と統計学

法的研究を行う場合に使用する代表的な統計的な分析手法ですc 分析に用いる統計前手段は.大きく 3つに分類されま

iつII(ふ記述統計ですむ収集したデータを簡潔に数量で記述去現する手法で¥その統計的手段には f代表僚と散布j

と 11'仇iと托11対j，そして?グラブ表現jがありますむ記述統計は，統計学では基本r:!:'の基本ですc 研究者が収集したデー

タ色如何に分かりやすく表現するかは.研究者のセンスの見せどころです。 2つ日は.推澱統計ですコデータ収集によっ

て持られた 2線刻灯、 i二のサンブル築関のデータを悲に， 全{休本のj汚ヨ集i出、せ吋t討iの{傾母可頃r{ザi

3七長掠;21吋守水三i以1上上苧の上辻と較J多Z重F立むAよよ辻ヒじ口il較i安Jその{他むのI比とじi絞jなとどεがあ;り)ます C この統計手法は， 理論上の1[1:[と. 研究者が集めた現

実の似とを対ょとしながら，このままサンプルが取やしたとするとーその給染どのようになるかを確率(1ヲに捻iJ!IJするための

3つ日:丈研究対象のなかにi詩む変数のーさ1;を限定して分析するのではなく.多変数を. 1司n寺に解析する多変

O この手法は，看護学研究にとって非常に魅力的な統計ゐ手法ですc

護審議的研究の注意事項

〈考え方〉

量的研究を行っていく j易合には，その研究手法の良い点と悪い点をしっかりと認識する必要があります。 量的研究は.

研究対象に存在する中心的な変数を絞り込み，単純化することで.そのなかの法知性を明解に表現できます。しかし現

実の対象は時々刻々と変化する複雑な変数の塊(かたまり)で成り立っています。そのため，単純化すればするほど現実

離れしてしまう欠点があります令量的な研究を行う場合には.この欠点をト分に認識した上で，持られた結論を現実に返

して考察することが重要です。

〈萌究デザイン〉

;if的研究は，独りょがちの結論を出さないために，非常に厳格な手続きを踏む必要があります。そのため.研究デザイ

ンも研究対象に合った適切なものを選択する必要があります。 選択した研究デザインで，研究対象とした事象のどれほど

が解明されるのかについて，研究者は. しっかりと自覚しておく必要がありますc

〈統計学〉

量的研究lま統計学の力をfM'りることで， した仮設を証明する大きな鍵となります。そのためには.使用する統計晶子

i去についての十分な理解が必要になります。誤った統計手法を使用することで.せっかくの研究が全く信頼'性のないもの

になってしまいます。

量的研究においては.質的研究の成来に基づいた. しっかりとした裏付けが必要です。「私は量的研究者なので質的研

究はわからない……jなどと言うことは，決して好ましいことではありません。量的研究をしっかりと実施していくため

にも，賞的研究の重要性をJA解し学ぶ必要がありますc 近年.質的研究と;設的研究を，組み合わせて行うトラ千アンギュ

レーションやマルチメソッド・アブローチなどの研究も縫えてきています。科学的研究とは，資的研究と量的研究との連

携をとおして捉えていくことが，今後の者護研究に求められる視点です。
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2. 質的研究

あなたにもできる質的研究:対人援助職からの研究発信のために

大阪府立大学人間社会学部議櫛田垣正晋

ヨドセミナーでは，質的研究に必婆な知識と手法を提供しますc この抄録は研究テーマの設定から調査項目の決定までを

概説します。 調査の実施，分析，論文執筆については，兵{本部をまじえなければならないので，ここでは割愛し当日

明しま

受講生の方々へO あらかじめ.ご自身の研究テーマ，調査手法 質的研究を進める上でお額りのことをメモにしておい

てください。提出は不要ですが，セミナー中.荘、からおたずねすることがあります。また.私のホームページをご覧にな

り専門分野を簡単にご理解下さいc

ト費約研究とは

設的研究とは.質的データの分析を通して，現象の記述，仮設あるいはそデル生成を目的とする研究のことである。

的研究のように仮説の検証を iヨ的とするのではないc 貿的データとは，言語によって記述されたデータのことある。モデ

ルとは，ある現象を説明したり，理解したりするためにいくつかの探念と概念とが結び、つけられたほl式のことであるつ

なお.仮設とは，研究者や実設者が理論的考察や実践経験から着想、した fAならば Bであるjという命題である。ただし

初学者の萌究の場合，現象を丁寧に記述するだけでもよいだろう。

日肩関いを立てる:言語化iこよる題いの講鍛化・具体化

研究を成功させるには，間いが令具体的で絞り込まれていなければならない。 なテーマを設定すればするほど，

体牲を欠いてしまうことになる。

また，先行研究を 調べることが必婆である。この作:業によって，自分の時間的，経済的条件，能力に揺らし合わせ

て.テーマを現実的なものにすることができる。先行研究を一定数読み終えたら，自分の研究と関連っけながら，研究の

と臨界とをまとめることが必要であるc ここで重姿なのは，自分の研究テーマと多少離れている先行研究を，自分の

研究に関係つけられるかどうかであるc 先仔研究を 1つ読めば，意義と限界を簡単なメモにしていくとよいε これをくり

かえしていくうちに，これまでの研究の部達点と課題が明らかになるだろう。

3‘研究テーマと方法の決定

ここまでくると，研究テーマの絞り込みができるようになるc 本当に質的研究がふさわしいのか否か，質的研究を採用

するにしても，線開インタピュー，グルーフ0 ・インタピュー.参与観察，自由記述等のテキストデータの分析のどれがふ

さわしいかがわかってくるc

4.協力者の選定

通常研究者と協力者は棺互の信頼を結ぶことが必要になる。とはいうものの，友人や患者，利用者を協力者にすること

は，倫理的課題がなくても，常によいとは限らない。殺しい関係であるがゆえに，自明的なことが多くなりかねないから

であるc 研究で初めて知り合った人に協力する場合，表極i的な内容になり，深い億人的な経験を見開きできなかったり，

できても待問がかかったりすることがある G しかし研究者一協力者という関係性だけであるために，利害が少なく，

絡!なデータを得られることもある。

5.譲衰環詔の決定

調査項目は，欲張らないように.できるだ、け絞り込まねばならない。また，身近な人に調交をしてみて.自分の調査に

答えやすいかどうかを検討するべきである。千ンタビュー調査ならば.多くても，大需が3つあり，それぞれに 2. 3の

小関が組み込まれている G 実施時期は協力者の事舗を最盛先するべきだが，長くても90分くらいである

参考文献

出羽正晋近刊 医療・福祉のための質的研究入門(仮題) 中央法規出絞

問題正晋のホームページ http://www.sw.osakafu-uぷ必/-tagakilindex.htm 
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3.研究倫理

人間を対象とした看護学研究と倫理

日本赤ト学者護大学看護学部学部長JlI 鵠 みどり

このプレカンファレンスは，より優れた看護ケアの根拠となる知見を得るために，欠かすことのできない看護学研究上

の条件の中から，特に f研究倫理jに焦点を当てて行われます。参加者は，主体的な参加と 8由な発言で，看護研究にお

ける「研究倫毅問題」について.今起きていることや疑問点などを明らかにし討議を深めることにより，これからの看

護研究へのいっそう積極的な取り組みと，その水準を高めることに役立つのではないでしょうか。

“研究倫理"という音楽からイメージされたことは 2つありました。 1つは，研究そのものの始まりから終わりまでに

踏まなければならない， r人向としてのj基本的な倫理と f看護専門職者としてのj倫理であり，主として研究協力者(患

・家族・看護実践者)の生命や人権を守る立場からのものです。 2つめは，研究そのものに対する「研究者倫理jとい

うことでした。そこで，討論のキーワードとして次のような事柄が浮かびました。

〈看護学研究> <人権><インフォームド・コンセント><説明賓任><研究のオリジナリティ><著作権〉

これらはあくまでも仮のテーマですから，参加者の皆さんの関心によって，新たな陪題を浮き彫りにしたり，深められ

ればよいと思います。討論のきっかけをつくるために，いくつかの開題殺起をしたいと存じます。

i主I1疑者接指fi協会の看護輔の定義(1987)には看護締の5つの権限が述べられ，その 1つに研究に従事すること」と

あります。また.看護者の倫理綱領(日本看護協会2003)にも f看護者は，より質のおい看護を行うために者護実践，

者護研究の袈ましいl~ji手を設定し実方をする J (条文10)，r者護者は，研究や実践を過して，専門的知識，技

術の創造と開発に努め，者護学の発展 る(条文11) とありますQ これによっても.看護研究は.特定の研究者

が行うのではなく，看護締なら誰でも看護研究を行う立務があるといえましょう。

一方.患者{丈「自己決定の権利 '情報を得る権利 機密保持を得る権利 尊厳を持る権利J(患者の権利に関するリス

ボン宣言-1981. 1995)があり，研究や教育に参加することを拒絶する権利を持っています。

援史をひもとくまでもなく，医学や看護学の知識の根底には，人間を研究対象にした先人たちの多くの研究の積み重ね

があることはいうまでもありません。しかしそれらの研究は必ずしも，対象となる人々の生命や人権を尊重して行われ

たとは言えない事実も多くありますc しかも，患者の権利や福祉を無視した不当な研究に.者ー護者が一定の役割を果たし

ていた事剖の報告(Rivers，Schuman， Simpson and Olansl勺r1953 : 391る)もあります。察側は，底学研究へのi協力を求めら

れた者護職者の立場が，悪意はなかったとしてな結果として萌究倫理にもとる役割を果たしてしまっていることを物

語っています。

急テンポですすむ看護の高等教育それに伴う大学院の造設，さらには者護系学会の発展に伴って.看護研究を行う機

も.発表の場も著しく増えて来ています。現在では.看護研究のスタート時点において倫理的にクリアすべきことも

語化され，踏むべき手続きについての知識も拡大してきていると思います。大学や病院に研究倫理委員会が常‘置されるこ

とは当然になって来ていますc

しかし現在なお，研究倫理を考える上でいくつかの不安要国もあります。

1)倫理的にクリアされているとはいえ，その過程や内容が形骸化されてはいないか(抄録や論文に記載されていればよ

いとういうものではない人

2)研究計画段階での倫滋自主記慮はどのように行われているかc

(1)研究協力者保護の観点から

(2) 研究協力・参加者の間意;の信頼性の担保について

ケアを受けている立場

ミ会 意志決定ができない対象の場合(子ども，認知症.意識障害等)

3)研究結来の公表(口頭発表，論文.書籍等)における倫理性について
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第33田日本署護研究学会学術集会

市民公開講座

マイナスこそプラスの種

~チャレンジドの力を活かす地域づくり~

背中 ナ ミ(社会椙桂法人プロップ・ステーション理事長)

座 長 鎌 田 文 聴 (岩手大学教育学部教授)

日時 :7月27日(金)18: 30~20 : 00 

会場:A1会場(マリオス大ホール)
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マイナスこそプラスの干重

~チャレンジドの力を活かす地域づくり~

社会編祉法人フ。ロップ・ステーション 竹中ナミ(ナミねえ)

ブロップ・ステーション(略称ブロップ)は， IT(情報技術)を活用してチャレンジド(challenged)の自立と社会参両，

とくに就労の促進を日擦に活動しています。

ャレンジドjというのは最近の米語で， rネ111から挑戦という課題.あるいはチャンスを与えられた人jを意味し隊

をマイナスとのみ捉えるのでなく， r漆寄を持つゆえに体験する様々な事象を自分自身のため.あるいは社会のためポジ

ティブに生かして行こう， という想いを込めた呼称です。

自分がZ重症心身隊害を持つ娘を授かったことをきっかけにこの34年間多くのチャレンジドに出会い， ともに活

動して求ましたが.娘がj怒害を持っていなければ私がこうした活動を始めることはなかったやろうなと思うと.娘も私

も fチャレンジドjといえると思います。

ブロップでは.全関各地の夜宅チャレンジドが，家族の介護を受けながらも， ITを活用し f仕事人jを目指して勉強

し実力を身につけ，まだまだ少ない議ではあるものの在宅ワークに励んで、いますむブロップの役割は.技術習得のセミ

ナーを開催することと並行して.企業や行政から彼らの仕事を受注し在宅でそれが行えるようコーディネイトする重要

な出分を担っていますっ交のチャレンジドが?仰が出来る人カづ「どれくらい出来る人かjを生11らない企業や行政銭関

が，不安!惑を持たずに仕事を発注するためには. きちんとしたコーデイネイト機関が介在しその不安を取り徐くことが

必裂です。また fチャレンジドゆえに安く使われるj ということのない， fillî絡の打ち合わせなども!日~な役割です。従っ

て.プロップでは専従スタッフ以外に.様々な仕事のプロフェッショナルたちがボランテイアとして参画しチャレンジ

ドの実力アップを支;乏しまた適切な評価を iごさっています。 政官政学氏の広範な人たちが，それぞ

フブ3の目指す方戸向}にご協力を下さつており札，大変ありがたいことだと思っています。

ブロップのスローガンは「チャレンジ Fを納税者(タックスベイアー)にできる日本リという「刺激的なJものです

が.夜、は「日本という関{まいま，チャレンジドや高齢者の力を必要としているJという私なりの現実認識のもとに，あえ

てこういう f誤解を受けやすいスローガンjを掲げて活動を進めてきました。

長年の絞で活動を展開してきたプロップですが， 1998年9月，第2麓社会福祉法人として厚生大臣認可を取得しま

したc 銃存の福祉観とは異なるスローガンを掲げ.なおかつコンビュータネットワークを活用するという，全く新しいタ

イプのj言動が f社会福祉法人jとして認可されたことに時代の変化をしみじみ感じま

均約化と少子化が大変なスピードで同時進行している日本では，フルタイムで働ける人や残業もいとわない. という人

がどんどん少なくなっていきます。そうした社会にあってなお.福祉的財源(人とお金)を維持して行ける悶であるため

には， r一人で、も多くの人が"自分の身の丈に合った"f!ぬき方で支えるjという構造に1:1本の社会システムが変化しない

と持ちません。

rf銭iくjあるいは行動くことで設かの役に立ちたいjという気持ちは.人I/IJならではの素晴らしい感覚です。日本が，

fチャレンジドや高齢者が.元気と誇りを持って働ける国jになって欲しい， と問時に私の娘のような「働く j という形

でね:会資献で、きない人隠ふ等放を持って存在できる国にあって欲しい!

そういう閣や地域にするために，自分もブロップの活動を通じて役立ちたい，と切に.F[I，う毎日です。

マイナスをプラスの種と確信し「すべての人が持てる力を発揮し支え合うユニバーサル社会jの実現に向けて.tfで

力を合わせましょう!

プロップの活動詩議nはホームページでc

http://vれ，vw，prop，or，jp
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第33呂田本看護研究学会学術集会

ランチ沼ンセミナー

7月28B (土)12: 15~ 13 : 15 

1.感染対策の基本一 CDCガイドラインに基づいてー

アヤ
Jmz 

品
期
間

甲
山
叩 (株式会社メデイコン感染予防管理コンザルタント)

司会:星野 (株式会社メデイコン仙台営業所所長)

共 illi :株式会社メデ千コン

ん一品 : B3会場 (アイーナ 8階

2.認知症を理解する

隔:高橋智

長:小林

共能:テルモ株式会社

ム
試 : B2会場(アイ…ナ 81密会議室803)
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第33回日本看護研究学会学術集会

交流集会

7月29B (日)13: 30~ 15 : 00 

1.患者の尊厳を護る看護技術の開発と成果

紙屋克子(筑波大学大学院人関総合科学研究科)

会場:B2会場(ア千ーナ 8閥会議室803)

2. 臨床における足浴効果の新たな検証方法について

中村令子(弘前学院大学者護学部)

武田幸Ij明

会場:B6会場(アイーナア階研修築701)

3.流産・死産・新生児死亡で子どもを亡くした母親とその家族に対して

私たちができること 一体験者の声に耳を傾けて一

自 由希子(岩手県立中央病段)

鵠 奈津子(岩手県立大学肴護学部)

会場:B7会場(アイーナ 7階研修室702)
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令交流集合φ

1. 患者の尊散を護る看護技術の開発と成果

筑波大学大学院人間総合科学研究科紙器 克子

現代医療は，気管切rmが行なわれ人工呼吸器を装着しあるいは経管栄養の状態で長期にわたる在宅での療養生活や，

・介護を受げながら死に臨むひとびとの存在を可龍にした。このような状況のもとで，由民が期待するQyalω

ity oflifeの実現は，まさに看護者が行なう日常生活支援の方法にかかるといっても過ぎではないであろう。

しかしこれまで臨床あるいは在宅・施設で行なわれてきた肴諮・介護技術の多くは経験的.訟統的な方法に委ねられ

十分な科学的根拠に乏しい感は否めない。臨床看護活動における生活支援技術の開発と研究は，看護の論潔的研究に比べ

て大きな立ち遅れがあるように思われるc

社会からの高まる看護への期待に正、えるために，対象者の有する厳しい条1*を克11設する高度な技術，在宅での対象者を支

援する技術の開発， ならびび、にその成采を{明労らカかミにする奇泰主;は土急

このセツシヨンでで、{はま， Nursing biomechanicsの概念に基づいて開発された技術とそれの背景となる基礎理論についての説

明，沿後に開発された技術のなかから基本的な体{立変換，移動の技術.拘績の予紡と解除，安楽を増進するハンドテクニツ

クなどを総介し者設詩句IIの法臨床看護技術の方向性などについて，看護の対象者の尊厳を護る生活支援技術の到達点

を認し新しい研究と実践活動の方向性について参加者ーと共に検討したい。

交流セッションの鞠饗

1 .ナーシングバイオメカニクスについての講義

*概念:Nursing Biomechanicsとは走行政jの獲得と自立を日的とする生活支援長術の方法と翌日論の確立をめざす研

究~JUぷを意味する造語であり.そのめざすところは設・介護の 11 的に照らして. 19午前学，生理学，病態学.

運動力学，発達理論などを基礎に，作1:会)文化や人IllJの心耳IIに!到する知見などを統合して， 日常生活行動獲

得のための.あるいは生活支援の方法の総合:と理論の体系化に関するli)f究と実践jの必要性から提唱されたも

のである C

*陛JHli治ベクト)v 宰'慣性モーメント 客トル夕 、去作用・反作用

*ケースの看護実践を通して技術の成采を紹介

2.技術演習

3.交流
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φ交流集会φ

2. 臨床における足浴効果の新たな検証方法について

中村令子

武田利明

足浴は， ìj~ì繋の保持，あるいはリラクゼーションをもたらすケアとして， 日常的に用いられている看護技術であり，

快惑やくつろぎをもたらす効果は経験的に認められている令 i寝床の場においても足濯の研究が数多く実施されているが，

効来の検誌は不十分で，特に足j谷方法については蒋検討が必要であることが指摘されている令これは詑来の足i谷に関する

研究が縫常者を対象として得られたデータに基づく方法で実施していること，龍康障害のある対象者ーから得られた知見が

乏しいことに起関しているc 健康障害のある対象者では，主震境要因のコントロー)vがIII難であることに加え，加齢や疾患

による末縞循環への影響のために鐙常者で示されているような加温効果が得にくいことも予測されるc したがって，足部

体j鼠の対象者の条件及び実務環境を詳飯iし快連なi昆まり感が得られる足洛の揚温と没滋時間を検討する必要

があると考えられたっ

基縫研究とし とし測定吉1$が湯に没j立しない状態での測定方法 して昆の夜接的

i浪となる実験条件下で足浴中の足背き11皮腐温の泌定を仔い従来のiQlJ定方法の出題点を明らかにしたc また，サーモグラ

フィを矧いて下総き11の皮!部品度分布及び足浴中の下礎部の部設担境変変fとを示す実証データ

次に

えている。

として湯j最初℃で10分間!の足洛を行ない，

ているところである。

)〆 と，

とのi謁係を分析したc この研究結果ょ

した。この足浴基準を用いて設定した

これらの研究成果を報告し .... ..1.....ける足浴効果の検託方法について参加者‘と したいと
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φ交涜集会@

3. 流産・死産・新生児死亡で子どもを亡くした母親と

その家族に対して私たちができること

体験者の声に耳を傾けてー

岩手県立中央病院遊 罰 由希子

岩手県立大学看護学部蛎崎奈 津子

「今はそっとしておこうJr一人になりたいのかもしれないJr亡くなったことに触れたらかえって傷つくかもしれない」

そう自分に古い関かせ，子どもを亡くした母親たちから遠ざかっていたことはないで、しょうか。

よかれと思って実施してきた看護ケアの過ちゃ不足に気づかされたとき，私たちは流産・死産・新生児死亡で子どもを

亡くした母親とその家族のためのセルフ・ヘルプグループ fちいさなお昼さまの会」を立ち上げました。これまでに18関

の開催を終えています。

会の中で、l立法療者への強い不満や要望，闘賞の念，だれにも話せなかった悲しみ，忘れることのないわが子への想いな

どが諮られます。

病i淀や線設の中では開くことがない家族に秘められた本当の患いを関かせていただくことはー 日ごろの看護ケアをふり

返ったり，本来あるべき看護を考えたり.また医療従事者である前にひとりの人間としてどのように接していったらよい

のかを教えていただく機会となりま

たとえr:..-ぐミ去るかでる， このだ't::生母子受けたかですv rJ3めでとうノとLfjfJIf停に拶に按搭Lて役Lかったです。どん

会出産にLえごいのJがl.1fJいていただ、ければよがりた

務ちゃんと脱会すぶとさに赤ちゃんよfi!. ますか?とみちゃんに f会いますか ?J でJ式会泳法います~主さでい

A子と河とようにぎえて殺LいですJ

道れでさでるらった赤ちゃんは銀自の rvーのよに汐"--t!'を!JAれるで誌でいて，よf!i!/fllするからj と砂嵐長安にλれられ

ぶために長ぐ f式会えませんでL7士。ぞん手、わが子がかわいぞラでかわいぞうで fこ、めんね。ささp;/d.o 砂たいおjとF令請

でそっと訴い寝L;tLi士。

本交流集会では「ちいさなお昼さまの会jに参加してくださっているお母さまにお話していただきます。病院での体験，

家に帰ってからの想いなどを開かせていただくことで.一人ひとりの心に何らかのあかりが灯ることを願っています。ま

た，現在実践されている看護ケアについて岩手県内を中心に報告し参加されたみなさんと一緒に流産・死産・新生児死

亡で子どもを亡くした母親とその家族に対して私たちができることを考えていきたいと思っています。

ちいさなお獲さ5まの会 http://ohoshisama，jp/ 
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般 演題

(口演)

7月28日(土)の部



A2会場 1群

1)患者宅一訪問看護ステーションー皇室療機関連携型訪問

看護支援システムの構築

梅田徳男，橋口修卓(北里大学底療衛生学部)

大川明子(名古屋市立大学看護学部)

山本靖章(やまもとクリニック)

{序論]

在宅患者訪照時，訪陪看護締は患者情報のさまざまな記録

書作成が要求され，訪偶者護締に掛かる負担が大きくなっ

ている。また，訪関看護時の患者情報を経時的に把握する

ことは，訪問看護の実施上，必要事項である O 本研究でで、iはま'

記録訪関看護締の負担軽減や{作午業の高効率イ北とを間るために

訪関看護記録番を電子f化ヒしし，イン夕一ネツトを介して検号索奈，
入力が可能な在宅患者宅一訪期看

関連携型訪朔看護支援システムを構築するO

[研究方法]

笑験システムは患者側システム，訪湖看護システムを含む

医療機関叙IJシステムとする。システムのソフトウエアの管

理は全て援療機関係Ijで行う。構築システムの利用には在宅

患者，肴読者.担当涯の 3段階の資格を設け，部覧・入力可

能なj哀療活報を区別する。また，患者の袴療状態や Vital
Signはその場で入力できるようにし i哀療機関側システム

しその場で相談できるようにする G さらに，タッ

チパネルの採用などデータ入力操作が鈎伎となるような自己

をした。

本研究は直接被験者を介した研究ではなく，在宅側と施設

領IJとを想定したシステム間での接続で¥研究者間の実験と

したことから本研究における倫理的な記惑についての検討

はしなかった。

{結来・考察i
訪問看護ステーションで，記録者作成やデータ管理，ユー

ザ設定を行うことができ，またインターネットを介して.

担当医や訪問看護締が所属する怪療機関や訪問先など，任

意の場所からでも記録番内容の閲覧や入力ができた。ま

た，新たに入力した内容は期待に訪問看護ステーション内

のデータベースに反映されるため. ~tjtに最新の情報が関覧

できたむさらに，祷癒状態や VitalSignなどは患者宅で入

力できるようにしたため，担当援との相談も向じ記録番内

容を陪覧しながら行えるようにした。このため，適切な判

住rr・指示が得られるようになり，訪陪審議輔の者護援助の

向上につながった。インターネットを利用した場合には，

既入力内容の関覧のみ可能とし編集ができないようにし

てセキュリティを潟めた。

本構築システムの利用には入力持の'慣れが必要になるが，

データ管理が容易，記録者作成時間の短縮. 1壬窓の場所か

ら記録番:内容のi理覧や入力が百lfEといった多くの利点が挙

げられ，訪問者護師の負担軽減やより議切な訪問看護が期

待できる。

{結論}
本構築システムを利用することで，得綴状態や VitalSign 
の把握や経過観察が容易になり，訪問看護輔の看護援助の

費を高めることができたc

本研究の一部は厚生労働科学研究費補助金(Hl6-医療-

021)の補助を受けた。

2)在宅重症心身障がい児蓄の介護家藤における介護負担

感に関する検討

根本和加子(鳩山医科大学大学院医学系研究科看護学専攻)

{践的]
在宅重症心身障がい児者(以下在宅重疲児者とする)の状

況，介護者の介護負担感とソーシャルサポート.精神的健

康度(刀、rGHQとする)との関連について明らかにし介

護者への支援のあり方について示唆を得ることを目的とし

たc

{研究方法}

対象者は在宅重痕児者を介護している主たる家族介護者と

した。調査方法は無記名自記式質賠紙調査票を用い，研究

趣旨を口頭と文書で説明し調査協力を依頼し問答の得ら

れたものを本研究に間慈したものとした令調査期間は

2006 年 8 丹 ~ll 月であった。分析方法は，介護負担尺度

の第 1項倍から第 21項日までの総得点を算出し平均値か

ら高い群と低い群の 2群にわけで各項訪問で検定を行っ

た。分析には Mann-WhitneyのU検定を用いた。

[fi命理的配慮}

プライパシーの厳守および，対象者には不利益が生じない

ことを説明しi得意の確認をした。

[結果}
調査票の期JI又数は 139部(図Jlx.ネ 50.5%)で.102音1;を分析・

対象とした(有効ITIJ答率 37.1%し在宅主主主見者の属性は

男性 53名 (52.肝心，女性 49名 (48.0%)，王子均年齢22.4:t 

9.2歳， 30歳以ヒの者は 22.5%であったc 介護者の属性は

母親で，年齢は 50~59 歳が 46.1%で最も多かった。

介護器開は 19~2911三 47.1 %， 30 年以上 17.6%の!仮に多く警

1日の介護時間は 12時間以上が約 8初であった。健康度

自己評備は「健康であるJ群 53.7%.r健康ではないJ若手

46.3%であり，健康度自己評価と介護負担感には有意な差

があった。 GHQ得点は 3.4:t 3.5点で，介護負担感の高い

群 出 土 3.7点，低い群 2.3:t 2.9点であり，介護負担感の

高い群は低い群に比べ有意に高かった。ソーシャルサポー

ト得点は 5.7会 2.1点であ tJ.介護負担感の高い群 5.1:t 

2.0点，低い若手 6.1土 2.1点であったc ソーシャルサポート

得点は，介護負担惑の低い群は高い穏に比べ有意に高く，

介護負担感とは負の相関を示したc また下位尺度である

段的サポート得点においてな介護負担惑のおい群1.8:t 

1.2点と抵い群 2.5土1.0点で有意な差があった。

{考察]

健康度自己評価 'GHQ・ソーシャルサポート得点は，介護

負担感に影響を及ぼしていることが明らかになった。在宅

重症児者の介護は， 日常生活のすべてにおいて会介助や見

守りが必要なため介護負担が大きく.介護者の健康に影響

を与えていたと推祭され，介護者の高齢化に伴う健康が危

娯された。今後は介護者が寝込んだ時など手助けが容易に

受けられることや，介護者の気分転換を図れるような支援

も必要である O 以上のことから，介護者の介護負担感を軽

減するためには，保健霞療福祉サービスの充実が不可欠で

あることが示唆されたc
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3)高齢者が患う考える終末期ーインタビューからー

深j翠圭子，根本和加子長谷嘉子也部正予，千葉安代

(名寄市立大学保健福右上学部看護学科)

{陸的]
高齢者自ら考える終末期について明らかにし高齢者の終

末期ケアの義礎資料とする

{対象と方法}

1.対象は，北海道の 8市に住む都市部の高齢者で，疾患

をもちながら，自宅で自立した生活をし研究に協力が得

られた 10例。 2.方法は，対象の希望する場所で.1時間

軽度の学構成約面接を行った。対象の人生を振り返り，生

死に関することを自由に語ってもらったc その捺，研究呂

的，方法，参加は自由で，いっとりやめてもよいことを説

明した。人生の最終検拐の課題であるため，対象者への心

理的負担を考識したc 研究参加の同意苦手を交わし対象の

了解を得てテープに銭者，あるいはノートにメモをとり

語録を作成した。 3.分析は逐語録から対象者の語りの生

死に関するものを抽出しコード化した。 4.用語の定

本研究で用いる高齢者の終末期とは高齢者の人生を怒

り返って，本人が考える終議期における「主主死jに関する

こととする

{結果と考察}

1.対象;之女性 611U. 男性4例であり，平均年議告は 74.3
土 5.2識であった。一人暮し 4例，家族と問題6間であっ

自分の人生に「ほほ満足jと答えていた。 2.分析結

果.8カテゴリーに分類された死の準備?では，

かけずにJr身近整理Jr遺言jを考えているが，行動にい

たっていない。次に「死への恐れ死と共にJ死への恐

を4関抱いていたc 一方 f延命Jゃf高度蛮療は翠ま

ないj等三延命を主義まない?と語られた。心身の苦痛の対

応として f苦痛を避けたいH寂しいので務でjを望んでい

たc 三若様緩和》は全員望んでいたc それは痛みからの解

放，安楽を求めていると考えられる。 rできれば自宅で最

期までJr地域で過ごしたいj体冬の後家3を<自宅>と

えている。一方 f病状悪化時jは<病院>を最期の楼家と

考えている者2例あった。本事例iでは.r死後・天国で程父

母に会えるJ等〈死後の世界?を信じ希望を抱いている

者6関あった。一方.r天爵や死の世界を考えたことがな

い者2例あった。最終的には. r限るがごときJ木々が枯

れようにJr白熱なJr安らかなJ平安なる死三を期待して

いた 3i列が最期まで f社会活動Jr家族がエネルギー滋j

となり{生きがい〉になってい

{まとめ}

以上のことから，高齢者は人生を振り返り，肯定的に捉え，

満足であったと考えられる G 高齢者は f人様に迷惑をかけ

ずj自分らしく最期まで生き，死まで元気で¥苦しまずに，

安らかな最期を終えることを期待していた。高齢者自ら考

える終米期について本研究で明らかになったことを基に

として家族，医師等と連携し高齢者の気持ちを汲

みとるケアへ更なる検討が必要である。
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4)弱離性溶液を用いた清潔ケアの効累と対象の気分

圏悶E君子，上関

(東北福祉大学健康科学部保健看護学科)

{目的}

1.弱震を'性溶液を使用した全身請潔前後の皮!鳶表面の変化

とその効果を検討する

2.清潔前後の対象の気分をMSの尺度(鶴間等のj泊発し

た気分尺度以下MSと言う)を用いて測定する O

[研究方法}

1.弱酸性溶液fおいた全身清潔ケア前後の皮膚表面の変化

と開き取り調査を行う。

2. MS 使用した調査を実施

i渇は平成 15 年 9 月 ~ll 丹で，対象者は整形外科入

院中の 55名であった。調資内容は，清潔ケア後の綿菌検

び飽き取り調査と同時にMS調査を行ったc

{論理主的自5感]

対象病院の倫理審査を受け，調査で知り得た情報の秘密保

と対象者の権利をす=り，向;gの得られた者を対象としたc

iた.途中で調査に対し拒吾できることを伝えた。

[結巣]

55名の床上安!)II"9"の患者に弱酸性溶液(通常，皮膚表留は

PH4.5~6.6 に保たれている) (1))を PH4.3に希釈し全身

dH式を行った。

討潟号主査E対対‘象のj主三な疾

性!股j段支関節症 4名 2お5q%九らふ. その他整形外科疾患が 24名 45%

あった 8 if~ fr. ~IJ は女性 39 名 70%. 男性 16 名 30% であっ
たc 年代は 70代が22名40%.60代が 12名21%.80代が

9名 16%. 50代. 30代 20代が各々 4:{'1 49みであったc 弱

能性法潔前後のi事n相会資では，検査前が黄色ブドウ状球菌

++~十で，検査後では黄色ブドウ状認iの検出は見られな

かった。主観的評儲では，自覚的にrlllLのすべすべ感J.r描
掠惑がなくなったjと表現していたc

弱駿性溶液を用いた清潔ケアでは.r石鹸を使用したお湯

による治拭違って気持ち良かったJと言い，部設としては，

f足mJ.n芸部Jr顔」の)11員序に「心地良さjを挙げていたっ

MSの調査協力を得られた人数は 55名で¥選手術期患者

はは S の 3 段階の高得点の者.郎ち1l~15 点が 29 名 53%
であった。調査後では 6~10 点以下が品名 41.4丸 5 点以

下が 10名5.6%であったc

{考察]

弱能性溶液を使用した清潔ケアは.9割以上の対象者が「爽

快感とすべすべ感jを具言化していた奇i禁ケアの日的は，

表面からの皮費分泌と雑菌の除去と新陳代謝を高める

ことであるが，石鹸の場合充分な洗浄が必要で、掻-涼惑や発

赤などが残ることもあるc その点で、は弱酸性の場合，アレ

ルギ一体裂の人で、もその心記が少ない MS調査では f不
快の気分jから円夫」の気分に変化していて f皮膚のすべ

すべ惑jや主綴的認知時間が28以上継続し有効性が示

唆された。今後は，臨床の清潔ケアと者護学教育に役立て

たい。

5)グリセリン涜腸による謹鶴粘膜の損傷部{立!こ関する文

献検討

加賀谷奈穂子

(岩手県定大学大学院者護学研究科博士前期課程)

武田利明(岩手県立大学者護学者[1)

{自主0]
2006年 2月に日本看護協会は「立位によるi完勝実施の事故

報告jの緊急安全情報を通達した。立位での涜勝実施が原

閣と考えられているが.出来関係は明らかではないc 通常

涜腸による直腸穿子しは解部学的位置により，度勝前壁に多

く発生すると考えられているが，報告事例では;様々な方向

に損傷ーを認めている。そこで.直腸粘膜の損傷部{立を詳縮

に調査し安全な涜腸技術のための基礎資料とすることを

呂的に以下の検討を行った。

{研究方法}

2007年2月に涯学中央雑誌、 web(ver.4)にて， rグリセリ

ンj完勝 (GE)Jをキーワードに. 1980~2007 年の GE によ

る有害事象に関する文献検討を行なった。

[結果i
GEによる有害事象の文献は 42編.実際の疲開は 47例で

あった。患者の年斡は叫-90歳，性別は男性 27f11J.女性

16例.不明 4例であった。腸の自的は，術前 21倒.検査

前4例，便秘 17例，不明 5f9Uであった。蕊腸粘膜の損傷部

{立が記殺されていたものは 30例あり，実施状況は全例記

殺されていなかったニ記載されていた 30併のうち，男性

は 17 例，年齢 44~87 歳. ì訓告の日的 l土手I~前 8 例，検査前 l

例.使泌6間.不明 2何であったc i良{話した方向は鼓腸前

3 f9U.後援 5仇左号室・お後壁.7 fl寺.2時方向各 l関，

f也5例であり， )l[門縁からの長さは 3~8cmであった。女性

は 10 例，年齢 60~90 歳， i完勝の iヨ的は便秘が 7 例，術言~î . 

検査前・不明は各 l例であったc jItl慈した方向は夜腸Hii
壁・右壁・後援各 2例，他4例であり.Ji工門縁からの長さは

5~8cmで、あった。

{考察]

文献検討の結来有害事象は男性が女性に比し高い割合で

あった。性別による解部学的特徴と直腸粘膜の損傷につい

て検討を行う必要があると考えられた。また， GEは使説、

の改善を民的に高頻毘で使用されていたむ便秘では腸管壁

の過伸展等により夜腸穿孔が発生しやすいと考えられてい

るG 手[:j前や検査前処置では医療者によってその後の観察が

十分に行われるが，便秘の改善を 13的として行った場合.

;完勝後の観察が十分に行われなければ，有害事象を見落と

す危険性がある。実施状況は不明で、あったが.左n!IJr乱{立で
実施した場合，患者の体位や看護締の立つ佼置は一定であ

るため，損f謡音IH立は同じになると推iJ認される G し かし損

した方向が様々であることから臨床現場の複雑な要因が

考えられた。また，損傷者引立は紅内総から 3~8cmで、あり，

多くの看護専門書に記載されている 6~lOcm以内で、あっ

た。カテーテル挿入の長さだけが痘腸損傷の際関ではな

く，向きや角度等の影響も考えられたむ尽常的に;完勝を

絡している者護験者が安全な技術を提供できるよう.

事象を訪ぐ方j去を検証する必要があると考えるつ
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6)欝眠時の体動を犠知ずるパネルとそれを用いたモニタ

リングシステムの信頼性と有活性

JlI上 勝(自治医科大学看護学部基礎看護学)

{呂的}

より良い路線ケアの提供や，高齢者などの歩きはじめの転

倒やベッドからの転落を飴ぐには，対象の臆絞状態または

活動・休怠パターンを客続的に把握する必要がある。現在，

マットセンサーなどの機器が臨床で使われているが，

をブザーで知らせる議能が主であるC また，アクチグラ

フィを用いる場合，ー正確に活動一休息のリズムを測定する

ことは可読だが.どのような動きをしたかを把援すること

はできない。そこで. 1::1...床時の体動の大きさとその方向を

感知できるひずみゲージを用いた体動検知パネル(以下パ

ネル)を考案したc このパネルによって対象者に触れず体

動などの生体情報を叙集できるc このパネルと計ifflJ・

機器によって構成されるそニタリングシステム(以下シス

テム)によって，睡眠時の体動を連続測定し表示・記銭す

ることができるc 本研究の民的は，懸限持のf本製jをアクチ

グラフと本システムを用いて同時に測定し調者を比較す

ることで本システムの結頼性と有用性について検討するこ

とであるc

{方法i
事前に研究内容を説明し本研究への参加に悶窓を努られ

た健康な成人を被験者としたG データ収集は被毅者の自

で実施し通常の生活を維持できるようにした。 鰻眠中の

体数を許泌するために議40閣議 50cm浮き 1cmのパネル

を，敷き布部の下で. ~子、床持活から壊の設置になる場所 lこ

したむ i玖床中の被験者の動きがひずみとして計測され

る。また. 11創設中の活動量{以下活動量〉を測定するため

にアクチグラフ(誌INIMITTER社)を被験者の利き手と

反対叙Ijの手設に装着した。!殴般の体重bおよび活動量は 5

して計測した。就床，党議(中途党躍を含む)，起床

を特定するためアクチグラブのマーカー機能を用いた3 な

お， !玖床ペト1，背音1¥ゃ予言に違和感など少しでもあれは実数

を中止するよう説明した。

{結果]

第l夜効果を考慈し第2日目以降のデータを分析対象と

した。 活動量とパネルによって得られたひずみ値の変化遺

の交差諮問係数を求めたところ，両者はやや強い相撲iをし

ていた(交差相器係数:CCF > 0.45L，また，ひずみ僚の変

北:設の時系列変化は，活動蚤のそれより l分程度遅れてい

た。被験者からは背部の違和感などの訴えはなかった。

{考察l
i陵阪中の活動量測定はi践11阿波寄の診断補助や臨床研究など

に有用であるとされているc 考案したパネルおよびシステ

ムは，アクチグラフより l分程度遅れて体動を感知するが，

睡眠潜時や中途覚龍の設定は可能であり，経11民の主客観的評

儲ツールとして十分信房長できると思われる。さらに.被験

者に違和感などを感じさせないことから.長期間設霞が百I
能であり有用性は高いといえるc

ア)龍用後紙おむつの巽気iこ対するを制(豆ffective

Microωorganisms)の消異効果の検討

新野峰子(沼際医療福祉大学保健学部看護学科)

[目的}

病棟の臭気を感じる場所はトイレや汚物処理業であり，そ

の尿器は排推臭や排濯物で汚染された紙おむつであると報

告されているc 生活圏内の常在擦である光合成縮蕗i.乳接

調を主体としたE:tvl(Effective Micr・o-organisms以下

E~1 と絡す)が，家庭用生ごみや排法臭気においての泊臭

効果を経験的に得ていたことから，主主iの使用後紙おむつ

の臭気に対する諮臭効果・を検討することを自的とした。

{研究方法]

材料を出央子将来捜沼の対象群と溶臭剤を使用する

分け，実験群は 3種類の消臭剤を使用し合計4
操作を無作為に割り付けて比較した。対象:療養鶏床に入

院し排法ケアを受けている患者 30名。本大学の倫理委員

会の議査を経て，材料提供者に研究自的，匿名性の確保や

秘密の保持，途中中断の保証について訂頭と文書で説明し

承諾を得た。方法:対照群は紙おむつ 1/4枚に尿 50m!と

使 15gを入れ，ビニール袋を 2重にして揺じた法臭剤j未龍

洞のものO 実験若手入は消臭剤として E:t-.tf¥V(EM研究所製，

液状タイプ)10能希釈液 20m! をおI:il~物に散布し

BはEMぼかしベレット{主活総合ネット鉱粒状タイブ)

lOg. 実験群 Cはま:9り米様(以下畿と絡す)lOgを使用し

た。実験期的1:平成 17年8月の 20日向c

した病棟汚物室で，王子;均気温25.7t，平均i認凌 66.8%であっ

た。測定項民と測定時開 :6段階臭気強境測定法・9段階1尖
不快!支部定法における測定時FJJは曳党測定者(爵定した

女性5名，平均年齢39.2歳)と対応、させるため，寵後・3時

間後・6時間後とし臭気測定器・アンモニアガス

• 311寺部後・ 611寺開後・ 24時間後とし

{結果]

材料設供者の特性:男性 15名・女性 15名で，

77.5会 13.5歳c 経口金と経管交はほ{玄関数，主な疾患はJj送

血管i滋寄である。 6段階臭気強攻測定法の結果:対象群で

は3時間後から 1の検知関僚となり，実毅群のAとCは6
時間後に検知馬綴，実験許'Bでは 6時間後も無臭であった。

9段階決不挟凌測定法:対象鮮では 3待問後から-1 (やや
不快に実験群 Cは6時間後に1.人と Bでは 6時間後も

無臭であった。臭気iWJ定 :3・6時間後では実験群は対象

群よりも植が高く. 24時間後はA'Cは対象群より抵く

なったむアンモニアガス濃境iJ!lJ定:対象群は時開の経過と

ともにガス議授が高くなり，実験群B'ま24時開催で対象

若手の 117，Cは113となったc

{考察i
E立をも糠も消臭のメカニズムは，有用微生物が腐敗する菌

より{愛先し発欝作用の代識に懇臭物質を利用していると

えることができ，喫党測定値，アンモニアガス濃度が下がっ

た結染と…致したc

{結論i
1.使用後紙おむつからは臭気物質として，アンモニアガ

スが発生している。

2. EMW， EMほかしペレット，畿は使用後紙おむつに

消臭効泉があ fJ. ?高奥持続時間の長さより EMほかしペ

レットの効果が高い。

日本看護研究学会雑誌 Vol.30 NO.3 2007 99 



A2会場 3群

8)馬脂油の有する皮膚機能改善効果

川崎由理（千葉県立衛生短期大学第一 看設学科）
藤野葉子， 伊藤祐子， 西野理英（聖路加国際病院）
山田重行（千葉大学看護学部）

【目的l

ヘアレスマウスを用いた先行研究において， 馬脂袖は皮府
機能を向上させ， 皮府微小循環および熱偽治癒過程を促進
させることを証明した。本研究では， 馬脂袖が人の皮府機
能に与える影響を検証し， 看護における予防的スキンケア
への応用可能性の示唆を得ることを目的とした。
【研究方法】
馬脂池に加えて， 看殴の現場で比較的よく用いられるオ
リーブ池とワセリンも併せて検証した。健常者37名（平
均年齢43.6土2 歳）と入院患者7名（いすれも60歳以上）
を対象とした。入院患者に対しては夏季と冬季に測定を

同意の取れた対象の両側前腕屈側部に4箇所の被
( 1  X 1cm) を選定した。 被験部位のそれぞれに各外

m湘を同賊ずつ塗布し ， 残り一箇所を無塗布の対照測定部
位とした。外用袖塗布前と後 120, 240分に経表皮水分喪

(Transepidermal water loss : TEWL) と皮膚水分保
を測定した。 塗布部位および測定順序はランダムとし
倫理的配慮として， 看護学部倫理審査委員会と入院患

者においては当該施設の研究審究会の承認も得た。健常者
の統計学的分析には繰り返しのある2元配置分散分析およ
び多重比較検定を行った。 入院息者は， 季節の違いによる
皮膚機能の変化を検討した。
【結果】
健常者：すべての外用池塗布後 120分でTEWLは対照群
と比較して， 有慈に低下した(p < 0.01)。さらに馬脂袖の
みが途布240分後も有意に低値を持続した (p < 0.01)。
皮膚水分保有賊は， すべての外用袖塗布後有意に上昇した。
入院息者：季節によって皮膚機能の差がみられた。冬季の

TEWLは夏季に比べて有意に低値を示した。 冬季の皮附
水分保有祉も夏季に比べて有意に低値を示した。入院患者
の夏季のTEWLはすべての外用袖塗布後大きな変化はみ
られなかったが， 馬脂袖ではTEWLの低下傾向が持続し
た。 冬季のTEWLは健常者と同様にすべての外用袖塗布
によって低下した。 皮膚水分保有賊は外用袖塗布後上昇
し， 特にワセリンで顕著であった。
［考察］
馬脂袖は必須脂肪酸を多批に含有し ， その脂肪酸組成は人
の皮脂と非常に類似していることから ， 経皮吸収率が高い
ことが考えられた。セラミドlの構成要素であるリノ ー ル
酸は健康な皮膚機能維持に重要であり， 馬脂袖中の成分が
細胞間脂質中に補完され， より優れたバリア機能を発揮し
たことが示唆された。 皮膚水分保有掘の上昇に関しては，

各外用湘の池脂成分が被膜となり， エモリエント効果が働
いたことが示唆された。

【結論］
馬脂池の塗布は皮膚機能を向上させた。 他の外用袖よりも
皮膚バリア機能の改善に効果的であり， 特に冬季のドライ
スキンの予防に有用と考えられた。ヘアレスマウスの結果
も含め， 馬脂池は看設における予防的スキンケアに応用可
能であることが示唆された。

9)患者
一 看護者間における共感相互交流の認知に関する研究
ー患者の視点から 一

四十竹美千代 ， 福田正治
山大学医学薬学研究部看護学科）

松本尚美， 稲村睦子（富山県立中央病院）

【目的l

患者―看設者関係において． 医療効果を高めるために共感

は重要な機能である。 本研究の目的は看設者との関わりの
中で慢性疾患患者が経験した共感体験の認知プロセスを
明らかにすることである。

【方法】
対象者：県内のA病院に， 入院期間2週間を経過している

慢性疾患患者で， 本研究の趣旨を口頭と書面で説明し同意
を得られた9名とした。データ収集方法：半構成的面接法
によりインタビュ ーを行った。インタビュ ーは入院中の看
護者との関わり， 看護行為を通して看護者の思いやりや心
遣いをどのような時に感じ取ったかをできるだけ自由に
語ってもらった。インタビュ ー内容は許可を得て全てLC

レコ ーダーに録音し， 逐語録を作成した。 分析方法：木下
による修正版グランデッド ・ セオリー ・ アプローチを用い
た。 逐語で記録したインタビュ ー内容から概念を抽出し
た。 その概念をサブカテゴリー

， カテゴリーに分類し ， カ

テゴリー間の関係を検討した。（サプカテゴリーは 〈 〉，

カテゴリーは 【 】 で示す。）
【結果および考察】

慢性疾息患者が看設者との関わりの中で体験した共感プロ
セスは. 5つのカテゴリーと7つのサブカテゴリーで説明

された。5つのカテゴリーは【相互交流準備】を初期段階

として ． 【滸在的受容】【関わりの認知】【共感の体験】【癒
しの体験】のプロセスに分類された。 サブカテゴリーは，

【相互交流準備】では 〈了解と説明〉〈一般的観察〉〈否定
的観察〉， 【関わりの認知】では〈受容の認知〉〈感情操作〉，

［共感の体験】では， 〈ポジティブな感情〉〈自己変容〉に分
類された。 患者が認知する共感プロセスには， 〈了解と説
明〉のもと 〈一般的観察〉と 〈否定的観察〉が繰り返し行
われている 【相互交流準備】を基に 〈一般的観察〉【潜在的
受容】〈受容の認知〉〈ポジテイプな感情〉【癒しの経験】と
変化し， 共感を受け取り共感が成立している感情型プロセ

スが考えられた。 また， 【相互交流準備】を基に 〈否定的観
察〉〈感情操作〉〈自己変容〉と変化し看設者との関わりの
中で自分の感情を操作し看設者に合わせようとして自己変
容している管理型プロセスが考えられた。

【総括】
本研究では 患者 ― 看設者関係において患者を中心とした
共感プロセスを明らかにした。その結果， 息者の共感プロ
セスは感情型と管理型に分けられ， 2つのプロセスが存在
していた。
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10)者護系大学の地域震献活動に関する研究

一小・中学技との連携の可能性を探る

永野光子，小元まさ子，河田幸;忠寺隠三左子，育水1専美.
宮Jlhh美保子，工藤綾子，腹部恵子，揺富恵子

(J額天堂大学歴療看護学部)

{背景}

先行研究は，入看護系大学周辺地域の住民が， A者護系大

学に対l..-，匿擦や看護に関する靖報提供，市民との交流の

機会の増加，近隣の小・中学校との連携なと守の要望を持っ

ていることを明らかにしたc 小・中学校との連携は.人

護系大学の地域貢献活動にはなかった新たな取り経みであ

るG また，;号室・生徒の稔康管理を主たる役割とする

教諭との連指は，看護専門職者としての特畿を活かした支

援の可能性を示す。

[El的i
A看護系大学潟辺の小・中学校に勤務する養護教識のも

つ，児童・生徒の健康管理上のj問題と A看護系大学との連

携の希望の有無を明らかにする。方法 :A看護系大学が汚rr
在する市内の市立小学校 17校，中学校8校に勤務する

護教諭を対象とし郵送法による費陪紙調驚を行った。誠

査には，;宮家'1:徒の健康管理上のj潟題の有無，入

大学の認知度と連携の希望の有無を向う自作費関紙を用い

た。愛隣j紙の内容的妥当性は小学校の養護教諭 1名を対象

としたパイロットスタディにより確探した。分析は，記述

統計植の露出，自由記述は内容の類似性により分類・命名

したσ 目的，方法，倫JA的配惑を記載した説明書，費関紙，

返需用封簡を，柱復薬害による研究協力への依頼に承諾が

碍られた学校の養護教諭宛に送付した。以上の手続きによ

り養護教諭の本研究への経の参加を保蔀したっ

[結采および考察}

承諾が持られた 15校に愛関紙を送{すし小学校7校，中学

校5校の合計 12授に勤務する養護教諭 13名より閥答を持

たo A看護系大学の認知度は，知っている 12名 (92，3%)，
知らない 1名 (7，7%)であった。先輩・生徒の?を康管潔ょ

の問題は，問題ありが9名(69.2%に問題なしが4名(30.8%)
であり，具体的には，

受け入れ協難，検診結来の集計ーや記認にかかる負担，保健

に来る児家への諜し方や家庭への対応等であった会 A
との連携は，できれば考えたいが2名(15.4号ら)， 

どちらともいえないが7名 (53.8%λ 考えていないが3名

(23.1 %)であった J主体的には，探縫やキャ 1)ア教育の授

業への参画，鐙康教脊ー指導の実施.検診や行事等の救護

活動への協力等であったc 以上の結果をふまえ，連携の希

望があった養護教諭と共同し J主体的な活動を実越するこ

とが今後の課題である。

11)不安・緊護状態!こ対するタッチの心理的生理的効果

小頭奈美(山梨大学大学院)

森千鶏(国立春護大学校)

[自的]

不安・緊張状態にあると考えられる者に対するタッチの有

効性忠心理的・生理的指標によって明らかにすることが

践的であるc

{研究方法}

被験者には倫潔的配慮を行い，研究の::Hぎを口顕・文書に

よりインフォームドコンセントを行った。対象は，参加に

同意の得られた学生 57名であり，山梨大学医学部倫理委

国立看護大学校倫理委員会の承認を得た。iRO定内容

は，心理的指標として， STAI.特設形容認尺度(印象評定

尺度)，パーソナル・スペース，研究者が独自に作成したタッ

チの構成要素についての評儲用紙，生理的指標として，膳

i良心電図(心拍数. HF 値，LF/HF値)を測定した。方

法は晶皮毘度，照度が…定に保たれたシールドルーム

でタッチの要素について条件を設定し安静，精卒中的負荷，

タッチ(背中.J二腕)の額に生理的指擦の継続的測定を行

い.心理的指擦は，各イベント直後に調査した。なお，背

中と上院へのタッチは連続して行い， どちらを先にタッチ

るかは，事前に調査した特性不安尺境 (STAI)をもとに

ランダムに 2若手わけた。分析は， イベント毎に各指援の王子

均僚を求め，イベント謂の変化を検討するために，各イベ

ント関の2去を算出し各指標について比較したc 生理的

データは各イベント 50秒としたO さらに，指察関の

性を検討した。

[結果}

心理的詩編においては，務神的負荷により状態、不安を表す

STAI 得点が有意に上昇しタッチ後には抵下した。パー

ソナル・スペースは.負荷後に拡大したが， タッチ後には

縮小した。タッチ者に対する印象評定では， f積極的一消

fなまいきでないーなまいきなム f人なつっこい一

近づきがたいJf心のひろい一心のせまいJの項目において，

タッチ後で常定的な評価を下す被験者数が有意に増加し

そして，タッチの婆素のうち， r持続時間J. r音[¥1立J.
7タッチ者の動作J，感覚J，r手の樹諮J. r距離J，r強さj

の要素について， r.!夫jと詳備している者が多かったc 生理

的評価においては.脳波では，精神的負荷により si皮が増

加し αI波が減少したが. タッチによって，s 波が減少し

αl 波が増加したc 心電留では，精神的負荷により心拍数，

LFIHF僚が有意に増加し， HF 鎮は減少したが，タッチ時

には心拍数，LF/HF植は減少し HF僚が増加した。

{考察}

本研究では，設定した精神的負荷により被験者は心身とも

に安静がi現害され，不安・緊張状惑にあることが認められ

たc この状況下でタッチを行うと.心理的には不安の軽減，

ノfーソナル・スペースの縮小，タッチ者に対する肯定的な

印象が高ま江主柱程的には，副交感神経活動が優位になる

ことや，党謹水準が適正化する効果が認められたむ
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B2 会場 4群

12)日本の看護倫理の探求：「和」に光をあてて

小西恵美子， 小野美喜（大分県立看護科学大学）
八尋道子（香港理工大学大学院）
中嶋尚子（横浜市医師会保土谷看護専門学校）

【目的】
日本の看設倫理教育は殆ど西洋の知識や考え方に頼ってい
る1。しかし． 日々の実践の中で依拠しているのは日本の
歴史・社会・文化の中で培われてきた価値観に基づく倫理
である。この， 「習う倫理」と 「実践の中の倫理」との乖離
が指摘されて 20年以上たつ凡しかし． 状況は依然変わっ
ていない。自国の文化の中に存在する価値観を明確にした
上で西洋から輸入した倫理との検証が必要である。我々
はその視点で． 日本の看設師の日常のケアに潜む価値観を
探求している。本稿は， 日本人の価値観の根底にあるとさ
れる 「和」の概念を分析し． 日本の看護倫理への意義を論
考する。
【研究方法】
1)「和」とその関連語を概念分析する。 2)我々の既発表

デ ー タを用い． 看設師のケアに関するストー リ ー に潜む価
値観を 「和」に光をあてつつ発掘する。
【結果 ・ 考察】
1) 「和」「同」「分」の意味：「和」とは， 他者との差異を

しつつ， 主体性と節度をもって協調していくこと， 「同」
とは 個性のない者が何ものにも賛否を同じくすることを
いう。 すなわち ， 「和」は単なる同調ではなく ． 関係者一人
ひとりの個性を活かしつつそれらを調和して， 「全体にとっ

い」という高次元のゴー ルに到達することをめざす。
このように 「和」は個々人の違いを腺重する。 日本ではそ
の違いを， 「その人に合った役割や立場」を紅味する 「分」
という言葉で表してきた。「分」は， 美しいハ ー モニ ーとい
うゴー ルに向かうオ ーケストラのパ ー ツに喩えられる。こ
こから看護について考えると， 「看護師としてどうあるべ
きか， また， 何をなすべきか」と， 個々の看護師に専門職
としてのしっかりとした考えが必要になってくる。 2)看
設師の日常のケアに潜む価値観： A. 職場では 「和」が単な
る 「同調」と混同されることがあり． 時に， 「波風を立てる
な」という拘束となって ． 看護師の専門職者としての意思
決定を脅かしていた。B. 他の看護師は， 告知や医師の指示
等の場面で患者の利益のために 「和」をもって行動してい

それら看設師には， 落着き ． 温かみ， 謙虚， 節度． きっ
ぱりした姿勢等がみられ， その行為は， 「勇気」という徳を
もって患者の権利揺設のために行動する西洋の 「アドボカ
シ ー」の概念よりも， 「和」がよく合致した。C. 「和」をもっ
て行動する看設師には， 「関係する人々一人ひとりにとっ
て良い」という願い が あ り， そこが． 功利主義でいう
Common good とは異なっていた。 また． そこには． 二項
対立， 原則論での意思決定ではなく， 関係者が 「和」をもっ
てきめることへの価値観が見られた。
【文献】
l. 桂川. 2002年度早稲田大学大学院修士論文．
2. Minami H 1985 International Journal of Nursing

Studies 22 : 311-18. 

13)手術室における医師・看護師が捉える倫理的問題の
特徴

佐々木絹代（福井赤十字病院）
上野栄一

， 長谷川智子． 上原佳子， 上木礼子， 佐々木百恵，

KatzEdmont (福井大学医学部看設学科）

【目的】
手術室において医師と看設師がどのような状況を倫理的問
題として捉えているかを明らかにする。
【方法】
2006年9月11日-9月30日の間に， S病院にて手術に携

わる医師6名と手術室に勤務する看護師6名を対象に調査
を行った。デ ー タは手術室における 「倫理的問題」とは何
かについて半構成的面接法を用いて収集を行った。面接内
容から医師， 看護師別に 「倫理的問題」を抽出し， カテゴ
リ ー化し， 外的基準としてJ.E. トンプソンらの 「倫理的問
題を明確化するためのカテゴリ ー」類型にそい分類した。
倫理的配慮に関してはF 大学倫理審査委員会の承認を受
け， さらにS病院の施設長の許可を得た。対象者には研究
の主旨 目的， 方法の説明を口頭および紙面にて行い ． 同

て研究参加の確認を行った。
【結果】
l. 医師， 看設師共に， 手術室における倫理的問題として，

A .  倫理原則に関する間題， B. 倫理的権利に関する問題，

C. 倫理的義務 ・ 責務に関する問題. D. 倫理的忠誠に関す
る問題， F. その他（組織風土， 道徳等）についてのカテゴ
リ ーが抽出された。 2. 医師が語った倫理的間題の特徴は
「患者および専門職に自己決定権」「自分自身• 自分の身体
に起こる事柄を決める権利」「情報を提供される権利」「道
徳」であった。 3. 看設師が語った倫理的間題の特徴は「正

と公平さ」「真実の告知」「とらえにくさ」「個人の尊厳」
「専門職同士の関係」であった。
【考察】
本結果から， 医師はくプライパシ ーの確保＞＜患者はわか
らない＞＜患者から見えない部分がある＞等の患者の人権
擁護， 自己決定権の尊重に対し間題有と捉えていたが，

護師は同施設職員が患者になった場合， ＜職員の優遇＞等
一般患者との待遇が異なる場合が多い事を問題と捉えてい
た。又手術中の詳細が患者に知らされない事もあると感
じ， 患者には個人に関する情報を知る権利がある事を認識
していた。手術室においては医師と看設師は， 患者の人権
の尊重， 医療提供者としての責任， さらにはく言いたい放
題＞＜医師より拒否される＞等の専門職同士の関係におい
て倫理的間題が生じていた。 特に医師は患者及び専門職の
自己決定権の尊重に間題を感じ， 自分の身体に起こる
を決める権利について間題を強く認識する傾向があった。
一方看設師は， 正義と公平さについて倫理的間題を認識し，

手術室では患者の権利や利益を擁護しにくいと路藤を抱き
ながらも， 患者の意思を最優先し患者の意思を檸重する代
弁者である事や患者の権利の擁設者である事を大切にして
いた。同じ状況に対して， 医師と看設師の倫理的間題の違
いが示されたのは各職種の教育背景や個人のもつ様々な
背景（親の養育態度， 対人関係等）が関与していると雅察
する。

102 日本看設研究学会雑誌Vol. 30 No. 3 2007 



14)自本における「よい看護鵠Jの特賢の変遷:過去

100年の教科蓄の分析か5

小野美喜，小夜恵美子

(大分県立者護科学大学大学院博士後期謀寝

入尋道子(Hongkong Polytechnicじniversity)

中向島尚子(横浜市腹部会保土ケ谷専門学校)

{自主~l
日本の看護倫理は，西洋の涼関の倫殺の考え方に強い影響

を受けている。しかし西洋の倫理環論が f日本の文化に恩11

染むのか?Jという開題提起もあり.近年， iどのような看

護締がよい看護部か?Jという看護蹄の特震が設話されて

いるC 本研究はそれに呼臨し日本の看護教育の中

郊に求められた特質を整理し各時代の者護部のどこに価

値がおかれてきのたかを知ることで.看護締の:待費の探究

に知見を加えることを践的とするc 研究費開は「日本の審

議長ijiの特質として淘汰されたもの，不変なものは何か?J 
である。

{方法i
看護の教科a舎を分析対象とした文献的研究である。近代日

されている看護教育用教科書，およ

び全国学校図書館の所蔵検索 NACSISWebc討を使殿し

学校顎議:銭に保管されている教科書を検索し

キーワードiふ
るc 抽出された会 11514このうち，教育カリキュラム制定・

改正等の節毘に注臼して設定した以下の 4年代狂分におい

て出版された 18点を選択した。その全てを読み，者護部

に必要と記述された特質を抽出し文獄毎に比較整理し時

代による推移を分析した。分析過認では.共間研究者と合

意の得られるまで討議し最終的に分類整理した。

1)明治時代の者護教育開始から保縫婦助産婦審議嬬法制

定以前まで

2)保健婦助産婦審議締法制定から昭和 42年看護教育カ

リキュラム改正まで

3)昭和 42年看護教育カリキュラム改正から平成元年者

カリキュラム改正まで

4)平成元年看護教育カリキュラム改まから現在まで

[結果・考察i
看護離の特質に関する記述は，(1)看護部の人柄・人向的

告書留， (2)知識と技術， (3)入との関係を深める能力

としての態度， (5)外観・身体的側面の 5つに分

された。

1)常に求められてきた特質は「賞校jと f知識・技術j

である。「寅{壬J，ま孝子護婦の人間的側衡の中でとらえられ

ており，その内容は時代と共に拡大していると問自識・技術J
は，看護蹄の人柄のrtに融合されたものとして求められ続

けているc

2) 1970年代を境に， r外観・身体的叙IJ菌iJが減少し「人

との関係性を深める能力jゃ f看護殺として働く態度jが

新たに求められてきている。

3)ょいとされる看護締の特紫はアメリカの審議やフェミ

ニズム等の影響を受けつつ変化しているが，看護師の人間

的側面lえ明治時代以降.者護が科学として{立罷付けられ

るようになった今日でも 1章子見され続けている

4)看護が専門職として確立された今， 日本の看護師の特

質を育てる教育および絞場環境のあり方が課題である。
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15)看護師の褥癒予防行動予測評価尺度の開発
ー信頼性・妥当性の検討 一

橘 幸子（福井大学医学部附属病院）
上野栄一

， 長谷川智子， 上原佳子， 上木礼子． 佐々木百恵．

KatzEdmont (福井大学医学部看護学科）

【目的】
褥癒予防に必要と予測された看護師の行動を測定するため
の予測評価尺度を開発する。
【研究方法】
1 .  調査対象： F県内2ヶ所の総合病院に勤務する看護師
824名を対象に2006年8月から9月にかけて調査した。
2 .  質問紙の作成：褥癒予防行動予測のために概念枠組み
に沿い先行文献から121 項目を抽出した。 3. 内容妥当
性． 表面妥当性の検討：121 質問項目についてスー パ ー バ
イザー (WOCナ ース） 5名による概念との検討。 またプ
レテストにより不明瞭項目． 意味の重複． 回答困難項目の
内容の修正を行い． 新たな110 項目の質問紙原案を作成し

回答は 5段階評定(Likert法）を用いて， 得点化した。
4 .  調在内容：質間紙原案による再調査法， および基準関
連妥当性をみるために「職場環境， 職務内容． 給与に関す
る満足感測定尺度」「達成動機測定尺度」を著者の承諾を得
て使用した。 5. 倫理的配慮：対象者へ研究目的， 方法を
文書で説明し． 回収をもって同意を得たものとした。 調査
票回収時は封をした状態で回収した。 6 . 得られた回答に
ついて， 因子分析を行い因子の抽出は最尤法（プロマック
ス回転）で行った。 因子妥当性の検討. GP 分析． 基準関連
妥当性の検討． イ言頼性の検討を行いデータ解析には． 統計
ソフトSPSSll. 5を使用した。
【結果］
得られたデー タを因子分析し． 固有値l以上． 因子付加屈
0.4以上を項目決定の基準とし， 正規性の検証 ． 因子負荷鼠
0.3以上の2軸にまたがる項目を削除した結果. 5因子44
項目の因子解が抽出された。 累積因子寄与率 55.2%, GP
分析では上位群と下位群の平均 得点をT検定したところ ，

すべてにおいて0.1%水準で有意差を認めた。「達成動機測
定尺度」 とのPearsonの積率相関係数（以下． 相関係数）
r = 0.337 (P < 0.001). 「職場環境， 職務内容， 給与に関す
る満足感測定尺度」との相関係数r = - 0.444 (P < 0.001)
であり基準関連妥当性が確認された。Cronbachのa係数
は尺度全体で0.9 554 . 再検査法による1 回目， 2 回目の尺
度合計ではr= 0.837 (P < 0.001)を示し， 信頼性の高い尺
度である事が確認できた。
【考察】
抽出した因子は第1 因子「支援型学習• 実践的知識因子」．

第2 因子「価値信念因子」． 第3 因子「組織因子」， 第4 因
子「関心因子」， 第 5因子「知識因子」とそれぞれ命名した。
看設師の褥癒予防行動予測評価尺度は， 妥当性． ｛言頼性の
検討において高い値を示し， 褥癒予防を行おうとする
師の行動心理を明らかにする事で， 個人， 集団組織単位
で褥癒予防のために必要な対策， 職場教育の立案が可能な
尺度であることが示唆された。

16)看護師のライフスト ー リ ーからみたピカッと光る感
性獲得過程

松村愛都（福井大学医学部附属病院）
上野栄一

， 長谷川智子， 上原佳子， 上木礼子， 佐々木百恵，
KatzEdmont (福井大学医学部看護学科）

【目的】
臨床の場では， ｀‘ピカッ

＂

と光る感性を持つ看設師による．

素睛らしい看護に感心することがしばしばある． 本研究
は，‘‘ピカッ

”

と光る看護師のライフストーリー の分析によ
り， 感性の獲得過程を明らかにし， 看設師の感性育成のた
めの示唆を得ることを目的とした。
【方法】
研究対象者：総合病院に勤務する女性看護師10 人で， 副看
護師長に次ぐ立場にあり， 看護モデルの役割を果たすこと
ができ かつピカッと光る感性を持つとユニット責任者が
判断した看護師。 調査方法：誕生から現在にいたるまでの
過去のライフイベント， 自らの関心事， 将来の目標， 看護
についてなど， 自由回答法によるインタビュ ー を行った。
分析方法：録音した音声デー タから逐語録を作成し， 看設
師のライフストーリー の構成要素を抽出した。 また， 語ら
れた内容から， ピカッと光る感性の獲得過程について分析
した。 倫理的配慮：対象者に対し研究の主旨と， 研究参加
は自由意志で途中撤回が可能であることを 口頭及び書面
にて説明し同紅を得た。
［結呆］
対象者10名の平均年齢は29.6土2.4歳で， 平均臨床経験

年数は8.4土2.6年であった。 ライフストー リー の構成要
索には以下のものが抽出された。1) I吐親はよく働き人の
見方を教え． 父親はいざという時頼りになっていた。2)幼
少期に両親祖父栂から基本的な躾を受けていた。3)近所
の子供， 親の職場関係の大人， 地域の老人と話す機会が多
くあった。4)困難な時両親 ・ 教師・友人 ・ 先輩看護師等
が救ってくれた。 5)新人時代リアリティショックを体験
したが その後リー ダ ーシップがとれるようになっていっ
たC 6) 看設師長や先盟から看設の本質を学んでいた。7)
急変の前兆を見逃す等の失敗体験や｀ 患者からの賞賛によ
りモチベーションを上げていた。 生育過程において， 幼
児期から親の手伝いを行ってきた者と， 手伝いすることは
ないが鳳親の姿を見て育った者の2群に分かれた。 又． 『両

『しつけ』『手伝い』：社会的スキル」『対処行動』のキ ー

ワ ー ドが挙げられた。
【考察】
看設師の特徴を幼少期からみると． 家庭や地域が子供を見
守る時代にのびのびと遊び， 基本的な躾を受け， 両親， 祖
父雌兄弟から影評を受け人格を形成してきたことが伺わ
れた。 生育過程で幼少期から家の手伝いをした者と． 手伝
いの経験は少ないが青年期に入り一人暮しやアルバイト等
で対人関係能力を築いた者の2群に分かれた。 劣等感． 受
験の失敗． 勤務の辛さから退職願望をもつ等の人生のあら
ゆる困難な場面で． 両親・教師 ・ 友人 ・ 先輩看護師らに助
けられていた。 その困難な場面でも常に謙虚で前向きな考
え方であった。
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1ア)代謝纏環器系外来患者のアドヒアランスへの箸護欝

の灘定

関美奈子

(盟諸ミ医療福祉大学大学i完医療福祉学研究科博士課穂)

[13U9] 
本研究の日的は，高血圧性疾患，糖尿病，高指血症が複合

した代謝循環器系挟患には，複雑な治療が必要とされ，外

来患者が.その治療を理解・受容し看護を協定する能力

であるアドヒアランスへの者護最の測定だ‘った。

{研究方法}

1対象:代議循環器系疾患を有する 20歳以上の男女とし

た。 2議資期間:平成 17年 8月 2513から王子成 19年 1月

四日の潤，各対象施設の許可後.語表;境問l主計7日以内と

したむ 3議査内容 :fアドヒアランスJの意味を毘療への協

定範囲(間窓能力)とし者護連携コードを診祭内容から

測定，質問九等米の生活jを外来受付で詑布，調査したC

4測定方法:看護連携コードは，診察と関連した検査など

医療経銘一欝所を各 l点としてコード化連携態見rr数を看

護連携得点としその補正得点である共導コードを作成し

たo i!さ導コードから，者-護を必要とする仕事蚤として検討

を試みた。務易の生活関診察 (Life-Q)のrpから i1守i来の

生活のことを考えていますかjと変調を行い. 1一考えて

いない 2 あまり考えていない 3-少し考えている 4ーほ

とんど考えている，の 4設i努法で評鎖した。 5倫理的記滋:

識まま施設ごとに鵠床研究倫理審査の本認を得た。対象へ

は，文書:と口頭で¥研究の主忠調交の不参加の不幸Jj主主は

ない，参加はお由，霞名性を説明し問答をもって間窓とし

た。

{結果}

対象は計721名，年齢は， 58.06土 10.73議 (mean土 SD:

以下関じ)，受診継続月の平均は 67.2ヶ月であった己診断

合併察は 92.1%だ‘った。共導コードの得点は， 1点が 187
名， 2点が 15名， 3点が417名， 4点が99名， 5点が2名で

あった。各変数の乎均は，看護連携得点が2.2土 0.8，
コードが 2.6念1.0.r将来の生活jが 3.0土 0.8だっ

Spearmanの}絞殺相関分析の結果，審議連携得点は，

コードと p= 0.811.患者一人当たりの診療報観点数 13
とρ=0.435と有意な稲i認を示した。者護連接待点を従属

変数とした関婦分析の結果，共導コードの捺準化国録係数

Fが 0.796を示し調整済みij，と定係数 R2が 0.634だった。

また KruskalWallis検定の結果，者護連携得点は，男性の

方がx2=4.52と有意に潟く，共導コードも男性の方がX2

6.60と有意に高かった。抗H立後療法を受けている方が，

コードがx2=5.81と有意に潟く， r将来の生活jの得

点がx2 4.98と有意に高かった。 p< 0.050 
[考察}

コード 3点の患者数が最も多く，患者への説明と同意

を伴う協定の手続きに時隠と看護技術を要し，必要な看護

量が多いと考えられる。また，患者の将来への価徳観は，

抗lfn.捻療法によって促進されたと考えられ，薬物療法では

なく，診察における説明と同意により，将来の生活を

するように援助する必要があるc
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18)業務上のハザー ドに対する看護師の認識

石井範子， 佐々木真紀子（秋田大学医学部保健学科）

【目的］
医療現場には医療従事者の健康に悪影孵を及ぽすとされる
危険因子（以下， ハザード）の存在も確認されている。 日
本看設協会は「1999年病院看設基礎調査」 の結果から， 感
染性病原体と電離放射線（以下． 放射線）以外のハザード
に対する看設管理者の認識が低いこと， 組織的対策を講じ
ている施設が少なかったことを明らかにし， 看設職の健康
を守るためのリスクマネジメントの重要性を示唆してい
る。 そこで， 業務上のハザードに対する看護師の認識状況
を調査し， 職業性曝露の防止のあり方を考察した。
【方法】
全国の看設師 939名を対象に無記名式の質間紙により郵送

した。 調壺内容は1)属性， 2) 7つのハ ザード ，

なわち感染性病原体． 抗癌剤， 消毒薬， ラテックス， 殺
歯用紫外線（以下， 紫外線），EOG, 放射線に対する危険性
の認識の有無である。 データは単純集計後， 変数間の関連
性をx z検定により検討した。 対象者にば情報の守秘 ， 匿
名性の確保 ， 公表する旨を文書で確約し， 回答の提出をもっ
て研究への同意とみなした。
【紺iりし］

939名中576 名から回答があり（回収率61.3%), 有効rm答
の571名を解析対象とした。 所属施設は 一 般病院61.1%. 
大学病院34.2%. 癌専門病院4.7 %であった。 対象者の年

29歳未満が39.1%と最も多く， 平均経験年数は12.7
年であったC 6 0%以上の看設師が危険性を認識していたハ
ザードは感染性病原体， 放射線． 抗癌剤で ， それ以外のハ
ザ ードに対する認識は30%未満であった。 危険性の
と所属施設の関係では ， 感染性病原体で癌専門病院，

病院，
一般病院の順に有意に認識者の割合が高くなり， 抗

癌剤で一般病院， 大学病院， 癌専門病院の順に高くなった。
看設師の年齢では ， 紫外線で50-59歳が ， EOGで40-49
歳が最も認識者の割合が高く有意な関連があった。 勤務経
験年数では感染性病原体について10年以下に ， 紫外線と

EOGで11年以上に認識者の割合が高く ， 関連があった。
感染性病原体の認識者は 2つのハザードと有意な関連があ
り． 消扉薬は4つのハザードと． ラテックスは3つのハザー

ドと ， 紫外線は4つのハザードと ， EOGは4つのハザード
と． 放射線は3つのハザードと有意な関連があったc 抗癌
剤では何れのハ ザードとも関連がなかった。
［若察］
感染性病原体． 放射線， 抗癌剤以外のハザードを認識して
いる看設師は30%未満であった。 本調在で認識の機会を
把握することはできなかったが感染性病原体と放射線以
外のハザードの危険性や防護法については ，

課程でも， 卒業後の研修等でも． 学ぶ機会の少ない現状で
あることが窺われる。 施設の種類や看設経験に関わらず ，

全ての看護師が職場に存在するハ ザ ードの危険性を認識
し 安全行動がとれるように 看設基礎教育および卒後教
育の双方で取り上げることが必須であると考える。

19)中堅看護師の個人要因での離職に影響する要因の変
化プロセス

三輪恵里（富山県済生会富山病院）
塚原節子（富山大学医学部看設学科）

［日的］
看設師経験年数3年以上経過した中堅看護師が ， どのよう
な個人要因に影評され離職に至るのか， その変化プロセス
を明らかにすることを目的とした。
【研究方法】
対象は離職を決定し実際離職した， 当該職場での看設師経
験年数3年以上の中堅看設師と呼ばれる者であり． 本研究
の趣旨を口頭と書面で説明し同意を得られた8名とした。
調査は半構成的面接法によるインタビュ ー を行い． 離職に
対する思いの変化をできるだけ自由に語ってもらった。 イ
ンタビュ ー 内容は許可を得て全てICレコー ダ ー にて録音
し， 逐語録を作成した。 分析方法は ， 木下の提示する修正
版グラウンデッド ・ セオリー ・アプロ ー チ（以下. M
GTAとする）を用い， インタビュ ー 内容から概念を抽出
した。 その概念と概念の動きを検討し， カテゴリー間の関
係を示し中堅看設師の離職に影響iする要因の変化プロセス
を明らかにした。 また， 分析内容の信頼性を高めるために ，

一連の研究過程においてM - GTAの指導者によるス ー

パ ー ヴィジョンを継続的に受けた。
［結果および考察】
8名から抽出されたカテゴリーは 個人的側面からの離職
の要因として 〔揺らいでいる自分〕〔他者からの影評〕〔看

としての未来を見つめる日分〕〔専門職としての目標
C 1�1己破壊〕〔看設現場からの逃避〕〔前向きになれ

ない目己感梢〕， 仕事の側而からの離職の要因として〔組織
への不満〕〔上司に対する不満〕〔ストレッサ ー としての仕

があり， 以上10のカテゴリー で構成されていた。 そし
てそのカテゴリー にはそれぞれ1つから8つの概念 （計
28)が含まれていた。 これら10のカテゴリー はコアであ

る 〔揺らいでいる自分〕 に3つの仕事の側面からの要因が
影郭を与えていた。 これらの仕事要因は． 離職へのきっか
けづくりと考えられるc また， 個人要因ではコアである〔揺
らいでいる自分〕 を中心に ポジテイプ感情とネガティブ
感情が存在していた。 対象者らは ， 揺らぎながらも 〔他者
からの影評〕を受け〔看設職としての未来を見つめる自分〕
が存在し 〔専門職としての目標の模索〕 をしながら新たな
自分のために離職するという息いのポジティブ感情と捉え
られた。 一方 ， 〔他者からの影膊〕〔専門職としての目椋の
模索〕をしつつも， 〔前向きになれない自己感情〕が存在し ，

また〔自己破壊〕〔看設現場からの逃避〕としての自己に対
し， 〔揺らいでいる自分〕が存在しているという息いはネガ
テイプ感情と捉えることができたC 中堅看設師の離職は ，

専門職業人としてキャリアを確立するための離職か， 責任
の重圧に耐えられなくなって離職の二通りが考えられた。
それらは，「 揺らぎ」ながらもやがて離職に至ることが示唆
された。
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20)毘擦管理と HRMチェックリストおよび自三効力感

の謂査

餅出敬司，藤野みつ子.多川崎美.高見知世子

(滋賀援科大学医学部前属病院)

日浦美保(滋賀医科大学医学部看護学科)

ヂiこ下顎代(元滋賀医科大学援学部j:ft属病院)

{目的]

本院で比殺務への動機付けを主践的とした零護部への自

襟管理導入から 3年が経過したc この詰襟管潔と自己効力

感.または職務満足や組織風土との関係を明らかにするこ

と，および:前臨調査とのよと較を目的に調査した。

[研究方法}

本院部看護締長およびパート職員を含めた者護陣および助

産総 391名を対象に質問紙調査を行なったc 倫理的配穫と

して，設問j紙は無記名記入後厳封，留資法を用いた。

の協力は自由意志とし問答者が特定できない方法を用い

ることを保証した。データは看護管理のほか，研究に使用

することを文書で説明した。測定用兵は， Sherer・(1982)， 

成田ら(1995)の特性的自己効力感尺度と，日

(2003)が開発した HRMチェックリストのうち，

と組議風土を測定するワークシチュエーションチェックリ

ストを用いた。分析は SPSS14.0Jを用い，単純集計後有意

義の判定には T検定ならびに一元記註分散分析を行った。

元配置分散分析で有君、援のみられたものについては

BonferronIの多重比較を行った。会てに有水準 596未;誌
を採用した。

[結果]

鴎)1又率75%のうち有効隠答率は 192名 (66.39心.王子均年齢

29β 土 7.4裁であった。看護経験年数は 5 10年米議が

19.8%と最も多く，次いで 1年未満 18.8丸
は1年未満が最も多かった。話擦管理シートを使用してい

るものは 182名で日擦管理実務率 94.8%と前回

72.9%によとべおくなっていた。その中で、個人目標の達成度

はだいたいできた (70%以、上の達成)が65.9%と最も多かっ

11昔話より自己効力感得点も 74.5土 10.4と高くなって

いた。自殺;管理の達成境加では，有意に評価が高いほど自

己効力感持点も高くなっていたc 年齢期に新人・中堅・ベ

テランの 3群に分類し各群の自己効力感との関係ではベ

テランが{むの鮮によヒベ有意に高かった合民擦管理の達成度

と綾務;諮足や組織風土の関係では，評fi習が高いほど毅務領

域の達成と意義において満足疫がおかったc 狂RM

満足度)と殺{立との関連では，職務領域の S項目において.

上司やリーダー領域では，承認・支持の項認において有意

を認めたが，前回有意、差の認められた会正・信頼等の 3

項目では有意差を認めなかった。戦務の領域では議開より

全項目で得点が高くなっていたc 今閥も戦{立が高いほど職

務満足度は高かっ

[考察}
有効出答数が前1mより減少したが， 目標管理実施率が昨年

度よりアップし目標管理実施者が増加したにも関わらず，

達成度得点が高くなり，自己効力惑も高くなったことは，

B襟管理達成度と自己効力感との問には相似的な関係があ

ると言えるむ職位と駿務満足の関係においても相m的に高

くなる傾向にあった。

21)データマイニングによる研究テーマかうみた競内着

護研究の特徴と領向

やfIi采浩子，重松潔恵，小林幸子(富山市民病臨)

上野栄一(福芥大学医学部看護学科)

[EI B9] 
研究に基づく実践は，専門殺としての者護締にとって賓の

高いケアを提供し続けるために重要なものと位霞づけされ

ているc 特に臨床看護研究は主に鵠床での患者・家族への

ケアを対象に取組まれ，研究結果が速やかに実践に結びつ

くことにおいて，各施設で稜極的に取組まれているが.地

域中核病i淀としての A病院でも臨床実践病院として年間

20建前後の院内看護研究が行われている。委譲の専門分

化が進むにつれ審議研究にもより専門性と震のおさが求め

られてきているが，研究指導者にとって研究者の詮かれて

いるフィールドや特性を把握することは適切な指導を行う

となる。 過去の看護研究の内容を分析することは

特定のフィールドでの研究の可能性や研究方法を把握する

ことが可能となり，今後の研究指導にとっても意義のある

ことと考え，院内看護研究テーマを内容分析することで.

臨床実銭病!誌としての人病読における審議研究の特散と

傾向を調査した。

{研究方法}

対象資料{之進去 26年開 (1978:iド ~2004

された者護研究 599題c 分析方法は

究デザイン.(3) D.デイアの研究タイプの分類キー

ワードによる分類を実絡したφ 倫理!的記長室としては，研究

タイトルに地名，人名がある場合は記号化して分析した。

{結果及び考祭}

研究領域では f看護技術の開発自己管理への援助jが多

く.キーワードでは f患者の者護Jr援助・支援・アブロー

が主要なテーマとなっていた。研究デザインでは質的

研究と量的研究が8舗を占め，デイアの研究タイブ加では

関子探索研究が定例的に多かった。 A病誌の研究傾向は

「実態、・認識諦変jからスタートしそれについて

る検討するjといった認知領域の表現に移行するものと，

「患者への指導・教脊jを効果的に実施するための fパンフ

レット・しおり・チェックリストjを「試み・導入・施行j

する具体的行動に移行する研究に分かれる傾向が見られ

た。この傾向を臨床看護研究の発震設階からみると.r日
常の問題解決 (problem…solvingの段Fs皆)Jと f問題把緩や

(studyの段階)Jの研究が主であり「真実の探求

理論の議築 (researchの段!怒りの研究に取り組むにはま

だ、ヨさっていないといえる。しかしながら，臨床実銭に即し

た患者援助を中心とした研究が多くを占めていることは臨

床実践病践としての A病院において看護の質向上

ある研究活動が進められていることが示唆される結来と

なった。今後も院内研究によって得られた結果を患者や家

族のケアに活かしていきたい。また，多くのデータ

しメタ解析を行い，ケアの質の向上に努めたい。
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22)産後入院中から産後1ヶ月にかけて対児感情の低下
が大きかった母親の特徴

武田江里子（国際医療福祉大学大学院助産学分野）

【目的］
産後入院中から産後lヶ月にかけて対児感情の低下が大き
かった母親の特徴を知り， 低下を少なくするための援助を
考察する基礎資料とする。
【研究方法】

2005年6月から8月に， 間題なく分娩し同意の得られた母
親67名を対象に， 入院中と産後l ヶ月に， 対児感情（花沢
氏）． 日本版POMS ( 気分尺度）， ストレス内容を調査した。
入院中を基準とした産後l ヶ月の対児感情の値（変化の割
合） を主に， U検定および相関比にて分析した。
【結果】
1 .  入院中から産後lヶ月の対児感情の変化：平均 は． 接
近得点は入院中から産後l ヶ月にかけて低下し， 回避得
点・拮抗指数は上昇していた。 産後lヶ月の各対児感情の
変化の値で， 接近得点は25パ ー センタイル以下， 回避得
点・拮抗指数は75バ ー センタイル以上を対児感情の低下
が大きかった偲親としたC 2 .  対児感情の低下に関係した

- : 接近得点の低下で<I吐乳か混合か＞で有意差がみら
れ． 接近得点25パ ー センタイル以下の母親(16名）は栂乳

7名(43.8%)· 混合9名(56.3%)であり， それ以外の栂親
(48名） は栂乳9名(18.8%)· 混合39名(81.3%)であっ
た。 回避得点の上昇ではく年齢(30歳以上の方が上昇）＞．

回避得点および拮抗指数の上昇ではく核家族か否か（核家
族の方が上昇） ＞． ＜ 産後のストレスの有無（有の方が上
昇） ＞で有意差 (P < 0.05 )がみられた。 産後のストレス
内容の中では有意差はみられなかった。 3. 対児感情の低
下が大きかった栂親の気分：低下の大きかった楊親とそれ
以外の鳳親で， 産後l ヶ月の気分との相関をみた。 接近得
点とく怒りー敵意＞ で0.247*, 回避得点 とく活気＞で

0.342**, 拮抗指数とく怒りー敵意＞で0.338**, く活気＞で
0.389**, <疲労＞で0.302*という相関比であった(*P <

0.05 , **P < 0.01 )。
【考察】
対児感情の低下と産後lヶ月の偲乳の割合は ． 低下が大き
かった母親の方が母乳の割合が多く， 栂乳のみで足りない
から対児感情が低下するということはなかった。 その他有
意差のあった年齢や家族構成は介入できない部分ではある
が対象と関る上で重要な情報として援助の際に考慮して
いく必要がある。 また対児感情の低下とく活気＞の低下と
の相関から犀親自身の気分への働きかけの重要性が伺え，

＜疲労＞との相関から身体面へのサポ ー トの必要性が確認
できた。 ＜怒り ー 敵意＞は． 対児感情の低下と産後のスト
レス内容で有意差がみられなかったことから． 栂親自身何
に怒りを感じ敵意を抱いているのか気づいていないことが
考えられる。 ＜怒り ー 敵意＞は関係性障害の下位分類にも
入っており， 怒りや敵意を表出できるような関りを持ち，
その原因を顕在化することによって何らかの対処ができ，

対児感情の低下を少なくするような援助に役立つのではな
いかと考える。

23)大学生のデートDVの意識被害および加害経験の
実態と学部間における違い

河野小百合， 藤本藍奈， 安井彩香， 大平光子
（元大阪府立看護大学）

【研究の目的】
デ ー トDVに関する大学生の意識・認識， デ ー トDVの被

よび加害経験の現状とその学部間の違いを検討するこ
とを目的とする。
【研究方法】
期間：2006年9月-12月。 対象：看設系学部学生， 総合大
学文系学部および理系学部学生e 方法と内容：無記名によ
るアンケ ー ト調査。 アンケ ー ト内容は対象者の属性， デ ー

トDVの学習経験の有無 デ ー トDVに関する学生の意
識・認識デ ー トDVの経験の有無等であり一 部自由記述
を含む。 研究者が授業やゼミの行われている教室へ直接出
向き， アンケ ー ト用紙を配布， 回収した。 倫理的配慮：ア
ンケ ー トの回答は自由意思に基づくものとし無記名で実施
した。 アンケ ー ト実施前に倫理的配慮について口頭および
書面にて説明した。 質間紙記 入後その場で回収するため，
質間紙は封筒に入れ蓋付の回収箱で回収した。 分析方法：
学部間の比較は分散分析， 男女差， 学部間の差， 学習経験
による差などについてはカイニ乗検定を行った。統計解析
にはSPSSjl2.0 を用い統計学的有意水準は危険率5%未
満とした。
【結果】

289名（回収率96%)から回答が得られ， 有効回答263名
の内訳は男性137名(52%). 女性126名(48%)であった。
対象の平均年齢は21.0士1.01歳(M土SD)であった。 学
部の内訳は看設系学部71名（男3%, 女97%)理系学部58

名（男93%, 女7%) 文系学部134名（男60%, 女40%)
であった。 看設系学部以外の学部間では調査項目間で有意
な差がみられなかったため， 「看護系学部以外」として分析
を行なった。 デ ー トDVの認知度は， 看護系学部で85%
であったのに対し， 看設系学部以外では16%で， 学部間で
差がみられた。 また， 看護系学部の学生では講義とマスメ
デイアから情報を得ている学生が9 割以上を占めていた。

看護系学部以外ではマスメデイアから情報を得てい
る学生が74% であった。 デ ー トDVの認識における正答
率では看設系学部はデ ー トDVの認知度は高かったが，
内容の理解度は看護系学部以外の学部と差は見られなかっ
た。 デ ー トDVの経験の有無ではデ ー トDVの経験（加

・被害）がある学生は全体の60%であった。 また， 被害
者も加害者もデ ー トDVだと意識せずに経験している傾
向にあった。
［考察】
看設系学部の学生は， 講義での学習経験によりデ ー トDV
の認知度は高かったが， 内容までは理解していないという
ことが示唆された。 今回の調究結果から大学生にデ ー ト

DVという言葉が普及していないことが示唆された。 デ ー

トDVを認識し予防するためには中学生・高校生の早い時
期から教育的アプロ ー チにより啓発する必要がある。 ま
た， マスメデイアを利用して知識や実態を効果的に伝える
ことによって， より一層デ ー トDVについて意識を向ける
ことができると考えられる。
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24)箆年期症状が消化器疾患、との鑑JjUIこ影響した嬰因

小山満子，常由美和(日本赤十字北海道審議大学)

{日自主}

本研究iふ吏年期にある女性が泊化器疾患の悪性麗蕩の早

期発見が遅れた経過と症状を把握しそれらの疲状を吏年

期症状と段定して受けとめた価依観の形成に影響を与えた

と思われる具体的な要因を明らかにすることを話的とし

たc

i研究方法]

研究対象は，更年期疲状と受けとめたことで消化器系の外

来受診が遅れ，消化器疾患の悪性騒蕩と告知を受けた 40
代女性6人であった。研究方法は.半構成的面接法を用い，

質的研究を実施した。分析方法は，半構成的函譲の結果を，

滞納的記述的方j去を用い分析したG 土手文を 1記述単位と

しコード化した。次に内容の類似性，同質性でサブカテ

ゴリーイとし抽象レベルでカテゴリー化したむ倫理的記惑

は，研究対象者に研究の主民方法，プライパシーの保護

について説明し間意を得た。

{結采および考察i
更年期と受けとめた症状は{政管運動神経症状][精神神経

系疲状][運動神経波状}の3つのカテゴリーに分類された。

次に，更年期症状とうけとめた{沼健観の形成に影響を与え

た姿態は.[更年期の時期][癒の否定][更年期症状の診断]

{子宮筋騒の合併}の 4つのカテゴリーが得られた。{更年

期の時期]Iえ空の巣疲候群や家狭の介護，夫や家族との

関係性の変fと等も含めストレスが誘因となり，更年期主主状

が増強する。更年期の時期にあることが更年期症状に認定

した受けとめに強く影響していた。{識の否定iは，癒家系

ではないことを根拠に，癒にならない思い込みが鐙先され

ていたc [更年期症状の診断]，え更年期女性が更年期液状

や類似する疲状出現時の病i涜受診は，婦人科，受診が援先さ

れていたc 更に，吏年期症状と診断後は{むの疾患を疑う気

持の否定が譲先されていたc [子宮筋腫の合併]は，貧血症

状で婦人科受診し鉄剤の内線の副作用が取使特に鉄郊の

部作用と思い込んでいたことが緩先され，補佐器系の外来

受診を遅らせていた。更年期女性の異常の早期発見には，

更年賂疲状と思い込むことなく，他疾患との畿百せが最も

要である G 監締の裁最も念頭におき，セカンドオピニオン

や総合病読の受診も必要である。また，消化器疾患は更年

期疲状と類似し一殺健診で見落とされやすい傾向にあっ

た。 騒蕩マーカーは在意の検査であり，腫第マーカーの検

査を受けるか・受けないかの意志決定は更年期女性の知識

と自覚や価悠観が異常の早期発見に大きく影響するといえ

るc
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25)終末期看護学実翠における看護学生の罰難や悩みと

対処方法

竹内裕美子(大i波府立成人病センタ

森 一恵(大波府立大学看護学部)

[目的]

本研究の目的は，終末期看護学実習中の看護学生の隠難や

悩みと感じたこと，そのときの対処方法を明らかにするこ

とである。

[研究方法}

調査部開は王子成 18 年 7 月 ~9 月で，看護系大学の終末期看

護学実習終了後の4年次の学生の中から，謂査の悶意が得

られた 7名を対象に半構成的質問用紙を用いた面接を行っ

た。調査内容は， r実習中，学生が臨難に感じたことJr実
習中，学生が悩みを感じたことJ口調難や悩みを感じたとき

の対処方法jであるc 倫理的記惑として，対象者に研究話

的および方法と自由意思での参加などについて文章と口頭

で説明し開立を得たc

{結果]

対象者は 7名.平均年齢は 21.2歳で全員女性であったc

下1]，学生がliI護Itに感じたことjとして却のコードが

拙出され，類似するコードを集め， 9のサブカテゴリー，さ

らにそ，忠者の発言や訴えへの対処ケアの提供<人間関

の 3 つのカテゴリーに分類された。 r実習 ~I:l ，学生が悩

みを感じたことjとして 111のコードが抽出され， 8のサ

ブカテゴリー，さらに〈患者理解の方法看護過程の展開?

の 2つのカテゴリーに分類された。 n主i緩や悩みを感じた

ときの対処方法jとして 78のコードが抽出され.ヴItかに

相談する><自分にできることをする>忠、老?を理解しよう

と積緩的に関わる}ミ患者に説明する><話の開きかたを工

夫する逃避する》の 6つのカテゴリーに分類された。相

談相手としては，教員，向じ実習グループの仲間，看護締

などがあげられた。

[考察}

終末期肴護学実習において学生は，苦痛症状，複雑な病態，

死を予期した不安定な心理状態、にある患者と関わる中で，

1:11に国要Itや悩みを感じていたことが明らかとなった。

この背景には，今までf長みの強い患者への零護経験がなく，

終末期患者の想像以上の身体的苦痛を十分理解し対応でき

なかったことが考えられた。井下ら (2004)によると学生

が学んで、きた知識が抽象的で、あるため学生は看護実践が臨

難であると指摘しており.看護実践の場では.患者の状態

に合わせた個別的なケアの提供が難しかったことなどが考

えられる G 終末期看護学笑習が悩みや閏難を感じるだけの

実習で、終わることなく，学生の成長のある実習にするため

には，事前に終末期患者の病態に関する知識を深めるため

の講義，終末期患者A の看護に求められる高い技術力や応用

力を養うための淡習，患者を理解するための死生観やコ

ミュニケーション技術を養うグループ淡習などが必要であ

ると考えられたc また，教員には学生の感情表出の促進.

患者の心身の状態を理解するための助言が必要であり，支

持的な関わりが実習をより効来的にすると考えられた。

26)看護学教員対象の継続教育に寵する研究の動向

一盟内文献の分析を遥した FDのための課題検討一

UJi1f1定美(群馬県立県民健康科学大学)

亀開智美(頭立看護大学校)

舟烏なをみ(千葉大学)

{自的}

看護学教員対象の継続教育に関する国内研究の動向を解明

し看護系大学・短期大学におけるファカルテイ・デイベロッ

プメント (FD)推進に向けた課題を検討する。

{研究方法}

産学中央雑誌 W出版を用い.検索諾を看護学教員，継続

教育等とし 1983年から 2006年の文献を検索した。検索さ

れた文献を概観した結果，看護学教員対象の継続教育に関

する研究は 21件存在した。分析においては，この 21件の

発表年に関し記述統計値を算出すると共に，研究内容を街

潔に示す研究内容コードを作成し作成したコードをベレ

ルソンの内容分析の手j去を用いて分類した。一研究が複数

内容を含む場合は複数のコードを作成した。カテゴリの信

頼性lえ看護学研究者2名による分類の一致率算出により

検討した。

{主主菜と考察]

発表年は， 1 件 (4.8%)が 1994年であり，残る 20件 (95.2%)
は全て 2000年以降であった。これは， 1999年の大学・短

期大学への FD努力義務化以降，看護学教員対象の継続教

関心、がおまったものの研究の絶対数が少ないことを示

す。そのため，看護系大学・短期大学における FD推進に

向けては，その恭礎資本'1となる研究の累積が不可欠である。

また，対象文献 21件から 38研究内容コードが抽出され，

分類の結来， 9カテゴリが形成された(表)。この 9カテゴ

リは，研究が継続教育の対象となる看護学教員の実態(1，

3， 4， 5， 8)，看護学教員が所属施設・継続教育機関から獲

得している教育機会の現状とその評価 (2，6， 9)， ~施設

教員への継続教育提供の責任を担う教育管理責任者の知覚

(7)の 3側面から進展する一方，看護学教員を対象とする

継続教育プログラムの立案に梼する研究が皆無であること

を示す。効来的な継続教育の提供には，適切なプログラム

立案が不可欠であり.このプログラム立案に活用できる方

法論の開発も今後の重要な研究課題である O

表 "ii¥'護学教員対象の継続教育に隠する研究の内容

カ ア ゴ コード数(9o)
1.寺守護学数f'lの学習us露uの5足立主とその関迷姿悶 6( 15.8%) 

2 者二千?剣談l議室絞教育後l謁がゴミ施した研修の完u染・参加数tlの 6( 15.8%) 

3 綴緩まえ7守の}JJI1lt生検討iこ向けた看護学事士気の毒義務遂行
5( 13.2%) ;こ関わる狸念・怒怨・行動・満足・ Z翠墳の災態解明

4 研修の内幸子.IliHlYiJ羽Iill・綴EE，受議支援に対するま?議
5( 13.29&) 学教員の妥主主とそのi場i主主*[1;1

5.肴幾学卒文民の能力とその向上への!郊車姿悶 5( 13.2%) 
6. PFrJi蓄施設における肴談学教長の能力向上に向けた文

4( 10.5%) 
援'Jj主その災慾とその関連姿劉

7. ;j号護学数民iこ必要な能力・捻iJtすべき李主管内容とそのI3( 7.9%) 
災総交f壬iこ対する数字，n守王理主主任者の匁1'Iま

8司君子後学教員の数す一一ドとその関i主要E凶 2( 5.2%) 
9. 月rr~毒主主設の FDへの絞り組みに対するまrfi護系大学教員

2( 5.2%) 
の見解・ 1蕗足状況-姿521

メIら'f 言十 I 38(100.0%) 
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27) 2年課題襲撃学生が臨地実習iこおいてインシデント

を引き詔こした行動化むプロセス!こ関する研究

中山浩子(銭患者護専門学校)

高橋みや子，古瀬みどり(山形大学!豆学者15看護学科)

{目的]

rtのインシデントについては多くの研究が

行われてお弘知識不足，観察不足等を発生要i翠とする指

摘がある。しかしインシデントを体験した 2

生の中には疑障を抱きながらの行動だ、ったと振り返る者も

あり，知識不足や観察不足だけではない状況があるのでは

ないかと考えられる G そこで本研究は 2

臨:Itl!実習においてインシデントを引き起こした行動化のプ

ロセスを明らかにすることを隠的とした。

[研究方法]

対象:路地実習でインシデントの体験があり本研究参加を

同意した看護専門学校2年課程 2年生 14名 データ収集

方法:半搭造化部護法を沼い，インシデントを引き恕こし

た行動の前に何を感じ考え符動に移したかを

法:修正競グラウンデッ v・セオリー・アブローチによる

分析 論理的配:JJJ形大学医学部倫理委員

研究参加の自

を文書と

[結染i

あった。

{結論]

中のインシデントを予防するためには，

不在時の指導方法の改善，学生が自分の意思を碗緩に伝え

られるようなコミュニケーション教育の必要教があると考

えられた。

官霧喜卒後による怨慾

仁二二コ綴念 カテゴリー 一一←影警警の方向

泌1 21ド課税者護学生がインデントを引き起こした行動化のブロセス

28)新人審議開の捉える看護技術iの学校教警と臨探との

ギャッブ

上聖子栄一

松村愛者15.

{自El9]
本研究では.殺人看護締の捉える

床とのギャッブについて明らかに

{研究方法i
1.研究賂r，n:平成 18年 10月-11丹 念 :

総合病践に勤める新人看護締 35名。その九関税できた

34名分を対象とした。平均年齢は. 2幻3.4念 2.5
;はま 8.3土 0.96か丹 o 3.議資内容:平成 15j'ドに行われた

における技術教育のあり方に関

する検討会報告書で示された看護基礎教育における技衡教

告を参考にして，環境誇喜怒技術，食事後助技術，排龍

援助技術，活動・休息援助技術奇潔・衣生活緩劫技術，

i呼吸・街A環を整える技術，割儀管理技術，与薬の技術，救

命救急処罰技綴，症状・ 5主体様態管理技術，感染予防の技

術.安全管球の技術.安楽確保の技術から.45項呂につい

て.VASスケールを用いて得点fとしたc また，ギャッブに

ついての自由記載についても調査したc 4.論理的記長室と

して，者護部長に研究趣旨の説明を

可を得た議，新人看護締 35名

は自由であることを説明し

名の封箔に入れたものを IITI~x した。
[結果i
VASスケールで測定したギャッブの最も大きかったもの

は，上伎に呼吸器操作 (6.93).呼吸器ケア救命処

置 (6.26).心マッサージ (5.63>'指圧 (5.39)，
(5.37).胃カテーテ)v(5.34)で. 5点以上であったc

て転倒予訪，
ンブ

採取捻体. リスクマネジメント，

{卒採取，安全確保，ストーマケア，導泉.1;本{立保持，摘{弘
パイタルサイン，スタンダードブリコ…ション.1)ラクゼー

ア).

排i!ま援助.

衣生iti.涜鶴ー身体言I'iJ!IJ.臥床rjJの衣生活，
食事介劫，マッサージ，ベッドメーキング， リネン

った。 自由記裁について内容分析した結果.<瀦

譲応変の対忠><習っていない看護技術><恭縫知識の大

切さ><多忙さ><態境>の 5つのカテゴリーが生成され

{考察]
ヤツブの多かったものには，呼吸ケアに関す

る項註が上位を占めていたC これらの審議技術項おは.見

レベルでの実習が多く.臨床に出て初めてケアする時

に大きなギャッブを感じたものと考えるc ギャップの少な

い技術には，ベッドメー今ングや食事介助などの項目があ

り実際に実習で多く経験できた項践と誰察する。 認

の分析では.<多忙さ>が<器機感変の対応><恭礎知識

の大切さ>に関連している要因として明らかとなった。
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29)FDの企画運営に携わる零護学教員が謹面している活

動上の問題

亀i湾智美(国立看護大学校)

舟烏なをみ，野本百合子(千葉大学)

村上みち子(群馬県立県民健康科学大学)

[目的}

大学・短期大学において FDの企画運営に携わる看護学教

員が藍面している活動上の問題を解明し解決に向けての

課題を検討する。

[方法}
看護系大学・短期大学の FD委員会に所属する教員に活動

上の問題を関う面接を行った(期間:2005年7月から 2006
年6月)。対象者には，研究程的・方法，控名性守秘等を説

明し，研究協力に同意を得た。分析にはベレルソンの内容

分析の手法を用い，対象者の回答全体を文脹単位，活動上

の賠題を表す部分を記録単位とし記録単位を意味内容の

類似牲に基づき分類・命名した。

{卒者条}

教員 9名より面接への向意・協力を得，所属は，大学6名

(66.7%) ，短期大学3名 (33.3%)であった。職位は，教育管

王車交任者(学長・学部長・学科長)6名 (66.7%)，教授2名

(22.2%) ，助教授 l名 (11.1%)であった。 FD委員会におけ

る役割は.委員長7名 (77.8%)，委員 2名 (22.2%)であっ

たむ対象者の回答は 9文脈単位， 32記録単位に分割でき，

この 32記録単位を意味内容の類似性に基づき分類した結

果， 13カテゴ1)が形成された(表) (以下[はカテゴリ

番号)。

{考察}

本研究の結果は，看護系大学・妓期大学において FDの企

図運営に携わる看護学教員が，その役割遂行に難渋してい

る状況を示す ([3]包J[5] [6J [7])。また，その背景に，

FD委員として必要な専門的知識の不足 ([2])や学内の人

的・経済的資源の不足 ([8][12])が存在することを示す。

さらに， 1999年の大学・短期大学設寵基準改正による FD

の努力義務化以後7年経過したにもかかわらず， FDの自

的や意義に対する教員の理解が不十分で、あり，それが活動

のj高級化や学内組織の混乱を招いている可能性を示唆する

([1]印]口0][11] [13])。以上は， FDの理解とプログラ

ムの企蘭運営に活用できる知識の産出，及び，これを確実

に修得し FD捻進に結びつけられる人材の育成が，急務の

課題であることを表すc

表 FDの念頭運営に携わる看護学教員が夜爾している活動上の問題

カ テ ゴ リ

[l FDに対する対象教員の抵抗感・治名義的態度

[2]ま日滋不足による FD委員としての役言語遂行協議柱

[3 綴綴的・言十磁的・議室奈完的・究IJ守主的なFDの推進不十分

[4]数ttの多様な学望号ニード充足につながる FDプログラ
ム金額回数

[5]多数の教員が参加I可能なFDプログラム開催臼校の設

定~霊童
[6]謬r1:f:教員・任綴詰u教員・非常勤議si!iを対象とする FD
プログラム金額不十分

[7]教育に隠する知識・潔言語の修得につながる FDプログ
ラム1Eli調不十分

[8]予鋒欠如・不十分による FDプログラムの会磁走塁営襲撃銃

[9J教育管葱!笈任者と FD委員会の透務不十分

[lOJ FD委員会の役おj不明程変

[llJ FD活動に対する苦言災会メンバーの消毒霊的慈1長
[l2J人的資源の不足によるFDプログラムの内谷多様化限緩

記録単位(%)

5( 15.6%) 
4( 12.5%) 
4( 12.5%) 

3( 9.4%) 

3( 9.4%) 

3( 9.4%) 

2( 6.3%) 

2( 6.3%) 
2( 6.3%) 
l( 3.1%) 
l( 3.1%) 
l( 3.1%) 

30) 4年制看護学生の孤独惑の経年的変化-2校の比較

演野番苦(長崎大学大学j詫監歯薬学総合研究科保健学専攻)

{研究目的}

発達的に重要な移行段階である青年期の円滑な社会適応、に

影響する要留のーっとして孤独惑の個人差があげられてい

る。平成 17年の本学会において 4年税者護学生の孤独惑

は4年間を通じであまり変化がないことを報告した。そこ

で，学生指導の資料として，大学問で孤独惑に違いがある

か， 4年制大学 2校の看護学生の入学時から卒業時までの

孤独感の変化を明らかにした。

[研究方法}

平成 14年の A大学入学生 60名と 8大学入学生 70名に，

入学時， 2年進級時， 3年進級時， 4年進級将，卒業時に孤

独感を調査した。 A大学生には研究目的とプライパシー

の保護や統計的処理を記した説明文と構成的質問紙を郵送

し，時意した場合は無記名回答後返送する方法を， B大学

生には研究目的とプライパシーの保護や統計的処理を記し

た説明文と口頭で説明し陪意した場合は無記名問客後封

をして間収箱に入れる方法をとった。孤独惑はむCLA孤

独感尺度を用い， 4点法 (20点から 80点，高点が孤独感が

強い)で求め.経年比較と 2校関の比較を行った。分析は

抗ann-WhitneyU検定を用い 5%を有意水準とした。

[結果}

性別と平均年齢は.A校は入学時女性 57名，男性 3名，

18.5 歳 2iドIl~i'女性 24 名，男'段 1 名， 19.1歳， 3年持全女性

20名.20.1歳.4年時女性 23名，男性 1名， 21.5歳，卒業

時全女性 23名， 22.0歳で， B校は入学時女性52名，男性2

名， 18.2歳， 2年時金女性 39名， 19.3歳， 3年時金女性 32
名， 20.3歳， 4年特女性 32名，男性2名， 21.2歳，卒業時

女性 52名，男性 1名， 21.9歳であった。 孤独感の平均点

と襟準偏差は， A校は入学時 33.9点(土 7.68)，2年時 38.2

点(土 8.23)，3年時 37.7点(土 7.96)，4年時 35.8点(土

10.24)，卒業時 33.0点(土 6.10)であったo B校は入学時

35.3点(:t7.34)， 2年時 36.0点(土 9.11)， 3年時 35.8点

(土 6.96>.4年持 34.9点(土 6.98)，卒業時 34.2点(土 6.29)

であった。 A校の入学時と 2年時では有意差が見られた

が，その後の経年的変化の有意差はなく， B校では経年で

の有意差はなかった。 A校， B校の各学年の比較でも有意

差はなかったc

i考察]

孤独感の経年的変化をみると， 2校とも 2i手持に一番強く

なり，学年進行とともに低くなり，卒業時が一番低値で，

向じ傾向であった。これはじCLAの 1年生の調査では入

学i時の平均点は 40.2点， 7ヵ月後は 34.0点に下がるとい

う報告と巽なっていたむ間や調査年代の違いが影響してい

ると考える。大学生活に'撞れたと思われる 2年時の高値を

考えると，友人に対する満足度は孤独感の程度に影響する

と言われており，特に 2年時の友人関係の情報を得ること

は重要であると考えるO
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31)看護大学生の専門職社会化の撞造

a鳥さっき(山梨県立大学看護学部)

[はじめにi
専門磯村:会イとは公的な者護教育を受け，始めて掲始される

プロセスであ仏学部教育の主要な呂的である。しかし

この重要性や飾様について日本では十分検討されてこな

かったc 近年の援療を絞り巻く環境の変化は，役会の者護

への役割期待をますます高度fι専門fとしているといえる。

そのため，教育機関は社会の変化に定、じて賂待される質の

高い看護職者を養成しなければならない。率門職社会化の

構造を明らかにすることは.多様な儲億認を持つ現代の学

生を.効果的に養護専門様へと導く手がかりを得ることが

できると考える。

{研究目的i
者護大学生の専門職社会fヒの播造を暁らかにする

{研究方法i
13人(女性 10人男性3人)を対象とし

に就くことを決定するまでの体験を碗らかにするため

に，土手講成約百立接i去によってインタビューを実施した。イ

ンタピュー内容は許可を得て MDに録脅し逐語銭を作成

した。分析は内容分析の手法とした。

[ {，命理的記惑]

事前に協力依頼を会募し応、募のあった学生に対し

を実施したc 調査は長野県看護大学倫理鏡較に良ljf). 1i命現

を受けて実施した。

{結果と

対象者は 12人が看護郎.1人が助産部に進むことを決定し

ていた。分析の結果，総コード数は 1121であった。 tulH:I
されたカテゴリーは f生育環境による看護蹄のイメージ

イヒ/非イメージ1tJ.f看護の議極的選択/諮援的選択J.

と傾務jした体数ム f看護の適性の自告を喪失させた体

との隠係自己の振り

返りJ.f者護専門職と自弓価値の統合J.f専門職性の発展J.
日浅い，惑いJ.r臨床看護織の選択jの 11カテゴワーであっ

た。者護大学生の専門綾社会fとには，幼少時からの体験や

家族環境が看護締像の内在化に影響していたc 身近な入の

死や生命の誕生などの事象とのi笠通iえ職業として

を意識させるきっかけとなっていた。大学入学後の「新し

い環との遭遇，広言語J.r看護へと傾倹iした体験jでは<患

者からの直接的，路接的学び>が学生に<役おjシミュレー

ション>体験を通して験禁的有能さを実感させ，

としての自憶を高めていたと考えられたc また

との関係jによる<役説モデル>は.将

来の自分の目指す具体設を描くことに寄与していたと考え

られたc 審議の治'緩的選択をした対象者は，大学入学後も

「迷い，惑いJを抱え.r看護専門職と自己価値の統合Jに

を与えていると考えられた。少数派の<男子学生への

現場のステレオタイプな反応>は，将来を不安にさせる要

閣となっていた。これらの結果を者護大学生の進路指導に

反映することは，専門職社会化を挺進するために有用であ

ると考える。 詮:r Jカテゴリー.< >サブカテゴリーを

示す。
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32)がん署護専門看護師コース修了生が実践能力を育む

ために受けた教脊の評髄

吉田智美，問中京子，林田;浴美(大阪府立大学看護学部)

山口亜希子体11戸市看護大学)

[自的}

本研究の目的は，専門看護締の認定を受けている者護系大

学院がん看護専門者護部コース修了生が受けた教育(方法

と内容)をどのように受け止めているのかを明らかにする

ことである。

{研究方法}

対象は，がん看護専門看護師コース修了生で認定を受けて

おり，本研究への参加の承諾が得られた者とした。倫理的

として e 研究者の所属機関の倫濠委員会の審査を受け

たうえで，認定を受けているがん看護専門審議締に研究依

送付し返信用ハガキにて研究参加の同意が符・られ

た対象者に対して参加可能な面接会場の希望を確認した。

耐接将司こは.口頭と文書で研究概要と排究参加の自由意思，

ブライパシーの保護等について説明し承諾書での了解を

研究方法は， グルーフー商議を行った。了解の得られ

た対象者4~8 名稜1支のグループ毎に半構成的質問紙を

府いてグループ面接を行い.許可をえて面接内容を録音し

質問内容は自らが受けた講義，演習，実習において専

問看護織に必要な実技能力を習得するための教脊方法，内

容であったかどうかについてであったっグループ面接で得

られたデータは，教育方法，内容e 受け止めを去している

部分を抽出，コードfとし分類した。

{結果}

対象者は. 27名で全員女性，平均年齢は 39.11ヱ 4.75
修士課税入学前の臨床経験年数は平均 10.11~長，修了後の

臨床経験年数は 3.48年，認定後の臨床経験は1.93年であっ

た。分析の結果抽出されたカテゴ1)は11カテゴリで「実

践苦手慨に対する教員からのアドバイスやスーパービジョン

からの学びJrグループワーク・プレゼンテーションの過程

での学びJr自ら交渉することでの学びJi実致事例の振り

返りからの学びJr研究への取り組み過桂からの学びJr専
門看護師と接する実習での学びjなどであったc

{考察]

がん看護専門看護締コース修了生は. 2年関学びの中でも

演習，実習での学びを強く意識していたc r実践事例に対

する教員からのアドバイスやスーパピジョンJや.r実践事

例の振り返り jからの学びから，自らの体験を見直し現

象のq:lで見えていなかった自分に気づくことでより深く

象を見る毘を得たと諾っており，卓越した実践の基となる

能力が養われていたと考えられるc また. r自ら交渉する

ことJrグループワーク等の過程」から，新たな場に入るこ

との閤難さへの対処や主体的に学び、とることを体験的に学

習できたことが修了後数年後の実践に役立っていたc これ

らは，先行研究の OCNSコースの担当教員が意思してい

る学習内容とも合致しており，長期的な視野で学官成果を

評価していくことの必要性が示唆された。

33)がん審護専問看護織が役割遂行iこ必要と考える能力

林田裕美，古関智美，留中京子(大阪府立大学者護学部)

山口亜希子(神戸市肴護大学)

{はじめに]

日本では.専門看護締の認定制!支が始まって 10年が経過

した。環在宅専問者護部は看護系大学院修士課程専門看護

締コースで脊成されているが，専門看護部の実践能力を育

成する教育方法については，ヰとだ検討されていない。そこ

で，今@J.笑12去にがん看護王手作者護蹄(以下， OCNS)の実

践龍力を育成する教育方法を検討していくための基礎資料

を得ょうと調交を仔った。

日正究目的;

OCNSが役割遂行に必要と考える能力を明らかにするこ

とである O

{研究方法}

対象吾護系大学院 OCNSコースを修了し王子成 18年ま

でに認定を受け， OCNSとして勤務している者 27名。方

法:1 グループを対象者 3~8 名で構成し，グループインタ

ビューを実施した。半構成的貿関紙を用い. OCNSが役割

遂行に必要と考える能力について関色会話内容は対象者

の許可を得て録音した。また，対象者の基本'11守報は，自記

式質問紙を配布し回答を得た。分析:録音した会話内容

を逐語録とし OCNSが役割遂行に必要と考える能力の部

分を抽出しコード化した。さらにコードの意味内容が類似

したものをカテゴリ一分溜したc 倫理的配蕗本研究の目

的および方法について，文と口頭で対象者に説明し向意

を得た。また，研究への参加の (~I 111. ft母人情報の保護とデー

タの厳重な管理について保証した。

{結栄}

対象者の平均年齢は 39.11歳， OCNS認定後の臨床経験年

数は1.941f.であったむ OCNSが役割遂行するために必要

と考える能力として，<知識を持っておく><情報収集す

る能力><アセスメント龍力><コミュニケーション能力>

<協議する能力><寄り添う能力><交渉する能力><

越したケア実設能力><自己の成長を{足進する能力><役

割を獲得する能力><マネジメント能力><変2存する能力>

<倫理的関題に気づく能力><企図する能力>の日カテ

ゴリーが抽出されたc

[考察1
OCNSは，専門的な知識を持つことや更新することを必要

な能力としてあげていたc これは，患者・家族，施設や組

織などの対象や状況をアセスメントするための根拠となる

基本的な能力と考えられる。また，内省し自己の課題を克

販するなどの能力を必要としていたことから，個々の実践

能力をより向上させ，卓越したケアとして対象に還元しよ

うとする意閣が汲み取れる。さらにー OCNSは，コミュニ

ケーションをとるなどの対人的な能力や他者との協誠牲を

必要としていた。これは， OCNS.本来の役割を接待し遂

行していく恭盤づくりのためにも必要と考えられる。しか

し本研究において，研究の遂行に{渇する能力は拙おされ

なかった。 OCNSが率先しでがん者設の研究を進めてい

くことも袈求されでも，現場ではより実践的な活動が求め

られ.研究することが難しい状況にあるためと考えられる。
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34)地域中核謂院看護部の退続支援教脊と病棟看護識の

知識・行動との関連

大崎瑞恵(山形大学医学部約属病院)

大竹まり子，議藤明子，鈴木育子，小林淳子. J}十主主El31圭
( ilJ形大学医学部審議学科)

{自的]

病棟審議殺による退続支援を可能lこするためには，

の退院支援に対する知識が向上しなければならず.知識を

向上させるためには者護部が看護殺に対し退説支援教育を

行うことが重姿である。先行文献から者護職の退院支援に

対する意識は高いことが明らかとなっているが，知識や行

動に関する研究は少なく，看護者1;の院内教育と看護職の退

説支援行動について検討したものは無い。本研究では，地

域の中核をなす病i詫器護部の送i詫支援教育の有無と病棟看

護殺の退説支援の知議・行動との濁速を検討することを思

的とした。

{研究方法]

として金援から都道府県を無作為に 10箇所抽出

しそこに所在する

!院の審議部長を対象に，看護郊の退院支援教育を問う

用紙を送付した令二次議査では一次調査で協力が得られた

41病院中.退院支援教育プログラムの多い病段と無い病i誌
を各 5施設抽出したc 各病i淀で:i1.!1詫支援が必要な高齢者の

多い 2病棟の審議織を対象に退総支誌に関する知識と行動

を関う調資用紙を配布し教育プログラムの多い病誌の看

を教育あり群，無い病院の看護駿を教育なし群とし

-行動を検討したc 倫理的配議として，

用紙すべてに自由意思、による鵠答，関答後の調査用紙の厳

プライパシーの保護を説明した文書を添付し

協力と悶窓を求めた。また，一次調査は二次調査へ協力が

可能な病院のみ病i完名の記入を依頼した。二

名とし記入後の議査用紙は各自で添付の封簡に封入する

ことを依頼したc

i結系1
1.退院支援に対する院内教育を実施していた病段は 31がち

であった。 2.:i1.!設支援教育あり若手の看護殺は教育なし群よ

りも，介護保験関連および介護支援専門員資格試数対策の

研修に多く参加していたむ 3.教育あり苦手の者護識は教育

なし群よりも.介護力，経済的開題の有無，介護保設認定

の有無，利用している制度・社会資源を入臨時に矯報収集

していたo 4.教育あり若手の者護殺は数手ぎなし若手よりも，退

院支誌のために説内連携を行い，介護保換を患者や家族に

紹介していた。 5.教育あり群の零護Jli誌は教育なし群より

も，更正医療の知識を関う設関に多くま解していた。

{考察]

在院臼数が短縮されるやで退院支援教育を実施していた病

院は約 3割であり.+分に教育がなされているとはいえな

い。退j民支援教育を看護部が行っている病誌の表護職はそ

うでない病院の看護織にょとし介護保険関連の研修を受講

や，入院時に退院支援に関連する患者矯報の聴取や院内連

携等を行っていたことから，看護音1;の院内教育により

識は退院支援の重要性を認識し学資や実銭を行っている

と考えられた。
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35)がん患者の男性家族員が捉えたギアチェンジの接椙

長光代(厚生連滑)11病院)

上野栄一(福井大学医学部看護学科)

{践的i
i宣されたがん患者の遺族が閥復に向けて事rrたな人生を生き

続けるためには，入院中からの箆療者との関わりが重姿で

ある C しかしし， 臼頃のE臨おf床I示とに於いて， 家族のriい!

あることが多い男性家族員から.あまり相談をされること

がなく，看護の支援のタイミングをiきしているのではない

かという疑跨があった。男性家族民の視点でのギアチェン

ジについての研究は見あたらず， 日本における男性の悲嘆

研究もまだ数少ない。本研究自的は，男性家族民の内的体

験から，ギアチェンジの様相と関j主要国を明らかにするこ

とである O

{研究方法}

(I)時党デザイン:クリッベンドルフの内容分析を参考に

した質的帰善命的研究 (2)研究期間:平成 17年'8月~平成

181ド9月 (3)研究対象者 :X県内一般病棟で治療を受け

たがん患者の看病経験の有無に関わらず病状説明を受け，

死明後 1年以上経過した男性家族員 13名(平均 55.5歳)

る(4)データ収集と分析方法:学構成的源義j去を行

い，インタピューの録法内容の電子化逐語録を質的データ

としギアチェンジに関連する意味内容を抽出しカテゴ

ライズのプロセスを経て概念~I:)支を行う o 倫現的記

:本併究は，説明とi可窓. I長名性等の議H項自について Y
大学倫里rr委員会の承認を得ているo (6)信頼性・妥当性の

草花保:データの分析やカテゴライズに於いて，指導教s.
r9審議郎i.緩和ケア病棟採俊郎i.者議長ifi長にスー

ノt…パイズを受け，分析内?e):の信頼'往・妥当性の確保に好

めたc

{結果]

が捉えたギアチェンジの様相は.13カテゴリ一

代わへと分類され，最終的に 3コアカテゴリー([])が

抽出された。第 lのギアチェンジの様相lえ{潔伎を持ち

ながらギアチェンジできないもどかしさ]で，その影響要

因はがんとの共生》を中心に〈がんの脅威と危機ソー

シャルサポート〉三患者から放たれていたスピリチュアリ

ティパートナーシッブ〉く死への諦めと受容〉で、あった。

第2のギアチェンジの様椋は， [ファイナルギフト}で，そ

の影響要閣は尊厳?であった。第3のギアチェンジの様

相は. [リジリアンス]で，その影響要閣は，〈行きつ戻り

つする死7JIJ後の悲嘆}であったo 生への希望 (n奇の流れ》

は，診断時から死別後全体への関連要留であった。

{考察;

3コアカテゴリー，ギアチェンジの様相の中でも.第 1の

ギアチェンジは，くがんとの共生〉を中心に 6つの構成カテ

ゴリーが複雑に宇IHL1午股し務i践しながらギアチェンジせ

ずに《生への希望?を小さくしていったと推察するが.ギ

アチェンジが円滑に行えるような支援と問時に.ギアチェ

ンジしない入の受容も示唆された。

36)安定期iこ移行する脅震指後窓蓄の積極的対処行動と

生活習環，身体的状沼および主観的健康統制惑との

思地裕美子ー(新潟医療福祉大学)

古滋みどり (Lli形大学医学部看護学科)

{自主g]

本研究は，安定期に移行する胃癌術後患者の積極的対処行

動と生活胃懐，身体的状況，病気や健康の原関に関する

念傾向を示す主観的健康税制感 (HealthLocus of Control 
以下 HLCとする)との関連を明らかにすることを目的と

した。

{研究方法}

対象者:腎癒のため線治的に腎窓会議術または胃会構術を

受け，術後 6ヶ丹から 1年程度が経過した 47名。調査方

法:質鰐紙による開き取り欝資。識査期間:2006年 3月

~ll 月。韓三堂内容:基本属性，食事・欽j酉・喫煙の状況，

術前・術後 BMI値，手Ilf後Alb11直，治療経過，積援的対処行

動， HLC。分析方法:積極的対処行動と基本属性，食事・

飲酒・喫煙の状況および身体的状況との関連については

Fisherの霞議確率検定.讃極的対処行動と術後 Albfu色術

後 BMI健.職場f主婦までの臼数および HLCとの関連は

Mann-Whitneyのじ検定を用いて分析。倫理的配慮:山

形大学医学部倫喫委員会， A病院倫理委員会において承認

を受け，対象者にはト分な説明を行った上で同意が得られ

たおーのみ対象とした。

{主71采]
74.5%， f;ctl: 25.5%.平均年齢66.3

り59.6%，術後J[i決

71.82会 53.83Bであった。術式

は胃会錨術 23.4%，封切除 11:f76.6%，癌進行度では

Ia~Ib70.2~ふ日以上 29.8%，化学療法では内服・点譲治療
21.3%であった。 BMI(こ関しては， BMIl8未満の低体重の

患者は，術前 6.4%であるのに対して術後 23.4%に増加し

ていた。術後 Alb~誌の平均値土標準備惹は 4.13 :t 

0.37g/dlであり栄養状態は良好であった。強極的対処行動

の中央値(最小億一最大値)は， 8.0 (3 -12)であり，新

接的対処行動がとれているとされる 7点以上の高得点群は

72.37%であった。積極的対処行動と恭本属性，食事・飲酒・

喫煙の状況および身体的状況との関連では，記偶者ありが

なしよりも積緩的対処行動の高得点群に多い傾向 (p< 
0.1)であった。積極的対処行動と術後 Alb依，術後 BMI
f底月技場復帰までの日数およびHLCと有意な関連があっ

たのは術後 Alb依 (p< 0.05)であり， fJ!t極的対処行動と

HLCで存立な関連があったのは HLCS(p < 0.01)， HLCF 
(p < 0.05)であった。

[考察]

安定期に移行する胃癌術後患者において，載徳的対処行動

とっている方が術後 Alb1i夜が良好であった。結緩的対処

行動は記偶者の右i;!~~ と関連があり，また HLC の Family か
らのサポートが重要と考える HLCFとの関連があったこ

とから，家族という存在が患者の秘儀的対処行動を促進す

る姿援であると考えられたc よって審議者は，術後 Alb値

を低下させないよう家族と一緒にサポート体制を整え，栄

養管理支援を行っていくことが重要であると考えられる。
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37)成人末端血幹錦臨移撞の爵紹ドナーの提供体験にお

ける心理社会的問題と養護的支援

裕田真己(名古屋第一赤十字病続)

深田愛子(県立長崎シーボルト大学)

[自的}

本研究の呂的は，同韓米梢鼠幹繍抱移;憾 (allo-PBSCT)に

おいて，成人の同脆ドナーが克弟，続妹の発病を受けてド

ナー候補となった時から.オミ務血幹細鞄採取を受けて退院

し日常生活に戻って現持点に至るまでの過袈において，

彼(彼女)らが体験する出来事や患いから， ドナ一体験が

披(彼女)らの心理社会的側援にどのように影響するのか

を明らかにすることにある。さらにそこから見えてきたド

ナーやドナー家族に対する者-護的支援のあり方も検許す

る。

[研究方法}

本研究はナラテイブリサーチ{こ基づく費約締約的研究であ

るO 研究対象者は， A病院で allo-PBSCTのために幹観抱

提供を体験した，提供時年齢 18-54議以内で，レシピエン

トが生存している向胞ドナー数名とした。データの収集は

学識戒的インタビューで行い.得られたデータは.アミァ・

1)ーブリッヒらによるミNarrativeResearch. 1998)に記さ

れている内容分析の一手法である包括的内容分析によって

分析した。なお，山梨大学倫理委員会の承認を得た後，イ

ンタビューは対象者の同意を得て実施し研究発表の欝に

!議守することを約束した。

{結果}

研究対象者として，男性 2~. 女性 2 名が得られた。イン

タビューは 1A:'!3たり 1閣を原則としたむ allo…PBSCTに

おける関臨ドナーの提供体畿に関するナラテイブ合 レシ

ピエントの発病の知らせまで， ドナーになることを決断す

るまで¥ ドナーになることの決掛から求栴血幹繍鞄の採取

のための入読まで等， 6つの時間数に分けた。そして，本

論文のテーマである心滋社会的問題に設住しながら分析し

たところ，

レシピエントと

た。

{考察}

allo-PBSCTにおいて，関鞄ドナーは， ドナーになる

から提供に臨む過程において. I河抱を救いたいという熱い

願認がみられ，採取方法の選択においてもその患いの強さ

していた5 そして，提供したことで幸福惑や満足惑

を感じ，ドナ一体験によって自分自身の生き方を見車す等，

ドナー自身の内揺がプラスに変化していた。しかし一方

で， ドナーになることの一抹の不安も捻測された。また提

供体験l久間鞄ドナーの家族内の人間関係にも影響し

族の鮮の修復と強化というプラスの影響を及ぼしていた京

国，家族の不安と家庭の危援というマイナスの影響ももた

らしていた。 allo-PBSCTにおいて，看護締は様々な支援

が可能である。法締の説明を補足したり， ドナーサイドの

不安に配援する。ドナー候補の決定に際してはプレッ

シャーの有無をチェックし，さらに， ドナーの入院に捺し

ては，苦痛や不安の緩和に努める必要があるc

38)化学譲j去を受ける造出器がん患者の体験iこついて

藤JlI透:美，森さおり，坂下友江(石川県立中央病院)

{自的}

造血器がん患者は，疾患そのものや化学療法の副作用によ

る身体的影響が大きいだけでなく，予後の予測が立ちにく

く，病状の経過が不様かで，療養生活が長期に及ぶため，

心潔・社会的影響も大きいと言われているが，造血器がん

患者が病気や治療をどのように受け止め.向き合っている

かは，十分に明らかにされていない。今簡は誓入院中の化

学療法を受ける造血器がん患者の体験と向き合う方法を明

らかにすることを研究の目的とした。

{研究方法i
1.対象者:入院中の北学療法を受ける造血器がん患者。

告知を受け，症状が安定している者。 2，認査期尚:2004 

年8丹-2005年 11月。 3，データ収集方法・学講成的イ

ンタピューを行い.承諾を得てテープ録音し逐諾録を作

成した。 4，分析方法:体験や向き合う方法に関する文!誌

を持lrおし カテゴワ-{とした。 5，1命理的記長室:対象擁設

の看護研究委員会の倫理審査を受けた後，研究目的.プラ

イパシーの保護，面接中断や協力の意思議択の権利などを

口頭と文書で説明し関意を得たO

[給条および考察]

対象者の背景iえ男性 l名，女性4位年齢は 27-75

分析の結果，化学療法を受ける造取器がん患者の体験には

11のカテゴリー，向き合う方法は 12のカテゴリーがあっ

た。 援締からの病名の告知や治療の説明では，おお名に対

するショックと不安jがあり，年齢や蒋発の有無，告知か

ら入i詰までの期間などによりショックの大きさに違いが

あったc 北学療法が初回の場合は，治療の方法や説作用の

寝度などに fイメージがわかないjことで，イヒ学療法開始

後も簡単に考えた札不安につながっている場合があり，

この時期は「乗り越えるしかないJ先生を器頼してお任せ

するjといった方法が見られた。初聞の化学療法開始後は

f治療や説作用のつらさを実感するjとともに，髪がなく

なったら自分じゃないなど病気になる以前の自分との遠い

に?今までと全く違うjと感じわかってもらえないjと

いう患いもあった。化学療法や入院を繰り返す中では，

領がわかってくるj一方，体力の衰えや前留の治療とは違

う副作用や合併症に;今までと全く違うjと感じるほどの

苦痛な体験があり.r無理せずゆっくりいこう jと心がける

きっかけとなっていた。認作用の症状が落ち着いてくる

と，いい状態でも完全ではないなど f先の見えない不安j

が見られ，再発した2名は?生活になってくるjと感じて

おり，この時期は「前向きに考えよう・楽しもうjという

方法が見られた。化学療法を繰り返す中で，患者は舟き合

う方法を変化させ，他者からの関わりも支えにしながら

くなっていると実感できる受け入れる楽になるjと

いった体験をしていた。しかし体調の悪北や入院の長期

化，得発などは，再び 5先の見えない不安jを大きくする

と考えられたc
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39)術後腕癌患者に行う呼吸ケアの運動強度に関する研
究内ヲ

プ1，

佐藤和子，小倉之子，上岡澄子(島根大学医学部看護学科)

{目的}

蹄を切除した癌患者に呼吸ケアを行うことで，患者の生活

調整能力を引き出し効来的な呼吸ケアを支援することの

基礎的資料を得るために酸素消費量から呼吸ケアの運動

強度を明らかにする。

[研究方法}

腕癒患者に行われる恭本的な呼吸ケアに関する内容を 9種

(l肩すくめ 2肘閉し 3替の在宅三動き 4身体前曲げ

5身体横長11げ 6上半身ひねり 7腹筋引きしめ 8腹式

呼吸法 9下部腕式呼吸法)とし 1年以上総疾患で，治

を受けていない成人 30名を対象とした。対象にそれぞ

れのHヂ吸ケアを行い，呼吸ケア時の離素消費量を呼気ガス

分析装置 VO-2000を使用し運動強度を測定した。呼吸ケ

アの内容がより正確に，対象者の誰もが再現できるように

映像化しイメージトレーニングをおこなった後，測定し

た。 iWJ定する際は，呼気ガス分析に精通した方の協力を得

研究倫理については.呼吸ケアの運動をすることで個

人が特定されることがなく.プライパシーを守り，得られ

た資料;ま研究以外に用いないことを説明した。また.研究

協力においてはいつでも撤回することができ，対象者の不

利益にならないようにしたc

おき染]
悲本的な呼吸ケア 9穂のうち. 1 ~アはi呼吸筋運動に関連

したケアで運動強度は 1~ 2 METであったν8. 9の2

磁は呼吸法そのもののケアで3METであった。

{考祭}
呼吸ケアの呼吸筋運動{え運動強度が小さいので時間を費

やすことができ，呼吸ケアの呼吸法は，短時間で運動強度

が得られることがわかった。 運動強度に実施時間をかける

ことで、運動最が明らかになった。そのことから，姉癌患者

が受けた手術によるIlili切除量や手術後の経過時期など，患

者俄々に合わせた呼吸ケアの運動強度，運動量をよ主体的に

示すことが明らかになった。
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40)脳血管障害患者が自覚する認知機能毘謹のプロセス

三好陽子，天野1高校.福部鈴子

(藤田保健衛生大学衛生学部衛生看護学科)

[13的}
障害発疲時に認知機能l(lii容を有する服i奴管i翠害患者が， ど

のようにしてお分自身の状況が把握できるまでの認議力を

取り戻していくのか，その国復のプロセスを明らかにするz

i研究方法}

対象は， A擦の病院に入院し入院時に認知機能隆容を

していたijiliI保管障害患者で¥現在は症状が安定し会話が

可能な患者9名c 研究の趣旨及びプライパシーの段守や不

利益を被らない記議，参加の拒否が可能であることを文書

及び口頭で説明し i潟意が得られた対象者にインタビュー

を行い，運語録に残した。対象者の家族にも本人が語る場

面の状況を確認した。データは費的滞納的方法により分析

してカテゴリーを生成しカテゴリー問の関係を解釈的に

まとめた。

{結采・考祭}

対象者は.男性5名，女性4名の合計9名c 平均年齢65.8
{え}描J箆議6名，脳出血3名であったc 発症時

のFIM(認知)は平均 11点であった。患者が認知畿能陣

容のある状況からどのようにして自分自身の状況を

きるようになったのかを分析した結果生じる疑関とと

に呼応、された感情ふ 5模倣による再学

習行為と意味のつながりふ 5目覚めの感覚jの5つの

カテゴ1)ーが明らかとなった。 発症初期の患者には突

とぎれた札清明になったりする議不明療な時期

があり， rこれは何だろうJという疑問を感じてはいたが，

常に未解決なままであった。患者はじる疑偶ととぎれ

る窓i艇を繰り返すやで.周国の人々の感官的な対応によっ

て左右するf馬路にIl;y..lt、された感稽jを表出するようになっ

日常生活動作を手本にして

を仔いながら何のためにこの行為を行う

のかjという f行為と意味のつながりjが理解できるよう

になっていった。そして どのような持でも使者に介助を

受けて生活しなければならない状況に対して.刊誌iJt&，夜、は

人カミらこのようなことをさ;11-るようになったのカづという

自関白容をするようになり，際答を発疲したことに気づい

た。その結果，自分自身の現状が認識できるようになり，

患者は今まで頭の中に議がかかったような状態からようや

く日が覚めた 13党めの感覚jを持つことができた。以上

によ f).脳血管降客患者が自覚する認知機能の限複とは，

障害初期の;意議がとぎれる状態が繰り返す中で生じた疑問

を，局留の人々の科激によって患者の港在する知的能力が

働き始めたことにより，解決できるようになっていくもの

であった合これは，脳の損協により一端認知機能がf誌でし

た患者が他者からの支援を受けて認知機能を蒋建するプロ

セスであると考える G

41)入読患者の内膜薬自己管理能力評髄尺度掠案の作成

前}Il典子，山本智英， II支部様子，加藤智代

(富山県済生会富山病i詫)
塚原節子(富山大学涯学部看護学科)

{自治1
A病院では.入院患者の内競自己管理能力の評価は看護締

の主観的な判断によって行われている。そこで，者護部の

判断基準を統一するために内麗薬自己管理能力判定足度原

(以下，判定尺度)の作成に取り級んだc

[研究方法}

研究対象 :A病i淀病棟勤務審議締(平均年齢29.8歳入 A

病院入院中で内臨処方を経口投与されている患者(平均年

齢72.7歳.男性 54.16%:女殻 45.83%)。研究期需:平成

18年 10丹-12月G 倫理的記t'-:組織の了承を得て，対象

者に口頭lこで研究の趣旨を説明し本人又は家族の自由意

志、で同意を得たc 研究方法 :A病i完病棟勤務看護師に対し

内眼自己管理していく上で必要な項呂というパイロット調

査を行い，回答項自より尺疫の質問紙原案(以T，質問紙)

を作成した令入設中の患者に研究話的を説明し費関紙を

布した。隠苓結来を分析し尺度の信頼性，妥当性の検討

を行った。

{結果および考察}

人病i淀病棟勤務看護蹄 131名に対して，パイロット調去を

実施した。賠答項目 156項践をコードイとし向性質の行動

とみたしたものを集め 108項目に分類したc さらに締究者

間で内容妥当性の検誌を行い 4段階で評定する 33項目の

質偶紙を作成した。その内訳は，身体機能に関する王室自 14

項13.薬の知識に関する項自 9項自・認知に関する項呂 5
項自・意欲に関する項自 5項目であった。本認査に入る前

に5名の患者に問答してもらい，表額妥当性の検討をしたc

質問紙を当段入設中の患者 103名に記布。関答結果の厨子

分析を行った結果，最終的には第 1因子 6頃日，第 2図子

5 項目，第 3 由子 2 攻民，第 4 関子 2 項告の~子解を示し

た。第 1調子には，薬の作用・説作用・名前がわかるなど

知識に関する項目内答であったため知識因子とした。第 2
母子には，飲み忘れをしない・騒緩的に治療を受けたいな

ど意欲に関する項呂内容であったため窓欲E母子としたc 第

3因子は，飲み込むことができる・ムセないであったため

膜下因子とした。第4潟子は，話すことができる・説明が

関こえるであったため会話扇子とした。尺度全体の累積寄

は. 79.751%であった。尖度は-1.127.歪境は 0.253

であり，正規牲が支持された。上{立一下{立分析では.取り

出した 15項目すべての項自で有意差がみられた。クロン

パックの日係数は尺度全体で 0.927であり，各項目では知

識菌子 0.928，意欲留子 0.936，礁下国子 0.611.会話昌子

0.640であった。際下・会話園子はやや抵い飽ではあるが，

内服自己管理していく上で藤下能力，報薬指導持の会話の

成立は必要項目と判断し採用とした令

[結論}
判定尺度は，知識民子・意欲国子・膝下関子・会話問予の

4昌子の関子解で 15項目であった。
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42)データマイニンク‘手法を利用した骨量減少自己評価

ツーjレの開発

前邸樹海，北i峯美佐緒(長野県看護大学)

高山鈴美(上田市役所)

{目的}

わが関において骨粗諮症患者数はおよそ 1.100万人と推計

されており舎なかでも閉経後の女性に多い疾患である。骨

粗繋症を基盤として発生する脊椎在迫骨折や大腿骨頚部骨・

折は，高齢者の QOLを著しく損ない，また，寝たきりの原

田ともなるため.多くの地方公共間体はスクリーニングを

底的とした1t・量測定を住民に提供している C しかしなが

ら，多くの場合，測定は王子日，費用は自己負担であり，仕

もっていたり育児や介護を抱えているケースでは検診

に行く動機付けが抵くなるおそれがある。本研究の目的

:ぇ減少を自己評価できるツールを開発することであ

00  

{方法}

;長野県内の多くの地方公共間体において1t・密度測定を委託

されている財司法人長野県健康づくり事業団が 2002年

~20例年の 3 年間に実施した管検診 (N = 27.310. DXA 
法による)のうち，女性 (n= 25.155)を対象として，骨密

度および年齢，身長.体重，骨粗露症に関する家族経，間

綬の状況などについて尋ねた事業関の問診票質問項目につ

いて.Clementinε1O.1.1 (SPSS J apan Inc.)を芹jいて分オ庁し

た。 WHOの定義に従い.(BD-YAM) /YASD < = -1.0 
氾D =骨密度. YAM口若年成人女性骨常在王子均値

0.646g/ cm 2. YASD 若年成人女性骨密度撚準偏差

0.052g/cm 2をそれぞれ使用)を骨最減少説 (BD-YAM)

YASD < -1.0を正常若手とした。これらの若手を表すフラ

グ型変数を話的変数.1也を説明変数として.C5.0アルゴリ

ズムを用いた決定木によりルールセットを算出した。事業

団には，氏名等の個人が特定できる情報を除いたデータを

特j.JIJに作成してもらうなど，傍人情報の秘涯に関する最大

限の配惑を行なった。

{結果]

骨量減少を判定するためのSつのルール.1)年齢55歳超

で身長 151cm以下. 2)体重49.8kg以下で年齢53歳超. 3) 

年齢55歳超で骨粗慈症の家族獲あり.4)閉経しており年

51歳超.5)年齢56歳超，が算出された。また，骨量正

常を判定するための 4つのルールも算出された。同じ対象

者のデータを用いて行なった精度分析では，予測的中率が

84.78%であった。感度 (Sensitivity)は 84.5%.特異度

(Sp記cificity)は83.2%であった。

{考察}

生成されたルールセットより，骨量減少は年齢変数にきわ

めて依存する故候であることが理解できる。年齢に加え 4

つの変数に対する回答を行うだけで. 80%を越える的中

率，感凌，特異度を示すことから，骨量測定のための動機

付けを行なうための自己評価用途としては.一定のレベル

会示したものと考えるO

本研究は平成 17 18年度臼本学術振興会科学研究費補助

金事業(基盤C:研究代表者:前回樹海)を受けて実施し

た。

43)集間的教帯介入による中高年女性の骨組緊症予訪行

動の促進

北i率美佐緒，前回樹海(長野県看護大学)

{話的]

わが留の骨粗諮症患者数は1.100万人と披言iーされている。

骨組慈痕による'骨折は.寝たきりの旅田となる司ー能性も高

く，骨粗慈症予i坊は地域保健における緊急、の課題である O

骨松怒症予防に有効な方法のいくつかは明らかにされてい

るが.それらを実現するための効果的な教育方法に関する

研究は少ない。時代は俄別性，多様性を尊重する傾向にあ

るが，一方では，資源の有効記分という開題もあり，とく

に地方公共毘体等で行なう健診事業においては，俄別指導

にかけられる人材，時間.費用は大きな制約を受ける O 本

研究の践的は，一度に多くの参加者に関わることができる

集問教育に義眼し中高年女性の骨粗慈症予防行動促進を

ねらいとした集間的教育介入の効果を明らかにすることで

ある。

{研究方法i
A県 B市の骨密度検診受診者を対象に集罰的教育介入を

実施した。ヘルスピリーフモデル(以下.HBM)に基づい

て，対象者の骨粗怒症およびその予防に関する意識(以下，

管に諒する意識)と骨粗怒症予防行動(以下，予時行動)

の実態を把濯するための質問紙を作成し介入部，介入産

後.介入4ヶ丹後の計 3ITII.質問紙調交を実施した。また，

介入前後での'腎官度の11m:も比較した。 研究に先立ち，所属

大学倫理委員会の審査を受け，対象者には，研究のB的，

内容を伝え，者=Iiiiにて開立を得たc 研究の会過稜を

通じて対象者の個人情報保護に関し故大浪の配患を行っ

た。

お古来}
初回の質関紙調交では 535名からITII答を得た。会3留を通

して協力を得られたのはその内の 350名であった。 6割以

上の対象者の予防行動レベルが実行}乱高:l~持期にあった。

集間的教育介入は.参加者の脅に関する意識の一部に.短

期的な良い影響を与えたが，参加者全体の予fVi行動を促進

するまでには歪らなかった。しかし介入前に定期的運動

レベルが無関心期にあった者に対しては，予防行動レベル

を高める効果が認められた。この集団的教育介入が参加者

の符努度に与えた影響は明らかにならなかった。

集毘的教育介入の効果が期待できる者の特徴として.1)介

入前の定期的運動レベルが無関心期にあること. 2) [定期

的運動実施への際控]が高いこと，の 2点があげられたc

{考察}

本研究で実施した集団的教育介入により，参加者の予防行

動の源泉となる骨に関する意識が向上することが明らかに

なったc しかし効果の持続期間は短期間であることが判

明した。この効来を持続させ，骨粗緊症予j待行動促進につ

なげるためには，継続的な介入が必要で、あ札参加者の合

の健康に関する意識，ひいては予防行動を促進するために

は.骨密度のみで評倒するのではなく，意識や行動を縦断

的に捉え，それらの変化が評価できるシステム構築の必要

性が示唆された。
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44)女性の脅翠減少予院に資する看護の視点か5の生活

援助の諜索:問診ツールの開発とその評髄

高山鈴美(格浮健康センター)

北浮美イ左緒，官官国樹海〈長野県看護大学)

[13的i
A 市(人口約 12万人)では 30歳から 74歳の女性を対象

に骨組しょう波予訪教室(以下教室)を実施しているc 教

はA市が独自に作成した関診哀の記入事項と当日測

した骨密度を踏まえ，審議験，管潔栄養士，体育指導委

員(以下教室槌卒者)による生活指導，食事指導.運動指

導を行っているc しかし短時間で効果的な指導を行うに

は，従来のスクリーニングを羽的とした照診票では夜接保

健指導に結びつけるのは国難であった。そこで儲別指導に

役立つ跨診票の開発とその評{援を目的として本研究を実施

した。

[方法}

本研究は問診票毘発過程と評価過殺に大別される。まず，

を対象としたフォーカスグループインタビュ-

(FGI)により，既存関診察及び教室全殺の問題点を明らか

にした後，見依しを実越したむ教室従事者 (N口 27)には，

開発した関診ツールを使用しての教護での指導後，郵送j去

による質問紙調査を実施した。質問内容は職議，関診察の

デザインや新たに付加された項目等について f非常にそう

思う jから「忍わないjまでの 5件法による図答とその理

由である G 会選設において県内者護大学の研究者らと協力

して適切性を担探した。なお，本研究は共同研究者の所認

るB大学倫理委員会の審査を受けた。

{結果i
FGIの結果，(1)骨;澄減少予防ーのみならず生活習憶病予j坊

の指導に役立つ「金jに関する賛同項旦 (2)受診者の関

心事項を把撮するための「受診動機j繍を追加した。また，

受診者が待ち時間に読める f関診禁解説書jを作成した令

これは，教室従事者の指導内容に関する共通認識を担保し

i浜られた時間のゆでの的を絞った指導をねらいとしたもの

である。質問紙は 17名から路答を詩，関答者の 88%が
i舌智讃に関する項目は指導に役立ったjと問答し 76%が
f受診動機繍が指導に役立ったjと問答した。従来は骨の

健康に関連する禁問項目のみを絞殺していたが，今鵠は食

生活に関する項8を加えたことで， r致活背景が把握しや

すく，骨粗器疾予訪や骨折予防だけでなく生活習慣病予防

のための指導に役立つ情報を得られ，受診者に沿った指導

ができたjという意見が得られた。

{考察}

教室従事者の使いやすい問診ツールを龍用することが利用

者の教育効来をおめるための第一歩となる。今臨のtll目安
ツールは，短時間で話の切り口を見つけ指導につなげられ

るという点で一定の成果を示したものと言える O 地方公共

団体が独自の向診ツールを用いることが地域投民のニーズ

に沿った指導に通じるとともに教室従事者や地元大学の

探究者らを巻き込むことのZ重要性を示したと考えるc 指導

の効果の指察関発が今後の課題である。

本研究は王子成 17 18年度 B大学県内看護職者との共同

研究事:業の助成を受けて実施したc

45)社会的ひきこもり罰援の心理プロセス

~自信の減衰からその獲揮にささるまで~

j爵井由紀子(香川大学援学部看護学科)

[目的}

社会的ひきこもり(以下ひきこもりと絡す)回援の心理プ

ロセスを明らかにすることである。

[研究方法i
修正競グランデッド・セオリー・アプローチを用い，ひき

こもり関復者に倫理的記惑に基づき平成 18 年 3 丹 ~7 月

に半構成的弱接を行い分析した。分析内容は継続的にスー

ノ¥-ヴイジョンを受けたこと等によって真実性の確保に努

めた。

[結来}

対象はひきこもりから間接した男性4名で年齢は 20代後

半~40 代前半，ひきこもり婦関は 3~4年開.頭接持聞は

51 分~1l8 分であったc

分析の結果 14の〈概念〉と 2つの〔カテゴリ〕を生成し.

ひきこもり国援の心理プロセスは〔自信を減衰していくプ

ロセス)とそれに続く〔自信を護得していくプロセス〕と

して説明できることが明らかとなった。

〔自揺を減衰していくプロセス]は自分自身に無理を

たく強引な折り合い〉が発端になり， <傷つきたくない〉た

めに堂々巡りする。堂々巡りは〈心を礎実から議退する〉

ことでく振り子のような心〉になり， (心に fオアシスjが

ない〉という患いが募りく心の伴走者が欲しい〉と感じる令

〈毅しい人が動揺していることの気づき〉は堂々巡りを加

速させる令堂々巡りの脱出は〈振り子のような心〉の中で

自己を正当化することが次第に少なくなり現実的な検討が

大きくなることでく漠然とした将来に対する不安・掠り・

恐怖〉が募る。

〔自告を獲得していくプロセス〕はひきこもりから脱出し

ようと江大統海jの決意と門出〉が基点となり，く自分採

しの真剣勝負〉をする。またくできる範関のチャレンジ)，

〈人矯味の気づき)，く選択肢の発見〉がくやっていける感覚

を持つ〉ことにつながり閥復へと向かう。

[考察}

ひきこもり関復者は，自f言を護得していくことでコミュニ

ケーションスキルを向上させ関複に向かったと考える。

※本研究は王子成 18年度香川大学大学院i護学系緋究科看護

学専攻修士論文の一部である。

自信を滋主交していくプロセス l1!li蓄を獲得していくプロセス

総菜ミ隠1 r社会的ひきこもりj随復の心理プロセス

自
主震
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46)特窓高齢者!こ対する介護予崩事業の効果の検討(第

一報)一水中運動教室を実施してー

木家ゆか 1)，森祥子.古賀明美，高野路子.堀川悦夫

(佐賀大学大学院医学系研究科)

岡本京子(江北町福祉課地域包括支援センター)

[13的]

介護予防事業では，その効果検証のため定期的な評備を行

なう必婆があり，特定高齢者候補者(運動機能向上)をお11

出し水中運動教室を行なった効果を検討する。

{研究方法i
A 県 Bl町において，平成 18年9月から 12月まで，選 2田

言j‘24関，約 30分間の水中連動を行なった。参加者 16名

のうち，初臨と最終践の体力測定を受It，かつ水中運動教

議参加i前後2践に質関紙諦去をに回答した男'段3名，女性7
名，計 10名について分析した。 年齢は 72-86才，平均年

77.70才 (SD会 52)であった。体力jHlJ定として，握力，

f長行支 (5m，10m)，歩行歩数 (5m，10m)，膝上げ回数

(20秒、1/1))，スクワット関数 (20秒間)なとやを仔った。質関

紙は対象者の属性や老ftJf式活動能力指擦などを中心に構成

されている。教議参加前には，毎回パイタルサインの

チェックを行い，参加者の安全に配癒して運動を行ったc

{結:4~]
体力il!lJ定の結采から，測定項目 8項目中 7項目において

水中運動教室参加初混と終IITIにおいて，有意差が認められ

[考察1
3ヶ月陪計 24@Jの水中運動教室の開始前と終了時の体力

測定におしミて有意に体力が向上しているこ.とから，特定高

齢者の運動機能向上への本事業は有効であったといえるc

今後は，例数を増やし地域全体の介護予拐の観点から研

究を進めていく必要がある。

表 体力測定の初潤と終自における平均値とその主主

4ア)地域 00γSへの確実な服薬支援継続のために

~遺焼 DOTSカンファレンスの掠り返り~

室関恵子，菊池勝子，故藤ナツ，近江谷留忠子

(独立行政法入国立病i詫機構藤間病院)

[底的}

当i完ではi淀内 DOTS(対面服薬支援)を実施している。し

かし退院後は経薬支援方法が不明確のまま退i誌に主って

いた。結核治療には服薬が中断しないよう家族や地域の保

健隔による支援が必要不可欠であるc そこで¥退院DOTS
カンファランス(以下退臨 DOTS)を偲別に実施し地域

DOTSが確実に出来るよう橋渡しをした。その結果，退i詫
DOTS実施前と比べ服薬支援関係者の眼薬支援や送技指

導への意識向上が出来たので、報告する 9

[研究方法}

研究期間:王子成 17年 10丹~平成 18年5月

研究方法:1，退続 DOTS実施 10例と不実施 10例を対

象に記録と受け持ち看護師へのi笥き取り誠査により分析し

た。 2，退院DOTSに参加した保健郎，審議師，薬剤師に

服薬支援の認識変化について質問形式で競査した。 3，退

院DOTS導入前後の退院指導を比較諦査。

倫理的配車:プライパシイーの保護には充分注意を払い研

究を進めていくことを説明し同意をf尋たc

{結果i
< ill.1淀DOTS導入前後の眠薬支援について>

退院 DOTS導入前はIJ良薬支援者が不明確で皆、者本人に侵

せていた。 導入後は)j長楽支疑者が明確になり家族や保健郎

とのJili携を包iることが出来た。また，首長薬リスクアセスメ

ントが活用され保健r.mのJlI~楽支媛の方法が決められた。 院

内DOTSから地域 DOTSが継続出来患者は退院後も見

られ，関わってくれる保健輔が身近にいることを認識す

る機会が持てた。

<退i誌DOTS導入前後の保健朗i，看護側，薬剤師の認識の

変化>

退院 DOTSを機会に保健師は f自分がしなくてはjという

意識に変化した。看護師も f地域に橋渡しの役割をし服

薬終了まで支援し共に喜びを分かちあいたい。jという気

持ちになったc 薬剤離は服薬指導をしながらチームで患者

をサポートして行くという意識に変化した。

<退i淀DOTS導入前後のi芸能指導の比較>

退院 DOTS導入前後の 10剖の退院指導 14項目について

点数化した結果.導入後の点数が潟く退院指導が実施され

ていた。導入後は食事，社会資源の活用以外はほぼ全員に

家族指導されていたc

{考察i
退院 DOTS導入により.続支疑者が明確になり，設内か

ら地域への縫突な服薬支援及び保健郎との連携が図ること

ができた。そして，保健締の!眠薬支援方法が明確になり.

患者が安心して確実な服薬継続ができるようになった。患

者の健淡路題を解決し保健制・看護側・薬剤師は退院

DOTSをきっかけにチームで支援していこうという

が高まり専門'性を発鐸できるようになった。また家族が服

薬支援者として来たす役割は重要であり，生活過程に議f13
した家族指導の大切さを再認識した。
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48)手指衛生手技iこ欝する現状と諜題

棚橋千弥子，柴自由美子(岐阜霞療技術短期大学看護学科)

[13的}
現在，感染予防対策として基本的な考え方として取り入れ

られているのは. CDCガイドラインであるC その中で手

指衛生手技は最も身近で日常的に取り入れられている事・項

であるc しかし現実に正しい手指衛生手技を実施してい

るのかは疑揮である。今関，看護締の手指衛生手技に対し

ての意識・実践状況を把握することにより今後の課題を抽

出することができたので報告する。

{研究方法i
臨床看護師 170名を対象として，手指衛生に対する

実銭状況についてアンケート調査を無記名で実施したc

尚，用紙は研究以外の詩的に使用しないこと，自由参加で

あることを説明間意を得た者を対象者とした。

{結果}

有効関答率 97.4%0勤務中の看護締 (WN)では手指衛生

に対して f自分の手指は涜潔になっているjと答えた者は

40.5%であった。また間一考であっても勤務外の審議締

(双?のは 32.9%であった。意識している内容については，

WNでは f手洗いの方法(読浄剤の麓類・洗う部位けが最

も多く 52.0%で手洗いにかける時間Jと答えた者はわず

かに 9.5%であった HNでも向様の傾向が示された。ま

た.r意識しているjという者は WNで88.1%.HNは47.9%
であった。場面によって手を洗う方法や時間を変えている

WN は82.9%で殆どの殺が該当したむそのやで最も

実践しているのは，勤務終了時であり，排法介助後より上

位を示した。

{考察i
1998年に実施された議室をにおいて，手洗いを r~意識してい
るjと答えた者は 62.5%であったが，今回の調去をでは 88.1% 
を示した。この状況から…見良い傾向のように忠われる

が. 10年経過しでもなお 100%に至っていないことは問題

であると捉えるべきであろう c しかも f意識しているjに

もかかわらず.ri音潔になっているjと感じている者は 32%
軽度しか存在しない。今閣の調査では，意識の内容を親分

イとすることにより今後取組むべき方向を求めたc ひとつは

先行研究によっても数多く指摘されてきた手洗いにかける

f時間jであり，もうひとつは手洗いに対する認識の陪題で

ある WNが最も了容に手をj先うのは勤務終了時であっ

た。これまで箆療従事者は，手指衛生の目的の潔解は当然

として考えられてきたが，その出発点においですでに

のずれが生じているのではないかと言うことである。自己

の安全と対象者の安全は問レベルとして考えていかなけれ

ばならないむしかし現実にはそのバランスが微妙に崩れ

ているのではないか。院内感染予防対策については，現在

に至るまで様々な研究がなされ，取組みも実施されてきた

が，再捜原点に戻って啓蒙活動を実施していく必要がある

と考える O また. CDCガイドラインに沿った手指衛生手

技比現実には時間的問題がネックとなっているというこ

とも考えられる。今後は日本程療の現実に却した手技を考

えていく必婆がある。

49)看護師ユニフォームにおける布製品除欝浩翼部の除

菌効果

i幻本恭子(1務部学留女子大学人間健康学部入問看護学科)

安井久美子，茅野友宣，鵜部和i告(兵庫県立大学看護学者rn

{呂的}

病院内での院内感染対策はZ重要な課題である令我々は第

31関本学術集会にて看護郊のユニフォームの汚染に注自

しズボン裾やポケットなどの手が蝕れやすい部分の汚染

度が高いことを報告した。そこで今回は感染予防看護の立

場から:;{fi袈品除菌消臭剤をユニフォームに用いた場合のユ

ニフォーム汚染の抑制効楽について諮べた。

{研究方法i
実験協力者は研究の趣旨および方法を説明し向窓が得られ

1 0名とした。ズボンタイプのユニフォーム

〈ポリエステル 759合・綿 25%. fljlJ簡ー í~lj電・吸水・訪汚加

を1B 8時間器用し脱衣後，ファブリーズ除菌ブラ

伊&G. 以下ファブリーズと記す)をそれぞれの測定

部設に 20-30部離した所から 1プッシュ(約 1ml) 

した。璃菌数iHU定部{立は背中，ポケット，上着裾，ズボン

として右半身にファブリーズを噴霧し左半身をコント

ロールとしフードスタンブ襟準寒天培地を用いてユニ

フォーム表面の組頭数 (CFじ)をiHU定したむまず，ファブ

リーズの除額効果を爵べるために l日着用後，ファブリー

ズ使用前，使用後守翌朝の繍璃数を調べたc 次に向じユニ

フォームを 5日間着服し.毎日の脱衣後にファブリーズを

し 3日自. 4臼自. 5 B 13の朝および5B13のJI見衣

後の汚染状況を識べたα

{結果1
1日愛用後のユニフォームにファブ 1)ーズをi漬援した結

果，背中，ポケット，上積裾，ズボン裾ともに有意に鋸韻

数が減少した。綿密数は翌朝でも増加せず，背中，ポケッ

ト，上着裾，ズボン裾ともにファブリーズを噴霧した側の

織頭数が少なく，有効な除頭効楽が得られたむ 4日関連日

着用し毎日の脱衣後にファブリーズを噴霧した結果. 3 B 

gと4臼自の着用誌では背中.ポケット，上着習とも

した側がコントロール鋲IJよりも有意に絡i菌数が少なく，

ズボン裾でも有意差は認められないものの少なかった。 5
日目着用前の王子均組頭数はファブリーズを噴霧した叙Ijとコ

ントロール慨でそれぞれ背中では1.7と10.8. ポケットで

は2.2と9.9.上積掘では 4.9と10.3. ズボン裾では 9.4と

23.2でありファブリーズを噴霧した側の縮頭数が少なく，

締菌の増加を防止する効果があることが示唆されたc ま

た，背中警ポケッ i¥上義裾ーでは S日自のn見衣後でもファ

ブリーズを噴霧した1l1lJの縞菌数が少なかっ

[考察]

ユニフォーム着用期間は施設および状況により様々である

が，今聞は比較的長罵隠の着用を設定したc その結果，連

日義F誌においても紹欝の増加を防止する効采があると考え

られたc しかしズボン裾ではファブリーズをした側でも

他の部位と比べて繍菌数が多く，今後後霧関数や量を増

やして検訴する必要があると考える
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50)手指簡生指導に向けての鍛り紹みとその効果

辻真梨:!IE.，竹森友香，渡辺美貴，石罰喜美子，井村敏子，

森北総美子(独立行政法入国立病i涜機構福升:病j涜)

上野栄一(福井大学涯学部看護学科)

[目的i
G病院外科病棟では感染防止対策として路下・病室に手指

消毒剤ヒピスコール Sジェルを設置しているが使用頻度

が少なく有効使用できていなし、本研究では看護締への感

染防止対策についての意識調査を行い，その原図を改義す

ることでヒピスコール Sジェルを効果的に使用できるよ

う介入・検討することを目的とした。

{研究方法1
1.研究期間 平成 18年7月から王子成 18年 12月末まで0

2，対象:看護締 24名o 3，調査1)アンケートによる看

護仰の感染防止対策への意識調査を学習会実施爺・実施後

の2路行った。 2)病棟でのヒビスコール Sジェル(以下，

Sジニr:}レ)の lヵ月使用量・各個人で使用した 1BのSジェ

ル従用量の誠査を行ったc なお，各個人で、の Sジ、エルの使

用長調査は{側室・大部屋を担当する日中勤務時とし， 3ヵ

月間行った。 3)検j拡・点i肉交換・ケア・処遣の実施前後

のSジェルの強用と，確実な 1ブッシュの仕方・擦り込み

方法の学習会をチーム会にて研究者が行った。 4.倫理的

:研究者が対象者へ説明を行い，匿名，研究参加の自

について説明し承諾を得た。

{結果1
1.看護締の感染防止対策への意識調交結果:肴護師会長

が Sジェルの使用が感染閉止対策として必姿であると怒!

解していた。しかし 80%の看護部が業務の多忙忘れる

の壌市から使用できていないとの回答だった。 2. S 

ジ、ェル使用の;意識1>1け:学習会や呼びかけの実施により S
ジェル使用の意識付けを行ったが，実際に日々どのくらい

使用しているのか.各個人で 1BのSジェル使用量調査を

実施した。個室・大部屋を担当する B中勤務n寺の看護締の

担当患者数は約 10人であるc 担当患者会員に検議・点誠

交換・ケア・処置を実施すると 1日45ml以上使用する計

算となる O よって.担当患者数 10人とした場合 1B 45ml 
の使用を目標として，各偶人での Sジェルの使用量を調査

した。 10月から 12丹の3ヵ月開で Sジェルの 1B平均使

は.10月27ml(1日平均患者42人)， 11月24.1ml(向

35.9人入 12月26ml(悶42.1人)であった。病棟での Sジム

ルの 1ヵ月能活最は研究を開始した 7月3478mlであり，

12月には 4678mlとtgf設が認められた。

{考察}

結来 1より者護師の手指衛生に対する認識の抵さが明らか

となったc 特に易感染性宿主に対する交差感染の涼閣とし

て箆締・看護締ら医療従事者の手指が重要視されている。

これらを学習会を通して看護蹄に伝達し Sジェルの必要

性の教脊・指導を行った結果，初f究終了時95%の看護蹄が

f効果的に使用できているjとの有意な結果を得た。今後

な感染防止対策の必要性を{云達し手指衛生が保持でき

るように 1処霞 Sジェルの 1プッシュを徹底できるよう

にそして目標値が達成できるようにしたい。
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51)在宅高齢者の適所サービス手当用開始2年間における

主観的幸福惑の経時的変化と関連嬰悶

高槻智子(新潟県立看護大学)

高山成子，土手出陽子(巣立広島大学)

小河育恵(奈良県立援科大学)

大津美香(青森県立保健大学)

{自白g]

j議所サービス(通所1)ハど1)テーションならびに通所介護)

の利用を開始した高齢者の 2年陪の主観的泰裕感の変化と

関連安部を明らかにするc

{研究方法]

1.対象 :F県内の研究協力が得られたi議所サービス 27施

設において，利用を 2年開継続している高齢者指名(平均

年齢80.8土 7.3議)で，以下の選定条件を全て充たす者と

したな初間務査時の 1ヵ丹以内に科用を関姑した 65議以

上の者，研究参加に向意が得られた者，認知疲老人日常生

活自立度ランク II以下の者 2.議査方法:利用開始時， 3ヵ

月後， 1年後， 2年後に在討議調査を行った。識変項自は，基

本属性， Philadelphia Geriatric Centεr Scale改訂版(以下，

PGCモラール・スケールとする)，議所サービスに対ーする

反応、とし本研究では，高裁?者のご主探的幸福感の測定に

PGCモラー)v.スケールをmいたc このスケールは，得

点がおいほどモラールが高いことを示すo 3.分J併方

法:SPSS12βIJ for Windowsを用いて， Friedmann検定{多

重比較はボンフェローニの不等式による修正). Mann-

Whitneyのじ検定を行った。

[結果}
対象は男性6名，女性22名で，利用サーピスは擾所リハ

ビ1)テーション 7名議 所 介 護 21名であった。 2年後の

PGCモラール・スケール得点は，利用隠始及び3ヵ月後の

得点よりも有意に上昇していたがゆく 0.001， p < 0.001 )， 
1年後の得点とのi習に有意還は認められなかったむ構成す

る3因子部にみると心理的動揺jと問見独感ー不満足感j

はスケール得点と同誌の有意な得点変イとが認められた。議

所サーピスに対する反応では， fこの施設に通うことが楽

しみですかjの問答のみi双子関得点に有意差が認められた。

i議所を楽しみにしている者iえそうでない者によとベて「老

いに対する態度jでの得点が有意に高かった (p= 0.039) 

{考察]

j議所サーピス利用高齢者の PGCモラール・スケール開予

知得点の変イとから，利用者は 3ヵ月以上のi議所の継続に

よって，孤独感・不満足感が緩和されるとともに，心理的

安定が得られ，モラール向上につながっていると考えられ

る。また， r老いに対する態度jは2年間で有意な得点変化

はみられなかったが，通所を楽しみにしている者で有意に

得点が高いことから，老いを前向きに受けとめるためには，

通所を綴続するだけでなく.それに楽しみを見出せること

が重要であることが示唆された。

52)老人の自殺や自殺予防に関する文献レどユー

坂罰志保路，商片久美子

(日本赤十字北海道看護大学看護学部看護学科)

{自的}

わが揺の 60歳以上の自殺者数は.王子成5年から急増し王子

成 16年授には全自殺者数の 3揺を占め.今後この傾向は

さらに増加する可能性がある G そこで，老人の自殺や自殺

予防に関する研究の動向と今後の課題を明らかにし増加

する高齢者の自殺を予防するための示唆を得ることを目的

とした。

[研究方法]

‘自殺‘官殺予防'若年者'をキーワー iごとし匿学中央

雑誌 Web.V巴r.3 の 1983 年~2005 年まで‘の文献検索を行っ

たむヒットした会43件中，ヱ重複した文掲;や対象年齢が明

確でなく，自殺との関連性が判断できない報告を除く原著

論文.解説，会議議32件を分析対象とし研究方法と研究

内容の規点で分析，類似するものをカテゴライズした。

{総来]

自殺や自殺予i坊に関する研究報告は， 1999年以前にはなく

2000年以降に認められた令報告された会471l'午r:t，成人期
に関するものが239件.老人に関するものが43件あり.そ

のうち自殺企図した老人に摂局しかつg殺の予防につな

がる視点で研究された調査は 1件であった。研究方法で

は:疑的研究方法で行ったものは 14件，費約研究方法で

行ったものは 18件であったc 資的研究方法で行われた調

査では，入i淀r:t，自殺未遂した老年j患者との潟わり

阪が振り返った報告j立、外は，自殺や自殺と，忠われる理出で，

病j詫に毅送あるいは入段となった老年者を含む患者に対す

る治療と状態の経過を箆繭が報告したものであった。研究

内容では， 2つのカテゴリー〔自殺の関連姿限自殺予坊

の取り組み〕と. 7つのサブカテゴリーがおIJtI:lされた。サ

ブカテゴリーの内訳は， [自殺の調達要関;として，<自殺

念癒:の関連要図><自殺企関の背禁>， [自殺予防の取り

組み;として，<続神科以外の匿締による治療><題閣の

サポート><地域枝氏への健康教育><医蹴保健隔の連

携><保健福祉対策>であった。

{考察]

老人の自殺や自殺予防に関する研究は，老人の自殺数やそ

の増加傾向にも関わらず，成人類に関する報告と辻ベ少な

かった。これは，働き盛りで経済効楽に影響が大きい成人

類への詮践の中.老人の自殺に掲する}詩知や社会の認識が

低いためではないかと考えられるc 自殺の関連要因では，

サポートの欠如が最も大きく関与し持うつ波状など疾患

に関すること，韓E民際容や ADLI壕害など日常生活に関す

る内容も含まれていた。したがって， 自殺のハイリスク老

人に対して， ADL低下を起こさないための疾病予防・級別

ケアを行うことが重要であると考える。{在職種や{主民との

幅広い連携を凶り，良殺のハイリスク老人を孤立させない

取り組み，老人の窃殺の婆鴎・背景の器援，及び老人を取

り巻く人々に関する研究も必要と息われる。
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53)介護者人保健施設における者護部と介護士の職務ス

トレスの実態

沼田佳世(愛媛県立毘療技術大学保健科学部看護学科)

中尾久子(九州大学匿学部保健学科)

間近恵子(東北福祉大学健康科学部保健看護学科)

{目的i
介護老人保健施設(以下，老健)に入所する高齢者の健康

レベル，利用ニーズが多様化している中で，ケアスタップ

の職務ストレスは増大し過剰な職務ストレスは，ケアの

質にも影響するc そこで，老健勤務の看護締・介護士の職

務ストレスの実態を明らかにしストレス軽減と高齢者ケ

アの質の向上を関る対応を検討したc

{研究方法}

分析対象.1久保3か所の老健勤務の看護師・介護士210名

中，研究協力が得られた 154名(内 3名は無闇答が多く分

析i除外)のうち，療養棟勤務者67名(男 111女 56，者護師

291介護士 38)。言!耳査方法:無記名自記式質問紙を償問艶

布し記載後は個別会I筏に入れ，習護法にて罰収(有効期

71.9%)。調査内容:属性(性別.年齢層，勤務年数，

勤務記澄).職務ストレスは，堀田のi殿場・仕事のマ

イナス要閣 (6領域30関:1.労働条件， 2.従事業務の量と

3.入日Jf者との関係， 4.勤務先や上司との関係 5向僚

との関係， 6.仕事以外の生活，領域別合計点を賛同項目数

でi除した平均得点が領域得点。高いほどストレス低.得点

1~4 点)を用い実施会分析:看護締・介護二iゴ間の王子均

得点の比較を t検定にて検討。{，命1史的配患:対象者には，

研究目的.方法，協力・拒否の自由，業務に不利設がない

こと.守秘"結果公表方法を文書で説明し同君、を

{結果・考察}

分析対象者の年齢は， 29歳以下 27名， 30代 18名， 40歳以

上 22名であった。平均勤務年数は 8.1土 5.4年であり，介

護士の方が短かった (p< .01) 0 職務ストレスにて， 2群

向に走があった項自は(以下，事p< .05，料p< .01.料、<

.001にで示す).労働条件ぺ従事業務の量と質問，入居

者との関係ぺ上司との関係仰であり，会て介護士のスト

レスが高かった。差がある領域の質問項目毎の比較では，

:勤務形惑へ抵笠金ペ構造や介護用兵の不足叩，

と費:職員不足六仕事議過多て身体負担大開，

夜勤不安ぺ問題行動の不安一仕事の指示不十分へ仕事

内容の工夫余地無ぺ入援者との関係:入所者からの理解

j忍難で格性の惑い老人一老人閣の衝突諦整…上司と

の関係:施設・介護方針ーの不明確さ問，将来性ぺ管理能力料'

介護能力開であり.会て介護士のストレスが高かったc

入所高齢者の多様化に伴うケア技術の複雑化から介護士は

対応に密惑し日常的に多様な健康レベルの人と接する機

会がある看護部と比べ.従事業務の最と貿.入居者との関

係においてストレスが高いと考えられ，勤務年数にも

していると推察する O 今後は，両者協働の中で多様なケア

技術の研修等を通し従事業務の量と質の改警を国り，職

務ストレスの軽減に努めることが必要であるc

54)自主活動グループに参加している脳卒中後在宅生活

者の積樺的参加意欲への影響要菌のプロセス

大江真吾(金沢大学復学部隊属病i涜)
倉石真理，四十竹美子代，塚原節子

(富山大学涯学薬学研究部(産学))

岩城直子(富山医療福祉専問学校看護学科)

{日的}

2006年度の介護係強制度改正は，介護予防重視型に変化し

たむこの改正で一部の脳卒中後在宅生活者の機能訓糠 (A

型)での訓練は.自主活動として形を変えて符われるよう

になった。そこで本研究では，脇卒中在宅生活者がこの自

主活動グループへの嶺緩的参加に影響する要因のプロセス

を明らかにする事を自的に調査した。

{研究方法}

調査対象は今まで機能訓練 (A型)に通い，介護保険制度

改正後，自主活動グループに参加し続けている脳卒中在宅

生活者7名とした。調査は半構成的面接法用い.機能訓練

(A型)から自主活動グループに変化したことを振り返り，

どんな患いでいるのかを自由に語ってもらった。 関接関数

は…人 1図で，語られた内容は逐語で記録した。得られた

データはたl-GTAで分析したc 倫渡的配慮[は.自主活動の

場所に出向き，研究の趣旨，目的を文章・口頭で説明c ま

た.同接内容は研究以外には利用しないこと，研究参加の

自由と.いつでも中断拒Bが可能なことを説明し了承を得

た。

{結来]
脳卒1:1:1な宅生活者の強綴的自主活動グループ。参加意欲への

影響袈践は，[がんばる自分の存在}をコアカテゴリーとし

{乗り越える新たな苦1[できるという実感1[機能低下への

危機感1[降客を持ちながらもfぜられる楽しみ1[J訪問との

関係性作り}の 5つのカテゴリーで抽出された。これら S

つのカテゴリーは椙互に行ったり来たりしながら，それで

も{がんばる自分の存在}を意識していた。そこには何か

しなければならないという強い思いがあり.そのことで自

主活動グループ。への積極的参加意欲に繋がっていた令

[考察i
脳卒中在宅生活者らの.自主活動グルーフ。への積援的参加

;意欲に影響する要因は，障害を持つことで¥これまで、の人

生で作り上げてきた自己のー持的崩壊と，その後の自身の

路答理解や，潟閤への思いに影響され，新たな自己実現へ

と歩んで、いると考えられるc それがコアカテゴリー{がん

ばる自分の存在}として抽出されたのではないかと考えら

れる。しかし障害があるということは.彼らにあまりに

違う現実を認識させ.そのことが[機能抵下への危機感}

となり，その事が穀極的参加させることに繋がっていると

考えられる。一方， 自主活動グループに参加していくこと

で{障害を持ちながらも得られる楽しみ1[周囲との関係性

作り]と障害を受け入れ，さらにできたりできなかったり

しながら，できることを増やそうと持制実していると考えら

れるo それが[乗り越える新たな苦}となり[できるとい

う実感}として抽出されたと考えられる C
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55)感染性害鶴炎による寵離がアルツハイマー型認知症

患者の行動に与える影響

出]11みやえ，牧本j育子

(大阪大学大学院医学系研究科統合保健看護科学分野)

[はじめに]

認知症高齢者の行動を把握するために IntegratedCircuit 

Tag (以下 ICtag) システムを用いて長郊のそニタリング

を行ったc その中で感染性胃賜炎の疑いによる橋離がアル

ツハイマー型認知症患者の行動および症状に与え

ついて報告する

[研究方法]

大阪府下の A病j誌の治療期にある語、知症高齢者専門病棟、

にそニタリングシステムを設置し患者の行動を記録した0

4ヶ月苅モニタリングし)JPI(Neuro Psychiatric Inventor司3う

などの心理検主主，患者属性等を涯療記録から収集した。研

究対象者には署長前に本人及び家族に文書と口頭で研究の趣

旨，研究への参加及ひす故田の自由，患者データの僚名化な

どについて説明した3 参加の条件は

定代理人が署名することであるo 本研究は大波大学法学系

研究科及びA病院の倫潔委員会の承認を得たc 専用のモ

ニタリングソフト及びMicrosoftExcel 2003で分析した

[主主菜}

61歳男性アルツハイマー型認知症，入i詫1ヶ丹後にそニタ

リング開始。際離前 1ヶ月の 1臼の平均歩行距離が8016.5

2364.5mで 18最大歩行詫離は 13798.5mであったc モ

ニタリング開始後約 1ヶ月にこの患者はi寝佐，下婦を伴う

胃競争疲状が出現した。感染性胃務炎が疑われ感染拡大i坊止

のため 58間患者を儲室隔離したc 総裁解徐後 1ヶ月では

1日の平均歩行範離が5353.8土 884.0m，1日

は70日.2mであり，留のように臨離前後で歩仔鐙離は減少

しているc また災PIの変化は隠離する前後では妄想，騒

11民などの項日で主主疲!支が鐙著に上昇したっ

{考察]

感染拡大i坊止のため鰯離は必要であったが，運動量の抵下

な心理行動学的援{誌が出現した。このよう

るために今後は患者の詩織な状態などの

質的変化についての観察や， f者塞惑を最小限にする

法，テレピモニターを用いた戸かげなど惑染持のケアの認

発が必要である。

震審議選書官後の歩行銭畿の変化
16荻)()
14(α)()fー但争但争也但企但ー------------会句会合

G 

{す Pt 4?JO ♂、や~.!J，♂ぜ <!fY.<，y <!fY"v <!fY'-v <!fYw <!fY<J)' <$-¥'" <S-''''' <$-¥'¥' <$ふ

震にち
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56)彊症心身欝寄克(者)の食事介劫技能場笛!こおける看

護師の看護実践能力

新地裕子(独立行政法入居立病i淀機構 福間病院)

{目的]

病棟では.様々なレベルの看護師が働いているが，初心者

から達人では.日常生活援助の貿 1つ1つに惹が見られる。

今関，者護締の看護実践能力を把握するために震波心身

障害児(者) (以下:重症児《者))における日常生活援助

のlつである食事介助技術の場面を取り上げて看護実践能

力を分析し今後の臨床教育の基礎資料とする。

{研究方法]

看護削iの看護実践能力を抱擁するため.重症児(者)の食

事介助技術場面を VTR録画し分析したc 分析内容は，1)

コミュニケーション能力とお食事介助技術の 2側面から

行ったっ看護技術の評価基準は，1)非常にできた， 2)で

きた，おまあまあできた， 4)できない の4段滋で評価の

をおめるためスーパーパイザーと評価した。者護部

重症鬼(者)看護の臨床経験 3~5 年呂の 4 名と

した。対象重苦E児(者)の設定は，食事摂取は全面介助が

必裂で，ゴド言語的コミュニケーションが可能な者とした。

伶翌日的配慮として，対象の看護締及び患者家族に研究目的

を説明しプライパシー保護に厳守し得られた結果はデー

タとし偶人を特定せず¥録闘においては研究終了後破棄す

ることを説明，丈こて悶;立を得たO

{結ヨミi
1.コミュニケーション技術者MH:ifi4人が<非常にできた>

またはくできた>項自は，<効果的沈黙><受ttJI-.める>の2

項目で、あった。 4人とも 3)できない項自は，<自己紹介>で

あった。<食事前後の挨拶><観察したことを表現する>

<明確化><長点化><会話を促進する><励ます>など

はばらついた結果となった。 2食事介助技術:者護側4入

が<非常にできた>またはくできた>環自は，<適切な体

位・位笹関係><介崩する手の動きは無駄がなくリズミカ

ル><患者にあった食物形態の考鹿><適切な食物の取り

込み><誤礁防止の考蕗><適切な摂食器兵><習'慣を取

り入れ.楽しみながら食べられる環境づくり><法潔の保

持>などであった。 4人ともくできない>項目は，<騒音

や~'fnまがない集中できる環境作り><お膳の記置>であっ

た。<口容での食物の取り込み><1監I~号機能の保持><患

者の自立・意欲を促す><生活習積獲得への援助>などは，

ぱらついた結果となった。

{考祭}

f技的な技術は.臨床経験を積むとある程度身につくが，

コミュニケーション技術においては，続f未経験はあまり影

響せず個人差が著しいものであることがわかったc また，

4人の者護師は，パ}、 1)シア ベナーの述べている中堅の

実践家で，状況を全体罰で見緩め具体的な援助の提供にお

いて箆れていたG 経験から無意識化された技術であると考

えられる<体{立・{立i萱関係><介助者の手の動き>など非

常によくできていた。今後，看護技術基準を設定し継続教

脊すれば一定の水準をクリアでき質が向上する。

Sア)手指の状態別捨菌効果と気蝶環境との関連

小JII俊夫(埼玉県立大学保健医療福祉学部健康開発学科)

大野夏代(札幌市立大学者護学部看護学科)

[El 130] 
箆療従事者の手洗いは，線設内感染予防の基本であるが，

手荒れがある場合には， f'J務縮Th¥i数が多く，手洗いによっ

ても除lj!iされにくい。手荒れ医療従事者は初当数いるとさ

れ，倒人，施設ともあらゆる対応の検討が期待されている。

そのための基礎データとして，手荒れによる除菌の器難さ

が，経験的に手指の皮膚の状態の悪化を意識する初冬に

どう変化するのかを明らかにする O

{研究方法]

(1)対象 関東地区 S大学看護学生 1年生，ハンドケアを

行わない中等度の手荒れの方(以下手荒れ)1名，軽度の手

荒れの方(以下手荒れ軽度)4名，健康な手の方(以下健

康)4名 (2)方法 a)，期隠と回数 王子成 17 年 10 月 ~12 月

の週 1間，許8罰b)，手洗い方法石鹸と流水，イソジン

スクラブによる手指消毒を行い，手洗い前後でのパームス

タンプチェック (SCD寒天培地)を用いての縮菌数の変化

c)，独自にrJ討をした手荒れ指数と，気温，混度の変化との

隠速の解析 (3)倫理的記謀 説査の白的や方法を説明し

同意と協力の意思を文書:で確認。対象者に，実験開始後で

あっても協力の中断ができること，協力しないことによる

不利援は一切受けないことを文書で説明c

[結采]
(1)手荒れ指数の変化:健淡の手荒れ指数を， 自覚や話調

で数官l!1とした組{丈 11H初勾に急速に増加する傾向を認め

たこいわゆる手・荒れは史街乾燥が一理で，乾燥には混度

(Tλ 擬度(H)が関わっている。そこで手荒れ指数と T，

Hとの関連を調べた。その結果，積 THの逆数 11THの変

化が手荒れ指数の変化と類似していた(以下 11TH11症は値

が小さ過ぎるため便宜的に 11THx 1000値を温混飽とし

た)。この温i船底は観察開始に伴い 0.6から 1まで緩やか

に上昇し手荒れ指数の上昇する 11月初旬から 3.1へと大

きく変化した。しかし手荒れ軽度.および手荒れの指数

は，温譲値との関連は観察できなかった。 (2)除草jE容の変

化:健康の除菌率を数値fとしたところ， 11月初旬から除菌

率の値が正から負に転換した。また手荒れ軽度，手荒れ，

の徐菌率も同様であった。

[考察]

手指皮腐の状態が冬期に急速に荒れへと変化することを私

たちは経験的に体感している O 手荒れ指数の変化もこれを

裏付けたっ冬期には.健康な手も，手の状態が急速に悪化

し手の皮腐の荒れにj誌湿僚が大きく関わってくることが

示唆された。ただし手荒れI佳境では昆i星{践との対応が，
明石i'i1ではなく，原因の複雑さによると考えている令また，

荒れの悪化と並行して.除韻率が負に変化した。私たちは，

初冬において槌溢依が1.5を超える頃から.手荒れ指数の

増加， I設iI-i率の魚への変化が観察される事実をふまえ，医

療能事者は初冬からハンドケアを意識的に心がけるべきだ

と考えているO
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58) i健康な成人女性におけるセロトニン血中動態かうみ

たフットマッサージのうつ気分改善効果

米山美智代(高関市民病院)

八塚美樹(富山大学涯学部看護学科成人看護2教室)

{研究呂的i
健康な成人女性におけるフットマッサージは，盛l築セロト

ニンを増加させ，うつ気分を改善するかを検証する。

[研究方法}

研究デザイン:同一被験者に対してフットマッサージと安

静玖床の両方法を笑擁する比較実験研究。対象・健康な成

人女性 12名調査項目:血援セロトニンを実験前，終了霞後.

終了 30分後に，感情プロフィール検査 (POMS)を実験前

後に測定した.マッサージの方法:女性セラピスト 1名に

よt).雨下恕部に経擦i去を主体とした日本フットケア協会

式マッサージを 20分間施行した。分析方法:血祭セロト

ニンは三元配置分散分析. POMS は対応、のある T検定を

行ったc 解析には SPSS14.0Jを龍用し危i没率の右;な水準

はち%とした。倫理的配惑:採血に伴う危酸性およ

性，プライパシーの保護，研究参加の自由.間意撤閣の権

利を説明し被験者の間意の蒸に行った。

資委員会のええ認を得た(ええ認、番号423)。

{結果}

1.被験者の概要:平均年齢は 31.3歳 (SD6.5)で，先にマッ

サージを受けた群と後にマッサージを受けたt*の年齢，ツ

ングのうつ詳{護i尺疫の得点，実験沼の月経の有無，マッサー

ジ経験の有無に援はなかった。 2.1自i紫セロトニン:

前伎を 10096とした変化率は，マッサージ群は度後 10弘8
土28.096，30分後 111.8太 36.5%で， コントロール若手は寵

後 96.8土27.0%，30分後 93.8土27.5%であった.三元記

援分散分析の結果，フットマッサージの主効条を認め (F

5.06. p口 0.031).交互作用は認めなかった .3.POMS 
f抑うつ一落ち込みJ:マッサージ若手の変化率は 63.4
20.6%で，コントロール鮮は 87.8土21.8%であった。 ffrp
うつ一落ち込みjは，コントロール群に比較しマッサージ

若手のほうが有意に減少したヤ<0.0000 

i考察}

血祭セロトニンにフットマッサージの主効果を認め，フッ

トマッサージによって血築セロトニンが増加することが明

らかとなった.-1::ロトニンにはうっ気分を軽減する作用が

あることが知られており，同持にifilJ定した PO五誌の f抑う

つ一落ち込みjが減少していることから.フットマッザー

ジにはi鼠紫セロトニンを増加させ， うつ気分を改善する効

果があることが示唆された.フットマッサージによってう

つ気分が改善するならば.気分が重い，食欲が低下してい

るという程度のうつ状態に対してフットマッザージを取り

入れることができるほか.薬物療法を受けているうつ病患

者への補助的治療手段として発展させることも可能にな

る。

59)…綾女子大学生の冷えに寵する実態調叢(第 2報)

一冷えと足.mのトラブルを中心!こ

八塚美樹，杉本奈央，米出美智代

(寓山大学医学部看護学科成人看護学)

{話的]

一般女子大学生の冷え疲に注目し冷えの自覚，冷えに伴

う臨伴症状，冷えている女子大学生の足のトラブルについ

て明らかにすることを呂的とし調査を行った。

[研究方法}

1)対象 :A 大学 1~4 年伎の女子学生 247 名。 2) 諮問:

2006年6丹o 3)方法:守'i撃の研究を基本に独自に作成し

た冷えの調変哀を記布，記入後その場で罰奴。 4)内容:年

性別，喫煙鐙，冷えに伴う諮伴波状の有紫.足と爪の

トラブルや状態，冷え診断基準の項自.冷えの自覚の有無

とその程度(10点法九日分析方法:SPSSver.l4を使用，

冷え続の有無で対象を 2群に分け.冷えに伴う j認伴疲状の

有無，足と爪のトラブルや状態についてx2検定を行った

(P < 0.05人前倫理的自己議:対象者には.研究の臼的，

加の自由，辞退の自由，プライパシーの議守を書面と口頭

で説明し尚子主を得た場合にアンケートを

{結果i
題~又率 81.0丸うち 189 部を分析対象とした。対象は女性

189名.平均年齢は 19.8念1.5議，喫煙ありは1.1%であっ

ミ子j撃の冷え症診新;項呂による冷え疲者(冷え症Yf手)は

56.6九当てはまらない者(非冷え症群)は 43.4%だったの

冷えに伴う鎚伴波状で冷え症群と非冷え症群において冷え

に多かった項目は，冷える，むくみ，疲れやす

い，肩こり， トイレが少ない，胃菰，使絡，脱がカサカサ

して荒れやすい，ダイエットをしている.冷房を嫌う，入

浴後すぐに冷えてくるであった。診断に関係なく自らを冷

えと自覚している者は全体の 51.9%だった。冷え症若手の

内令えの自覚有りは 77.6%.冷え自覚の毅!支は王子均 5.9
土1.9点. 13党無しは 22.4%だったo ~I;冷え症群の i札冷

えの自覚有りは 26.4丸冷え自覚の袈授は平均 4.8土2.1点
だ、った。足や爪の症状では.足や爪に何らかの異常がおる

かについて冷え疲若手と非冷え症群でよ出立すると，冷え症群

において指先に冷えを感じる者が 59.8%で有意に高かっ

た。ぞれ以外の巻き爪やたこといった足症状に有意差は認

められなかった。冷え症群のi礼足や爪に何らかの異常が

あるかについて冷えの自覚の有りと自覚無しを比較したと

ころ有窓設は見られなかったが， 自覚の手まりは自覚無しに

よとべて指先の冷えを感じるが68.7%で有意に高かったc

[考察}

女子大学生約土手数が冷え症を認めたが.足や爪のトラブル

とは関連を認めなかったc 冷えは疾病及び疾病悪化の原田

となりうるため，今後早期からの食事運動等のライフスタ

イルを含めた冷え体策を講じる必要がある。
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60)養護師の方言寵用に関する意識調査

王子野佐知子菊 桂子(富山市民病院)

上野栄一(福井大学医学部審議学科)

{自的]

病院では，標準語を使用することが勧められてはいるが，

笑i授にどの程度使用されているかについての灘査は数少な

い。本研究では，実際に臼々の看護業務の中で使用されて

いる方言の種類や使用頻度.方言使用に関する認識を明ら

かにする事を詩的とした。

{研究方法]

1. A病院の対象者 217名にアンケート調査(一部自由記

述)を実施。 2. 研究賂問:王子成 18 年 10 月初日 ~ll 月

10日。 3.倫理的配議:調査目的について対象者に説明し

滋査を途中で放棄できること，そのことにより不利益

.';Jcがないこと等を説明し向意を得られた看護舗の

みアンケートを実施 4. 有効回答の得られた者護締 209

名を分折対象とした。男性8名・女性 168名.調査県在住

底は 20年以上 30年未満が69名 (39%) と最も多かった0

5. 滋査工員百:患者への方言の使用頻度と使用に対する

時とも 5段階評定で、行ったo 1)なーん(いや，い

いえ，そうではない)， 2)きのどく(申し訳ない・感謝の

， 3) してくだはれしてったはれ(~してください)， 

4)できない(せつない)， 5)うーい/うい(苦しい).

6 )だやい(だるい)，ア)なごなる/なごうなる(横にな

る)， 8) でかいと(たくさん)， 9)みっとんない/みっ

ともない(体裁が患い，外開が惑い). 10)よさり/ょうさ

り(夜)等の 20項目 c

:結来}
1.年齢別:20~30 歳代は「なーんJ (94.1 %)， 1ーちゃ

(86.3%)， 1…がよ (83.3%)，r…け?J (84.3%)がいつも使

うe 時々使うと国答している o rよさり jは 40~50 歳代が

4.1 %であるが. 20~30 歳代が 1 1.8% と 2 倍以上使いたい，

使ってもよいと問答している C すべての年齢層で「なーんj

(83.59らに「ーちゃJ(76.1 %)， r…け?J (75.0%)といつも

使う，時々使うとの回答が多かったっ「ーちゃjトカワは

20~30 歳代(それぞれ 24.5% ， 28.4%)があまり使いたく

ない，使いたくないと回答しているが， 40~50 歳代はその

2情以上(それぞれ 50.0%，60.8%)があまり使いたくな

い，使いたくないと回答している。 2.患者・看護側から

についての指摘:ある 36名 (21.0%)，ない 140名

(79.0%)0 3. 方言使用の感想、については，(1)方言の使

用を良いと考える問答では. r時と場合をわきまえて方言

で対応しでも良いと思う斗等があった。 (2)方言の使用

を惑いと考える回答では fナース同士の会話での方言は言

葉がきたない。J等があった。

{考察}

方言と標準諸にはそれぞれ長所と短所があるが，方言は長

い年月をかけてその地域の人々の生活の中から生まれてき

たものであり，そのことばが龍期されている地域の文化と

密接に関わっている。微妙な身体状態を表現したり，殺し

みを感じさせたい場合などには，標準語より効果的な言葉

だと考えられるC

61)審議技術の到達度に関する調査

小林美穂子，小林幸子(富山市民病院)

上野栄一(福井大学陸学部肴護学科)

{程的]

医療の高度化，複雑化が進み，かつ.個人'情報保護法が施

行され，看護部の役者uは多様化している。看護締には患者

のQOLを保離するため，患者の状況や必要に応じてケア

を提供する責務がある O 本研究の呂的は，看護締の行う基

礎者護技術が適切であるかを評fil目することである。

{研究方法i
1)調査方法:費関紙調資法 2)調査期間:平成 18年9月

14 B~9 月 28 日 3) 対象 :T病院者護締 132 名。 4) 諦査

内容:日常生活援助技術の 5項自(パイタルサイン，与薬・

内肢体f立変換ー翠法(氷枕)，酸素吸入療法)5) 分析方

法:記述式アンケートによる 5段階評価と自由記述式アン

ケートの分析。 6)倫理的配慮:本諦査の趣旨を説明し同意

の得られた方にアンケートを実施。問答は秘密を厳守し倫

環的配癒を尊重することを文語に記し無記名で実施した。

{結泉}
1.調査用紙回収数 132名中 131名，有効回答数 130名毛

無効 1名，有効問答率的.2%0 2. 者護技術の評価1)パ

イタルサインの測定:できている (86名:66.2%)，まあで

きている (41名:31.59&)，どちらともいえない(2名:1.5%) 0 

2 )与薬のrífI~認(患者名.薬品名方法) :できている

(58名・ 44.6%)，まあできている (63名:48.5%)，どちら

ともいえない(7名 :5れら)0 3)体i立変換(仰臥{立から側

i玖位)の安全・安楽の考感:について・できている (42名，

32.3%λ まあできている (74名:56.9%)，どちらともいえ

ない(14名:10.8%)0 4)謡法(近付加の必要物品の確認

について.できている (63名:48.5%)，まあできている (46

名:35.4%)，どちらともいえない (20名:15.4%)0 5)酸

素吸入療法の指示の確認と正確な投与ーについて:できてい

る (70名:53.8%にまあできている (57名:43.8%)，どち

らともいえない (3名:2.3%)。経験年数加の比較では，新

卒~3 年未満， 3年~ア年未満の看護締は，全ての項自に

ついて， 3分の2以上が.まあできている.どちらともい

えないと答えていた。 7 年~1O年未満の看護締では.パラ

ツ今があるが，まあできていると答えている人が多かった。

10 年~20 年未満の看護師では，ほとんどの境目で二できて

いると答えている人が多かった。自由記載の分析では，基

本的看護技術について，おおむね観察と確認はされている

ことが明らかとなった。

{考察}

全体的にみて.看護技術の判断.磯認のき[1分がやや弱いと

いえる。審議自liの看護技術を向上させるには，新人にはブ

リセプター，ブリセプターには中堅看護師の支援が必婆で

あり，また経験年数の長銀を関わず，自分の技術を再確認

し自己研鐙することが大切であると考える O
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62)高齢者における産援用結慧テープ結付部の接触J5Z1欝
炎とケアとの関係

総家千津子，須釜淳子，大桑麻由美

(金沢大学大学院援学系研究科保健学専攻)

真田弘美，北JII敦子

(東京大学大学院援学系研究科健康科学・看護学専攻)

[EI 139] 
高齢者におけるテープの皮膚糠害l久我々の調査によると

発生率は 15.5%.議類は接触茂腐炎(以下，皮腐炎)が70.6%

と最も多く，皮腐炎の発史予防は重要である。これまで，

この皮膚炎の発生要関について身体・皮1議・テープ要因の

視点から検討してきた絞染，皮膚の汚染とたるみ部泣とい

う要因が抽出された。これらより，長!習の清潔保持や貼fす
の工夫というケアで予紡可能と示唆されたが，皮!議炎発生

とケアとの関係をみた報告はないひそこで. [主!誇炎予防の

ためのケア方法を明らかにするために守皮膚炎のケアに関

連する発生要留を調査した会

[方法}

対象者は療養型医療施設の 65議以上の入院患者で.1.テー

プ使用. 2.認査開始時に茂腐障害がないという条件で選択

した。テープは調査施設で使用しているち謹類であるつ方

法は，審議郎のテープ交換時に研究者が皮腐とケアを前向

きに 3ヶ月期鰻察した。皮膚炎の診断は境線科践に依頼し

たc 調査項gは，部総時はテープ部のしわ・めくれの有無

と貼付部設の清諮ケアの有無，貼付時は皮!替の{申展手技と

皮膚の緊張の有無，テープ地付範踏である。調査項自を皮

腐炎の有無関で統計学的に分析した。 倫理的配臨は厚生労

働者の溺床研究に関する倫理指針に従い，研究選投の説明，

謁資参加拒否子と中断の自由を保障し患者あるいはその家

族に同意を得た。データは個人を特定できないように暗号

化し信報は施錠でで管理し

i結果}

153名 198部殺を対象に調査を行った。調ヨをj努i潟中，
炎は 19名 24部俊に認めたc ケアに関連する史麿炎の婆習

は，剥離時にテープ音11のしわなし (x2 = 85.108. p < 0.001) 
と鮎付時に皮騰の緊張あり (X 2 = 7.393. p = 0.008)が有

志:に多かったc その他の項目では有意蓋を認めなかっ

{考察・まとめ}

加齢により皮腐はたるみを生じる。そのため，成人と同じ

方法で皮j習を伸展させテープを鮎付しても関節運動による

皮腐の伸畏距離は長く多方向となる。その結果皮腐が緊張

し機械的刺激が生じやすい。また，テープ部にしわがな

いという現象はこれまで良いとされてきたが，高齢者でた

るみのある場合には皮腐の動きに治っていないといえるた

め，関館運動時の皮!替の動きの扮げを示している。これら

の機械的刺激が絞殺されると疫腐損騒が起こり，粘若材等

の刺激物質が皮腐に透過し皮!誇炎を起こすと考えられるc

また，テープ部にしわがない現象の理由には，伸縮力のな

いテープの選択とテープ自体を伸展させる貼付方法が考え

られる。以上よ札 高齢者の皮腐可動域を考癒した貼付，

テープ自体を伶麗しない姑付法，伸縮性のあるテープの選

択というケアの実施が皮腐炎予坊には必要と示唆された。

63)鶴下欝審患者の安全の確探

一増結期日の濃震と適正な限引圧との関連性一

成子木和寛(独立行政法入国立病j詫機構菊池病i淀)
飯盛光菜(九州大学病院)

{目的i
R田頭期iこ磯下i濠害がある患者の誤践を予拐するために増粘

弗jを使用する場合がある。患者が膜下際寄食を誤模した捺

に安会を確保できる吸引圧の指捺並びにIfも明らかではな

い。本研究では増粘郊の濃度と吸引圧との関連性を謁支をす

る。

{研究方法1
150ccの低指脆乳に 5・10・15ccの増粘予報ハイトロミール

(株式会社フードケア)を添加，援詳し 10分絡に 2側孔

先端関口式 14Fr吸引カテーテルのカテーテル全孔を

静止させ吸引した。 5kPa(37.5棚 Hg)毎に圧をよげ，

吸引のスピードが下がらずスムーズに吸引できた圧を記録

した。

[給条]
ハ千トロミールを 5cc添加した場合，ボタージ、ユ状の綬さ

で安定し 5kPa(37.5mm Hg)でスムーズに吸引できた。

lOccと15ccを添加した場合は徐々に硬くなり，それぞれ

ヨーグルト状， ジャム状の硬さになった。スムーズに吸引

するためには 20-40kPa050-300醐 Hg)Ql、上の夜が必

要であった(額九

{考察}

本調ままではヨーグルト状やジャム状の液体をスムーズに吸

引するためには 20-40kPa050-300mm H g )以上の吸引

臣が必要であった。成人の気道内の安全な吸引庄は

1O.7-16kPa (80-120mm Hg)であるけ11西. 2002) c した

がって，ヨーグルト状やジャム状の駿下賎害者金を誤騰し

た場合，安全に吸引できない場合もあることが示唆された令

本研究は基礎的研究であるため，実i祭の吸引状況に適用す

ることは殺しい。今後，吸引方法や吸引物の粘凌などの吸

引状況に合わせた条件下で調資する必要がある

{結語i
t議粘言語を添加しヨーグルト状やジャム状にした主主体をス

ムーズに吸引するためには，適切とされている成人の吸引

庄 (80-120服廷g)J立、上の圧が必要であり，気道粘膜の損

傷や無気腕などの危換性が示唆された。

50 

40 t----------------

~ 30r 
(kPa) 20一一一一一--...-ー…------

O 
10 20 30 40 50 60 (分)

1--5cc --lIト10cc -，Ir 15cc I 

問 機粘弗jの濃度と吸引可能庄の経時的変化
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64)気嘗内政引を効果的に行うための基礎的研究

ーカデーテル子しの可動性に関する実験的検討

大久保祐子(自治法科大学看護学部)

小長谷召絵(東京女子産科大学看護学部)

{罰的}

分泌物の気道内貯留により閉塞状態とならないよう管理す

ることは生命弱体?に欠かせない。一般的に気管内吸引は気

管内吸引カテーテル(以下カテーテル)を用いて，気道粘

膜の損傷"Jj止と，気道内賂聞に付着した分泌物除去のため，

カテーテルは関転させながら絵圧をかけるとよいといわれ

ている。しかし銭予を使ってカテーテルを留すように動

かしたり，滅菌手袋をはめた手で指を擦りあわせ回転をか

けることはできるが，カテーテルを 360。防車えさせること

は器難であるむそこで，気管内吸引を最も必要とする気道

切開をモデルとして，カテーテルを回転させる方法により，

カテーテル孔の回転と可動性を実験的に検証する。

[研究方法]

成人男性の気管の;長さ・太さに基づいた吸引モデルの気管

切問状態のモデルに気管カニュレ内径 7.5mmを装殺し仰臥

る。カテーテルは，テルモの気管内挿管用カテーテ

ル(二千し式先端関口)の 12Fr.(外周 12.5mm)を使用。 5人

の被験者の以下の手技を計iJ!1Jする。(1)実験 1:扱指と示

t誌でカテーテルを保持し，カテーテルを無理なく指で閉し

て動かせる範留の外閣を測定する。 (2)実験2:吸引モデ

ルの気管カニュレに対し. 1f\1~・カニュレドド，心部;ヵ、ら 15cm ま

でカテーテルを挿入する。 a)長官子・でカテ…テルをとカニュ

レi二iで医iす方法. b)実験 lの無理のない範閉で=拐を擦り

あわせカテーテルを@]す方法.c)カテーテルを一方向に関

紙させる方法の 3種類で¥カテーテル孔の百T1fijrt生を鰯像解

析するc また，動かし易さについて感想を聴取する。

{給糸}
(1)無理なく鵠せる外周は. 5.3~ 15.4mmで¥平均 8.3mmだ、っ
た。 (2)a)カテーテルを鎌子でIITIす方法は，カテーテルが

上下動するのみで，回転しなかった。 b)無理のない範簡

で指とカテーテルを擦りあわせる方法では，指を擦りあわ

せた外局の長さに対応した国転運動が親祭された。 c) カ

テーテルを一方向に掴転させる方法は，会胞にわたって間

転運動が観察された。 a)とb)はやり易さは問題ないとす

る問答が得られたが.c)は揚指，示指だけでは動かせない，

チューブがつながっていると図しにくいなどの回答を得

た。

{考察}

カテーテルを鏡子で把持しカニュレ口で回す方法は，カ

テーテルを上下運動させるだけで鵠転の効果は期待できな

い。一方，カテーテルを;射器・示指ですりあわせる方法は，

無理なく動かす範囲でも 180度前後の回転が得られ，一方

向に出:転させる時のような取り扱いの開票!liさもなく推奨で

きる。今回は分泌物のない控での可動性測定なので，実際

に分泌物が存在する特に向じような可動性を持つとはいえ

ない。今後さらに基礎研究を重ね，動かし易く効果のある

カテーテルの操作手技を開発したい。

65)安全な経露胃チューブ「挿入技術5
一形態機能学的知克，毒護師の経験，看護技術のテキ

ストかうの槙討一

藤本?託子，大島千佳，夜間広美

(石川県立看護大学基礎看護学講座)

木家ゆかり(佐賀大学大学院涯学系研究科)

[EI的}
本研究の目的は，経券経管栄養i去において，胃チューブが

n毘頭を通過して確実に食道へ入る方法を見出すことであ
る。今回は特に，患者に fつばを飲み込んでLくださいjと

声かけると，甲状軟骨が一旦上がりそして下がるが，この

持どちらのタイミングでチューブを進入させるのがよいか

という点に注目した。形態機能学的見地から検討しまた

臨床ではどのように行われているかをアンケートによって

競べ，さらにテキストではどのように記載されているかを

調べた。

{研究方法}
1. 形態機能学的知見

「喉頭蓋が伊iれ気管の入り口をさ善いだ持jにチューブを押

し進めれば，チューブは食道に入る。実際に，食道透説下

で，膜下障害のない成人女性 (1名)にチューブを挿入し

得られた間像より以下の点を調べた。

1)喉頭蓋が気管の入り日を察ぐ時は，甲状ljiJヤ詩が上がっ

た時か，下がった持かを誠べた。

2)甲状軟骨が上がった時と下がった持の両方の場合で，

チューブを挿入しチューブと食道，気管，喉頭蓋の関係

を誠べたc

て，無記名質関紙調査を実

施した。チューブを1I1~頭部から食道に進入させるタイミン
グについて.甲状軟骨が「上がるi時Jr下がる時Jr意識下

になLづけミ経験Jの4項目から 1つを選択してもらった。

3. 看護技術のテキスト

看護技術のテキスト 1611昔を対象に，間チューブを11国頭部

から食道に進入させるタイミングについての記載を調べ

た。

<倫潔的自己慮>

上記研究方法1. 2. の場合において.研究の主旨を説明

し間意の得られた対象者について調査した。この際，研究

協力を中止しでも不利主主を被らないことを説明したc

{結果1
1.食道透視:甲状軟骨が上がる時にチューブを進入させ

る方法が， より安全な方法であると考えられたc

2.アンケート:甲状軟骨が f上がる時jが22.3%.r下が

る11引が67%.r意識下にないjが 10.7%であった。

3. 看護技術のテ今スト:r合わせてさせながらJr上がっ

たときJr下がったときjの4つをキーワードに分類したc

r(i熊下運動に)合わせてjが 10紛.r (1壁主主または管を飲み

込むように)させながらjが3ffir.r (甲状軟骨が)下がった

n寺lこjが 1情であり.r上がった持にjと記述されているテ

キストはなかった。また明確に挿入のタイミングについて

述べられていないものが2間・あった。

{考察]

チューブが確実に食道へ入る方法として甲状軟骨が f上が

る持jにチューブを進入させる方法が推奨されるつしかし

テキストには明絡な記殺はなく，臨床の坊でも甲状軟骨が

下がる時にチューブ下下入を行っている看護締が多いことが

分かった。
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66)大学における設術教育のあり方を考える

-1看護大学第 1器卒業生への意識調査を遇して

主主回沙矢香(名古箆市立大学病院)

f左々木栄子(帝京大学!R療技術学部者護学科)

nヨ的}
看護大学卒業生の看護技術習得状況について明らかにし

大学における技術教育のあり方を考えるさ

[研究方法}

研究対象:1看護大学第 1間卒業生でI県内に就職した 30
名c 調査方法:自作した自記式質関紙c 質問項毘:(文献を

基に抽出した看護技術24項目に関して， 1学生時代にそ

の技術を学んだ、かどうか(以後学びの有無)， 2その技術を

学んだ教育方法(議義.演習，実習)に関し有効な学びだっ

たと思うか(以後有効な学び)について 2件法で質問。調

査期間:平成 16年7月27B~8 月 13 日。

{結果}

対象者30名中関答者は 18名で (6肝心王子均年齢は 23
学びの有無について f学んだjと答えた対象者が75%以上

の看護技術は以下の 15項日であった。 1務内内注射， 2 
無菌操作， 3ストレッチャー移送 4i完践 5皮下注射，

G経管栄養法(経鼻腎チューブの挿入)， 7経管栄養法(流

動食の投入)， 81務統留寵カテーテル法〈カテーテル挿入)，

9導法， 10関節可動域訓練， 11検体の持取と取り扱い方，

12酸素ボンベの操作， 13輪、法ライン等が入っている患者

の寝衣交換， 14静抵内注射， 15気管内吸引。有効な学び、に

ついて 75%以上が f有効であったよと答え

習で行った次の 7項認あったむ u箪尿， 2s多脱緊i詮カテー

テルのfrII入， 3ストレッチャー移送， 4総液ライン等が入っ

ている患者の寝衣交換.ち気管内吸引， 6体{立ドレナージ，

ア経管栄養法(流動食の注入)。対象者が実習を f有効な学

びっと答えた技術は各技術とも 1~0 名と少数であっ

{考察]

有効な学びについては，演習が f有効であったjと答えた

対象者の割合は碗らかに講義，実習よりも多く，かっその

100%が「学んだjと認識していた看護技術6項毘はすべて

淡習という教育方法を通して学んだ技術であった。 以前か

ら確認されていることであるが，ヌド調ヨをからも演習は有効

な技術教育方法であることが様認されたc 一方，実習をf有
効な学びjと答えた対象者は少なかったc この潔白として

において看護技術を「体験できなかったjと f体験し

たが有効に感じられなかったjの2点が考えられるが，白

山記載で fいろいろな体験がしたかったjとあったこと.

授襲性の高い者護技術であることから，無資格者の審議学

生が「体験できなかったjことが理由として推測できた。

ただしコミュニケーション等身体の髭襲を伴わない他の

者護技術については実習を通して学んでいることから，侵

襲牲の強い看護技術に関しては，今後実習の場でどのよう

に体験させていくのか，患者へのインフォームド・コンセ

ントを含め， r実習方法jに調し工夫する必要性が示唆され

た。

67)救命!こ携わった看護揮の看護実銭の内容

-1くJ法!こよる 1剖分析一

片時裕子，八塚美樹(富山大学医学部看護学科)

{践的]

少子高齢化，核家族化に伴い疾病構造は変化・複雑イヒし救

急、監療に対する社会的ニーズは変化している O しかしなが

ら長時間の心締蘇生により救命される患者は，重症の場合

必ずしも多くはない2 そこで今隠は，幸いにも心IDIi停止状

態から部議した患者の救命救急に携わった看護部へのイン

タピュー内容を分析することにより救急、看護の実践構造を

明らかにすることを底的とした。

{研究方法]

長時賠の心腕蘇生により救命し得た心室縮動の患者審議に

携わった看護騨 1名に間意を得てプライパシーの保てる儲

インタビューガイドを用いて半構造的街接法を実施し

たc 逐語録は看護締によって内容の確認を行ったc インタ

ビュー内容は， Kn去により分析したc 倫理的記長室・碗究践

的・方法・研究協力と辞退の自由，プライパシーの保護の

ための対策，研究成巣の報告と公表について説明を行い，

間意を得たむ

{結果および考察}

額接回数は l名2拐で.閣議時間は 73分であっ

と予灘に基づく判断Jr救命を呂指したスタップの強い患

いと意思Jr~擦の取れた救急、体制j を基盤に「刻々と変fと
する患者の観察とアセスメント r適切な援助のできる

境の調整Jrチーム援療の議整と迷識を支える知識と技術j

に寄り添うケアJr状況に応じた患者家族へのケアj

fスタップの心構えJr自立した看護の実践jの 10の島に留

解イとされたc r夜観と予ifilJに基づく判断jでは，者議締が長n
時の窓思決定を行う，窓思決定に基づく審議実賎を行う.

不iJ誌の事態へすばやい対応を行うことが諮られ， r救命を

自指したスタッフの強い患いと意思jでは，看護締が救命

の強い窓患を持つ，スタップの意思統一を仔う，助けたい

という強い患いと感動を感じた，救命した持の感動体験を

共有したことが語られ自立した審議の実践jでは，

がなくてもわかりあえる，無言で進む看護実銭の特がある，

お互いの信頼関係が深かった， 臼頃のチームワークと

年数が大切だのような結来になった。 f救命を目指したス

タップの強い忠、い意思jを 中 心 に 観 と 予i!t1Jに基づく判

断Jr自立した看護の実賎jの援先授が言語く，基盤となる 3
つが関係強くそれらと「チーム援療の欝整と連携を支える

知識と技術Jr刻々と変化する患者の観祭とアセスメントj

仁患者に寄り添うケアjに相互作用があった。これから

護実践は実段能力の体得度だけではなくスタップの統一さ

れた救命への強い意思が救急看護の震に影響すると考え

るc また救命への強い患い，連携の取れた救急、体制，熟練

した技術の習得による看護実践が救命との関係に時開的な

変化を伴うと考える。
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68) e-ラーニング教材そ培いた在宅看護演習の学習効果

中村絡美子，真鶴由貿恵. ;jネ 閤子.水野智実

(大i夜府立大学看護学部)

{尽忠告i
i哀療の高度化，患者のニーズの多様化に伴い，看護教育に

おいては，高度な看護実践能力を備えた人材育成が求めら

れているC 本学で開発した e-ラーニング教材(以下，教材)

を用いた波宮の学習効果を明らかにする O

{研究方法}

学部2年生 136人を対象に開発した教材そfflいてi実習を実

施した。教材は学習モード lでは事例学習として自己紹介

(架空事例).訪問場面のナレーション，イラストおよび事

例の分析ボイントが示されている O 学習モード 2では関連

する知識カードが組み込まれている。

演習は逓 2コマを 3遊で構成し看護計闘の立案，家庭訪

偶のロールプレイを行う o 1週日に教材を用い，講義 (45
分).教材のナレーションをj笥き.事例把握とグループワー

ク (45分).事例jのアセスメントと看護計磁の立案 (90分)

であった。グループにパソコンを 1台配置し自由に教材を

利浴できるようにしたc

1 :I.連日の淡習終了後に学生に対して誠査内容を説明し了承

を符℃燕記名の自記式鍔交禁を用いた欝査を行った。項

日ごとに f全く当てはまらないJ1点から「とてもよく当て

はまるJ5点の S段階尺授で閥答を求めた。自由詔答は

コード化し.カテゴリーを抽出し

{結来}

対象の学生 102人に調査察を配布し 52人より回答を待た

([[l!J!又ヰ;C51%)。質問項自の得点の王子均点は.r 
展開jの授業の形式はよいかJについては 4.17(SDO.55) 

点.r対象把握の兵体的なイメージができたかjについては

4.40 (SDO.57)点.r分析ポイントはアセスメントに役に立

っかょについては 4.29(SDO.54)点.r知識カードは役に立

っかjについては 4.38(SDO.61)点であった。

自由記載に示された学生の反誌は，事例教材については，

{イメージしやすい][事例の特殻が把握できる][画像，

戸があるとわかりやすい][察側の様子，気持ちが理解でき

た][戸を開いで情報を集めることは実習に役立つ]が抽出

された。知識カードについては. [便利で、役に立つ1[すぐ

に調べられるので GWが進む}が抽出された。 淡習全般に

ついては. [アセスメントの要点がつかめ. GWしやすいi
[メンバーで統一した情報把握ができる1[事例の情報を磯

認しながら進められる}が抽出されたc

{考察]

学生の評価では，対象把擦と知識カードが高い評価を待た

が，事例教材を文字情報だけでなくイラストと音声で看護

側と療養者，家族の会話を開くことにより得られる情報が

多く，この教材は実践経験のない学生に対してよ主体的なイ

メージを持たせることに有効であると考えられる。また.

学生の対象把握において療養者や家族の気持ち，意向を

蕗することができ. 2週百以降の演習課題で事fJtl状況を反

映した計聞と実践ができていたことから，演習の学官成果

を高めることができると考えられるO

69)著護学生!こ OSCEを実施するととの意義

-4年次の学生のアンケート讃査かう

IlJi毎子保子.浅JlI和美，小室佳文，秋野恵理，堀内ふき

(茨城県立腹療大学保健毘療学部看護学科)

{目的]

看護学科において罷修する全臨J1l!.実習を終了した 4年生に

対し肴護学科会教員の参加による.客観的部床能力試験

(Objective Structured Clinical Examination .以下 OSCE)

を実施した。学生の反応をもとに看護の実賎能力修得に

対する OSCEの効果を評価した。

{研究方法1
OSCE終了後の学生日名に対して，無記名，記述式アン

ケートの鵠査を行った。調査内容は，区福地実習における

OSCE実施項目の経験の有無，自己の技術力に対する自

等であった。

{倫理的配車}

言問資前に，アンケートの協力は任意で、あること，アンケー

ト結来の分析は個人を特定しないこと等を書面で説明し

アンケートの回答にて同意を得たものとした。

[結果i
OSCE実施にあたり f技術修得に効果的であったことjは.

「自己学習Jr学生間での相互学習や練習jが90%前後で

あった。 rOSCEn寺の教員からのフィードパックJが役だ、っ
たと答えた学生は 76.5%であった rOSCEを行うことは

今後の臨地での実践に役立つと思うかjの質問に対しては.

86.3%の学生が「役立つjと替え.その理由として.r臨床

で出会う場泌を適切に符現しているため，今自分にどの技

術が身についているか確認ができるJr繰り返し練晋した

ことは多少なりとも身についているので，今後実裁におい

て有用であるjなど，役に立っと記述していたc また，

OSCE場顕において技能を発揮できましたか」の質問に対

し 31.4%が f発揮できたJ.39.2%が f発揮できなかったj

と閤答した。その理由として，前者では. 25%が f緊張し

たが練習したことを思い出した」と記述し後者では 70%

が「緊張したためできなかったJと記述していたc

{考察}

実践能力修得に自己学習や練習が効果的であったと多くの

学生が述べていた令 OSCEのために練翠環境を整えている

が. 日常的に練習環境を整えることも検討する必要がある

と思われた。また， OSCE は卒業前の技術の再確認に有効

であり，学生関でも臨床実智で学んで、きた技術を含め様々

な知識を共有できる機会になったと考えるc さらに，今後

の臨床に向けて多くの学生が「役立つjと評価しており，

OSCEを行うことは学生の突銭能力修得に役立つことがわ

かり，今後も継続してゆく必要があると思われたc ただし

OSCEにおける技能発揮の自己評価については否定的に評

{価する学生もいる。多くの学生が f緊張したことjを理由

にあげているが，今回「どのような緊張」だ、ったのか確認

していない。「緊議Jの内容を検許し OSCEの実践方法に

ついて検討する必要があると恩われた。

[まとめ]

OSCEは実践能力をレベルアップさせる良い機会であり，

今後も継続してゆく必要がある O
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ア0)教育ニ…ドアセスメントツールー保鑓時用ーの開発

三浦弘恵(群馬県立県民健康科学大学)

舟島なをみ(千葉大学)

[研究の背景}

現在. 1呆縫医療を取り巻く環境はめまぐるしく変化してお

札審議継続教育の重要教は高まる一方である。このよう

な状況に対し教育ニード・学習ニードを反映した教育プ

ログラムを系統的に立案するためのシステムが開発されつ

つある。しかし保健部の教育ニードを診断するための尺

度は開発されていない。

{研究話的1
1呆縫自認の教育ニードを診断するための尺疫を作成しその

信頼性・妥当性を検証するc

{研究方法i
1.先行研究1)の成楽である保健締としての望ましい状

態8側磁を下位尺授として 64質問項目を作成し尺夜北

(4段階リカート型)した。望ましい状態とは. [1む議関・

他職種と速読をi怒りながら地域特牲に感じた係強活動を展

関するJ[対象者・家族の;意志を尊重し自律的な問題解決を

継続的に支援する)[信念に恭づき.El標達成に向け部造的

な活動を継続する)[専門的技能を発揮し迅速・的確に開

題に対処する)(成熟授の高い社会性を発擬し他者との円

満な関係性を築き保持する〕など8側顕である。尺授の内

容的妥当性{え専門家会議とパイロットスタディにより確

保した。 2.l.の尺度を用い平成 18年2丹に全国の市町

村， 1呆i建所.i菜健センターに就業する保縫締 57l名を対象

に郵送j去による弦間紙調交を行った。 3，記述統計千鼠 α 

係数，相関係数.関子負荷量に基づく項自分析・選定を行

い，得議成した尺度の告頼性ー妥当性を検討した。倫潔的

.無記名. 1底部投函による質問紙自~又を過し対象者

の匿名牲と伝窓の参加を保証した。

[結果及び考察]

質問紙毘収数は 385(関)1又率 67.4%に有効回答は 353で、あっ

たc 対象者は平均 38，5議 (SD9.6).臨床経験は平均 14.6

(SD9却であった。項自分析・選定 :2国子に 0.4以上の負

を示す 2項詩，トT相関において相関係数0.5以下の

3項目及び0.7以上の 13壊乱襟成概念妥当性を脅かす可

能性のある 6項自の計 24~資自を削除した。以上の手続き

を経て， 40項詞から成る教育ニードアセスメントツールー

保健繭朋ーを作成したc 尺授の信頼性・妥当教:総得点は

平均 100.7点 (SDl9.4)であった令また，正規性の検定は，

総得点が正規分布であることを示した (z 0.819. p = 
0.513) 0 尺度全体の α係数は 0.956.各下{立尺疫の α係数

は0.817から 0.904の範館にあり，尺授が内的整合性を確

保していることを示した。国子分析の結泉l之各下位尺度

を構成する 5項目は間一調子に最も高い留子負荷量を示

し尺度が構成概念妥当殺を確保していることを示した。

また，第8調子までの累顎寄与率は 60.7%であっ

1)村上みち子他:保健師のロールモデル行動，日

教育学会第訪問学術集会講演集. 77. 2006. 

71)零護教員が f学びjとして意昧付与する看護教員養成

講習会の経験

山田千春(神戸市看護大学大学院博士前期諜寝)

[El的]

看護教員養成講沼会(以下，講習会)を受講した審議教員

の事f7IJから議智会の学習経験を暁らかにする

{研究方法}

(諜査方法]講習会を受講した経験のある看護教員 1名に

対し 2006年6月に半構造化面接法を用いた磁接を 2国

(65分144分)実施した。[質照内容 1)講習会を受講した

動機 2)講習会での学び 3) 2)に関連した経験〔分析方

1)逐語録から語りの意味を解釈したc 2) r議智会の学

びJiこ関する語りを抜き出し整理した。 3H講習会の学びj

と経験の関係を示した。 4)指導教員によるスーパービジョ

ンを随待受けた。〔倫理的記長室]研究協力者に対し自己決

定の権利，不利主主を受けない権利，プライパシー・援名性・

機管性確保の緩孝IJ，本研究に関する情報を知る権利を保障

したち

{結果i
A さんは，短大の教職課程を修了後に者護締の選に進み，

7年郊の総床経験を経て表護専.門学校へ異動していた。教

員3年自の時に講習会に参加し現在8年自の教員であるo

Aさんは畿管会の学びとして，自らの「教育jの理解が“苅

違いではなかった"と，湾総認する経験をあげた。それは，

かつてAさんが，教職課殺で学んだ「人を尊重するJこと

た「教育jをそれ以降も自分の教育の土台に

していたという背景が関係していた。 Aさんが語る f
脊jの理解の再確認jとは.過去の記縫の想起による

の再現という単純なものではなく.講習会前の経験に遡り

意味を生成するものだもったc

講習会前Aさんは，勤務した学校で行われていた教育が自

分の理解する「人を尊愛した教育jとは f違う jと感じたc

そこでAさんは，同僚の行う教育を理解しようと譲歩を試

みる。しかし f違う jという思いは出えなかった。ぞれど

ころか，そこで行われている f教育jが当たり前とし

け継がれている殿場風土のやでは，自分の指く教育に対す

る違和感は理解されず，次第にAさんは混乱していっ

このような経験をしたAさんにとって，講習会で開く

の教育実銭の紹介や議締から学生として尊重される

は.教育の現実と理論とをつなげ，自らの f教育jの理解

をより深める機会として意味づけられていった。 人さんに

とっての議習会の学びとは，自らが信念においていた「教

をより確かなものとして認識する経験であると同時に

議官会前の「教育jを模索し続けた経験に区切りをつけ，

自分自身を肯定していく絞験だ、ったと言えるだろう。

{考察}

講習会の「学びjとは，授業案の様な教育方法の>g{詩btこ止

まらず，それ.l2J、前の経験を巻き込み，関連づけながら「学

びjとしてその人のゆに意味づけられていくものであるs

それは，講習会を受講した倍々人が積援的に自分の経験に

立ち戻仏作用していくことで「学びjとして現われてく

るものだと言えるc
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ア2)署護遇翠の展開におけるピアレピュ…演欝の効果

真鵠rn:畏恵，細田泰子， 和美，前JlI泰子

(大阪府立大学審議学部)

[lヨ的}
本研究では，事例を用いた審議過程の展開を学習するため

に，グループワーク演習とピアレビュー演習の南方を取り

入れた授業を実施し問者の比較からピアレビュー淡習の

効来を検討することを目的としている。

{研究の方法]

学部2年生 116名を対象に看護過積演習を実施した。 演習

では，基本的ニーズのアセスメント，対象者の全体像の作

成，看護計聞の立案を行なう o 2クラスに分けグループ

ワークとピアレビュー(各4園)の双方を経験させた。各

演習前後に達成すべき 22項目について.rできなかったJl

点から fできたj5点の S段階で自己評価をさせた。統計

ソフト (SPSS)でt検定し有意差を求めたむピアレビュー

は. 1名の学生に 2名のレビューワとし各項目評価とレ

ビュー用紙を作成させるO そのレビューに恭づき，レ

ビューワへの評価およびコメント用紙を作成させる。これ

を21m繰り返す。レビューをする際の相手への文章表現の

どを最初にオリエンテーションした。倫理的な配塔

として，授業終了後に設業方法に関する無記名の自記式

アンケ…ト調査を実施した。 t受*を担当しない研究代表者

が学生に研究の話的を説明し学生の自己評価用紙を成績

とは無関係にデータとしてJIjいることの諾否を機認した。

承諾が得られた 107 名 (9 1.4%) の学生の I~I 己評姉得点を

分訴の対象とした。

{結果および考察}

グループワークもピアレビューも i寅習後の得点は/1守定~ (P 

< 0.001)に上昇していた。各淡習後の評価については，最

初の事例では，全体像の作成に関する 1項目 f社会的側面

が関連部の中に示されているかjのみ，グループワークの

ほうが有意伊<0.05)に高かった。次の事部においては，

逆にどアレビューの方が有意に高い項目が7項自あり，基

本的ニーズのアセスメントの「常在条件に関する分類・分

析j. r病理的状態に罰する分類・分析j. 子11号報の意味につ

いて知識理論の活用と解釈j. r患者の状態として考えられ

る意味の明確化j(各 P< 0.01)，仁患者の状態を構成して

いる陸子の分析j(P < 0.05)，看護計閣の立案 f達成可能

な目標の立案J(P < 0.01)， ['個別的な言，.闘の立案J(P < 
0.05)であった。

授業方法に関するアンケート調資結果では. 7割のものが

両方経験したいと問答していた。 淡習の)11夏序は.グループ

ワーク後ピアレどューの方が良いと問答したものが65.8%
であった。以上のことから.ピアレビューは看護過程を学

習させる方法としてグループワークと同様に効果がある

が，その}順序は，まずグループワークでブレーンストーミ

ングをさせ舎次にピアレビューをさせる方法が良い。さら

に，看護計画の立案よりも情報を整理する対象者のアセス

メントに関する事項をピアレビューさせるほうが良いので

はないかと考えるc
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83会場 20群

ア3)造血幹細胞移櫨そ受けた子どもをもっ母親の療養体

験を意味づけるプ司セス

回遊美イ左子(高崎健康福祉大学看護学部署護学科)

神田清子(群馬大学陸学部保健学科)

[EJ的]
造血幹錨胞移様を受け，長期生存を続ける子どもをもっ母

殺が療養体験を意味づけるプロセスを明らかにし母親へ

の審議支援を検討する。

{研究方法;

対象者は，小克がんで造血幹織胞移様を受け.千写発がなく

3年tJ、上経過した子どもをもっ母親8名。研究施設の箆師

および看護蹄をとおして，研究の説明を受けることに承諾

した母親に対し研究者が研究の主旨，撤閤の自由などを

口頭と文書で説明し同意を得た令研究絡設の倫理委員会

の承認を受け，プライパシ一等に寵議して実施した。半欝

造的弱接法にてデータを収集し修正競グラウンデッド・

セオリー・アプローチにより分析を仔った。

{結果}

母親が療養体験を意味づけるプロセスはt iI病気の子jの

母親として潤い抜いた体験jの後，打病気の子jの母親か

らの脱却体験jに移行しそれらの体験を f意味づけの強

化・抑制体験jが支えることで療養体験への肯定j惑が高ま

り，意味づけを行うプロセスであったc 訂病気の子jの母

殺として鹿い抜いた体験jでは，移植への務藤を経て命が

けの治療を決意していたc しかし移植への過大な期待や

決定を霞蹄に委ねたりした母親は，長期にわたり子どもに

移摘を受けさせたことを後悔する語りがあった。

子jの母親からの!脱却体験jでは， [子どもを養育すること

への戸惑い]と， [r普通の子jに渓った実感}との問を行

きつ渓りつ循環しながら，次第に子どもの成長と健康問復

により [r普通の子jに戻った実感]が拡大し{今，子ど

もが生きていることの幸福j討を得ていた。 5意味づけの

強化・抑総体験jの自らの積極的な対処行動や頑張る子ど

もの姿，支えてくれる人々のやさしさが，療養生活の適応

を促し[子どもを養育することへの戸惑い]を軽減iさせて

いたG

{考察}

わが子を失うかもしれない現実に直面した母親が，今

選の子jとして主主きるわが子を確認した特に療養体験を

意味づけていることが示された。また，移椴治療に対する

選択の迷いが少なかった母毅は，長期間にわたり移績を受

けたことへの;満足疫が法下することが考えられた。移績に

関する89篠な情報提供を行い;意思決定を支え，移植後は，

意味づけを助ける面接の導入や継続したソーシャルサポー

トの篠保など長期的支援体制を整えることが示唆された。

74)乳幼克の成長発達における路設での看護聴者の協犠

二宮球美(九州、i看護福祉大学看護福祉学部)

{自的]

保育所における乳・幼克の看護福祉的資怪は 2006年幼保

一貫教育が政策に掲げられ，ますます拡大されてきたc し

かし保脊所における者護職者の充足率は，人県 :21.4%，木

村毒事の I県 19，7%でまだ低水準である。木村等が述べてい

るように，小児看護未経験者， 0歳見の担当であることは

A!患でもかわらず，少子fι 育児力の{段下，男女共持参瀕

などの社会的背景からも，乳・幼児期の成長発達における

看護福社的責任は大きい。看護駿との協働の必要性を考察

する G

{研究方法}

事部介入研究

{倫理的詑掻]

対象克の保護者および探宥土へ，プライパシーの探護を説

明し研究への博報提供の承認を得たG

おき采}
A: 7議2ヶ月女克第三子，乳鬼期よりの入額。ち議児の冬

より手指の冷j惑と終痛を訴え，保育土は手指色の変化に気

づき保護者に報告。 3-4翻と症状が見られるため，

00へ受診を勧め，受診。症状が痘説できないことで，

と冷やさないように気を詑ることを指導された。その

後受診せず。翌年 6歳2ヶ月 e 問時期予指の痛みでj良を見

せ，手指にチアノーゼ・冷惑あり，足指も較!支チアノーゼ

が見られたc 何震となく詔こるチアノーゼ，寒冷によって

Aの戸外活動が中止された。 Aの遊びの中額.痛みに対す

る人の恐姉，小学校への進級時に Aへの不利益があるの

ではないかと，保管士が審議職者へ稲談をした Aの問題

は.手指・足指の寒冷時の痛み・チアノーゼであり，その

対処法の指導を保育土と Aへ，保育土へはさらに Aの恐

怖への介入を主として対!みするようコンサルテーションし

た。看護験者は自己免疫疾患を疑うが.Aの痛みとその恐

怖を緩和することを践的として.保護者と保脊τ1:，

者で協力していき，定期的な詳舗を行なった。また尋問援

への受診の援助を行い，今後もi笈締との連携が必要である

ことを説明。その結果定期的な経過観察が行なわれたG

{考察}

小林は，乳幼児の成長発達の中でも社会性の発達には.児

1lllJだけでなく，保護者との関係性の発逮がベースにあると

述べている。事例jは. i呆育士の判断，保護者の行動は，

;明から Aの症状に向いていた。 Aと保護者の思いのずれ

が看護職者の介入で明らかにされ，入の不安は緩和した。

保護者の疾患への危慎は，専門誌への連携により，早期よ

り疾患を見据えて成長発達評価を行なっていくことで緩和

されると考える。乳・幼鬼の成長発達において関係性の発

達・疾患的・成長発達の読点からコンテクストの中で児・

児の保護者を判断するむという審議職者の連携が捷設に必

要とされる 3 乳・幼児を集団でケアしていく保育士にとっ

て.実践の中で fなぜjという保育専門職の疑照があるが

それをどのように判断し実践していくか。その際，ケア

の実銭的問題解決においてコンサルタントとしての看護職

者のかかわりも必要とされている
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フ5)重症心身障害児の署護問題の特徴

~看護診翫iこ焦点をあてて~

矢知 仁，謎原さとえ，谷橋千鶴子，高原巽佐江

(独立行政法入国立病院機構福井病i淀)
上野栄一(福井大学匿学部看護学科)

{自的i
Y 病臨 X 病棟(以下，病棟)では看護記録マニュアルの ~I:I

で，看護診断を使用するようになっているが.病棟におい

ては療養生活の場であり日常生活の援助がほとんどで¥港

在的問題を掘り下げて抽出している現状があるc 看護診断

ラベルを用いた表現では適切に使用されているかについて

は明らかにされていない。本研究では看護診断についての

理j鉾}交を明らかにすることを呂的とした。

{研究方法}

1.対象者・護職員 59名で¥有効詔答 55名分を分析対象c 2. 

:年齢・性別・経験年数.看護診断の使用期間・

者設問題の表記方法・看護診断使用状況・勉強方法・勉強

期間・看護診断理解の自己評価・看護診断に対するイメー

ジ， 自由記載等のアンケートを実施。 3.分析:看護問題を

すべて拙出a 名義尺度・ }II夏序尺度を使潟して百分率と乎均

値を出した。 4.fi命渡的配患:対象者に調査の趣旨を説明。

又. u廷名牲と南報の保護については文章で説明し了承を持

たれ

{結来}

1.看護rmJ還を表記する上で，現在使用しているもの(複

数回答ド ol表記していない 2%. (2) NANDA 
名 35%. (3) カルベニ…トの看護診断名 6%. (4) カルペ

ニートの共同i問題 6%. ゴードンの看護診断名 8%.(6) 

鵡l淀・病棟独自で開発した肴護診断名/看護問題 17%.(7) 

看護締独自が命名した者護診断名/看護問題 9%. (8)そ

の他 1%未回答 16%であった。 2. 者護診断の勉強方法

(複数限答): (I)講義 15%. (2)セミナ-7%. (3)教育講

演 8%.(4)書籍や雑誌等の刊行物 32%.(5)病院病棟の勉

強会 26%. (6)その他 4%. (7)未回答 8%0 3. 看護診断

の勉強の程度:(1)月に 1度以上 3%(2) 2~3ヶ月に 1 度

程度 6%. (3)年に l度程度 26%.(4)ほとんど勉強してい

ない 43%. (5)その他 6%. (6)米回答 16%であった。 4.

看護診断の決定方法:(1)受け持ち看護側が個人で判断す

る09&. (2)受け持ち看護締が可能性のある看護診断名を

提示した後チームで話し合って決定する 2%. (3)チーム

し合って決める 10%. (4)看護診断を使用していない

49%. (5)その他 26%. (6)未回答 13%であった。自由記

載では (20名の関答，複数回答).r当てはまらない看護問

題があるJI重心では生活の場とすることが多く.無線に看

護照題を挙げているj等の意見があったc

{考察]

本研究結巣から審議記銭マニュア jしでは看護診断の使用を

れているが，者護診断の継続的な勉強がなされていな

い現状があり，者護診l析が適切に使用できないこと

生活の場となっている病棟にとって現在の看護診i析を当て

はめる難しさがある。!l11'子の者護診断では~てはまらない

ものが多いため.重症心身;波書見については独自の者護診

断マニュアルを作成することが重要で、あると考える。

76)受け持ち看護部によるz搭報収集の離の患者の抵抗感

について

夏日英貴子(中部大学生命健康科学部)

太朗勝正(名吉産大学挺学部保健学科)

{目的}

個人情報保護法が施行され，患者のフ。ライパシーに対する

関心が高まってきている。患者には，自分の情報の提供，

1'IJ般に関して決定できる権利があるが，それをどのように

捉えているかは， まだだ、明らかにされていないQ 本研究はi
幸報長提{供共持の患お占の抵拭感に養自しし，患者自身による情報コ

ントロールの現状とニーズ.及び関連する婆閤を明らかに

することを自的として行ったc

[方法1
2都県 300床以上の協力が得られた 8病院について，質問

紙調査を行った。対象は.18才以上で意識i斉明な入院患者

とし退院後に回答を郵送してもらった(平成 18 年 8~9

月)。主な調査内容は，入院持及び入院中に一般的に看護

蹄が収集するおの演自について.(1)情報提供時の抵抗感

(5件法)と (2)提供する情報の内容の詳綿さ (3件法).及

び (3)堀毛の日本語販 HLCである。本研究は.N大学産

学部倫理委員会の承認を得て十分な倫理的記癒のもとで

行った。

{結果}

695名のうち 204i'l: (男性 112.女性 82)の問答を得た(回

収率 29.7%九平均年齢 59.7土 16.3才。 40%以上の患者

が看護mliからIlflかれなかったjと回答した，趣味.入院

íÌÍI の ì~f潔民宗教，経済的な心配.牲生活についての 5
JJ'[ 討に関しては.分析対象から除いた3 ほとんどの項目に

ついて‘情報詑供時の抵抗感は少なく，また，情報を詳細

に提供したと臨答していた。ただし家族に関わる項目に

ついては. どちらかと言えば抵拭感が大きく.一部の内容

しか提供していないと回答した患者が他の項目より多かっ

たc HLCは，健康一般に関する個人の帰属傾向(健康統制

感)を測定する尺度であるc 今国，この尺度でiJliJ定される

自己帰属の健康統制惑のスコアを高若手と低群に分けて. '1情

報提供時の抵抗感および提供する情報の詳細さとの関連を

調べたc その結果.スコア高群は年齢.連絡先，キーパー

ソン，家族の健康状態の 4項目については抵抗惑がより少

なかったが.提供するi寄報の詳細さについては 2群に有意

差が見られなかったG

{考察]

自分自身の情報提供について，患者の抵抗感はあまり強く

ないこと.および意識的にコントロールしている患者がそ

れ桂多くないことが示された。また.HLCのスコアは.患

者の情報提供の抵抗感や提供する内容についてのコント

ロールの状況を十分には反映していないことが示唆され

なお，今国の調査は.受け持ち看護隔に情報を提供す

るi奈の抵抗感を尋ねているが，受け持ちではない看護師に

対しては情報提供に抵抗を感じる患者がいることを示す先

行研究がある。個人情報の保護に対する患者の意識は次第

に強くなると予想され，今後，自分の情報をどのようにコ

ントロールするかをより感度よく測定できる尺度の開発が

まれるc
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77)特窓機能病院繕神科意性期病穣における長期入院窓

蓄の体験に関する器談調査

楠璃穂(金沢大学医学部隊属病院)

{目的}

特定機能病i誌であるA病続精神科においては，非定製精神

病薬などの導入から統合失調疲の長期入践は改善傾向にあ

るが.その他の疾患で，医療者側からは f退院可能jと思

われる患者の長期入院が増えている。本研究は現象学的方

法論を用いた分析を行ない長期入院患者の体験を王室解ーする

ことを目的とする

[研究方法i
L 誠査期 i誇:王子成 18 年 6 月 ~9 月 2. データ校集方法:

ill臨時に f退i涜に関する患いjについて自由に諮る非構成

的孤接を行い，会ての会話を逐語録にするc 面談に諾して

は，苦手象そのものへアブローチするために日常生活レベ

ルでの独断や思い込み，あるいは偏見などに取り込まれ気

がつかないままに知覚や認識，思考等を行なう白熱的態度

を保官する(カッコ入れ;エボケー)という現象学的遼元

を行なうことに習意する。 3. 分析方法:Colaizziの現象学

的方法論に基づき研究者会員で f長期入院患者の体験jに

ついて記述し分析するc 4.対象:障害者自立支援法に

められた内容に基づき.91日以上の入院期間を越える

を f長期入i詫患者jと定義付けするc 退院が決定した

期入疑患者jで，精神状態が安定し百五設が綴争11状態

を与えないと医締が判新した患者 6名i二回談を施仔し

倫理的記患として，本研究の趣旨について対象者に江頭及

び安出で説明し承諾を得た令本研究は金沢大学医学倫理

委員会に申請し承認を得たc

[結来]

対象者6名のうちうつ病が4名.1名は摂食鰭答.1名は強

迫性降客である C 商談時i渇は 30~80 分であったっ参加者

には入段生活を振り返りながら現象学的方法論での部談を

進め，徐々に長期入誌に到った体験があちのままに語られ

た。 6名に共通した体験は fこの病院でないと嫌だjとい

う<特定機能病院へのこだわり>. ['自分で退院の時期を

決められないjという<閤復の見様めの難しさ>.家族が

分かつてくれないjという <1諮問のサポートへの不全感>.

更に f霞締から退院と言われた持は驚いたjという<自信

のなさ>の妥協が兇られた。その後「今j芸能するのが自然

な流れjという<自分なりの関寵の実感>.['自分よりも病

気が重い人が退院して頑張っているjという<他者との比

較による安心感>へと体験が変化していたむ

{考察i
入院の長期化の務自は.発遼課題や生育竪の問題が潜在し

防御機能やストレス脆弱性による防御的な目的に関与する

と忠われる。入説が長期fとすると患者は~芸能について考

える役割を底的に委ね，入i混生活にJij夏M5することを役割と

したため institutionalismによる退行を引き起こすと考え

られる。 illl誌を決めるまでに体験が変化する経過は，

institutionalismによる退行を起こした長期入院患者の主

体性の回復が，どのように可能になっていったかのプロセ

スであると忠われる。

78)中学生の感構表出iこついて

一学年別のアレキシサイミア横向一

高指i裕美(開立務宇中・持続センタ一回!荷台病院)

森千鶴(筑波大学大学院人間科学総合研究科)

{自的}

アレキシサイミア(以ード:Ax)とは，感情を遥切

表現することの沼難さなどの心身症の性格特殻を提唱した

概念であり様々な疾患との潟連が指摘されているJ)その

ため，感情表出力がある程度備わってきていると考えられ

る年代の Ax傾向を控援することは，健康教育の荘り方・

関1)方の検討においては重要なことであるつ

子どもの感情表出について Lumlevらの報告訴によると，

気持ちを言語イとすることと，家族問の悟動的な関わりが関

連しており，対人関係構築等子どもの社会性の発達に大き

く影響していると考えられるじ c 本研究は，中学生を対象

に Ax傾向について調査を行い，今後の健康教脊の在り

方・潟わり方を考える基礎資料とすることを目的としたむ

[方法]

A 中学校の全校生能 559名を対象に. Ax 傾向について

TAS-20を用いて務査した。 TAS-20は31双子(感情の悶

. l議稽表出部難・外的思考)に分けられるがひ

点が61点以上を Ax.51点以下を non-Ax.その問をボー

ダーラインと判定する C 倫理的記惑として，

校の倫理委員会の承認を得たc 対象者には設耐を用いて訴

究の慈皆・研究方法・対象者の権利等を説明し関答をもっ

て間意とした。尚，予め中学校長に説明を行い承諾を得た。

[結果;

有効閤答は 505名(有効問答率 90.3%)であったc こ

査における G係数は 0.74.学年別 TAS…20の王子均値は. 1 

年生 54.4.2年生 53.9.3 if.生 57.2であり.3年生が最も潟

かった (F= 5.13. p < O.01)c各学年で Axと特定された

生徒の割合は l年生 30.4丸 2年生 26.7九 3年生 36.9%で

あった (X 2 = 10.28. p 0.036)。また各因子の得点から

みた学年加での傾向については，感情のi湾定関難 (F= 

7.28. p < 0.01).感儀表出関難 (F= 8.07. p < 0.01) 
年が上がるにつれ高値となり，外的思考 (F 3.73. p < 
0.05)については学年が上がるにつれ抵値になったc

[考察]

;禄々な社会性を獲得する年代の子どもにとって，感情表出

は葉婆な手段の一つであるc しかしその能力や技術があ

るにもかかわらず感稽表出を苦手とする子どもは多く，

@の結果からも示唆された。 3年生に Ax傾向が強いの

は，受験等による友人や家族との交流不足が影響している

と考えられるc 従って感情表出を促す関わり惑f吉表出の

モデルとなっていくことが重要であり，今後の縫燦教育や

Ax期連の疾患、予i坊につながっていくと考えるc

{文献i
1)小牧完，久保子春:心身長主とアレキシサイミア.持i経

研究の進歩41込): 681-689. 1997 

2) Lumley MA. Stettner 1. Wehmεr F: How are 

al日xithymiaand physical illness link巴d?A r記Vl巴wand 

critigue of pathways. J Psychom Res 41 : 505-518. 1996 
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79)弓ールプレイング演習における教育効果の検討

ノ山隆司(富山際立総合衛生学院)

村上 満(富山大学生命融合科学博士課程)

上野栄一(福井大学医学部看護学科)

JII野雅資(共立女子鐙期大学看護学科)

{目的]

ロールブレイングは模擬的な体験であるが，看護師・患者・

観察者の 3者の役割を経験することで患者一看護自iji関係の

学習に適し自己・他者理解が{足進できる教育訓練技法で

ある。今関，ロールプレイに参加した学生から「ロールプ

レイを体験して学んだことJの記述を求めた。記載文の用

語の特徴と学生の学びを把揮することを目的に量的・質的

な分析を試みた。

じりf究方法]

1.潟資対象 a県内 A看護専門学校の学生，精神看護学

のロールプレイ演習(事鰐 1:胃癌のため 1遊間後，手術予

難治性の腎法務と説明を受けているが癒ではないかと

心記している。 2:統合失調症の幻覚妄想状態で入i淀，入院

治療に対し強い不満があり拒食，拒楽している。 3:右大腿

73悦ψ?で入i克.術後リハビリ開始になるが思うように進ま

ず落ち込んでいる)。に参加し研究開意が得られた

112名。ファシリテーターは担当教員 2名と臨床指導者 3

2.分析方法:データマイニングに基づき記絞文を

Krippendorffの内容分析技法で分析。記載文の屯子テキ

ストイヒ・記録単位(分析位)を単語とした形態素解析の

品詞毎に分解された名詞，動詞のl:I:l現頻度を算出-

Hl現頻度の多い名認を類似性に基づいてグループイヒしそ

の1:1;)1'-をネーミンク¥特語史的な動詞と述動する文i派をコロ

ケーション解析した。分類時，研究者間で、意見が一致する

まで話合い整合性を図った。分析ソフトに茶室主. SPSS 
Ver12.0及び KWICFinderを使用 3. W~査期間:王子成
18年 9月22B ~1O丹 30 日 4. 倫理的記議:学生に書面

と口頭で研究自的，対象者の権利を説明し研究の参加と

悶意を求めたc

{結果}

学生の記載文を形態素解析し出現頻度の多い名詞を類似

牲に基づきグループ化した結果， (対象理解J(共感的能力〕

〔対応技法〕の 3鶴子を抽出した。学生の学びが反映して

いる動詞と連動する文献をコロケーション解析し先行・

後続丈販に注目した結果.学生の学びの特設として今一こ

こでの体験を学生自身の行動・思考・感.，吉から捉えようと

していることが分かった。例えば，今一ここでの関係を焦

点化する必要性や看護邸役がどのような考えで行動したの

か，その根拠を学んで、いた。

{考察]

抽出できた国子をロールプレイにおける学習のキーワード

と捉え，教育内容の項目を精選することが可能となった。

先行・後続文肢の意味内容を検討すると，学生はì~t智で生
じる現象を概念的に理解する必要性と自らの体験を振り返

ることが理論と実践を結びつけるための学習であると捉え

ていた。このことから，演習を通して学ぶことへの動機づ

けになったことが示唆された。また.淡習の教育的効采な

どの根拠が形態素解析・コロケーション解析結果から見出

せた。

80)寵性統合失調症患者の SOC(Sense of Coherence) 

の特徴とその関連要顕

91村百合子.Il!PI奇登志子(広島国際大学看護学部看護学科)

[自的}

入院中の患者とまlT.域で生活している統合失調疾患者に焦点

をあて，統合失調症患者の SOCの特殻を理解し入院生

活やデイケア適所による生活環境の違い，年齢，婚掘の有

無，生活満足度，喫煙などが.SOCにどのように関連する

かを明らかにすることを目的とした。

{研究方法]

対象者は，入眠中の患者 90名，デイケア通所者72名，合

計 162名を対象とした。識変方法は，基本属性，日本版

SOCスケール 13項包健康水準，生活満足度の自記式繁

期紙調査を使用した。分析方法lえ入院群とデイケア群の

SOC平均値の差の検定には t検定. SOCと健康水準の関

連については.Spearmanのjll前立相関を行った。 SOCに関

連する要閣については， SOC総得点及びSOCの下位概念

(把握可能感，処理可能感，有意味感)を従属変数として.

それぞれの従属変数ごとに.年齢.性別，婚姻の有無.家

族形態，相談相手の有無契'煙の有無，生活満足度，健康

水準，環境の相違(患者鮮とデイケア群)を独立変数とし

た重回帰分析を行った。倫理的配躍として.広島国捺大学

看護学部倫理検討会の永諾を得た。施設および対象者には

研究目的・プライパシーの保護等を口頭と文章で説明し同

を得て実施した。

{結果・考察]

統合失調症患者の SOC総得点は他の先行研究の結果に比

べ低fi([であったc また，入院群とデイケア若手の SOC得点

には有志;廷は認められず玄関帰分析においても生活環境

の遠いは SOCの有意な影響妥協ではなかった G 統合失調

疲患者のストレス対処能力は生活環境の違いに影響されな

いと考えられた。統合失調者症患者の SOC総得点に関連

していた婆国は，健康水準，生活満足EE，年齢であった。

把爆可能感においては，健康水準と年齢が，処埋可能にお

いては.健康水準，年齢，生活満足度が，有意味感におい

ては，健康水準と生活満足度が有意な影響婆凶として認め

られた。 以上のことから.SOCを高めるには，健康水準が

関連しており，日常生活動作の自立や拡大，心身部への健

康度等の健康水準を高める援助が必要と考えられる。年齢

は， SOC総得点，把握可能感，処理可能感に影響していた

が.有意味感の影響袈毘ではなかった。有意味感には人生

経験より病気の発症年齢や精神状態などの個別性が影響し

ている可能性がある。生活満足度は.SOC総得点.処理可

能感.有意味感の影響要民であったが，把握可能感には影

していなかった。日常生活における問題を単に現解した

だけでは日常生活への満足は得られず，処理できるという

自信や生活に意味を見いだすことができて初めて満足感が

得られるものと考える O 家族形態やi喫煙は SOCの影響婆

lZ9ではなかった。この理由としてソーシャルサポートネッ

トワークの狭さや家族との議船!の希薄さ，喫煙はストレス

対処行動と関連しない可能性が考えられたc
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81)統合失語症患者iこ対する行動制限時の錆識を高める

審護介入

宇都宮智(~設立精神・神経センタ一国府合病院)

〈信州大学医学部保態学科)

〈筑波大学大学徒入館総合科学研究科)

{目的i
行動制限を受けている急性期の統合失議症患者に病識につ

いて患者と話し合うことは，患者の精神病体験を再賦活さ

せてしまうので望ましくないと考えられてきたっしかし

入段;境保が短縮する中，病気の再携を訪11:.し，

させるために，行動制接待から病識を高めることも

と考える。そこで¥病識を高める孝子議計磁に基づく介入を

行い，有効性を明らかにすることを目的とした。

{研究方法;

ら， I議裁または

身体的拘束の行動郁践を受けたー務事I1科救急病棟に入詫し

た患者であるc 対象者の入院時期によって， 2訴に分けたc

{結果}

を対I!百群とし病識をおめる

を介入若手とした。介入若手は，

悪化のサインを緩解する

した援助ができるよ

.J-

fピ

対照群は 12名 (35.2土 12.3歳L 介入群は 11名

11.5歳)であった。弼若手を辻較したところ，ゴ

揺病期間の平均.開始時の BPRS-NM， 

が認められなかったG 行動都銀期IUJ，久対j提訴 17.9(土

17.0)日，介入若手 14β(会 10.0)日で辻較では惹が認められ

なかった SAI-Jは.開始時，対照詳 5.6(余生1)，介入若手

2.8 (土1.3)であり.解除i待は対照群 8.3(ヱ 3.9)，介入群

9.4 (土 3.4)で雨群の開始fl主解除時点のよと較では.

められなかったc しかし開始時と解徐i待の蓬を露出し，

比較したところ.SAI-Jの差の平均は.対mu洋2.8(:i: 2.0. 
介入若手 6.6(会 3がで¥介入詳が認識の変fとが大きいと

められた沼=2.5， p < 0.0目。
{考察}

病識を高める者護言l'闘に基づく介入{え今までの援DJJによヒ
ベ病識を高めるllT能性があり，また委設計阪の有効性を示

唆しているつこのことは統合失言選抜者の退院後の治療継続

にもつながるのではないかと考えるむ

{文献1
1)酒井住永，金長若手，秋~L!銑他 (2000) :病識詳細尺境

(The ScheduIεfor Assessment of Insight) 釘本語 版

(SAI-J)の信新設と妥当散の検討，臨床精神医学， 29 (2)， 

1177-183 

82)看護自請が対Jiti器難ととうえた喪食障害者の言動のブ

ロセス

i土口喜代iを(富UJ大学

問中いずみ，塚)Jj(節子

(富山大学大学院産学薬学研究部

(富山医療福祉専

[[ヨ的i
ととらえられるこ

とがあるc 本研究では看護翻が対応、沼裁ととらえた摂交際

害者の入i完治療やの言動変イとを明らかにすることを臼的と

したむ

[研究方法}

研究対象はA大学総寓病院精神か病棟に入院し

そのiニドで分析者から見て，

ったと判断できた言動記録とした。分析は，

ランデッド・セオリー・アブローチを使用し摂

プロセスを分析焦点としたc 倫理

として，入読してき

研究に龍沼することを口頭で説明

は，病綴で記入さ

銭を研究に龍府する皆を説明し

[結果}

肴護部が対応j選難ととらえ

仁患者役鵠変化の揺れ I当分と

の4つのカテゴリーが描出されたo 自号中心的

け

る自己の方向性への戸惑いj出:会性や選後を簸裂した

自己中心的行為j等5つの事実念が含まれていた。仁患者役

割変イヒの諮れj には f行動制 P.f~緩和による
う日常生活の持取得j等4つの概念が含まれてい

また f@分とも葛藤jでは 5否定と

れていた。これら 4つのカテゴリー

が入設し;即諾するまでの時間経過の中で様々な形で表出

されていたc

{考察}
してくる経緯には諮々なパターン

している。入i誌によって治療参加意欲と新たな自己を見い

だそうとしているi泳患者は f自己中心的言動jの中にも.

症状改装への意欲と将来への希望を表出しているc しか

し患者の将来欝想、は周囲からは実現不可能なものとみら

れ，また治療参加は本人が考えるより過識な状況である

自分の思うように治療が進まなかったり，体重増加

など現実を受け入れられない状況で，揺れや葛藤が生じて

いるものと考えられる o 4つのカテゴリーから.患者は治

療への参加と拒否の閥で揺れ動いている状況がみられ.そ

のことが者護部に対応器裁としてとらえられているのでは

ないかと考えられた。

{結論}
看護部が対応爵難ととらえた摂食捧害者の言動変化は4つ

のカテゴ1)ーで抽出され，摂食i漆害者は治療参加窓欲の表

出と治療参加拒否との関を揺れ動いている。さらに彼らの

心理的認藤の線底には体重有象かと容姿の変貌への拒否行

動が存在していることが示唆された。
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83)精神科病院付設デイケアのブ日グラムおよび支援内

容と利用者の終ア持転帰との関連

高田絵理子(山形大学大学i淀医学系研究科看護学専攻)

大竹まり子，務藤明子，鈴木育子，小林淳子. n-r谷出控

(山形大学底学部者護学科)

[目的}

精神科・デイケアは精神痘擦が入院中心から地域ケア中心と

転換する中で，入院患者が病棟から社会へと生活ーの場を移

持する上での重要なりハピリテーション施設である O 精神

科デイケアの効果として地域で生活する統合失諦症者の症

状の改善，再発および入読の予防が認められている C しか

し精神科デ千ケアで行われているプログラムや支援内容

の違いによるデイケアの効果については十分に研究がなさ

れていなし、そこで，本研究では，精神障害者・に対する精

神科デイケアの実態およびプログラムや支援内容とデイケ

ア利用者‘の終了時転婦との関連を明らかにすることを民的

とした。

[1好究方法]

の病院付設精神科デイケア 746施設に調査察を郵送

し文書にて調交の参加は自由であること，苦言査禁の返j去

をもって開設を得られたものと判軒することを説明した。

おき#~l
IITIJ況は 249施設(関収率 33.4%). 有効回答数は 246施設

(33.0%)であった。分析の結果.以下の 4点が明らかとなっ

1. 1施設あたり. 1ヶ月平均のデイケア利用者は 70.3

人で，疾患別では統合失調症者が紋も多く王子均 52.5人であ

り，年代別では 301-tから 50ftが設も多く平均 49.1人で

あった。 2.現在行っている主なプログラム内容はスポー

ツ.料理教室および屋外活動が多く.今後取りおiみたいプ

ログラムとしては家族支援，就労支援および生活技能訓練

を挙げている施設が多かった。 3. 車近 6ヶ月以内のデイ

ケア終了人数は王子均 11.2人であり，終了潔白は入院が王子均

4.8人中断理由不明が王子均1.4入と多かった。 4.r眠薬指

導J.r利用者個人のデイケア活用自擦の設定jを行ってい

るデイケアは，行っていない施設に比べて利用者の具好群

転帰割合が有意に高かった (p< 0.05. p < 0.05) 0一方，

「堅外活動jを行っているデイケアは，利用者の良好群転帰

割合が有意に低かった (p< 0.05)0 
[考察}

1995 iドに制定された f障害者プランーノーマライゼーショ

ンブラン 7ヵ年戦略」を契機に急速にデイケア施設は増設

され，精神科デイケアは罷性精神糠害者の多くをしめる統

合失調症者の地域での自立に重要な役割を来たしてきた。

しかし支援方法に関するスタッフの研修については十分

に行われていず.本研究結采で、実施割合の高かった愚外活

動は精神病院がレクリエーション B的で、行っている内容と

変わらない可能性もある O 服薬指導や利用者側人の話機の

設定をしているデイケアの良好若手il¥討議説会が高かったこと

や入説日数短縮の促進等から今後.側々の利用者のニーズ

にそった支援のためのデイケアスタッフの研修やデイケア

の役割や機能を見誼す必要性が示唆された。

84)蕎年期統合失調症患者の f新たな生活へ挑むj経験世

界

主主:l!!!仁史(財団法人河田病院)

横手芳恵(向山県立大学保健福祉学部看護学科)

[EJ的}
本研究は，統合失調症を，怒っている青年の社会生活に着目

し.生活の様相を主体の昔話から記述することで¥その生活

構造と意識・行動特性:を明らかにすることを日的とした。

本研究の意義は，地域での生活をよりよいものにするため

の看護支援についての示唆を得ることである。

{研究方法}

10 歳代後半~20 歳代後半に泣置した，社会生活を営む男

性統合失調症患者を参加者a に，研究の趣旨や倫理的配惑を

説明し 6名の研究協力の河意を得た。調査期間は， 2006年

S月~同年 11月。半構造化面接法により .1回1時間前後，

l 人 1~2 閣の面強調査を行った。分析はグラウンデッド

セオリーi去を用いてデータの解釈を繰り返し継続的比較

分析を通して概念を生成し「新たな生活へ挑むj構造を抽

出した。 倫理的な配慮:参加は自由であり.偶人情報は研

究目的以外に使用しないことを機約した。本研究は対象施

設及び病院の倫理委員会の承認を得た。

{結果・考察]

青年期統合失jjJf，j疲患者の f新たな生活へ挑むj経験世界の

構造は.7カテゴ1)ーミ 17サブカテゴリー<>で構成

された。参加者は〈入誌の意味の捉え直し)<病状の捉え直

し〉からがお気体験の捉え直し〉をしていた。また(社会

的な{立法確認) <r経書受容への懸念独立心の芽生え〉に

よって殺1:会詳俄に挑む〉ことを絞け〈新たな能力の獲得〉

〈政恕への取りおiみ〉によって〈自己理想、への試み〉を図っ

ていた。これら 3カテゴリ…は，自立に挑む新たな生活の

-行動特性を表し相互に影響し合い構成されていたc

〈ライフコースからの挫折体験) <歩みを止められることへ

の懸念〉の意識・行動特性が社会からく取り残されること

への苦慮》を，薬物療法をや心とする〈治療が影響するボ

ディイメージの懸念) (生活動作の障害)<内報習鑓の負担

感〉が〈治療への戸惑い》を，その生活経験の意識・行動

特性として抽出された。そしてこの 2カテゴリーが先の 3

カテゴリーで構成する生活の意識・行動特性に影響しそ

の生活を揺るがす要因として構成されていたっこの経験世

界は. <医療従事者の支え><わけしりの存在><間病者モデ

ルから得る励み〉というく重要他者による支え?と. <若さ

を楽しむ世代的意識><楽しむことへの願望〉によるそ快へ

の渇望?の 2カテゴリーが生活を維持する力となって.彼

らの挑む新たな生活における基豊富を構成する意識・行動特

性として構成されていた。そして彼らの生活はく快への渇

が中核カテゴリーとしてすべてのカテゴリーに関連性

をもち，携造{とされていたことが切らかとなった。
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85)養育行動の模擬体験が喬年期男子の親準惰性におよ

!ます影響の検討

岩JlI車、梨(大阪府ー立母子保健総合医療センター)

小山恵実，佐々木くみ子(大阪府立大学)

{目的]

乳児モデル人形(人形)を用いた養育行動の模採体験が青

年期男子の脊克動機や児への愛義にもたらす変化を分析

し親準備性におよほす影響を検討したc

[研究方法]

対象:子どもを持たない 18 歳~25 殺の未婚男子大学生。

手傾:人形を用いた養育行動の模擬体験前後で，親準1iIII性
の指捺として既存の尺度を改変した育児動機 14項告と児

への愛着 26項自を調査紙法で評定尺度を用いて測定した。

使用する人形の印象 3項目，親準備性の関連要問とされる

幼い子どもとの接触体験2項乱父母に対する意識4項目

も測定した。模擬体験内容は，抱っこ.オムツ交換，吏衣.

添い寝であった。分析方法・データを得点化し模擬体験前

後の得点を分散分析で比較した。関連嬰留と親準備性は相

i均分析を実施した。大販府立大学者護学部倫理議査委員会

され実施した。

{結 ~~J
は 19名であった。模擬体験後は人形に対する

いいj得点が上昇傾向 (p< 0.01)を示し「不気味J
が抵下 (p< 0.01)した。育児動議克への愛着の得点は

に有立に上昇した(出1)。えIjい子どもとの接触体

験，父母に対する意識は模擬体験前後の育児動機，児への

と関連はなかった。

[考察i
人形に対し奇奥な感情は生起されず.人形を月Iいたことが

不適切で、はなかったと考えられた。育児動機，児への愛着

の変化から.養育行動の模擬体験によって毘わった乳児を

育てたいという感箔や愛着が増強することが明らかとなっ

た。幼い子どもとの接触体験は模擬体験前後の育児動機，

児への愛着に影響していなかった。これらの結泉から，生

育過程での幼い子どもとの接触体験より，青年期という時

拐に養手子行動を体験することが親準備性の発達に強く

する可能性が示唆された。したがって，青年期男子の養育

行動の模擬体験は乳児に対する管児動機，児への愛着を強

化し綴準備'1主発達促進の可能性が推察された。
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図 l 模擬体験による管児童労後と児への愛-起の変化

86)初産婦における妊娠中の麗筋の伸張と影響要罰!こ関

する研究

国村一代(大卒レディスクリニック)

江総芳校(悶際医療福祉大学大学院)

{自主主i
妊娠中の腹筋力抵下は.日要おなど妊娠中のマイナー・トラ

ブルを引き起こす原[z;1の…つとなっている。腹筋群の伸張

度を実際にiJ特定し，そのi時期や程度と影響要閤を検証し妊

桜中の生活指導の基礎資料とする。

[研究方法}

l 研究期間:2005 年 10 月 ~2006 if 6 Jj 2倫理的配癒:国

捺医療稿社大学の倫理審査を受け承認を得，初産婦 35名

に対し研究践的や方法を十分説明し参加の自由，途中辞退

の権利，ブラ千パシーの保護また不参加の場合でもその後

の医療・看護面で不利主主とならないことを書面にて説明し

同意を得た 33名を対象とした令 3測定時期:同一妊娠に妊

娠 12選から 36週まで 4測定項自:体重・体脂肪率・子宮

底・腹囲・腹産筋の縦方向への伸張度(聡骨結合から鎖状

突起前回までをメジャーにてiJ!1j定)1]支度筋原・側腹筋原・

皮 下 路}jJj淳(超奇波診断装霞により測定)5分析:

SPSSll.OJを使用し，ピアソンの相関係数・多比較にて

分析した。

お古来}
1 妊娠中のIl支筋摩は，妊娠週数に伴い腹直筋・側腹筋と

もに汚く変化した。 2: 腹[[筋・似Jj綾;高原ともに 12~20 週

の妊娠前半期に変化が大きく.特にlH1JI]主筋のその後の変化

廷は前半JUJに比べてー校さい傾向にあった。 3:腹開の変

化と身長・体iff'BMI'{本IJI1))万本との十日開は見られたが，妊

娠中の腹筋の{III~長との相関はなかった。

{考察]

腹簡の伸張と子宮底・ JJ支!裂の変化との関係を予想、したが腹

筋の伸張は，外言hJ!1J1疫があまり変化していない妊娠前半に

変化が大きく，言h別する子宮底や践問の変化とは関係がな

かったc 綾壁は皮!誇の下に皮下組織(疎性結合総識と脂肪

組識)があり，その内側に筋肉があるc 子宮成・ )J支留の変

化はあくまでも外側の変イとであって，腹壁の伸展と1]支筋群

の伸張とは関係が見られなかった。妊娠1:1:1の綾筋，特に腹

夜筋は縦・様方向ともに伸張するが，中央の結合総織であ

る自殺が左右に離i怒し筋肉が一定のところまでの{判長にと

どまり.分娩持の娩出のための筋力を残すことができると

考える G 腹筋の伸張と妊婦の体格・脂紡長・見体重との関

係はみられず，筋肉が伸張する要国は，妊娠初期のホルモ

ンによる靭替の弛緩に伴う影響が示唆された。妊娠の前半

には.腹部は1誌に突出してこない時期に腹筋は簿くなりは

じめる。結合総織などがホルモンの影響で¥弛緩してくる

ことをあわせると日本古来から'慣習として行われている

16週以降の超帯と今慌の腹筋の変化lえ同時郊となり特設

の安定，支持靭者・ 2支部の保持の点から，腹帯や特設国定

の意義を符確認する結果となった。

{結論]

妊娠中の腹筋がホルモンの影響により靭慌が弛緩し伸張す

ることから.妊娠前半期に起こる腰痛・恥骨痛などのマイ

ナー・トラブルも念頭においた指導が必嬰と考えるつ
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87)母子同護経験の有無による嬬鱒の心理構造の比較

績回啓子，王子 陽子(新宮市立援療センター)

[11回一部(蕗床研究支援1::ンター (OfficeAKI)) 

(El的}
母子向護を経験した袴婦の「実感ムならびに経殺していな

い袴婦の「悶議に対する期待感jの心理構造を比較するこ

とを目的とした令

{対象と方法]

対象は茶病院ならびに共同研究者が主模する ProjectAKI 

全題集会 (2006)の参加者が所認する医療機潟に 2006年9
丹から 12月までに入院した樗婦で.事前に文書による研

究の慾昏説鴇を行い，口頭で協力への同意が確認できた

312人である。このうち母子向家経験群(以下関室群)は

200人(初産 101人，経産 99人l，未経験群(以下異議若手〉

は112人(初緩 37入，経緩 75人)であったむ調査時期i土

産後 3Bから 7B以内とした会

構成概念・内容的妥当殺を識者と検討したうえで，母子再

築制;こ関する認識尺度は段階の LikertScale. 28項呂)を

作成し基本弱性iこ寵する項目を付加して謁査票を構築し

たo I可案群には f実際のイメージjを.また異室群には?期

待するイメージj の期答を求めた。主~子法による出子分

析を用いて，関諮問の国子構造を比較した。統計処理には

SPSS for WindowslO.0]を用いたっ

{結果と

1) 

42 
2)会対象者による由子分析結果と尚若手間比較:河野.を統

合して悶子分析を行ったところ. 1そばにずっといられるJ
f泣いた時すぐあやせるj円、つでも母乳が飲ませられるj

が関与する第 l間予(接触).I?立いた持の対処が心記j

i止した持の対処が心配jが関与する第2出子(心記事L
の磁会J1夫と克が一緒にいられるjが関与する第 3出子

(夫)， 1気が休まらないJr疲れがとれないよが罷与する第

4器子(疲労)， r母乳の飲ませ方がわからないj

がわからないjが器与する第5国子(母乳関連)の 5つが

おI!出された。各国子持点の平均値を爵若手潟で比較したとこ

ろ，第 1(開室鮮 0.560念 0.638.異室群-1.000土 0.531.p 

< 0.001)，第 3(階窓若手 0.162土1.027，異議群 0.288

0.543. p < 0.001).第 5(同室群-0.068土 0.804.
0.122会 0.640. p = 0.023)について有意義が認められた。

第2. 第4陸子得点については雨群掲の有窓差はな

く，母子防護の効果に関する従来の知見とは異なり，

が抱く育児上のわ心配事:Jや「疲労感jは，母子同窓・異

関係なく生じていることが示唆された会

3)各群ごとにみた由子構造の比較.河童群の毘答からは，

f心配事Jr接触Jr夫Jr疲労jなど7つの因子が，ま

訴の関答からは f夫または自身と克の接触Jr心記事Jr疲
労H夫の緩しさjなど7つの国子が挽出され.jiljj群践の留

子講造は呉なるものであった。同室若手では「心記事jが，

また異議群では f夫または自身と克の接触jに対する期待

惑が心理構造の中核にあることが示唆された。

88) r1聞となく荒になるJ祷婦の選読iこ向けて産科看護職

が支援を決定する要因

住々水くみ子(大霞府立大学)

鈴木康江，前開綾子(鳥取大学)

{目的}

部題が潜在している可能性のある「仰となく気にな

るj袴婦の退院にむけて看護職が支援を決定する要留を検

し

[方法]

対象:複数地方市町村の全産科亙療擁設のうち研究協力の

同意が得られた施設の者護験者 333名。圏収 293きIS，分析

対象 238部。研究協力は自由意志、とし援名，協力の有無

も特定されないよう倫理的記惑を行った。議査内容:響定

的叙説に基づき，年齢，看護経験年数，就桑資捺，育児に

関する考え.産科看護殺の役割(投書tl認識).乳幼児虐待1)

スク項目の重要性の認識(虐待リスク認識)，効率的

システム(者護の貿向上システム，燦雑な業務)，対象者へ

のコミットメント(コミットメント).看護のやりがい，

になる袴婦への退院に向けた支援(専門職連携，家庭機能

強化，施設継続支援に戦場のソーシャルサポート

ボート)について評定尺度を用いて調査した。分析方法:

支援を決定する要因の器楽モデルを共分散構造分析で検討

し
{結来i
平均年齢33.2

りがいは分析過程で嬰協から

は虐待リスク認識が.家庭機龍

システム，煩雑な業務が，

システム，煩雑な業務が註議

リスクを認識した場合は専汚職へ連携しそれ以外は

家族への支緩や施設による継続支援を実施していた。間緩

的要閣として職場のソーシャルサポートや対象者へのコ

ミットメントも重要であった。つまり，三業務改善を伴う効

率的な看護提供システムの確立，産科看護織の役割の明確

化，虐待リスクに関する知識に加え人的環境の改善が「何

となく気になるj樗婦の退院に向けての支読を促進する可

能性が示唆された。

X2..15.736 ⑤務遂
df=19 →パス{茶室主
p=0.675 担く0.001
GFI=0.986 "pく0.01
CFI=1.0oo 'pく0.05
RMSEAく0.001

関1 r侭となく気になるj袴婦の:ill!.読に向けて産科看護畿が
支援を決定する姿留の因果モデル(標準化解)
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89)成人女性の鰻康管理のための黄体期におげる V包丁

作業の生体重担の研究

大平肇子，村本淳子，斎藤 真(三重巣立看護大学)

[毘的}
女性は丹経周期に伴い様々な変化が生じ，特に黄体期は身

体的・精神的な疲状が出現しやすく，作業ストレスによる

負荷や作業パフォーマンスにも影響を与えている。近年，

VDT作業に従事する女性が増加しさらに 1台のパソコン

で2台以上のディスプレイを同時に駆使するマルチディス

プレイ(以下.MDと略記)型の VDT作業が導入されつつ

ある。しかし黄体期における抗D型VDT作業の研究は

ほとんどなされていなし、そこで，本研究は黄体期におけ

るMD型 VDT作業の全体負担をシングルディスプレイ

(以下.SDと略記)型作業と比較して検討することを居的

とした。なお生体負担は中枢神経系疲労および疲労の自覚

症状に着目して評価した。

{研究方法]

(口実験装霞:抗D型VDTはAGPパスに 2画面出力型ビ

デオボードを装着し 15インチカラー LCDを2台接続し

SD型 VDTはMD型 VDTのディスプレイを l台使

用した。 (2)被験者は健康な成人女性 8 人(年齢 21~22 歳)

とした9 各被験者は基礎体温を測定し高温相が3日以上

持続後から次回月経掲始までを黄体期とし実験日を設定し

(3)尖験手JII&: 5分間の開設安静後. 60分間の一段加

算作業を行い，最後に 120分!習の開銀安静を行ったc

がSDとMDの2条件の実験を異なる日に行った。(4)測

定項目:フリッカ一億(以下 CFFと略記). 日

学会産業疲労研究会新版「自覚症状しらベjを用いた。 測

定時期は作業直前，作業終了車後，作業終了 30分後，随分

後. 90分後. 120分後の計6間であった。各被験者'には実

験の自的，方法を口頭と文書で説明し間意は文書:で得た。

実験中は被験者の意思を最優先し倫理的配患をした。本研

究は三重県立看護大学研究倫理審査会において承認され

た。

{結果]

ディスプレイ (MD. SD) と測定時期の2元配置分散分析

を行った結果.CFFはディスプレイ (p< 0.01).測定時期

(p < 0.01)で有意な差が見られ， MD はSDに比べて CFF

の回復が遅延していた。自覚症状しらべの得点は I~V 若手

にf.!向リし， 11群(不安定感)ではディスプレイ (p< 0，05)， 

測定時期 (p< 0.01)に有意な差が見られ.SD はMDに上ヒ

ベて自覚症状が強かった。

{考察]

女性は黄体期にイライラなどの精神症状が出現しやすいほ

か，作業能率が低下することも指議されている o MDは操

作が簡便であり SDに比較して間一時間内での作業量が急、

増する O 今自の結果は，疲労の自覚症状は SDで高く，中

枢性疲労を表す CFFはMDで留復が遅れた。このことは

本来作業能楽が低下する黄体期に普段以上の仕事量をこな

すことが可能な MDは.自覚しないままに疲労状態を招く

恐れが示唆されたのではないだろうか。今後，さらに女性

の健康管理部から MD型 VDT作業による生体負担を報広

く寺食言すしていく必要がある。

90)母親になる過程を促す助麗蹄の考えと援助

行田智子，河内美江(群馬県立県民健康科学大学者護学部)

今関節子(柄主主短期大学専攻科助産学専攻)

{話的}
1.妊娠拐から産袴期における母親になることについて助産

蹄の考えを経験年数加に明らかにする。 2.母殺になる過程

を促す助産陣の援助を経験年数別に明らかにする。

{研究方法1
1.対象は総合病i詫 (2施設)に勤務している助産締 15名で、

ある o 2. 調資は平成 18 年 6 月 ~ll 丹に実施した。 3. 大学

の倫理審査を受け承認を得て，調査協力は説明陀意書を用

いて目的やプライパシーの保護，テープ録音についてなど

書面にて間意を得た。 4.説査内容は母親になること，母親

になったと感じる言動，母親になる過程を促す援助などで

ある。丘閣議は病棟の一室で，プライパシーが守られる場

所にて 1 人 30~60 分行い，面接内容はテープに録音した。

6.分析は Berelson.Bの内容分析の言及項目分析に基づい

て行った。逐語録を作成後，単文を記録単位とし，コード

化，サブカテゴリー，カテゴリーに分類した。結果の信頼

性を確認するため 2名の研究者で分析を行い.スコットの

式に基づいて一致率を算出した。経験年数は 3年未満:

AG. 3~9 年・ BG. 10年以上:CGとし各5名で比較し

た。

{結泉}

1.対象の平均年齢は AG: 24.4歳.BG: 26.6歳. CG: 40.6 

歳，平均経験年数は AG:1.26年.BG: 4.9年.CG: 19.1年

であった。 2.スコットの式による…致率は 92.9%であっ

たc 3.1母親になること.母親になったと感じる言動jでは

<赤ちゃんの存在に関心を持ち，自分の行動を考えられる>

が共通のカテゴリーとして抽出された。 母親になる過寝に

おいて間難と感じる人は AG:<自分中心の考え>. BG. 

CG: <五惑で気になる年齢と行動>をあげていた。 4.r母
親になる過程を促す援助Jでは<胎鬼への意識付けと愛義

形成>が共通で、あり.年数別では AG'BG: <対象の体験

談を共有する場の設定><対象への肯定的な対応>.CG: 

<対象に合わせた対応>であった。また.AG:<妊娠から

出産までを楽しく過ごす>.BG'CG:<妊様期からの継続

的な援助>， CG: <保健師などとの連携><出産後の地域

での子育て支接>などであった。

{考察}

「母親になること，母親になったと感じる言動」で3年以上

の助産師は言葉では表せない，母殺になる回難さを年齢や

行動からも捉えていた。これは多くの対象と接し培われた

臨床的能力であると考えられる。 3年未満の「援助jの視

点は妊娠から出産までであり. 3年以上では育党期までを

視点に妊娠期から関わっていた。さらに 10年以上では助

産締織として他機種との連携を考え，地域の子育て支援ま

で損野を広げ援助している事が示唆された。母親になる過

程を促すには，長期の見通しと他殺穂との連携が持てるこ

とといえる。効産部の考えは経験と共に対象を捉える期間

と，儲から家族，地域・行政へと広がりを持った援助になっ

ていくと思われるむ
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91)父親iこなる避号室を{廷す助産部の考えと援助

河内美江，行毘智子(群馬県立県民健康科学大学)

今関節子(桐生短期大学専攻科助産学専攻)

[EI 89] 
1.妊娠期から藤袴期における父親になることについて助産

師の考えを経験年数別に明らかにする o 2.父親になる過程

を促す助産蹄の援助を経験年数別に明らかにする令

[研究方法1
1.対象は総合病i誌は施設)に勤務している助藤郎 15名で

ある。 2. 調査は平成 18 年 6 月 ~18 年 11 月に実施した。 3.

大学の倫理審査を受けゑ認を得，諜査協力は説明間意惑を

用いて目的やプライパシーの探護，テープ録音をすること

など議:留にで間意を得たo 4.調査内容は父親になること，

父殺になったと感じる言動，父親になる通経に影響を及:ま

すこと父親になる過誌を促す援劫などである。 5.商議は

病擦の一室で，プライパシーが守られる場所にて 1人

30~60 分行い，面接内容はテープに録音した。 6. 分析は

Berelson. Bの内容分析の言及塚昌分析に恭つeいて行ったc

逐語録を作成後，単文を記録単{立としコードfヒ，サブカ

テゴリー，カテゴ1)…に分類した。結采の信頼性を線認す

るため 2名の研究者にて分析を行い，スコットの式に基づ

いて一致率を算出した。経験生ド数は. 3年未満 :AG. 3~ 

9年:BG. 初年以上:CGとし各5名で比較した。

{結来]

1.対象者の平均年齢は AG:24.4歳.BG: 26.6説 CG:40.6 
平均経験年数は AG:1.26~.孔 BG: 4.9年.CG: 19.1年

であった。 2.スコットの式による…致率は 93.5%であっ

た。 3.r父親になること，父親になったと感じる言動jで

は.<父親としての認識と自覚>が共通のカテゴワーとし

て抽出されたo BGとCGは，ぞれQJ、外に<育児行動をす

る>ことに関連したカテゴリーが抽出された。 4. 父殺に

なる過程に影響を及廷すことjでは.<夫婦関係>が共通

であり.BGでは<母親学級に参加><立ち会い出産>が，

CGでは<赤ちゃんに実際に会う>というカテゴリーが描

出された。 5.r父親になる遜韓を促す援助jでは.AGでは.

<夫をけ1心lこ話す><父毅としてできることを考えてもら

う>等があがり. BGとCGは，それ以外に肉親学級で

の<具体的育児技術指導>があげられた。

{考察1
3年未満の劫mi締は.r父毅になること，父親になったと感

じる言動jについて，まだ漠黙とした感覚で捉えており，

父親としてのイメージが呉体fとされていない。しかし 3 

年以上の助産締は，脊先行動をとることが父親になると捉

えているため.具体的な父親としての行動を言葉で表現し

ていると考えられる。吏に. 3年以上の助産制l之姿と一

緒に場預を共有することを f父親になる通経の影響」とし

てあげており，関毅学級で夫とともに具体的育克技術指導

を f援助jとして取り入れているc このように，父親にな

ることを呉体的に捉えているかどうかが，実際の譲助に結

びつくと考えられるため.父親になることへのイメージイと

が関れることが大切になると思われる。

92)妊娠嬬かう産後 1か月における乳房ケアのあり方

小山掌子，錫鵠奈津子(岩手県立大学看護学部)

[ 1ヨ的]
出産後，施設を退院した樗婦が抱く不安には，乳爵トラブ

ルや授乳方法等がある。この時期の乳房は分泌i携を迎え，
母親による遊確な乳房管理・授乳が難しい持携でもあるc

しかし出産施設退院後から産後 1か丹までの時期

験者の指導を十分に受けることができない現状が指摘され

ている C また，母乳育克を確立するためには妊娠期からの

関わりが有効であると言われている。そこで，出産後から

産後 1か月潟に乳爵トラブルや授乳rn難を経験した母親の

戸から，妊娠期から産後 1か月の期間における乳房ケアの

あり方を検討した。

[研究方法}

母親5名に非構成的顔接法を実施し内容分析を行った。

内容は，妊娠摺，入説中，退i淀後から産後 lか丹の 3期に

おいて，実擦に受けた乳房ケアの内容とその時の患いにつ

いてであるつ調査;諮問は王子成 15~手 8~9 月であったc 対

象者には研究主旨を説明しプライパシーの保護・在意殺・

!笠名牲を約束した。

{結果・考察;

対象者5名の平均年齢は 33.2議，初産4名，経議 1名であ

る G 間交時は産後 3~6ヶ月であった。議後 1 か月健診に

おける栄養方法は，母乳栄養 1名，混合栄養4名だった。

した乳爵トラブルは乳i十分泌不全2名，乳日水海2名，

分泌過多 1名であった1.妊娠溜妊婦縫診を?受けている

施設で乳爵ケアを受けた母親はいなかったが，初産婦4名

は保健センター主畿の母親学級で乳頭・乳絵マッサージ等

の指導を受けていた 5名の母親達は母乳育克を希望して

いたが.乳房の手入れを実施した母親はいなかった。母乳

育児を希望するにも関わらず母親達の意識やセルフケアが

向上しない係国としては，個人に合わせた指導の機会が少

ないからと強測された。従って，乳誇ケアは保健指導のー

として実施するよりも看護計画を立案する等，偲々の妊

婦の思いを十分に把握し生活スタイルや乳房の状態に合わ

せた倍加ケアの必要性が示唆された。 2. 入院中は乳努ケ

アよりも授乳指導に重点が置かれ4名が指導を受けてい

た。入読やは最も乳房の変化が起こるので，経日的な指導

やケアが必婆と震われている。また，裸婦は育児に伴う疲

労やホルモンの影響により容易に変化する心理状態、にあ

る。祷婦に混乱を与えず¥スタップが経過を把握し統一し

たケア・指導を展開していくためにも，妊娠期から引き続

与乳爵カルテと看護計画に基づくケアの必要性が示唆さ

れたo 3. 退i涜後から lヶ丹縫診この期間には，出産施設に

よる支援はなかった。題期間の入院中に母乳栄養確立と母

毅による乳援のセルフケア龍力獲得は罰難な状況である。

そのため，退i淀後も助産締による乳房と児を看ていくこと

のできるシステムの必要性が考えられる O 現に，母親達は

効産隔による乳房ケアと助産蹄の「出向く」サービスを期

待しており，家庭における母乳育担を通した管完全般の支

援が求められていると示唆されたc
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93)産後 1ヵ月の母親の精神状態とその関連要菌

一初産婦と経産擦の出較一

認i事子(産業i笠科大学産業保健学部者護学科)

山JlI裕子，楠葉洋子(佐賀大学i芸学者11者護学科)

{自主守]

産後 lヵ丹の母殺の精神状態とその関連繋闘を初産婦・経

産婦別に明らかにする

[方法I
P 県内産婦人科，匿 j誌で平成 17 年 2 月 ~19 年 2 丹までに出

産した母親 591名を対象に出産 1ヵ丹後に対面による質問

紙調査を実施。対象には研究主旨参加の任意性と撤慌の

自由，霞名性を文書と江頭で説明し同意;を得た。欝査項

呂:エジンパラ産後うつ病自己調査票(EPDS). 年齢，駿

母親の身体・心理状況(体調.対児愛着感情，

普!喜一貫性の感覚 (SOC)など)，育児状況(育児の大変

さ.育児心配事などLサポート(犬の協力，相談相手など)。

-経産婦の EPDSを従属変数として各々に影響する

を比較検討するためにステップワイズ法による境問煽

分折を行ったむ危続率 5%を有意水準とした。

{ゑ寄与ミ]

565名(有効回答 97.2%)0初産婦290名，経産婦

275名であった。平均年齢は初産婦 29.2土 4.3歳経産婦

30.7念 4.3殺であった。 EPDS得点は，初産婦4.3:t 3.2点，

産婦 3.0土 2.5点であったc SOC 得点は初産婦 74.8:t 

50.2点，経産婦 79.6土 58.4点であった。殺j

には「対児愛着!惑 SOCJ

して採択され.モデル全体として分散の 24.9%が説明され

た令経産婦では同f児愛着感情jが探択されモデル全体と

して分散の 19.0%が説明された。

{考察]

母殺の精神状態に共通して影響していたのは否定的対児愛

着感情で，初産婦のみに影響していたのは SOCが低いこ

とであった。身体・脊克・サポート状況の影響はなかった。

本研究の結果，産後の母親の精神状態の支援においては，

初産婦ー経産婦別関連安留の棋連に着陸した関わりの必要

性が示唆された。 SOCは.出来事を常定的に捉え成り行

きを見極めうまく対処していく能力を示す。経産婦は出

産・育児の学習体験から対処能力を獲得しているものと考

える。その結果，学:晋体験が少ない初産婦のみに SOCの

i設さが影響したものと考える。身体・育児・サポート状況

かったのは.この時期が家族や医療者の支援が

得やすい時期であることや，身体的にも産前の状態に閥復

してくる時期であることが起悶しているものと推察され

る。なお.この時期の母親の対兇愛着感情は形成途上にあ

ることから，今後.縦断的に調査し関連性を明らかにして

いく必要があるc

94)罷産鰐看護教脊における f教甫とコーチングの機能J
認識に向けた教育方法の検討

大矯知子，竹元仁美，大UO'補美，問中千絵. i奈川ゆかり

(塑マリア学説大学)

梶原恭子(純真援部大学)

{自自主]

ベナーは患者と者護師のやり取りの1:j:Jで，審議の能力を代

表する 7つの技誌を特定した。アつの技誌の一つである

「教育とコーチングの機能jについて.産手1・の看護部は他の

専門分野の看護婦よりも設かに発展させてきたと思うと述

べている。特定の技能は実践経験によって，より豊かに発

展していくとするベナーの解釈からすると，周産;留に携わ

る看護締にとって.r教育cとコーチングの機能」は大変経験

する機会が多い.重要な技能といえる。今国周産期におけ

る f教脊とコーチングの機能jの重要1tを認識し臨地実

習にむけた視点を持つことを目的に母性看護学演習を展開

したむ今後のJ受業に資することを自的に，演習の援問方法

および学習者への効果を評価，検討したのでここに報告す

るO

[方法}

1.淡習の進め方 :A按jYl大学 2年生学生 116名に対し

浪智の選SEぎを説明し問渡部教育の中で重姿と思われる「妊

婦{将来Jr分娩持の補助動作Jr妊婦検診に関連した妊娠期

の母体及び胎抱の変fとJrまし諮管JlJUr様得体操Jr泳浴jに

ついて各項目 10名ずつ参加者ーを募った。 f分娩持の補助動

作jについては応募者がO名であったため，演習項目から

おF除したc その他の項 1=1 は 8 名~1O名の参加希望者が

あった。参加者は研究者より詑示された各項目に必要な主主

礎的な知織を自己学官しその後，学習会を 2度開催した。

学官会では知識の拡大を開札路産郊におけるf教育とコー

チング機能jの重要性についての説明を行ったG その後参

加者;之看護部として教育対象者である患者に効果的な教

育方法を各演習グループで検討し教育実施に必要な媒体

とシナリオを作成した3 その後A短期大学2年生を居、者と

して，シミュレーションを行った。 2.研究対象 :A短期

大学学生指名(呂収率 63%) 3. 調査期間:王子日比四年 1

月 4 日 ~20 日 4.調査項践:演習にiおして気づいたこ

と・感じたこと・今後の要望などの自由記載とした 5. 倫

理的配感:研究対象者Aが特定されないよう然記名とし参

加の有無が成載に関係しないこと，自由意志での参加であ

ること.俗人情報の保護者;を口頭、で研究者が説明した。ま

たアンケート調査用紙にも上記内容を記載した。

[結果・考察}

学生の多くが路産期における f教育とコーチング機能jの

重要性を認識し演習渓Elの知識拡大していくことの重要

性を感じていたc しかし時期的，グループ学習への負担

!惑を感じている学生もいた。今凶の授業方法は f教育と

コーチングの機能jの重姿性を認識させるには効来的な方

法と考えられたが，学営者の人数も少なく，次期演習の資

料とするためには継続して検許していくことが必要と考え

られた。
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95)中学生の保護者の受けた性教警と学校性教警への期

待に関する研究

富i苅美佐(関西福祉大学者護学部)

;横手芳恵(1苅UJ県立大学保健福祉学部看護学科)

[自的]

学校で行われる性教育と家庭が連携することを話的に.中

学生の保護者が受けてきた性教育が学校で行う性教育への

期待にどのように関係するかを明らかにし学校性教育カ

リキュラムへの示唆を得ることと，保護者への情報提供の

必要性を検討するc

{研究方法]

対象は A県内 3校の保護者 251名としたむ調査は無記名

自記式の質問紙を用いた留めi置き認査法としたc 兄弟姉妹

がある場合は費関紙記布を 1通のみとし 196察 (78.1%)
を間収した。父親除名と欠損5名を除外し母親 178名を

解析対象としたc 務査;境衛は王子成 18 年 4 月 ~7 月。

は事前に保護者・総会などで説明を行ったc 対象者には研究

参加と拒否の自由，壁名性を説明し同意を得たc 尚本研究

はi潟UJ県立大学倫理.委員会の承認を得たc

[結果}

母親の平均年齢は 41.8 歳 (SD4心.~徒は男性 94 名

(52.8%) .女性汚名不明5名 (2.89告).出生類は

第1子が最も多く 63名 (35訓告).第2子62名 (34.8%).第

3子40名 (22.59ら)であった。核家族69名 (38.8%)，3務:代
以上問時家族 108名 (60.7%)であった。 r性はすばらしい

ものであると患うかjとの障に対し 128名が脅

定的関答であったっ母親自身が性教育を受けた経験は，

139名 (80.8%)であったっ母親が家庭で受けた性教育の内

容をみると，月経のしくみや込i民出産，男女の身体の迷

いの綴に多く，学校で受けた性教育も同じであっ

で子どもに受けさせたい項怪はエイズ・性感染症が一番多

く，避妊法，受精・妊娠，顕であったc 母親自身が受けた

経験の少ない現自が学校性教育への期待の大きい項目であ

る挙が切らかになった。また.r子どもが誰から性教育の

入手することが望ましいかjは，専門家に教えても

らいたい項目が多く，人工妊娠中絶や性感染症，性衝動や

性行動，避妊などの項践で¥男女交捺のみが家庭でするこ

とが望ましい項践であった。

{考察}

母親は自分が'性教育を受けたという紛答が多く，その内容

は丹緩や生殖などに関するわずかな項目のみであることが

明らかになったひ性教育は入部関係や心理・社会的側認を

含めて行うことが望ましいが. f手議自主誌が教育を受けてい

ない惑が多く示されたむ今日.中学生の性の健康問題が懸

念されているが，性感染症や避妊などの内容は母親自身が

教育を受けておらず.これらが母親の経験による教育とし

て行いにくく，また教育者として専門家を希援する結果か

らも，今後，学校参観や保護者向け講演会などを通して心

潔・社会的側面での性教育や科学的な官報提供の必要性が

示唆されたc

96)寵譲適諜地域における周麗期母子ケア提供のための

助産関と医鰭の投書IJIζ罷する研究

永見綾子，大王子肇子，今回菜子，村本淳子

(三重県立零護大学者護学部看護学科)

大井けい子，新道幸主主

(青森県立保健大学健康科学部看護学科)

前原笹子(京都橋大学看護学部)

j姦谷泰秀，浦野 茂(青森大学技会学部)

族出徹(秋草学留短期大学)

{目的}

罷{主的なE主婦人科医不足問題を抱える医療過疎地域の病院

で働く助産締と産婦人科医長iji (以下，霞郎)の投留意識，

役割行動および役言語分担の現状について分析しそれぞれ

のもつ長質な周産期母子ケアへの認識，両者の連携に対す

る認識の特捜を明らかにすることにより助産締が来たすべ

き役言語について検討することをB的とした。

[研究方法i
1.研究対象:盟療過疎地域にある病院(討擦の 2施設)

関わる助産部2名，医師2名。 2.データ収

集方法:自作のインタビューガイドを用いた学構成的面接

阪接待問は 1名 l関40分程度とした。対象者の了解

のもとに面談内容を銭去し逐語録を作成したむ 3. 分析方

法:逐語録から周遊期母子ケアにおける助産師および毘締

の役割j意識，役割行動，役割分担の現状に潟する記述部分

を抽出しコードイ仁類似したコードを集めカテゴリーイとを

行った。なお，分析遜程においては複数の研究者で分類を

検討した。十倫理的記掻:対象者への説明は文書および

口頭で行い，研究参加は自由意思によるものであること，

途中でも担奇できること，不利益が生じないようプライパ

シーを保護することを訟え承認を得た。なお，本研究は一

重県立看護大学研究倫理森査会の審査を経て実路し

[結果および考察i
対象者の助産師2名は所縁病掠において主任またはそれに

じる立場にあり，援部2名は所属診療科の医長であったむ

分析の結果，助産締は 5混合病棟化による妊産樗婦ケアの

不十分さ日開渡期ケアより病棟全体の業務遂行の擾先j

婦人科医締の方針で左右される分娩介助jなど，助産部と

して提供すべき審議が制約されてしまう現状に対して役割

らぎを扱えていたが，その一方で;助産師のやる

気を割分三する努力病院と地域の継続的ケアの取り組みj

を模索していたc 医師は f異常時に産科躍に求められる役

割への義務感公立病設として地域の需要に応えること

への義務感jなどi哀締としての役翻意識とともに 5劫議舗

が専丹性を発揮できない現状への愛感助産締のアセス

メント能力への鱈頼;など助産自市の専門性や，施設の医療

サーピスの課題として?助産締の力を発揮できるシステム

の必要性jを認識していた。 混合病棟f仁限られた人材な

どチーム医療の制約がある中で垣部と助産部がお互いの専

門殺を尊重し適切な役割分拐を思っていく上での課題が示

唆された。
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B1会場 24群

97) BMIおよび三毛髪中 Ca'Mgを指標とした要介護高齢

者の栄養状態の検討

福嶋龍子(宮城大学看護学部)

五十嵐窓子，荒井一歩(東邦大学民学部者護学科)

{日的}

要介護状態になると栄養抵下傾向が強くなり.認知症があ

る場合にはさらに栄養低下となるといわれている。今期.

老人施設への入所ゅの要介護者の BMIおよび生活活動状

況と骨折予防との関連牲の高い Ca'Mgについて検討す

ることを目的とした。

{方法]

寄都閣の A老人保健施設に入所中の要介護者で，研究協

力を得られた高齢者を対象とした。議査内容は BMIおよ

び生活活動内容，認知レベル，また CaおよびMgの測定

には毛髪を用いた。調査期間は 2006 年 3 月 ~7 丹 c 倫理

として口頭・書面にて代諾者の協力を得，施設から

の的手長持ち出しは個人名・施設名が特定できないように記

した。本研究は東邦大学法学部倫理委員会の承認を得て

いる。初関係数の処理には Excel2002およびSPSS14.0を

服いたむ

{結染}

対象は施設入所中の袈介護者 51名で，男牲 19名.女性 32

平均年齢は 80.9歳，努tl:77.0 P友，女性 83.3成。入所

明白の疾患はアルツハイマーは名.脳出爵19名. JJ品梗塞

12名，その他(心不全・村ψ1・認知抜など)18名。 ADLで

は移動動作は自立 12名.つえ歩行 16名.長H薬事いす 16名.

介llJJ準いすア名。食事動作は自立 44名.一部介効 5名，

介助 2 名で，食~手の種類は普通食 35 名， きざみ食 14名，

軟会 l名.ベースト食 l名であった。認知レベル(柄浮式)

は，正常任舌発)5名，正常(通常)1名，軽度 18名.中等

度9名，高度 16名，最高度2名であった。

BMI(仁1"央値)は全体で 20.8.男性 19.5.女性 20.9であり，

襟準 08.5 以上~25 未満) 39 名，日巴満 (25 以上~30 未満)
5名.f正体重(18.5未満)7名であった。低体重考の食事は

4名がきざみ食. 3名は普通念であったo BMIと食事の種

類，食事の自立度，移動動作，認知レベルとの関係につい

ては認めなかった。毛髪仁TCa は;);)名が規添より抵い値

で¥また Mgは22名が規準より低かったo BMIとCaお

よび1匂との相関は認めなかったc BMIは王子均寿命で抵

く.以後年齢が上がるにつれて高くなっていたc

{考察]

要介護高齢者の BIvIIは86%が標準以上であり，外観上の

栄養状態は良好といえる。しかし主要ミネラルの Caお

よびMgは規準より抵く，毛髪の結采からは長期的な Ca
およびMg不足が考えられ，骨粗しょう症による骨折の危

換性は大きいc ミネラルl主体認管理の栄養素として重姿で

あり，他のミネラル状況を吏に検討する必袈がある。

98)高齢者の介護保険の認識-2001. 2003. 2006 

年の比較

谷間恵美子(古係国際大学探健科学部看護学科)

遠藤明美(玉野総合医療専門学校)

{目的}

高齢者の介護保設の認識について 010306年を比較し今

後の援助を考える O

{方法}

対象は誠交員の身近な 65歳以上。調資は 010306年7-
9月に実施。調査員には事前オリエンテーションし高齢

者の男女各 2名(便宜的標本抽出)を依頼c 文章で意間利

用の限定個人不特定処理を説明，了解を得た者のみに習

め置きを自由意志自己記入を依頼し後日回収。

{結果・考察]

01年 167人(平均 73.3歳.介護保険利用者 7.7%).03年

180人 (72.9歳. 1.1%)， 06年 191人 (74.8歳.2.9%)の有

効回答があった。共通の 9項目の平均値をよ目安，全体に認

識が低下している 9 介護保険導入時には関心が高かった

が，だんだんと薄れていると考えられる。特に，介護保践

の利用有無に関係なく負担している保険料は 01年 2.05，

03年2.63.06年 2.88と認識が悪くなっている。その中で¥

反対に虐待，拘束は認議が上がり.関心がおくなっている

と言えるc 主因子分析では 01年と 03年は 2調子(江係は

高い数{r!i)に分けることができたが.06年は l国子のみで

あったc 共分散構造分桁 (Amos最尤法)を試み， 01のモ

デルを採用 (01; AGFIO.82. RMSEAO.ll)し同じモデル

で比!ほした(0311ミ;0.89. 0.08. 06 ij三;0.86. 0.09) (表1)

際準化推定紡 0.8以上はO1.:ijoで4項臼，新しく導入された

制度がよがっている。 03年で4攻乱利用時さらにお金等

に関するサービスが上がっている。 06年で 5項目，利用時

を除く制ocや成年後見制度が上がっていた。影響力の大き

いこの 5項院を重点的に指導すると効果的である。標準化

推定値を比較して.06年に上がったのは 2項目で高齢者が

間様な傾向を示しつつある C 反対にでがったのはわサー

ビスの稜類.8)地域福祉権利擁護卒業. 10)虐待・拘束i坊
止で，多様に倒依観や考え方を踏まえ援助が必要であるc

表 1 介護保険の認識比較一平均僚と標準化推定値

王子 均 1wi i票者主化J設定綴

200昨 2003引;2109016人的!20013ド12003相;20063手167人 180人

1)介護探検を知 1.92 
2)手絞きの方法 2.48 2必 I2.77 0.78 I 0.81 0.84 

3)潟交只(;潟1f.Jfi釘) 2.1 I 2.07 I 2.49 0.82 I 0.74 0.88 
4)介護H変Wf"J災 2.24 I 2.37 2.37 。刀 I0.72 I 0.82 
5) 1月の保険料 05 2.63 2.88 0ぁ I0.5 I 0.84 
6)手IJJli1割負鉛 17 2.32 2.42 I 0.76 I 0.64 I 0.67 
7)サービスの手豆類 .60 

8)泌総綴主1:後手IJ緩談事梁 2.88 2.92 3.04 I 0.87 I 0.85 0.77 
9) 目立年後Jil，i!JIJ)it 2.85 2.89 2.8 0.82 I 0.88 I 0.89 
10) IIH寺・拘束紡11二 2.92 I 2.72 2.75 0.81 1 0.76 1 0.62 

ll)資総EllJL 2必 I2.91 

12)介護と予防給付 レ~ 12.99 
13)地域f主主5支援センターし 3.02I 

?とJOJiii:1 よく );11っている -4ムまったく註iらない
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99)…人暮らし男性高齢者における食生活への気がかり

と食事内容

小野江梨花(弘前大学院学部隊属病段)

木立るり子(弘前大学匡学部保健学科)

{詩的]

一人暮らし高齢者，特に男性の栄養摂取の偏りが指摘され

ているc 一人暮らし男性高齢者の食生活への気がかりと食

事内容との関係を探り，必要な援助を明らかにすることを

自的とし

{研究方法i
A県日 市に居住する 65歳以上の一人暮らし男性高齢者の

うち，民生委員の訪問を受けている 8名が研究協力者で，

食生活の気がかりに思うことや 3訂関の献立，自炊の頻度

等の食生活の項告をゆ心とした質問紙を用いた開き取り調

査であるc 倫理的配慮として，民生委員から研究と議査代

行の向意を得たあと，対象者への説明と用意を得て. r諒き

取り調査を行ってもらった。

{結果]
対象者の年齢は7l~87 殺で\経済状況は. 1名は生活保護

を受け借家で生活していたが.外のア名は年金紋入，持ち

家であった。老研式活動能力指諜:の手段的自立の由子は.

全員が満点であったC 全員が毎日 1関以上自炊し選2割

以上スーパーへ食材調達に行っていると問答したc 邸前と

配食サービス，食材記述の利用はないと問答した。食生活

の気がかりを 5タイプに分け. 3 B鈎の摂取獄立の記載か

ら食事内容のパターンをみた。

f食生活の気がかりを感じていないタイプjは，記載された

食品数が多く，栄養バランスも良く，食事内容がパターン

イとされてい

f栄養の係りが気がかりなタイプjは，食品数が多く，

内容の詳絹に記入とパターン化が認められたが，略好性の

ある係りがあった。

-後始末が気がかりなタイプjと f食事の準協・

後始末が気がかりなタイプJ，ま，街{更に調理できる食品へ

のi漏りと，パターンfとがあっ

f食事の準備・後始米・栄養の係り・経済状況が気がかりな

タ千ブjは，経済的調窮の背景があり，食品数が少なく，

栄養の偏りがあり，パターン化が認められなかったc

{考察}

5つの食生活の気がかりタイプと献立との関係をみると，

気がかりをあまり感じていないタイプは，栄養が{漏らない

形でパターンfとされていれば問題とならないだ、ろう G

の{揺りのみ気がかりなタイプは略好により食品を選択する

傾向が認められ，その偏りを本人が自覚しているがために

多くの食品自を摂取していると考えられるむ栄養に偏りが

あれば，俄別の食習慣の把握と適正でない部分の修正が求

められるc 食事の準備・後始末が気がかりなタイプは，簡

便に済ます傾向と，食品自の煽りも認められたc 多様な調

理法を賂いた市販の加工・調理済み食品の利用や給食サー

ビス等の社会資源を活用し身体的負担を軽減するような

サポートが必要であるc また，食事の準備・後始末と

の係りのどちらも気がかりなタイプで，さらに経済状況が

窮迫している場合は，栄養の偏りを気にしつつも食品数を

少なくせざるを符ない可能性が考えられ， より社会資源の

活用の必要性が求められた。

100)介護老人保鑓施設に勤務する看護職と介護轄の業

務実態と課題認識

斉藤敦子(埼玉県立大学綾期大学部者護学科)

[1ヨ的}
高齢者の係縫・ E主療・福祉を支える看護殺と介護識の業務

実態、と業務上の課題認識を明らかにすることで，サーピス

の質の向上に向けた具体策の示唆を得る

{研究方法]

研究協力が得られた 4箆所の介護老人保健施設に勤務する

と介護殺を対象に， 自記式費伺紙を用いた実態調査

を好ったc 研究対象の属性と日常実施している業務内容

(清潔や食事の援助など 10カテゴリ-60項自に分類)お

よび課題認識の内容(知識蘭・技街頭・議度国の3カテゴ

1) - 17項自に分類)を謁査した。単純集計およびクロス

集計を行ない，自由記述部分については内容の類似性を

者が判断して分類したc 議査期苅は 2005 年 8 丹 ~9 丹で
ある。倫理的記患として，議査話的および、調査内容などに

ついて文書を用いて説明し向意:舎に署名を得た後.貿信1
紙への記入を依頼した。

{結果}

47名，介護駿 105名の有効期答が得られた。

者施設での業務経験年数(以下.経験年数とする)

と介護殺ともに 10年以上が最も少なく 1年糸満から

10年未満までほ段均等の割合であった。日常実施してい

る業務内容では.剖{葬等の処誼以外は看護殺と

ぽ共通していた。介護織の 19.0%が点滴の抜去.4.8%が!接

続洗浄. 1.9%が涜騒を実施していた。業務上の課題では，

知識閣で、の法律・制度は看護殺の 83.0%が課題であると

していたが介護殺は 56.2%であったc また，

15.2%が援療技術を課題であると認識していた。

と課題認識の隠係では，看護職はどの段階でも全ての項詩

でほ詰均等の訴合で課題であると認識していたが，

はどの段階でも認知症の知識が最も多く. 75.0%以上が認

していた。また，移乗(移動)技術等の夜接援助技筏iえ

経験年数が少ない方がより課題認識の割合が高かった令

{考察}

業務実態では，少数ではあるものの介護殺が援療技術を

施していることがわかった。その中には.2005年に厚生労

働者が通知した医療行為から除外するもの"'j、外のことが含

まれており，さらなる業務分担の適正化と明様化が必要で

ある。課題認識では，者護殺の 83.0%が法律・制度を課題

と認識していた。このことは，審議駿がこれまでに受けて

きた教育のゆで，法律や制度を学ぶ機会が少なかったこと

と近年実施された法律の改変によると考えられる。法律の

改変に速やかに対正、した知織の習得が求められているc 経

験年数が少ない介護殺が夜接援助技術に対して課題認識の

割合が高かったことは，まずは日々の業務で笑殺する技術

を身につけることが優先されていることがうかがえるO ま

た，認知疲の知識が課題であると認識している諮合が高い

ことから，認知疲高齢者の増加に伴いその方々のケアに必

要な知識の習得が急務となっている。
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101)介護老人保鑓施設における夜鶴実習での学生の学

欝経験

今井宏美，井上映子，大谷奨千子

(千葉県立衛生短期大学審議学科)

{自主g]

A短期大学で初めて導入し実施された介護老人保健施設

における夜間実習での学生の学習経験を明らかにする。

{研究方法}

研究対象者は，介護老人保健施設で、の延べ8日間の実習に

おいて. 2 B問の夜間実習を行ったA短期大学卒業年次の

看護学生 13名のうち，研究参加に冊意した 12名としたむ

分析対象は研究対象者の夜間実習後のグループ・インター

ピューによって得られた口述内容とした。分析方法はテー

プレコーダーに録音した口述内容を逐語録にし意味を有

する文眠を 1コードとした。このψから夜間実習に対する

-出来事・感想等が表現されているコードを学習経験

とし意味内容の類似性によってカテゴリ化した。

{結果}

口述内容は 421コード，このうち夜間実習に対する学寄経

験として 265コードが抽出された。そして 34のサブカテ

ゴリに統合され.[干支持に対象への感情を増輔させた経験l
{夜間実習中に感性が高まった経験J. [実感を伴った対象

理解の深まり. [夜勤看護職者の賞イ壬や葛藤を実感した経

験]. [夜開実習をやり遂げた自己を肯定的に捉えた経験1.
[24 If抑制先く業務のイメージ、を持った経験J. [夜間業務を

るスッタッフや就寝中の入所者への記濯ができた経験1
[社会に飛び出す原動力をもてた経験]の 8つのカテゴり

に統合できた。

[考察]

介護老人保健施設での夜筒実習において，学生は施設内の

夜flljの物理的環境変化や入所者の生活.行動の変化を経験

し対象への親密な感↑奇の増輔や感性の高まり，対象への

理解の深まりを経験していた。また，夜勤に対するマイナ

スのイメージをプラスに転化したり，夜勤への不安を軽減

しやり遂げた自己を肯定的に捉え，社会にで、る心構えを

もてた経験をしていた。これらの学習経験は，夜間勤務の

実情やケアの連続性を理解し夜勤看護職者の責任の重み

を実感すると共に.看護験者としての役割や機能の理解を

深め，肴護職者としての成長を捉す実践的教育方法である

ことが示唆された。今関，学生がこれらの経験をした背景

には.研究対象者が夜間実習を自発的に志願したこと，単

独での実習であったことの人的影響と施設にとっても初

めての試みであったため，臨床指導者の学生への記癌が行

き届いたことなどの影響が考えられる。今後は昼間の実習

における学習経験と夜間実習での学留経験について比較を

行い，両者の学習舟容の棺違と夜間実習における学智経

験が看護実践数脊に与える効来を明らかにする必要があ

る。

102)女性認知症高齢者の関銃内残採量と身体的要留の

関連性

平木裕美(佐賀大学医学部r;H属病院)

i賓回 愛. jLli坂覚美(熊本大学底学者r;附属病院)

安閑加代子.佐藤利子(佐賀大学医学部看護学科)

{目的}

一般に，加齢に伴う!法統括約筋の収縮力低下により残尿が

生じる。!接枕内残尿最(以下残E記長)の増加は尿路感染を

引き起こす可能性があり，さらに QOLの低下にもつなが

ると考えらnるC 残尿=fft増加の妥協には，活動レベルの抵

下があり，それ以外の身体的要関は未だ不明である O 本研

究でで、は， 排尿街隠と排尿形態が残尿f最設に及l段ます影響lにこ五義奇陸

し i活吉動レベlルレ幻以、外で

明らかにすることを毘的としたC

{方法]

S介護老人保健施設に入所持1の女性認知症高齢者のうち，

本調査について謹:閣と口頭で説明し入月rr者または家族の

同意が得られた者を対象とした。 1日8時間，対象者1人

につき連続5日間，排尿直後の残尿最を測定した。 測定に

は対象者の負担が少ない，非侵襲的な超音波!傍Jl元商像診断

装置である BladderScanTMBV13000を用いた。トイレま

たはポータブルトイレでの排尿が可能な対象者には自発的

な排尿後に，オムツ使用者には排尿センサーを装者し，セ

ンサー反応後もしくは定期的なオムツ交換後に残尿最をjRlJ

した。排尿i均約j.間隔， IぷJJf:の有無についての情報は調

資fl寺に~又集したc

おfi来}
14名で，平均年議会は 88.2土 5.5歳であった。 活

動レベル加では， 自力歩行が可能でトイレでの排illi:i.J~可能
な1鮮は詳)の王子均残尿は 34.7太 12.2m!，車椅子での移

動が可能で、あるがトイレでの排尿介助を要する群 (B若手)

の平均残尿量は 45.6:t: 37.8m!，自力体動沼葉!tで床上排挫と

なる群 (C群)の平均残尿量は 118.9土 32.3mlであり，活

動レベルが低下するほど残尿設は有意に増加した (p= 
0.026)。排尿形態加では， トイレ使用者の平均残尿最は

40.1土 27.0mL オムツ使用者の平均残尿量は 118.9土

32.3mlであり，オムツ使用者の残波最が有意に多かった (p

= O.OO7)c また，排尿i羽備が短いほど残尿最は増加してい

た (r= -0.169. p = 0.007)。
[考察]

オムツ使用者と比較してトイレ使用者の残尿設は少なく，

排尿形態が残尿最に影響を及ぼす要閣であることが示唆さ

れた。オムツ使用者の場合. r臥床状態で腹圧をかけること

の国難住が残尿長の治加につながったものと考えられる O

また，オムツが揺れることの不快感で排尿を中断すること

も残尿の引きがねになっていることも考えられる。さら

に，排尿間関と残尿翠;の格関関係から，残尿が多いことは

勝脱内容量が比絞的短時間で充満し排尿間隔の短縮につ

ながることが推察されたむおf尿j潟慌をより正確に抱擁する

ことができれば.偲~Ij的なトイレ誘導が可能となり，オム

ツ排般の不快感の軽減.ひいては QOL向上につながると

考える
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103)高齢者の地域活動等への参加状涜と鑓康状態

小:li敏i工(東邦大学産学部看護学科)

伎藤みつ子，自国梨奈(山梨大学)

森 守二鶴(酪立看護大学校)

[自的}

地域活動等に活発な高齢者に関する健康状態や年齢にみら

れる特設を，その他の参加者との比較において明らかにす

るc

{方法}

質問紙鍔資(留め霞き法)。読まを内容は，地域の活動への参

加状況.本人および記偶者の健康状態，属殺である。活動

参加に関しては，活動の謹類とともに参加頻I:it.参加方

法を開うているc 参加頻授と参加方法から活発な参加か否

かを将別しその健康状態を辻較していく。調査依頼は，老

人クラブ会長をとおして行い，開会あるいは;地域の高齢者

のための集会時に配布と国収を行なったc 倫理的配綴とし

て，会場での依頼の捺に協力は任意であること.無記名

であり，収集したデータにより個人および集団を特定しな

いことを説明した3

{結果}

れた 209件(邸収

81.0%)の内，活動参加状況あるいは健康状態に関し

て一貫した記載がない 21午を除き. 207件を分析対象とし

た令性別では，女性が 68.5%を占め多く，年齢夜分別では

より後j努高齢者が多く(内. 80歳以上 20.7%)

であったc 世-管機成では，独居 (23.9%)および夫総世子i¥'

(45.9%)が多かったo 2. 参加状況参加綴度は，選 1間以

上が過半数を占め，活発な参加者与が多い。また.r現役員・

としてj参加するものでは参加頻授が高かったc 活動

への参加方法は.r誘われて参加jというものが第一に多く，

次いで「役員・理事としてJ. 役員等の協力者としてJ.r係
としてjがそれぞれ多かったむなお，近隣や友人との関係

に隠しては，参加頻度の高い者では親しい人がいるとの答

えは高い。しかし相談できる人がいるかどうかや，サポー

トを受けている君主皮については目立った遠いがなかっ

ただし参加銭授の扱い者では，近所つきあいのほとんど

ない者や挨拶程疫のものが割合として多く，サポートを

けにくい状況にあると考えられた。

と本人の愁訴の数や主観的健康感および綾限の質自

価，記偶者の健燦との関に特に説明できることはなかった。

しかし f意欲の欠如jとは関連が考えられ，うつ尺疫の結

果であきらかに「うつjとみなされる者では義がみられた。

{考察}

地域の活動において活発な高齢者は，外観から健康状態が

良さそうにみえることがある O しかし条留として比較し

た場合にはその他の高齢者より縫康状態が良いとは必ずし

もいえない。ただしゲスト参加をしている高齢者のなか

には潤樹の勧誘や支援が必要な者が都合として多いと考え

られる。健燦向上と疾病予防，介護予防は双方のグループ

に必要であること，活発な高齢者を支援することは不活発

な高齢者の支援につながる可能性があることが考えられ

fこc

104)介護老人課盤施設における着取りに対するかかわ

りと評髄一看護職と介護識の比較

大矧政子，)Jf:、 祥子(島根大学医学部看護学科)

小野光美岩鶏しのぶ，沼本教子(神戸市若護大学)

{民的}
介護老人保健施設におけるターミナルケアは喫緊の課題で

あるc 看取りに対するかかわりと評価について職種によっ

てどのような著われの違いがあるのか検討し老健での看絞

りの課題を明らかにするo

{研究方法i
謁資対象者:第 14~17 器全国老人保健施設大会において

「看取り Jrターミナルケアj等をテーマに発表を行ったお

擁設で老健に勤務する看護殺害介護験。調査期鰐:2006年

II 月 ~12 月 C 調表方法:各籍設の看護管理者宛てに

協力依頼文および欝査禁を郵送，各施設に勤務する

および介護総会員に看護管現者から記布してもらい，自記

式質関紙調査として個別郵送で問i院した。調査内容:

者取りの実器と評倍。 倫理的自己惑:本研究の趣皆・

目的および倫理的記長撃を明記した文書を添え，

送をもって同意を得られたこととした。分析方法:平均値

の惹を t検定，殺種間の比較はx2検定，続言l'学的有意水準

5%未満 (SPSS11.5J) 0 

{結果]

に長く，勤務平均年数は審議機 5.1

5.0年で同職麓にまをはなかった。 2.幸子取りの実際

と評侃:r老健で零取ることjに，

であると答えた審議殺は 53.4%. 介護職 39.2%で，

の方が老縫で看取ることに対し議極的姿勢にあった。入所

者に対するかかわりの程度では，<入浴>のみ}証言綾識調に

差があり，看護駿の方が fできたjと答えた者が多かっ

介護殺の方が fできた積緩的jと答えた者が多かったの

は.<他入所者とのかかわり>， <思い出を語れるような

コミュニケーション>， <レクリエーション・行事への参

加>などであった。家族へのかかわりにおいて，

者護i裁に比して死にかかわるコミュニケーションや看取り

の準備などに諮緩的な傾向であったが.<入所者と家族が

ごせる時間をつくる>については犠極的な傾向で

あったc 看護駿・介護殺が捉えた入所者または家族の意思

の揺らぎについては，看護殺の方が感じている傾向が強

かった。 f老健での看取りJの貿の評価では，看護殺が介護

織に比して資が高いと答えていた。

{考察]

看護識は介護職に比して者取りに讃極的であり，家族に対

し意思の揺らぎを受け止めて死の準備を含めたかかわりを

行っていた。一方分譲駿は.死に関するかかわりについて

泊極的であったが，入所者・家族に対し今このときを大切

に過ごせるかかわりを計っていることが窺えた。(本研究

は，平成 18年度笹川慰問問冬末期援療における QOLの向

上に擬する研究助成Jによる)
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105)施設で生活する難聴のある高器者の援助ニーズの

検討

福田真紀(自治痘科大学術属病院)

永主主るみ子，水戸美津子，池関浩子

(自治医科大学看護学部)

{目的]

介護老人保健施設で、生活する難聴のある高齢者へのインタ

ビ、ュー内容から.援助ニーズを検討することを日的とした。

{研究方法}
X介護老人保健施設入所者で、 65歳以上でオージ

オメータによる聴力調査結果が 30-75dBの者ザワオン

社製 AA-73Jを使賂し研究者が聴力諦査を実施)。

期間は，平成 18年 10月。データ収集{え間こえにくい時，

間こえにくい時の気持ち，間こえにくい持の対処行動など

の質問項目について半構成的面接を一人約 60分間で実施

した。

[倫理的配意;

施設の代表者・対象者に研究の趣旨.方法(聴力調査を含

む)， 1変名性の厳守等を説明し研究協力の同意が得られた

対象者と同意書を作成した。

{分析方法}

而接結果から逐語銭を作成し質問項践に関連している一

文を抽出し 1枚のカードに転記， K]法を参考にカテゴリー

化したc

{結来]

は女性 10名で平均年齢83.5:t 5.72 

7名 に或のi癒力低下が認められたが

j或の総力iほれを訴えた者は 1名であった。 3名は日こ

えにくさjを自党していたが，高音域のi臨)Ji氏下は認めら

れなかったむ高音域の聴力低下が認められたrl:Jの 1名は

く左側から言われると開こえにくい〉と訴えたが，総力部室長

では左エヰーより右ICのi憶力抵下が認められたっ

析結果は:毘こえにくい時jは.大カテゴリ…(開き取り

にくい奇声〕と中カテゴ1)ー〈話し方〉等関こえにくい

時の気持ちjは，大カテゴリー[ネガティブな気持ち]と

r.l:lカテゴリー〈我慢〉等関こえにくい時の対処行動jは，

大カテゴリー[受動的対処行動]の中カテゴリー〈自分の

中に皆める〉〈不利益の回避》等と中カテゴリー《自発的対

処行動〉等にカテゴリ-{とされた。

{考祭}

高齢者の損失j能力や総力の自覚は個別性が大きく，従って，

i聴力抵下を単に力n齢に伴うものと捉え画一的な対応をする

のではなく，個々の聡力を正確に把握したうえで倒加でtの
ある援助の必要性が明らかになった。 ffifJこえにくい時の

の[ネガテイブな気持ち]は，要I~聴ゆえの気持ち

と難聴を他者に知られたくない.集団生活での聞こえない

持の気持ちの抑制などが混在していたc 能って，難聴ゆえ

に生じている気持ちと.集居生活ゆえに生じている気持ち

をも潔解したうえでの援助ニーズが明らかになったc rrrfJ 
こえにくい時の対処行動jでは自分のやに皆める

利益の回避》等の〔受動的対処行動]と，その場で開き返

す等の〈自発的対処行動》のどちらかの行動で自己対処し

ていた。従って.個々の対処行動を把握しその行動を踏

まえた設助の必要性が明らかになっ

106)高齢者介護における現実の介護詔標iこ沿った総合

的評{臨法の開発(第 1報)

高田明美(京都大学大学院医学研究科社会健康医学系専攻

健康要留学講殴健燦増進・行動学分野)

{背景と話的}

介護評価の今後の発展のためには，介護一般における目的

の検討と方向付けが;急務であると言えるo 本研究は，現場

の介護者・患者に対して聴取を行うことによって介護のB
襟と成果を明らかにしそれに沿った?訟で介護自襟達成尺

度を開発することにより.介護サービスに一定の方向性を

提言することを目標としている。

{方法}

開発方法の概略として，質的研究による全般的介護詰擦の

探索を行った。平成 18年 10月31日から向年 12月4日の

期間，詩書査機関として，協力を依頼し承認された関連機

関，関東地区 (2)，北陸地底(1)，関im地区 (2)，田沼地

区(1).九州沖縄地区(1)より，計7箇所において，利用

者への質問票による開き取り調査，および、介護者への質問

禁説資を行った。具体的には，利用者本人にからは， rどの

ようにしたら毎日が有意義になか健康になると思います

かJなど，主観も含む精神的・身体的健康について拐うた。

介護者には， r介護を行うに当たって目標は何ですかJ.rど
んな介護は成功/失敗だと患いますか.例と理由を挙げて

くださしリなどの質問について.国議又は費関紙による自

社i関答から今一ワードを抽出した。倫理的配癒:として，対

象者に訴による説明と参加の意思確認を行ったc なお本

研究については京都大学i歪の倫理委員会の承認を受けてい

る。

{結来と考察}

継続比較i去を使mし質問票回答の内容から「介護サービ

スとして期待する(される)ものjの内容分析を行った。

全体像としては. r介護サーどスとして期待する(される)

ものjとして，何IJ用者本人にとって重要なサービス〉，〈介

護サービスの安定的供給〉に分けられる O さらに《利用者ー

本人にとって重要なサービス?として.<機能的サービス

側面>.<社会的サービス側泌>. <認知的サービス側

面>. <生活の質 (QOL)サービスil!U閣>であったc r介
護サービスとして期待する(される)ものjとして最も頻

疫の高かった項目として，個人主義・尊厳重視の介護，次

に対話・信頼のある関係，笑顔から受ける職務充足感，生

活の質 (QOL)機能維持向上，自立・生きがい感・社会的

役割惑の強まり，安心感の提供となる介護，社会的機能維

持向上， 自由!支の高い空i潟・時間. となっている。必裂と

されるサービスのあり方に現実的な制限となっているの

が.介護報餅のiliIJ約などに起閣する人員制i浪であり，現実

としてサービス捉供が不足し過熱な労働条件から疲弊し

たり，技術が未熟で、あったり，そのための利用者の身体，

精神状況のレベル抵下や失調という現実が表れていた。施

設療養，施設介護自体に関しては，在宅介護への不安から

施設療養を継続したいという意向のもと，家族のみならず

本人からも希望される現状があった。
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107)老年看護学実習iこおける施設審議師業務見学実醤

の評{爵

小松光代，間u1等子(京都府立軍科大学医学部看護学科)

[13的}
介護老人福右1:施設(以下，務設)では，~療依事度の高い

婆介護高齢者が増加し者護締の役認は拡大しているc

生の持から施設の看護実践に触れることは，高齢者の特設

理解と将来に向けた活動視野の誌がりに繋がり，様々な場

で活躍する養護部の基本的な役割，機能を確認する

なりうる。そのため本学では， 2年前か

の一部に施設審議部業務の見学実習を導入してきた。介護

保険施設等における会殺的な老年看護学実習の学習効果に

関する報告は多いが，看護学生(以下，学生)が捉えた施

設審議締の役説に着註した報告は殆ど見られない。そこ

で，本研究の笥的;之学生が捉えた擁設看護部の役割

務内容と期待される役割)を明らかiこすることである。

{研究方法i
対象者は，老年表護学実留を終了した 4問主主 62

は2擁設で平日-18，者護締(緯設経験3-8年)に悶伴

して実習した。看護師役割jの理解は，実習終了後アンケー

ト(有効問答本 92，0%)及び実習記録から担当教員が分析

したc 前者からは実習摺締，満足度，実管内容，看護締の

投書1理解乞後者から役割の潔鮮に関する今一ワードを抽

出し分類し

倫潔的配惑として，学生には議査の恕設を説明，成績に関

係しないことを探擬した上で実施し結来を関連学会や施

設へ公表することについての持窓を得たc

{結果・

(l)実習時間は短いが， ri誇足~ほほ満足 98.0%.実習内

容 f満足~ほほ満足J94.9%.者護郎iの投訴は全員が理解で

きたと鴎答した。

(2)見学・実習内容は，パ千タルサイン測定・

100%，翠法 100%.版薬介助 87.0%，看護・介護言，.閥 64.5%，

治療的処置 53.0%，リハビワ 38.7%の顕に高率であった。

(3)看護締の役割理解について実習記録から 119個のキー

ワードを抽出し意味内容が向ーのものを除くと 1011肱

これらは，業務内容 39偶と期待される者護締の役割 62倒

の2綴域に分類されたo 1)薬務内容は，業務

カンファレンス・箭報交換穿

加等)37 個と勤務体í~1j (夜間オンコール，

あったc 2)期待される投言語では，

:基本的な看護スキル 14偲，チームケア 3飽，対象者

の潔解・関係づくり 3儲.

f魁.暮らしを支える者護(観察方法のバリエーション，高

齢者のベースの重複，生活障害への対応， ~話広い知識と技

術，援療機関との連携等)291関，唯一の箆療専門家5領，

他殺撞との密接な連携41際，ケアスタッフへの教育・棺談

4儲から構成されたc

以上学生は，看護翻が病棟での経験を基盤lこ，級設の特殻

をふまえ.高齢者の尊厳を大切しながら，匿療モデルのみ

ならず，生活モデルに沿った看護を実設しチーム

として高齢者の暮らしを支えていることを理解できてい

た。

108)高齢者の時間的展望と鰭康状態との関連

沼沢さとみ(秋問看護福社大学)

松出悦子寄藤亮子，山田結子(山形県立保健堕療大学)

{目的}

時j務的展望は，個人の現在の事態や行動を過去や未来の苦手

象と関連づけたり，意味づけたりする意識的な働きとされ，

行動の動機づけや生への意味づけといった援能を持つとい

われているが，高齢者についての研究は少ないc 老化や疾

病とともに生きる高齢者は.健康状態が悪かったり身体の

不自由さを感じることで，時間的展望をもつことが爵難に

なると考えられ.QOLにも影響し得る。本研究では，

者の QOL向上を巨拐した援助についての示唆を得るた

め，高齢者の時間的展望と健康状態との関連を鳴らかにす

ることを日的とした。

{研究方法}

ある地方自治体の「いきいき健康大学Jに参加した 62

ら85歳までの高齢者で¥介護認定を受けていない自立し

た152人を対象に欝査をしたっ調査内容は，時間的展望体

験尺度，主観的健康惑，身体活動の不自由さ，物忘れの経

度で，身体計測とともに健康調査として実施したc

は自記または探究者らが関取り記入をしておい反した。

対象者のうち昭答が有効だった 127人を分析の対象とし

時間的袈望体畿の下段尺!交の平均点について，変数ごとに

t検定を行った。 倫理的記癒として，研究目的，個人箭報

を書滋iで説明し文書:で肉;立を得た。議査は王子成立

年9月に行っ

[結果}

対象の性加は，男性 41人 (32.3%λ 女性 86人 (67.7%)

で，平均年議告は，男性73.5(土 4.3)

議だった会主観的健康惑は非常

「まあ健康J94人 (74.0%)，rあまり縫康でないJ28人

(22.0%). r健康でないJ1人 (0.8%)だった。対象者全体

の時間展望尺度の平均点は.r現在の充実感jが3.8(土 O却

も高く過去受容J3.6 (土 O加点，

0.7)点民標指向性 3.0(土 0.8)点だ、ったc

惑の「非常に縫康まあ健康jと， rあまり健康でないj

f健康でないjの2'1洋での比較では，健康惑が悪い人はいい

人より.r希望現在の充実感 r過去受容jの乎均点が有

意にi廷かった (p< .05. p < .01， p < .01)0 身体活動が少

し不自由または不自由な人は，不自由がない人より詔

指向性Jr希望Jr現在の充実感jの平均点が右君、に低かっ

た (p< .05)。もの忘れの殺度による比較では有意差はな

かった。

[考察}

高齢者は，会殺に過去や現在を主主規し将来への関心は高く

なかったが，これは，疾病や老化との関連が考えられた。

加えて，自立して生活していても，健康状態が惑いと感じ

たり身体活動に不8由さがあると，現在の生活に満足でき

ず，過去の受容もト分でないことが明らかになったc 高齢

者が過去を受容し将来への展望をもつためには，者fヒなど

による身体の不自E討さを受け入れ，縫康をよりよい状態で

維持できるような支援の重要性が示唆された。
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109)高齢悪者の「罰き取りの屈難さjの実態

-r聞き取りの困難さjが精神的負担に及iます影響

について一

明石愛弓(東京大学医学部附属病院看護部)

横井郁子(東邦大学援学部看護学科

出貝裕子(青森県八戸市立市民病続)

[呂的}
本研究の自的は，医療議関に入院中の高齢J患者における日

常生活音に対する「開き取りの閤難さjの実態，および:

それに伴う精神的負担を明らかにすることである O

{研究方法]

医療機関に入院している 65歳以上の高齢患者を対象に質

問紙誠資(選択閤答方式)を行った。今国は了解の得られ

た血液内科および内分泌科に入設している高齢患者を対象

とした。 測定尺度として，務藤ら (2002)が潤いた尺度れ

を用いたc 質問紙ではまず. 日常生活や会話場面において

開き取り悶難な状況があるかを向い.すべての質問におい

て fない」と回答した者は，ここで質問紙調資を終了とし

た。 fn寺々あるJrあるjという関答があった考は，聴力低

下に伴うストレス認知に関する質問紙を続けて行った。

なお，ここでの f開き取りの悶難さjとは質問紙による日

常生話や会話場面での開き取り困難な状況に対する遭遇状

況とし 日常生活や会話場面で対象者ー自身が感じているも

のとした。 J徳力検査で得られる聴力とは区別したc 本研究

{之研究者の所属機関および関連機関の倫理審査を受け承

された。

[結果]

35名からi同容を得ることができた。対象者の性関構成は.

男性 14名，女性 21名であった。平均年齢は対象者全体で

75.9歳(標準偏差 6.87.総崩 65-93)であった。なお.年

齢に性差，病棟主主は認められなかった。何らかの f開き取

りの圏難さjを感じている者は 74.3%で、あった。回答分布

をみると，室内での会話場面に比べ.屋外での会話場面に

おいて f開き取りの圏襲Ifさjを感じることが多いという結

果が符られたc また，会話人数が増えるにつれて会話が開

き取りにくくなるという結果が得られた。また. f開き取

りの顕著Itさjを感じている者のうち. f向き取りの問要ItさJ
からストレスを認知している者は 50.0%であった。自答分

布をみると，人間関係に対してネガテイブな感情を抱いて

いるというよりも，開こえが悪くなった自分自身に対して

ネガティブな感情を抱く傾向がみられたc

病棟別にみてみると，何らかの fl*Jき取りの掴裏金さjを感

じている者は，血液内科で 63.2%. 内分泌科で 87.5%であ

仏内分泌、科の方がやや多かったc

{考察}

高齢患者において，患、者の背景にある疾患等も含め「賂き

取り jについて十分なアセスメントを実施すること.アセ

スメントの結果から対象者に適した環境での関わりをもつ

こと，そして，対象者の抱く f開き取りの図難さjに伴う

ネガ、テイブな感情を考慮することの重要性が示唆された。

{参考文献}

1)癒藤友介，安本昌iJ!.矢嶋裕樹.他:高齢者の総力低

下によるストレス認知と精神的健康との関係，大東文化大

学紀要 40. 145-158. 2002. 

1 10)特別養護老人ホームiこおける認知痕高齢者の終末

期ケアの現状

辻村史子，王子水尚美(芸長野'大学法療保健学部看護学科)

{研究目的}

特別養護老人ホームにおける認知症高齢者の終末期ケアの

現状から，認知症高齢者Aの終末期ケアの質の向上を示唆す

ることをお的とした。

{研究方法1
1.1¥mlヨ愛知関:2006 ij:5. 8丹20日から 9月 4B 2. 対象

者:特部養護老人ホームで終末期ケアを経験した施設管現

者および介護職員 3. データ収集方法.半構成的磁援に

よりデータを収集.1)認知症i三五鈴殺の終末期ケアの捉え方

2)認知主主高齢者の終米期ケアの笑諮とその時の思いにつ

いて. ICレコーダで録音して逐語録とした。 4. 分析

方法:逐語録から共通性のある文をまとめ，サブカテゴ1)

としその後カテゴリの生成を行ったc 分析過程において

共悶研究者部で検討を行った。 5. 倫理的記極t:護野大

学研究倫理審査委員会の承認を得た。

{結果および考察]

* >カテゴ1). < )サブカテゴ1)を示す

終末期ケアの現状として.43のサブカテゴリから 8カテゴ

リが抽出された(表)。

特JJIj養護老人ホームの終末期ケアを行うやで隊員はく経

験が少なしのことから〈終米期ケアへの不安〉があり. <夜
間は看護衛jiが訟ないこと〉から〈人誌が不足している〉と

感じている。またく指示を受けるi待J!1Jの'1司IjiJfに迷い〉なが
ら，ケアしており〈急変11寺の対略〉などく必姿な技術の饗

をすることで認知症高齢者をく治期まで肴たい〉と考

えていた。そこで，〈急、変i待の対応〉や〈事例検討会〉の研

修を行い，総長IHlのく意思の統…一〉をする必要性が明らか

となったら
このことは，小野らの特別箆護老人ホームにおける死の看

取りの実態についての研究結果と一致している。

今後，特別養護老人ホームの者護蹄の役割として，介護職

員の終末期ケアに対する不安を受け止め.技術練習や事例

検討するなかで，介護職員と協働することの必要性が示唆

された。

*本研究は，平成 18年度科学研究費補効金主主按研究 C
(18592459) による研究の一部であるc

表特別養護老人ホームの終末期ケアの現状
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111)持制養護老人ホーム入所者家接の語会状涜かうの

語会継続援助の検討

横山公美(日本大学涯学部総議

永盛るみ子，水戸美津子，地自治子

(自治涯科大学者護学部)

{目的i
特別養護老人ホームでの家族の面会状況を明らかにし阪

会を継続できるための援助を検討する

[研究方法]

X県下の特別養護老人ホーム入所者の家族，

収集は研究協力の得られた泊施設に王子成 18年 10月の

1ヶ月開ー無記名自記式費関紙(l線設 12部〉を預け.Yill 
に1きISづっ配布，間収は儲別返

信用封諮で行なったc 資関内容は入見rr者と部会者の基本認

と話会特の逸し方，入所者について関って

自由記述項関で

たc

する)53 
あった。

{考察}

甑会時間は 1持FrJi未満が最も多く，

と;パジャマを議替えさせる歯磨きをする

〈身{本的介護〉で過していることから，

げたいという家族の思いを推しfまったうえ

り

らカテ

時i習を逃せるよう，職員による恭本的な身体的介護の充実

を留ることが面会継続器劫ーっと考えられたc 次に家族は

面会時，常にあるいは必要時，機長との会話から

変化認知症の遂行境j等の情報を1.!j，ていたc また{入所

者について図っていること;で;ふく認知譲能の低下〉

も多いことから.阪会は家族が入所者のことを知る

時間と認識し特に認知症等で藍接入所者か

れない事務について，誤認的に情報捷供することも

続援助と考えられたC

1 12)人工接関蔀全露換術を受けた態、蓄の箭後の生活状

況と活動量

[13的}

かにされていない。

宅における生活状況と

(tJ、下ライフコーダ EX)を溶いて実測

暁らかにすることを日的と

自 し
さらに

していたむまた，長

ミたり， しゃ

取りなどで低い姿勢をとるときは，

多くの忠おカ吃;:の生活や設楚の多い日

工関節の税自をi現遊するために.それぞれの生活議境に応

じた工夫を行い，対処していることがわかったc ライブ

コ…ダ EXによる 10日間の平均歩数をみると守

たのは 37歳男性有段者で 8941歩だった。

女性は 2000 4000 
が大きい者よりも歩数が少ないことがわかっ

ミには王手続、や社会的役割が影響していることが殺

されるため，今後は対象者を増やし関連要因を検討す

る必繋があるc

{まとめ}

在宅訪向調変により. THA後患者の生活環境を把握し

な生活上の対処が明らかになった。また，

齢や社会的役割との関連が推察され，他の変数についても

検討治宝必婆であるむ
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113) A膜における高齢者ケア関連施設閤における連携

の実際日)ー構報交換iこ焦点を当てて一

ヨド立るり子，工藤 恵，米内山千袈子

(弘前大学医学部保健学科)

[13 的}
保健・罷療・福祉の連携がますます重要となっている。

研究は，高齢者がケアを受ける場を移動するときの施設と

職種による活報交換に焦点をさ当てて連携の実際を明らかに

することを釘的に検許した。

{研究方法i
A県内における医療施設・介護保険施設・活宅支援事業所

等の計482施設を対象に，施設長もしくは看護部長苑に，

施設の概要，業務，情報交換等を問う質問紙を郵送し，ケ

1入に回答を依託してもらった。務i査期間は平成

1851ミ2月 1日-28日。施設および回答者の匿名性を依頼

明記し@JJ況により協力への向意と判断した。回収

51.9%。有効回答は 245(50.8%)であった。

[守f~~l
施設の鐘類では，居宅介護支援施設が45.5%. 医療施設が

15.9丸 介護老入福千社j止tけ古施極設が l誌3
L点字門員がいる施設iは立 9幻3.5%を占めた C 回答者の有する資格

では，者護職が 36.2%.次いで介護福祉士 30.1%.社会福

15.4%で，介護支援専門員(重複)は 68.3%を占め

た。 医療施設では看護側がIHI答者である割合が高く

(85.3%)，福祉施設と居宅介護支援機関で、は介護孫子il:二i二が
答えている割合が高かった (64.3%) (45.3%)。
1) .1官報交換の方向:他施設から高齢者を受け入れる持を

した場合は. 1)去る側からと受ける1ll1Jの両方からi官報

交換するjが67.4%.1送る側からもたらされるjが20.8%
であったのに対し他施設に送る時を想定した場合では，

「爵方からjが 50.5%に次いで. 1送る領Ijの 8分からjが

45.0%であった。 r大体の施設で窓口扱当者がいて崩知し

ているJが過半数をおめたc

2)情報交換の程度:受け入れる時には「前施設の担当者

と必ずする」が56.8%で、多かったが，送る持では.r送る先

施設担当者と必ず情報交換するjが35.4%と減り.r施設に

よってするJ27.0%. r時々するJ23.9%へシフトしていた。

3)官級交換する職種 (x2検定):者護織と介護支援専門

員との問で主に行なわれ，援郊とは必要に応、じて行われる

傾向があった (p< .001)。
4) 1吉報交換の方法 (x2検定): .看護i殺との情報交換は文

よるものが主であり，必要に応じて対面口頭で、補われ

る額向で (p< .01).介護支援専門員では電話による方法

が多かった (p< .05)0 
{考察]

高齢者ケアに関係する施設問情報交換は，相手方施設の窓

口担当者を相互に周知していない施設もまだ多いが，必要

に応じて送る官liJから情報提供するシステムが没透している

とうかがえた。 .1官報交換の職種は施設の種類にかかわらず

主に介護支援尋問員と看護織との詩でなされており，ケア

コーデイネイトの中心的職務;である。しかしながら情報交

換の方法は，援療械は書留での伝達に偏り，介護支援専門

員は対立ij.口頭のコミュニケーションを重要視していると

うかがえた。

114) A燥における高齢者ケア関連施設問における連携

の実擦 (2)
一高齢者ケア!こ境わる人の職務溝足感一

工藤恵，米内山千賀子，木立るり

(弘前大学匿学部保健学科)

{話的}
高齢者ケアは.多職種あるいは他施設のスタップとの連

携・協働の下で行われている。本研究は高齢者ケアに携わ

る人の職務i詩足感について検討し円滑な連携のための示

唆を得るc

{研究方法1
A県内における僅療施設・介護保検施設・法宅支援事業所

等の計 482施設へ自作質問紙を郵送し高齢者ケアに携

わっている者 1人に回答してもらった。調査期間は平成

18年 2月 1B -28日，回収率 51.9%.有効回答は 245
(50.8%)であった。職場環境と連携に関する質関項告は，

安達(1998)の「職場環境，職務内容.給与に関する満足

感尺度jを参考に窓作の費問 2項目を加え 20項目で作成

した。分析方法は.関子分析(最尤法一ブロマックス密転)

を仔い，国子得点平均点を;前足度とし回答者の属性別(立

場，地域.年代，職種，性剖)に t検定または一元記霞分

散分析後多重比較を行った。病院・施設等に勤務している

群(133名)と住宅介護支援事業所等に勤務している群(1l2
名)に分けて分析した。 問答者の立場は組織化された窓口

担当である窓口担当者，組織化されず(兼任で)主に窓口

担当を行う窓口薬務者，施設・部署の管理を行う管理者，

高齢者のケアを行う高齢者ケア担当者・に分けた。本研究で

とは，高齢者ケアに関連して施設内外の連絡・

当たるf支却をいう。 f命翌日的配慮として.施設および

回答者のi変名性を依頼文書に明記し間収により協力への向

と判断した。

{結果i
1)病院・施設若手で因子分析を行なったところ.r職場内人

間関係に関する満足感J.r職場内外の協力・連携に関する

満足感J.r管理者と職場体制に揮する満足感J.r報翻に関

する満足感jの4因子が抽出された。立場開にみると.r職
場内外協力・連携に関する満足感jは，窓口業務者が管理

者より有意に低かった (p< .05)c 2)居宅介護支援事業

所群で国子分析を行なったところ. r職場内人間関係に関

する満足感J， r報湾Hに関する満足感J.r職場内協力・連携

に思する満足感J， r管理者に関する満足感」の 4悶子抽出

された。立場加にみると.r管理者A に関する満足感jは，窓

口業務者と管理者が高齢者ケア担当者より有意に低かった

(p<.Ol). (p<.05)o 
{考察]

病i淀・施設群での刊誌場内外協力・連携に関する満足感J
f管~者と殺場体制に関する満足感J という由子が，活宅介
護施設若手で「職場内協力・速器に関する満足感jと f管理

者に関する満足感jに限局されたことは，職場内人数や戦

醸の独立性という要図が考えられた。窓口業務者の]絞務満

足授の抵さが荷群共通でみられるのは.組識化されず窓口

担当を行う体制に一闘があると考えられ，職務満足度向上

と，円滑な高齢者ケアの連携のために窓口担当jを明確

に経験fとする必嬰性が示唆された。
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115) A県における高齢者ケア関連施設問における遥携

の実際 (3)ーケア提供者かうみた連携題難状況…

米内LU千賀子， 車、木立るり子

(弘前大学涯学部保健学科)

{自的1
2006年，わが国の高齢化率は 20%を議え，地域において高

とその家族のニーズにそったケアの充実は大きな課題

であるc 今国，高齢者ケアに夜接的に関わるケア提供者の

自由記述回答から，ケア連携上の困難について分析・検訴

した。

{研究方法]

人県内における医療施設・介護保設範設・

等の計482施設を対象に，施設長もしくは者護部長宛に自

作の質問紙を怒送し高齢者ケア担当者 l人に問答を依託

してもらった。調査部部は平成 18 年 2 月 1 日 ~28 80関

~又率 51.9%であったc このうち，自由記述で求めた

する上での罰禁じに関する鰯答を文字データとし倍々の

意味データに分け 213億を抽象化した会抽象イとは，施設の

機能や特徴による比較をするために.[妥療機関連 19名

援院・クリニック，訪時春譲ステーションλ
老人擁設関連 13名(介護老人福後/保健施設，訪関介護.

通所ケアなどλ詩宅介護支援jifr31名に分けて行った。施

設および問答者の壁名性を依頼文警に明記し.関i誌により

協力への同意と判断した。

{結采}

医療殺関連の抽出カテゴリーは，

向けた家族支援 r医療殺との連携器難j

にかかる連携;意識Jr高齢者ニーズに適した擁設選択にか

かる連携沼難Jr復療施設の患者受け入れ調整留難 r;行政・
市町村との連議沼難Jri吉報交換にかかる連議留難制授

にかかる箇難 r掛i誌に出向く他施設写実種への不安jの9カ

テゴリーであった。介護施設関連では，

かる連携関難jはち設内のケア方針にかかる

部にかかる連銭関難J介護支護専門員間の箭殺にかかる

ピスの髄報不足Jn室殺害義関から受け

入れ施設への筒報入手国難Ii純度改正にかかる利用者と

連携器難 r高齢者理解に;重要な箭報統一割難jの8カテゴ

リーであった。居宅介護支援所では.r思難事部等の在宅

療養にかかる連携関難Jr病院・医療殺との情報交換関難j

f陸部との連携器類ur介護保致事業にかかる菌難Jrサービ

ス内容の博報不足Jr介護支護専門員や関連毅撞の震にか

かる関難Jr事業所の経営難が利熊者サービスに及ぼす影

ri子政との連携関難Jr難病苦手間にかかる鴎葉IU
の連絡調整の臨難jの10カテゴリーとなっ

[考察}

3グループの共通項として，関難事例の退詫調整の関難色

サービス内容についての情報の不足，職議開の情報交換や

共有の協難"d等々がよげられた。グループに特護史的なもの

としては，磯良の震にかかわる部題，業務の煩雑j 行政

との情報交換の困難さなどをうかがい知ることができた。

これらは連携識査の基礎資料として有尽と考えられる O

116) S81S法による高齢者の下披露翠の特徴および移動

機能との関連

i河出寧子，小松光代，木村みさか

(京都府立腹科大学薩学部看護学科)

[1ヨ的]
介護予防の特散は，加議会に伴う生活の不具合への早期発

見・早期対処であるといわれているc 中でも，歩行等の移

動機能の綾持は自分らしく生き生きと暮らすための重要な

要素である令我々は介護予防披進のために，高齢者自身が

チョイスしやすく.かつエピデンスのある運動プログラム

作成を試みている O 効系的なプログラムの実設には飽々の

身体機能のアセスメントが必要であるc 我々は，そのアセ

スメント項告の…つとして，部{立別多潟波主主体電気イン

ピーダンス法 (SBIS)による大総・下腿鏡下肢の務翠;に着

目しているc 本研究では. SBIS法で測定した高齢者の下

肢宣言最の特設および移動議能との関連について検討したc

[方法1
・介護境 1~3 の通所介護利用者とケアハウス

者指名(嬰介護群)および元気高数者229名(前期 145名・

後期 84名)の計287名 (65 96成男性93名，女性 194
名)を対象に.BMIや最大歩行時の速度と歩綴，チェアス

タンドテスト，ステッピングテスト，等，)ミ性i路伸展務カお

よび SBIS7.去による下肢筋宣どを ìlllJ定した~ SBISは

MLT-30 (セキスイメデイカル社製)を沼い，右肢の手中

部と足早きjiに電流電援を貼付し大転子一部j軽骨音[5r渇を大

腿き11.側頭骨きfS一外来点関をで!捷きtとして測定した。 SBIS
はi!f周波c1…5kHz)~i潟席波 (250kHz 以上)

することで，体絞骨捺筋の総体薮.

の測定が可能であるc 解析は身長の 2

{症で除した僚から，

÷鍛Il託外液量)の平均値 (SD)

別xilliJ定者fS殺の三元説詮分散分析を実施した。

6める筋線胞翠;の割合が移動機能や加齢とどの程度関連す

るかは構造方程式モデリング SEMで検討した。統計は

SPSS12.0. Amos5.0を用いた。なお，研究計揺は大学倫理

会の許可を受け，本課題も基準に従って主主越している。

[結果・考察}

要介護若手の務総体積:え前期高齢者より大腿 32.8%.下躍

で 15.2%の数値.向様iこ酪絡協fをは，大路 41.8%.下)jj)!

25.7%の最{践を示したc 務総体裁での締結外液量の割合

比磁諮高齢者・後期高齢者・要介護群の}Jl買で、増加したc

SE誌による筋総体惑での務縮抱蚤の割合比移動機能抵

下・加齢のJ~買で影響を受けていた。これらは，移動機能低

下により下肢務への接械的刺激が抵下し務総抱蚤低下を

もたらしさらに下肢の筋ポンプ作用が抵下するため，静

脈還流量が低下して間紫液が貯留し浮騒が生じた状態と

えるっこのような結果より. SBISで測定した下控務室:

靖報は，高齢者の骨搭筋機能や浮騒などをアセスメントす

る指標になり得ることが示唆され，介護予防等への適応が

期待される。
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11ア)高齢者の騒鶴の実態 一都市部と山関部の比較一

告国梨奈. {:左藤みつ子(山梨大学大学院)

森千鶴(筑波大学大学院)

小玉敏江(茨城キリスト教大学)

{日的]

高齢者にとって躍阪は生体リズムや QOLに重要である

が，不11民や路11民・日中党躍の質の{段下等は少なくない。都

市部と 111関部では生活環境が異なるため. 1脳波状況に違い

があるのかの実態を抱擁することは高齢者の睡眠の看護を

るために重要であると考える。本研究は，住宅の密集

している都市首i及び111際部の高齢者を対象に，機11災の災

を明らかにすることを居的とし

[1.iitl 
長lIiIi郊(大都市郊外)と山間部の老人クラブ参加高齢者を

対象とした質問紙調交で，諮査内容は属性(性別，年輪.

• I殴11民状況(就寝・起床時刻，鶴臨時間，過去 1ヵ

バの 11議 11民国主j~頻度. n制限の質).I怪眠薬服用状況とした。分

SPSS11.0Jを便i召し基本統計出，属性・地域間の

け会定・ x2検定を行った。 倫理的配躍は調査話的，

参加 .111 t訴の自由，プラ千パシーへの配慮について文書で

説明し出窓を得.然記名で囲JI又した。

:結来1
432名.男性 168名 (38.3%).女性 280名 (61.7%).

王子均年鈴75.59:t 6.01 歳，健康問題なし 42名 (9.7%)で，

都市吉!日立 328名 (75.9%). 女性 206~イ1 ・年齢 75.43 土 6.02

縫J3lH問題なし 35名.1111均斉liは 104名 (24.1%).女性 58

名.年齢76.09:t 5.98殺，健康問題なし?名であった。

年三i時実1](ま22.37:t 1.20 11寺. í住HミIl~'実iJは 6.29 会1.4411寺. lIislIK 
時間は 7.05土1.27時間で，都市部と 1111南部では，就寝時刻

において都市部 22.45会1.25持.出向き[i22.12 :と1.01狩と

都市部の方が就寝時刻が遅かった (t= 2.39. p = 0.02)0 
過去 1 ヵ月の騒II[~罰禁ft頻度は，都市部は「なしJ 53.9% 11 

18.7% n~2 関/避J 15.9% 13 [iJ以上/週j

11.8%. III問者1IはfなしJ47.5%11国未満/選J30.3% 円~2

15.2%九回以上/避J7.1 %であった。膝11民の費

は.都市部は「非常に良しづ 32.0%1治、なり良いJ44.4% 1か

なり悲しづ 17.0%1非常に悪いJ4.9%. 111陪音r;は f非常に長

L リ 20.4%1かなり良いJ66.0% 1かなり悪いJ11.7% I~Þ 
づ1.9%であり，都市部の1.1がIL!間部より i臨恨の質

f)惑い者が多かった (x2=15.21. p < 0.01)0 機11夜

祭域別状況は fなしJ247名 (61.4%)n [滋未満/避J82名

(20.4%) n ~2 lliJ/遊J28名 (7.0%)13関以上/週J45名

01.2%)で，都市部の方が111fm部より flm:J 51と満/選j臨崩

している者の割合が多かった (x2=32.49. p < 0.01)0 

[考察}

高齢者のn酎!民状況は，都市郊の方が111間部より香睡眠の質

が悪いと評価する者が多く，就寝持刻が遅く，臨11民薬服用

者が多かったc 本研究では生活環境は諒査していないが，

都市部と 111間郊では夜間環境で騒者や日言明等の刺殺;援の違

いが考えられ，高齢者の縁日出土都市郊の方が111間部より悪

化していることが明らかになったため.都市部夜住高齢者

の睡眠環境整機とケアの必要性が示唆されたc

1 18)高齢者の需緒的サポートiこ関する研究

一都市部と山間部との沈較一

{左藤みつ子.白III梨奈(山梨大学大学院)

小三五敏江(茨城キリスト教大学)

(筑波大学大学i淀)

[0 的;
高齢者が健康な日常生活を保つには，経済的・物的環境が

ていることはもちろんであるが. r汚II寺に人的環境が影

ると考えるc 超高齢化社会を迎え独り暮らしゃ核家族

が増加するJ:j:lで，高齢者A とのf)¥J係をどう意識しているのか，

都市部と山間部の生活環境の速いにより人間関係に違いが

あるのか，実態を把握することは高齢者に関わる看護殺と

して重要であると考える。そこで¥本研究は，都市部と 111
関部の高齢者?を対象に箔緒的サポートの実態を明らかにす

ることを呂約とする C

[方法]

対象は都市部・山間部の高齢者466名。質問紙による調査

研究，調査内容は.属性け 日常生活からお齢者自身が感じ

る情緒的サポートをと杉山らの情緒的サポートスケール1)

10項日 (1はいJ1いいえjの二件法)を!日いた。分析は

SPSS11.0Jを用い各領域毎に基本統計量を算出ー属性とサ

ポートスケールの項自は都市部と山間部を比較した(t検

定 x2検定人倫理的記慮は，翻資自E19. 調査協力や中断

の白血プライパシーへの配癒を文書で説明し同意を得，

熊記名で回収した。

{結果i
u}IJ!又466~〆1，対象 432 名(手T効m:J答率 92.7%) で，都市部
328 ~〆l.女性 206 名，男性 121 名，平均年齢 75.43
土6.02従. 1 L! I1iJ部 104名 (24.19o)，女~性 58名.平均年齢

76.09土5.78成であった。サポートスケー jしは平均 7.64:t 

2.77点，都市部 7.51土2.82点， IL! t同部 8.03会2.59点であっ

たc 都市部は.1安心できる人がいるJ289名， r気持ちが通

じ合う人がいるJ283名， r気持ちを察してくれる人がいるJ
282名の]1僚に多く， III間部は「安心できる人がいるJ100名，

次いで「気持ちが通じ合う人がいるJ. r行動や考えに賛成

し支持してくれる人がいるJ95名の!駁であった。最も「は

いjが少なかったのは全体・各地域とも f甘えられる人が

いるjで，全体255名，都子n部 189名. IL!問者1¥66名であっ

た。者[i市部と 11111:号部のよじi変では， r 1仕事を評価し認めてく

れる人がしミるJにおいて都司法11213名 (68.3%). iJlf辺部77
名 (79.4~ら)で右慈悲が認められた(X 2 = 4.43) 0 r汀イ信言じて
思うようにさせてくれる人がいるJでも都7市i打I部 1ω98名

(俗63
6.β68)0 

{考祭}

高齢者の情緒的サポートの特殻としては r甘えられる人j

が，者lir打者1;.111偶者1;とも少ないとの出答が共通している傾

向が明らかになった。 r{:I:事を評価し認めてくれる人がい

るJ. r信じて忠、うようにさせてくれる人がいるJが山間部

に多かったのは，都市部によヒベて人の移動が少なく，土地

に密務した生活をしたり.人的交流の機会があるためでは

ないかと考えられる G

{文獄i
1)杉111善郎他・高齢者のストレス・コーピングに関する

日米比較一心身健康と社会的サポートの条件，高齢者開題

1ijf究. 8， 81…91. 1992. 
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1 19)術後言霊安症状と重I[)移動の対応性に関する研究

一第 1報一

坂本祐子

[Elasl 
術後諮妄の定量評価を呂的に研究に若手し方法とし

心移動測定を提案した。先行する術後議妄症状の

は起き上がるjなとe重心移動の大きい動作に加え，

味不明な手の動きjなどの重心移動が少ないと想定される

動作が抽出され，議心測定が至適か検討が必要となった。

そこで本研究では，術後議妄症状の定量評締法として

心移動測定"の可能性を f重心移動の;壁と速度jから検討

を行った。

{研究方法1
1 対象 :A総合病院外科病棟;手術を受けた患者 2.調

:1)昔話定期開:ICむから帰機後 28関 2)測定項

目:童心移動は，介護支援システムf介護くんぷエア・ウォー

ター妨災社製)を能別し重心の X座標 .y座擦の総定を

(Hp裂}に記録したc 解析時に必要な行動の

インターネットカメラ rVB…C50iJ(Canon 

し諒磁はカメラと直接接続し

X 
ら1

線的記長言、:研究の主冒と方法，

の自由について明記し

および家族に説明を行い，

{結果}

らl秒単位の

を算出した。 3.倫

データの保管. 1富力・中断

サンプル繭{設を潟

6名に放額し 2日IHlの重心測定と

は4名，そのうち術後議妄発痕は 1名であっ

の童心移動塁は，諮妄発疲者では 675.834cm.非発症訴で

は 145.485~41O.519c訟であっ

不明な予の識さjfチュー

うとするj多数題伝子喜 1鵠が観察され，その時間帯の

約 20.000c訟/時間，行動が観察されないi待

荷主?では 5.00~1O.OOOcm i時IHJであった。 1分Illlの平均重

心移動量:比護妄発症者の疲状観察時は 5.6cmi分，

時は 3.0cmí 分，非発抜群ではl.O~2.7cm i分であったD

i考察}

重心iRlJ定による術後議妄液状の定最イとに向け，重心移動が

少ない動作の検知の1iJ:e:fについて検討を行った。 r意味不

明な手の動きjは数十秒、から数分間継続し観祭された時

衛帯の震心移動;誌は非観察時より大きな{砲を示した。重心

移動哉の解析持閥単位を至適に設定することで¥重心移動

の少ない動作についても定法化が可能と判断した。また，

fi臨床不明な奈の動きJは.その後?起き上がるjへ移行が

観察されたことから，この動作を定選:化しモニタ IJングす

ることで危続行動の早期に発見につながると考える。対象

者数が少なく言及は出来ないが，術後議妄症状が観察され

た時符帯の重心移動最が大きく，移動速攻も速いことから，

定量化する方法として童心移動測定は至適と判断した。今

後は，収集データからiJI日定機器の設援環境に起協すると思

われる測定誤差が明らかなことから，測定値・測定誤差の

検討・校正行い，定壁評価に向けた解析を継続するc

120)人工露関節全議換街後の言11練の継続を支える響調

藤井瑞恵(札i諜市立大学者護学部)

高岡哲子

片岡則子(北海道整形外科，記念病院)

(日本赤十字北海道看護大学)

{目的}

人工膝際節会設換衡を受けた患者にとって術後の下鼓簡力

増強や膝関節の!謡曲訓練は，その後の QOL向上のために

もま重要であるつしかし術後痛の我度や社会的要国などによ

り訓擁への取り組み方は様々である。今国は術後の患き[，の

終痛や腹膜を{半う状態における斜線の意義の捉え方や取り

組み方，退i廷後の訓線への取り緩み方について面接を行い

術後の訓練継続を支える要閣を明らかにすることを日前と

した。

[研究方法}

調査対象:人議院に入院しリウマチ.t;J、外の原鴎による変

形性!接関節疲によ守人工韓関節全宣投衡を受け合併症の{jj:

なく退践した患者c 女性5名。王子均年齢 74.2才c 送j完

ヶ月日の外来受診特に手衡を決めた要霞，術後のリハ

ビIJと退院後の生活についての開き取りを行った。

i笥:平成 18年 12丹~平成 19年 1月。分析方法:

し遂諾録を作成c 意味内容からrul
倫理的配

患

は研究狂的・方法，研究参加は自由で途中で拒否しで

もかまわないことを説明し同意書を交わした。

[結果]

分析の結果<入i誌やの詩I[線を

をたどる，ほ1[線の動機を支えた人

医締，家族f3分のためにするという

とりわけ伺護者の存在や委譲締の詑供する

寄せを拐っていたc また f予測結関内の痛みjや

が有効であったこと症状に対する対処jを仔うこと

によっても訓練が支えられていた会<送技後の訓練・

は fは詩11練の継絞jを患者な;り)のベ一スで

後の諜題jとして反対側の!膝譲のヨ手三街や松杖;歩行. ま

冷:!1!!であるために冬季開の筋力法下，外出による転僚の可

能性などを考えながら生活していることが明らかになっ

また生活の工夫や家族のカが退院後の患者を?支えj

ていた。

i考察i
患者にとって訓練は退続後も形態や程変を変えなが

する必要があり，ぞれを自分にとって必要なものと

ていた。訓練を支える妥協として顕調な経過と訓練への肯

定的姿勢や閥関の人のサポートが重姿である。 退院後は特

に活動がnilJ摂される冬季開の訓練についての支援が必要で

ある。
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121)介護老人保鍵施設職員の化粧行為!こ対する援助の

実態と意識調査

佐藤麻由(横浜市立大学毘学部付属病i完)

[lヨ的i
A県内の介護老人保健施設で行なわれている化粧療法の

実態と化粧療法に対する介護職員の意識，今後の援助のあ

り方について明らかにする。

{方法1
1.対象 :A県内の会介護老人保健施設 58笛所の介護士

計216名。 2.方法:データは質問紙配布を依頼，研究目

的や偶人のプライパシー保護等について明記した文書を開

封し研究に同意する場合には質問紙を返送するよう依頼し

た。 3.調査内容:1)基本属性(性別，年齢，絞{立.施設

の療義床数，王子均介護度，勤続年数). 2)化粧療法につい

ての知識の有無ー 3)施設で行われている化粧療法の内容.

4)化粧療法に対する介護士の意識 4.分析方法:解析に

はSPSS14.0 for Windowsを使汚し，項自によってx2検

問子分析.T検定を行ない.有意水準は 5%としたC

5.論理的配議:個人が特定されないことを明記して依頼

した。

{結~ミ}
1.回答者の背景・男性27名 (22.3%)，女性 94名 (77.7%)
の言l'121名 (56.096)からrm答があった。 2.化粧療法の

効染を感じるか:r感じるJ99.8%で.兵ー体的には「表情が

明るくなるJ80 i九「前向きな発言がBflかれるJl4名.

欲的になるJ13名.rADLが拡大するJ6名， rその他jで

あった(複数回答)0 3.介護士の意識汗化粧療法に対す

る介護士の意識jを向う 30項目を閤子分析した結果，第 1

1泣子は化粧療法への f容認J，第2は f困難J.第3は「必

要jの3因子が長11出された。また， T検定の結采 f入所者

は化粧療法を望んでいると思うか」の環日で化粧療法につ

いて知っているか，知らないかで有意差が認められたc

[考察}

結果から介護士は化粧療法がケアする上で有効で，容認し

たいと望んでいることが判明したが，現場で実際に化粧療

法を実施するには多くの昭難を抱えていると考えられる。

入所者の精神的満足や QOL確保のためにな化粧療法に

対するエピデンスに基づいた正しい知識の普及がこれから

の課題である O
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122)精神科審議舗の家賎援崩

福田倫子(鳥取大学涯学部保健学科)

{話的}
今回，患者家族への看護部の日常的援助の実態と家族対応、

の認識との関連を明らかにすることを目的としたc

{研究方法i
:A県. B県の精神科の審議師，滋看護縮。調

: 2006年6丹から 7月c 調査方法:無記名の自記式

を郵送記布，臨収。調査内容:対象者のE毒性(性別.

年齢，投殺，者護締経験年数.精神科病棟経験年数，病棟

の種類，所属する病棟の平均在続諮問).家族への日常的対

応.'.家族援助，家族会活動支援。「家族への日常的対応jは，

池遊らが精神病読の家族援助の実態を明らかにするため

f子った質的記述的研究から，今認の研究テーマと照らし合

わせて 13項隠からなる謁査諜を独自に作成し「しているJ
2点.r時々しているJ1点していないJ0点の 3f牛法で

得点を 26点満点で算出し家族への臼常的対誌の合計得

点(以下，家族への日常的対忠授と略す)を求め評領した。

倫理的配(¥f.: ・事前に競争t科病擦をもっ施設管潔者に研究の

gを説明し開立を得られた病誌に調査察を郵送し配

布及び間収を依頼した。競査察とともに研究内容と研究

の題号と協力の依綴文，探究に協力しないことで何ら不利

益をこうむることはない文書を添付し参加の協力関窓を

待られる人に翻答してもらうこととした。調査結采は，統

計学的に扱い誓{混入が特定されることはなく，データは目

的能用後破棄する等を説明した。なお，本研究は鳥取大学

民学部倫理審交委員会の承認を得たうえで実施した。

{結来i
脅日1有数 855 名，回収数 647 名(関収率 82.7~合).有効国答

524名 (61.2%)。平均年齢41.4土11.5議，者護婦経験年数

17.1会 11.3年，精神科，病棟経験王手数 10.8土9.1京所属す

る病棟の王子均在読期間 5.3土日年，日常的対r.15度得点

14.9 :t 6.3点であったc 家族への日常的対r.15授拝点と

締の年齢，経験年数とのi濁に有意な組問関係が見られ， ま

た役織のj濃いにも有意な差が認められた。さらに家族への

援助や家族会活動に積極的かつ玄関的に行い，関わってい

る人ほど， 日常的対志度得点が有意に高かった令王子均在院

期間との陪には有意な相関関係は見られなかったが，急性

期病;縁t1受性期閉鎖病棟. i受性器掲放病棟，療養病棟，老

人投認知症病棟と分けて比較したところ，病棟関の日常的

対応変得点で有意な惹がみられ. '1曇性;現時放病棟が最も得

点カ司法かった。

{考察]

家族への日常的対正、lえ年齢や経験年齢，役職により，ま

た家族への援助や家族会活動への参加姿勢により有意な差

が見られ，また病棟関でも有意な設を認めたむ患者の疲状

や状態は病棟別に巽なり，家族への対応や捉え方も変化し

てくるため，病棟の機能や特性にr.15じた対応、を考える必要

がある G また家族会や家族看護の研修会参加等により家族

対誌の議論や実識的技法を学びながら，家族援助のスキル

を高めていく必要があると考える。

123)精神科病糠における保護室龍舟の判部iこ彰翠を及

iます嬰諒

中鶴将人(公立大学法人和歌山県立法科大学問霧病院)

山田一部(臨床研究支援センター (Offic告 AKI))

{日的}

精神科法擦の現場においては，治療・安全保護の観点から

保護室が使用される。保護家使用の可否を最終的に決定す

るのは務神保健指定医であるが，その判断に彩饗を及ぼす

要国の内容と軽度を明確化することは，看護締にとっても

重要な役言語であると考え，本研究を行つ

{対象と方法]

茶腹療機関に 2005年4月 l白から 12月31日に入院した

患者91人分の看護記録を分析対象とした。先行研究の抄

読ならび、に精神科看護の専門家を交えた詩論を通じて欝成

概念・内容的妥当性を検討したうえで，以下のチェック項

目，すなわち円呆護家使潟の有紫Jr，i患者の基本属殺Jr診
断名Jr暴力行為Ji暴言Jr迷惑行為 r器物破壊Ji自

「不潔行為Ji不器行動 r難読セクハラ行為 r処遇

への苦博jに関する翁報を揺出した。またそれらの行為が

したときの担当看護部から，状況に関する情報ならび

に審議総側の要問仔勤務W'Jr性~iJ J r年齢Ji男女郎勤務

の情報を補完した。

i1呆議室能汚の有無jを基準変数，その他の変数を説明変数

とする判別分析 (stεpwisε 法)を行い，判部的中率ならび

に各要因の重み付け得点(判~U係数)を比較した。
なお上記の作業にあたっては，関与する阪療者ならびに患

者に対して充分な説明を行い，協力への了ゑを得ることと

した。

[結果}
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124)精神障審者地域作業高における参加型実醤の学び

内111繁樹， p] 典子，飯島伸子

(横浜市立大学医学部者護学科)

{目的]

精神器護学実智の精神障害者地域作業所の参加現実習にお

いて，学生がどのような経験を学び得ているのかを分析し

その窓義や有効性を明らかにする。

[Wf究方法}

1)調査対象:平成 18年度に精神看護学臨地実習を罷修し

たY按期大学部3年生 115名。 2)データ収集期間:王子成

18 ::fド 5月から 12月。 3)方法:学生が2日間の地域作業

所での f学んだことJのまとめを記述した実習記録を基礎

データとした。本研究共同研究者3名は.基礎データから

学びや気づきとして記述されている内容について務読し

記述されている内容・諾議の意味を変えないようにコンテ

クストデータとして取り出した。さらに綿々のデータの共

通性を拍出しカテゴリ化を行い，研究者3名で十分に検討

のもと経験の学びを得ていく過程の構造化をはかったっ倫

として，本研究の主旨を文書:ならびに口頭にで説

明し研究協力;主任意であること，参加拒否による不利義

くないこと寺また研究g的以外には使沼しないこと

を説明し戸j意を

{結果]

びの記録から文とした総コンテクストデータ数は，

6191'1:であ iにそれらは 20の1'111立サブカテゴリとそれらを

る6つのJ:I"f立カテゴワーがお11111された(表 1しさ

らに経験の学びとして f当事者 r支援 I~II己j の 3 つの

カテゴリをお11出されたc

{考察i
当事者や地域作業所という「場jの特性のとらえ方の}よが

りがみられるc 実誌にiおわることにより精神路害者の社会

におかれている実情を実感しながらも，社会資源の制約も

具体的にとらえながら.俄々の当事者の課題や中間施設の

役割・機能がより明践になってきている。さらに，今後の

社会のあり方や精神医療のあり方を考えるとともに今後

の自己がどうあるべきか肴護専門職としての支畿の方向性

が新たに具現fとされた学びとして定着していたと考えられ

る。

表1 抽出されたカテゴリ

ホf立カテゴワー

fJ:ldJ 
特徴

メ't'jf殺

支 援

自己 88 

125)社会生活技能訓練を剥沼した臨地実習不安軽減の

取り組み

伊関敏男， 飯塚文設 11:1道右忠子
(岩手県立大学肴護学部)

{目的i
i潟地実習での学生は，実際の医療機関で患者・家族と

向き合い実習を仔うために，不安を抱きやすい。今回，学

生の実習での不安な事例をお:会主主活技能訓練(以下 SST
と記す)の際題解決技能訓練を利用し，対処技能を身につ

けるとともに不安を軽減化する取り組みを行ったのでここ

に報告する

{方法1
1.対象 :A大学看護学者/13年&生 28名。 2. 方法:学生

に対して授業時始時に不安尺度 (STAI)を実施した。そ

して，授業では実習での不安を話し合い，コミュニケーショ

ンが困難と感じる事例に対して SST(SST:認知行動療法

の理誌を利用した集担精神療法で，ロールプレイを実施す

ることでコミュニケーションスキル・自己脊定感を向上さ

せる治療法)を実施した。さらに授業後に STAIと質関紙

を実施した。 3. 貿信i紙1宣告:1) SSTについて(関心の有

無.過去の SST学習経験の有無人 2)SSTの評価につい

てo 2)の質院は f全くそう思うJから f全くそう思わないj

の5 EIで求めた。 3)現在の実習についての不安の有無C

4. 分析方法:rそう jtうJどちらでもないHそう忠わな

の3項目にて. STAIと比較検討を行った。処理方法

は.SPSS 14.0を使刻した合 O. 倫理的配慮:百的.協力へ

の在なでt 主主;j~利 JIH去と結果のほ名'I~!:などを口頭と文書ニで

ail.flJJし主でi対立を

{結果]

対象:23 1;パ有効凶答率 8296)っ結 ~R : 1) SSTの関心の有

無で¥関心ある学生が6名 (26.196)令 SSTの経毅のある

生は， 2名 (8.796)0 2)興味を持って参加したが 14名

(60.996) 0 SST参加の穣極度が高い学生が 12名 (52.296)。

SSTで、不安軽減を実感したが21名 (91.396)0 3)実習不安

を抱えているが 15名 (65.296)0各質問項目と STAIとの

間に有意な差は認められなかった。参加者全体では， SST 

前の状態不安 (AveA4.3)特性不安 (Ave.47.8). SST 後の

状態不安 (Ave.41.2)特性不安 (Ave.46.9)，状態不安・特

性不安ともに抵下したものの，状態不安のみ有意差があっ

たゆ<0.05)0 

[考察]

誠交では， SSTにおいて学生の状態不安が軽減されてお

札実習前教育での利用の可能性が示唆された。特性不安

では，有意な低下は認められないが， 1 協のセッションで

低下が認められことは，今後セッション数の増加などによ

り抵下の可能性が伺えるc また.各項目での STAIの有意

差が認められなかったことは.SSTのセッションテーマの

問題や SSTの認知度などにより各項時間惹か生じなかっ

たと考える。しかし逆に項自問に差がないにも関わらず

状態不安が抵下することは， SST 導入に捺しての準備に時

tllJがあまり必要なく，学生の不安軽減に利用できる可能性

が示唆された。
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126) r繕神障答者生活機能評髄尺産(参加麗)J0)開発{こ

ついての研究

鈴木英子(山形大学医学部看護学科)

真木智{均形大学医学部約属病院)

久米和興(名古窪市立大学)

[ 13 U9] 

2001年設界保健機構 (WHO)が発表した菌龍生活機能分

(IC引を活fflし精神障害者の生活機能を把握する尺度

「紛争中欝害者生活議能評縮尺境jを作成したc この尺境比

活動に関する 18項目と参加に関する 24項毘の計42項告

から構成されるc デイケア職員が務神科デイケア通所者の

を理解するために，デイケア職員が評価する尺度

である。今1mは参加国の信頼性と妥当性を検討し

[研究方法;

病段付設大規模デイケアに登議する通所者207名のうち

研究に協力の得られた 155名について，デイケア殺員 04

名)が生活議能を評{臨した。鵠答に欠損のない 143名

(92.3%)の評価を分析した。議資期間は王子成 18年 9J:I 13 

日から王子 19年 2月 13臼であるc 分析はWindows ver・

13.0Jを龍用したc f言頼性はテスト一存テスト (Personの

相顎係数. Cronbachのu係数および折半法).妥当性は内

容的妥当性，扇子的妥当性(主因子法によるエカマックス

を検討し

[倫理的配惑]

山形大学倫理委員会の審査を受け承認を得た後に実施したc

{結果および考察}

1.評価対象者について

男性的名 (62.2%入女性 54名 (37.8%)の合計 143名につ

いての評f泌を分析した。平均年齢は 48.1土 13.2歳，王子均

29.l土 10.5設であった。平均議所期問は 61.9

土 47.5ヶ月であった。病名は統合失謁疲が 122名 (85.3%)

であった。

2.信頼性と妥当性について

テストー再テストの結果は. 1間話と 2図自のテストの

Pearsonの相欝係数は 0.66(p < 0.01)であった。折半法

では質問紙の偶数項目の得点の合計と奇数項自の得点の合

言j-のPearsonの相関係数を露出し. 1 1m 13のPearsonのき目

関係数は 0.95(p < 0.01). 2問自の Pearsonの相関係数は

0.98 (p < 0.01)であった。 1屈自の Cronbachの日係数は

0.96. 2 r母呂の Cronbachのα係数は 0.93と高い憶であっ

た。そのため.信頼性(内的一貫性)が保証された。

内容の妥当殺を検討するために.Jミ境項目でその概念を説

明しているかどうかをデイケアスタップ 14名で検討した。

2回の修正の後.表現内容についての認識が全員一致したむ

主因子法による毘子分析を行い. [ロ]転前監l有値1.0以上の

4国子を抽出した。 4協子での累積関有寄与率は 70.5%で

あり，各関子の閤有{療は，第 1[1子 12.6.第2[1子1.5.第

31羽子 1ム第4因子1.3であった。その後，関転を行った

結果. 4因子での累積寄与率は 70.5%であり，各調子の臨

存僚は，第 1因子4.7.第2昭子 4.1.第 3因子4.1.第4関

子4.0であった。抽出された 4鴇子は.r楽しむことに対す

る関心J. r生きがい・目標に対する関心J.rデイケア以外

の場に対する関心J.r安らぎのある人に対する関心jと解

釈できた。以上から，この尺境(参加面)の揺頼性と妥当

性が保証された。

12ア)精神科訪問審議識の講義かう学生がと5えた地域

で生活する精神障がい者と家族への援助

片j潟三{圭，井手数昭(蚊亭県立看護大学)

{話的}

精神科訪問看護に対する学生の理解を深めるために地域

で生活する精神際がい者と家族の援助について務神科訪問

を実捺に行っている看護織による講義を 1詔 (90分)

実施した。より効果的な教授活動に舟けた基礎資料とする

ため，本議義から学生がとらえた地域で生活する精神障が

い者と家族への援助を明らかにするc

{方法i
1.認査対象:精神科訪熊看護殺による

大学2年生 78名のうち，講義終了後に提出されたレポー

ト(課題:訪隠看護における地域で生活する精神障がい者

と家族への譲助について考えたこと〉の使用に同意が符zら

れた 75名。 2. 認資期間:2005年7丹。 3. データ分析

方法.地域で生活する総事t憶がい者と家族への援劫に関す

る文!誌を描出し意味を変えないように要約し 1データと

した。 1データに要約された意味内容の類似牲に従い分類

しその分類を反映したカテゴリーネームをつけて抽出し

たc データの詰頼性と妥当性は，研究者およ

検討した。 4.倫理的記議:口頭・香蘭で研究の主託匿

名と守秘の保読，研究協力は自由であり成績・評価とは無

関係であることなどの説明を行い.協力を依頼し向惑を得

たっ

[結果}

データは 693記録単{立に分割でき. [さ当芸事者カ] [家族力}

{地域力}日[J踊笥E間君とのi連主携]日i看護の特性}の 5つのカテゴlリj一
と2お5サブカテゴ1リj、-但但m白白-血血白白-血m白-白白

入としての尊霊) <~当5率者カの発t様箪.言綾i住B持) <兵f体本的な日常

生i活苔体験) <干蒋等発.再斡予訪><1信言頼関係の形成.

持><当事者カアセスメント><地域とつながる)<器場所づ

くり)<科病者一家族関係の調整〉があ弘社会資器活用へ

の関与や看護者がZ重要他者として存在しながら当事者の力

が発揮・維持できるような援助があった令{家族力}には

族のサポートカ)(家族の重要殻)<家族理解)<家族カアセ

スメンりなど家族のカを高めるための援助があった。{地

域力]には〈地域での精神障がい者への理解)(地域の場づ

くり><地域のサポートカ〉など地域自体がサポートするカ

をもっための援助があった。[間関との連携}にはく他職議

との連携)<情報交換〉など，保健隔を中心とした他殺韓や

周留の人々との連携があった。{看護の特性]には

の姿勢)(若護者の能力〉など，学生が比較的イメージしや

すい病棟看護と異なる者護として，その特性や必婆な能力

があった。

{考察}

学生がとらえた訪問看護における地域で生活する轄神障が

い者と家族への援助には，さ当事者や家族の生活の震を高め

ることを中心に，当専王者や家族の持っている力に機きかけ

る夜義的な援助と.生活する場としての地域の力を高め，

-家族と地域や他職種をつなぐための連携，

の詑力など間義的な援助があった。
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128)精神科病棟における3ヶ月以上在読者の身体的攻

撃と患者の社会的スキルの関連

(信州大学援学部保健学科)

宇都宮智(国立精神神経センター留府合病i涜)

山田 洋(下総精神法療センター)

[EI的]
精神科病棟で超こる暴力の患者側jの要因として社会的スキ

ルの低さが指摘されることがあるが暴力と社会的スキルの

関連についての研究は少ない。そこで本研究では我が国で

の精神科病棟で、暴力行為を行った者の社会的スキルの特故

を明らかにすることを沼的としたc

{方法1
7つの精神科関鎮病棟に入院していた患者のうち，調査開

始時点で入院期間が 3ヶ月以上の患者 281名に対して，

Life skills Profile (LSP) 1)の交捺サプスケール 6項自，会

ブスケール 6項自，責任サブスケール 5項日を調査し

6ヶJ'J関身体的攻撃行動を観祭した。身体的攻撃行動は，

Staff Observation Aggression Scaleの基準に基づき評価し

分析は身体的攻撃のあった群(攻撃群)と身体的攻撃

のなかった群(非攻撃若手)でLSPの各項目の平均を比較し

たれ検定)。

倫理的配慮として.本研究は対象病院の倫理委設会より承

受け行い，データ収集にあたっては偶人が特定されな

いよう配醸した。施行前に告知するとデータがゆがめられ

る怖れがあるために，患者に対しては6ヶ月の観察のあと

研究B的で利用すること，デ…タは虚名性が保たれること

等を掲示で告知したっ

{結果i
対象の 281名は男性 182名女性的名であった。このうち

男性 31名女性 14名に身体的攻撃が見られ，平均年齢(襟

準偏差)は攻整群47.0604.7)歳，非攻撃群 46.605.0)歳

であった。 LSPの各攻居を 2若手間で比較した所.r決まっ

た趣味がある(t 2.50， p = 0.013) J r友人を作る (t= 
2.02， p = 0.044) J r会話に割り込む(t口3.05，p = 0.002) J 
f会話の内容が理解盟難 (t= 2.88， p口0.004)J r奇妙な話

をする (t= 3.10， p = 0.002) J r薬の保管ができる(t=

2.21. p = 0.027) J rすすんで薬を飲む (t 2.56， p = 0.010) J 
f協力して治療する (t= 2.74， p = 0.006) J r持ち物をなく

すれ=3.32， p = 0.001) J r人のものを無断で持ち去る (t

2.65， p = 0.008) Jでいずれも攻撃群の方がスキルが低

かった。

[考察}

身体的攻撃行動を行った患者は人と会話したか交際する

スキルが低く， また治療に対しでも非協力的であることが

切らかとなった。患者の攻撃性に対して，攻撃行動を起こ

さず譲助するためには日常の介入として f人と関わる」た

めのスキルを高める援助を行うことや病識を高めていくよ

うな援助が重要であると考えられた。

{文献i
1)長谷川憲一，小川一夫，近藤智恵、子他:Life Skills 

Profile (LSP)日本版の作成とその信頼性・妥当性の検討，

精神罷学， 39 (5) : 547-555， 1997. 

129)心理状涜の正しい推察と裸覚2情報叡り込みに関す

る研究

松本賢哉(明治銭灸大学看護学部零護学科)

森 千鶴(筑波大学大学院人間総合科学研究科)

[El A9] 
精神科看護における観祭で多くを占める視覚情報のやに

は，顔の表情や境線・仕草:などからその人の心理状況など

をましく推察する能力が必要とされている。本研究では，

その人の心理状況を推察する博報をどのように収り込んで、

いるのかに着目し視覚情報の取り込みは被験者Aの主観的

反応、を捉える過穂のいわばプロープの役目をしている眼球

運動から把握できないか考えたc そこで Archer，D (1988) 

が作成した写真から心理状況を探るテストの正答率におけ

る眼球運動の特鍛を検討することを目的とした。

{研究方法}

対象者は看護大学生の男性7名女性 52名とした合実験環

境は照震 50-70Lxの実験室において行った。提示刺激と

して Arche1'， Dが作成した写真の心理状況を採るテスト

のIゃから 10開使用し対象者が回答するまでの持閣を測

定した。なお， H艮球運動測定に TalkEye2カバー型トラッ

キング検出器(竹井機器工業株式会社)を用い，解析には

向社の娘球連動統計プログラム 2Ve1'2.4.1を用いた。分析

は統計解析ソフト SPSSve1'llを用いた。

{倫理的記慮]

対象者に研究の般民実験方法，プライパシーの保護，非

協力による不利益は一切生じないEぎを口頭で説明し向意を

得た。

{ゑ在来}

対象者の男女には正答学，問答までの時間，平均注視時間な

どの差は認められなかったc 101ll}の心浬状況を探るテストのま

答数の中央値は8間で、あったc 各府jへの問答までの時間は王子均

4.6 :t 1.3秒であったO 各間の不正解及び問答までの平均時間の

1 SDを郎徐し 8間以上正答した高正答群 (ll名)と 7関以

下正答した低正答群 (48名)勾;にSpea1'manの瓶投相関係数を

結果高正答群は平均ド注視時間 133.5土 103.0msec(1' = .640)， 

平均i討見点数3.7土 2.5point(r = .641)，平均娘球移動速攻

75.7土 47.ldeg/sec(1'口一 .714)に，低正答若手には王子均注

視顕積 6.9ま 7.1(1' = -.338)に相関がみられた。

{考察}

心理状況を正しく判断する人は，提示刺激を詮視する時間

や点の数，及び眼球移動述授から提示刺激をする傾向があ

ると考えられたc また低正答群は平均注視面積が狭い傾向

にあることが明らかとなった。今後，データ数を増やして

検討を重ねたい。

{文献i
A1'che1'， D. (1980) /工藤力，市村英次訳(1988): *'デイ・

ランゲージ解説法，誠イ言書麗，東京.
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130)蕃護学生の精神欝害者!こ対するイメージに影響を

及ぼす実習体験

a鳥瑛子(部立精神・神経センタ一周府台病院)

(信州大学医学部保健学科)

[EI的]

は看護学生の精神障害者に対するイメージ

えることが知られているが. どのような実習体

験がどのように影響するかを呉体的に検討した研究は少な

い。そこで実習の体験内容によって学生が精神障害者に対

しどのようなイメージをもつかを検討することを自的とし

たc

{研究方法]

全罷4つの看護学科の 3・4年生 211名を対象とし調査

用紙を詑布した。回答後，研究者又は研究協力者がi亙接出

叙した。倫理的配惑として.議資が在意であること，

性が保たれること，践的以外の利用をしないこと等を十分

に害額にて説明した。調査潟紙の記入をもって間意とみな

したc イメージは，泉越じの SD尺!支を認恋し各項呂を

悶子分析し菌子ごとに平均点を出したものを用いて計測

したc 実習の体験内容については，文献を参考に患者との

関わりに践する 17項呂から成る議資般紙を作成し.予備

錦査を行い，また精神看護の専門家に妥当性を確認し使用

した。各イメージ得点と体験i村容との関で t検定を行っ

たc

{結果]
178名から有効期答を得た。イメージ得点とし

て， r惑いーよいjなどの社会影響イメージ， rわからない

ーわかるjなどの透明性イメージ， r暗い一明るいjなど第

一印象イメージが抽出された。社会影響イメージでは

していて楽しかった (t口一 2，70，p = 0，01) J rJ患者の話を

なるほどと思った (t=-2，34，p 0，02)Jr1l!!.患者に見せ
る気配りに驚いた (t= 1.99， p = 0.048) Jという体験を

した者の方がしなかった者より得点が高く，透明性イメー

ジでは「拒否，無反応、なことがあった(t= 2.43. p口0.02)J 

f援助が線かなものかわからなかった ct= 3.11. p 

0.002) という体験をした方がしなかった者より得点が抵

く，逆iこ庁長していて楽しかった (t口-2.11. p = 0.04) J 
r)患者の話をなるほどと思った(t=… 2.68.p出 0.01)J r患

者に!惑裁することがあった (t -3.31. p = 0.001) Jとい

う体験をした方がしなかった者より得点が高かった。

[考察}
学生の笑習体数ではコミュニケーションがとれることが重

要であり，拒否されたり無反応、であることはイメージを悪

くしたc また援助内容がわからないとイメージが悪くなっ

た。精神看護学実習では，精神障害者に接する機会が初め

てのことも多いためイメージを悪くさせないためにまずは

楽しいと思えることが重要である。そして精神看護では寵

接的な変イとが見えにくいため援助の内容が実感できるよう

にするためには，精神障害者を正しく滋解すること，つま

り対象理解を重視した指導が重要であると考えられた。

{文献i
1)星越活彦.精神様害者に対する社会的距離.臨床務符i

援学， 34 (3)， 357-363. 2005. 
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131)看護学生が実習中iこ患者かう受ける暴力および暴

力の認識の実態調査

坂本岳之(毘立精神・神経センター武蔵病院)

下型誠二(信州大学涯学部保健学科)

{話的i
現在看護学生に対しての暴力被害に対しての研究は少な

い。そこで，看護学生が実習のi設に患者から受けた暴力の

内容・頻度・程度を明らかにすることを本研究の自的とし

た。

{研究方法i
対象者は 4 つの看護系大学に在籍する 2~4 年次までの学

生226名である O 対象者の個人特性，暴力行為の経験の有

無，その打為の認識，経験した中で最も衝撃的であった暴

力行為，その行為を経験した環境を調査した。倫渡的配惑

として，口頭・香:菌での研究の説明を十分に行い.同意の

られた者のみ問答してもらったむ言語主主は無記名で匿名化

し直接回収した。

{絡来}

対象者は男性 14名，女性 210名であった。暴力任為を行

う患者に対しての対処法についての教育を実習開始前に受

けていなかった学生が 147名 (65%)であり，患者に暴力

行為のリスクがあるという鵠報を実習賠始前に受けていな

かった学生は 157名 (69.5%)であった。

暴力行為を受けた学生は 133名 (58.8<らl.総件数が4861'1'
であ iにその暴力行為のうち本人が暴力と認識したものは

73件 05.0%)であった{表1)0

衡感的な暴力 133件について，病続i別では精神科 37f* 
(36.3%).疾患別には精神疾患43件 (32.3%)が最も多く，

経験日は. 1遊間以内が79件 (59.4%)で，状況としては

声かけ時に暴力を受けた学生がら3件 (39.8%)と多かった。

{考察]

看護学生の約 6i!i~が患者から何らかの暴力行為を経験し

複数悶暴力行為の対象になっていることから学生の実習は

暴力に遭うリスクが高いと考えられた。さらに学生は受

けた暴力行為を暴力とは認識しない傾向が強く， また学生

が実智に望む前に暴力についての事前情報・教育が不十分

であり.教育が必要であると考えられた。

表1.絞殺した全ての暴力

身体的 絞られる 3 4 / 

ftslft狗 i723声を浴びせられる 15 4 19 

ベー

性的
わいせつな発議ー 24 s 32 
f本を絞られる 30 7 37 

132) r女子大生における摂食障害額宛と性諮問子との関

連J-f患者の存在を気!こする傾向について一

高橋理沙(国立精神・神経センター武裁病院)

(信州大学医学部保健学科)

[0的}
摂食の患者には f人の呂を気にするJという特殻的な

性格が見られると考えられている。また，患者の多くは大

学進学前後に発症する例が多いとされている O そこで，本

研究では女子大生 1・2年会対象に，摂食障害傾向と f他
者の存在を気にするかどうかjとの関連を明らかにするこ

とを目的とした。

{方法}

2つの看護系大学 1・2年女子に対して無記名式のアン

ケート調査表および封絡を配布し直接関収した。謁査内

容は年齢. Eating Attitudes Test 白木語販26攻自 (EAT

26) 1) ユニークさ尺度
2)

16項告とした。 EAT-26 
は悶子分析を行った後ユニークさ尺度の「他者の存在を

気にするか否かj因子を対象者の王子均値により「他者の存

在を気にするJ群 f気にしないj若干の2群に分類し EAT
-26の下位項目と比較した(t検定)。倫理的配慮として

対象者に対して.研究の趣E1参加が自由で拒否できるこ

と然記名で調査し匿名化されていること，データは回答

後.封誌に入れ第三者に見られないように記慮すること等

を口頭と文書で充分に説明し問立が得られた対象者にの

みITIJ答してもらった。分析には統計ーパッケージ SPSS14.0

を利用した。

{紡来]
アンケートは 330部配布し.243部開収した。王子均年齢(襟

は.19.21 0.37)歳.EAT -26の日係数は， α=
0.83.ユニーク-d尺境では α=0.60であった。

EAT 26の各項目を国子分析したところ. rダイエットJ
「月自治恐怖Jr空腹願望Jr過食傾向Jr間関からの底力Jrn匿
枇Jr食事時間jの7因子が挽出され累積寄与率は 58.4で
あった。ユニークさ尺度による「他者の存在を気にするか

否か」閤子の平均値 28.11で分けた 2fJ悶では.r他者の存

在を気にするj群の方が.r気にしない群」よりも f腿溺恐

怖(t = 3.02， p 0.002)J r空駿願望(t口 3.22. p = 
0.001) J. r過食傾向 (t= 2.72. p = 0.007) Jにおいて

EAT -26の合計得点が有意に高く，肥満恐怖，空腹願望，

過食傾向が強かった。

{考察}

摂食時書傾向と f人の日を気iこするjという性格民子には

関連があるということが示唆された。人の日を気にするか

どうかということが把満恐怖を感じるかどうかに影響を与-

えていると考えられた。強食障害傾向を判断するi祭にはこ

うした性格問予の関連を3苦慮することや，摂食障害の治療

においてこれらの性格を考悲した関わりが重要で、あると考

えられた。

{文献1
1)切:!I!!信夫，永田利彦.摂食障害の自己記入式調査察，

精神科診断学. 3 (4). 457 -464， 1992. 
2)宮下弘火学生の独自性欲求の類型化に関する研究.

教育心理学研究， 39 (2)， 214 -218， 1991. 
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133)うつ病患者の自殺!こ対する密己認知の経時的変化

栗原力D代(茨城キリスト教大学看護学部)

上野恭子(顕天堂大学医療器護学部)

出川百合子(茨城県立医療大学窪科学センター)

[13的]
日本では 1998年以来自殺者が増加し 2000年からは 3万
人を超えている。歌米の自殺係閣に関する心潔自主おj検研究

では，自殺食留者の 5jl，!Jjが気分跨:害(主にうつ病)を2乏し

ていたと報告されている診しかしうつ務患者がどのよう

に死を考え，その気持ちがどう変化しているのかという研

究は少ない。そこで本研究では，うつ病で入院経験のある

患者を対象に発症時から地域生活ができるまでの自殺に対

する気持ちゃエピソードから，後らの自殺に対する認知内

容の経時的変化を明らかにすることを毘的としたc

{方法}

対象は，うつ病の診断で入院経験をもっ茨城県下の精神科

病院に通i院している患者 10名{男女各 5名)であった。対

し，半1r.急成的面接{平均函接持関 46.5分)を行い，

その後逐語銭を修正!援グランデッド・セオリ…・アブロー

チi:!ミ(M-GTA:木下 2003)に基づいてエピソード間の継

続的比較分析を行った。論出された各カテゴリーに関して

は内容を研究者拐で検討し妥当性を高めたむ

[イ命線的記長室t]

王子成 18年筑波大学人間総会科学研究稔理委員会の承認を

得た上で¥プライパシーの保護，参加へのお

をもって参加の意思を確認した。

うつ病d患者の希死念!議及び自殺金額に対する

は. 6つのカテゴリーが締出されたc 各カテゴリーとうつ

状態の経時的な関係;ふうつ状態のま立諮な時には自分のこ

とを<死んでしまっても仕方ない>と考え.<具体的方法

を捜し笑仔しようとする>という 2つのカテゴリーを

み，認知内容は自分自身にのみ焦点があてられた。入院後

うつ状態が務ち着いてくると，生と死の何で諮れており<

死にたくても死ねない>自分がおり。さらに<自殺したく

ても死ねない>というのもこの持期に見られ，このカテゴ

1)ーは!話協の人の存在や外界の剰設が摘気の経過とともに

認知できてくることに関連していた。うつ状態が:絞快した

時期には， 自分の行動に対し{患者からの良い評価や身体が

楽になるため<生きていて良いのだと思える>という自己

肯定感を助長できる内容が示された。送技後地域での生活

てからは<状態が悪くなると死にたくなってしまい

そう>と予期的な不安が内在することが示された。こうし

た患者の認知はうっ状態が惑い時でも.一貫して<混乱し

ている自分を見ている自分>がいること.<自分で‘問題を

解決したい>という綴翠が影響していると考えられたむ

{結論]

うつ病患者における死についての観念は，退院後も常に港

在していると予iRJ]され，その自殺仔動の関避は，家族をは

じめ周顕の人の関与と時期に合った対応が求められること

が明らかになった。本研究は，平成 18年科学研究補助金

(基議研究 C) を受けて行った。

134)統合失語読者の服薬!こ対する態震に関する研究

阿部裕美. (筑波大学大学院人間総合科学研究科〉

{自的}

統合失調症者の得発の饗習は，紐薬中断が 50~70% を占め

ると言われているがC そのため統合失欝疲者への線薬自己

管理へのアブローチが重要であり，多くの試みがなされて

いる。しかし実捺には精神障害者に認知の障害などのた

めに綴議継続が磁畿になることもある。そこで，本研究で

は統合失認症者の服薬に対する態度について碗らかにする

ことを話的とした。

{研究方法]

対象者は，統合失調症者で主治底と担当看護師の承諾を得

た上で本研究の趣旨を怒解し了解を符られた 24名合調

査内容は.薬物療法ついての思い・ 8的，メリット・デメ

リットをや心;こ半構造化面接を行った。分析方法は，

造イヒ爾接で得られた限容を意味解釈し文援ごとにコード

fヒした。各コードに. rポジテイブj と「ネガテイブム r~
ジテイブにもネガテイブにも露さないものJ:以下

に註到しそれぞれの区分でカテゴワイとした。また，本研

究では，各対象病院の論理委員会で承諾を得た上

には，脅磁を用いて説明し文芸?での用意を得た。

[結果}

男性 10名.女性 18名，入院期間は平均値 5.5

(SD8.0J年であった。コードをカテゴリイとした結果，

ジテイブjに属した下役カテゴリの数は 50カテゴ1)，中{立

カテゴリの数は 16カテゴ1)，上{立カテゴ1)の数は 9カテ

ゴリであり， [事実1[病気] [薬物療法] [医療スタッフ]

{入院][医療1[退院1[身体疾患][家族]で能成されてい

たo ネガティブjに属した下{立カテゴ1)の数は 33カテゴ

リ，中{立カテゴリの数は 13サブカテゴ1)，上位カテゴリの

数は9カテゴ1)であり. [事実] [病気] [薬物療法] [医療

スタッフ] [入院] [匿療] [退説] [偏見に対する恐怖感}

{家族]ので講成されていたo 仁t立jに区分された下{立カ

テゴ1)の数は 33カテゴリド{立カテゴ1)の数は 13カテゴ

1) ，上{立カテゴ1)の数は 10カテゴ1)であり， [身体疾患]

{事実1[病気1[薬物療法] [入i完] [医療] [退院] [家族]

{病的体験][言語化拒否iで構成されていたc [考察}本研

究により，服薬に対する態疫が複数のカテゴリから欝成さ

れていることがわかったc このことから，上手に病気・

ついての知識や思いだけではなく，医療スタッフの関係性，

退院できる喜びゃ不安， 1扇見に対する恐怖感も践薬に対す

る態度に影響していると考えられる G 薬や病気の認識度だ

けで服薬に対する態援を評価するのではなく，入院から退

!克さらに障害の受容・認識までを含めた評価が必要で、あ

るc

[文獄i
1)嫡出けい子，中根允文(1999):服薬コンブライアンス

と分裂病の長;掛副長.臨床精神医学 28，609…614. 
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135)望ましい精神科鹿療についての換言す

揚野裕記子，坪之内千鶴

(日本赤十字豊田看護大学看護学部)

{はじめに]

わが国の精神科医療は数年毎の法改正や機能別病床の導入

と共に平成 15年の「新障害者プランjにおいては，条件が

整えば退院がiiJ誌とされる社会的入院患者の 7万2千人に

ついて 10年間で退i淀・社会復帰を目指すとしている。こ

の数値毘襟を具体化すると何時に精神科寵療が望ましい方

向へ変撃していく為にも，これからの精神科医療のあり方

が関われているといえる C

[ii汗究目的}

紛争11持病院のl隊員が望ましいと考える精神科箆療活動につ

いて導入の必要度と現状での到達度を調査することで，こ

れからの精神科医療をどのように考えているのか方向性を

明らかにする。

{研究方法}

1 調査対象と識査方法 精神科病院から無作為抽出し研

究の主設を説明した文芸誌を郵送し調査協力を依頼し馬意

を得られた 40施設は施設5名の職員)を対象として 157

名の問答を得た。 2.先行研究と底療機能評価機構を恭に

して精神科i豆療の活動を 41項目に分類しその各項自につ

いて f導入の必要の高さ(以下，導入必要度)Jと「現状で

の到達度(以下，現状到達度けを S件法で、尋ねた 3.部

去を期限:平成 14i手7月~何年 10月 4 倫理的配慮 対

象者には，調査研究の趣旨を寄添にて記述し協力を依頼し

た。同意が得られた場合，調査用紙に記入し側部に返送と

した。また，調査結果は無記名で施設及び個人が持定され

ないよう統計的に数億等で処理をした。

[結果と考察}

精神科i袈療活動に対する問答の「導入必要度jと「現状到

達!支jをPεarsonの松関係数を使い関係性を調べた結果.

16の項目に組閣がみられた。その中で導入必要度は高い

と感じているが現状到達度が低いものは fクリニカルパス

の導入Jr病院関の患者に関する情報交換Jr就業に関する

中部施設の整備jの3項自であった。これらの活動は導入

するにはいま少し準備の為の期間が必要と考えられるc ま

た，導入必要度が高く現状達成度も高いものは f治療水準

の向上Jr訪問看護の実践Jr非専門職のマンパワーの導入j

f紋急医療体制の整俄」の 4項目であり，精神科仮擦の中で

はかなり鞍緩的に導入されてきていることが斜える。他の

9 項目は，導入必要度は 8~9 割と高く感じているが現状

到達度は 5~6 舗に習まっていた。これらの項目を取り入

れる為には専門l殺などのマンパワーの充実や設備などハー

ド師での整備も必要であり取り入れる為には課題も多いこ

とが伺えた。

136)覚せい都精神痛者に対する新旧クリテイカルパス

の比較 ~満足度調査を行って~

問中程伊(国立看護大学校)

森 千鶴(筑波大学大学院人間総会科学研究科)

{詩的]
クリテイカルパス(刀、下パス)は霞療水準の衰を向上し

チーム医療の推進と情報の共有ができるツールとして注目

されているが，バリアンスへの対応、が閣難になりやすく，

十分に援助の提供ができないという開題点がある。今回，

新パスとして 6ステップメソッドの考えを基に，段時的な

日襟設定法を用いて看護毘擦を作成しそれを患者の治療

目標として共有するように改来した。また，兵体的な援助

計画を記載した個別のケアシートを作成し早期にバリア

ンスへ対応することを目指した。本研究では患者の思いに

共j惑を示すとともに，段階的に呂襟を設定しそれを共有

しながら患者のペースに会わせて援助を実施した。さら

に，飼闘のケアシートによるバリアンスへの対応を行い，

新パスの効果を患者の満足度から明らかにすることを目的

とした。

{研究方法]

党せい剤精神病の診断で，入i完し退院した患者 37名に，山

梨大学付属病院で使用していた患者満足度調査禁を一部改

変し調交を行った。改良したパスを使浴した群(新パス群)

に対して，以前のパスを使用した患者のやで¥年齢.t生部
1対 2にマッチングさせた 70名を対照群(悶パス群)

としたc 倫理的配慮として対象施設で承認を得た。

{結染i
新パス群 37名(りj性 26:?'l.女性 11名，平均年齢 34.77歳). 

i日パス群 70名(男性 53名，女性 17名.平均年齢 33.73歳入

満足度課査の合計点は新パス群 (62.60土 9.69)であり，出

パス若手 (58.75:t 11.02)で有意な差を認めた (p= 0.024)0 

満足度調査の下位項誌で新パス群が有意に高伎を示したの

は f看護締から受けた説明は満足できるものだ、ったJ(p = 
0.025). r者護部が行った看護に満足J(p = 0.026). r看護

締への質陪のしやすさや相談しやすさに満足J(p = 
0.042). r受け持ち看護mliililJシステムに満足J(p = 0.008). 
f退院後の生活および注意点について. [主蹄や看護締から

十分な説明を受け満足J(p = 0.032). r病棟内の設備に満

足J(p = 0.025)の6項目であった。

{考察}

段措的な民襟を共有しバリアンスへ早期に対応し患者

の患いに共感を示すことで，看護締に対する満足疫が高ま

ることが明らかになった。自擦を患者と共有し共感を示

すことで比較的容易に設襟迷成ができるため，患者と

郊との間に述桂惑が生まれ，実際に接する機会や持関が増

えたと考えられる。また個別のケアシートを新設したこと

で¥バリアンスが明確になり，援助内容が具体的になった

ため満足感が高まった可能性が示唆された。今後はチーム

毘療を推進するための方法を検討すると共に，治療効果を

高.めていけるような譲劫を続けていきたい。
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137)統合失調症患者の間居中の持続の期待や受け止め

iこ関する分析

(罷立精神・神経センター武蔵病院看護部)

松本賢哉(明治銭灸大学看護学部看護学科)

森 二子鶴(筑波大学大学院人符科学総合研究科)

{自的}

統合失調症患者の早期退誌が求められている中，自立への

捉え方・対応、が巽なる家抜支援は重要な課題であるc 本研

究では，統合尖欝症患者と持活中の両親を対象に.各家族

における患者の自立への期待内容・程境と対応.期待や受

け止めへの影響国子を明らかとすることを目的とした3

{研究方法}

精神科病棟入段ゅの統合失調症患者と同展ゅの両親(母親

9名，父親4名， 50 歳~76 議)に，調査用紙を用いて年齢
や入i詫回数等の基礎簿報と親投書1診断評価尺~1)の記入
を依頼し 30分担度の磁接を行った。 i磁器で得たデータは

コード化し1)患者の親を取り巻く現状2)受け止め 3)

け止めによる設助・対応、心期待出自立への期待による援

助・対時の5テーマでコーデイング後，分析を加え

役tW診断尺度では，子の自立に対する認識・態度を明確に

したや

研究方法を熟知した指導者にスーパービジョンを受け，

頼性と機銃性を高めたむ倫理的記惑として，研究フィール

ドの倹潔委員会の承諾後，対象者に研究の銀鼠澄名性

の確保等を説明し同意を得た。

{結果]
データ分析の結果 1163コード， 193サブカテゴリー， 36カ

テゴ1)、一ーに統合された。 5つのテーマ毎の内訳は1)くサ

ボーターの存在社会的サポートの科用経験〉等 10カ

テゴ1)_，おく予の良い点を評価》く病的症状及び問題点

の恕諮》等 13カテゴ1)-， 3)く援助主f王者の脊在〉等3
カテゴ1)-， 4)く自立必要性の認識及び段階的な良立の希

6カテゴ1)_，おく自立に肉けたセルフケア慌進〉

4カテゴ1)ーとなったc 殺役説診翫尺度王子均は「自立f足
進Jr自信j 得点が抵飽で、あっ

5テーマで対象者を分類した籍条，自立への部待が高い訴

と低い群が明らかとなり.病状・間接状態，入院経験，親

投説診断得点に特畿がみられた。

{考察}

綴は子の，現在の状態を受け止める過濯で，問題点だけで

なく良い点を評価する姿勢もみられた。 肉親のどちらかに

援助主張者が存在し子の活動を把握・管潔していた。段

i法的な自立を希望してセルフケア促進を行う者は多いが，

具体的対応、は少なかったc

入院経験・回数，病気への浬解状況が受け止めに，社会的

サポートや親の年齢が，期待に影響していると示唆された。

態待の程援に関わらず，家族はサポート不足を感じていた。

臨療従事者は家族にとって重姿なサボーターである令情報

提供や相談支按の機会を増やすことで，自立への期待を高

め，自立に向けた具体的な対応の促進ができると考えられ

るc

1)谷井淳一.上地安昭(1993)，中・高校生の綴の自

定による親役割診断尺授の試み.カウンセリング研究，26，
113-122. 

138)構持病読に入読する統合失調症で糖尿病合併患者

の治績状況と鷲理困難の要因

石縫照子，飯塚桃子(島根県立者護短期大学看護学科)

[詩的}
精神病i淀入院中の統合失務疲患者で糖尿病を合併・している

患者の実態と開題点を明らかにすることを目的とし

の公立病院で精神科病床数 100床以上を有する 20施設か

ら寄せられたデータを分析した。

{対象及び方法1
2005年7月 l日現在，対象施設に入院中の精神疾患患者で

糖尿病を合併している患者297名中，統合失調症の患者は

207名 (70.2%)であったっそのうち HbA1cの値が分かっ

た193名を対象とし HbA1cが6.5%以上を糖尿病管理不

良群(以後不良群)， 6.5未満を糖尿病管潔良好若手(以後良

好群)としそれぞれの背景を比較した。 倫理的記惑につ

いて，施設長に研究の主旨・方法等について説明した依頼

文と共に謁ヨ霊祭を郵送し絡設からの国答をもって向意と

見なし

[結巣i
lに示す。統合失鰐症.糖尿病の乎均擦病期跨は，不良

群の方が良好若手に比べ長かった。また，

57名中 40名 (70.2%)が良好群であり，義務教育=の

みの患者に比べ良好若手の割合が高かったz 治療状況は長好

群 124名中 52名 (41.9%)が食事療法もしくは運動療法の

みで対誌できており，不良群69名中部名 (81.2%)が薬物

療法を伴っていた。務長立病管潔圏難の繋留について，良好

若手では(1)務尿病の認識欠知， (2)自割弱難. (3)糖尿病

の誤った認識・精神症状の悪化の顕であったが，不良群で

は(l)白総閤難， (2)糖尿病の認識菌難， (3)精神話2状の

感fι 糖尿病の誤った認識の}I演であっ

[考察}

統合失調症，糖尿病共に援病期間が長くなるとコントロー

ルが難しくなると思われ，今後，いかに管理を綴続できる

ように支援していくか考えることが重要であるc また，不

良群は王子均2つ以上の務尿病管理器難の要国を抱えている

ことが理解された(l)自記コントロール惑を潟め，自制

できるよう支援していく関わり， (2)藷尿病であることを

受け止めることができるような支援が重姿であると考え

る。

表1.務尿鶏管理良好若手と不良若手の比絞

内 iiH，t 不込書李 会議i

56% 31 44% 70 100% 

123 10告%

36 40.0% 鉛 1∞β%

17 宮.8% 57 100.0% 

56 81.2% 
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139)高齢者の鑓農問題の自覚と抑うつ感'請

森 千鶴(筑波大学大学混入期総会科学研究科)

小玉敏江(茨城キリスト教大学)

自国梨奈，i左藤みつ子(山梨大学大学技)

[自由g]

高齢になると身体諸機能の低下から何らかの健康向題を抱

えることが多い。高齢者にとって縫康問題や身体的不調

比情緒的にも不安定になりやすい。健康に関する情報が

氾濫している中，情報を活用し健康の維持につなげるかが

重要な課題である。そこで本研究では高齢者の健康問題の

自覚と抑うつ感情との関連を明らかにすることを呂的とし

た。

[方法}

老人クラブ参加者を対象に.性別，年齢.健康問題の省無.

健康上気をつけていること，存11うつ感情を把握するために

GDS短縮版 (GeriatricDepressive Scale Short Form :以下

GDS短縮版)について調査をした GDS短縮版の合計点

がO~4 点を正常， 5~1l点をゅううつ， 12点以上を抑う

っとした。分析は， SPSS14，OJを用いてx2検定を行った。

倫理的記慮として調査の自的.参加・中断の自由.プライ

パシ…への自己患について口頭と文書で説明し間意を得，無

記名で回収したc

[結来]
@JIX466名，対象 432名(有効回答率 92，7%)，男性 168名

(38.3%に女性 280名 (61.nら)，平均年齢75.59:t 6.01歳で
あった。 GDS短縮!援のすべての項目で路答が得られたの

は384名 (88.9%)で，そのうち正常と判断されたのは 241
名 (62.8%)，ゅううつ 132名 (34.4%). :J'fl)うつ 11名)

であった。健康rm題で最も多かったのは円l繋が痛いJ140 
名 (32.7%)で，次いで f血在が高いJ139名 (32.5%)で

あった。 健康に気をつけていることでは「食事・栄養に気

を配っているJ338名 (78.4%)で最も多く，次いで、 f新開-

TV ・雑誌等でi吉報・知識を増やすJ332名(77.0%)であっ

た。 GDS鏡縞}涯の 3群で健康問題の有無を比較したとこ

ろ， 1身体がだるいJ(p < 0.001) 1疲れやすいJ(p < 0.05) 
f物忘れがひどいJ(p < 0.001)と回答したのは，ゅううつ，

抑うっと判断された高齢者が多かった。また自覚的に fど
ちらかといえば健康で、はないJ. 1健康ではない」と問答し

たのは，ゅううつー抑うっと判断された高鈴者が多かった

ゆ<0.001)0またf運動・スポーツをするようにしているj

(p < 0.01)， 1健康診断を受けているJ(p < 0.05)， 1新聞-

TV'雑誌等で情報・知識を増すJ(p < 0.05)と回答したの

は，正常と判断された高齢者が多く「具体的に行っていな

いJ(p < 0.05)， rあきらめているJ(p < 0.05)と問答した

のは抑うつ，ゅううっと判断された高齢者が多かった。

{考察]

抑うつ，ゅううっと判断された高齢者氏漠然とした身体

不読を訴えが多く， しかも健康上気をつけていないことが

明らかになった。しかしこれはゅううつのためにおこって

いるとも考えられ，高齢者の訴えをよく聴くと共に身体的

不調を改善するような'情報の提供をしていく必要性が示唆

された。

140)精神科病院での克学実醤における不安に彰饗する

思子の分析

中村1導文，渡辺尚子，潟場

(千葉県立衛生援期大学看護学科)

{日的}

初めて総令11科摘院で実習を行なう学生にとっての不安は複

合的な要l3lがあり，実習を担当する教員はその把握が難し

いc 今国 3年課程の 2iI三生中懇での精神科病院の見学実習

にあたり，学生の不安に影響を及ぼしていると思われる国

を明らかにし今後の実習指導のあり方に示唆を得るこ

とを日的とした。

{研究方法]

1.対象 :A短期大学に在籍する研究承諾の得られた肴護

学科 2年生の学生 76名を対象とした。 2.調査方法:

2006年 7月に精神科病院見学実習を 2ヶ月後に控えた学生

に対し実留に関する不安感の質問紙調査を行なった。調

査項涜は過去に見学実習を告なった学生に対し不安感を調

査した結果を充に，患者との関係，看護部と学生との関係，

環境，患者の症状などからなる 28~良自の質問内容を導き
出した。 3.分析方法:各項自の費関内容に対し国子分析

を行い， Cronbach'sα を示し内的整合性を競べた。統計的

解析は SPSSVεr.l2.0 Jを{吏泊したc 4.倫理的記長室:研

究の趣旨と研究への協力は学生の自由意志で、成績に影響

しないことを説明し時Jli:を得た。

[結果]

国有1pを1.0以上，因子負荷量の絶対値を 0.4~j、上に基準を

おさ， 6つの主成分が:J'ilIl.!.!された。累讃寄与Z容は 64.16%で

あり，全体の Cronbach's aは0.94であった。第 1主成分

は，仁患者とどのように接したらいいのかJr患者を怒らせ

たり，傷つけてしまったりしないかjなど8項目から構成

され患者との関係性jと命名した (α=0.911寄与率

18.166%) 0第2主成分は， 1肴設r.mの迷惑にならないかJI零
護締に自分を浬解してもらえるかjなど7項目から構成さ

れ看護締との関係性;と命名した (α=0.87寄与率

13.952%)。第 3主成分は. r陽性症状はどのようなものかJ
など6項詔から構成され.三患者の病態・症状;と命名した

ほ=0.88寄与率 11必3%) 第4主成分は. 1病院の建物

のっくりがどのようなものかjなどの 3項沼から構成され，

5病院・病棟の環境jと命名した (α=0.75寄与率 8.709%)0 
第5主成分は， 1患者におどされたりしないかjなどの 2項

日から構成され心的不安jと命名したは=0.80寄与率

6.889%入第6主成分は r病棟の中の雰囲気がどのような

ものかjなどの 2項誌で構成され実習する場の雰関気j

と命名した (α0.59寄与率 5.017gら)。
{考察}

今般!の結泉は初めての精神科病践での実習ということで，

学生の実習に対する純粋な不安が反映されていると考えら

れる O その中で，患者との関係官tが一番大きい不安である

と分かったが，同時に若宮すべきことは，第2の不安保子

として看護隔の評価や反応、lこ不安をもっている現状が分

かった。学生の最近の気貿からいっても教員としては，

習する場の実習指導体制を整え，患者との関係や症状だけ

でなく，実習で関わる全ての人間関係の認可撃が示唆された。

174 日本看護研究学会雑誌 Vol.30 NO.3 2007 



81会場 28群

141)円背患者の身体能力と臼常生活活動蜜との関係

{大掠大学大学院涯学系研究科)

藤田淳子(京都府立箆科大学涯学部看護学科)

{目的}

向背患者の ADLや活動最の低下を予防することを践的と

し基礎資料として身体能力と日常生活活動量の実態調資，

および胸椎角度，歩数，身体能力の関連殺を検討した。

{研究方法}

2006 年 6 月 ~9 月， A r打一般病院Bに外来通院中の原発性

骨組慈症患者のうち，円背を有する女性患者 13名〈平均年

斡 79.3土 7.3歳，平均鵠椴角度 55.7土 9.5昆腕推庄:if1:骨

折経験者9名)を対象とした。 測定項目は，パワートラッ

クIIMMTコマンダー{日本メデイツクス社製)による下

肢筋力，バランス能力 (FRT)，複合動作能力 (TじG)，片

脚立佐保持時限，最大一歩幅， 日常生活活動景としてライ

ブコーダ EX(スズケン社製)で歩数を測定した。分析に

はSPSS15.0を用い， J拘樵角度，歩数.身体能力の関連をど

アソンの籾濁係数により検討したc なお，本研究は京都府

立産科大学の倫理審安委員会の承認後，研究内容を

よび口頭で説明し間意の得られた方のみを対象としたc

i結泉}

1.下紋筋力は， )漆{中展 24.5土 8.7kg，足底属 19.5土 9.2kg
で，坂田らの地域在住高齢者のうち単独歩行が2年以上絞

している訴の膝伸展 18.0土 6.lkgを上闘っていた。務力

を体重で除した僚は， )漆伸展 0.5土 O.2kg/kg，足底屈 0.4
土 0.2kg で立ち上がり動作関難の基準 0.35kg/kgを上

i切っていた。

2. FRTは21.2土 7.5cmで ほとんどが日常生活の自立に

必要である 15仰を満たしてい

3. 片腕立役保持時期は 12.0土 16.2秒で.ほとんど坂泊

らの転倒予測の該当年齢基準伎を潟たしていなかった。

4. TUGは 15.5念 10.4秒で，ほほ日常生活動作は自立の

つ

5.最大一歩l協は 59.3土 23.9cmで，小松らの誠査で最も抵

値である 85歳以上の女性 67.3土 15.7cmを下関っていた令

6. ライフコーダ装若者8名の一日平均歩数は 5301歩で，

厚生労働者の調査の女性の歩数6821歩を下関っていた。

7.歩数が最{底値の者は. 1.掬樵角度は最大，足立主毘筋力は

最抵値， TむGは最高値であった。また FRT(土日常生活の

自立基準値以下で，片脚立{立保持時間と最大一歩Ip話は王子均

以下であった。

8.歩数との棺関は，腕椎角度 (r= -0.68)， TUG (r = 
-0.33)，膝{中震筋力 (r= 0.35)で，有意ではなかった。

[考察}

本調査対象の円背患者は，地域在住高齢者の下技能力を上

毘り，日常生活に必要な下肢筋力を有し.TUGも日常生活

自立の範鰭とみなされたが.片鴎i立{立保持時間，最大一歩

~話，歩数は抵値で，活動最が低く転倒の危険が高いと考え
られる C また，歩数と胸椎角度およびTじG，!践伸展筋力と

の問には有意ではないものの関連が示され，歩数が最抵僚

の者は!胸椎角度が大きく身体能力が低いことから，向背患

者の下段筋力を保持しつつ活動最の増加に効果的な援助方

法の検誌が必要と考えるc 本研究比王子成 17年度科学研

究費若手研究 (B)課題番号 17791638の助成により行った。

142)高齢者の疾鰐予防ケア!こおiフる構成要素とリハピ

リテーションストラテジー

緑(つくば国際大学12[療保健学部者護学科)

[13的}

本研究呂的は要介護高齢者の既存のケアから疾病予坊に対

するケアとその構成要素を抽出しリハピリテーションの

ストラテジーの関係について明らかにすることである。

[対象}

1.対象となるケアは，老人介護施設と特別養護老人福祉

施設の 2施設に入所中の 10名の婆介護高齢者に対して行

われた介護福祉士 20名のケア内容とした。 2 構成要素

の掠出には， 10擁設の介護福祉士 90名を対象としたc

{方法}

1.要介護高齢者の既存のケアから疾病予防に対するケア

の選出:食事・おI:i佼・移動・入浴・更衣などの日常生活活

動の動作援助以外のケアより疾病予防のケアを抽出した。

データ収集方法i式調査者2人が介護揺祉士のケアを記録

しもう 1名は託銀iに記録の掲れがないのを紡止するため

にどデオ撮影し行動内容を一つ一つコードfとした 3人

1翻として 2日間調査した。対象者 10名に対して行われ

たケアの内容分析は意味の類似性によって分類しサブカ

テゴリー，カテゴリー化したo 2.調査察の作成:分析か

ら得られた内容から 5段諮からなるリッカートからなる

関紙を作成した。 3.疾病予防に対するケアの構成要素の

抽出:泊施設の 90名の介護福祉士に作成した質関紙を

施した。それを霞子分析(主鹿子法，ブロマックス

した。

{妥当性}

に介護福祉士の行為が意味不明な時点で行為の内容

について娘三ました。また，調変終了後に行為内容について

確認を得たむ

[ 1i命潔的配癒}

研究の主旨と参加および中断の自由を対象利用者と介護福

祉士に口頭および文書で説明後，文書にて間窓を得て仔っ

た。振影は，偲人をi潟定できないように背後より掠彰した。

使浴したどデオテープは調査後に施設代表者の立会いのも

とに消去した

{結泉}

内容分析の結果.77項沼のケア内容が抽出された。国子分

析の結果，疾病予訪ケアの構成要素の三国子を抽出した。

三民子を5高齢者の特異的感染の予防的はたらきかけ

齢者の認知識誌の抵下予紡・維持・促進のはたらきかけふ

;高齢者の特異的事故の予践的はたらきかけjと命名したc

{考察}

3つの構成要素の内容は，高齢者ができることを増やすな

どの自己免疫を高める方絡であり，認知的な介入では，作

業療法や音楽療法と悶様な内容であり，転倒に行われる筋

力抵で予j坊トレーニング，線下機能低下予防の詰腹内の

マッサージや線下体操はリハピ 1)テーションのストラテ

ジーの内容と一致していると考えられたc
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143)大騒毘径・組織厚測定による下技筋肉霊推定!こ関す

る研究

一片麻痩患者における下肢体組成の変化より

市原多香子，南JII貴子，桑村由美，国村綾子.近藤裕子

(能島大学医学部保健学科)

{目的]

インピーダンスや ネルギ-X線吸収測定法 (Dual
energy X -ray absorptiometry ; DXA)は非侵襲的で簡便

な体組成評価方法であるが.体重・身長が不明な場合やベッ

ドサイドにおいて評価ができない。ベッドサイドで評価可

能な方法を用いて看護郎単独による筋肉最推定が可能にな

れば，治療やケアの評価に役立てることができる。本研究

の話的は，大腿局経測定や超奇波検査i去による組織厚測定

が下散の筋肉量捻定に有般か検討する。

[方法}

対象は描卒中で A病院に入院した片麻海患者指名(男性

28名.女性 17名)。倫王量的配慮:として， A病院の倫理審査

会で承認をf尋たのち，対象者および家族に対して研究

の説明を行い， 自由意志での参加を保証し間意を得た。言語

uuは2005年 4月から 2006年 2月までの期間。測定項

尽は， DXA法を用いた下肢の筋肉最・脂崩量・骨・量 (g)

il[1J定，大!時間径 (mm)測定，超者波診断装置 (10MHZ)に

よる大腿の筋線織原・皮下組織厚加が測定であった。 測

定は入j完時と 1:I盟関後の 2夜行ったっ大!諮問径と組織原ij[1J
定の方法は，測定者 l名が膝議1'J・上縁lOcmの位置を 31同ず

つiJliJ定した。分析は.縫紋・患肢加に上記iltlJ定項自の 2)止
のjj{IJ定値を比較した。さらに， 1回目の測定{院をmいて.

下肢筋肉設の総定式を求めるためステッブワイズj去による

玄関係分析を行った。統計処理は SPSSfor Windows 

Ver.l1.5を用い，有意水準は p< 0.05とした。

{結果]

健肢は下肢筋肉量，大腿周径，大腿務組織原の値が l遊間

後に有意に減少した (p< 0.001)。患肢も向様の変化を示

したが.さらに下段路肪最も有意に減少した (p< 0.05)。
次に下肢筋肉量を目的変数とした震回帰分析のため「大

腿馬筏Jr大腿筋組織厚Jr大腿皮下脂賄厚Jr年齢Jr性別J
の言!.5変数を投入したc 最終的に健肢および，患L肢では「大

腿跨径Jr性問jの2変数のみが抽出された(健肢:R2 

0.801. F = 72.326， P < 0.001 : )患E支:R2出 0.752.F 

57.505. P < 0.001)。
[考察i
大!腿隠誌が DXAi去による下紋筋肉最と同様の減少を示し

たのは，でJl支骨~1設や脂肪:議;の変化がほとんどなかったため

と考えるc 健!技における大腿段下脂!日j厚が有意な変化を示

さなかったのは， T肢脂肪量の減少が64.3g(2.7%)と少な

かったためと考える。「大JB1:!周径Jr性別」の 2変数から下

絞筋肉量をそ予測する決定係数R2は，従来から報告されて

いる人体測定方法から全身の徐脂崩組織最の予測する決定

係数R2= 0.5~0.9 と類似した結果であったc
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144)脳卒中で片麻揮となった発症簡もない患者の盟謹

感覚

南}II貴子，邸付綾子.m原多養子，桑村由美，近議絡子

({:恵島大学際学部保健学科)

145)手指受欝患者の受犠による心理的変化iこ関する研

究

穴水美和(山梨大学笹学部 5付属病院)

佐藤みつ子(山梨大学大学段医学工学総合研究部)

[研究呂的}

突然の事故で手指を受復した患者の受傷による心理的変化

(受傷直後・病i誌で医sijiより手についての説明を受けた時・

手術後初めて自分の手を見た時・退院時)を明らかにし

患者の心壊的支援についての示唆を得るc

[研究方法]

諦査対象は，突然の事故で手指を受傷し媛能観客

切断・不全切断・強滅等)を有した外来通i完患者 39名。 研

究内容を説明後調査禁を配布し待ち時間に顕答，殺}収を

行った会対象者には，調査話的，参加・ rp断の自由，プラ

イパシーへの配慮について文書で説明し用意を得た。諮

査内容は，年齢・性別・日常生活の支援者等基本的属性.

ら (2001) らがフインクの危機モデルに基づいて，各

段階につき 5項告の心浬状態を示す項告をあげ，討 20項

目を作成した尺度を用い，受{録後から退院までの心理的変

化を把撞した。評備は「かなり強いjから fないjの5段階

評{自iとし 5点満点で点数が高いほど心理状態が良いと

釈した5 分析方法は，恭本認性は基本統計量を算fl1.心理

的変化は各段階の心理a状態を示す 5項目についてそれぞれ

の平均点を算出し比較・検討したc 受i慈度後からi岳民まで

の心理的変イとについては. 1笠間，年議会部， 日

の有無別により比較したc

[結果]
鴎収は指名(男散指名，女性 10名)であったc

は，壮年揺が27名で最も多く，青年期が6名，老年揺が6
名で平均年裁は出.0 土 14.8 議 (23 歳 ~79 段)であった。

日常生活の支援者は.配偶者団名.子供9名，親5名であり，

支援者の性7J1jは，女性20名であったむ次いで支援者はいない

12名，男性6名であったc ブインクの怠機モデルの衝撃段階

では受i怒Z努5痘後J3.0部6土1.3部6r病状説明時J3.27公1.2銘8r注童割5 
音部15を殺初}めてみた時J3 
底後と比較すると{偽滋の持;期弱;はま有;窓窓に高{依皮であつた]義感段階

において有意差があり，男性の方が女性より f受寝具直後J(t = 
-3.20. p < 0.00. 病状説明時j役立-2.17. p = 0.04). 
「創部を初めてみた時J(t -2.53. p 0.02)で抵値で‘あっ

たc 日常生活の支援者別では.r JE!I完持jの兵認jの段階

において有意差が認められ，支援者が男性の方が.女性よ

り有意に抵穏だった市出 3.39 p = 0.05) 

{考察}
衝撃段階が捺々に高値を示したのは，受{器産後の思考が龍

吉Lし事態を十分に把握できない状態、から時期が経つにつ

れ，受寝ーしたショックは和らいでいるからと考える。 適正、

段簡で男性の方が女性より低値を示したのは，対象者が壮

年期であり，将来に対する不安が強いためであると考えら

れる C 日常生活の支媛者が男性の場合，退臨時の永認設踏

では，男性は現実を受け止めた患者に対しての関わりが難

しいと考えられ，看護介入の必要性が明らかになった。

日本看護研究学会雑誌 VoI.30 No.3 2007 177 



146) ICU 看護舗のエンゼルケアに対する患い

生野菜緒子(地域E互療支援病1淀北見赤ト字病院 ICU)

{自的]

ICU看護締のエンゼルケアに対する思いについて，概念枠

組を作成する

{研究方法}

研究デザインは質的研究で，データ収集の方法は学講成

的面接法を適用したc 倫狸的配惑として，研究参加者へ研

究の主旨や方法，プライパシー・権利の擁護などについて

説明し同意を得た。対象は，救急救命センターを併設する

680床(ICU7床)の総合病院ICじで勤務し，エンゼルケア

を体験したことがある看護締7名とした。

isii来}

られたデータから.ICU看護陶jのエンゼルケアに対する

思いと判断ーできる内容をコード化すると. 507のコードが

きたc これらのコードを，同質と判断できるものに

グループ化すると. 102のグループとなり，それらをネー

ミング化し下位概念とした。さらに，下位概念をグループ

fとすると;)つのグループに類別化でき，これらを ICじ看

護smのエンゼルケアに対する思いの上位概念としたc それ

は現行のエンゼルケアに対する不満容姿や見た目へ

の思いエンゼルメイクへの思い清潔ケアへの思いふ

と一緒にケアすることへの患いjであった。

[考祭;

子のエンゼルケアに対する不満jという j二位概念は.物

品が使いにくく，時1111がなく慌ただしい中でエンゼルケア

を行わなければならない現状が背去にあると考える。

rnriは，その人らしさを尊重したい，生前に近い姿で帰した

いという思いをもっているが，それが達成できていないと

感じているために，この上位概念が抽出されたと考える。

と一緒にケアすることへの思いjには. r家族と

にエンゼルケアを行うと良いJ.r家族と一緒にエンゼルケ

アを行うことが良いとは忠わないjなどの下位概念が包含

された。;容姿や見た呂への思いエンゼルメイクへの

思い清潔ケアへの患いjにおいても，正反対の下位概

念が含まれていたc このことから.エンゼルケアは看護師

の患いによって差が出ていることが予泌された。より質の

を提供するためにも，エンゼルケアの見直しが必

斐であり，そのゆには，家族のエンゼルケアへの参加につ

いての意思確認も忘れてはならないと考えるむクリテイカ

ルケア看護領域では，突然の受傷が多く，そのまま亡くなっ

た場合，家族がそれを受け入れることは国難である O その

人らしさを尊重し家族の意思を尊重することが，危機的

状況を受け入れる過程で必要であると考える。本研究で明

らかになった ICU審議締のエンゼルケアに対する思いは，

ICU看護蹄がエンゼルケアに対してどのような盟、いを

もっているかを把握する 1つの指標になる 3 これをもとに

現行のエンゼルケアを見直すことで，より質の高い者護の

提供につながると考えられることから.看護実践に活用さ

れると示唆される。

147)手術終了前に患者の情報を受けた病棟看護師への

影響

山本晶子，浅尾智子，磁ヂ!こ堅実，塚原節子

山県済生会病院富山病院)

{自自立}
現夜病棟看護締は手術中の情報交換がないため患者の状況

を前もって把握できずに術後患者を受け入れている O そこ

で手術終了前の情報が病棟看護niliにどのような影響がある

かを明らかにするために本研究に取り組んだ。

{研究方法]

対象は外科全身麻酔下手術患者の担当者護師。説交期間は

平成 18 年 7~8 月 c 病棟への連絡は関11支持に手術状況及

び患者の情報を電話報告した。倫理的記患としてプライパ

シーの厳守と参加は任意で、あることを説明し後白担当者

に開き取り調査を行いデータから影響があった文}院をコー

ドイとし類似性があるものを関連づけた。

[結巣及び考察]

病棟看護部は手術終了前の連絡により患者の保護を認識し

「手術状況の把握Jができた。「手術状況の把握」により患

者の帰窪までに優先順位を考慮し「他の業務の調整jを行っ

ていた。またスタッフに報告し協力が得られるように働き

かけ f協力体制の強化jに努めていた。また患者に応じた

環境を作り準備に不徹がないかを再確認し「術後患者の環

境の調整」を閣っていた。「他の業務の鵠整Jr協力体制の

強fヒJr術後患者の環境の調整jは術後ケアを考躍した行動

といえ，これらを行い患者の受け入れ体制を整えることは

術後ケアに大きく影響すると考える。これらの行動でチー

ム内の連携がスムーズとなか術後患者を集中して診るこ

とができたことは「術後ケアの充実Jが図れたといえる。

さらに f手術状況の把握Jにより情報をもとに自信ーを持っ

たことで，家族への対応に変化が生まれ f家族への積極的

な関わりJを行っていたG

手術終了前の連絡によりriUi突なi古殺を得たことで自信を

持って行動することができ. n初日!のゆとりがあることで受

け入れ体制を整え待機することができた。

このことから手術終了前の患者の稿報は病棟看護師にとっ

て「術後ケアの充実jと f家族への諮徳的な関わり jに影

響があったといえる。
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148)手術前後の不安とコーピンク、に影響を与える諸要

由 一年齢，性別，描式に熊点をあてて

城丸瑞恵(昭和大学保龍箆療学部)

下由美保子(昭和大学 横浜市北部病院)

堤千鶴子(毘自大学看護学部)

{呂的}

本研究は.1生別・年齢・術式と手術前後の各時期における

不安とコーピングの関係について明らかにすることを容的

とする。

[方法i
:A大学病院消イヒ器系病棟で入i完・手術をした患

: 2003年 7丹 1B ~2004 年 3 月
31日。 3. 議資方法:入院時に謁査表を対象者に記布し.

手術前(手術より 2~3 日前)と手術後(終了後 2~3B

で離床が開始された時期)に，それぞれ自己記入をしても

らう o 4. 語交内容:1)対象者の属性. 2)手術前後の不

安状況について 4件法で術前・術後各 15項目. 3)手術前

後のコーピングについて 4件法で手術前 58項民手術後

59項目。尚，各項目は先行研究を基にして作成したc

:手術前後の不安状況各 15項諒について性別，年

齢，術式別に t検定を実施したc また手術前後のコーピン

グ各 58. 59 ~資自は忠子分析の結果 rt宵緒的離競j
努力カタルシスJなど 16項日に分類しそれぞれに含

まれる議自の合計点について性別，年齢，術式聞に t検定

を実施したo 6. fi命現的記議 :j銭安実施病誌の承諾を得て

から，対象者に本研究の趣旨，倫理的記長室の方法について

口頭と紙溺にて説明会行い，同意を得た上で実施した。

{結果}

対象者の背:法:性別は男性 66人女性 37Ao平均年齢は

ち9.6(土 12.7)主主年齢認は 65歳以下が64人.66歳以上が

39入。龍腹手術 51人.非f;奇抜手術 52人であった令不安，

コーピング各項自に対する t検定の結果は表の通りであ

るc

{考察i
女性は男性に比べて術前は fカタルシスjのコーピングを

行い，他者に惑罷表出して物事に対処する傾向があるため.

傾騒が効来的であると考える O 一方，男性は術前に「自己

制御jのコーピングを行い，自分自身で開題に対処するこ

とが係われた。 65歳以下の対象は仕事や職場復帰につい

て66歳以上より不安傾向がみられ，今後について

他に相談する目的手段的なコーピングが示唆され，具体的

な構報提侠の必要性が飼えたG 滞綾術の対象では非i制度衝

の対象より手術授の身体的苦痛に関して気になり，そのた

め現在や退院後の生活について計爾をして対処しようとす

ることが示されたc

149)細菌学的手法な用いての手洗いの教育方法の評髄

一培養プレート実物を用いることの効果

大野夏1t(礼韓市立大学看護学部看護学科)

小川俊夫(埼玉県立大学探健医療福祉学部健康開発学科)

[践的}
微生物の存在の読覚化により手洗いの遵守率は改議される

と考えられるため，培養プレートを教材として提示する授

業を笑施してきたc が，教材作成には時間とコストが必要

であること，機材の物理的な容量に制課があること，作成

したプレートは保存しにくいことより. 1学年 2クラスの

運営である場合には. 1クラスでは学生達自身の手指の綿

韻を培養した実物を提示し別の自に実施される他のクラ

スでは，その写真を詫示し説明しているc 本研究では，

護学生が手洗いを学ぶi祭に，学生自身の培養プレートの実

物を提示した場合に，学習の動機付けができ，より効果的

に手洗い技術が習得されるかどうかを，手洗い前後の組関

数の変化から評価することを目的とし

{研究方法]

1)対象 S綾期大学看護学科 1年生 2)方法 (1) 

(39名)には自分遠の手洗い前後の手指の細菌の培養

プレートを，対照群 (38名)にはi可様の写真を提示し f手
洗いjを説明した。培養プレート作成は.普通石鹸による

自己流の手洗い後ハンカチで拭いた手指でイ子った。

明後，薬用液体石鹸により手洗いを行い，実験群，対照鮮

で技術習得の程度を比較した令(出演習の感想を自

で求めたo 3)評価方法(1)技術習得の程授は.SCD 

培地を用いて培養した紹子高中.顕微鍛観察と簡易問定の結

果により通過欝を計数しその徐蕗ネにより詳fI援した。

感想については，記載の意味内容から類似性や共通性に基

づいて分類したo 4)倫理的記長室: 識査の自的や方法を説

明し協力は在意であることを説明したc 授業に参加し

生の中で，向窓と協力の意思を表示した者のみを対象者と

しそれらのデータを認資に使用し

{総菜}
(1)手洗いによる除醤芸名は，実験若手 73.1% (綿議数の手洗

い前会計26飽，手洗い後7俄).対照群 66.7% (手洗い前

87鏑，手洗い後 29~筒}であった。 (2) 感想、の記入において

内容的に多いのは，どちらも 1番 f手洗いの必要性J.2番

f縮菌数に対する驚きJであった。 3番gに多かったのは，

f結果に対する感覚jに対し対熊若手は「自己流の

手洗いでは清潔にするのは罰難jであっ

{考察}

実験若手，対照怒とも手洗いによる通過議の徐去が確認され

た。手洗い磁の菌数差が大きいため関若手間の有意濯の検定

は行っていないが，除菌率の2をは大きくなく，培養プレー

トを用いることの効果は徐態の程変からは確認できなかっ

た。しかし感想、の記入においては f自分の手の縮欝を見

てショックだった r気持ちが悪かったjなど不'快感や嫌悪

感の表現が実験群に多かったc このような感覚の体験は，

手洗い行動に影響を及ぼすとされており，培養プレートを

汚いることは，長期的には効果があると期待される。
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150)米扇の謂院における感染管理看護蹄の役欝の分析

ーニューマンシステムズモデルを用いてー

森みずえ(九ナH看護福祉大学看護学科)

{研究日的}

米関において感染管理への取り組みは早期よりなされ，感

染管理看護婦(ICN)の活動はすでに定着し，その範関や

役割は確立されている。今翻，米国の病院感染管理におい

てICNが来たしている役割について，看護理論の概念モ

デルを沼いて明機イとすることを試みた。そして，本邦にお

いて，誕生関もない感染看護専門看護締の役割について考

察する手がかりとしたい。

[研究方法}

20例 年 7月，カリフォルニアナI'IA郡の公立病院において

感染管理活動とシステムについて 2人の感染管潔看護蹄

に随行し行動観察およびインタビューを行い，その

活動内容とi淡路について，ニューマンシステムズモデルを

mい分析した。モデルはヘルスケアシステムにおける

IC::¥fの役棋を明確化するために使用した。

[*1:1来および考察]

手{41淀感染管理システムは，クライエントシステムとしてf足
えることができ，患者・と職員は 2つの主婆な病院人口グル

ブであった。患者の課題は最大レベルの健康に到達する

ことのみであったが，職員は安全なヘルスケアを供給する

ことと職員自身の健康を守ることであった。感染管理シス

テムにおけるストレッサーは，経済的問要ft]CAHO (J支援t
施設認定合間審査会)要請必須条項，感染性疾患，ストレッ

サー寄与国子としては，厳しい医療経済状況およびヘル

スケア関連企業開のし烈な競争 病原性のおい撒生物，多

斉IJ抵抗性の微生物，増加する侵襲的な涯療処置.免疫力の

抵下した患者であり.予防接種の欠落，感染症とともに流

動する人口そして，職員の不足や教育されていない職員な

どであった。全体閣は，ニューマンモデルの構造と 3穣の

ラインを利用して描かれた ICNの役言語:ICNは3つのレ

ベルの介入ーサーベイランス，予防，感染症のコントロー

ル，から成り立っていた。感染管理の介入は 3つのレベル

の介入を行うことによって病院システムの安定化を留るこ

とであり，病院人口である患者隊員の健康を促進，到達，

車fg持する事であると考えられた。効果的な感染管理プロ

グラムの要思はー組識的なサーベイランスと疫学的な分析，

体系fとされた調査と追跡調査の手)11民感染色;~型プログラム

の適切なコーデイネーションつまり組識やグループに適正、

させることであった。 ICNは教育者，アドバイザー，カウ

ンセラー，そして調査者など多くの役割を併せ持ってい

た。日本においては，感染看護の専門看護師 (CNS)が誕

生し社会的背景は異なるが上記の ICNの役割に加え看

護の実践，研究，倫理の側面での役舗が期待される G 今後，

それらをどのように展開させ.調和してゆくのか，今後の

課題として明らかにしてゆきたい。
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151)心理的混乱行動緩和の援助!こ関する研究

今西誠子(京都市立春護短期大学)

{目的]

子どもの心理的混乱行動成立のメカニズムと，心潔的提言L
行動を引き起こしているときの子どもと医療者の関係世を

解明し心理的混乱行動緩和の譲助指針を得る。

{研究方法}

期間:2005 年 1~7 丹。対象者: 4~10 歳の入続中の子ど

もとその家族7組，その子どもと家族に関わった法療者 19

名c 対象者に研究趣旨，霞名性の確保.不参加による不利

益はないことを詣:顕と口頭で説明し承諾を得た。調査及び

分析・子どもとl2S療者の相互狩為場磁の参与額祭と半構造

化面接を実施。場面の:再構成と逐語録を作成し現象学的

解釈を行なった。

{結果}

心理的混乱行動を引き起こしやすい検査や処霊場関等の参

与観祭場揺は 6事例 71場関であった。 6事部rt4察側に

心理的混乱行動が見られ. 2事例は望ましい患者役割が見

られた。心理的混乱行動が見られた 4事街中 1事例は医療

者の関わりの変化により，心程的j昆乱行動が消失した。心

理的混乱行動を引き起こした場街では，子どもは「心の準

備がしたいj等の自分の気持ちに意識が向いており，

者;ま検まをや処置の実施に意識が向けられていた。両者の意

識の給jきにズレがあり，このズレが医療者を子どもの気持

ちに応えられない状況に導いていた。さらにこの状況が，

気持ちを尊重されない苦しみを子どもに生じさせ，子ども

の心理的諮乱行動を引き起こしていた。心浬的混乱行動が

見られなかった場面では，医療者の窓識は検査や処設時の

どもの気持ちに向けられていたc 子どもと

の向きにズレのないことが，子どもの気持ちを聴~，心の

準備ができるまで待つ等の対応ができる状況を導いてい

た。子どもの気持ち(意識)に医療者の窓議が沿うことで

心理的混乱行動が回避されていた。

i考察i
1)医療者と子どもの招友行為場顕が子どもの気持ちを中

心に展開されるか沓かで子どもの反応、が変わるといえ，部

者の意識のズレが導く n室療者の関わり jが心理的混乱行

動を引き恕こすと考えられる。 2)検査・処翠の実施に医

療者の意識が向くと， I袈療者が子どもに「上手に処置する入j

と思え，子どもは気持ちを伝えようと心潔的混乱行動を引

き起こすc すると佳療者の意識は心理的提言L行動に向き

fとにかく処置しよう jと，さらに f検査・処涯の実施jに

意識が向き「強鋭抑f:Eの関係jが主主じる。逆に子どもの気

持ちに匿療殺の意識が向くと，子どもに監療者が「安楽に

処置しようとしてくれる人jと思え，援療者の言葉，期待

に沿う行動が取れ f協力援助の関係jが生じるc これらの

関係性には f子どもと医療者の意識の相互作用から引き起

こされる反正、が，双方の意識を強めるという循環性をもっj

といえる。 3H協力援助の関係jの成立は子どもの自律性

と自主性の獲得につながり，人間的成長を支える合心理的

混乱行動は自律性と自主性の獲得組害に対する抵抗とも考

えられる。

152)自本における NICUでの母子関愛着形成の臨む紹

みに関する現状欝資 [第2報]

一自患記載かう

谷口美智子，吉行部美，神i翠絢子

(絞国女子短期大学看護学科)

[践的]

低出生体重兇の 40%に虐待のリスクがあるという報告を

受け， NICじ・新生児特定集中治療室などの病床を持つ底

療機関で，者護簡の虐待に対する認識や愛着形成をf足すた

めの支援体制の現状と課題について務査した。そこから得

られた結糸を母子支援の一助とするむ

{研究方法}

全国の NICU'新生児センタ一等を有する 301病院に郵送

調査を行った。自記式無記名式で書留に倫理的記惑を明記

し返信をもって関;窓としたc 諜査内容は虐待のリスク・殺

への支護体制の考え方について費関した。自由記載で得た

問答を最小の文援に区切り 621文を抽出，次に類似の文援

をグループイとしカテゴリーに分類c

{結果および考察}

路収率46.2%.有効回答率 95.7%。分析の結来季

虐待のリスクを 3側部で捉え，子ども側に比べ親餓では約

4低環境面では1.2倍のリスク項践を挙If. “家族全体の

病理や子育て負担惑がもたらす子ども虐待の増加"を感じ

ていた(表 1参照)。支援体総づくりに関しては4カテゴ

リーと 21サブカテゴリーに分類。夜接的援助として早期

からの母子接触等を行い，地域との連携・退院後のフォロ…

体制が重要だと感じていたむしかし病院内の支読の現状

比“偶人の力量に委ねられている"との意見もあり，

のリスク特定や多様韓関での連携が不足していると考えて

いたむ看護輔が考える親への支援体制については，地域と

の連携等 3側面であった。環境面の虐待リスクがおいの

比潔境街のサポート不足を惑とた結果であり，環境部へ

の介入は他の 2側揺よりもりスク改善の手立てが講じやす

くなると考える。 個人のアセスメント能力を培う定期的な

勉強会， I湾じ判断基準で対応、できる病院内のシステムづく

りと共に，家族の複雑・多i妓な状況に対し繍~IJの対応、が必

要であり，これらが母子関愛議形成の課題だと考えるc

表1 カテゴリー・サブカテゴリ一一覧

カテゴリー サブカテゴリー 記述委主
子どもの1議終リスク 仏・告さ淡路、答 33 

き・緩低的主主体議児 10 
さてにくさ 10 
~n合 8 

長鶏入院 4 
意義務閣のE号待リスク 社会環きさのやのサポート体制 56 

家主主主震きを 1i 
E主主義者との人間関係 4 

選誌の!議終リスク 支去年・豪華2奇的関菜室 40 
選誌の生幸子童委 39 
チミ愛護関係 36 
長期母子分議室 35 
育児不安 28 
畿の未熟殺 24 
ま翠まない綬緩 19 
il警察苦・季語衿・主主毒者の掠1皇室 15 
;早滋・分後3専念 ? 
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153)入院児に付き添う続行動の変化[第二報}

一看護部が感じる育児態度一

神i翠絢子，吉行部美(飯田女子短期大学看護学科)

[13的]
入院する乳幼先にとり.分離による愛え奇形成不全や家族参

加の観点で付添いが不可欠だといわれる中で，給食費を携

帯電話代がかさみ支払えないという自己中心的な親の状況

が報道され，親行動の変化を感じる O 付き添う親に対して

小児病棟看護主Hiが育児・指導場面でどう感じているかを明

らかにし親支援の一助とする。

{研究方法}
全国の小児病棟を有する 600病読を無作為に抽出し筆者

らが作成した質関紙による郵送調査を仔ったc 問答は送付

した病棟看護師の代表者 1人が行い， 自記式無記名式で害

額に倫理的記~を明示し返信をもって間意とした。自由記
載で持た回答を意味が通じる最小の文11設に区切り.1477文

を挽出し，次に類似の文脈をグループ化しカテゴリーに分

類したむ

[品古来および考察}

回収率 46.2%.有効回答率 92.4%(n = 256)。分析の結果，

育児態度・指導上の場面に関しては4側面で、関ったと感じ，

“子どもへ向かう姿勢"38%. “脊児・疾病対応"28%. “基

本的生活官僚のなさ"26%.“親の社会性"18%であった(表

1参日夜九また，サブカテゴリー上では“関心のなさ"と“過

保護"という同綴端が多数を占め，望ましい親子関係を

けない親，成長していない裁の姿があった。現状の家族対
応に満足で、きない漂白に関しては 4カテゴリーと 22のサ

ブカテゴリーに分類され， “手足や子もどもなどの問題"“表設

を提供する上での問題"の111良で多く，親・子ども自身に1m

!認を感じても. "'1亡しさ"“短期入院"で対処i刃難な状況が

していたc 子どもの入院が貌育(親になるための支援)

の機会と筆者らは考えるが，現状の小児病棟は家族に対し

て“じっくり i時間をとって話せない""1自殺懇の充実(専問

看護師・臨床心海士)を望む"なと古来題が見えてきた。 日、
兜者護に魅力を!議じないjの記述もあり，小児病棟のあり

方を再考する必要がある。

表1 看護郎が図ったと感じる育児・指導場面のカテゴリー一覧

カテゴリー | サブカテゴリー ;記述委主

J 関心lこなさ

逃係長室

i 青児放策
"fとeもへ降1ける姿勢 ト会主与さ

は盈潟対応

l'f ~ピ・疾病対応

!感じる危険性

対仰ぎできていなし、

危機滋滋

主主総の理解・受け入れ

主主鉾カのなさ

基本的対応の状況

治療に向かう妥勢

主主総へのl5i.応

i青1潔望号機

マナー・規則
総本的生活習慣のなさ i食生活への関心、

選晃の社会性

生活弱.f1'tのみだれ

子どもの主主

i笈主義務への慾&

自己中心性

;サポートのなさ

3 米熟な社会性

家族関係の問題

;祖父母の介入

154)小児科外来通院患児の母親の不安要因としての震

標-福祉等のサーピ、ス;議定度

北2苦手秋，磁野綾子，鈴木光子，一戸とも

(弘前大学医学部保縫学科)

{自的]

核家族化がすすみー子育てにおける母親への家族内サポー

トが減少している状況の中で，小児科外来に来院する母親

の不安状況と不安要留を検討することを自的とした。

{研究方法i
A大学医学部附属病続小見科外来通院見の母親を対象に，

外来で自記式費関紙調査を行った。調交票配布は 136人で、

あり，不安尺度に記入i隠れのない 76入 (58.0%)を対象と

した。

調査内容である不安尺度は. State-Trait Anxiety Inventory 

(STAI)の日本語版を使用した。他に保健，陸療，福祉，

教脊サービスの満足度 (4段階評定とし満足度により l
~4 点を与えた)や施設問情報交換参加希望 (4段i法評定)，

サポート資源(識査施設以外の施設科用の有無，家族構成

員，向居者以外サポートの存在，患者会への参加など)• 
どもの属性および療脊状況(年齢.性別忌i完関j潟，疾患

名，発病年齢，握療的ケアなど)とした。調査部簡は，王子

成 18 年 3 月 27 日 ~4 丹 14 日であった。

倫王子三的配惑として. A大学医学部倫理委員会の承認を得て

行った。 研究の趣旨. [歪名性の保持ーなど説明の後，三!号変協

力のがB立を得. ;tI1~資禁記入後そのま揚でおi収したc

STAIの状態不安と特定不安について王子均±標準偏差 (M

SDlにより. M-SD未満を低不安1役立1+SD以上を高

不安蘇とし M 土 SD範凶i々を平均群とした。

{結来]

対象者の平均年齢は 39.3(:t 6.9)殺で，有級者が 32名

(42.1 %)であった。子どもの年齢範閤は，生後日ヵ丹 ~28

畿であった。

STAIの状態不安と特性不安はや殺度の相関 (r= 0.68)が

みられたc 平均得点は状態不安が41.2:t 8.5 (紅土 SD)で

あり，低不安群 10名，平均群 54名.高不安群 12名であっ

たc 特性不安は.43.6 :t 8.7で抵不安群 11名，平均群 56

名，高不安群 9名であった。状態不安の 3群向で，医療サー

ビス満足度 (p< 0.05)や福祉サービス満足度 (p< 0.05) 
に遠いが認められ(分散分析).医療サービス満足度が低不

安群で高く，高不安群で低かった(多量比較 p< 0.05)。
特性不安は.援療サーピス満足度に高不安群で低い傾向が

みられた (p< 0.1)。他に.施設関↑吉報交換に保護者が参

加することを希望しない人に，不安が高い傾向にあったゆ

< 0.1)0 STAIと子どもの基本属性および養育状況，サー

ビス資源内容に，群間差は認められなかった。

{考祭]

病気を持ちながら外来逸脱している子どもを持つ母親に

とっては，毘療や福祉サービス満足度が抵いことにが，不

安の婆i混と成り得る。また.母裁が子どもの支援のための

施設問の情報交換の場に関わるという認識を持たない人ほ

と不安を抱えている傾向にあった。外来で看護を行う上

で，母親の不安に日を向け. I割安や福祉サービスへの不満

や母親の箆療機との関係の持ち方を検討する必要がある G
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155)子どものターミナルケアに関する文献研究

宮内 環(神戸市看護大学看護学部)

{目的}

どものターミナルケアに関する過去の文献を概観し今

後の課題について示唆を得ることである。

{文献検索および分類方法]

Pub Medlineと涯学中央雑誌の Web販 Ver.4データベー

スより， 1995年から 2006年までの文献について rterminal

careJ r dying childr官 dr子どもHターミナルケアjをキー

ワードにして検索し得られた文獄を<文献の撞類>と

<テーマ・内容>から分類した。

{総菜]

検索文隊総数は 194文献であり，踏外が53件，関内が 141

i午で，<文献の麓類>は総説・解説が77件，研究論文が79

件，症例報告が38件であった。<テーマ・内容>は

され， 1)ヲこどもに関する文款はター

ミナル痛にみられる症状など「身体的問題jに関するもの，

(2)子どもの死の概念の発達，告知とインフォームドコン

セントに関連したら心理・社会的問題jに関するものがあっ

たむお家族に関する文献には，(1)ターミナル期にある

どもを抱える「家族の状況や思いふ (2)r遺族の悲嘆jに

揮するものがあり. 3)医療者に関する文献には.(1)

自iIiの認識J. (2) r審議輔の絞殺jに関するものがあった。

[考祭}
f身体的問題jにおいて，ター

ミナル期にみられる疲状が療養生活によるストレスや不安

など諮神的な問題も複雑に絡み合って投ずる場合がほとん

どであることが示唆されており， ターミナル期にみられる

症状の緩和に寄与するような研究は非常に少なく，症状緩

和を呂指した介入方法の発援が難しい状況であると思われ

る。 r心理・社会的偶題jに溺する文献では，ターミナル期

において子どもの窓お決定を導くために本人が治療に参加

できることが必要であるという米国の報告があったが，わ

が国では宗教や文化規範の遠いから，病名を告知していて

もターミナル期になった場合に雨殺も主治医も本人への説

明をためらう現状があり，治療を続けるか否かや.最期を

どこで迎えるのかに関する子どもの意思決定への援助は今

後の大きな課題である。 2)家族に関する文献では，子ども

の苦痛を援療者が的確に把握し軽減することやターミナル

期の正確な診磁が，家族の QOLを高めるよでZ重要である

ことが示唆されていたc また，遺族に対しては多機種によ

る広範なチームサポートの必要性が明らかにされていた

が，サポートの詳細なあり方やタイミングまでは明石議にさ

れておらず，今後の課題といえるつ

では.子どものターミナルケアにおいて看護締が知識・技

術・経験の不足.自己の能力に対する自信の然さや戸惑い

から器難惑を抱いていることが明らかになっていたが，器

難への対処方法や取り組みに関する研究は少なく，看護締

に対する教育や支援が必要であると考えられたお

156) A県!こおける在弔人工呼吸擁法中の児の介護の環

状と問題点

一母親への麗接調査の結集かうの…考察ー

生田まちょ(熊本大学長三学部楳健学科)

[13的}
在宅人工呼吸療法(以後 HMV)は.主介護者の身体的，精

神的，経済的負担の大きさが指摘されている。しかし

HMVの介護の現状の報告は少ない。実捺の A県の患児

と家族の現状を諮査し問題点を考えるむ

[研究方法]

識交対象 :A病誌の外来フォローやの気管切開での 24時

間HMVの児の主介護者の母親9名c 調査期防:2005年2

月-5月c 調査方法:自宅訪慌し構成的面接調査な議三菱内

幸子:克の年齢，疾患.精神発達，運動機能，目玉IIV期間，母

親の年齢，向語家族，社会資j捺・ボランテイアの活用状況，

介護の協力者，精神的支え. !漆奴i待既母親の身体症状，

在宅でたいへんと思うこと，ストレス解語法とする。分析

方法:r寂宅で大変と思うことよ「ストレス解法法jの内容

に関しては，逐語録を作成し類似性のある内容でカテゴ

リーを抽出分類した。

[倫理的配騒]

研究のg的・方法，プライパシーの保護，研究参加を拒否・

議長脱しても今後の療養に影響はないことなどを説明し間設

{結果i
年齢は 2-23議平均 12.5議.H討V賭潤

はI:f手 3ヶ月-7年2ヶ月平均4年2ヶ月，全員が日常生活

全介助であった。 母親の年齢;え 38歳-52歳 王子均 44.2
1 B -5 B.介

ルパーは週2日-5日など同様の症状でも

医療諮給に地域差が生じていた。デイケアやショートステ

イの利用は少なかった。受入擁設数が少ないことや母は児

ひとりでは施設に預けることへの罪悪感などがあり預けら

れなかったり，意識のある児はひとりで施設に行くことに

不安があり母親から離れることを嫌がる場合もあったc 家

庭内の介護協力者は. 7名が夫. 2名は訪陪看護締やヘル

パーであった。騒限持跨・身体波状は，母親の隠眠時賠は

4時間-6時諮 50分，平均 5.11時間と短く中途覚罷も多

かった。身体症状として不限，寝不足感，熟際感がないな

ど陸線路害に隠する症状が全員にあった。何度も死にたい

と思った，すぐ涙が出るなどのうつ抜状のある場合もあっ

たc 在宅でたいへんと思うことは. [健康的な騒限がとれ

ない][児から離れられない][外出できない][緊張感の持

続][母親の健康への不安[プライパシーがない][泥の症

状判断][経済的負担]の8カテゴリーであった。 母親のス

トレス解治'法は. [第三者との会話][外出][ビデオやドラ

マの鐙食][器販・休息][年に 1屈のイベント]児のそば

でできる趣味?の 6つのカテゴリーであった。

[考察]

母親は， 24時間の絶え間ない呼吸・循環・栄養の管理とそ

の額察からくる「児から離れられないJr時間の拘束Jが，

艦艇不足や気分転換の不足，ソーシャルサポートの不足と

関連し合い心身症状の悪化を起こしていることが示唆され

たo HMVの小見の母親の在宅でのレスパイトケアの充実

が必要であるむ
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157)親子で受ける学襲期の性教育プ巴グラムにおける

参加者の反応

徳井麻美(富山県済生会高指i病i涜看護部)

長谷川ともみ(富山大学援学薬学研究部小児看護学)

{自的]

学叢期の性教育に対して戸惑いを持つ殺がいる中で.

校・地域・家庭が連携を取り合い性教育を行うことの必要

性が指摘されているO 今閤，地域において性教育実践家が

行う親子が一緒に受ける性教育プログラムにおける謁査を

行い，その運営の実際，親子の反応について報告する。

{研究方法}

性教育実践家が主龍した毅子が一緒に受ける性教育プログ

ラムである「夏休み 子ども性教育教護J(有料)において

プログラム前後における参加者の意識調査を行った。性教

脊プログラムの内容は，性犯罪への対処法，体の仕紐みに

ついてであり，所要時間は 2時間であった。識変1宣告は廃

位以外は先任研究を参考に自作の項目とし，評定法にて問

答を得た。参加動機や感想、などは自由記載法にで調査し

内容分析を行った。参加者は子ども 59人，大人詩人，計

117人で、あり，そのうち親子でのアンケートの間収率は.58 

組11:123組 (40.0%)で、あった。分析は単純集計.Wilcoxon }IJ員

投手口検定とし有意、水準は 5%未満を統計的有意差あり，

5%以上 10%未満を傾向ありとした。倫理的な配惑とし

て.調交1t{j綴を文章と口頭にで説明し.綴の伺意が得られ

た場合に綾子にアンケ…トを依頼し回答は無記名とした。

i母校はそのよ話'で行い，一部郵送にて回収した。

{宇li来}
1 子どもの年齢は 8.4:t 1.5歳であったっ親は母親 19

人，父親 12人で、あ仏年齢は 35歳以上が9割であったニ

2 性教育プログラム前後で，子どもに有意な上芥が見ら

れた意識調査項自は.r知らない人に声をかけられた時断

り方がわかるJ.r自分のことが好きjであったo r悩みを人

に話すJについては傾向がみられた。 3 性教育プログラ

ム前後で¥親にみられた変化として.r学校での性教育は必

要」があり，子性教育i主要![しいjについては得点が減少する

傾向が見られた。 4.親子が分かりやすかったと指摘した

点は，パネルや人形劇などの媒体，子ども参加型の講義，

具体的内容の提示であった。 5. 参加後の裁の学校に対す

る希望としては，小中高と継続した教育，体の大切さ.仕

組みについての教脊などが見られた。

[考察}
性教育実践家が行った親子で参加する性教育プログラムを

親子で受けることにより，子どもにおいては.本プログラ

ムにて提示していた性犯罪への対処法の意識の上昇のみな

らず， r自分のことが好きjとし寸意識も上昇したと考えら

れる。参加した親は参加後に性教育への r~!1f壁!惑を抵下させ

ていたが.学校教育における'性教育の必要性も再認識して

いることから，性教育の場を共有することによって教育者

と子どものやり取りを見ながら，家庭での性教育に応用で

きる点を学習したと考えられる。

158)育児期にある母親へのソーシャル・サポートとして

の支援活動

一道具的サポートの観点かうー

大i翠卒高，内山久美.西谷美幸， 111口裕子

(熊本保健科学大学保健科学部看護学科)

{研究活的}

育児期にある母親の半数以上がソーシャル・サポート・ネッ

トワークの拡大を希望しているにもかかわらず，医療機関

の看護締が担う脊児支援にはソーシャル・サポート支疑的

意識が抵い傾向にあるといわれてしミるc 本研究では，大学

教育機関の者護者が行った 4年間の育抱支援活動を.意識

龍査結果をもとに道具的サポート(なにかあったときに助

けてくれるような信頼できる対人関係)の観点から検討す

るC

[研究方法}

1)研究対象:子育て支護施設を和服する乳幼児をもっ

20~30 代の母親 2) 調査期間:平成 17 年 3~4 月 3) 

方法:アンケートによる脊鬼に障する意識調資(口頭及び

紙商で説明)を実施。回収は郵送。 4)内容:アンケート

は f子育ての意義Jr子育ての相談対象Jr女性としての幸

せ感Jr家族構成Jr予約百負担感Jの5項自の費関で構成。

質問 1~3 は箆先度を選択する方法をとり，育児負担感は

育児に1'1~ う j長l'i'f と活動制捜のストレスを測定するためのゆ

P!~) らじの尺度を活用。今問は「子7脊ぎて相談対象j に焦点を
あて育児支援i活孟動拠J点:

えるo 5) 1，倫命溜的記{癒議 アンケ一トは実無lfi記名式o 1倒鯛人が特
定できない数f依i阪な処空湾寝lL1壬意協力等の説明の上で協力を依頼。

測定尺度使用は開発者に泳諾を得ている O

{結果1
151通配布に対し 87通j却は(lITI収率 57.6%人家族構成は

f夫・子どもJ94%， r夫・子ども・両親J5%.その他 1%。

子どもの数日人J74%. r2 AJ 23%. r3人J3%。うち 3

歳以下の子が8割を占めるつ桜談対象は， 15項目の選択肢

から順位の高い項自を降}I浜配点として処理。総数の多い)較

に「子育て仲間J74.9%， r夫J69.3% r実家の家族J63.1 %， 
友人 41.8%で，我々の育克支援活動拠点である「市町村の

機関jは15中6位。相談の優先度 1・21立は身内や仲間

だったが. r市町村。の機関J は優先境 2~5 位に総じて

8~1O%ずつを占め，特に字し鬼又は 2 人以上の子を持つ母

親には{憂先度が高い傾向にあった。

{考祭}
相談対象は身内や仲間等の情緒的サポートで占められてい

るが，核家族の現状を反映し乳児又は 2人以上の子を持

つ母親にとって.r市町村の機関jは脊見に行詰った特に解

決に必要な資源や暗殺を得，精神的に信頼できる場として

道具的サポートの役舗を来たしていたと考えられる。管児

期にある母親への支援は，母親が子育ての主体として自立

できるための道具的サポートへの役割意識をもつことが重

要だと考える。

[引F詩文獄1
1)中自ら和夫，策藤友介，河出節子.r母親の育児負担感に

関する尺度化J.厚生の指標， 46 (3). pll-18. 1999. 
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159)在宅欝がい兜(者)のケア技能!こ関する指導法の検

討2一頭51技術iこ関する看護師と養護学校教員の

認識

佐藤洋子，伊藤紀代(北海道大学法学部保健学科)

{はじめに}

近年，気管切開鬼の保育関通溺の是非を争う裁判や，在宅

入LS患者に対するヘルパーによる吸引など，在宅におけ

る医療的ケアをめぐる開題が注自されている。これらの技

術は毘療的ケアとして，従来看護郎と涯締でなければ安全

上の潤題を専門的技術とされている 2005年日本看護協

会はf富，室警，養護学校における援療的ケア実施対応マニュ

アルjを作成し養護学校教員によるたんの吸引.経管栄

および導尿の補助の実施を事実上容認した。本研究で

は在宅で過ごす障がい鬼(者)の気管内吸引技術に関す

る肴護離の教育的役割に関する検討を目的とし葉桜心身

i穣答克{者)施設に勤務する看護蹄と養護学校教員を対象

に吸引技術に関する認識について調査し

{方法]

気管内吸引技術や指導に関する無記名の自己記入式笠間紙

を作成し離がい克関連施設2欝所の看護締なら

学校教員に記布.関j反した(期間:2006 年 8 月 ~9 月九質

問は，教育背景気管内吸引に関する認識と実態，技術指

関する内容を含んで講成した。肴護部 73名(回収率

73.7%>.養護学校教員 23名(1ill54.8%)より得られた結ー果

を検討した。なお，協力者にはあらかじめ向窓を得，協力

施設綾員に内容が掲示されないことを保障したc

[結果}

看護締の吸引に罰する教脊背景では，涯締から指導を受け

た者はなく，気管内吸引技術が前殺の病院や施設内で先輩

看護締から新人看護蹄へ教脊されていた。…方，

によるよる吸引を好ましくない，わからないとする者

は52名 (71.2%)が半数を出め，開題ない 19名 (26%)よ

りも多かったc また，約8訴が吸引技術には熟練を要する

と関答していた。これに対して，吸引の技術指導を受けた

はいなかった。ひとりの養護学校教員が担当

する降がい児の人数は 1名 (52.2%)，2名 (8.7%)， 3名

(8.7%)， 4名 (8.7%)であったc 吸引技術自体の認識に関

して， i熟練の必要性があることjならびに「誰にでもでき

る技術ではないjという点において，養護学校教員は看護

締の認識とほぼ関様の傾向が見られた。養護学校教畏の

10名(約 43%)が技術習得を希望しており.その婆閣とし

て「吸引の実託行為により詰頼関係が得られるり=0.695， 

α= 0.01) Jと， i看護隔を呼ぶことで授業が中断してしま

う (y = 0.604， α= 0.00 Jが関連していた。

[まとめ}

気管内吸引は「診療の補助行為jと呼ばれる看護締独自の

業務であり，現行法では，免許をもっ審議蹄のみが施行で

きるc 昨今，自動吸引機の開発や養護教諭のためのマニュ

アルが公開された。しかし養護学校教員等の吸引技術習

得に関する具体的ニーズに対して，専門的な見地から効果

的指導教育方法を器発することが看護職の責務と考える。

160)アトピー性皮j翠炎の患克への看護援助に関する文

献研究

北奈津子，新j爵喜美代(富山大学附属病院看護部)

渡部車、監，長谷川ともみ

(富山大学産学薬学研究部小見看護学)

{目的}

本研究はアトピー性史腐炎 (atopicdermatitis : AD)をも

っヲこどもとその家族に関する看護研究の現状を把握し今

後の効来的看護展毘への資料とすることを践的としたs

{誹究方法]

1983 年~2006 年を対象年とし E草学中央雑誌 WEBJ援を
用いて文献検索を行った。キーワードを「アトピ一世皮腐

炎jとし f審議J.i原著jに浪定して検索した 245件を分

析対象とした令そのうち四歳以上を対象とした論文及び

第一著者が寵師である論文を除外した 471牛については，

論文における調査対象者，研究テーマ(身体面.精神甑，

生活面，社会部i二分類)，研究のタイプ(観察・議査研究も

しくは介入研究に分類)の観点から分析した令なお.年代

別文蹴件数については， 19議以上を対象とした論文及び第

一著者が民隔である論文も含む 245件を対象として分類し

た令

{結果i
年代部文献件数では， 1993年をピークに，ぞれ以降は減少

傾向にあったc 研究テーマを身体面，精神函，生活部，社

会面に分類すると，身体面が 141仇鰭争I1阪が15件，生活

弱が14件および社会面4件であった。身体街では，

iAD発症の関連悶子jなどがあり，精神磁では.

「母親の不安・ストレスと育児爵難感J.r医療者の説明の不

f母親への心理的サポートjなどがあり，生活阪で

は， r食事J，環境jなどがあげられた。役会部での文獄は，

f親の会J保健所による AD対策事業jなどがあったc 研

究テーマと研究のタイプの関係としては壱生活援をテーマ

とした介入研究は少な仁社会面における介入誹究はみら

れなかった。

{考察i
結果より文件数が 1993年にど…クが見られたが，これは

何年に AD(こ関する器内初の治療用ガイドラインが発表

されたことに関連していると考えられる o 20昨年現在，治

療用ガイドラインは，厚生労働者 (2005)，日本皮腐科学会

(2004)から発表されているo 今後看護界におけるガイド

ライン作成に向けての研究の必要性も示唆される。研究の

タイプからは，身体部や精神面においては介入研究が取り

上げられているが，生活弱では介入研究は少ないといえ，

家庭生活への看護介入の罰難さが見受けられる O

よる説明の不統一に関する研究も見られ，看護殺が統ーし

た見解のもと情報を提示していくことの必要性が示され

る AD患鬼が入院する率は 1%未満と報告されているこ

とから，看護締が患児や家族に関わるのは外来診療の坊が

多いと考えられ，今後，外来看護における者護介入研究の

発展が望まれる
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161)母親の養育行動とわが子に摺く感2簡との関連

小川俊代，三浦浩美，舟越手口代

(香川県立保健法療大学保健援療学部看護学科)

[目的}

母親のわが子に抱く感情と養脊行動がどのように関連して

いるかを明らかにすることによって，不適切な養育行動を

予訪する支援の一助とする。

{方法}

私立保育所に通う子どもの母親に曽置法による無記名自記

式質向紙諦査を行った。調査内容は.(1)属性. (2)独自

に作成した母親の養育行動 15項呂「とても当てはまるJ4 

点、-r全く当てはまらないJ1点の 4段措リカート尺度，

(3) Semantic Differential法を用いたわが子に抱く感情3

項目〔かわいい一憎らしい] [好きな一嫌いな] [臭い一悪

い] 7段措評定で，得点が高いほど fかわいいJr好きなj

r .fk.いjの肯定的感情が強いように点数記分した。分析は

養育行動得点と感情得点の関連を Spearman服役絡調係

ふたつ統計ソフトは SPSS14.0Jfor Windowsを用い

た。ギ}¥な水準は 5%とした。

{倫理的記慮i
事前に施設長の承諾を得た。調資禁に，研究目的，協力の

自由意志，プライパシーの保護について明記し問収は施

設内に設援した間JI文字告を用いた。

{結果i
116名の図JIえが得られた。(関担率 73.4%)

1 .母親の平均年齢(標準偏珪)は 32.3土5.14歳，子ども

の平均年齢(際添偏差)は 2.7土1.57歳，男児 63名，女児

51名.無記入2名であったo 2.養育行動と子どもに抱く

感箭との関連:[かわいい] [好きな〕と正の松関が強かっ

たのは.r保育園の様子を知っているJ(各々 ρ=0.491 p < 
.001.ρ=  0.300 p = .001). rぐずり，泣きに落ち着いて対応

しているJ(各々 ρ=0.456 p < .001. ρ=  0.279 p = .003). 

f抱っこするのがすきJ(各々 p= 0.320 p < .001. ρ=  0.228 

p = .015). r体認を把握しているJ(各々 p= 0.243 p = .009. 

p = 0.245 p = .009).負の相関は[かわいい〕が「言ーうことを

きかないと.きつく叱るJ(ρ= -0.216 p = .020). [好きな〕

が rTVやビデオを見せることが多いJ(p -0.262 p 

.005)に見られた。[良い]と正の相関があったのは「一緒に

なって遊ぶJ(ρ= 0.331 p < .001)， r保育閣の様子を知って

いるJ(p 0.293 p = .001)等であり.負の相関は rTVやビ

デオを見せることが多いJ(ρ= -0.287 p = .002). r大人の

生活リズムに合わせてしまうJ(ρ 口一 0.241p = .009)に見

られた。

{考察}

母親がわが子に抱く肯定的な感情は適切な養脊行動につな

がることが明らかになった。 r言うことをきかないと，き

つく叱るJrTVやビデオを見せることが多いJなどの不適

切な養育行動が見られる時は.母親が子どもに否定的な惑

情を持っていることが推察できるので， どのような感'詰を

抱いているかじっくり聞いて関わり，適切な養脊行動が取

れるように共に考えるような支援が必婆であるC

162)在宅障がい見(者)のケア技術iに関する指導法の検

討 1一級ヲi技やfiJlこ対する看護師と痩育士の認識

伊藤紀代，佐藤洋子(北海道大学反学部保健学科

看護学専攻母性・小児審議学講康)

[(3D91 
援療秘境改革の進行は.地域や在宅における医療費供を可

能とし患者や障がい克(者)の生活の質を高めている Q

しかし患者家族が吸引等の医療的ケアを担う機会も1脅し

無資格者に対する看護部による教育方法の検討が急、務とさ

れている C そこで，看護締による他殺換を含む無資格者へ

の有効な指導教脊方法を検討することを目的とし監療専

門職である看護締と療育士(介護裕社士・ヘルパ一等)

の監療的ケア技術に関する認識の違いについて調査した。

{方法}

無記名の自己記入式質問紙を作成し重疲心身障がい見

(者)施設2施設の看護締ならびに療育士 185名に配布，間

収した (2006 年 8 月 -9 月入質問紙は1)気管内吸~I に
関する技術経験の現状，吸引技術の認識等. 2)家族に対

する吸引指導項目方法に関する認識. 3)看護締以外の

戦穣への陵療的ケアの委託体制に関する内容，で構成した。

調査に際し事前に施設長の了解を得.協力者には予め調

査の趣旨を説明し施設管理者を分さずに間i民した。

{結果}

有効回答数は看護綿花部(回収率 73.7%上療育士 44部(伺

51.29ら)であった。 技術指導の現状としては.10名 (27.0%)

の療符士が吸引の技術指導を受けた経験があり，看護郊に

よる指導であった。家族が実施するi祭に必要と考える吸引

技術JY!自(全 15項EDについては.看護師が王子均 8.61項

目，療育二jコは1.42.項自であった。一方¥療育土は.r吸引に

より信頼関係が得られるjと考える程度と，療育士として

rJ汲~I技術習得を希望j する強さとの 1mで高い相関( r・2

0.777，日=0.01)が認められた。吸引を実施してよいとす

る職種に関する認識は，看護自民療育土共に養護学校教員

よりも OT'PT' STに対し f適切Jとする割合が高かっ

た。吸引技術に関する研修を受けていない療育士で，間技

術習得を希望した者は5名(11%)であったっ

{まとめ}

療脊士は技術習得を「信頼梼係jの構築手段としていた。

吸引などの法療的ケアの委託対象の選択に際しでは.看護

締，療育会共に実施するi絞殺の援療的知識の有無を考癒

していると主主測された。
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163)唾液バイオマーカーを鰐いた新たな子どものスト

レス評髄

村上 満(富山大学大学院生命融合科学教育部)

ーノ 111駿河(富山i巣立総会衛生学院)

上野栄一(福井大学涯学部零護学科)

[目的}

出口らいのi援波バイオマーカーによる簡易ストレス評価

手法を用いて.中学生を対象にストレス検査を実施し

消化酵素の一つである唾液アミラーゼに注13.その活性変

化の実態を明らかにした。

{研究方法i
1.調査対象:日県内の A中学校の 18名(男子 9名，女

9名)とし平成 18年 12月に実践し

2.分析方法:在校計算による精神作業を念、性ストレス負

荷として，計3関与え，その間. fi吏い捨て式のチップとi騒

液式交感神経モニタを使用し唾液アミラーゼ活性を測定

した。主捜部評価には，視覚アナログ尺援を用いた。全検

査過程における唾液アミラーゼ活殺や主観評鍛，性差との

関連を分散分析にて統計処理したっ

3 倫理的配議:富山大学の倫理委員会の承認、ならびに，

被検者本人，保護者に口頭と議題で目的等を説明し同意

交わした上で実施した。

{結果}
男子の唾液アミラーゼ活性は. 27.9kじ/1 12.4 (mean土

SD).女子は， 40kじ/1土 21.43(mean念 SD)の範閣であっ

た。アミラーゼ活性および主観的評価と性差との関連につ

いては.ともに男子に比べて女子が有意に潟かった (p< 
0.01) 0 

[結議・考察]

どもの交感神経活性には性差があることが認められ，主

観的評怖とも相関することが示唆されたが，今後はこのよ

うな唾液バイオマーカーによる新たなストレス評価手法の

活用が望まれる。

1)立'1asaki.Y.. et al.. Hand -held monitor of sympathetic 

nεrvous Sy引 emusing salivary amylase activity and its 

validation by driver fatigue assεssment. Biosensors and 

Bioelectronics21. 1007-1014. 2006. 

^ 
宅 10

O 
O 
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164)糧性閉塞性締疾患患者におけるストレス認知と精

神的健康，および対処行動との間保

森本美智子.谷村千華，大庭枝子，平尾敦子

(鳥取大学医学部保健学科)

[自的}

本研究は，慢性陪寒性総疾患、 (COPD)患者が用いる対処

行動に，ストレス認知を抑ffjljし精神的な健康の怒化を調整

する効果があるのかどうか， どのような対処行動が精神的

な健康を維持するためにより有効なのかを検討することを

自的とした

{研究方法]

対象者は COPDの診断基準を満たす 107名で，平均年齢

は71.7歳 (SD7.7).男性91名 (85.0%)であったc ストレ

ス認知の測定にはーr，息苦しさや活動制限に対するネガ、テイ

ブな認知J(森本.2002)を，対処行動には，因子構造モデ

ルの検討および測定指擦としての妥当性.イ言頼性の検討を

した 3因子 14項目の rCOPD患者の対処行動」を，精神的

健康の測定には rGHQ-12Jを用いた。調査期間は 2003年

7 月 ~2004 年 6 月で，調査には話的および方法，参加は自

由意志であること，偶人は特定されないこと等を依頼文お

よび、口頭で説明し開意書:による同意を得た。分析では，

お怜11的健康を従属変数.ストレス認知(平均値により分割

した向群と抵務) x対処行動(それぞれ平均値により分割

した尚群と抵群)を独立変数とした 2要因分散分析を行い

(107名を，在宅酸素を使用している者 34名とそうでない

73名に分け).ストレス認知と各対処行動の交互1'[:JIJを

検討したっ

{結果}

対処行動の各民子 C'積;極的対応¥“自己コントロール¥

“病気の待解釈")について 2要閣分散分析を行った結来，

fl:宅酸素を行っていない者では，ストレス認知と病気の再

解釈の交互作用が認められた (Fヰ 7.889. p < 0.01)。在
宅設素を使用している者では，交互作用は認められなかっ

たが，病気の再解釈得点の低い者は.ストレス認知得点の

高低に関わらず. GHQ-12得点は高く.精神的な健康が関

されている傾向にあった。

{考察}
在宅駿素を行っていない者では.病気の符解釈にストレス

認知を抑制し精神的な健康の悪化を調整する効果があるこ

とが示されたc 在宅酸素を使用している者では，病気の:再

解釈得点の抵い者は，精神的な健康が随害されている傾向

にあった。これは，在宅酸素の使用の有無に関わらず.

COPD 患者の精神的な健康の維持に.病気の:再解釈をする

という対処行動が有用なことを示す結果と考えられた。

“病気の蒋解釈"は患者が病気に対する肯定的意味づけを

する傾向を示す対処行動として設定したものである C

Taylorら (2000)は患者が心身の健康ーやポジティブな適応

に向かうための対処として，支配と意味づけという対処方

略を提唱しているつ本研究の結染はー COPD患者の精神的

な健康を維持するうえで，患者が病気に対してどのような

意味づけを行っているかということに着羽し介入してい

く必要があることを示唆しているものと考えられた。(本

研究は文部科学者科研費(16592150)の効成を受けた)

165)糖臆病のイメージ、構造の分析と詑較

(弘前大学医学部保健学科)

{目的]

疾患に対するイメージは療養行動の遂行に震婆な役割を来

たすと考えられるが.糖尿病に特有のイメージを調査した

ものは非常に少ないc そこで本研究では糖尿病のイメージ

を構成する出子を明らかにし患者，看護学生，看護師関

で比較することを呂的とする。

{研究方法}

対象者は.A大学3年次看護学生(以下学生)78名.X病

!淀看護締(以下看護自iji)194名.X病i箆糖尿病外来に通院

中の 2製糖尿病患者(以下患者)201名である。調査期間

は2005年9月から 2006年6丹c 方法は予備調査により抽

出された 62項目の形容詞対を浴いて糖尿病のイメージに

関して SD法による質問紙調査を行った。分析方法は各形

容謂対それぞれをち段階評定で点数化して国子分析を行

い，さらに因子分析によって選択された各項目得点を対象

者間で一元配護分散分析した。なお対象の学生，患者には

口頭および書簡で¥看護締には紙面上で趣旨倫理的配醸

(無記名，強制ではないこと，統計処理し個人が特定できな

いこと，研究践的以外では使用しないこと)について説明

し質問の実施によって了永されたものとした。

{結来}

有効i沼答数は 420で. r;1~訳は学生 76 名，看護師 166 名 (20

代 49名.30 1t 29名.401¥':44名.50 1-t 42名:王子均看護腕

燈 17年).患者 178名 (30代 3名. 40代 12名. 50代 44

名.60 ft 58名.70 1¥': 53名.80代 8名:男性 108名，女性

70 名)であった。 I~子分析に関しでは，主国子法(ブロマッ
クス[ITI11山を用い. 1主i子数はスクリープロットにより 3民

子とし各項自のうち因子負荷が 0.3未満で各閣子の

Cronbachα を下げる項臼を除外し再度因子分析を行った

結果.23 ~良 133 国子が抽出となった。第 1 因子は<快適な一

不快な><良好な不良な>など 12項目からなる rQOLJ.
第2留子は<面倒な一面倒ではない>くやっかいなーたやす

い>など5項目からなる「感情J.第31韮子は<干渉された

一放校された><我i設した一我髄しない>など6環器から

なる f治療環境jと命名した。また各項好得点の対象若手間

比較では. rQOLJ r感情」ではほとんどの項話で学生，

護部は患者に比ベネガティブなイメージであり. r治療環

境」でi立学1ミが患者に比べ， より我慢し i塩害され，管理

されているイメージ傾向であった3

{考察}
糖尿病のイメージとして，療養生活の中心である自己管理

を背景に rQOLJが，自己省:還に加え擢患そのものから「感

情jが， さらに制約された生活が子inlJされることで f治療

環境jが抽出されたと考えられるごまた患者自身は学生や

看護師に比べると糖尿病に強いイメージがなく. 1豆学的知

識のある学生や看護締は理想的な治療環境や患者像を基に

ネガテイブなイメ…ジを抜く傾向にあると考えられ，患者

指導では患者一匿療者掲の認知の遠いを考慮していく必要

があるむ
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166)植え込み型捨細動器を挿入した重症不整眠患者の

Qむし及び不安の調査

~審護援助の構築を邑指して~

宮関真美，樗水晶子，原自広校(九州大学医学部保健学科)

{自的i
心室部動などの震疲不整畿の治療に綴込み裂除綿動器(以

下ICDとする)を挿入した患者は現在約 9600人で，その

患者数は瀬増している。 ICDはこのような患者の生命予

後を改善するが.重篤な不整続発作や ICD作動を体験し

た患者は不安や心渡的外協をきたし QOLに影響すると考

えられる。 Reid，S.S.らは一度でも ICD作動を経験したこ

とのある患者の 54%がQOLの抵下を示していると報告し

ている会わが留における ICD患者のむOLを支援した看護

援助構築を活指し本研究では， QOLと不安の実態、を明ら

かにし日常生活支援を関ることを底的とする

{研究方法i
1)対象患者は， ICD 挿入後，定期外来受診のため来院し

た33名(男 25名:61念日二}'，女8名:42土 20才)であ

る。年鈴の内訳は， 59才以下:17名， 60才以上:16名，失

争11続毅がある者は 29名，失神経験のない者は 4名であっ

倫潔的露日として， 自治，方法，参加の自由意志，援

名の厳守，不安増強持の対処について説明し同意を得た。

対象施設の倫理委員会の承認を得た 2)費関紙は， QOL 
測定のため SF-8， ICD ，i患者の心記のlJt合いを測定する

WA-ICD， f!Pうつ度チェックのためにベックのう

(BDI).不安測定のために STAI.ICD作動や失神など

による PTSDを測定する出来事インパク i、尺度 (IESω却

を用い構成的商接を行ったc 3)期間は.平成 18年8月~

王子成四年 1月であるむ 4)SPSS12.0]で性，

間.ICD挿入期i乱失神経験について Mann-Whitney検

定を行い.平均ランクを比較した。このうち年齢と失神経

験を中心に報告する。

i結染}

1. SF-8， WA ICDの結来，…部の対象者に QOLの下

降傾向と不安傾向を認めたc 2.年齢60才以上の若手は 59
歳以下の群に比べ， r日常の生活の中で家族や友人との{す

き合いが妨げられたよ rrCD作動時の身体に感じる自覚へ

の嫌悪惑は少ないJ.r満足感があるjについて平均ランク

が高鎮であった 3.失神経験がある群は無い鮮に比べ，

IICDが作動しなかったら心自己J.これまでのように働け

ないJ，r緊張感があるJ. r努段の芸評議!惑が少ないjについ

て平均ランクが有意にお値であった。

[考察]
今国の対象は大半が ICD挿入という非日常的な経験を受

け入れ.失神への恐怖を抱えながらも健やかな人生を送り，

外来通院行動も行えていることがわかった。常総や不護服

重症度と QOLとの関連が示され，心疾患重症度や年齢に

応じた日常生活支援が必姿であることが伺えたc また，先

行研究で示された機業継続に関する QOLへの影響につい

てもさらに詳組な調査が必要である。 ICDを挿入し

疲不整服患者の日常生活への看護援助講築のために.今後

も多側面からの詳i交，検討を継続することが求められる。

167)外来化学援法へ移行する患者の不安に対するとア

カウンセリングの効果

大津美子代，久慈恵未，坂本周子署石岡芳子

(育A森県立中央病!詫)

{程的}
外来で化学療法を受ける患者は，向病者や専門的立場にあ

る人以外にはわかってもらえないと感じ，専門的立場から

の心のケアを求めており，様々な不安を指えている 9 そこ

で，ピアカウンセリングの導入は，患者が抱える不安の軽

減につながるのではないかと考え実践した。

{研究方法1
1.対象

入院中，底部から外来化学療法に移行する説明を受けた沼

化器がん患者男性3名

2. ピアカウンセリングと間接方法

1)外来化学療法，退院後の生活に対する思いや不安など

を患者同士で 30分強度自由に話し合ってもらう。看護締

1名がi可席するが，セッション中の質問には答えず，最後

に患者の思いをフィードバッグして終了する。 2)看護蹄

1名が参加した 3名の患者を対象に偲関で対面半構成的商

議i去を 2[回行う・ピアカウンセリング終了後，参加した感

想，次関参加の意思などを開き取る外来治療移行後零

外来治療に対する思い，ピアカウンセリングを振り返って

みての感想、等を開き取るC

3.分析

対象者の了解を持てテープに銭音し研究者会員

にまとめどアカウンセリング後の思いに関する記述内容を

抽出。研究者会員が共通すると解釈した項目に表題をつけ

分析したc がん看護の専門家にスーパーパイズを受

けたc

4. 
研究参加についてはプライパシーの保護，データ管理，参

加への自己決定を明記した説明書を用いて説明し

を得るc

[総菜]
1“{中間意識の芽生え

-同じような治療をしている人は自分だけじゃないと感じ

動みになる ・伶関がいると多少感じた ・面識のない人

達ばかりだったが，声をかけるようになった 2. 惑矯の

-自分の思っていることは言えた ・援会があった

から自分の事を少し話した ・ストレス解泊にはなってい

るかもしれない ・支持ちはちょっとすっきりするかもし

れない ・自分にとって少しはプラスになっている

{考察}
今砲の研究では大きく 2つの効果がみられた。 1つは仲館

窓識の芽主主えである令自分と関じような仲間の存在を感じ

ることで，心の支え，励みといった自己の強みとなる G ま

た， 2つめとして感鵠を吐露し気持ちをすっきりさせる

効果がみられた。このことから，話すことによって感情を

浄化し心を整理するカタルシス効果につながると考えら

れるc 退院後も向じ治療を受けている仲間同士で話し合

い.自分の思いを表出する場を提供することは，感情の浄

化.自己の思いの整理につながり心の好循環を生む。外来

化学療法へ移行する 4患者に退院後の精神的サポートの 1つ

としてピアカウンセリングを行うことは，人間関係構築の

基盤となり，退段後も仲総との交流を続けていけるのでは

ないかと考えられるc
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168)乳幼児の母親の育児ストレスと家族機能の関連

舟越和代，小}II佳代，三浦浩美

(香川県立保健匿療大学保健涯療学部看護学科)

{目的}

乳幼児を子育て中の母親の育児ストレスと家族機能との関

連を明らかにし地域における子育て支援活動の一効とす

る。

{方法i
A市の幼稚圏，保育所を科尽している乳幼児の母親対象に

留置法による無記名自記式費関紙調一査を行ったO 擬査にあ

たって当該施設の施設長の承諾を得たc 調査票に研究の

自的と調査への参加は自由意志であり，得られたデータは

統計的に処理され個人の特定はされないことを明記した。

調査訴の配付は施設職員に依頼し回収は沼)1又箱への自由

投凶とした。調資内容は，属性，育児ストレス，家族機能

とした令官児ストレスは，加藤らの f青鬼生活へのストレ

ス符児段定感Jr否定的脊児行動」の 3因子で構成され

る養子子意識・行動尺震(全然あてはまらない 1点~よくあ

てはまる 5点の 5件法)を使用した。これは得点が高いほ

どその傾向が強いことを示す。家族機能は法橋らの FFFS

日本語販 lを用いた。脊克ストレスは 3関子毎に得点化

し家族機能 25項目勾;の d得点(充足度の評価得点)との

関述を SpearmanJIIi'l位相関係数でみた。統計ソフトは

SPSS14.0] for Windowsを{史mL.手 オt社長は 5%えとj誌と

したc 尺!支の使用は作成者の承諾を得たc

[結果}

1. 85名から有効回答を得た(有効1m答率 35.4%)。平均

年齢 33.6土 4.85歳，核家族 55名 (64.7%). 有職者j-71名

(83.5%)，子ども数一人の者 21名 (24.7%)であった 2.

育児ストレス得点は，育見肯定感 3.8:t 0.70 (α 係数=

0.756) ，育児生活へのストレス 2.3:t 0.81 (α係数=0.744)， 

否定的育児行動 2.5土 0.75(α係数=0.662)であったc 3. 

育見生活へのストレスは，家族機能 25項目中 13項目と正

の相関関係が認められた。特に f配偶者からの精神的サ

ポートJ(fJ = 0.468， p < 0.000)， r育児や家事などに対す

る配偶者の協力J(ρ0.436， p < 0.000)， r配偶者との意

見の対立J(fJ 0.363， p = 0.001)と，記偶者に関する 3

項討にかなりの相関関係が認められたむ育児肯定感は「子

どもに関する心配事J(ρ 口一 0.279，p = 0.010)， r配偶者

との意見の対立J(fJ口一 0.265，p = 0.019)の2項自に負

の初出関係が認められたc 否定的育児行動は「子どもに関

する心配事J(ρ 詰 0.303，p = 0β05)， r体調が惑いときJ
( fJ = 0.279， p 0.010)， r配偶者との意見の対立J(ρ2 

0.240， p = 0.034)の3項目にまの相関関係が認められた。

{考察}

子育てにおけるストレスの高さは，配偶者との関係が満た

されていないことが最も重要な要国となる。それとともに

母親の否定的な育克行動につながることが予想される子ど

もに関する心配事や母親の体調の悪さに対する支援が必要

である。

169)医撞職に従事する壮年期男性の Successful

Aginglこ関する現状

若崎淳子，松本啓子 (}III崎涯療福祉大学)

{目的i
Successful Agingとは，いかにして健康的で生きがいをも

ち満足する人生を主体的に送るかを意味するc これは高齢

者のみならず人生半ばを生きる壮年期にとっても重要な

テーマである。そこで筆者らは一昨年より，壮年期に焦点

をあて，質的問予探索的分析により SuccessfulAgingに関

する現状を明らかにし実態を把J践することを民的に研

究1)に取り組んでいる G 今回，前屈調査2) を踏まえ，薩療

JI誌に従事する壮年期男性の現状を分析したので報告するc

i方法}対象:中国・九州・沖縄地方在住の 30~59 歳の男性

14名。データ収集松本らの報告3) を参考に Successful

Agingに関する現状を謂う自記式質問紙を作成，住民ボラ

ンテイアを介して配布，郵送法にて回収。データ分析:費

関紙への記述内容は， 1センテンスもしくは間一内容を示

す1パラグラフを分析単伎とし表現，意味内容の類似性・

相違性によりコード化，サブカテゴリー北後，内容の性費

で結合しカテゴリーイとしたc 分析過程では専門家間審議に

より真実性の確保に努めた。倫理的能慮.文書にて研究趣

旨と共に自由意志に基づく調査協力，無記名での調査実施，

データの厳重管理等説明，間~:を得られた者のみ提出を求

めた。

{給来}
総データ数は 171で， 21サブカテゴリー， 7カテゴリーが

1111 tLlされた。{参加]ではj歪擦を通しての人への貫献と次

i佐代の養育に主点が置かれていた。{健康}ではメタボ1)ッ

ク症候群にならない健康への心がけと日常生活での安全管

理が意識されていた。[~可立}では悔いのないi践業選択の
もと仕事に生きがいをもち，公私の活動を両立させていた。

[~判的では生ある者と自己の死を自覚し生ある i浪り自分

の思い通りに悔いなく生きる患いが表出された。{自認]

では人生を肯定的に回顧すると共に人生経験による分別を

獲得していた。おき突}では若年期の社会的活動経験を今

に結実させつつ，自信がそれを支えていた。{部造}では独

立開業，患者に信頼される一人前の理学療法ごとになる等，

上昇を追求する姿が伺えた。

{考察}

本研究対象の医療職に従事する壮年期男性は，悔いのない

~設業選択により若年期からの経験を結実させつつ自己の可

能性を追求し，自己研鐙による向上をお指し創造的である。

また，先行調支をかの対象鮮とは異なり，公私の活動を両立

させ生活満足のある現状であると共に今後の主体的生への

準備:1犬況にある， と考える。

1) Wakasaki，A， et al : A Study on Succεssful Aging of 

Middle-and-Advanced-Aged Pεople， Kawasaki ] ournal of 

Medical Welfare， 12 Cl)， 45-53. 2006. 

2)若l崎淳子他:中高年における SuccessfulAgingに関す

る研究第 3報一壮年期男性の現状一， 日本看護研究学会雑

誌 29(3)， 198. 2006. 

3)松本容子他:後期高齢者の SuccessfulAgingの意味.

a本看護研究学会雑誌， 27 (5)， 25-30， 2004. 
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170)海女を生業とする中高年女性の腕機能評錨

在 大島千{主藤本f託子
(吾川県立看護大学基礎看護学)

[13的i
石川県輪島市は普から海女によるあわび治‘が盛んな地域で

ある合本研究では，輪島市に夜食する 40議以上の海女の

!irIi機能の実態を明らかにし能事した職業による

を踏まえた健康づくりの指導を行う為の基礎資料となるこ

とを目的としたむ

{研究方法i
調査若手は石川県輪島市に在住の薄氷業務に従事している

40 代以上の女性(海女)50名，対照群ーを同市在住の薄氷業

務に従事したことのない 40代以上の女性64名とした。マ

イクロスパイロぽ1-201.日本光電社製)を沼いて姉活最，

%!irlii舌長， 1隠i換気量二予備吸気;急予備呼気;量， 1 

努力性肺活量， 1秒、率， % 1秒、率の項8をifilJ定した。

の有無などの項目を記殺した質開票を記布しその坊で回収

した。対象者には研究の主旨.研究に同意後も辞退可能で

あること，偶人を特定不可能な形での公表がありうること

について事前に説明し質問票の回答をもってll1J窓を得たc

{結采i
対照群の 92%は喫煙経験がないが;毎女訴では約

46%が喫煙していた令しかし海女の肺活量.

は対照苦手に対し有意に大きくゆく 0，01)， 1秒、

・%1秒率は有意に低かったゆ<0，01)。 喫煙状況加の

JJni機能をみると，喫煙者の 1秒、本， % 1秒、率は1廷かったゆ

く0，01)0 群別;こi契燦状況を分類してJIi1i機誌をみたところ，

対照群の非喫煙者・元喫煙者に対し海女は現燦の有無に関

わらず腕活愛， % Oilii君愛が高い傾向を示したゆ<0，05)む

しかし海女群間では契:渡者と ~Iô喫慾者の憶にほとん

はなかったc また， 1秒率. % 1秒、率は対摂群に対して海

女の方が喫燦の有無に関わらず設い傾向を示した。海女の

潜水時間，潜水綴!克深度と臨機能との関連はなかった2

i考察}

対日在群の紡活は海女に比べて約 2 倍の王手~で加散にf'fい

減少していたが，海女-の締i舌翠:は緩やかに減少していた。

また，喫煙の有無にかかわらず海女の紡活翠:の方が大き

かった。これには，少しでも長い持問漁をするために，

水前に口笛のようにできるだけ呼気を長く紹くし続いて

くる吸気を穀くかっ深く大鷲に吸入しようとする海女が獲

得した独特の呼吸方法が正に関与していると考えられる。

反対に海女の 1秒率・ %1秒、率が{丘一ドしていたのは喫機本

数，喫煙年数の影響もあるが，海女がその呼吸法により…

気に呼気を吐き出す習'慣がないことが魚に影響していると

考えられるc 海女の多くは語、の後の…躍を何よりの楽しみ

にしており，今後の健康教育においては，海女の実態に合っ

た健康づくりを支援していく必要があると考える。

?ア1)大学教員の地域貢献活動のあり方iこ関する一考察

一“人材の育成"への支援一

中尾八重子(県立長崎シーボルト大学)

[践的]
近年，大学の地域貢献がより求められ，その方法や内容は，

当該大学の立場や学部分野¥地域の事情等によってさまざ

まと怠われるc しかし大学教員としてどのように活動を

することが地域貢献になり得るかという意識を持つことが

必要と考える。自治体の嬰請により市の健康づくり計磁策

定に取り組む中で“人材の宵成"を意識し保健郎に関わっ

てきたっ本研究では，地域貢獄活動における保健締の力量

形成のための支援のあり方を検討するc

{研究方法}

王子成 18年4月から平成 19年2月までにATむの健康づくり

計額策定の取り組みにおいて探健師への助言や指導を分析

検討する。なお，計磁策定は，地域づくり型保健活動の手

法を参考に設民と 6留のワークショッブで行った。研究者

が，自治体に求められたのは，住民参加による計磁:吾作成

で，参加枝氏は 30名，スタッフは探健締 14名，栄養士 1
名である。

[給条]

1.ワークショップ前

・健康扱進員の意見のまとめ方の指導 ・言，.凶策定取り毅

みと住民参加の沼的の明線北への助言 ・グループの決め

方，参加住民数やメンバペ募集方法等への助言 ・保健

隙学習会における助言と講話 . {t願書作成の仕方，進行

内容，進め方，時間記分，場の設定喜多への効言

2 ワークショップ!菊能期間

(窓見の引き出し方や記録、の

への助言

(状況に応じた進行)への助言 ・意見のま

とめ方の指導 ・討劉語:の内容や文章に関する

3. ワークショッブ終了後

-研究発表に向けた指導 ・今後の取り組みに関する助言

{考察;

関わった保健締は，言l'画策定担当支在者および事務局 (4
とその地スタッフに大関される C 前者には，会i努j芸ibや

き方，計画:舎の文章作成など基本的なことと

ワークショッブの進行に関することを，後者には，意見の

引き出し方やまとめ方，調査項呂作成方法や質問文作成等

を助言・指導した。その際，思考過程や物事の考え方を重

識し実接してもらうことを心がけた。率直江に手法やファ

シリテーターの学習を行っていたが，ワークショッブを

行って認識や理解のズレがあることや儲々人の格差の大き

さが見えてきた。作業や進め方の共有は，儒々の思考力や

文章カにも関連しそれらについての指導はかなりの時街

を要した。また，それはワークショッブの進行に伴った内

容で，次間までという時間的制約からも偲々の保健蹄の能

力に合わせてじっくり関わることは闘難であった Q

“人材の芳成"において，効来と効率の障面から対象者と習

得技術(能力)を限定する必要があったと考えるc また，

現場で継続させていくためにも指導的立場にある保健部と

事前に対象者の選定や育成の日i箆方法・内容等を話し合

い，共有しておくことが案要である C
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172)看護学生が持つ家族!こ対するイメージ、

乗越子校，谷垣静子，仁科祐子(鳥取大学医学部保健学科)

[目的]

家族への支援においてはまず看護側が自己の持つ家族観を

自覚しなければならないとされるo 家族観はそれまでの偶

人の経験に応じ家族に対するイメージという感情的な意

味に影響すると考えた。そこで本研究では，自分の家族以

外の家族とのかかわりが少ない看護学生を対象とし

が持つ家族に対するイメージの傾向を明らかにすること

で¥看護教育や実習指導の参考にすることを詩的とした。

[方法]

者護学専攻の大学 3年生 46名を対象とし 2006年 10月

-2007年 l丹の期間に f家族に対するイメージ」を SD
(Semantic DifferentiaO法を用いて調査した。 SD法の形

容認対の選択は，まず看護学専攻大学4年生 15名と看護

5名から「家族をイメージして思いつく形容認jを自

由筆記で挙げてもらった。その結果挙がった 67形容詞の

うち，多義的なもの，適当な反対語のないもの，専門的な

用語のもの，間義諸，類義語を!除き，設にでも理解できる

感党的，直感的な形容詞を 23対決定した。質問紙にはた

とえば「暗い一明るいjのように両側に民対語をなす形容

詞対，その問にIゃうたを fどちらでもないjとして左右へ「や

fかなりJr非常にjとした 7段i滋尺度をおいたc 分析

はその詳定僚に対して 1-ア点(鞍極的なほうが7点)に得

点化し罰子分析(重み付けの無い絞小二乗法，パリマッ

クス限転)を行った。

[倫理的記患i
参加者には，研究目的，協力内容，援名性の五il!1f込，自由志、

志による参加，非協力による不利益は生じないことの保証

を説明し間意を得て実施した。

{結果および考察]

45名から回答を得られた。(有効鴎答ネ 97.8%)現在，家

族と関居している学生は 9名 (20%)，一人暮らし 35名

(77.8%)，不明 1名であった。会項自のうち平均点の最高

値は f気まずい一気楽なJ5.73，議低値は「震い一騒いJ

4.04で，会ての項目で平均点が4以上であったc この 23

項目のうち尖度が潟い 3項告を!徐外し郎子負荷が 0.40W、

上で， 2国子にまたがって 0.40以上を示すものを除外した

9項目を選出した。そして再度， jzg子分析を出子数を最小

間有{胞を 1とした恭準で、行ったところ， 2留子が抽出され，

務1関子は「安寧さ」第2国子は子快適性jと解釈した。こ

の結果，看護学生はいずれの路子においてもポジテイブな

イメージを持つ傾向があることがわかった。学生が実習等

で出会う家族には自らのイメージとは違うこともあり，マ

イナスなイメージが家族の王理解を関難にする可能性もあ

る。学生が自らの感情を客観的に見つめ，家族の多様性を

認められるような学習支援を行っていく必要があるc

173)在宅高齢者ターミナルケアにおける看護アドボ力

シー実践に隠する研究

一訪陣看護師の全面調査からー

岩本テルヨ，溺家安美K 有松操，森田敏子

(熊本大学医学部保健学科)

{践的}
在宅高齢者ターミナルケアにおける訪問者護締のアドボカ

シーの認識及び実践の実態を明らかにする。

[方法}

会関訪問看護ステーション名簿から無作為に抽出した 800

施設の訪掲看護締(1械設2名)を対象に自記式欝査票(無

記名)郵送調査を行った。調査内容は対象等の概要，在宅

高齢者ターミナルケア 23項毘におけるアドボカシーの認

識・実践，看護アドボカシーに対する患い等であるc 倫理

的配惑として，熊本大学i玄学薬学研究部倫理審査委員会に

倫理審査申請を行いええ認を受けた。研究の主託回答の自

由等を記載した文書で調交協力を依頼し各自で封書にて

投函してもらった。統計みには SPSSを用い，単純集計，X2 

検定を行い有意水準は 5%とした。

{結果1
368名から回答があった(閤収率 23%)。対象の約半数は

ケアマネージャーでありー王子均年齢41.8土 7.5歳，訪問看

護経験は 5.7土 3.7年であった。在宅高齢者ターミナルケ

ア23中22項誌に対して約 8割がその活動はアドボカシー

であると問答したっその認識の高比率項目は f患者・家族

の思いを医師に伝えるJ(96%) r意思決定を尊重し.それ

に沿うケアとなるよう支援J(92%) r患者の思いを家族に

伝える (91%) であった。 r~冬痛緩和のため療養の場の変

更の必要性ありと判断し訪問者護師自身で早急に対処j

の 1項目のみ 8割未満 (56%)であった。高い実践率を示

したのは仁患者・家族の患いを霞師に伝えるJ(93%) r在
宅に必要な'1育報提供J(89%) r今後起こりうる病態変化を

家族に伝えるJ(84%)であった。 23中4項自においてア

ドボカシー認識に， p翌日において実施率に経験年数 (5年

未満/以上)で有意差があった (p< .001-.05) 看護アド

ボカシー実践に対しでは f閤要Itを感じるJ(59%) r非常・に
感じるJ(12%)状況で.その困難要因は「自分自身の能力J
(19%) r援siliJ(18%) r家族(介護者)J(15%)であり，

ともに経験年数で有意差はなかったc 在宅看護実践におけ

るアドボカシーの必要性は fかなり必要J(58%) rどちら

かというと必要J(35%)と答え，経験年数で、有志:惹はなかっ

た。

[考察}

在宅高齢者ターミナルケアにおけるアドボカシーの認識・

実践ともに最も潟率の活動は仁患者・家族の思いを陵師に

伝えるjであったが，経験年数によってその認識・実践に

差があることが明らかになった。アドボカシー実践上の関

難は 7訴の孝子護師が感じており，その要閣に「看護者自身

の能力jが最も多く上がったことは興味深いc アドボカ

シー実践においても春護専門的能力向上の必要性が示唆さ

れた。

本研究は平成 18年茂文科翁科研費基態研究 (C)の助成に

よるC
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1ア4)在宅介護が予定されている女性介護者の続柄別に

みた介護準備態勢

片山陽子(香川大学)

小野ツルコ(関西福祉大学)

{呂的]
在宅移行期における医療依存度の高い療護者を介護する女

性介護者の続柄加にみた介護準俄態勢を明らかにする会

{研究方法]

調査期間は 2005年5月から同年 11月，調査対象は A県B

病院から自宅退院予定の療養者の女性介護者 152名。その

内分析対象は，記入撮れ等を除く 139名。調査内容は，介

護者の弱性や療養者との毅密性，介護準備態勢(介護の意

味づけ，主観的な介護準f液状況，主観的健康感，ソーシャ

ルサポート)，及び療養者のE毒性と ADL，産療処笹の必要

とした。分析に用いた各尺度は…次元琶を線認した

(α= 0，68~0，82) 上で，単純加算した。分析は，対象を続

柄(姿，娘，嫁)で三群に分割し続柄と介護準髄態勢の

各項目について一元記詮分散分析及び多黍比較分析を実絡

した。本研究の実施にあたり，関山i巣立大学倫現委員会の

永認を得たc

[結果および考察}

介護者の年齢以外の属性は三群鵠での有意差は認めず，介

と療護者との親密性iえ三群間で娘9，0点 (SDLO)が

有意にi弱かったゆ<，05)。療養者は三群ともに医療処i設
を要するなど医療依事!支がi惑い状態であり.療養者の

ADLは嫁が介護する療養者が有意に抵かった (p< 0，0切っ
絞柄と介護準認j態勢の関連は，去に示したとおりであったむ

姿は主観的健康惑が抵く，有意惹はないもののソーシャル

サポートが依かったことから，ソーシャルサポートが得ら

れ.身体的健康を維持できるよう支援する必要があるつ妓

は最も療養者との親密性が潟く，自律的に介護を意味づけ

ていた。療養者との人間総係の良好さを維持し退院後も

主体的に介護を継続できるような心理的支援が重要であ

る。嫁は主観的健康感が高いものの，自律的意味づけが低

かった。 嫁という役実u競範から介護を消極的に引き受けざ

るを得ない倒難さを埋解し精神的健康を損なわない支援

が必要である。

1ア5)施設入所中の認知症高齢者をめぐって家族が語い

た負招感 i台嬢への期待感ιその罷連盟子

閥的智幸

(医療法人f違和会介護老人保健施設ならふくじゅ荘)

山間一期(臨床研究支援センター (OfficeAKI) ) 

ilh国忠実校.船越恋人，槌杉光代，中村昭子

(誌療法人健和会奈良東鶏院)

長谷川妙子(医療法人健初会グループ*-ムふれあい秋接)
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1ア問機能割蝶 (A型)後自主グループ活動に不参加の拙

卒中後遺症者のリハビリテーションに対する患い

大i峯 舞，間島広恵.河村絵里子，揺滋吏英子

(富山大学問属病i淀)
四十竹美千代，倉石真理，塚原節子

(富山大学j芸学薬学研究部(援学)看護学科)

岩城蕊子(富山陸療福祉専門学校肴護学科)

{目的]

いままで機能訓練 (A型)でリハビ 1)を進めていた脳卒中

後遺疲後者は， 2006年介護保険制度改正で，機能訓練 (A

型)でのリハピリを失った。それにかわって自主グループ

活動として.彼らの 1)ハピリ形態が変化してきた。しかし

機能訓練 (A型)に通い，リハビリを進めていた脳卒中後

も，その自主グループ活動に参加しなくなった

人々がいる。本研究では，自主グループ活動に通わなく

なったが独自のリハビリを実行している人たちのリハビリ

への思いを知ることを目的とした。

{研究方法}

対象は脳卒中後遺症者で過去に機能認11練 (A型)に通いリ

ハビリを進めていた人で.現在は，自主グループ活動に参

加していない入。しかし独自のリハビリを進めている人と

した。調査は.半構成面接法で彼らのリハど 1)に対する思

をi出き絞った。話の内容は了解を得てテープに録者し逐

語録を作成したっ倫理的記慮は，過去の研究i待機能訓練 (A

型)に通っていた人でー住所の線認で、きていた人に，

の詩的，協力おI，~買いの文章をはがきで郵送しその後電話

で承諾をとったC 了解が得られた人には電話で日時を約束

し調査日に:湾攻趣旨目的を口頭および文京で説明した。

[結果]

独自でリハビリを進めている彼らのリハピリに対する沼、い

は， 15のサブカテゴリーを含む f悪化10止Jr支援の重要

性Jr1i患者とのつながりJr前向きな姿勢の獲得H望む自己

像を目指すJr意思通りにいかない慰難さjの6つのカテゴ

リーが抽出された。特にリハピリは継続して行わなければ

ならないものとし，そこにはやはり専門的に関わってくれ

る人の存在の必要牲を感じていた。

{考察i
で通っていた機能部i練 (A型)に通えなくなったこと，

自主グループ活動をするにしても，中心となって指導して

くれるリハビリの専門家を失うことは，彼らにとっての不

安は大きかったと考えられる O そして更に，リハピリをし

ないことでの f悪化Jする事に対しでも，不安を扱いてい

たに速いない。今まで少しずつではあっても，彼らの身体

状態は改議してきていた。それがリハビリの場所を失うこ

とで、悪化してはならないと感じ積極的リハビリにつながっ

ていたものと考えられる o r支援の重要性jにはリハビリ

を進めていく専門化の存在と，家族の存在が作用していたc

特に自主グループ活動では専門家の存在がかけていること

で，彼らは独自にリハピリの専門家を求めていたと考えら

れる。また積極的リハピリへの姿勢とともにしかし麻簿

があるということは「意思通りに行かない箇難さJとして

披らの苦悩が表出されたものと考えられるc

177)訪問看護師に対する学習ニーズへの気づきの支援

橋本和K 本田彩子.清水洋子

(東京医科歯科・大学大学説保健衛生学研究科)

[13的]

本研究は訪問看護締が自己の学習ニーズに気づく機会の傾

向，学習ニーズの気づきに調達する管理者からの働きかけ

を明らかにし訪問肴護師に対する学習支援を検討するこ

とを日的とする。

{研究方法}

研究参加に同意した訪問看護締 111名，管理者 33名を対

象に，訪問看護締の〔学習ニーズへの気づきJ，気づきの機

会，受けている支援と，管理者の教育的支援，教育的支援

方法，教育役割認識について質関紙調査した。回答は研究

民的以外使用しない旨を文書にて説明し回答後各自が封

筒に封をし機関でまとめて郵送してもらう方法で回収し

た。回答は得点化し基礎統計， Mann-Whitneyのじ検定，

Spearmanの順位相関を用いて訪問看護師と管潔者の回答

の傾向と関連を把握した。訪照看護師と管現者の問答の関

連の分析には機関ごとの訪問看護締回答の平均伎を用い

た。

{結果}

無関答項自のある者を除いた訪問看護師 82名，管理者 30
名を分析対象とした(有効期答率 訪問看護締 73.9%，管

理者90.9%)0 80名 (97.6%)の諮問看護部が学習の必要な

事柄があると感じていた。学習ニーズの気づきの機会 13項

目の平均値は1.83で.特に<体験><判断><意見交換>

<実説共有><根拠の明確化>が気づきの機会となってい

たc 中でも<体験>は 2.2 1 と 1~Ì'，?，(が高かった。〔学習ニー

ズへの気づき)と有志、な関連があったのは 13項沼中 10項

践で¥特に<体験>(r = 0.419. p < 0.01). <意見交換>

(r・出 0.405，p < 0.01)が比較的強い相関を示した。

訪問看護師の受けている支援は<意見交換><実践共有>

<書籍>で、得点が高かった。

管理者による教育的支援得点が高かったのは<意見交換>

<実践共有><硯修参加>であり.<体験>は1.80，<奴

拠の明確化>は 2.07と低かった。管理者の教育的支援方

法は<能力見極め>2.43に対して<振り返り促進>は

1.97と低く，教育役割認識は<教育意関>2.07に対して<

教育スキル向上>は1.72と抵かった。

訪開審議締の〔学習ニーズへの気づ、き)は受けている支援

13項自，管理者-の教育的支援 13項gと関連しておらず，

管理者の教育役割認識である<教育スキル向上>のみと有

意に関連していた (r 0.448 p < 0.05) 0 <教育スキル向

上>得点の中央値で、分けた 21洋の惹の検定を行なったとこ

ろ.<教育スキル向上>得点の高い鮮は訪問看護郊の〔学

習ニーズへの気づき〕得点が有意に高く，管理者の教育的

支援の<理想像構築><絞拠の明確化>の得点が有意に

かったc

i考察:

訪関看護師は肴議実践の過裂から自らの学習ニーズに気づ

くという傾向を踏まえた意図的な支援が訪問看護蹄の学饗

ニーズへの気づきを促進すると考えるc 効果的な学費支援

を行なうために，管理者は学習者の特性を理解し応用する

などの教育スキルの向上を隣る必要があることが示唆され

たc
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178)在宅要弁護高齢者の家族介護者が実施するにあた

。不安や陸難を感じる介護技術

徒藤美恵、(岡山大学技三学部保健学科)

i目的]

在宅要介護高齢者の家族介護者が，実施するにあたり不安

や閤難を感じる介護技術を明らかにする

{方法l
1.対象:入県内で在宅要介護高齢者の介護をしている家

族介護者530名。 2.方法:データは，質関紙調査により

収集した。諮問看護ステーション管理者およびデイサービ

ス施設支怪者に詩査の話的，内容等を説明し対象者への

質関紙配布を依頼したこ対象者には，質問紙とともに研究

日的や儲人のプライパシー保護等について暁記した文書を

記布し研究に同意する場合には費陪紙を返送するよう依

頼した。 3.調査内容:1)介護技術34項自について，

施に{学う不安や閤難の程度を尋ねたc 不安や濁難の程境

は， r4 =強く感じるjからrI出会く感じないjの4段階で

留答を求めた。 2)介護者および要介護者の属性(性部，年

齢，続柄，要介護凌など)c 4 分析方法:介護技術34項

自について，上記4段階の鵠答を各項目の得点とし項自

ごとの平均点を求めたc 統計処理は SPSS1O.0J for 
Windowsを用いて行った。 5. 1命潔的記長室:調査は然記

名とした。また.謂ままへの協力依頼文には，髄人のプライ

パシー保護，調査への協力の有無は個人の利害に影響を及

認さないこと等について明記したc

[結来i
調査用紙の態収数は 281.間収率は 53.0%であった。この

うち無期答が多いもの等3票を無効とし 278票を分析対

としたっ1.対象者の属性:介護者の住吉日;ふ女性が224
名 (80.6%)，男性が40名 (l4A号ら)，平均年齢は 65.0会 11.5

であった。要介護者との統栴lえ配偶者が 124名

(44.6%に子が77名 (27.7%)，嫁が52名 08.7%)であっ

た。平均介護年数は 5.9念 5.2年であった。 要介護高齢

者の性別は，女性が 145名(52.2%に男性が 119名付2.8%)，

王子均年齢は 81.3土 9.9畿であったG 要介護度は，婆介護 1
が 13名 (4.7%)，要介護2が24名 (8.6%)，要介護3が23
名 (8.3%)，要介護4が56名 (20.1%)，要介護5が 144名

(51.8%)であった。 2. 介護者が実泌するにあたり不安や

闘難を感じる介護技術:介護者が不安や揺難を感じる技術

項自は，得点がおかった踏に， r病状の観察J(2.87)， r専務

子への移乗・王手椅子移動J(2.77)， r要介護者とのコミュニ

ケーションJ(2.76)， r手にi濠筈(麻簿など)がある要介護

者の寝衣を義務えさせることJ(2.69)， r食べ物や欽み物を

飲み込みにくい要介護者の食事介助J(2.66)であったc

{考察]

家族介護者が実施するにあたり不安や器難を感じる介護技

術は，観察，移動，コミュニケーション，清潔.食事など

であったことから，基礎分野や日常生活分野;~こE毒する介護

技術を実施している介護者の負担惑は大きいことが推測さ

れるc 本研究は王子成 18年度科学研究費補助金の助成を受

けて実施したものの一部である

179)外来放射線注額患者の在宅におけるサポートシス

テムの構築

大川明子{名吉麗市立大学看護学部)

梅図徳男.橋口修卓(北累大学援療衛生学部)

山本靖掌(やまもとクリニック)

[日的}

わが国では，がん患者の約 30%が放射線治療を受けている

とされているc 片桐ら[継続治療を受けながら生活してい

るがん患者の臨難・要請と対処，がん看護学会誌， 15 (2)， 

68-74， 2001] ，ま，外来治療を綴続的に受けているがん患者

が，治療との折り合いをつけながら生活することの国難さ

を示唆しているl2S療的な管理下での入院とは呉なる在宅

環境の中で壱患者は自ら説作用などをコントロールしなけ

ればならない状況である O そこで本研究では外来放射線治

療患者の在宅サポートシステムを欝築する。

[研究方法}

片桐らの「病気と将来の見通しJ，r治療への取り緩みJ，r生
活上の制臨jなどの留子に基づき.病気に対する気持ちの

表出を促し治療に対する疑問や相談などの精神的サポー

ト溺閣と，身体症状に関するセルフケア翻認とを作成したむ

また，成}脅疲状などの症状観察については顕像データとし

て保存でき，既存の在宅総 PCと援療機関側 PCとをイン

ターネットを介した双方向通信実験システムとする O

本研究は夜議被縁者を介した研究ではなく，在宅1Il1Jと施設

側とを想定した実験システム関での接続で¥研究者が笑殺

をしたことから本研究における倫理的な配惑についての検

討はしなかったc 患者データを研究に利用する場合には，

倫潔的記惑を行う予定であるc

{結采}

医療者は治療期間中のi主意事項伝達や日常生活指導を打

い，双方が治療ゅの致活をイメージできやすくなり，治療

終了後には治擦中に起こった部作用への対処方法の指導に

限らず，晩期に起こる部作用についての指導や，体力関援

のための生活指導，セルフケア能力をi認められる

が行える内容となった。症状回{象を医療者に{云送すること

で，状態把援が容易になり， sま療者の適切な判断が可能に

なると考えられるc

{考察}

米関においてはがん患者の 65%が放射線治療を受けてお

り，がん韓部の専任騒務者護師が治療開始前から治療終了

後も繰り返しかかわり，フォローアップが行われている。

このような支援は患者や家族が看護締に相談できるため，

安心を与え治療を受け，継続することができる療養環境

であると言える。わが閣においては外来放射線治療を受け

ているがん患者へのトータル的な援助は十分とは替えな

い。本ザポートシステムは放射線治療を受けているがん患

者や家族が必要時，相談ができ，患者・家族にとって安心

できる療養環境の一助となったと考えられる。今後は治療

開始前から治療終了後におけるま範囲なサポートシステム

づくりが必要であると考えられる O
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180)介護労働者の仕事満足度iこ彰饗する護国

谷寝静子.乗越二子校，仁科祐子(鳥取大学医学部保健学科)

[Eleヲ}
日本は，現在急速な少子高齢化を経験している。少子高齢

北は，介護を必要とする高齢者の増加をもたらすと同時に，

介護労働者の供給源となる若年労働力の減少をもたらすc

一方，安定的に介護労働力を確保するには， 3 Kといわれ

る介護労働者の労働条件を見広す必要がある。介護労働者

の労働条件を改善するには，どのような労働条件を改善す

べきか明らかにする必要がある G そこで，介護労働者の仕

事満足に詮自した。本研究は，介護労働者の仕事満足度に

影響する要国を明らかにすることを毘的とする。

{方法}

対象は， A団体に加盟する 66の特別養護老人ホームに勤

務するIE規職員又は非常勤フルタイムの介護職員である O

団体は，主に特養を会員とし施設長関の意見交換・交流

の場ーとして活動している。加盟する特養の所在地は全国に

及ぶ。調査は，職員を対象とした郵送自記式で， 2006年 1
月に実施された。有効回収率は.42.5%であった。調査察

では， r総合的にふ考えて，あなたは現在の仕事に満足してい

ますかjという質問を行った。間答は f非常に満足してい

る (5点)， rまあまあ満足しているJ(4点)， rどちらとも

ないJ(3点)， rやや不満であるJ(2点)， r非常に不満

であるJ(l点)の 5つ選択肢からな;にそれを仕事満足度

とした。仕事満足度と労働条{牛の関係は.玄関係分析を

行ったo f，命線的配磁:研究参加者には，研究への参加は自

由意思によるものであり.仁11断 '18否を係議Lデ…タのIf.:

名性を確保し，プライパシーの保護に努める旨を説明し

アンケートの送付をもって用意、とみなした。

{結果}

対象者の平均年齢は 33.7歳であった。対象者の 72.3%が

女性であったc 正規職員は 91.6%であった。現在の仕事に

f非常に満足しているjまたは fまあまあ満足しているJと

答えた者は， 42.0%であった。 rどちらともいえないj者は

30.0%， rやや不満であるJまたは f不満であるJ者は 28.0%
であった。満足している者の方が多いが， 4分の l以上の

殺が不満を感じている。回帰分析の結果，仕事満足度に影

した項目は，勤務シフトの希望がPI-えられる，相談相手

が¥"る，施設長のリーダーシップがある，健康状態が長好，

賃金が高いであった。夜勤の有無，ユニットケアでの勤務.

介護絞員の年齢，性別，労働時間は仕事満足度に影響:しな

かった。

[考察]

介護保険財政が逼迫する中，介護労働者の賃金の原資とな

る介護報関の単価は 2006年度下げられた。介護労働者が

働き続けられる職場環境を，仕事満足度の:盟国から考えて

みた。その結果，仕事満足度を高めるには勤務シフトの改

職場内で、の人間関係の改義.施設長のリーダーシッフ¥

戦員の健康管理などがえ示唆されたむ

181)アスペルガー症候詳の二次的障害のー臨

111口裕子，大浮早苗，内山久美

(熊本保健科学大学保健科学部看護学科)

[El的]

発達障害者支護法を受けて， 2007年4月より「特別支援教

育jが開始された。しかし体制の構築は始まったばかりで

あり，これまで特別な支援を受けていない成人期の発達障

害者の支援も必須の課題であるO ここではアスペルガー症

候訴の青年が親役割をもっ対象に対して行った勉強会で，

自分の体験を経時的に綴った資料をもとに支援の糸口を見

つけていくことを自襟とする。

[方法}

アスペルガー症候群の診断を受けている 20代の男性(以

下A氏と略す)との 8ヶ丹問の面接や手紙・メールのやり

取りを通して， A氏が勉強会のために作成した資料を象殻

的相互作沼論をもとに分析を行った。なお資料は研究目的

にのみ使用すること，資料には実名が書かれているが本研

究では仮名とすること等の説明を行い，研究の分析結果を

A氏に開示して承諾を得た。

{結果および考察}

明らかな言語の発達の遅れや異常はみられず年齢相応の学

習能力・認知機能や適応龍力をもつが，相手の気持ちゃ意

図が読み取れない.暗黙の了解が理解できず臨機応変に融

通がきかせられない，議力的にはわかっていいはずの道理

やルールが理解できない等の臨床像をもっアスペルガー症

候群の特f泣から対人間{系の間弱iさの理解が得られにくく，

A 氏は I~I 分が否定され続けたという j泣いをもち続けてい

る芯表rtにあるように f先生も含めて周りはすべて敵だと

思うようになったJr自分の身は自分で守るしかないjとい

う表現からもその不安感や孤独感が{云わってくる O ここで

は腐りを傷つける行為や弟に暴力を振るうという行為自体

が稲IL作用の象殻だといえる。 傷つけたい欲求を示してい

る訳ではなく.苦しんでいることを示すサインとして表現

していると言える。対人関係において象徴的なサインの受

け止めを不得意としている A氏であるが，相互作用の象

徴としてサインを発信していることから.早期にそれを受

け止めていく環境が求められている O

表1.発途段階に応じてA氏に受tt11二められた事実

小 学 生

司J. {dj~
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182)シングルマザーの語Dと会話かう読みとれる子育

て経験の意味

問問晶子(名古屋市立大学看護学部，名古屋大学大学院

涯学系研究科署護学専攻博士課読後期課程)

浅野みどり(名古屋大学涯学部保健学科)

{臼的}

ひとり殺として子育てする女性の生活には独特の躍畿が

予想されるが，この領域に関する研究は少ない。本研究は

シングルマザーたちの語りや会話から，ひとりで子育てす

るという経験の意味を検許することを詩的とするc

[研究方法]

丹1関関かれるシングルマザーの集いに約 1年間参加し

(参加人数は 2~9 名).フィールドノートを作成した。女
性遠の子育ての経験に荒点を~て，援療人類学者クライン
マンによる慢性の病いにおける 4つの意味(1.疲状自体

の表面的な意味 2. 文化や社会が与える意味， 3. 1混入
的経験lこ基づく意味， 4.病いを説明しようとして生じる

意味)を援用して検討した。倫理的配惑として，グループ

参加者へ研究の趣旨， 自由参加の保障，プライパシーの保

護等について文書を用いて説明し同意を得てから研究を
行った会

{結果および考察]

子育て経験の意味をクラインマンによる 4つの窓味に沿っ

て述べる。

1.ひとりで子育てするという状態そのものが与える表面

的な意味

一人で家計必を強いながら子どもの欲求に対応、するという多

重な投割，家計と子育てを両立するために仕事の掛け持

ちゃ深夜労働を選ぶ.等の経験が語られた。

2.取り巻く文化や社会が与える意味

健気に子育てに奮躍することで何とか世間における岩場所

を獲得していると感じていたc 母子家庭という顕一的な見

方をされることへの挺抗感とともに， r虐待が生じる家庭j

を特別視し自分にも超こり得るという視点を持ちにく

かった。

3.その人特有の経殺に基づく偶人的意味

母子だけでの外出をおずかしく異質と感じる，元のパート

ナーとのコミュニケーションのパターンを振り返る，自分

が育った家庭，特に母親との関係を振り返りながら今の子

育ての態度をつくる等，クラインマンがあげる内図的

i朱対人関係における意味，人生の軌跡を通して浮かび上

がる意味，などが見いだされた。

4. 原国や見通しへの説明モデルとしての意味

なぜ一人になったのか，子どもはどう成長するのか，

対してその人が試みる一貫した説明としての意味，自分と

他者との説明モデルのぶつかり会い等が語られた。「理解

できなくても，そのまま受け止めてほしかったJ，rずっと

がんばれと言われてきたJrもっとこうしたらと提案され

るとつらいjというのも，受けたかったケアについての説

明モデルであるc

{まとめ}

グループでの会話は経験を検討するうえで操界をもっG し

かし椅瓦の語り合いややりとりのゆで経験が意味づけら

れていくプロセスを検討すること.およびその捺にクライ

ンマンの考えを援用することは，痛みを伴う経験をした家

族を理解する助けとなる可能性があるo
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183)働く女性の鑓麗培進行動と職業性ストレスとの欝

連;幼稚国教諭・保育土を対象として

菊池昭江，松悶 牧(東京女子霞科大学看護学部)

[目的}

一殺に女性は男性に比べて家事や育児，介護の負担が大き

く，通院.J議所者の掛合は 15~84 歳まで女性が高いむ働く

女性が年々増加傾向にある I札幼児教官に関わる女性の健

康増進行動と毅業性ストレスの実態を明らかにし併せて

持者の関連牲を検討することを白的とする。

{研究方法I
A市の幼稚鶴教諭・保育士を対象として 2006年 5丹に留

毘質問紙調査を行った (245部，間JI又率 58.86%)。罰i況は

1l1!l1JiJ投磁とし対象者の援名牲と自己決定の権利を保障し

た。資関紙は団代らの健康増進行動尺度1)を参考に 30~翼
民 主iij戸らの事造業性ストレス簡易質問紙 20項毘2) (いず

れも 4段i法評定)，健康状態を尋ねる項呂からなる O 分析

ソフト SPSS14.0]を用いて各項目の記述統計量，健

康増進行動と職業性ストレスとの跨で相関係数を求めた。

{結果と考察}

は平均年齢 36.26:t 10.98歳女性，家族形態は単身

2.45丸核家族44.90%.複合家族 52.65%で¥既婚者 37.60%

のうち子ども有 56.33%であった。自覚的健康状態は f健
82.01 %が多く，自覚症状には f首・関が凝るJ47.70%. 

河野前J34.31 %. rr討が枯れる伎が痛いJ25.52%などであっ

た。1.健康増進行動とi従業性ストレスの締法:健康地進行

動得点は 5生活のリズム 3.24:t 0.67と最も渇く，次いで

心の健康 2.95土0.71.健康探索 2.79念 0.67.

2.63 :t 0.80. 運動jが 2.11:t 0.77と最も抵かったっ幼殺

菌教諭・保育士の職務内容が運動の要素を多く含むため.

余暇までスポーツをする必要性がないものと推i泌される B
職業性ストレス得点は f達成感J3.41土0.57.r同僚・

の支援J3.10 :t 0.53. r裁量度J2.58土0.65.r量的負荷J

2.57 :t 0.69. r紫的負荷J2.21土0.71.r対人関係の[1難j

1.87土0.64であったc 幼稚菌教諭・保育士は，仕事の多さ

や複雑さを感じながらも，仕事に達成惑や満足感を得てい

ることが示唆されたo 2.健康増進行動と職業性ストレスと

の関係:健康増進行動と職業性ストレスとの関連をみると.

5心の健康jは「裁量度Jr達成感jとの関で正の棺関 r= 

0.29. ミi舌のリズム栄養j は f質的負荷」との ro~で魚の
相関 r -0.23~ 一 0.24 を示した(いずれも p < 0.001)。
仕事に誇りを持ち自分の意志が反映されていると感じる者

ほと趣味や生活に日擦を持つなど心の健康が留れていた。

…方.仕事が複雑で沼難であると感じている者は.生活リ

ズムの乱れや栄養への関心が低いことが示された。

{引用文献1
1)間代}I原子他:健康増進ライフスタ千 )v行動インデック

ス(女子大生活)の妥当性と信頼性の検討， 日本看護科学

会誌 17(3). 458-459. 1997. 
2)錦戸典子他:簡易質問紙による職業性ストレスの評価，

情報処理企業男性従業員における抑欝度との関連，産業精

神保健. 8 (2). 73-82， 2000 

184)大学生の血庇鰭及び肥満度に影響を及ぼす生活翠

震要因の検討

チ，.田由美子(地111医科大学医学部看護学科)

松浦和代(札幌市立大学看護学部)

[Elaヲ}
本研究は大学生の健康状態と生活習慣・健康行動との関

連牲を明らかにすることを自的とし

{研究方法]

対象は A 底科大学第 1~4 学年の学生であり，王子成 17 年

度定期健康診断を受診予定のものであったc 識査方法は無

記名自記式費問紙法であった。質問内容は.一般的背景.

身体所見，生活習慣，健康問題の自覚及び健康行動から構

成したc 身体所見は身長，体重，体)j旨肪率，収縮期耳立正，

拡張j鵠i鼠在及び蹴拍数の測定値を汚いた。 BMIを算出し

対象者をやせ群，正常範屈若手，肥満訴に分類したc 鼠EE値
は]S註2004を参践し正常鼠庄群と高血圧ハイリスク群

に分類したc 生活習'援に関する質問項詰は，食事内容，運

動習慣，喫煙管慣，飲溜習慣で、あった。食事内容について

は簡易食物摂取頻度調査課~ (問団， 2002)を用いた。調査

票に添付した調査依頼文に倫埋的配惑を述べ，調査票の提

出をもって同;なとみなすことを記した。回答は厳封とし，

設置した関Jlx$siを用いて回収した。調査期間は 2005年4

~5 月であったっ主な分析は x 2検定及び'I'U5J1j分析であっ
た。

{結果}

議資諜の記布数は 639.ITIIJI又数は 524.有効罰答数413(有

効1m答率 78.8%)であったc 対象者の内訳は，男性 146名

(35.れら).会性 267名 (64.6%)で¥王子均年齢は 20.5土1.9

歳であった。把様子支は男性がやせ群 4.1%.正常範囲若手

75.3%，肥満株 20.6%であり，女性はやせ群 15.3%，正常範

閤j洋76.8%，肥満群 7.9CJちであった。高血庄ハイリスク若手

は男性がち0.0%.女性が 12.4%であった。食物摂取の平均

得点は男性が 20.9土2.9点，女性が 22.0土3.1点であり，
女性が有意に良好で、あった (p< 0.01)0 男性は女性より

もインスタント食品 (p< 0.001).清涼飲料水 (p< 0.001) 
の摂取頻境が高く，淡色野菜 (p< 0.001)の摂取頻度が低

かった。自身を f健康jと問答したものは男性が 81.4%，

女性が89.2%であった (p< 0.0引っ健康問題を自覚してい

るものは男性が 56.8%. 女性が 76.0%であった (p< 
0.00日。判別分析の結果 肥満群の判別に寄与した変数は

性別. f本賄崩率院議j密政i臣，健康問題の自覚の4変数で

あった(判別確率 92.9%)0高血圧ハイリスク群の判別に

した変数は性別，体脂臨本.脈拍，卵の摂取頻度，清

涼飲料水の摂取頻度の 5変数であった(判別確率 77.2%)0

{考察}

男子大学生の捜満群，言語版在ハイリスク群が会開値を大き

く上回ることが明らかとなった。これらに関連する生活習

償要因として食事内容に着話する必要が示唆された。ま

た，自分の健康問題を良党させる必要性も示されたc 女子

学生の健康問題としてやせ若手の存在があり.次悦代の生活

習噴病予防の観点から重読すべき健康教育課題と考えられ

る。
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185)女性看護時と一般事務職員の健康維持行動の差異

奥井恵美子，高橋1高校.下田由美子，渡;金好i工
(大甑府済生会中津病院)

出関一郎(臨床研究支援センター (OfficeAKI)) 

{践的]
留民の箆康への関心が高まるなか，健康維持行動を支持す

る看護締の役割も重要になりつつあるc ところが，審議輔

自身の健康維持行動に着践した研究は意外に少ないのが実

情である。そこで今関，看護締の健康維持仔動について，

との比較を通じてその差異を調査したので報

告する

{対象と方法}

O府内の某病i院に勤務する女性器護締 195人間群)なら

びに某2企業の女性事務職員 147人 (S若手)を対象として，

2006年 12月末に無記名自記式の調査票を配付し一定期

間留霞後に関収したc 対象者には事前に研究の趣旨説明を

文書で行い，調査察の提出をもって訴究協力に開設の慈恵

があることを確認したc

行動科学分野の専門家の助言のアに「健康g本2IJの捷

よる f食致活・栄養Jr身体活動と運動Jr休養・心の

縫康づくりJrたばこJrアルコールjを講成概念とする 27
項目 (5段i替の LikertScalりの「臼常的健康維持行動評価

尺度(以下尺度)， a = .854Jを作成し対象者の基本属性

を問う環日を付加して鵠査票を構築した。「尺度jの項目

若手に対する関答パターンに主成分分析を施し?吉報が集約

された各主成分得点、を雨若手i渇で比較した。なお，集計解析

には SPSSfor Windows 13.0Jを利用した。

i結果と考察]

:災群の年齢は 21議から 39設に分布しそ

の中央値は 27歳であった。また S群の年齢は 21裁から

39歳に分布しその中央値は 28設であった。

:第 l主成分織には f多品自摂食

(.748)J r外食時の摂取栄養バランス(ー729)J 緑葉急野菜

の摂食 (.717)J r脂肪分の制限 (.710)Jr薄味 (.705)J
事の摂取栄養バランス (.701) r腹八分話 (.660)Jrインス

タント食品に偏らない (658)Jが関与し「食生活全設への

を示す主成分と考えられた(数値は主成分負荷量，

α.882)。第 2主成分報jには rn寺関が無くても朝食摂取

(.904) r忙しくても欠かさず摂会 (.871りが関与し「規則

的な摂食jを示す主成分と考えられたc 以下.r休憩jを示

す第3主成分.r体重のコントロールjを示す第4主成分，

f意期的な遂塁手~J を示す第 5 主成分. r楽しい食事jを示す

第6主成分.r健康への穣磁的関心Jを示す第7ミ主成分.rll~ 
眠の確保jを示す第 8主成分にそれぞれ情報が集約され

たc また N若手. S群を独立に分析二した場合の主成分構造

は，相互に類似したものであったc

3)両群開の比較各主成分得点について]i!u群関で王子均伎

を比較したところ，調若手間に有意義が認められたのは第 2

主成分得点(規則的な摂食)のみであった (N群:ー.144

士山01， S群は.191土 .969.p = .002) この紡糸は，鵠床

看護部の摂食時間のパターンがいかに不競別になりがちで

あるかという実，態を端的に示すものであった。

186)中高年が自弔で行う運動プログラム実施効薬の検

討

新藤悦子.茶鶴美香，山下香枝子，小林正弘.中野裕子，

康開佳代(援態義勢大学看護医療学部)

山内賢(慶懸義塾大学体育研究所)

{話的i
中高年が自宅で自発的に身体活動を継続するためのケアシ

ステム開発のために作成した運動プログラムの継続実施効

果を明らかにするc

{方法i
:人市 B地区に在住する 50歳以上で研究参加に

同意した 48名のうち，運動プログラム実施前後の調査に

参加した 30名. 2.研究期間:2006年4月-12丹 3. 
ムの作成1)本プロジェクト先行研究結果

により下肢銘力強化，柔軟性の維持向上を意拐した運動プ

ログラム fおめざめ体操Jrお茶の間体操J(15-20分程度

のDVD/VTR) と体操日記用紙(実施状況，体認・気分，

感想など)の作成. 4.運動プログラムの実施:研究参加

者による自宅での 3ヶ月間 (91白関)の体操と記録の実

施 5.誠安時期・方法・内容:日時期:2006年9丹と

12月，由貿i湾紙によるインタビュー:(1)デモグラフイツ

クデータ;年齢.性7.lU.健康状態など. (2)気分(改訂

Philadelphia Geriatric Center Moral Scale) (3)特性的自己

効力感(成田川，は)生活活動状況(老研式活動能力指標). 

:(1)柔軟性(長康位体前居，ロープくぐ

り時間)(2)身f本バランス(ファンクショナルリーチ)(3) 

続力{握力，足指カ，等尺性膝仲良) (4)歩行能力 (10m

ジグザグ歩行.timeup&go) (日手指作業能力(ベグ)6. 

ブログラム実施前後の変北は.Wilcoxonの有号

付額位検定 (SPSSVer. 15 for Windows)で分析したむ存

は p< 0.05とした。?倫壊的記長室:所属大学研

究倫理審査委員会のゑ認をうけ，参加者には番磁と口頭で

研究について説明し同意を得た。

{結来・考祭]

:男性 14名，女性 16名，年齢54-78
(平均 66.6念日議)で日常生活動作に問題はなし。 2.
身体機能の変北医療位体前屈，ロープくぐり待問.足指

カ，等尺性膝伸展. 10mジグザグ歩行，ペグの 6項自に改

蓄を示し有意差がみられた。

:上昇傾向にあったが有意還はなかっ

1)平均実施日:おめざめ体操

79.4会 13.9B.お茶の間体操71.9土 17.9B. (2)実施日 6
~lj以上の入:おめざめ体操 26 名，お茶の間体操 23 名で，

継続突施できていた。以上より. 3ヶ月間体擦を実施した

効果があったといえる O 特にで肢の筋力向上は，本体操が

下半身の舗を使用する運動中心の講成であった為と考え

るむ今後は運動を生活の場で習強化するための ITシステ

ム作りに向けて，運動継続婆留などを分析する予定であるむ

(本研究は文部科学省私立大学学術研究高凌化推進事業ハ

イテク・リサーチ・センター整備事業からの助成を受けて

いる)
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18ア)下腿へのアロママッサージ、が及iます生理・心理的効

粟

萩原美毘，山剖京子，木村みさか

(京都府立医科大学者護学科)

{目的]

宇宙完・代替療法の一つであるアロママッサージには心理的

効采だけでなく浮腫逓減効果が期待されているが，それを

証明する報告は見あたらない。そのため，本研究では.マッ

サージ施術の効果を検討することを目的に.施術前後の気

分， リラックス度e 体内水分の変動等を調査・測定したc

{研究方法}

1)対象.年齢 21~25 歳の健康な女子学生 10 名とした。

2)実験条件と手順:実験は同一被験者に 1週間の間隔を

. A)キャリアオイルのみによるマッサージ.B)キャ

リアオイルにエッセンシャルオイルを加えたアロマオイル

によるマッサージ. C)マッサージと向じ臥{立姿勢で安静

を保つコントロールの 3条件を実施した。 3条件を行う }II資

Ffは対;作為に割り付けた。マッサージは腹悪人位にて.1)下

躍の軽擦. 2)足}永の強擦. 3)躍部の両手正迫. 4)足首

郊の強擦. 5)中枢方向への下艇部の採控. 6) 中枢方向へ

の下i腿部の強擦.7)下腿の11を擦の版で各段5分間雨肢実施

した。キャリアオ千ルは 100%スイートアーモンド.ヱツ

センシャルオイルはグレーブフルーツとし 1%を加えた。

3 )測定項目:下腿問後間 3ヶ所，多周波1ミ体気千ンピー

ダンスi去による細胞内外液iJ!iJ定，気分プロフイ…ル検]f

(POMS). 心身のリラックス度に関するビジ、ュアルアナロ

グスケール (VAS)を施術前および施術後に測定した。

4)統計解析:SPSS12.0]を汚い.平均告をと SDを算出し

条件と施術前後を被験者内閣子とするこ元記置分散分析

(ANOVA)を実施した。統計的有意水準は 5%とした。

5)倫理的配慮:文書と口頭で研究主冒と方法を説明し

書面での同意を得られた者を対象とした。

白書巣}
凱位安静状態と比較して細脆内液は変化しなかったが，有

意に細胞外液が減少していた。細胞外液の減少率は， コン

トロール条件で-1.5 :t 5.2%.オイルマッサージ条件で

10.9土 9.9%.アロママッサージ条件で-8.8土 5.1%であっ

た。現在閣の変化は3条件関で有意な交互作用はみられな

かった。さらに POMSによる抑うつ等の指標や VASに

よる緊張度が有意に低下したc オ千 )vマッサージとアロマ

マッサージとの陀に統計的な有意差は観察されなかった。

{考察}

本研究でキャリアオイルとして用いたスイートアーモンド

オイルには生化学的な浮腰逓減効巣はないと言われてい

る。従って，マッサージの物理療法的効来が，絹臨外液を

減少させたと考えられる O マッサージは，下肢の静脈血流

速度を変化させないとの報告もあり，むしろリンパ還流に

影響を及ぼしている可能性がある。いずれにしても.マッ

サージは心理的効楽だけでなく生理的効果も合わせ持つこ

とが示された。

188)減量のための運動の継続に向けて電子メールを活

用した試み

生島祥江(神戸常盤短期大学看護学科)

{自的]

本研究は. BMI25以上かつ腹開 85c悶以上で、運動習慣のな

い男性を対象に，電子メールによる介入を行うことで，体

・腹間減少を目的とした運動の継続に対する効泉を検討

した。

{研究方法}

1. 対象:BMI25以上かつ腹開 85cm以上あり.運動習慣

のない男性 3 名。 2. 境問:平成 18 年 9 月 ~12 丹 3. 

方法 1週間に 1回，運動の実施状況と体重・腹閣をセル

フモニタリングし簡単なコメントをつけて携帯電話によ

る電子メールで送信してもらい，状況に応じて運動が継続

できるよう電子メールで返信することを 12週間続けた。

メール介入が運動継続に関連しているかどうかを週毎の運

動量の推移と対象者のメールのコメントから分析した。

4. 倫理的配車:研究の趣旨を書;福と口頭で説明し向意

を得た。研究の参加は随時辞退できること，研究終了とと

もにメールアドレスおよび、個人データは破棄すること，プ

ライパシーの保護などを説明した。

{結果]

<人氏>40歳代.BMI26.0. )J長関 93.5c殴，運動内容は縄跳

び。運動開始後2週告に体調を崩し 2週間運動をしていな

かった。日常生活の1:1:1で活動設をよ将やす助言をすると以後

できていたc 生活イベントに合わせて運動量を増減してお

札体重・ウエスト周凶径も減少しているので¥そのこと

を認めた内容を電子メールで返信し運動は継続でき，

BMI25.2.腹開 90.0cmとなった。 <B氏>40歳代. BMI 

25.0.腹間 98.0cm.運動内容は縄跳びと腹筋。体重・ 11昼間か

ら運動・食事について自己評価した電子メール内容が毎逓

送信されてきたので，支持する内容を返信した。自ら立て

た体重減少の毘擦に向かつて運動が継続でき. BMI 24.1. 

IJ支閥 92.5cmとなった。 <C氏 >20歳代. BMI27.7.腹国

91.0cm.運動内容はウォーキング。イベント等で体重が増

える機会があり体重の増減を気にしていたので，運動を継

続していることを認め，継続により体重減少の望みを持つ

よう電子メールで支えた。 8週毘以降，姿とウォーキング

ができなくなったこと，仕事の都合で運動待問がなくなっ

たことなどで運動量・ i百数が減ったが.電子メールで支え，

運動継続ができ. BMI27上 腹 開 89.6cmとなった。

[考察]

運動習積のない人が運動を始めた時にはできたことを認め

ること，体重・ IJ昼間に効来が現れていない時には運動が継

続できていることを支えること，できなかった混があって

も日常生活の1:1:1で活動量を増やす方法を助言をすること，

これらを電子メールで行うことは運動の継続に効采があっ

た。また，週に 1度セルフモニタリングした結果を

メールで報告することは，その週の生活を振り返って，次

からの体重・腹間減少ための運動巨擦をもたらす効果が

あった。
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189)課題学習におけるレミニッセンス現象と自律神経

活動iこ関する頭究

間部祥子，別宮寵子.吉村裕之

(愛媛大学大学院医学系研究科看護学専攻)

{目的]

知覚運動学習において，連続試行中に休怠時間を設定する

と， {本怠前までの試行を想、起し思考することにより，休息

時総蕊後の試行成績が改善されるレミニッセンス効巣がみ

られる G 本研究i之知覚運動学習におけるレミニッセンス

効果の有無と自律神経系の活動状態との関係を明らかにす

ることを目的とした。

{方法i
対象:研究の釘的と方法について充分に説明し潔解を得た

開設が文書で得られた女子大学生としたむ方法:コン

ピューター処理による鏡a!Jと描写i去を用いて，知覚運動学習

における副交感神経系及び交感神経系の活動を心電留で連

続的に記録したc また.市販の気分状態測定紙 (PO祝日

及び不安水準測定紙 (STAD を内的状態の評価に用いた。

知党運動学習:翠Z誌の盟形を磁頭に提示し，被験者は幽磁

を見ながらタブレッターを操作してそのj李総内をJl!!る作業

を3分絡の休息時間をはさみ，前半3試行，後半3試在実

施した。本試行の前に，正常擦の軌跡を抗題する練習試行

を l 分間行った。本試行は上下が逆の鏡母j~擦とした。第 1
試仔開始前に f出来るだけ王手く正確にゴールインすること

を目指してくださいJ.体患、開始前に「これまでの 3認を患

い浮かべて，どのようにすれば早く正確にゴールインでき

るかを考えてくださいjという言語教示を与えたむ心窓際i
解析:ベッドサイドモニターにより澱定した心電図を，イ

ンターフェイスを介してパソコンに記録し解析ソフトに

より，抵周波 (LF)， I蕊賂i皮(狂的， LFとHFのパワー比

(LFiHF)， LF補正値 (LFnorm) を解析したc

[結采]
対象者(38名色体阜、時間直後の試行成績が改議された群

(R (+)務;n = 26Jと改善されなかった若手 [R(一)群:

n = 12) tこ区分して， POMS. STAI.学習過程における

HF. LF IHF. LFnorm.心拍数 (HR)をよと較した。その結

泉.POMS， STAI， HF. HR'ま2群問に有意義は認められ

なかったが， {*.皇、後の第 4試行において LF/HF及び

LFnormに還が認められ， R (+)若手の方がR(一)群より

も有意に抵かった。また，各試行ごとの HF，LF/HF， 

LFnorm， HRの変化を比較すると， R (+)若手では，休息時

間の LFnormが第3試行持より有意に上昇し第4試行の

HFとLFnormが休怠持部より有意に低下していた。

[考察]

休息、時間後の第4試行において交感神経系の活動は R(一)

群で高く，これは，休息時間前の試行よりもエラーが増え

たことへの焦りが生じた結来と推察される。一方，設(+) 

群では，休息時間に交感神経の活動が上昇し第4試仔で

{足下していた。この休息中の交換神経の活動充進は，休息

時間中の想起学習の程度に起閤するものと考えられるむま

た.R (+)群では，副交感神経活動の指擦が第4試行で低

下しているが，これは休窓、時間前の成績よりも良い結果を

出そうとする認知的努力の増大に起留したものと考えられ

る

190)女性の冷え性を識躍する指標!こ関する研究

山田典子.吉村絡之

(愛媛大学大学院医学系研究科看護学専攻)

中塚晶子(愛媛大学総属病院看護部)

[13El9] 
冷え性は，手足末端部あるいは綾部に謝え難い冷えを感じ

るもので¥入R民障害や気分!翠害など精神閣に及{ます影響も

大きく， 日常生活の繋を法下させることが知られている

しかしその定義及び診断基準は確立されておらず，本人

の自覚の有無による主観的な区別に依っているのが現状で

ある。本研究は，冷え性であるか否かを識別する方法論の

確立を目的とし冷えを自覚する群(冷え性群)と冷えを

自覚しない群(非冷え性若手)とを詑較検討した。

{方法}

研究の底的・方法・資料の取り扱いなどを説明した後，充

分理解し参加同意が文書で得られた女子大学生を対象とし

たc まず，冷え性に関する質潤紙 (3要菌 30項目)に被験

者が問答後，議議及び湿度を一定にした実験室内で身体的

測定を行ったっ安静後，服務;員，血IL眠拍をiHlj定した。

緩和な寒冷ストレス負荷実験は.冷水 (20CC)に両手を手

首まで 1分間没した後.両手背部皮!欝j誌を 1分毎に 11分

後までサーモグラフイーを用いて皮腐表部議度の経時的変

fヒを測定したむ統計解析には，統計A処理ソフト SPSS及び

行動科学の BASICを用い.多要因分散分析，信頼性分析，

確誌的Izg子分析 (Amos5.0)などにより解析し

{結果]

冷え性iU1J定尺!支は，精神的要抵身体的要悶，冷えに特異

的な妥協の 31!l子から構成し確説的留子分析を用いて内

的権迭の検証を行った結果，モデルの妥当性が確保されて

いた。 信頼性分析の結果，各自子のクロンパック α係数は

0.700 以上を示し尺度全体の α係数も 0.902と高かった。

また，冷え性苦手と非冷え性:群とを比較したところ，身体的

要因及び、冷えに特異的な要因において，冷え性若手の得点が

に高いこと (p< 0.01)が明らかとなった。さらに，

冷え性群ーでは.絞潟温度と i令指定溺表面温境の差が非冷え

性管ーよりも手に大きかったゆく 0.001)。冷水負荷後の

r:11指皮腐表面温度の変化について分散分析を用いて解析す

ると，冷え性若手と非冷え性群との跨には有意差があり (p

< 0.001)，皮!誇表面温度の開後過程にも著明な有意差が存

在した (p< 0.001)0 

{考察]

冷え性と認識している者の中には f寒がりjという者も含

まれ，冷え性の自覚の有無のみから判断することは難しく，

冷え性であるか否かを識別する科学的な方法を確立するこ

とは，予防と治療の部からも重要な課題と考えられるo 本

研究は，そのような観点から，主観的及び客観的な指標に

ついて，冷え性の特性となる指標を明らかにしようとした。

その結果，適用した測定尺度では身体的要関と冷えに特異

的な婆障の得点が，また.肢潟j昆と中指皮腐表面識度との

冷水負荷後の中指皮膚表面誼度の回復率などが識別す

る指標として適切で、ある可能性が示唆された。
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191)香りがもっ緩和効果の評価方法に関する基礎的研
り甘

7L 

武智由季.乗松貞子，吉村裕之

(愛媛大学大学院医学系研究科)

(El的]

本研究は，精神的緊張や疲労の緩和作用が知られている精

油成分の香りを採り上げ，その有効性を客観的に評価する

方法の確立に必要な基礎的資;f-iJ-を持.ょうと企てたc

[研究方法]

研究の底的，方法，資料の取り扱い方について充分に説明

し理解を得た上で悶意を文書により得られた 21~27 歳

の女性 14名(平均 23土 2歳)を対象とした。実験は，ク

レペリンテスト(内出式)で連続加算を 15分間行わせた後，

新たに考案したマスク中央の議紙片に務泊(ラベンダーあ

るいはパラ)を 2μi滴下する方法で. 4分間香りを嘆い

でもらった。脳波及び心電留を測定してコンピューターに

解析した。また，対象者の香りの暗好と快適性は，

主観的評価用紙 (VAS)と疲労感賞関紙を用いて分析した。

フト SPSSを用いて解析した。

{結来}

香りのfI脅好は，パラ群及びラベンダー群ともに対日吉の無呑

群と比較して有意に高かった (p< 0.05)。また，香りの快

適性も向様にパラ群及びラベンダー若手それぞれ無呑irf.iこ
比べて有意に高かった (p< 0.05)。疲労惑は.バラ群及び

ラベンダー群それぞれ無香群と比べて有意に減少したゆ

く 0.05)。脳波i則定による平均 α s1[~[から，ラベンダー
若手において， クレペリンテスト作業前の脳波とクレペリン

テスト作業を終え，香りを吸入した後の脇j皮のよと較におい

て快適と感じた者の数が有意に増加した (p< 0.05九心

拍数の変化塁手は，すべての群においてクレペリンテスト作

業負荷中に上昇し香り提示中にブレ領と関経度まで低下

した。高照波(狂F)成分パワー値の変化率は，すべての若手

においてクレペリンテスト作業負荷ゅに抵下し香りの提

示により上昇した。低周波成分と高臆波成分のよと

(LF/HF)の変化率も，クレペリンテスト作業負荷中に上

昇し香り提示中に下降した。

[考察}

本実験成績から，クレペリンテスト作業後にストレス緩

和作用があるとされるラベンダー及びパラの香りの吸入

で. MU交感神経系活動の促進と交感神経系活動の抑制が起

こることが示唆された。また，パラの香り吸入時の香り

簡と HFとの間には負の相関が，ラベンダーの香り吸入時

の1寄り評価と脳波 a/s値の伺には正の格調があり，香り

物資がヒトの生理・心理に及ぼす影響は必ずしも一致しな

いことも示唆された。本研究で採用した方法は比較的簡便

にしかも香りを定量的に提示できることから緩めて有用な

評価方法になりうると考える。

202 日本看護研究学会雑誌 Vol.30 NO.3 2007 



81会場 34群

192)学麓期の白常生活行動と龍麗(1)

ーセルフケア行動と身体的・精神的悪状との関連

性一

野村明美，塚本尚子(横浜市立大学医学部看護学科)

青木昭子(横浜市立大学臨床研修センター)

{践的}
昨年度の学童揮のセルフケア行動に関する研究で，学議の

日常生活行動と f元気さJr楽しさjの間には，有意な関係

牲があることが分った。そこで本年度は釘常生活行動とよ

り具体的な身体的・精神的波状との欝連性に焦点をあて検

討することを日的とした。

[研究方法]

公立小学校 6年生知名を対象に費時紙調査を実擁したc

安部紙には，食事，排illt.運動等の日常生活行動の項目を

作成し 3または4段階評価としたc 身体的・精神的疲状

については議名1)の尺度を使用した。 15~長居 4 段時評定

尺授である。研究者が学級ごとに配布し 1:i垣間の努め置

き後一斉自叙した。研究は，校長の許可を得た後，校長名

で保護者宛に研究依頼文書:を自e;fJiし了承を得た。児童に対

しては議査の日的，協力は強制でないことを分りやすく説

明し倫渡的配慮としたc

[給条1
71 名より探答を得た(回収率 78.9~ら)0 1)日常生活行動の

実態:運動については 83.1%の児議が.1 i翠隠に 1~3 自の
運動をしていたc 朝食lえ 84.5%の児童が摂取していた。

また騒阪については 22持までに就寝している兇意は

23.9%であった。毎日排伎がある児童は 67.6%であった。

自分の健康状態については， とても健康だが35.2%. まあ

まあ健康だが 54.9%. あまり健康ではないが 9.9%であっ

た。 2)身体的ー精神的症状の実態:15攻自のうち.毎日

あるへの鵠答が多かった項自は，あくびがでる (62.0%に
績になりたい (25.4%)，いらいらする (21.1%)であった。

3)日常生活行動と身体的・精神的症状の00連性 臼常生

活在勤と身体的・精衿的症状についてx2検定を行ったc

この給采，運動の実施頻度高群では「弱がこるJ(X2 = 
14.57. p <‘05)， r考えがまとまらないJ(X 2 = 16.38， p < 
.0日目玉らいらするJ(X2 13.72. p < .05)が有志;に抵かっ

た。また朝食の欠食頻度高群と「頭痛J(X2= 21.53. p < 
.01). r学校に行くのがつらいJ(X 2 = 11.32. p < .10).就

寝時間と f居奴 1)J (X 2 17.53.ジ<.0 5). r考えがまと

まらないJ(X2= 23.34， p < .01)で，有意差または傾向差

が認められた。

{考祭}

学童の日常生活行動のうち運動の実施頻度，朝食の欠食綴

度，就寝時時が身体的・精神的症状と関連があることが紛

らかになった。これより，学童期における身体的・精神的

症状は， 日常生活行動と関連しており，児叢が自覚してい

る心身の症状が縫康指擦となりえること及び生活を整える

ことの重要性が示唆された令本研究は， r平成 18年度横浜

市立大学研究戦略プロジェクト (K18041)Jの研究助成を

受けたc

1)法名涼子他:福間県内の小学生を対象とした食生活と

自覚疲労調査，福開女子大学人間環境学部記提 35 47-

54， 2003 

193)学謹摺の日常生活行動と鍵康 (2)
一鍵震であることへの盟国帰麗額向に関する検討一

塚本尚子，野村明美(横浜市立大学援学部看護学科)

青木昭子(横浜市立大学鵠床研究センター)

[自的]

昨年度， 6年生の健康認識と健康行動にはすでに関連性が

あることを報告した。本年度は，健康についての原国帰農

傾向の検討を詩的とする。原由婦罵とは，物事の結采に関

する原閣の捉え方に関する研究であり，ワイナーは内的・

外的，安定・不安定を組み合わせた 4つの次元を提唱して

いるc 原因帰属は，次の行動を規定する点で重要であり，

病気の原器を体質や素濯など内的・安定次元に捉える場合

には，予防行動や治療行動は喚起されにくく，努力のよう

な内的・不安定次元に捉える場合には行動に結びつきやす

しミ。

{研究方法]

公立小学校6年生 90名を対象に質問紙欝査を実施した。

本稿では，健康でいられることの理由についての 20項告

を使用したc 健康に強く関連しているものに舎，縫燦に関

連しているものにOをつけ. 3段階で得点化した。研究者

が学級ごとに記布し 1:i盟関の留め置き後一斉回収した。

研究は，学校長からの許可を得た後，学校長名で保護者宛

に研究依頼文惑が配布され了承を得た。児童に対しでは欝

査の設的，協力は強制でないことをわかりやすく説明し

倫理的配躍とした。

{総菜1
71名より問答を得た(仮i収率 78.9%入
1)原i若様属傾向:r元々体が丈夫だからム f体力があるか

らjなどの内的・安定次元については，約 50%が強く関連，

関連ありと国答していた。 f規期正しい生活をj去っている

からム f食事をしっかり食べているからJr運動しているか

らJr十分， I!霊奴をとっているからJなどの内定・不安定次

元については. 60%~80% が強く関連・露連ありと期答し

ていた。 rJ主がよいからJrたまたま病気にならない

からjなどの外的・不安定次元についても， 25~30% は 00

逮があると問答していた。

2)原間滞潟掲の関連性スピアマンのj収{立柏関係数を算出

した結果.内的・安定次元掲の項目隠には，中程度の拐関

がみられるものが多かった。内定・安定次元の f運がよいj

fたまたま病気にならないjの関には r立 .74の高い相関が

あり，さらにこれらの次元は外的・安定次元の項自との簡

にr= .30経度の弱い祁間関係があった。

{考祭}

の健康であることへの原因帰属は，全体的には内

的・不安定次元への帰議割合が高かった。しかし少ない

が運や偶然を健康の原援と捉えるものもいたc 相関分析の

結果，この持期からすでに婦潟頒向には一貫した韻舟性が

あることがわかった。外的・不安定次元への帰属傾舟が定

着することは，今後望ましくない健康行動につながる可能

性が高仁行動と結果の正しい槌伴性の認識を強化するこ

とは学童拐の健康教育の3重要な課題であることが示唆された。

本研究は f平成 18年度横浜市立大学研究戦略プロジェク

ト (K18041)Jの研究助成による
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194)岩盤浴利用者における生活習壌と入洛後の主観的

評価

長坂 j孟，矢野智子，問中美智子(宮崎県定看護大学)

じまじめにi
j昆熱刺殺は姥痛緩和や免疫力向上などの効果をもたらすと

報告されている。近年，水圧をかけずに温熱だけを与える

岩捻浴が注目されている。しかしこの岩盤浴の効果に関

する報告はあまり見られない。そこで，岩盤搭利用者に生

活習慣と入浴後の主親的評価に掬するアンケートを実施

し利用者の生活習慣の特殻と，入浴後の心身に見られた

変化について検討したc

{方法i
A市内にある岩盤浴の施設利用者を対象としてアンケー

ト訴i交した。王子成 18 年 7 月 ~10 丹の謁査期間に 38 名分

のアンケートを閤iはしたc 生活習積に関するアンケート内

容では，仕事内容や勤務時間に加えて，食事， I臨lli;，排便
及び日頃健康に気をつけていることなどを回答してもらっ

た。また，現在の身体の状態，岩綾浴の利用状況と利用前

後で感じた心身の変化については自由記載で回答しても

らったっさらに，入浴後の主観的評価として，活動的快の

4項Bとf{ti怠の 4項目(クロンバッハの α係数， 0，807・

0，653)について 5段階評価を用いた。これらのアンケート

坂自に見られる笈異を f就労の有無Jと f年齢層Jに注冒

して student…d会定(もしくは X2検定)した。この研究は，

研究倫理委員会の承認を得て， I河Zまの得られた利問者のア

ンケート!忌I~又を行った。

[結来と考察}

対象は平均年齢 35.2土 12，3歳，身長 156，8土5.lcm，体主

50，8土7，3kg及び BMI20.8土3.2であった。 仕事の有無に

関しては，主婦3名，学生8名及び社会人 26名であり.社

会人の勤務時間は 8.54太1.57時間であった。全対象の11霊

i眠時照は 6.5::t 1.1時間，食事は 3会とっている者がお名

(65.8%)， 3食とっていない 12名のうち， 6名は学生であっ

た (x2検定 p< 0.01)0 3食とっていないが朝食を食べる

者は 4名であり，食事で健康に心がけている者は 24名

(63.2%)であった。運動については 14名 (36.8%)が習慣

としており，運動の種類はウォーキングを行っている者が

多かった。排便に関しては， r毎日あるjと出答した者は

23名 (60.5%に「ないjと恒i答した者は 15名 (39.5%)で，

1~2 EIにl閤が l名， 2日に l屈が9名， 3日以上に l閉

が4名であったO 喫煙は 2名のみが喫爆していると回答し

た。飲沼に関しでは 16名が飲酒していると期答し 1週

間に 2.7土2.4Bで，飲酒量は 573.3土439.lmLであった。

体制に掬するi回答では，腐こり 20名，冷え症 13名，月経

痛 11名，使秘 11名及び腰痛 11名に関しての部容が多かっ

た。岩猿浴後の心身の変化は rn止がきれいになったjとい

う反応が最も多く，他にも r1fをかいて気持ちがよいJや

「すっきりして身体が軽いjなどの問答が見られたととも

に，主観的評価の「活動的快jの平均が7.23点、で快の状態

に一致していること.rf巻怠jの平均が 14.3で捲g、の状態

に一致していないことなどからもリラクセーション効来が

得られていると考えられるc

195)腹軍人位iこおける舗環動態への影響!こ関する研究

一鍵常若年者を対象として一

鹿川聖子，松本i度予，依由美子(広島国際大学看護学部)

浅間茂子(自践女子短期大学総合人関学科看護学専攻)

{目的}

近年，廃用症候群の改善と予j坊に，体位変換に腹臥位を組

み込む控臥位療法が波容され，樗猪やi渇部拘織の改替のみ

ならず，運動面・精神国・自律神経機能にわたる効采が報

告されている。しかしながら，症例報告が多く，腹限、位が

循環動態にどのような影響を及ぼすのかという，生理学的

な変化に関しての研究は非常に少ない。そこで，本研究で

は.より安全に腹臥位療法を実施するための基礎研究とし

て，血庄，心拍数，心拍出量，全5/ミ街血管抵抗の指擦を取

り上tJ，腹初、{立が循環動態に及{ます影響について明らかに

することを沼的とした。

{研究方法]

対象:文書にて研究協力に承認の符ーられた心疾患， !設:椎疾

患を有さない A大学学生(平均年齢20.8歳)10名。測定

ブロトコール:安静fijJ臥{立 10分間→腹臥位 15分間→掬猷

位5分間を体位変換の)11実序とした。J1支玖位は，先行研究で

)1長問、位療法特の姿勢として提唱された，じdo's methodを

取り入れ，向上紋を外転f立に保ち顔の横に霞j 手掌商を

下にj長jけベッドにつけた状態とした。 循環動態のiJ指定:指

先にカフを装着するだけで 1-1:'、拍ごとの連続的なモニタ

リングが可能である e 連続指lfIlf:EiW1定装置 PORTAPRES
を用いて，王子均lIILf:E，心拍数，毛、結出量，全末梢血管抵抗

を測定したc 解析方法:i!}'られた腹臥{立 15分間，仰臥位 5

分間の 1心拍勾のデータの 1分間毎の平均値を算出した。

また，腹臥{立へ変換する直前の，安静仰初、柱時 1分間の平

均値を算出しそれを安静f~立とした。統計処現:循環動態

指標の経時的変化の検定は One-¥，iアayANOVA， post hoc 

検定を用いた。いずれも宥意水準は 596以下としたc

{結果]

腹弘位に{本位変換する直前の，安静f肢を基準値として各体

伎と比較した。腹駄位への体位変換直後:心拾数は有意に

高値を示したが，心拾出量，全末梢血管抵抗，平均血圧に

ほとんど変動がなかった。腹臥位保持r:fJの変化:心拍数，

心拍出量:に有意義はみられなかった。一方，会51ミ鰐血管抵

抗は，徐々に上昇する傾向を認め.腹rJ，U立 8 分~J、 i弘司言語;

に高値を示した。乎均i血圧も徐々に上昇し腹i玖位 9分と，

綾i玖{立 11分以降で有意に高僚を示した。部旬、位への体位

変換度後の変化:心拍出廷は:I~l力n し全米梢血管抵抗は低

下したが.平均lUl庄は直前の体位である腹臥位 15分から

やや減少したのみにとどま札安静依よりも高値のままで

あったc J虫臥位終了後の仰臥{立での変化:)J主主人位終了後 5
分が経過した時点でも，平均血f:Eは有意に高僚を示した。

{考察]

腹初、{立中の持続した循環動態の変動と，仰阪、f立5分が経過

した時点でも.王子均1仮庄は有意に変化がみられたことから，

綾臥{立療法を実施するにあたっては， )1皇隊、位 ~Þ. および腹

臥位終了後 5分以上の継続した観察の必要性が示唆され

た。
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196)長期捷譲路設における認知症高齢者とスタッフiこ
対するちんどんセラゼーとストレスホルモンとの

関連

八出勤河，繍楽洋子，藤田君支，i左藤和子

(住賀大学怪学部看護学科)

滋Jll規夫(故賀大学医学部涯学科)

{岳的}
本研究は音楽，笑い，締りの 3要素を殺み合わせた補完・

代替療法としてのちんどんセラピーが.長期療養籍設に入

所している認知症高齢者とスタッフのストレスホルモンの

変動に及ぼす影響について検討することを目的とした。

{研究方法1
1.対象:入院中の認知症高齢者で¥主治医の許可があり，

本人又は家族の i可意が得られた 77 歳~95t読までの男女 11

名である G さらに研究に参加のi得意が得られた病棟スタッ

フ12名を分折対象とした。 2.期間:2006年8月23B 
~2006 年 9 月 5 日 3.方法:1)ちんどんセラピーは， 4 
名のちんどん屋が派手な装束とメイクと笑顔でコミカルに

を演奏し.銃と太鼓をリズミカルに叩いたc 大道芸や

設締りで参加型のプログラムにしたむ内容は，イ. t'rに雀

〈出磯子)~じんじろ，ロ.口上~東京音頭~チンドン玉す
だれ(盟国し)，ハ.楽器紹介{ちんどん，ゴロス， トラン

ペット，アコーデイオンLニ.物産あめ売り唄，ホ.美し

き天然，へ.お客様参加コーナー{ゴロスに挑戦，炭坑節

の滋り)， ト • i巷lUr十三番地~退場 2) ストレスホルモン

の測定方法:セラピーの始まる前 30分以内と終了読30分

以内に唾液を採取して測定した。夜筏 1cm，長さ 3~4c訟の

円柱状の綿を苦下に入れ，三分控!支含んで採取した。 4.

f命潔的援e.fI撃:参加は自由であり偶人様殺は研究自的w、外に
能崩しないことを確約した。本研究は設費大学箆学部{命恕

会のゑ認を得た。

{結来]
1.患者の騒性:男性2名，女性9名で，平均年齢84.81土

7.35議，診断名はアルツハイマー病9名， I話路1管位認知抜

1名. レピー小体総 1名で，改訂長谷川式スケール得点は

12.36会 6.66であった。 2.r唾液中コルチゾール1rをほ
g/ml) : 11名のうち， 1問自の介入前が0.51太 0.17，介入

後がO品土 0.12であったc介入後に下降したものが5名，

上昇したものは 4名，介入後に唾誌を採取できなかったも

のが2名であった令 2国自の介入前 0.53土 0.29，介入後が

0.57 :t 0.26，介入後に下降したものが4名，上昇したもの

が6名，介入前に雪量液を採取できなかったもの l名であっ

2認とも介入前後に有意な援は認められなかったC

3.スタップの属性:男性4名.女性8名，平均年齢34.75
会 8.17歳であった。 4. スタッフの唾液中コルチゾール

値 (μ g/mU:介入前 0.31土 0.16から介入後 0.22会 0.70
に有意に下降し (p= 0.05)，ストレスホルモンが変動した。

{考察}

ちんどんセラピー後に病棟スタッフのストレスホルモンは

抵下傾向を示したが，認知症患者では，ストレスホルモン

の変動に個人差があるC 原悶として.認知度や性諮，心理

状態が影響していると考える合さらに針数を増やし検討

を重ねる必要がある。

197)介護従事者の鑓麗管理について

内田倫子(宮崎大学際学部看護学科)

{目的}

高齢者へより良い“介護"が提供されるためには，“介護す

る者"自身が心身共に“健康"であることが重要となる。

そこで二今闘は施設で働く介護従事者の生活習慣の実態と，

生活習慣病への』龍患、状況，生活習慣と生活習慣病等との関

連要留を明らかにするために調査を実施した。

[方法I
A県内の全介護老人保健施設住2施設ト特別養護老人ホー

ム(布施設)に趣旨とプライパシー保護等の文章説明を

同封し郵送にで調査依頼。協力・同意が得られた介護老人

保健施設 16 施設 285 人と特~lj養護老人ホーム 29 施設 277
人の計562人の介護従事者を対象に調査表を郵送。無記

名・値崩封筒で各施設一括回収とし 2006 年 6~7 月に実

施。内容は，年齢.性別， Body Mass1口氏x(以下 BMIと

略L資格所持状況等の属性と，生活習慣，生活習慣病の擢

患状況，自身が考える健康への影響要民等を，有無等の選

択関答と該当しない場合は自由記載で求めた。統言十処潔

iま，生活習積項目時の関係，生活習鑓と生活習慣病，能康

への影響要泊等との関係について， t検定 x2検定を実施。

[給巣}
介護老人保健施設時施設265名，特別養護老人ホーム 27
施設259名の計524名 (93.2%)が解析対象。対象は女・性

408名 (77.9%)c年齢は 20議代 195名 (37.2%)が最多。

B祝125以上の胞i持者 91名(17.4%)0資格は介護福祉士

273名 (52.1%). *-ムヘルパ-153名 (29.2%)，無資諮

38名 (7.3%)。食事は気をつけていることが“有る"

249名 (47.5%)で，その内容は多い綴にく野菜を食べる〉

〈バランスの良い食事>()j設肪を控える〉。睡眠は平均6.3(土

1.0即時間。喫煙率は男性 60.4%，女性 24.5%。飲酒する

者は 394名 (75.2%)であったが， 1日に l合以上の飲酒者

は70名 03.4%)。運動をする者は 282名 (53.5%)で， 219 
名付1.8%) が遇に 1~2 日以上の定期的実施者。 運動謹類

の最多はくウォーキング〉で74名(I4.1%)生活習懐病へ

の議患は.<高血圧症〉が最多で42名 (8.0%)。健康への影

はく食事)208名 (39.7%).(11制民>198名 (37.8%)，
〈運動)190名 (36.3%)の順。生活静霞と影響要民の関係

では，食事に気をつけている者はく運動) <睡眠) <仕事の

錨み〉で有意な差を認めたゆ<0.05)0生活習慣と生活晋

讃病との関係で1ま特に有意な差は認めなかった。

[考察}

介護従事者は，自身の縫康への影響要留は主に食事・休養・

運動と自覚していたが，食事や運動の管理をしている考は

半数以下と行動が伴わない状況がみられていたc 生活習慎

病への羅患家は{廷かったが，議患へのリスクが高まると考

える把満者が約 2説存在しており，喫漣率は男女共に高

かった。ストレスの存夜等精神面への影響出子の考慮:・検

討も必要と考えるが，まずは健康管理に対する正しい知議

の獲得と行動変容できるような自己啓発，支援体艇の必

要性が示唆された。
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198)季節の違いによる成人女性の皮麿角農水分譲の変

化と保温ケアの必要性

葉山有香，和田恵美子(大阪府立大学看護学部)

根来佐由美(大阪府立大学大学説)

坂本雅代(高知大学産学部肴護学科)

井上智子(大販大学医学部保健学科)

{臼的}

近年.生活習'1霞病の予I坊や健康への関心が高まり，健康増

進施設で運動を行う人が増加しているC 昨年度，本学会地

方会で、成人女性の生活習慣諮査および夏季の皮膚角層水分

とPHの報告を行った。本研究の話的は，夏季と秋季の

季節の違いによる茂腐魚層水分量の変化を明らかにし保

湿ケアの必要性を検討することである。

[研究方法]

対象は，健康増進施設に通い研究に時意の得られた成人女

性とした。夏季の対象者は 101名であり，平均年齢は 54.3
::!: 12.2歳であった。秋季の対象者は 55名であり，王子均年

齢は. 55.8::!: 13.9歳であった。夏季の測定は王子成 18年8

月から 9月にかけての 4日間，秋季は同年 11丹から 12丹

にかけての 7日間とした。測定場所は，健康増進施設内の

ロビーで¥夏季の室温および湿度は.26.0土 0.3t.57.5土

2.4%であった。秋季は. 22.6::!: 1.5t. 35.0土 8.1%であっ

た。湖定は• f今賠!良厚水分計(アサヒバイオメッド社製

ASA-M2/引を使用し雨前続内叙/jl十i央(以下.前腕内側

部)とfilIJJ族議-!守内側穎lOcm下(以下，膝ド言[S)の皮膚角!汚

水分設を測定した。 測定は左右とも 31m行い，平均値を測

定値とした会分析は. SPSS for windows12.0]を用いて t

検定を行い，有意水準は 5%とした。対象者には，研究の

目的や方7*.個人情報の保護.研究への参加協力の自由意

思，参加協力の拒否権，利益・不手IJ主主について口頭と

で説明し間意を得た。

{結果]

皮膚角層水分量の平均は，夏季では前腕内側部 37.0::!: 21.4 

μS，膝下部 30.0土 18.6μS.秋季では前椀内側部 17.5

8.8μS.膝下部 12.7玄 6.6μSであった。夏季と秋季の季

節に関わらず，前線内側部は膝下部に比べて有意に水分量

が多かった (P< 0.001)。また，前続内側部，膝下部とも

に秋季の方が夏季に比べ水分最は少なかった (P< 0.01)0 

秋季では，運動後にiRU定した対象者は 32名おり.そのうち

26名 (78.8%)は，運動後にシャワーを浴びていた。

[考察]

前総内側部に比べ!擦で部が乾燥していたことは.一般的に

いわれている傾向を支持する結楽であった。また，皮!脅角

層水分量は，夏季よりも秋季の方が{底値であり.季節の変

化により水分量も変化していることが明らかとなった。こ

れは湿度が低いという環境や皮脂と汗の分泌減少に伴うバ

リア機能の抵下が影響していると考えるC 以上から，夏季

に比べて秋季には皮腐の健康を保つため保湿ケアが必要で

あり，運動習'慣がある人については家庭での入浴時のみで

なく，運動後にも保湿ケア(保混剤のき設布等)の必要性が

示唆された。

199)運動後のシャワーの使用と水泳が皮騒 PHへ及ぼ

す影響

根来佐由美(大阪府立大学大学院)

葉111有香，和国恵美子(大阪府立大学肴護学部)

坂本殺代(高知大学震学部看護学科)

井上智子(大阪大学医学部保健学科)

{呂的}

近年，生活習慣病の予防や健康への関心が高まり，健康増

進施設で運動を行う人が増加している。本研究の目的は，

運動やシャワーによる皮腐 PHへの影響を明らかにするこ

とである。

[研究方法]

対象は，健康増進施設に通い調交に悶意の得られた成人

111名(男性21名，女性90名)であり，王子均年齢は 56.8土

14.4歳であった。測定期間は，王子成 18年 11月から 12丹

の7日間とした。 測定場所は 縫康増進施設のロビーで¥

室温は 22.6土1.5
0

C，混授は 35.0土 8.1%であった。測定

は. PH計(アサヒバイオメッド社製 ASP-01)を使用し

雨前腕内側中央(以下，前腕部)と将膝蓋骨内側頼lOcm下
(以下，膝下部)で、測定を仔った。 測定は左右とも l闘行い，

運動前と運動後，運動後のシャワー飽用と未使用，運動の

種類(水泳とそれ以外)で比較した。分析は. SPSS for 

windows12.0]を用いて t検定を行い，有意水準は 5%とし

た。対象者ーには.研究の呂的や方法.偶人情報の保護.協

力の拒否王権，手Ij主主・不利主主について口頭と書面で説明し

詩意を得た。

{手ì~ 5!ミ}
PHの王子均は，運動yi制作 (n= 54)ば前腕部 6.4::!: 0.6.膝下

部6.2土 0.7，運動後群 (11= 57)は前腕部 6.8::!:0.8. !接下

部 6.8土 0.9であり，運動後鮮は運動前群よりも PHが高

かった(前腕部P< 0.01. J漆下部 P< 0.001)。シャワー使

用若手 (11= 46)は前腕部 7.0土 0.6.膝下部 7.1::!: 0.7.未使

用群 (11= 11)は前腕部 6.0土 0.8.膝下部 5.9::!: 0.8であ

り，シャワー使用詳は未使熊群よりも PHが高かった (P

< 0.001)水泳群 (11= 35)は前腕部 7.0::!: 0.7. !降下部 7.1
土 0.7，水泳以外の運動若手 (11= 21)は前腕部 6.4::!: 0.7.膝

下部 6.3::!: 0.9であり，水泳群はそれ以外の運動群よりも

PHが高かった (P< 0.01)0 

[考察]

皮膚は PHを弱駿性に保つことで.アルカリ i宇和能を発揮

する。 PH測定は，皮腐のバリア機能を知る一助となる。

今閤のifiiJ定では，運動後群は運動前許ーよりも，またシャワー

使用群は未使用若手よりも PHが高かった。これは，運動後

に多くの対象者がシャワーと石鹸を使用したためであると

考えられる。また，関様に水泳群の PHが高いことは，ブー

ルの水が中性であったことが関係していると考えられるc

今闘の鵠定では.プールやシャワー使用後 30分以内の測

定であったため中和能が完全に働いておらず，中性に近い

結来が得られたと考えるc 今後は皮腐が本来の機能を発揮

できるよう，中和能が働く過認を経時的に誕え，望ましい

スキンケア方法を考えていく必要性が示唆された。
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200)排探姿勢が残探棄と循環動態!こ及認す影響につい

て 一若年男性そ対象とした讃討一

松本鶴子.俊市美子，援JII袈子(広

{吾白色}

男性のお1:成時の姿勢が立位から坐{立に変化しつつあ

ることが指捺されている。特に排尿i涼答のある男性の場

合では立i立よりも坐{立の方がおj:討をしやすいことがあると

されている O …方，立位排尿後に排尿失子111といわれる

i全失やjtを起こす若年男性が多いとの報告もあるc これらの

ことから，排尿姿勢が排法状況や循環動態

ことが予想されるが，排尿~I" の?活環霊IJ態の経時的変化や排

、による残援金の変化を識ベた研究は少ないc

そこで本研究では，若年努牲における排尿失神の予i坊や，
排尿降客のある患者の排尿姿勢の工夫といっ

活かすiヨ的で，立{立及び坐i立での排夜中

設について上出掛食言すを行った。

[方法i
:研究の怒号に肉窓と諮力の得られた H

生9名。倫理的配惑 :0挽方法，

的変化は Post-hoctest. 
はt-tεstを汗jい検定した。

{結果・

坐{立排尿とも 7排尿前 30秒、l/ljJr排!初対抵抗、ら 5
5秒間尿終了から 30

秒、から 60秒間季冬760秒間から 90秒i渇j

から 120秒関jの持詞f訟の王子均血圧，
J々で何様に変動しており，

なかったび残尿廷についても排絞姿勢による影響はなかっ

た(立位:15.4 :!: 3.7m!， ~泣: 22.8土 6.2mll。しかし立

{立坐{立排尿各々でみると f安静1Iむの平均血圧や心拍数

によとべ f排尿前 30秒間 r排鼠混始から 5秒l/llJr排尿終了

前5秒 排成終了から 30秒では有意に上昇した (p

< 0.01)。これらのことから，若年男性では排尿姿勢の違

いによる綴穣動態や残尿盈への影響はみられないものの，

排尿行動や勝股内程変化に伴う循環動態の変調があること

が示唆された。
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201)鱒臥位変換が循麓動態!こ及ぼす影饗について

一若年健常蓄を対象とした犠討一

俵由美子，松本睦子，成JII聖子(広j話国際大学看護学部)

[13的}
呼吸理学療法の 1つである体位ドレナージは，lfiJJを利用

して効率よく末梢気遂にある分泌物を移動させ，呼吸器合

併症予防に効果的とされている O 一方， ~本位 r レナージを

行うことによって抵駿素血症，不整脈などかえって深刻な

合併症を引き起こす可能性が示されているものの.笑i祭に

体位変換中の連続データを測定している研究は少ない。そ

こで¥基縫研究として健常者を対象に，仰E子、{立から側問、{立

への体位変換時の経詩的変化を潤べ，体{立の違いによるf活

環動態への影響を明らかにすることを目的としたc

{研究方法}

は.研究の趣旨に同意と協力の得られた心疾患，腰椎

夜さない健常者8名(王子均年齢20会 0.7才)である。

ベッド上にて安静仰臥{立(ffIJ初、位 A)5分間→右側臥位 5
分間→仰臥{立(1fIJ殿、{立 B)5分照→左側臥位 5分間→1fIJ臥

位 (fif!臥位 C)5分詞を体{立変換の!II員序とした。鎖u初、f立は
研究者2名によって受動的に行い，対象者の肩甲骨下縁に

スケールを当て，角度討を用いて傾斜角度 45 度~60 度に

体i立を設定した。{料金:循環動態の測定は，指先にカフを装

るだけで 1心拍f訟の連続的なモニタリングが可能であ

る連続指血圧iRU定装置 PortapressModel-2 (BioMedical 

Instrument以ion. Amsterdam，をmい.平均lfllEf..
心J台数，心的出量全米梢阪管抵抗をil!lJ定した。 解析方法:

体位別に 1秒毎の平均値を算出した。{本位変換に{下う動作

の影響を考慮し前後5秒間のデータを除さー ANOVAをJFJ

いて体位勾;に統計処理を行った。データは全て平均±標準

誤差で表示し有意水準を p< 0.05とした。

[結果および考祭}

左側臥f立の平均血匝は 79.2土 2.8rnrnHgであり，右仮u臥位

(87.2土 2.lmrnHg)，係!T!(f立C (87.0 :t 2.2田rnHg) と比較し

て有意に低伎を示した。心狛数，心拍出量，オミ絹血管抵拡

に関しでは，有意:差が見られなかった。左側詩人位での平均

血庄の低下は.今回の対象である若年者でも 5分間持続し

てみられていたことから，循環動態が変化しやすい対象や，

呼吸管理が必要な対象の場合には，重箆な血圧抵下や心拍

出量{法下を引き起こす可能性が考えられる G また，心狛数

においては，体位による有意な差はみられなかったものの.

仰臥控 B，左側阪、位，仰臥{立Cで時間の経過と共に低下す

る傾向がみられた。これらのことから，左側臥位への体位

変換時，変換後の循環変動に留意して観察を行う必要性が

示唆される。

202) rたばこj対策!こ関する地域看護学演翠の効県

大竹まり子.議藤明子，鈴木育子，叶谷由住，小林淳子

([11形大学医学部者護学科)

{目的i
fたばこj対策に関する教育は若護学生にとって.健康を支

設する職業人として必要であると同時に自身の喫煙防止

としても意義がある。今能者護学科2学年に対し健康増

進法施行による地域の受動喫燦Ij}jl1二対策の実態の把握を自

的とする演習を実施した。学生の喫煙状況.ならびに!契d挫

に対する関心等の視点から，演習の効果を検討することを

本研究の目的とした。

{研究方法]

対象 :A大学看護学科に在籍する 2年生 64名c 演習の陪

始前，終了時， 6ヵ丹後，卒業前 (2年9ヶ丹後)の 4閤質問

紙調査を実施した。淡習内容:1)既存の保健統計資料によ

る分析。 2)健康増進i去に規定された受動喫燦対策当該施

設の地区踏査とインタビューを 2003年 5丹に実施。認査

内容:既往.現在の喫煙状況.rたばこjに隠する情報の有

無， rたばこJに関する事柄への関心 (VAS)，対策として

自分ができると思うことの有無む倫理的配虚:調査は無記

名で実施し，調交を拒否しても成績に彰響しないこと，参

加は自由意志であか途中で参加を短否することも可能で、

ある設を書面と口頭で説明した。調査禁はナンバーシール

で対応させたc

[結果・考察]

会ての潟交に7ft:誌のない 46名の学生を分析対象とした(回

収率 71.肝心。 2うをiFl待の平均年齢は 19.4歳(:t0.7)で，

tl:加は次官:45名.無fji]答uヨであった。 演習開始前に「た

ばこjに関するNり誌を得たことのある学生は 43名 (93.5%)

で，演習開始後に演習以外で fたばこjに関するi官報を得

たことのある学生は，演習終了時 19名 (41.3%)，6ヵ月後

と卒業時5名 (10.9%)であった。「たばこjに関する事柄

の関心の程援を VASで測定した結果，演習開始時が

58.4rn証lで最も抵く.演習終了時が 75.3mrnと最も高く，その

後は 6ヵ丹後 64.2mrn.卒業時 58β限延lと抵下した。「たばこj

に対する対処・対策としてできると思うことがあると閥答

した学生は，演習開始時 33名(71.7%)であったが.演習終

了時と 6ヵ丹後は共に 38名 (82β%)，卒業前 39名 (84.8%)

であったc 学生の喫燦状況は，演習部始時喫煙者5名，演

習終了時 1名で¥演習開始n寺に非喫煙者だ、った学生で卒業

までの問に喫煙を持始した者はいなかった。 i寅智開始時に

喫煙していた 5名のうち， 2名が演習終了時に.さらに 2

名が卒業時に禁煉していたc

以上より.rたばこjに対する淡翠の関心が最も高いのは演

習終了直後であり，その関心、を継続することが課題であっ

た。一方，たばこ対策として自分にできることがあると思

う学生は本業前までに漸増するとともに，学生の喫煙者は

減少しておか演習と学生の意識・行動変容との関連が示

唆された。
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203)運動を行っている人々の耀麗習環，盤麗状態，鑓震

保持能力!こ関する実態調査

江上京累，守毘治代，見城道子 IljJt;由美子

{東京女子医科大学看護学部)

[践的}

2000年に由民健康づくり運動「健康日本2lJがスタートし

健康に向けた適切な行動を個々人が自ら選択できる能力が

重読されている。本研究では， 日常的に運動を仔っている

人々に波宮し健康習嶺，健康状態，健康保持能力に関す

る実態を明らかにする。

[研究方法}

対象者は静関県掛川市の健康保持増進絡設で運動をしてい

る20議以上の男女である C 平成 18年7月に自記式震関紙

を手渡しで記;(jlし部送で問iほしたc 測定項誌は葱本的属性

(年齢，性関.BMI).運動翠慣の有無，縫康状態 (SF-36).

健康習積 CHealthPractice Index : HPI).健康保持能力

(Sense of Coherεnce : SOC)である。分析は spss14.0を使

用し x2検定，独立 2群の t検定を行ったむ

対象者には，匿名性を厳守し研究協力は自由志による

ことを文書で説明したc 用意書の返送をもって調査協力の

受諾とし同意書:の詞封がなかった質問紙は無効とした。

本研究は，東京女子医科大学倫理委員会の承認を得た。

[結果}

質問紙は 1037き1I記布，うち 354部回収(詔i担率 34%)し

有効回答数は 332 部(有効愚容率 94~色)であった珍対象者

は男校 137人 (41.3%).女性 195入 (58.7%)で40-部長

代が半数を占め， BMI'立正常域にある対象者が 262人

(78.9%)であったっ運動習績として定義される口問 30分

以上の運動を選 21ill以上実施し 1年以上持続しているj

者は 172人 (51.8%)であり，男殺は女性よりも

なっていた (p< 0.001)0 

運動習懐の有無で各項践を分析すると， B五訂正常群と11巴議
若手では統計学的援はなかったが，健康幸子讃の 7項日 (11軒先

斡食，間食，喫嬢.禁酒.体重.運動)からなる HPI得点

は，腿;諮の群において低く.BMIが下がるにつれおくなる

傾向がみられたゆ口 0.009) SOC得点の平均値は運動習

慣のある訴が有窓に高かった (p= 0.047) 0 SF36の8つ

の下役尺度得点は，運動習慣の有る群が，身体機能 (p= 
0.008).活力 (p< 0.001)，社会生活様議 (p 0.046). 日

常役割機能:精神 (p口0.014).心の健康 (p= 0.001)が
有意に高かった。

{考祭}
運動習'1震があるものは BMIがよりよく保たれる，とは必

ずしもいえないことが示されー健康の保持増進のためには

日ごろから，運動以外の健康習慣も護持する必婆があるこ

とが改めて明らかになった。また，運動習慣の有るものは

健康探持能力が高く，主観的な健康状態、をよりよく保つこ

とが明らかとなった。

(本研究は， MO災AC'掛川市健康調査助成を受けて実施し

た)

204)運動を行っている人々の運動を行なう動機とその

効果に模する実態語査

見城道子，守屋品、代， はi元由美子

(東京女子産科大学看護学部)

{盟約1
7健康日本21Jでは 2010年を民指した健康づくり運動の一

として身体活動・運動を推進している。しかし 2004

の閤民健康・栄養調査では，運動管演のある考は 3苦手jに満

たず運動習領者の増加が課題となっている。本研究では，

日常的に運動を行っている人々の，運動を行う動機とその

効果に関する実態を明らかにするc

{研究方法i
静岡県掛川市の健康保持増進施設を利用している 20歳以

上の男女を対象に，資潤紙欝査を実施した。謁査項目は，

基本的E毒性，運動を行う動機および、運動の健康への効果(自

由記載)であるc 自記式質問紙;え謂査抱設で研究者が寵

義手渡して自己布し郵送で出叙した。分析方法は，運動を行

う動議および運動の健康への効果についての記述をよく

み共通する項自をカテゴリーに分類した。カテゴリーの分

類は研究者間で一致するまで行った。関資の趣皆，僚名性，

自由;意志での協力を文議:で説明し関意苦手の返送のあった質

問紙のみ有効とし倫理的記長霊とした。本研究は研究者所

属擁設の倫理委員会の承認を得ている。

[結来i
質問紙は 1037部配布し 354部開収(回収率 34%) し

そのうち有効問答は 332音15 (有効詔答率 94~告)であった。
運動を始めた動機は， 18カテゴリーに分類され. 470コー

ドが得られた。カテゴ1)ーをコード数の多い綴に示すと

〔健康の維持増進のため) (建康障害の体験をきっかけとし

て)(体力をつけるため)[体重調整のため)(運動が好き・

楽しみだからJ[美容のためJ(運動不足解諮のため)(ライ

フステージの特後・役割として可能になった/必要になっ

たため) (ストレス解消のためJ[以前からの習慣だから〕

( l'也者に勧められて)(精神的安定のため)(施設・設餓の粂

作が合ったため) [リフレッシュのため)(競技技術の向上

のため) (コミュニケーションを留るためJ(体型維持のた

め)(その他〕であった。運動の効果については.15カテゴ

リーに分類され， 459コードが得られた。カテゴリーを示

すと. (体調良好J[症状安定・改善J(体力向上J(ストレ

ス解部J[精神的安定J(体重調整J(縫康障答の予拐J(健

康増進J(美容促進J(姿勢来好日コミュニケーション挺進〕

〔鏡期正しい生活の向上J[老化紡11二J(その他J(効果がわ

からない〕であったc

{考察}

運動を行う動機として健淡の向上に関する内幸子や健議障害

の体験を挙げる者が多くみられた。そして健康を直接意留

しない内容も複数あり，運動を行なう動壌が多岐にわたる

ことが鳴らかになった。運動の習額イとを推進する運動プロ

グラムの関発に際しでは.運動lこ対する対象のニーズがさ

まざまであることを考癒して検討する必要のあることが示

唆された。(本研究は MONAC'掛111m健康調交の助成を

受けて実絡した)
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205)遷延性意識障害のA氏のベッド上での頭側移動援

劫の2方法の詑較

長谷川美津子(東邦大学法学部看護学科)

町田とし子，佐々木さゆり，問中{愛子

(東邦大学法療センタ一大森病院)

{目的}

キネステテイク(路:Kine)はドイツで開発された体の動

かし方の概念である。サイパネテイクス理論，心理学，解

剖学，フェルデンクライス等，人の「動きの感覚Jを基本

にしている O 今回，体重約 97kgの意思疎通関難な左半身麻

海患者のベッド上方移動をシーツを用いた方法と Kineの

応用を舟いた方法を実施しその欠点・利点について検討

したので報告する G

{方法}

Kineの機能解剖では，人の身体を 7つのマス(頭，胸郭，

雨上肢・両下肢)とその問の軟らかい部分をツナギ

と呼んでいる O 倫理的配惑は本人の代理人として実兄に方

法・研究の主旨，映像の使用，学術的な使用のみとするこ

と等を口頭と文書で説明し，同意を得た。1.事例紹介;

50歳男性診断名:桜梗塞実施時身長:170cm.体重:

96.8kg. BMI: 33.5.意識レベル:GCS (日.M4. VI) 呼

吸:気管切開による自発呼吸.Brunnstromステージ:雨上

披・下肢共=1. ADL:全面介助 2. 方法:1)ベットの

条件: 縦=217cm 横=96cm.高さ=70cm (3クランク)

:4.8kg 除庄マット使用:サイズ:長~ 191cm.幅91cm.

~ 16cm 2)上方移動方法 :A法として，患者の身体の

下に横シーツを敷き.シーツの端をニ入の看護fllPで、持ち上
方へ移動する.B法として.Kine協会アドバンスコース修

了看護婦(l人)により，患者の片側の肩甲骨の重さを反対

側のマスに移し， 自由になった叙IJの屑ー甲骨を上方へ移動す

る。このように動かす部分のマスの重さを動かさないマス

の部分に移しマスの部分を少しずつ動かすことにより上

方移動する，の両方法をビデオ撮影し，看護姉の感想、と共

に検討する。

{結果と考祭i
A法では患者を持ち上げているため，看護締は「重くて持

ちょがらないjと述べている。 B法では患者を持ち上げる

必婆がなく，肴護締は「楽Jと感じ，且つ，腰部への負担

を軽減で、きていた。さらに患者の扇，骨盤などマスを動か

すl援に鍛帽筋・広背筋・東京下筋・大絢筋などの筋肉が動き，

下半身では骨盤を動かすi祭に開様に周留の筋肉，関節を動

かすことになり.上方移動の援助自体が患者のリハビリ

テーションとなっている。所要時閣はA法は短時間で実施

でき，時期的要素を霊識する場合に有用であり. B法では

患者自身の動きを引き出したり，自立への援助を効来的に

行なうリハビワテーション看護の実践，あるいは看護郎の

腰痛のリスクを軽減することを意図した場合に有用な援助

方法であることが示唆される o B法の普及には今田は患者

領uの意見は確認出来なかったが，今後は双方の意見を確認

しながら援助法を開発する必要と.B法を実施できる看護

締の養成と教える人の確保が課題で、ある。

206)模擁患者が行う解釈モデルの説萌が心理社会的根.U

酉のアセスメントiこ及ぼす影響

篠崎恵美子，上回ゆみ子.11J口i亙己(中部大学)

渡議}II景子坂間五月(袈隷クリストファ一大学)

[目的i
看護実践において対象者の心理社会的側面のアセスメント

は重要である。この心理社会的側面のアセスメントのプロ

セスは対象と看護蹄の相互作沼の中で生まれてくるプロセ

スであり，それゆえ座学だけでは実践力は習得できない。

そこで¥様々な教育効果が報告されている模擬患者 (SP:

Simulated patientl Standardized patient)参加型教育を実

施し SPがフィードパック特に説明する解釈モデルが，看

護学生の心理社会的側面のアセスメントに及ぼす影響を検

討することを呂的に研究を行った。本研究では SPを

rSimulated Patient又は StandardizedPatient.健康な

般市民が，身体的・精神的・社会的に患者の状況をリアル

に再現できるよう訓練された人J.解釈モデルを仁患者が自

分の今の病気や状態、をどのように解釈し理解しそして

どのような見通しをもっているかということ， 自分の病気

に対する患者の視点」と定義した。

[{J)f究方法}

対象:看護系大学2年の看護学生 129名。方法:r看護過程j

のSP参加製談習終了後に fセッションのまとめで SPか

ら解釈モデルの説明を開いてどう思ったかjを自由記述で

求めた費問紙により誠資。記載内容を内容分析の手i去を参

考に分析。窓味を文紙単{立で読み取り，コード化し類似

の意味内容でカテゴリーに分類。なお複数の研究者により

妥当性の検誌を行った。 倫理的配慮:研究の主旨等を説明

し参加の自由や個人の成総には一切関係ないこと等を説

明し陪意を得た。

[結果・考察i
学生の記述内容を分析した結采. 84のコードが抽出され，

さらに 13のサブカテゴリーと.r患者を会人的に捉えるこ

との再認識Jr自己一患者向のギャッブを援めるJr自己の

振り返りと課題の明確化Jr自己の限界の認識jの4カテゴ

リーに分類された。「患者を会人的に捉えることの符認識j

では，身体症状に捉われ，患者の気持ちゃ背景を考えるこ

とができなかったこと，患者の不安が苦癒に影響している

こと，様々な規点から患者を捉えることの重姿性が表され

ていた。「自己一患者向のギャッブを埋める」では. SPか

ら解釈モデルを開いたことにより，患者の気持ちが理解で

きたこと，学生の感じた患者像と実際の患者像との違いを

認識できたこと等が表されていた。 f自己の振り返りと課

題の明確化jでは，知識・面接技法の不足. 1言頼関係の重

要性，患者の立場で考えることの重姿性，コミュニケーショ

ンの必要性等が表されていた。 f自己の限界の認識」では，

信頼関係の国難や，収集できる情報の浪界等が表されてい

た。以上のことより. SPが解釈モデルを説明することで¥

学生は自分の捉えた解釈モデルと比較し患者を会人的に

捉えることの必要性を符認識することができる。
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207)祷癌予践における 30度側臥位の検証

森 終長(関は11県立大学:保健福祉学部)

道繁祐紀恵，持本由美，小山恵美子

(向Ull県立大学大学院保健福祉学研究科)

遠藤明美(玉野総合監療専門学校)

{自的]

樗療予紡のためfqJ隊、位と 30度側臥{立の 2時間ごとの体位

変換が実越されているが，除圧に至適な角度についての十

分な検証が行われていない。我々は側臥位における除産効

果の至適な角度についての検討を行ったので報告する。

{研究方法}

被験者:健常成人男女 22名(男性6名・女性 16名).マッ

トレスはパラマウントのブレグラを使用しマットレス

パッドおよび綿平織りシーツで護った令{本庄分布測定:

Clin-Seat (Nitta). fÚl~・部[E力:プレディア(モルテン)，

骨盤・鞠部角度測定誓{本{立:1.印E子、{立および 15-45度の側臥

{立にて 5分間ずつ測定を行ったc 測定!綴序はJij真不問にで

f子った。 倫理的記窓:研究協力者へは，研究の自的・

方法.さらに参加・中断の自由，プライパシー保護及びデー

タの援名性と保管について明記した文章を詑布し

をもってゑ諾を得た。

{結果]

ピーク在力.仰銀、f立が最も抵い飽を示し.151支-201支
側臥設で毅夜上昇し 30[i(付近でやや誌下し 35度額u駄{立

からは再び緩やかに上昇ーした令しかし 15夜-35度ではあ

まりまをは見られず. 45度側阪、{立に対して有意に俄かっ

高!王者r，Iまmu臥{立角援が増加するにつれて腸骨綾部から大転

子部に移行する傾向が見られた。{政令部圧力:fqJlR設が最
も庄が高く. 15皮1IIU臥{立で急裁に抵下し 251支以上では

10mm Hg 以下を示し fUl令部がマットレスから離れている

ことを示していた。 骨盤・ 2詩書11角度 :5分間の初、床ではい

ずれの設定角度においてもわずかに抵下したのみであっ
-1-. 

{考察]

鋲IJ阪、設ではち分後の容部ピーク在力において 30皮が一番

抵値を示し 30箆昔話降、設は効果的に徐在がはかられている

と考えられ，従来から言われている 30度側臥{立は務部の

在力を有効に分散していると考えられるc しかしながら

お 境-35授の範簡では角疫ごとによる大きな圧力の蓋は

見られず，被験者によりピーク圧が低値を示す角設は広く

分散しており，務部の体裁により至適角度が異なっている

と怒われ，それぞれの体製に適した角疫を考える必要があ

ると思われるc ただしfUl管部の除圧という点においては，

20度以下の側E州立だとわずかではあるが庄力がかかって

しまう為.25 [i(以上の角度を保つようにポジショニング等

を考醸しなければならない。また，体圧分布において. 15 

度側問、{立で‘は主に践骨稜音[)に高圧がかかっているが，角度

が増加するに従って大転子部に高庄がかかるようになる傾

向があることから，大転子に傷害がある患者に対して，角

度が高すぎる1IIU臥{立は適さないと考えられるc

208)手浴が上下鼓皮j翠温・深部温，心理的側酪に及iます

影欝

安富香蔀(北#手選大学病院看護部)

工藤せい予，合津桂子，安杖援子

(弘前大学法学部保健学科)

{自的}

手議が上下肢成1新星・;楽部温と心理的側面に与える影響に

ついて.基礎的データを得る話的で何もしない時と比較検

討する。

{研究方法i
対象者は女子学生 20名であったc 方法は間一被験者に対

し法いとマッサージを加えた手浴を行う群〈以下，ヲ三搭

若手)とタオルケットを掛けてベッドに弘床するだけの若手(以

下， コントロール若手)の 2通りで，異なる日の向じ時間習

に行ったc 生理的指標として，上下駐車腐温.i楽部i誌を手

浴前後，手浴後 10分おきに 60分間測定したc 心理的指標

として，主観的全身槌境感覚・快適感覚. STAI (状態不

安)について実験前後で間答してもらったむ手浴は. 4ft 
温湯 5.21)ットルを用い. 3分間の議浴と 5分間の洗いと

マッサージ，さらに 2分間の混洛後. 41t:湯温1.7リット

ルの上がり湯を行った。検定方法 SPSS12.0]を使用し

元配置分散分析，こ元記置分散分析，対忠のある t設定を

行い，危険率 5%未;詩を有意差ありとしたc 倫理的配滋と

して，自的・方法・プライパシーの保護等について議;忍と

口頭で事前に説明し実験当日協力してもらえる場合同意

書にサインをもらった。

[結果i
手i出足コントロール群とも上下段皮}節孟・深部温の続時

的変化に有意差があった。上段茂腐温は，手浴群で手諮前

が 33.44土 O.l2t:.手搭後 60分が 34.16土 0.14tと，コン

トロール群によとベて有意に上昇した (p< 0.001)。上段i楽
部j鼠は，手詰群で手浴前が34.35土 0.09

C

C.手浴後60分が

35.39土 0.10t:で¥コントロール群に比べて有意に上昇し

た (p< 0.05) T絞皮!誇j誌についても，守主浴若手では手浴前

が 32.23土 0.18t:.手浴後 60分が 33.10土 0.19t:と，コン

トロール若手に比べて有意に上昇した (p< 0.05) 下紋i楽
部識は，手;谷前が 33.46土 0.23t:.手浴後 60分が34.45土

0.21t:で，コントロール群に比べて有意に上昇ーした (p< 
0.05) 主観的全身温度感覚は手洛若手では有意義がなく，コ

ントロール群では有意に低下した。快適感覚は荷若手とも有

に上昇した。 STAIは手浴群が実験前 40.85土1.62点，

実験後 33応土1.42と有意に抵下 (p< 0.001)しコント

ロール群も有意に抵下したc

{考察i
手浴によって，上下肢史!誇j昆・深部識がコントロール群に

i七ベて有意に上昇したことから.手浴は上肢のみならず下

段の保混効果，さらには会身の保温効采も期待できるので

はないかということが示唆された。心理的指標については

今後さらに検討を加えていく必要がある O
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209)掲…対象者における体控変換詩の呂律神経系活性

と体調との欝連性

上安尚子，樋口マキヱ ()L1H看護裕子止大学)

{日的}

健康な若年成人を対象にした前聞の研究において， ff(JI:ij， f立
から立位への体位変換時の交感神経系ii5.'t1:1え仰 臥位rt:1の

副交感神経系の緊張の程度に依存していることを明らかに

した。今限は，間ーの体調不良若年者が日常生活で自覚す

る体調の悪さの程度(よい，少し患い， とても悪い)と体

技変換に伴う自律神経系活性，心拍数および起立時の身体

自党症状の変化がどのように関連しているのか明らかにす

る

[研究方法]

L対象者:口頭および書面にて実験の主旨および内容を十

分に説明し関意が得られた 22歳の身体自覚波状の不良な

男性 l名， 2.液IJ定方法:血圧は標準水銀血症討を郎い.心、

拍数と自律神経系活性は第 II誘導心電図から言l'認した。

心拍変動パワースベクトル解析法を用い， HF (High 

Frequency : O.l5~0.4Hz) 値 (ms2/Hz) を副交感神経活性

の， LF (LowFr・問uency: 0.04~OJ5Hz) IHF土とを交感神

経活性の指擦とした。被験者は 20分の伸弘{立後 20分間立

殺を継続してもらった。各体{立にてぬ分経過した時点で

取圧を測定したc 実験中は約 12ITIII分の呼吸数としたc

郊の異なる日にf壬;なのjllW'?;で 31EI. Jfij;f;1去の)J?去を用い計

iJ!IJした。各測定後，身体自覚症状について聞き取り調査を

した。

{結果]

体調が良いiゴの反応は前間の大多数群と同様の結来であっ

た。 体調の少し惑い日は立位時少しふらつとし体調の非

常に惑い日は立i立直後に践のがJが真A つ暗になるという強い

起立性低1IIl庄様症状を示したc 体調の良い日の立位直後の

LF/HF上とは 9であったが.立{立直後の起立性抵血圧度に

応じて 70と449と一過性の高依を示した。これらの立佼

直後の LF/HF比と仰臥{立の HF僚とは逆紹関の傾向がみ

られた。 -1i.仰!玖位および立{立の心狛数は. filJ ~子、{立の
HF{[Iむとj主総関の傾向にあり，立位痘後の LF/HFよとと初

期する反応、を示した。仰~人位および立位安定時の収縮揺お

よび拡張賠血圧は 3魁!とも間程度であった。

泣変換に伴う脳lIIl流量:の低下が大きいほど，起立性低liIl
注緩症状は強く出現し i立i圧を維持するために交感神経系

ili殺の克進がより高くなったと考えられる。 体調が惑い日

;之官IJ話人位時の副交感神経系の緊張が{誌でしており，交感

神経系活性が克進しやすいと考えられるc 心拍数は起立性

低血圧様症状の程度と板間傾向にあり.政庄は 3め!とも変

化はなかった。心髄に病変がない若年者において政授を肉

桂疫に維持するのに心拍数が増加するのは，総末檎1IIl管抵

抗が小さいことを意i床している。 ftlJち， 1*ilJ誌がJElく，仰liY、
f立時の磁交感神経系の緊張が低下している日は，より嵐官・

が拡張しやすい状態にあると思われる。そのため，

の反射的交感神経系活性克進がみられたと思われる。今i況
の結果は. I得一俗体においても自律神経系活性と体調とは

際連性があることを示唆している。

210)点滴静眠注射中の寝衣交換iこ模する課題を実施し

た学生の体験再容

爵下可能な作成教材を箆崩してー

穴沢小百合， 松山友子(医i立看護大学校)

[13 Hgl 
点議静!民投射(以下， JJiiお)をil*iTした状態で日常生活援

助が可能な教材(以下.作成教材)を作成した。本研究の

自的は作成教材を使用して点滅中の寝衣交換に関する課題

を実施した学生の体験内容をrpgらかにし演習指導上の示

唆を得ることである。

{方法1
1.データ収集:対象者は肴護学生 12名である。課題は

点滴中の患者の浴衣の交換を全面介助で実施することであ

;工学生2人 1組で作成教材を使用して行った。データは

2006年8月，課題実施議後にその体験内容を学構成的面接

により収集した。 2.倫理的資己臨対象者に研究の詩的・

方法，プライパシー擁護の方法，成績評価に無関係で、ある

こと等を説明し同意を得たc 3. データ分析:分析は紫的

帰斡的分析とし面接の逐語録から，作成教材を使用して

点滴中の寝衣交換に関する課題を実施した学生の体験場面

を抽出してコード化し意味内容の類{JJ:註によりカテゴ1)

fとしたc 分析の詰用性は対象者による場面内容の確認及び

共間研究者院の検討により篠保したc

[*1:1来]
作成教材を使用して点滅r!:1の寝衣交換に隠する諜!題を実施

した学生の体験内容コードを 120抽出し 6カテゴリを形

成した

[考察]
カテゴI}1・2は学生が多様な安全・安楽の配慮や原則を

識しながら者諮技術の基本動作を実践していること，カテ

ゴリ 3・4，ま護教の肴諮技術を統合して実践する国勢!tさと

の方向性を見出していること，カテゴ1)5は患者の心

埋に近づく体験をしていることを示す。これらは.実際の

滴下により学生が点滴を受ける疑似体験や複数の看護技術

を同時に展開するリアルな体験をしたという特設を示す。

また，カテゴ1)6は学生が作成教材の現実味に対し関心

と波界を認識したという特鍛を示すc 演習指導において，

学生の体験内容を引き出し実践に却して指導する一方，限

界を補う方策も検討して指導する必要'性が示唆されたc

表.点滴静脈注射中の寝衣交換に関する談怒を実施した学生の
体験内容

3. -綴き詩を姿して主主院j;されるゴミ銭の

4.複数の者会議技ttfを統合して主主関する技*f}Jの向上を:¥li:11Z1して何度‘ I
-提案

5. .rA(泌を受ける疑似体験をj湿した多採な怠者心渓の波長平
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211)介護福祉学生の癌うせ介勤時の動作分析

一運動経験者と運動未経験者との比較…

今井七議(中部学院大学捜期大学部社会福祉学科)

(岐卒大学窓学部看護学科)

i研究百891
介護福祉学生に対する指導をより効果的にするために，椅

子への疲らせ介助時の動作分析を行い，運動経数者と運動

未経験者の意心の{立宣と筋力などの違いについて明らかに

するc

{研究方法}

実験期間:王子成 18 年 4 月 ~5 月 c 研究対象:入綾期大学介

16名(運動経験者6名，運動未経

10名人実験方法:椅子への盛らせ介助動作を対象に

3次元動作分折々行い，問符に表面務電図(お三角務，在

上院二頭筋，脊柱恕立筋，左右大腿直筋曹左右前JJ主脅筋，

を測定した。模擬患者は.標準的な体格である

能常者{女性)としたc 動作の分析は録麗した額縁から 3

次元康擦の上での膝関部角度，上体育首領角度，模擬患者と

重心を求め.そして介助i待の筋活動翠:を関揮した

伎を求めた。各測定誌における筋活動議{立の務議分値の解

析は多用途生体矯報解析プログラム (BIMじTAS) を用い

たむ測定値については Mann-Whitneyァのむ J検定により検

定した。また.身長と!接関節角度，上体前傾角度，

との潟係，および重心と膝関箆角度，上体前{頃角度舎

との格関係数を求めたむいずれの場合も有意水準は

とした。分析には統計ソフト StatView 5.0を用い

倹潔的配議:研究の話的，方法について説明し

が得られた者と用意、舎を交わした。また本研究は. I校卒大

の承諾を得て実絡したc

i結采]

が録い傾向がみられた。右上龍二頭諮(運動経験者は 5.1
土 2.6% MVC，運動未経験者は 11.4会 5.9%討VC)，右大

腿直結(運動経験者は 4.2:t 2.9 %主'lVC，

9.3会 5.5% MVC)においては有意 (p< 0.05)な蓋がみら

れた。 2. 運動経験者(左!接関部角度は 66.5土 20.4度)は，

(左i接関節角度は 33.1念 21.5度)に比べて左

膝潟諮を有意 (p< 0.05)に探く総出していた。 3. 介助

と模擬患者向の距離は運動経験者(距離は 52.8念 8.3cm)

と運動未経験者(距離は 55.0会 9.4c滋)関では有志:な差が

みられなかったc 4.模擬患者の持部が靖子の窓崩に接触

する時の重心高は運動経験者(重心高は O話会 0.02)が遼

動未経験者(重心高は 0.49:t 0.03)によとべ有意図<0.01) 

に{まくかった。

[考察]
これらの結果から，学生が継続的な運動を経験することは，

身体を効率的;こ動かすことが身につき，介護技術の介助動

作によい影響を与える可能性が示唆された。また，介助!待

の重心の?認さと左藤関節角度は相関関係があることから，

重心が高い学生に対する指導は，左!漆関部角度を深く屈曲

するよう指導することが効来的な指導方法につながると示

唆された。

212)態者にとって快適な車靖子の移送速震の研究

池田敏子， 佐藤美恵，北脇知己，悶 久雄

(岡山大学陵学部保健学科)

ム
以

{目的]

安全で快適な箪締子の移送速度の目安を得ること。

[研究方法}

1)対象及び期間:20銭前後の女子学生 19名，平成 18年

8月 11B ~18 B 2)方法:被験者を車椅子に乗せ，

55mの廊下を中開地点まで加速しその後減速するc 最高

速夜は 2ふηis，一走行 40秒軽度とした。一名につき 1)

ノ、ーサルを含め 4 路実施した。 3) データ~.又条車窓測定

には株式会社キーエンス製データロガーを使用し全走行

速度及びその関被殺者が決議と感じる関スイッチを持すこ

とで侠議速度の範関を求めた。被験者会員が加速持と減速

特にスイッチを持した合すなわち， 1留の実験で2つの快

適範間.加速時下限値と上眼値，減速時下i畏億と上段緩を

得たや生)分析各実験の有意差検定には分散分析，

(2)快遥遠授は 19名の平均値， (3)加速持と減速時おける

快適速疫の有意蓋検定iこは対応、のある t検定を用い

日倫理的配蕗:研究者の所属部署の倫理委員会の承認を

得た。

{結果}

実験結果の代表例を~に示すc 斜毅は，加速持，減速持の
快適速度の範簡を示すc 被験者採の 3自の実験結果に有意

差がないことから，その平均値を各被験者の快適速度とし

た。全員の平均では，加速時 0.95mís 土 0.25~1.77mis :t 

0.34，減速時1.19mís 公 0.23~1.90mis土 0.26であった。

加速時と減速持それぞれの下i浪{也上誤僚の検定では，前

(p < 0.01)，後者 (p< 0.05) ともに有意差があっ

{考察;
被数者毎の結果に有意な差がないことから，粂率毎の速度

感覚iこは慣れが生じにくいことが考えられ，ヰヱ;様子常活者

であっても加速は韻震にすることが必要であるc 加速，減

速i待の快適範関から，通常での移送は上援を1.8mis稜皮

とすることが望ましいc 加速時快遊範囲は減速時より抵値

で範関が広く，加速持と減速持の快適速度に有意な差があ

ることから，加速と減速では感じ方に差があるため，加速

持は特にj主意することが必要といえるc

加速時の校遊撃草笛 減速持の快適範額

速
度
腕

O 60 
持関(s)

20 40 
快適な移送速度の実測憐
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213)看護職者の患者指導スキルの分析・評髄一糖尿病，

心臓鰐教室の例かうー

岩JIlt専美，桜庭i咲子，竹内 環， !穏内i託子，堀川!万記子，

小林朱実(弘前大学震学部 約属議院)

安杖{愛子 1き津綾子(弘前大学涯学者[S保健学科)

{毘的}

疾病構造の変化や人口動態の変化により疾病の一次予防が

重要視されており，人々の健康を保持増進するために，保

健罷療従事者による健康教育と指導技術の向上が求められ

ている。弘前大学医学部保健学科では，看護職者の患者指

導力向上を呂指して「肴議戦者の教育力開発支援センタ-J
を設置し活動しているむ今国，その活動の一環として開

能された「看護職者の患者指導スキルアップセミナーJに

おいて， 日常看護業務の中で行なっている少人数の患者集

段iを対象とした指導色看護学生を対象に実施し(以下摸

，効来的な患者指導を行うための示唆を得ること

を日的{こ.指導場面を教7守的見地から分析・評価したc

[方法i
f器三塁Jfi設者の患者指導スキルアップセミナーJに参加した

H泌院の看護者による糖尿病，心臓病患者の模擬指導場面

をVTR機影し指導を実施した看護師および7名のセン

タ…民で指導i場面を分析した。指導者は事前に指導突を作

成し指導所要時rlljは30分とした。患者役は看護学生

6~7 名としできるだけ患者になりきって参加するように

事前に指示を与えた。分析・評伝IIの方法は各自 VTRを再

生し予め設定しておいた 5，領自(導入，話し方.説明内

容，組み立て，教材)19要素について，良い (2
りかO.悪い (0点)として符一点化しさらに，袈索。ごとに

良い点・改誘:の必要な点を記述したc これをもとに，現行

の指導における問題点，スキルアップのための改議点につ

いて者護鮪・センタ一員合陪でフリートーキンク鳴を行った。

倫理的配慮として看護学生に対し主旨を説明して参加希

望を取仏両意を得たj二で実施した。

{結果;

5琴iEIのうち導入;の得点が最も抵く1.0:t 0.8点であ

りやでもに患者の興味を惹く動機付.~tJの要素得点が最

も低かった。次いで、低かった項目は;説明内容;で1.2土

0.7点，姿素では「患者の興味を惹く例示や話題の提示jが

低かった。得点が高かった項自はし方jが1.6:t 0.7点.

指導内容の f組み立てjが1.5土 0.6点であったC 話Eし方j

ではf訴す速さJr;患者の顔を見て話すjの要素得点が高く，

ともに1.9::l己 0.4点で、あった。フリートーキングでは，今

後の改善点として.明石主な動機づけ.学習自擦の強調，患

者の背景や実体験と関連づけた説明.患者参加型の指導方

法や婆点の強説のしかた，理解を助けるための教具使用の

工夫などが指識された。

{考察}

模擬患者指導場面を分析し話し方や指導内容の組み立て

は適切に行えているが，動機づけ，指導方法，教具の活ffl
法に改繋が必要であることが示唆されたc

214)関欝拘縮を有する患者の体庄分散の実態

~体{立と話題マットレスによる検討~

寺境タ紀子，古:!-1二 忍h 安田智美，問中三千雄

(富山大学涯学部看護学科)

{目的}

関節拘縮を有する患者とない患者の体庄の実態を鵡査し

関節拘織を有する患者に適した体位とマットレスを検討す

ることを呂的とした。

[研究方法}

療養型病床に入院中で 90度以上の膝関節の屈曲拘縮を有

するまま6名.拘縮のない者4名を被験者とし標準マット

レス.ウレタンマットレス，エアーマットレス，高機能エ

アーマットレスにて，仰草人位と 30度1l!1J臥伎における体支

持面積 (dm2)・最高体圧 (mmHg)・最高体在部位を測定し

た。体庄iRlJ定機器はエルゴチェック (AWD社，ドイツ製)

を控用したc 解析には SPSS15.0Jを使用したc 倫理的配

惑については.本学倫潔委員会の承認ので行った

[結果・考察]

被験者の平均年齢は 87.3土 6.0歳で，年齢，身長， BMIに

有意差はみられなかったc 持続あり群は拘絡なし訴に比べ

て，どのマットレスにおいても最高体庄が有意に高く (p

< 0.1).体支持面積は広かった合また， :t句総あり群の最高

体圧部{立は後殺す3・音1;が多く， :t旬結あり群では仙骨音1¥や後頭

部に多く見られた。先行研究では，関節拘総iを有する患者

は:t\~縮のない忠、者よりも体支持磁較が狭いとされている

が.今回の結染から.拘縮あり i作では関節拘絡のために安

した体{立がとれず，左右どちらかに倒れるため体支持部

誌が広がったと考えられたっまた体{立の不安定さから，最

高14'1王宮1st立が解剖学的'詩・突tll部以外に集中したと示唆され

た。 体位別では，拘総あり i詳の体支持額積において，1m臥
{立では 17.1:t 2.6 (dm2) に対し 30度lllU~則立では 21.3 :t 

3.4 (dm2) と，体支持面積は有意に広くなりゆく 0.05)，

また最高体庄は有意に抵くなった (p< 0.1)0このことか

ら，拘織のある患者に対しでも 30度税U臥泣への体位交換

は重要であることが確認された。マットレス別の体支持面

積ーでは，高機能型エアーマットレスが最も広かったが，体

f:E分散マットレス問での比較では有意差はみられなかっ

た。最高体在について，拘縮あり群における標準マットレ

スでの仰臥泣では 79.3土 27.3翻 Hg. 30皮側臥位では 53.2
土 19.7mmHgと他のマットレスよりも有意に体圧がおくゆ

く0.05)，1;本庄分散マットレス開では有意差は見られなかっ

たc このことから，体在分散マットレスが体圧分散に効果

的であると示唆された。しかし拘織あり群の中には体f:E

分散マットレスを使用しでも除庄できないケースが見られ

た。これは，下肢が属fllJしているため病的骨突出が高度と

なり，体庄分散マットレスを使用しでも除庄効采が得られ

なかったと考えられる。

{総括]

関節拘綴を有する患者の祷癒発生を予防するには，体庄分

散マットレスの選択はもちろん，袴擁立子発部位である解剖

学的合突出部以外にも気を配り，体圧をiJ!U定しながら，関

節拘縮の音I¥f立や程度にあわせたポジショニングや体在分散

マットレスを選択する必要がある。
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215)癒し技法としての fタッチjの評錨と看護への応用

に関する研究ー第2報一

近藤浩子，大久保功子，大平雅美

(信州大学医学部保健学科)

楊箸龍哉(郡山健療科学専再学校)

[EI的]

本研究の目的は，癒し技法としての「タッチjの効来を科

学的に評価しタッチを審議に応用する方法を開発するこ

とである。本研究で用いたタッチは，タッチを行う人が，

タッチを受ける人の上背部に数分間柔らかく手をあてる方

法であるO

[研究方法1
1)被験者は 20~30 歳代の幾康な女性 14 名で二研究内容

を記した被験者合募の趣旨に持;草して研究に参加した。

2)被験者は，無作為に 7組のベアになり，タッチを任う

人とタッチを受ける人を交互に体験した。タッチへの導入

は，介助者が戸かげで誘導した。介助者はタッチを行う人

に，タッチ受ける人の背部に手をあて，手を過して相手の

i呼吸を惑じること，また手をあてる{立罷と強さは初予の希

を開いて定めること訴えたc

3)実数手}I僚は(l)安静5分. (2)呼吸法5分と休息、5分.

(3)タッチを行うことを 5分と{た怠S分. (4)タッチを受

けることを 5分と休怠5分としたむなお被験者の半数の 7

名iえ先にタッチを受けてからタッチを行ったc 体{立は感

位とした。

4)生理的測定(手指先皮!部品心電抵皮!密電気抵抗)

は，実験中持続的に実施した。心理的測定申O祝日はは)

~の後で，また主観的反応、の白山記載を測定終了時に

行った。

{結果l
1)タッチを行った人の手指先皮緩誌は. タッチ実施中の

5分間に 0.3
0C~2.4cC 上昇していた。 j長度上昇は 14 名r.!1

13名にみられた。またタッチを受けた人の手指先史!駅員

は 0.2t~3.2t上昇し温史上昇は 11 名にみられた。タッ

チ実施中の温度上昇は，安静5分および呼吸法5分の議度

上昇に比べ，大きい傾向があった。またタッチを行った人

と受けた人の調者に，手指先のj鼠境上昇が同期して生じる

傾向が7綴のペア中 5組にみられ.特に 3組のベアではこ

の傾向が著しかったc

2)心理的測定では.POMSの緊張不安得点が，タッチを

行った後とタッチを受けた後でともに減少していた。自由

記載においても， タッチを受けたときのみならず， タッチ

を行うことによっても安心惑が得られたと記されていた。

{考察]

本研究でみられた手指先のjEi境上昇と緊張不安得点の減少

は， タッチによってリラクセーションが生じたことを示唆

すると考えるO しかしながら，被験者に生じた生理的・心

理的反花、は一様ではないため， どのような皮応がタッチに

よる悲しの効采を示しているのか，さらに心電簡や農腐電

気抵抗のデータ解析を進めて明らかにする必要がある。ま

たより効果的なタッチを行うための介助方法の開発も今後

の課題である。

216)ア口ママッサージ‘の効果の検討

4畑中優子(二子葉徳川、i会病院)

村松仁(上武大学〉

{目的i
エッセンシャルオイルの lavεnderangustifoliaをマッサー

ジに使用した際のリラクゼーション効果を明らかにする目

的で研究を行っ

[方法1
21歳から 24哉の縫燦な成人女性5名を対象に実験を行っ

実験手}阪は，最初に安静毘観を 3分間とし続いてス

トレス負荷として内部クレペリン精神作業検査を 15分実

施した。その後，足洛を 3分間実施し続いて雨下設のマッ

サージを 8分間実施した。マッサージは，間一被験者に実

施8を変えて 21ill(ミ寄りなし香りあり)実施した。マッ

サージオイルは.主寄りなしはキャリアオイルのみ，香りあ

りは lavenderangustifolia 1 %濃疫に調整したキャリアオ

イルとした。マッサージ時の生理的な変化の指擦は，心拍

自律神経活動(HF.LF/狂的としメモリ一心

拾言，.LRR-03を使用し TARAWA(諏訪トラスト校)で解

析して求めたc qJ枢千1¥1経系の指擦には，脳波 (Fz.Cz. Pz. 

Ozの部位における日 j皮パワー{蕊)をデジタル)]送j皮計'

EEGllOOを使用し測定し EEGFOCUSでFFT解析を行

い分析した。心拾数.HF. LF IHF. JJi6i波 ai皮パワー値は，

対数変換をして統計処殺を計った。なお，実験に先立ち，

は緋究民的を説明し研究協力は白出意志であり

強制ではないこと，実験の途中での辞退でも何ら不利益は

ないこと，イ本欝不良のF奈は却時実験を中止することを説明

し同;窓を得たO

{結糸}

心拍数は，香りなしマッサージ時は1.81土 0.04.香りあり

マッサージ時が1.80土 0.28であったo LF/HF'え香りな

しマッサージ持は. 0.51土 0.38. 香りありマッサージ時は

0.47土 0.16であったo HFは，香りなしマッサージ時は

0.243土 0.38.香りありマッサージ持は 0.241土 0.27であ

り，有意義は見られなかったが，心強数奇心畿自律神経系

の指標は模かに減少していた。脳波は解析可能な 3名の

データを解析した。その給来， αj皮は，ノイズの混入がな

く分析可能な 3人のデータを解析した。その結果，香りな

しマッサージ時は.Fzが1.95.Czが2.01.pzが1.99.Oz 

が1.94.香りありマッサージ時は.Fzが2.15.Czが2.12.

pzが1.59. Ozが1.78であり，有意な惹は見られなかった

が.Fz. Cz. Ozの部設でα波が増加していたc また，被毅

者の多くは，香りありマッサージの方が，心地よかった，

限くなってきたと言う意見が多かった。

[考察i
lavender angustifoliaを使用したマッサージのリラクゼー

ション効果について，今関尽いた指標各指標(心拍数，心

臓自律神経系 (HF.LF/HF)， α波)の測定結来lえ呑り

なしのマッサージと比較して統計ー学的に有意な差は見られ

なかった。しかし主観ではリラクゼーションを意味する

発言が関かれた。これは，身体立互に負担をかけずにリラク

ゼーションの可能傾向を示すことが示唆されたa
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217)一般女子大学生の冷えに関する実態調査(第 1報)

一;令えと隠れ冷えそ中心iこ

杉本奈央，八塚美樹，ヨiミ山美智代

(富山大学涯学者r¥看護学科成人看護学)

{自的}

冷えは諸処の病因となると言われている O 今回，寺i撃のf冷
え症診断」を基本に，一般女子大学生の冷えに関する実態

を明らかにすることを臼的とし説査を行った。

{研究方法}

1)対象 :A 大学 1~4 年生の女子学生 247 名。 2) 期間:

2006年6月。 3)方法:王寺浮の研究を恭本に独自に作成し

た冷えの調査察を配布，記入後その場で回収。 5)内容:

年総，性別，喫:額控，冷えへの関心と対処在勤，冷えに伴

う縄伴症状，冷え診断基準項目，冷えの自覚の有無とその

(10点法)0 6)分析方法:SPSSver.l4を使用，冷え

症の有無で対象を 2群に分け，冷えへの関心と対処行動，

冷えに伴う鎚伴症状についてx2検定を行った (P< 0.05)。
ア)倫理的配癒:対象者には研究の罰的，参加の自也辞

退の自由，プライパシーの厳守を書面と口頭で説明し向

を得た場合に調査諜を罷布した。

{結来]

間I1又率 81.0%. 189部を分析対象とした。対象は女性 189

平均年齢 19.8:!: 1.5歳，喫燦ありは1.1%だった。

の冷え症診断項自による冷え症者(冷え症ilf-)56.6%で.当

てはまらない考(非冷え症総)43.4%だった。診断に関係

なく自らを冷えと自覚している者 51.9%だったO 冷え症鮮

の内，冷えの自覚有り 77.6%.冷え自覚の程度は平均 5.9

1.9 点で\冷えの自覚無し (r;~.れ冷え症群)は 22.4% だ‘っ

た。非冷え疲群の内，冷えの8党有り 26.4%で，冷え自覚

の読震は王子均 4.8会 2.1点だったc 冷えへの関心と対処行

動で冷え症群と非冷え症群で、冷え症若手に有意に高かった項

目は，入浴の際に湯船につかる，冷えに諒する記事を読む，

指J.f・つほ押しをするだった。また，冷え症群内の冷えの

自覚の有る者は対処行動として低いヒールを履いていた。

冷え症若手の内， 自覚の有る者は踊れ冷え症群に土ヒベ.冷え

る，むくみ，起床がつらい， 自のクマができやすい，立ち

くらみがあるの項gで、有意に高かった。また. 自覚の有る

うつであるが有意に高く，隠れ冷え症群は冬場に襟

足でいることが有意に高かった。

{考察:

今期調査した女子大学生の約半数が寺浮の冷え症診断に

当てはまり，そのうちの冷えを自覚している者は 77.6%.

冷えを自覚していない者が22.4%いた。冷え症の自覚ある

者は冷え症に関してすでに何らかの対処行動がとれている

一方で、.冷えを自覚のない括れ冷え症者は冬場に裸足でい

るなどの冷え症の悪化につながる行動をとっていることが

明らかとなり，今後の検討が必喜さである O
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218)学生の看護技術記述状況からみた箆連づけの額向

に関する研究

柴田恵子げLナ"1看護福祉大学看護福祉学部看護学科)

古関久美(九問看護福祉大学者護福祉学部社会綴祉学科)

蔵本文乃(熊本保健科学大学保健科学部看護学科)

[13 89] 
学生が記述した技術状況から関連づけの傾向を明らかにす

る。

[研究方法}

1)対象:技術を学習する教育諜設に在学する 3学科各学

年の学生。無差別に選出し協力の依頼に承諾を得られた

10綴 20名。 2)期間:2006年 4月-10月 3)方法:

iLatest者護技術プラクテイスJ(竹尾嘉子. 2003，学響研

究社)の<臨地実留において看護学生が行う基本的な看護

技術の水添>を用い.学年釘:に 2名1組で2時間以内に技

術の関連を考え留として作成する。項臼数は13.技術数は

81である。関連阪の作成は資料内のー技術が伎の技術と

関連すると考える場合に調者の技術を結びつける。記述方

法はー技術の名称を書き込み，技術開の結びつけば矢印(輿

連づけ)で複数の技術がまとまる場合はそれらを間みで表

す(柴田)。引分析:関連づけの仕方を数儲化し技術の

記述および技術の項目の共通関士(環境，症状，安全，安

楽，感染〉とそれ以外から分析する。引倫理的記長霊:成

時間中の休憩は可諮で，記述は可誌な範

囲内でするように説明した。

i結果i
1)記述数は 33-78，関連づけの数はお-141.築関の

数は 1-11の範関内だった。記述，関j裏づけ，議開の数は

A2 (78・141・1). A3 (76・90・1).A4 (75・74・1)， B2 

(52・72・2)，B3 (50・83・1)， B4 (34・79・1)， C1 (33・

57・1)， C2 (53・57・1)， C3 (67・55・ll)，C4 (50・65・

6 であったc 記述数>関連づけの数jは2組は4，C3) 

だった。引共通項目は A2:11 (安全生環境 2，抜状2，

感染 2，安楽 1)，A3: 8 (疲状3，安全3.環境 L 安楽1)，

A4: 12 (波状主安全3，環境 2.感染2).B2: 3 (環境1.

症状 L 感染1)， B3: 7 (症状4. 感染 2，安全1). B4: 1 

(症状1)， C1: 5 (環境 2.症状2，感染1)， C2: 4 (症状 L

感染 L 安全1.安楽1). C3: 0， C4: 6 (安全3. 感染 2.

1)であった。共通項目開土は多い閣に 5(症状).4 (症
状，安全)， 3 (安全)だ、った。

{考察}

1)記述と関連づけの数値と学科，学年の遠いとの関に何

らかの共通した傾向を見出せない。 A4. C3は f記述数>

関連づけの数jは技術が横並びか単独で、記述され技術の意

味は授られている。日記述数<関連づけの数jはー技術か

ら複数の技術を関連づける額肉で技術の意味は多様であ

る B2.C3， C4以外は全ての技術が一つの条留になり意

味を重複させた関連づけの傾向にあると忠われた。 2)共

通1夏日間士では f感染jと f絞状jの項器内向士の技術を

関連づけやすく，これら 2項目内の技術においては間遠性

を見出しやすく，一方.r安楽jについの技術においては関

連牲を見出しにくい傾向にあると思われたc

219) Miyajima式麓部圧迫j去の安金性評髄

宮島多映子(浜松法科大学陸学部看護学科)

{背景}

らの路発した討iy吋lma式腹部在迫法(以下圧迫法)

比特殊な体位と腹部の一部分を圧迫することにより S状

結践を夜線化することを特後とする排便促進法である G そ

の効果は報告されているが，対象者の安全性評価の報告は

ない。

{目的i
Miyajima式腹部思追法実施による対象者の安全性を明ら

かにする

{方法}

対象:公募に正、募した底追法の禁忌とする被験者を徐いた

20名に研究者が直議研究遊旨を説明し向意書を得た 20

ftから 30伐の女性 20名(王子均年齢23.l会 4.6議)を対照

群 10名とEE追群 10名の 2群に振り分けたQ

:腹壁から S状結!持者1，を在迫する手技であるc

者は1m臥{立で友膝をと諮i換し右下肢を膝上部で交差した。

実施者は左手で被験者の左鵠管稜上部を内側にお手で被

ら続骨側に圧迫したや苦痛を最小j裂にするた

め，正常な腸務動の電気的刺激と同じ速度の 16鵠/分で5
分開在迫したc

測定項詩:)民派はお第 2指に眠派測定プロープを装着し

多用途生体現象監視記銭装澄 (NEC裂)を生体電気用増綴

ユニット (NEC製)に接続し記鋒したs 有害事象の詳細

は実数終了後 24持i渇以内とし発生時期.~誇失時期，詮}え
処置，転帰，重露性評fIIli. EEili法との関連性を

したc 想定される有害事象は，自覚症状と看護締の

評価する他党症状であるが，特に圧迫による痛み， 自律神

経科激による生命兆候の変化，腹部症状に注意した。

象の用語には MedDRA/J(Medical Dictionarγfor Regulatory 

Activities/J : ICH国捺援薬用語集日本語版)を用いたG 有

重度の 3つに定義し 8つの

を遊尽したc

:軽食摂取 (2持関前L総飲食 01待関前)→仰i長
{立安静 (20分間:うち 15分-20分を安静時紙波として泌

定)→騒音計装着→圧迫 (5分間)→践者測定・記銭 (5分

!湾:実験後の駁波測定)→トイレで怒寅 (3分以上)で好った。

:紋派は多用途生体情報解析プログラム

BIMUTAS II (キッセイコムテック製〉で 1分ごとに波形

の採掘(電在)の平均僚を求め，安静時と比較した変北率

を 2群関で 1分ごとに t検定を行った。統計解析は

SPSS12.0 Jを用いた。

{結果1
20名会員が実験を終了した。脹派波形の援輔の平均値の

変化祭は，対照群0.960-1.013.圧迫群 0.999-1.027で閥群

に有意な差はなかった。有害事象の評価では，庄迫群のア

名に在迫痛がみられ，毘j自後消失したため，様子親祭を行っ

たc 有害事象の程度は軽度で，中止基準には該当しなかったc

{考察]

圧迫法は生体への循環動室長への影響は少なく，中止基準に

該当しなかったことから安全な方法であると判断した。さ

らに軽度の在迫痛の較減に向けて，排便促進効来を検討し

ながら在追の時間や回数を考慮していくことが議まれる。

日本翁護研究学会雑誌 Vol.30 ::¥io.3 2007 219 



220)人工炭酸泉浴剤を用いた足浴のレイノー現象に対

ずる効果の検討

福嶋香織，宮野ゆかり，高橋正予(兵庫援科大学病院)

高見沢恵美子(大阪府立大学看護学部)

[13的}
市販の炭酸泉搭剤(花王パブ)で作成した高濃度の炭毅糸

湯を用いた足浴を実施し， レイノー現象に対する効采を検

証する。

{方法}

約 40
0

Cの湯lOLに21阪のパブを溶解し 15分間の足浴(以

下パブi谷)を連日 3遊興施行。冷感・しびれについて臼々

の足洛実施前の状態を VASで評価.研究開始前と 3週間

後にサーモグラブイーで上・下肢皮膚温を測定した。 VAS

は 1:¥翠目と 3遇自の平均値を比較，サーモグラフィーは皮

府議の上昇の有無をもって， 1000ppmの C02を含む高濃

度段謎泉での先行研究結果と照、合しパブ浴の効果を検証し

た。また研究伺始にあたっては，当j完看護研究倫理審査委

良会の承認のもと患者に説明を行い同意を得たc

{結来i
VASではしびれまたは冷惑について改善が見られた。ま

たサーモグラフィーでは事例 2以外で上肢・下肢ともに皮

府議の上昇を認めた2

[考察i
段}支炭酸泉を用いた足i苔における先行研究では，

上11支改!誇風流を上昇させることが明らかにされている。本

研究では 3事例で手指皮腐iEiの上昇を認めた。この結果か

ら，パブi谷により上!伎の血流が域加しq:.指皮Ji刊誌が上昇し

た可能性があ札高濃度炭甑泉と問様にレイノー現象に対

する手Jmtl:は期待で、きると考えられるc また， レイノー現

象は気温 18
0

C以下で誘発されやすいが，臼常生活における

パブ洛の効来を検証するため，今関，時間や室j誌などの条

件は統制せずに測定を行った。しかし各事例において皮腐

渇または自覚症状の改善がみられており，バフゴ谷はその効

果が持続的であることと，患者の日常生活におけるレイ

ノー現象の出現や悲化に対しでも有効で、あることが示唆さ

れたむ

221)蛍光色素を用いた経嘗栄養法を受けている高齢者

のDD空内細障の検討

i挙ヂi二斡樹， 111本美紀， {:本波茂子

(日本赤ト字北海道看護大学)

[13 1191 
高齢者や易感染者の場合，誤燃性姉炎を予防するためには，

就寝前の仁i控ケアが効果的と言われている。しかし経口

摂取が鴎難な状況では日中においても唾液の分泌、最ーは減る

ため，口腔内総菌数は増加していると推察される。そこで

本研究では，細菌の DNAを蛍光染色する色索。iamidino

2-phenylindole (以下 DAPI)を沼いて，組閣を培養するこ

となく簡便に綿頭数を計測し経管栄養i去を受けている高

齢者の幻聴内締頭数を調査したので報告する。

{研究方法}

経管栄養法を受けている入院患者6名を対象とした。サン

プルの採取は，輯，昼.就寝前の}II互に対象者の口腔内 3カ

所(舌の上， 頬の内側' 上下歯の表在麗百) をそれぞぞ、れi清青前i潔繋な
綿榛で

4采存した。 t採采耳取文したサンフブ。lルレは， シリンジフィルター(ミ

ニザルト，ポアサイズ 5μm，サ勺レト 1)ウス.ドイツ)でろ

過しその中から 10μiを採取，スライドグラスに滴下し

10分ほど室識で乾燥させた。水洗後.DAPI水溶液 (10μ

g/ml・リン綬緩衝生理食;塩水. SIGMA)にて染f立を 30分

行い，水洗しカバーブゲラスを載せ.蛍光顕微鏡 (filterNo.2，

Axioplan2， ZEISS)で蹴察した。さらにその結果をコン

ビューターに取り込み綿i者数を計測したc 細菌数の計iUlJ
は. 1視野 (O.l3mnl) あたりのすべての細菌数を計測し l

サンプルあたり 5視野(O.65mm)の合討を算出した。

f命環的議己惑として，対象者および家族へは研究の目的と方

法，倒人が特定されないことを説明し1m慈を得た。

{結来および考察}

対象者は主に11辺康管障害で入院中の患者で，平均年齢は 83

(:t 3.6)才，男性 2名，女性4名であったっ日腔内細菌数

の王子均は，朝;100.8作 67.4).昼;93.3 (:t 50.8)，夜;109.2 

(土 61.6)であった。口腔内細菌数の日内変化は，主主に減少

し夜と朝がほぼ出様の増加を示したものが 3名，長が多

かったもの 2名，夜が多かったもの l名となり対象者に

よって様々な変化を示したQ 経管栄養法を受けている患者

では，口控内細菌数の白内変化は多様であ札筆者らが行っ

た蛍光色素を用いた健康高齢者が示した夜から拐にかけて

繍頭数が増加するパターンとは異なる変化を示していた。

これは，経管栄養法による日中のi唾液分泌、量の低下や疾患

に伴う党離状況が関連していると推察される。昼にかけて

増加する場合は，午前中の口控ケアが効果的であり，対象

者に合わせたケアの必要性が示唆された。また，培養法は

特定の菌の培養という制限を受けるが，本研究における簡

便法は，そこに存在する縮翠i全てを把握して口腔内の汚染

状況を迅速に判定できるため，口腔ケアの効来を確認する

ために利用 jjrÍî~と考える。
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222)甑{立における大腿後面轡溝部支持クッションの有

効性の換討

遠藤明美(玉野総合寵療専門学校)

押本由美，道繁祐紀恵，小111恵美子，森将長

(開札1¥県立大学大学i完保健福祉学研究科看護学専攻〉

{目的]

私たちは，ギャッチベッドでの背上げの援助に大腿部の支

持がポイントと考え.大製部支持クッションを考案・製作

し効泉を検証してきた。この大腹部支持クッションが鼠位

においても脅部の減夜に有効であるかどうか検討したので

報告する。

{研究方法i
被験者は健常成人男女各々 2名の計4名，マットレスはブ

レグラ(パラマウント)を{史滋し，マットレスパッドおよ

び線王子議りシーツで、覆った。格設は 3通りで，仰i玖{立(臥
{立).ベッド機構での膝上げ(機構)および大腿部支持改良

クッションでの膝上げ(改良)とした令背部から大腿f炎瓶

にかけて Clin-Seat(Nitt討を用いてお分開の体在分布を

iJ!1J定した。 測定額序は綴不問としたっ研究協力者へは.研

究の目的・方法，参加1・1十t断の自由及びブライパシ

等を説明し文章にて承諾を得た。

{存在来1
4名は 45土8.9識で，身長 163.8土13.7c詰1，

71.8土24.9kg，BMI26.0ごと 6.3であった。背部と

び大i腿後磁の接触ピーク尽力 Hg)は，段、設と議議およ

び改良ともに隠始後5分頃まで徐々に治加し 10分以降は

ほぼ変イとがなかった。背きr;接紋ピークtEカは!潟始時80Hii 
後， 10分以降の最大は 90前後と， I払放と機搭および改良

ともに差異はほぼみられなかったc しかし野部接触ピー

ク圧力では， I玖{立と機犠は開始時 100前後， 10分以降の最

大は各々 113.9土51.9と103.2土 58.1に対し改良は開始

時50.8土23で 10分以降の最大は 61.6土28.1と約 112と

抵飽であり， ~子、位と改良院に手な惹を認めたc 一方，大
経後樹ピーク正力は， f及{立と提携は陪始時 20前後， 10分

以降の最大は各々 24.8:t 9.4と 25.1土 20.2，改良はi怒始時

50.3土17ヱ10分以降の最大は 58.3:t 22.1と約 2倍となっ

たが有窓差は認めなかっ

[考察]
大腿後面持jj結Eの改良クッションによる支持は，

カを大きく軽減できると考えられる。背部の圧力は，改良

クッション使用によりやや増加するが影響は軽度である。

また，大腿後閣の圧力も増加するが背部や持者Ijより低値で

あり，これは大経後五百を十分に支持するためと考えられる G

大!腿後面持溝部の支持は，臥{立での勢部への{;js:tE集中を分

散させることとなり持部の圧力が軽減すると考えられると

223)オレンジ、の香りを付加した定浴の入眠効果

一脳波による検討一

冨部真獲子(癒研究会有明病i涜)

須藤小百合(東京女子医科大学東援療センター)

真砂涼子(自治霞科大学看護学部)

青木健(日本大学医学部)

{百的i
n剥氏関害へのケアとして足活が仔われている G また， I!霊臨

パターンの務整に利用できるものとしてアロマセラピーも

注目されており，足浴に香りを付加することで，より入H民

効果を高めるとも報告されている。しかしそれらの多く

では，その鎮静効来が広く知られているラベンダーの香り

が用いられており， fむの香りの入奴促進に関する効果の報

告は少ない。実際，呑りの格好に関する個人援を考藷:する

と，ラベンダー以外の香りを用いた入限効果の検証も必要

であると忠われる O そこで本研究では，ラベンダーとi可;儀
に鎮静効来があるとされているオレンジの香りを付加した

足浴の入総挺進効采について，議j疫を用いて検討を行った。

{研究方法}

研究内容の説明設，本研究への参加に階窓の得られた健康

な男性7名を被験者とし足浴中にオレンジの呑りを付加

した条件(香り条件〉と足浴のみの条件(足浴条件)を比

較した。室混25-27t，相対湿境50-70丸照度 10ルク

ス以下に認殺された実験室内において，

u長しfifH払設の姿勢を謀持したc 雨条件共に 15分湾の安静

(前安静)後， 10分間の足浴を実施しその後安静状態(後

安静)を 30分間保持したc 足浴は湯温40CCで，外鑑部が

つかる殺皮の湯量とした。香り条件では，足浴中{こマスク

から約 0.05mlのスィートオレンジオイルを 60-66ml/分
の流量で流した。脳波;立国際 10-20法による 12部殺を

iJ!IJ定した。記捺した脳波データから， FFTによりパワー

スペクトルを求めた後 d;tij'j或(0.2-3Hz).。帯域 (4
7Hz)， α帯域 (8-13Hz)， s;I苦域(14-30況がに分け，

各民j波数帯域の含有率を努:出した令解析には前安静5-10
分間，各条件の足i谷中の 10分間および後安静30分際にお

ける 5分ごとのデータを使用したむ

{結果}

雨条件とも足浴前安静持と比較して後安諮ら-20分に ι帯
域の含有率が抵下し 。千五二域. ぷ帯域の含有率が増加する

ものが多く，覚書室レベルが低下していたっさらに，香り条

件では足浴条件と比較して α帯域の含有率がより抵下し

0 ・ d 者域の含有率が増加していたむまた香り条f~でのみ.
足浴中の 5-10分でも α子育域の含有芸名が抵下し， 。菅域の

含有率が培3加していた。

{考察}
開条件とも足;苔後に覚醒レベルが低下し入絞しやすい状

態になることが示された。さらに香りを付加した場合，足

浴後だけではなく，すでに足浴中から党離レベルの低下が

おこっていた。したがって，ラベンダーを沼いたこれまで

の研究結采関様，オレンジの香りの付力日によっても足浴の

入H民効果は，より平くから認められ， さらに増大されるも

のと思われる c (本研究は文部科学者科研費(課題番号4

17791597)の助成により実施した)
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224)審護援劫技VJjiにおける安楽の検討

-v.へンダーソン慧警にみる嚢護援劫の中の

comfort Iこ露点をあてて一

吉藤みどり(上武大学看護学部)

{自的]

先行研究において，安楽は comfortと英訳され，安楽と

comfortを比べると，安楽のほうが審議技術に近い内容で

あると推察されると報告されている。ヴァージニアヘン

ダーソンの著書において comfortは“安楽“気持ちよさ"

などと訳されている。このことから看護援助技術における

comfortには.安楽とともに気持ちよさという意味内容が

あることが考えられる G そこで本研究においては，看護に

おいて混いられている安楽という用語を，へンダーソンの

ちで使用されている comfortということばの訳に者自

しす誌支援助技術における安楽と気持ちよさの臨床内容を

よ七絞検討することにした。

{研究方法}

ヴァージニアヘンダーソンの著書の中の安楽コンブオー

ト (comfort)の用い方を分析したc 看護の基本となるも

の原著(1997年)，看護論jの原著(1991年)により，

comfortを抽 出し使f耳頻度と訳の意味について分析.上ヒ

較検討した。

[結果i
となるもの comfort関連総数は 17だったc

そのうち comfo引は 7(千人~ physic註1comfort2). comforting 

は3(内 comfortingpsychologically 1 ). comfortableは2

(j:J;j physically comfortablel). comfortε1・は1.また

uncomfortableは3，discomfortsはlであっ

comfort関連総数は 7だ、ったc そのうち comfortは3 <I:!;j 
spiritual comfort 1). comfortable は2 (内 comfortable

physically and emotionaUy 1にまた uncomfortableは2

( I大~ physically uncomfortablel)だ、った。 7審議の基本とな

るもの comfort関連の日本語の訳は f安楽J5， !気持ち

ょいJ4， !気分よく J2， !安らかJ1.子快適J1.など

があったo 者護論 comfort関連の日本語の訳は「安楽J
3， I安定J1. I楽しみJ1などがあった。 5看護の基本と

なるもの看護論jの comfort関連の日本語の訳の内， !安

楽jという訳は 8，!気持ちょいjという訳は4だ、った。基

本的手?護の構成要素，飲食と排il!l:では.それぞれに f安楽J
と f気持ちょいjという 2つの訳があった。それらには.

l立体{立， !気持ちょいjは患者と看護者とのかかわ

りの内容があった3 また「安楽J，ま.基本的看護の構成要

呼吸において4だ、った。

{考祭}

看護援助技術における安楽について検討するために，

ヴァージニア ヘンダーソンの著者における comfortの意

味内容を分析した。ヘンダーソンの考える看護援助のなか

のcomfortは，体位や患者と肴護者とのかかわり，呼吸を

ととのえるなどの意味内容をもつもていた。者護援助技術

は，先行研究にあるように体位をととのえるといった手順

としての技能と看護者と患者とのかかわりとともにある

ということが考えられたc

225)シルク乾布での上技清拭耕激が末端部皮j新語環反

応!こ与える影響

青木健，岩崎賢一(日本大学l2I学部衛生学)

f怠関真美(東京医科歯科大学大学j境保健衛生学研究科)

大久保祐子，真砂涼子.里光やよい， JliJ二 勝

(自治医科大学看護学部)

松!万たみ子(f洋馬大学医学部)

[13的}
温湯治拭による循環促進効采に関係する要因として昆掃

による皮膚への熱の流入(扱熱刺激)に加え皮腐への庫、

議やマッサージ，清拭庄，拭く方向などが考えられているc

これまで清拭の循環促進効果における混湯の海上度以外の要

因について評価する場合，乾いたウォッシュクロスを使用

した研究が多い。しかし乾いたウォッシュクロスでの清

拭は摩擦により生じる熱の影響が大きく，単純に皮腐への

マッサージ純激による影響のみを評織できていない可能性

がある。そこで本研究では，より皮腐への摩擦抵抗(熱産

生)が小さいシルク生地裂のミトンを用いた乾布清拭によ

る末梢部マッサージ刺激が，末梢音r;皮腐循環反応に与える

影響について検討することを自的とした。

[研究方法]

研究内容説明f元本研究への参加に同意の得られた若年成

人女性 15名を被験者とした。室識約 25'C，相対混在約

40%にきされた実験箆内において，実験中被験者はベッ

ド上にてf!fJ問、UL:姿勢を保持した。実数では拭く方向の異な

るミ栴から中枢J.ド11取からヰミ稿J.往復jの3条件およ

び「対J!む条件を設定した。各iilJ拭条件とも 10分間の安静

後，お泌総に乾いたミトンによる 3分間(180関)の刺激を

与え，さらに安治状態を 15分間保持した。清拭はミトン

内側(全被験者)と皮!持表面持名)に設置されたセンサに

かかる在力が一定になるよう確認調整し実施した。実験

中，皮膚温 (7部{立).皮綴Ifn.i走法{右手掌.右下!設前面，

右足底).心拍数およびj血在を述統測定したむ各解析には

清拭刺激前安静 5 分，刺激持，刺激後安静 0~5. 5~1O分

のデータを使用したc

[結果]

各i青拭条件とも王子均清拭圧は1.5kgflcm前後で、あった。 i青
拭刺激中，拭く方向の違いにかかわらず，右手学:をはじめ

とする各部伎の皮腐血流指標に有意なよ努力11はみられなかっ

た。一方，料激後 10分間にわたり， Iヨjミ桜からや枢J. !f主
復j条件における右手家の疫病血流指標と皮腐換にはお窓

な低下がみられたc この時ミ梢からrl'主主J条件で、は右]二

腕の皮!前日Lも有意に{氏下した。!対!!む条件では右手掌の

皮腐血流指標，皮!議j鼠ともに有意な変化はみられなかった。

[考察i
混然科i設がなく.かつ摩擦による熱産生が少ない生:!iliを用

いての清拭では，刺激rj功、らすiU激後まで末稿者11皮膚の循環

促進は認められなかったc このことから it別式による循環

促進効采は疫蔚へのマッサージ刺激のみではト分に得られ

ないと考えられる。実際の混湯治拭で，より末梢循環促進

効来を得るには，やはりあらかじめ適切な撮境(熱)に保

たれたタオルなどで皮J討を品めておくことが大切で、あると

，忠わltる。
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226)看護部による Miyajima式腹部出追法の習得方法

と安全性の評錨

山本恵美子，宮島多映子(浜松医科大学医学部看護学科)

{自的i
内視鏡技部資絡のない看護部が内視鏡技部が告書発した

Miyajima式腹部圧迫法(以下， :Vl式在迫法)を習得し安全

に実路可能であるか検証したc

{方法]

対象:健康な 20-30代女性知名を庄迫群 10名(年齢24，3

6.1歳)と対照群 10名〈年齢24.1土 4.4歳)に振り分け

た。宮島らが取手腹部圧迫法の禁忌とする被験者は徐い

た会

: 1 被験者の体設はf.Cp臥位で左膝を揺灼し

右下!肢を左膝上部で交差したc 2. 実務者は，左手を被験

者の左勝守稜上部に関定し右手で被験者の務部から騒音-

強.uに1l0mmHgの症で問時にJ.f遺したc 正常な揚議動の電

気自主刺激と同じ速度で電子メトロノーム DM-17(SEIKO 

を{史用して録音した符生用メディア CZZP256-iVT 
(CREA TIVE ZEN製)をイヤホンで聴取しながら時期/

分 0.88秒故笹)で5分間(計80関)任追した会対照訴は

{卵診、設の状態で経過した。

:内被鏡技師資格のない審議長ijii.J'，

開発者本人に直接指導を受けた。 1;I竪践は，等身大のモデ

ル人形をベッド上に設置し被験者の体{立，圧迫部f主任

追の圧力， J臣迫のリズム等の指導を受けた。圧迫の庄カは，

f本庄測定器 CR-270(ケープ製)を使用して確認した。 25翠
践には，看護隔は開発者本人に限式圧迫の実務を受け体感

した後，被験者…人に協力を依頼し開発者と交互に在追

を行い，方法が同じになるまで確認した。最終的に開発者

本人から確認を受け.実施許可のもと実験を行った。測定

:安全性は実験前後の循環動態(JI文総;密接1

圧・拡張期鼠庄・瞭拾数の 3項目)の変化と自覚症状(アン

ケートと共に渡部疲状の状態を線認ト飽覚症状(顔急・訴

え)で詩備したと分析方法:被数者の循環動態の変化は変

化率を求め，圧迫群と対照群を比較した。統計ソフトは

SPSS vぽ 12.0Jを使用した。盤翠的皇室本研究は浜松医

科大学倫理委員会の承認、を受けたc

[結泉}
実毅r:tの自覚症状・俄覚症状の出瑛から実験を中止した被

験者はなく， :vr式圧迫を終了したむ循環動態の比較では，

庄追群と対照鮮のJI又織部顕在 (t== 0.37， p == 0.72)，拡張

期血圧 (t== 0.75， p == 0.46)， n長拍数 (t== -0.61. p == 

0.55)で有意な設はなかったc

{考祭}
内視鏡技締資格のない看護部が.11，11式圧迫法を実施した結

巣，鼠詑・服m数の変動はなく気分不良による実験中断者

はなかったことから，安全に実絡できたと考えられる令研

究論文を読むだけでは，内子見鏡技師としての経験がないた

めに，務管を圧迫する方向や面積などが習得できず，開発

者本人から直築指導を受けることが重要であった。本研究

の結果から，者護部がM式圧迫i去を安全に実施でき，多く

の便秘者がM式圧迫法を受けられる可能性が示唆された。

今後は.看護郎による排龍促進効果・跨鵠動挺進効果の検

討が必要である。

227)弾性ストッキンタの着用!こ関する研究一着用サイ

ズが着用庄や末端血流に及ぼす影響!こついて…

鈴木玲子(埼玉県立大学保健医療福祉学部看護学科)

{話的}
本研究は，弾性ストッキング着用中の膝関節運動前後での

下段J.f迫庄，*梢lfll.流量や着用状況を評価し際性ストッ

キングのサイズ選択に関する看護ケアを検討することが自

的であるc

{研究方法i
被験者は下肢運動に問題がなく， E主腐損傷のない青年女性

20名であるc 実験のj:旨と方法，参加協力への拒否権利な

どを書閣で説明して同意を得た。実験;之被識者の右下敢

に弾性ストッキング?アンシルク・プロ JJ(アルケア社)

を2議類(ハイソックスタイプとストッキングタイプ)

用した場合と非着用の 3条件とした。実験開始前5分間の

水平1:iI，)米安静後に 1分間の!際関節照的運動負荷を行ない，

運動後に 10分隠の水平臥床安静をとったc この運動前後

で， 5単位ストッキング着沼庄は下肢3館所(足寄部，ふく

らはぎ部，大腿下部)で簡易裂接触詑iRlJ定器 (AMI社)で

許iRlJし踊li定義;は左下肢母指指腹部にプロープを装若して

レーザー取流言1・ALF21(ADV ANCE社)で測定したc 着

用状況は， 51ii性ストッキングの足首部と膝蓋骨下部につけ

たラインの設程変設量をノぞスにて測定ししわ出現状況

とずれ感などの官能識査をした。ストッキング議類や足首

とふくらはぎ時窪加に， J.f:i喜値，えミ消長在流f設や着用状況に

ついて基本統計εを算出し Fr・iεdman検定.Kruskal-Wallis 

検定で比較し

{結果}

着用した弾性ストッキングは全員 Mサイズだった。足首

笹の分布ははサイズ 13名， Lサイズ7名であり，ふくら

はぎ径の分布は Sサイズ7名， Mサイズ7名， Lサイズ6

名であった。足首部圧迫1Dをはふくらはぎ筏サイズ3群湖で

潟径が太い Lサイズに圧迫億が高かったゆく 0.05)。ふ

くらはぎ部圧迫億は足首控やふくらはぎ径サイズ間で設は

みられなかった。未舗血流量は，ストッキングタイプ着用

のふくらはぎ筏Lサイズで末梢血流:澄が最抵値を示した

(p < 0.05) 着用設置変捻設は各条件において約 2mmの変

{立を示した。しわ出現はハイソックスタイプ 19件，ストッ

キングタイプ 11件で，これをふくらはぎ控サイズでみる

と.Sが 1件(14%)， Mが生件 (57%)に比べて.Lは6

件(100%) と多く発生した (p< 0.01)圧迫感およびす

れ惑の自覚はハイソックス 11名，ストッキングタイプロ

名にあっ

{考察]

弾性ストッキングのサイズ決定は足首周授が規格の中央{疫

に近いサイズを選択するが，その方法では下肢の一部がL

サイズの者は強い庄迫や1主流に影響する締め付けが生じる

可能性があるc 下肢径の詳細な言tiRlJデータを弾性ストッキ

ング器用による合併疲のハイリスク者を抽出する手段とし

ても活用が翠まれる。またハイソックスタイプはしわが生

じやすいといった殻震にも考慮した観察は重要であるc
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228)高齢者の暖液中の蛋白量と食事摂取法との関係

道重文子(京都檎大学者護学部)

{践的]
唾液は，分泌流量，粘調度，成分裂1成などによって粘膜へ

の感染防御機構として重要な役割を来たしている O 一方，

唾液分泌には多くの要鴎が影響することも知られている。

施設入所中の高齢者を対象に，歯科検診と全!廷液中の総タ

ンパク質量，分泌型 IgA，カ 1)クレイン活性を測定し食

事摂取法との関連性を検討した。

{方法1
1)対象者

老人保健施設，療養型病床群に入所中の 65歳以上の高齢

者を対象とした。なお，対象者個人からの間意が囲難な方

には，家族等の保護者に文語二にてi可意を得た。

2)歯科検診

l¥fJの状態については，老人保健j去による歯周疾患検診マ

ニュアルに従い，研究協力者の歯科医が検診した。

3 i 1訟法採取法と保存法

i吸法は，設置型低圧持続吸引機と吸引カテーテル P型

lOFrトラップ'"1>1.を使用し，カテーテルの先端を主に口控

成に挿入し 5分間の吸引により採取した。採取した唾液

:ふ全量をiWJA1弘-30
0

Cにで成分分析まで凍結保存した0

4 )唾液中の蛋自成分分析方法

保存していたサンプルを自然解凍し生理食塩水で 10倍

に希釈した。総蛋iヨiilil!IJ定は. !I二llllii1fアルブミンを僚準と

し Lowryらの方法でil!IJ定した。カリクレイン活性のiJ!lJ定
蛍光器笠を用いて蛍光強度を測定する方法で制定し

分j吾、I\~ IgAの測定は ELISAi.去でiRlJ定した。食事方法による

上ヒ絞は Fisher.sのPLSDによる多重比較検定をおこなったc

{結!l~l
対象者は， il!l(菜または普通食の経口摂取者が 34名，経鼻

胃経管栄養i去と腎撲の経管栄養者が 30名であったc その

うちろ分11IJの唾液採取で、O.4ml以上採取できたのは，経口

摂取者では 27名 (79.4%)，経管栄養者では 18名 (52.9%)

であった。平均年齢は経口摂取者が82.0土 6.3歳，経管栄

養者が 79.2土 10.0歳であった。誌の清掃状態は，不良が

経口摂取者では 54.8%.経管栄養者では 72.2%であった。

i数液流量 (ml/min)の平均は，経o摂取者は 0.29:t 0.24， 

綬管栄養者は 0.31会 0.l8であり有意義はなかった。総タ

ンパク質量(.ug/ml)の平均は，経口摂取者は 6616土 5288.
綬管栄養者は 8491:t 7352であり有意差はなかったっ分泌

型 IgA(μg/ml)の平均は，経臼摂取者は 114.4:t 76.2.経
管栄養者は 152.2土 93.3であり有意差はなかったカリクレ

イン活性 (μじIml)の平均は，絞j口ユ摂取者iはま 2幻17.1土 16ω0.3
経よ管詰許2栄養者lは土 2訂76.9:t 28お3.2でで、あり手有子;窓窓差はなかつたC

[考察i
f口から食べるjことは!援液の分泌に非常に影響を及ぼす

因子であ仏経口摂取者と経管栄養者のi唾液の分泌量と成

分の比較を行った。経管栄養者ではI設液採取ができない者

が約半数霊法成分の濃度は.経口摂取者よりも高い傾向

にあり，経管栄護者に対して援液分泌促進のためのケア

の必姿性が示唆された。(王子成 15-17年度文部科学省研究

費基盤研究 Cによる研究)

229)安楽な洗髪体位の検討

金若美幸(1妓lfl.大学法学部看護学科)

{目的;

生体負荷が小さい洗髪体位として• iiJJ臥位やベッドの頭側

を 5~10 度挙上した体{立が用いられている。しかしそれ

らの体位を苦痛と感じる対象にとって洗髪は安楽でない援

助となる。そこで¥保弘{立 (0J3t)を含めて 20度， 45度，

70 度と免疫を変えた洗髪f~'Í立において，生体へ及{ます客観
的・主観的反応を比較検討牟し生体負荷が最小となる安楽

な洗髪体f立を明らかにする。今回は客観的反応のみ報告す

るc

{方法}

1.対象本研究への参加に向意を得られた健康な 10-40

代の女性 12名

2.実施期間:2006 年 11 月 20 日 ~2006 年 12 月 27 臼

3.実験手Jll真:被験者への洗髪は間一考が実施し，事前に

洗髪行為(洗髪前 3分，洗髪中 7分の計 10分)を時系列で

録昔し再生を開きながら全被験者a に伺ーの洗髪行為を

施したc 但し本研究の日的では，洗髪体{立の角度変化に

よる生体反応を検出するため，洗髪行為には温湯を使用し

ないこととした。

4. iJllJ定項自・内容 :a心拍数:胸部三点誘導.b鼠在(服

圧);連続指血fE測定装i註Finometerによって得た収縮期

血!王と拡張j話取庄の差， c 表面筋電図左右の}Jí~&員乳突筋

の筋活動H1f立， d 呼吸/liJliM:鼻腔に設霞した小到マイクか

ら持た呼吸[llJ舗とその変動係数

5. 分析方法:a~c のデータは. HTBASICを用いてデジ

タルデータに変換し洗髪liij.洗髪"1'1ともに 20秒ずつ取り

11:¥し洗髪体位'rff:に 12人の王ド均(以下. 12aveとする〉を

求めた。また. d は洗髪前・洗髪中の間一時間における被

験者の呼気と次の呼気で得られた波形を呼吸間iおとして拙

出し，開様にデジタルデータへ変換した。更に.絶対値と

して{患者間比較の呂的で¥その変動係数も求めた。統計処

理は. ANOVEを胤い， P < 0.05を有意としたc

6.倫理的記長室:名古鹿市立大学大学院システム自然科学

研究科倫潔審査委員会の承認(承認番号 8)を得たよで.被

験者に研究目的・方法・各議測定に{刻する危険性や実験中

での中止も可能な事，不都合11寺の対処.個人を特定しない

ようにデータを取り扱う事等を文書と口頭で説明し向3ま
を得て実施した。

{結果・考察i
a心J台数:洗髪前・洗髪"1'1ともに i$t髪休校の角度増加に伴

い， 12aveはヒ昇傾向を示したが，手をはなかった。

b脹tE:洗髪rJii・法髪中ともに洗髪体{立の免疫変化にお

いて 12aveに有慈悲はなかった。

C表面筋電関;洗髪Iやの 12aveは，洗髪体伎の角度変化に

おいて O度と 20度， 45度と 70度で近似の傾向を示したc

d 呼吸鴎隔:洗髪前・洗髪中ともに洗髪体伎の角度変化

において呼吸間隔に有意差はなかった。しかし呼吸掲隔

変動係数は，洗髪体伎の角度増加に伴い，小さい傾向があっ

た (P= 0.07)0今回の総定項目からは有意表が得られず，

生体負荷が最小となる安楽な洗髪体位は設定した角度の洗髪

体位からでは決定できず，吏なる検討を進めることとする。
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230)誌がん離露出性皮j劉霧審!こ対する毒法作用の基礎

的研究

及川正広(岩手県立大学大学院看護学研究科1率三二前期諜殺〉
武田利明(岩手県立大学看護学部)

{自891
抗がん剤治療にあたり.者護締は，静脹穿科書IH立や穿刺針

の選択，関定方法，患者への説明など漏出事故が起きない

よう十分留意し実施している令しかし実際には

0.5~6.5%程度の頻度でj露出事故が発生しているとされて

いるむ不幸にして拡がん剤露出事故が発生した場合，

部が行う処置として，一段的に冷翠j去が行われているc し

かしどンカアルカロイド系抗がん部に関しては，冷護法

を行うと意篤な潰療を形成するという報告もあり，護法方

法に関して統一した昆解が得られていないのが現状であ

るO そこで本研究では.どンカアルカロイド系の拡がん郊

である，エクザールを使用し本剤の議出性皮!誇{蓬害に対

する翠法作用に1M]して，肉眼的観察およ

より病理学的検討を行い.適切な者護技術を講築するため

の造基礎的知見を得ることを目的としたc

{研究方法}

1)使用薬剤:縫畿ピンプラスチン(エクザ-)V，日本化

2)漏出方法:蘇辞下でラットの背部をバリカンで弱毛し

剃毛部をつまみ上げ，薬液を夜下組織に 0.5ml投入し議出

状態とした。

3 )冷器法詐:).露出部伎の皮腐表部温度を 18~21t:に保ち，

30分間冷翠法を行った。

4) ì昆翠法群.議出部{立の皮!議表頭溢疫を 40~42t:に保ち，

30分開溢翠j去を行ったc

5)無処置群:ì~言出後常に設置し親察を行った。

6)検索方法:攻藤表騒部のi勾眼的観察，数診を行し

したつまた，深緑訴でで1支!議総畿の議出を行い，中性

)vマ1)ン液で路定し定i去に従い病理擦本を作製し

わ倫理的配議本実験は実験動物に関する指針に準拠し

て実擁した。

{結采・考察;

肉j際的観察では拡翠法群，冷護法群で重篤な法務形成が

線認され，無処置群では，軽度な成j脅i露。を認めるのみで

あった。総議学的綴察においても昆器法務，冷護法群で

は表Eえから皮下級織壌にかけて，重篤な疑崩壊死が観察さ

れたが，それらと比較して，無処置若手のJSz.1欝傷害は軽度で

あった。また，議選法群と冷護法群の度f持協寄を比較した

場合昆議法裁は広範i鶏にi接客像が広がり.冷議i去の傷害

f象は限局する傾向が認められた。以上から，エクザールに

おいては昆翠法を行うことにより，皮膚傷害を広範囲に

拡散させ，冷翠j去ではi設局性に重篤な皮腐傷害を生じる可

能性が示唆された。このことから漏出i部記安易に翠j去

を行うことは，皮!誇{詰ミ与をさらに惑fとさせてしまう匙換性

があることが示唆された。
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231)審議学生における精神的罷康とアサ…ション(自己

表現)との関連

仁科祐子，主主主宣言季子，粂越二子校(鳥取大学医学部保健学科)

宮林郁子(聖マリア学院大学看護学部)

{目的}

看護学生の精神的健康の維持・向上を目的としたアサー

テイブネストレーニングを実施する準俄段階として，精神

的健康とアサーション(自己表現)との溺連を明らかにす

ることを本研究の民的としたc

[研究方法1
2005年に.A大学に在籍している肴護学専攻学生 (3年生)

96名を対象とし記名自記式アンケート調査を実施した。

後一斉に記布しその場で回答してもらい関収し

倫主主的配議として，大学内の倫理審査委員会に研究計

を提出し承認を得た上で実施した。学生への説明は文

言j:及び口頭にて行い，本研究は学生の自主的意思を尊重し

た i二で実施され，研究協力の有無により今後の学生生活そ

の他において不利援は生じないことを強寵して説明したc

内容はアサーション尺度(清水ら邦訳した Rathus

Assertiveness Schedule日本語版:]-RAS).社会的スキル

fミ!支 ?fuカqJ司予告した KikuchIs Scale of Social Skills 

18items : KiSS-18). 精神的健康の指標として自尊感情尺

度(Rosenbergのself-esteεmscale:SE)と大学生活満足

度(独自に作成).法本属性守:で構成したっ ]-RASには歌

米(Jgな自己表現項目が含まれているため， 日本における使

間頻度のおい KiSS-18との組問により妥当性を検討した。

分析には統計ソフト SPSSを用い十日間分析を行った。

{結果]

有効期答率 94.8%(有効部答数 911罰c-;{fi数96).平均年齢

21.2会 0.9歳 (20-24)であった。 ]-RASの平均得点は

10.3念 18.8. KiSS…18の王子均得点;は 56.4土 8.9であったc

使用した尺度の信頼性係数 (Cronbach'sα)は， ]-RASで

α= 0.82， KiSS-18でα=0.85， SEでα=0.82であった。

]-RASとKiSS-18との潤に相関関係がみられた (r

0.57. p < 0.001) 0 自等感'1有と ]-RASとの問.及び大学生

活満足度と ]-RASとの関にそれぞれ正の柑関が見られた

(r出 0.45. p < 0.001・r 0.27， p < 0.05) 0 

{考察]

]-RASとKiSS-18との間に高い相関関係が見られたこと

及び]-RASのα係数が高かったことより， ]-RASは日本

におけるアサーテイブネスを測定する信頼性・妥当性のあ

る尺度であると判断した。今回精神的健康の指標として用

いた自尊感情と大学生活満足授の両者にアサーションが関

連し特に自尊惑消とアサーションとの関連が強いことが

明らかとなっ

232)看護学纂礎教警としての金生態学の学留にみる学

生の生命観

-r生命JIこ関する記述に焦点をあてて一

守震治代，松関 牧.尾岸恵三子

(東京女子医科

{目的i
医療者への生命倫理教育の重要性が指摘されている現在，

看護学基礎教育の段階から，学生の生命観を豊かに育むプ

ログラムが必要である。そこで誓「生命のつながりJの視点

から，科目「食生態学Jの学習を通して形成される学生の

生命観について明らかにしたc

{研究方法}

1.研究対象 :A大学の学生で科目「食生態学jを受講し

「食べること・生きることjのテーマで書いた学生のレポー

ト内容のうち，研究協力が得られた 17名分。 2.分析方

法:まず，生命に関して記述している文章群から，人の生

命と他の生命や人間・社会との関係について記述している

内容を抽出した。次に，その結果を共通する内容によって

分類しそこに表現されている関係性を抽象化しそれを

学生の生命親として位置づけたc 以上のプロセスは2人の

研究者で行い，意見の一致を見るまで検討した。 3. 倫理

的配慮:紙面及び口頭にて研究の自的・方法・意義.プラ

イパシーの保護.協力を拒否する権利，一切の不利益が及

ばないことについて説明しがj意書:を得られたものを研究

対象とした。

[結果i
17名の学生から抽出された生命院は，次の 3つである。 1

つ日は f人は， 1也の存在とのつながりによって生きているj

である。 rlfuの存在とのつながり jとは，人間同士のrtで、支

えられる生命.他の生物の生命，さらにそれを含むより大

きな@l然とのつながりで存続しうる生命を含んで、いる。 2

つ告は f生命が苧Aんでいる残酷性・矛j吉jである。これは，

「人は， 1fuの命を取り入れることによって生きているJ.r人
が生きていくには.他の存在の犠牲が前提であるJ，r人は

他の生き物の命を世話し，かっそれを見捨てるjから抽出

された。 3つ自は f生命のありょうの認識・自覚の3重要性j

である O

[考察i
生命親は.様々な体験を通して絶えずっくり庶されていっ

ているものであろう G 生命観を言語化する作業は，学生の

なかの言語を越えた豊かなイメージを媛小化してしまう可

能性を否定できない。しかし結果から f他の命とのつな

がりjの感覚.r死を内毎する生J.iより大きな全体である

命の循環のなかの命jといった生命説を読み取ることがで

きる。これは.欲望.誠和，共生といった矛留や葛藤をも

含む生命の本質を多角的・多層的に捉えることにつながっ

ている O 生命鏡は.その内容の適切性を問うことは定説だ

が，意識しなくともよち深いところで、本人の行為を導くも

のであるから.少なくとも f生命jや「存夜することjへ

のつながり感や肯定惑が内在化していることは望ましいあ

り方といっていいのではないか。「食生態学jにおける学

習は，生命についてよりその本質を探究する契機となって

いることが磁:認できたc
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233)養護学生が感じる臨地実翠中のストレス痕状の実

態 一皮j欝痕状の読点かうー

同本生智子• IJ、川俊夫.関野}vミ

(f奇玉県立大学保健医療福祉学部)

[自的]

近年，我が閣ではアトピー性&:腐炎が増えてきており，ス

トレスが原図の 1つであると言われている。看護学生にお

いても. ~露地実習中 lこストレスが尿器だと思われる

状が，手指や苔，顔、などに出現している学生を自にするこ

とが多い tえ腐症状が強いと手洗いなどにも影響すること

から.実習に悪影響を及ほしていることが捻溺される。先

行研究では，実習とストレスについての研究は多いが，ス

トレスによる皮腐症状についての報告はなく，

実態は不明である。そこで本研究では，実習中の皮!爵疲状

について調査し実習に与える影響について検討したっ

{研究方法}

1)対象:某看護系短期大学看護学科 (3:1ド課程)の卒業年

次生 74名を対象に質問紙鵠査を実施. 68部が関I1又されi段
収率は 91.9%であった。

2)期間:平成 18ifミ8月-10丹c

3)倫理的配露:対象者には文書:にて調査の日的と参加は

自由窓思であることを伝え，議査用紙を記布したc 留答者

のプライパシーに記躍するため，問答用紙は無記名とし

個人が特定されないよう分析したc

[給条]

実習中にストレスがE京協だと思われる液状を感じた者は，

68名中部名 (82.49心と，大半の者が何らかのストレス疲

状を感じていたc 大別すると「身体症状 (91名)

状 (17名)J r行勤続状 (7名)J (複数関答)に分けられ，身

体症状の内訳は円高化器疾状 (48名)J r皮鰐症状(18名)

rq，滋漆器症状 (11名)J r婦人科疲状 (6名)J rn手吸器液状 (2

名)その他偽名)であったc 定}議症状の内容は rlPL荒
れ (9名)J 三み (3名)ニキどな名)であった。

部になるにあたり茂腐症状に関連して不安なことでは，

洗いによる疲状の悪fとJr傷からの感染j

に嫌がられるのではないかと患う r手に症状があると

布タオルを持つのが辛いjなどがあげられた。

{考察}

実習が際協でストレス疲状が現れたと感じている学生は 8
割を占め非常に多く，その内容として消化器症状に次いで

皮膚症状をあげた者が多かった。 定腐症状は f熱布タオル

を持つのが辛いjなど看護業務への影響.r患者に嫌がられ

るのではないかjという心理逝への影響が考えられた。ま

た，荒れた夜腐は手洗いによっても綿醤が落ちにくいとい

う報告があることから，患者への感染の可能性が考えられ

た。このことから，皮腐波状が現れている者については症

状が緩和するような対策が必要であることと，実習により

ストレス症状が出現しないような根本的な対策が必要で、あ

ることが示唆されたっ

234)養護学生の五感の寵{立性による感性の実態 〔第 1
報]] 

f病者と臨護者jの写真の視覚潤激の受容の仕方一

坊垣友美(白蟻女子短期大学者護学専攻)

[13的]
本研究では，狭義の感性である五惑の使い方には「癖=五

感の優{立性(Jよ}、後.i憂先表出システムとするけがあること

に若宮し五惑の優{立性から審議学生の刺激の受容から表

現にいたる感性の実態を解明したc 第l報では「病Jの写

真による視覚的注意による刺激受容の仕方から円愛先表出

システムjの特設を報告する O

{研究方法]

対象は 2006年7月から 9月に大学・銭期大学.3年初看

護専修学校の 1年伎の養護学生 214名に無作為に質際紙を

菌c;(li. 返送をもって問窓とされる無記名の郵送法(期収率

78.5%)によって.rf愛先表出システムj調査票と f病jの写

真の見方の質問紙とも有効だ、った 147名のデータとした。

五惑のパターンを分類するために f箆先表出システムj質

グラミングのち vronらの索開紙を使

用し視覚塑，触覚型，欝覚塑，デジタル聾に分類した。

の写真は白黒でかつ被写体が無表情の外人であるロ

イヤリティフリー函{象 l枚Ccaption:Close-up of Woman 

Patient Sleeping; doctor in background)を選定した。この

見て.写真の注意館所(複数個，もっとも注意した

館所とその理由〉と注意顕{立を記述してもらった。分析は

rf:愛先表出システムj質問票の問答はクラスタ分析

した。「病jの写真については. r優先表出システムJのパ

ターンごとに記述統計援を算出し 誌意の現出は記述内容

をカテゴリイとした。統計処理は SPSS14.0J for Windows 
を後用したG

{結果・考察}

として円愛先表出システムjの内

訳lえ α.05水準で視党取 38.6%.蝕党現 21.5%. デジタル

翠20.3%.聴覚型 19.6%だ、った。第 1-6注意欝所のうちほ

とんどが第 1注意館所にもっとも詮慈しそれは 4システ

ムとな病人の顔>校三療者の顔>聴診器のJlIfiだ、った。
先表出システムjの写真の刺激受容の仕方の特畿をまとめ

る。議覚~{立物理的な料激のうち形や表情への気がかりを

多く記述し綿部・全体，継続的に見る傾向があり，

のさF実を評fI歯する傾向にある。触覚型は.病人の「病態を

判断するjが{むのシステムより多く，謡かに見ながら病態

を想、{象のなかで創りあげるc 聴、党型の注意は光・提出とい

う撹党への志向にあり，本調査のように視覚だけの剰設で

は視覚の機能を代用するが，混乱する。デジタ }v~は，援

療者や病人の表情が気がかりという表現はなく. r病人の

状態への気がかり jや「病態の判断jが多く，刺激の種類

を受けず，テーマ性を絡めた情報の検索が早期に開

始され.視覚から想、{象・評価へとi舜特に進むことが推測さ

れる。以上のことから ri憂先表出システムjは斡激の受容

の仕方が異なり，傾向があることが示唆された。

日本1J'~渓研究学会雑誌 Vol. 30 災0.3 2007 227 



235)看護学生に対する AEDを馬いた一次救命処謹演習

の課題

;;f三内二子品小111奈都子，安藤思恵(岩手県立大学看護学部)

小;坂未来(秋出社会保険病説)

荻野大介(大政府立大学看護研究科博士前部課程)

{目的]

平成 17年に A県内の AED(自動体外式除綿動器)を

している病院の者護蹄に実態調査を行ったところ，使用法

や設霊場所の理解不足，使用手111夏の不備により， AEDを

確実に使用できるとはいえない状況が明らかになったc

AEDは近年普及し始めたものであり，着護学生に対する

教育の徹底が必要であると考えられた。そこで¥看護基礎

における一次救命処置(以後 BLS)の効果的な普及・

教育方法について検討ーするための課題を明らかにすること

をれ約とした。

[研究方法}

王子成 18年 8丹に A大学看護学部3年生を対象に BLSイ

ンストラクターの資婚を持つ毘締，看護師.教員により，

AEDを含む BLSの講義・演習を行った。授業前後に 91

名を対象に質部紙言語資を実施したっ学生には口頭と紙面に

てブライパシーの保護と成絞に関係しないことを説明し

たν

{結果]

IEI~芸者 77 名中(屈)1又ネ 84.6%) ，授業以前に心日ílî蘇生の講
習を受'けたことカτある者は 71名 (92.2%)だ、ったG しかし

授業部の心)]ili蘇生実施の自信は fまあまああったJ13名

09.4%)あまり無かったJ38名 (56.7%)r 1!!ゆ追ったJ16 

名 (23.9%)で， rあるJ者は O名だ、った。 授業後の BLS実

胞の自信は「できるJ22名 (32.4%)rどちらかというとで

きるJ44名 (64.7%)rどちらかというとできないJ2名

(2.9%)でできないj者はO名だったむ AEDについては

授業前にその存在を全員が知っており.使沼方法について

も60名 (77.9%)が「知っているjと問答したが， AEDの

講習を受けたことがある者は 4名 (5.2%)であった。実際

に授業で AEDの演習をして， AEDの手技を難しかった

と感じる学生は 4名 (5.2%)であった。それに比較して，

人工呼吸の手技が難しいと感じた者は 27名 (35.1%に心

臓マッサージでは 19名 (24.6%)であった。大学内の

AED設置を知っている者は 60名 (78.0%)で.そのJ:tで全

ての設濯場所を知っていたのは 7名 02.0%)であった。

{考察}

後に，心Ri¥i蘇生を含む BLS実施の自信が向上したこ

とから.定期的に波留の機会をつくることが有効であると

示竣されたc BLSガイドライン 2005では，心臓マッサー

ジの速さや深さ，人工呼吸にかける秒数の重要性が示され，

心腕蘇生の質について強訴された。このように救命には，

AEDが到着するまでの的確な心腕蘇生の実施が鍵とな

る。従って，学生が難しいと感じていた人工呼吸および心

臓マッサージの手技が確実に習得できる授業を展開するこ

とが課題であると考えられた。さらに， AEDについては

難しいと感じる学生は少数であったが， AEDの設援場所

を把握している者は少なかった。心停止の患者には素早い

AEDの実施が救命率に夜給するため，設置場所の周知が

課題である G

236)異なる教青方法が感染管理リンクナースにもた5
した効果の沈較

安藤市代，酒井佳津子‘(箕面市立病院)

u1 EEI-fln (臨床研究支援センター(OfficeAKI) ) 

[目的}

当i誌では，感染管理1)ンクナース(InfectionControl Link 

N urse; ICLN)に対する感染予防技術を確実にするための

効果的な教育方法を巡って試行錯誤が重ねられてきた。今

回，実験研究の手法を用いて 2種類の異なる教育方法の効

采を比較検討したので報告する。

{対象と方法]

対象は某病院に勤務しあらかじめ研究の趣旨説明を行い.

実験参加に開35:の意，忠があることを確認した ICLN詩人で

ある O 教育内容は探道カテーテル (UrinaryCatheter;UC) 

の挿入手技とし事前の実技試験結果と年齢によるマッチ

ングを行って対象者を A群 (7人)， B群 (8人)の 2群に

振り分けた。 入群はruc挿入i去の講義Jr摸範実技の提示j

「個別実技演習jの111買に，一方 B鮮は f模範実技の提示j

r1樹剖実技法習JrむC挿入i去の講義Jの)11震に教育的介入を

行ったG なお.実技にはそデル人形を使沼した。その後，

「実験夜後Jflか丹後Jr3か丹後jの3@]にわたってじC
挿入の実技試験を行い，その得点について f教育方法の違

いJr経過時尚jを要屈とする反復i限定ニ完艶置分散分析を

1'1'ったc なお e 統計処:fil[には Dr・.SPSS II for Windowsを

mいたc

[結果と考察]

: "1三齢の王子均依は A'I洋 35.1会 7.5歳，

B群 31.5:t 6.2殺であ f). .1ji-i演の実技試験結果は A若手 11.1

土 2.7点， B i庁11.4:t 2.3 };lで.いずれも有意差は認められ

なかった。

2)教育効来の比較:分析の結果， r教育方法の違いjと「経

過時間jの関に，交互作用が認められた (p= 0.014)。雨

群の得点の変化を国 1に示した。 A計二では f実験直後jに

抵僚を示したものの.11か月後Jr3か丹後jにかけて蕊線

的に上昇したc 一方 B群の得点は，単調減少傾向を示し

た。 以上から， r講義Jr模範実技Jr飼別演習jというオー

ソドックスな教授法が，長期的な視点ではより教育効楽が

高いことが認められた。

12 

11.5 
同一 A喜手 指・・・8群

11 

10.5 
a・a・a・a・a・-

司・・a・-
10 トー ………二:'!........~

9.5 

9 直後 1か月後 3か月後

沼 教育方法の迷いによる実技試験得点の経時的変化
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237)患者とともに轄尿病食を計蜜・試食する体験かうの

学生の学び

鈴木真資子，上i脅さま子，小倉之子

(鳥根大学涯学部看護学科)

[EI B~] 
成人看護学実習において，務尿病をもっ患者を受け持った

学生に患者とともに食事指示量の討議・試食を体験でき

る機会を得たc 学生は綬業で糖尿病食を実諮に計量・調理

し試食した体験をもち，食品交換表の使い方，単位計算の

方法を学んでいる O 今関これらの学習を終えた学生が，成

で患者とともに糖鼠病食を計量・試食する体

験から学んだ内容を明らかにする話的で，学生が体験につ

いて記録した内容を分析した3

{方法i
中に患者とともに糖尿病食の指示量を計

量・試食できた学金 10名に対して研究の主旨を説明し協

力を得た。記録提出の有無ーや記載内容は実習評備に影響を

与えず，協力は自由であることを訟え. [可窓の得られた者

のみ返却をしてもらったむ記載内容は f食事の計義;と試食

を体験した感想jとし学生の自由な言葉で記載してもらっ

た。分析は記載内容を繰り返し読み，学生の学習内容を:tlll

/:1:¥し類似性のある内容ごとにまとめ，カテゴリーに分けた。

{結果]

9名の記録を得て記載内容を分析した結果.r糖尿病食に対

する理解の深まり J食事療法に対する患者の取り綾み方

についての気付きJr計;塁;・試食することの意味J集団指

f食事療法に対する肴護の役割jの5つのカテゴ

ワーに分けられたc 具体的内容としては.r築関指導の効

果jでは，参加者向士の会話はお互いに意欲や知識を深め

ていくよい坊であった食事療法に対する委設の役割jで

は.患者がよく使う材料の l準設の最を去にするとスムー

スに科躍ができるのでは?と患った，などの記載があった。

{考察}

学生は体験から患者理解が深まり，計量と試食の効果に止

まらず集間指導の効果についても学び，審議の役認を導き

出すことができていた。これらの学びから，患者とともに

・試食することは臨地実留の学管機会とし

て適当であると考えられたc

表1 学生が言1・5設・試食から学んだ内務

築関指導の効桑

238)看護学生の救命処罷濃習に関する調査<第 1報>

一一次救命処讃演習前の実態と意識についてー

新u1悦子(川崎摩擦福祉大学毘療福祉学部保健看護学科)

[自的}

近年看護学生の教育に AdvancedLife Support (以下，

ALSと略記)が取り入れられている(荻野弘 2005) 本

研究の目的は. ALS演習導入前の学生の現状と意議を明

らかにすることであったc

{方法]

対象はA大学看護学生で選択科践である救急医療を受講し

ている 2年生と 3年縁入生 71名。調査時j窃は 2006年 10

月58でBasicLife Support (以下 BLSと絡記)演饗前。

データ収集方法は. BLSとALSの講義終了後に質問紙調

査を実施。質問紙の内容は，蘇生法訓練の有無と詩I[線を受

けた場所，看護諦が習得しておくべきであると思う群生技

術(呼吸，循壊). ALS 演習受講の希望等であったc 倫理

的記惑はー:番頭と口頭にて研究趣旨，無記名，自由意志，

講義評錨に使用しないこと.プライパシーの厳守等を説明

のよ，同意の得られた学生のみに議査用紙の提出を求め

住吉采i
有効問答者 62名{平均年齢 19.9土1.0殺)であったo BLS 

に関しては，心姉停止の欝病者に出会ったことがある者は

3.2%.手当ては心nili塁手生法の実施.持もしなかったと

ていたc 心筋蘇生法を知っている者は 85.5%.知らない者

は14.5%.訓練を受けたことがある者は 87.1%.ない者は

12.9%であった。訓練を受けた場所(複数問答)は中学校

3名，高等学校 17名，短大2名，自動率教習所45名.日赤

7 名.~郎j会主催の市誌に対する講習会 1 名，オーブンキャ

ンパス 1名. ?詰i坊の上級救命講習 1名であった。 i療費は.

「必ず受けるべきJ93.5%. rlMl心のある者だけが受けるべ

き 6.5%であった。 ALSに関しては.審議締が習得してお

くべき蘇生法技術の呼駿は気選確保と口対日人工呼吸J
1.6丸 f気j副総探と口対日・ポケットマスクによる人工呼

吸J3.2%. r気道確保・気管持管J12.9%. r気管挿管とバッ

グバルブマスクによる人工呼吸 4.8%.r気管挿管，日対口

人工呼吸，ラワンゲアルマスクJ12.9%. r気道線1:l誌と口対
日人工呼吸，ラワンゲアルマスクと気管挿管 51.6%.
管挿管とバッグパルプマスクによる人工時吸J12.9%.絡

はじ心機マッサージのみ 3.2%. r/L、綾マッザージと

AEDJ 21.0%. r心践マッサージと AEDと手動式徐繍動J
72.6%. r無罰答 3.2%であった。講義の惑想、は.r必ず学

んでおくべきだJ等.10カテゴリーが見出された。 演習希

「希望するJ75.8%. r希望しないJ17.7%. r見学のみj

1.6%. 無回答J4.8%であった。

{考察}

約 87%の看護学金がBLSの講習を受けていたむ習得して

おくべき技術(呼吸)は半数以上が二次気道穣保用具の使

用を必要だと答え，循環は徐絹動器の使用が必要だとア割

以上が答えており. ALSの技術習得を必要だと考えてい

ることカf明らかになった。
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239)署護系大学生における臨地異謹自己効力惑の実態

と関連要因の検討

松田かおか鼠鏑えみ子(京都府ー立医科大学医学部)

上野範子(藍野大学援療保健学部)

[13自力i
臨地実習において学生には既留の知識や技術を応用し

護実践や立す入技能が要求される。しかし看護学生におい

ても近年の開世代の若者と同様に基本的な生活能力や常

識. コミュニケーション能力が変化してきている O 看護の

大学教育が本格化した現状で，看護系大学学生の路地実習

自己効力感の実態とそれに関連する要因を検討する。

[研究方法]

対象:領域別の臨地実習を履修している 3，4年生。

方法:2003 年 9 丹 ~12 月に看護部養成課程の代表者に研

究協力の意思を確認後，質問紙の医c:1fiを依頼した。 3341名

より回答が返送された(間収率 40，0%)0その中か

らま?護系大学に在籍する学生 417名 (21.5:t 2，2歳)を抽

出した。男子 17名 (4.1%)であった。

:(1)臨地実習自己効力感尺度・臨地実習におい

て， r実践できそうだ」という自信を測定する。対象の潔

援助効力感 (8項自L友人との関係性維持効力感，指

との関係性維持効力感{各 4~宮司)の 3 下位尺度， 6 件

法で構成されている。 (2)専攻への適応、在:石井他 (2003)

の所属する専攻分野への適応皮について 8項詰， 3件法の

尺疫を用い，得点化した(範関 0~8 点) 0 (3)社会スキル

尺!支 (KiSS-18・菊池， 1988):対人関係をドj討?にはこぶた

めに役立つスキル〈技能)の全体像をま巴怒でき. 18項目，

4f!二法である。 (4)既習実習期際，年齢である。

倫理的配搭京都府立医科大学倫潔審査委員会の承認を得

た。質問紙の表紙に研究主旨.協力は自由意思である，プ

ライパシーの保護を明記した。

[結果・考察}

臨地実習自己効力感の下位尺度平均得点はー対象の理解・

援助効力感 34.2(SD4.6)，友人との関係性維持効力感 19.1

(SD3.l).指導者との関係性維持効力感 16.7(SD3.6)であっ

たG 次に臨地実習自弓効力!惑に関与する要留を検討するた

めに臨地実習自己効力感下役尺度を詑属変数，専攻への

KiSS-18，既習実習期段年齢を説明変数として意

1m帰分析を行った。その結果， I海地笑胃自己効力感のすべ

てのド位尺度において，いずれも 1%水準で有意なE童相保

係数が得られた(対象の理解・援助効力感 R= .55:.友人と

の関係性維持効力感 R= .53 :指導者との関係性維持効力

感 R 口 .61)襟準備関帰係数は，専攻への適応度と

KiSS-18は対象の理解・援助効力感.指導者との関係性五It
持効力感において有意なiEの値が得られた。 KiSS…18と友

人との関係性維持効力感との間に有意な正の僚が示され

た。

これらから看護系大学生では，看護学への関心や適応状態

は臨地実習場碩での友人との対人関係における自己効力感

には影響しないことが明らかにされた。

240)看護部養成校学生における臨地翼翠自己効力感に

関与する警臨の検討

泣鍋えみ子，松出かおり，北島謙吾

(京都府立医科大学挺学部)

{目的}

臨床実習という状況での行動に対する自己効力惑が学生の

臨地実習への心理的適応に影響するのそこで，我われは臨

地実習全般において学生の自己効力!惑を測定できる臨地実

智自己効力感尺度を作成した。この活用により臨地実習に

おける行動遂行可能惑や心理的適応状態の把援ができ，学

生の自己効力惑の程援にあわせた教育的介入が可能と考え

られた。そこで本研究では，自己効力感の向上を目指した

教育的介入を行う基礎資料を得ることを目的に自己効力感

に影響する要留を検討した。

{研究方法]

対象:領域別のi議地実習を履修中の 3. 4年生。

方法・ 2003 年 9 月 ~12 月に看護師養成課程の代表者に研

究協力の意思、を線認後，賀関紙の記布を依頼した。 3341名

の学生より回答が返送された(臨収率 40.0%) その中か

ら看護締養成校に在籍する 1213名 (21.5:t 2.8歳)を無作

為に抽出した。男子 62名 (5.1%)であった。

調査内容:(1)臨地実習自己効力感尺度:臨地実習におい

て，者護実践に不可欠な援効的人間関係の形成や専門職者

としての役割や責務を来たせそうだと思う気持ちゃ看護行

為が実践できそうだという自信を測定する。対象の理解・

援助効力!品友人との関係性記ff~tl'効力感.指導者との濁係
性維持効力!惑の 3下位尺!支から構成。 16項呂. 6件法 (2)

攻への適応度何J)1: f也 2003) (3)社会スキル尺度

(KiSS-18 :菊池， 1988) (4)自主習実習期間，年齢。

{命現的配[..1)::京都府立医科大学倫理議資委員会の承認を得

たc 質問紙の表紙に研究主鼠協力は自由意思である，プ

ライノfシーの{来護を明言こしたっ

{結果・考察i
路地主主習自己効力感との関連を検討するために，下{立尺疫

と専攻への適正、度.KiSS-18，既習実習~~H抵年齢のどアソ

ン積率相関係数を算出したc その結果，専攻への適応度と

下{立尺度時には有意な弱いの正の相関 (r= .27， .25， .38， 

共に p< .01). KiSS-18と下位尺度間関にも中程度の有意

な正の相関 (r・=.47. .43. .47. 共に p<民)が認められ

た。

臨池実習自己効力感下{立尺疫を従!高変数，専攻への適正、度，

KiSS-18. 既習実習期rm.:fj三齢を説明変数として震回帰分

析を行った。その給条，臨池実資自己効力感のすべての下

位尺度において，いずれも 1%水準で有意な重松関係数が

得られた(対象の理解・援助効力感 R= .50:友人との際係

性維持効力感 R= .45 :指導者との関係性維持効力感 R

.53) 0 一方，標準係閣帰係数については，専攻への適応皮.

KiSS-18とすべての下位尺度において有意な正の値が得ら

れ，専攻への適応度， KiSS-18が高い学生は臨地実習自己

効力!惑も高いことが明らかにされた。したがって，臨地災

習自己効力感の低い学生に対して働きかけを行う i奈にはー
者護学への関心や適応状態，対人関係スキルの程度を考慮:

した上で指導を行うことがま重要である O
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241)審議学生の学習動機，学習力とクリテイカル・シン

キング志i苛性の関連

松若手英士(東京女子医科大学看護学部)

長谷川美津子(東邦大学医学部者護学科)

{目的]

現在，学校教育においては.学び、から遠ざかっている子ど

もたちをいかにして学びに近づけていくかということが大

きな期題として掲げられているc 学生の多様化が進むや

で.r学びに向かうカJr自ら学び二自ら考える力J(学習力

とでも呼ぶべきもの)の抵下や学習裂j撲の不明確さは高等

教育にとって重大な部題である。また近年，開題解決能力

の向上をはかるためにクリテイカル・シンキングの育成が

され.看護の分野においても，そうした態度・技能の

育成を目的のーっとして.PBL (Problem-based Learning) 
やテュートリアル教育などの教育技法・教授方法の開発・

実践も進んでいる。本研究は，学習動機，学響力を言語jめる

ことが看護実践を支えるクリテイカルな思考態・能力の

育成にどのような影響を及ぼしていくのかを明らかする践

的で¥学生のこうした能力の関連伎の現状を検討するもの

であるc

{研究方法i
1.対象者:都内の者護大学生2年生 178名 2. 

容:(1)学資力については.{左藤 (2003)による学習技術・

学習特性に関する調査項尽を使潟 (2)学習動機については，

市川(1996)による学習動機尺度を使潟 (3)クリテイカル・

シンキングについては，筑間ら (2000)による「クリテイ

カル・シンキングに対する志向性尺境jを使用 3.方法:

授業後に調査用紙を詑布・説明し関収箱により留収したC

4 倫理的密議:対象学生には識変協力は任意であり，

は関係しないこと，無記名瀧査であり. f潟人に関わる

鵠報は保護することを説明したっ

{結来i
学習力の学習技術・特性とクリテイカル・シンキング志向

性の 3要素(揺りのない判断，根拠の案提，探求心)との関

にはかなり強い有意な綴関がみられたむ寺会習動畿の内容関

与的動機である充実志向とクリテイカル・シンキング志向

性の 3要素との潤には有意な絡調がみられた。学費動機の

{磁器得点をもとにした分類では.充実志向群が実用志向群

よりも学習技術 e 特性，クリテイカル・シンキング志向性

の探求心において有意に高い得点を示していた。

{考察}

学習カの学習技術・特性を高めることはクリテイカル・シ

ンキング志向性を高めていることが示唆された。また，学

習動機の観点からは，学習白体が楽しいとする充実志向が

強いほどクリテイカル・シンキング志向性が強いことが示

された。一方，仕事や生活に生かすためとする実用志向の

動機は学習カ，クリテイカル・シンキング志向性を高める

までには奈っていない可能性が示唆された。今後，実形志

向の動機を学習力の促進に結びつけていくこと，また充実

志向による動機を高めることを基盤として，学習技術・特

性，クリテイカルな思考態度・能力の育成をはかる方法の

間発も求められるであろう。

242)館地実習を経験している看護学生のストレスコー

ピングの実態

毛利景子，松田かおか奨鍛えみ子

(京都府立医科大学医学部看護学科)

[El E19] 
臨地実翠指導において看護教員は.学生が心理的不透正、を

生じる誌に適切な支援を行うことが求められているc そこ

で，本研究では看護学生のストレスコーピングスキルの向

上を g指した教育的介入を行うための基礎的資料を得るこ

とを詩的に，臨地実習中の学生を対象に実態を調査した。

{研究方法}

対象:各者護学領域部の路地実習を麗修している 3.4

2003年 9月-12丹に看護締養成課軽の代表者に研究協力

の意志、確認、後に，費開紙の配布を依頼したo 3341名の学生

より回答が返送された(留寂率 40.0':心。 2003年看護師養

成諜袈在学中の課寝苦日議合を参考に看護大学 417名

(22%).審議短期大学 265名 04%λ 看護専門学校 1213

名 (64':心，計 1895名(平均年齢21.5会 2.6歳，男性 91名，

女性 1804名)を分析対象としたむ課査内容:(1)ストレス

コーピング:GCQ特性甑(故々木 2002)感情表出，

的サポート希求. I渇題解決，認知的存解釈の下{立尺境から

議成され.32項話 5件法である c (2)鴇性:1生別.

倫理的記惑本調交は京都府立医科大学倫理議

会の承認を得，察関紙には協力は自由意志である，

プライパシーの{系議などを明記した。

[給条i
GCQ下泣尺度の王子均は感情表出 23.78<SD6.30).情緒的サ

ポート希求 28.42(SD6.00).認知的再解釈26.16(SD5.64). 

問題解決26.98(SD4.761であった。ストレスコーピングに

関与する属性を検討するために t検定を行ったところ，

務的サポート希求において女性の方が男性より

点であった ct(1893) = 7.71. p < .01)。学年では慢緒的

サポート希求認知的存解釈.問題解決において 4年生が

3年o/::長より有意に高かった (t(893) = 3.19. 2.68. 3.59. 
p < .01)。次に，実習期間を初期 (3ヶ月未満)中!寄付-6ヶ

月)後期 (7ヶ月以上)に分類し一元配j宣分散分析を行った

ところ舎感指i表出とi宵緒的サポート希求にお

認められた世 (2.1819)= 2.88. 4.56.p < .05. 01) 0 Tukey 

法による多意辻較を行った結来，感清表出では中期より後

期が高得点でありゆく .05)，憤緒的サポート希求では中

期より初期が高得点であった (p<泊)。

{考察}

佐々木ら (2002)の一段大学生を対象とした務査と比較し

てみると. GCQ下佼尺度平均点及び鵠緒的サポート希求

において性差があるという結果は開様であった。ストレス

コーピングには性別，学年，実習時期が関与することが明

らかにされ，このような属牲を考慈したよでコーピングス

キルの向上に有効な教育的介入を行う必要がある。
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243)小児蓑護学実習での学生と態児との関係形成につ

いての研究

一困難を乗り越え関係を築いていくプロセスー

柴邦代(愛知きわみ看護短期大学)

{はじめに}

これまで小児看護学実智での学生と患党との槌係形成につ

いて研究し前殺では受け持ち患克との融和化・融和イとに

よる関係性の成熟をそれぞれコアカテゴーとする 2段階か

らなる学生と患児との関係形成プロセスを報告した1)21。

本報では前報で報告したプロセスの中で，患鬼とのかかわ

りに捺して国難感を抱いた学生がどのようにその状況を乗

り越え.態把との関係を築いていくのかを明らかにするこ

とを目的とした。

{研究方法i
A県内の 3年課税看護専門学校生 32名を対象に実習夜後

に半t完成的活議を行い，修正競グラウンデッド・セオリー・

アブローチにより分析した。倫理的配援として研究開始に

B県立春護大学倫理審査委員会の許可を得た。小克

の農富な経験をもっ指導教官によるスーパービ

ジョン，継続的よとi絞分析の徹底.詞様の条件で小児看護学

1:1:1の他校生の観察データとの照会により結来の厳密性

総保に努めたO

{結果aおよび考察}

において受け持ち忠克とのかかわりに黙し

て関紙J惑を抱いた学生がどのようにその状況を采り越え思

児との関係を築いていくかというプロセスには.

をコアカテゴリーとして 5つのカテゴリーとそれらを構

成する 12の概念，さらに試行錯誤の進行に影響するおの

概念が見出されたっ以下.カテゴリーをく〉概念は<>で

示しストー 1)ーラインを述べるc 受け持ち時始直後の学

生{まく初;密接近行動〉として<接近手がかり探索行動><

融和化接近行動><実習課題的接近行動>をとりながら自

分に対する患児反応を探っていた。そして，<関係形成に

おける国難>を感じさせるような濯、児や家族の反応にi査部

し対応に戸惑うと，学生にはく対処困難の気づき〉が生じ

ていた。その後学生はく器難の角革法〉に向けて<継続的譲

近行動><現状の見直し><解釈分析での視点転換><新

たな接近方法への行動変容>からなるく解決方絡の取り込

み》を繰り返し試行錯誤のIゃから<関係における好転的

変北>に気づくことでく回線の解消〉を緩認していたc 一

対処j滋級感を抱いたまま受け持ち終了〉する学生も

いた。プロセス内の学生のく試行錯誤の進行に影響する要

因》として促進要時 6概念と関害要因 7概念が見出され，

どちらにもなりうる婆躍も存在した。今回，患児へのかか

わりにおいて罰難感を抱いた学生がその状況を乗り越え関

係を築いていくプロセスが明らかになったことは小児者護

学実習の指導上の参考になると考えるむ

{文献}

1)柴邦{-¥';，山口桂子，山本景子:小児者護学実習におけ

る学生と受け持ち患児との関係形成プロセス， 日本看護研

究学会雑誌 28(3). 166， 2005 

2)柴邦代:小児肴護学実習における学生と受け持ち患児

との関係形成プロセス，審議研究. 38 (5)， 51-64. 2005 

244)入学早期に実施した口一ルプレイでみ5れたノン

J¥-j¥}レコミュニケーションの特徴

rt納美智保.水田真由美.松下直子，諸国春校

〈和歌山県立医科大学保健看護学部)

辻拳代(太成学院大学看護学部)

{はじめに]

看護基礎教育において，状況に対応できるコミュニケー

ション能力の育成にむけて綴々な研究が行われている中，

臨t忠実習前の学生についてのコミュニケーションの特般に

焦点をあてた研究はみあたらない。そこで本研究では.入

学早期に行ったロールプレイを撮影した映像からノンパー

パルコミュニケーションに焦点をあて費的に分析を行い.

その特徴について明らかにすることを目的とした。

{研究方法}

対象は，看護系大学 1年生で研究の承諾がえられた 16名

であ抗期間は 2006年6丹であった。方法は，演習として

行っている学生開の 3分間のロールプレイ場面を用いたc

設定は，前日入院してきた患者(役)のベッドサイドに学

生が一入で、訪窓しコミュニケーションを行うというもの

であった。縄影は， DVDビデオカメラで学生の動作や表

情が;記長で、きるように確認し実施した。分析方法は，通常

より 32f資遅い速境で再生し学生のノンパーパルコミュ

ニケーシ双ンを詳絹に観察し逐語録を作成した。逐語録

は，共同研究者間jで峡保と:J茎語録の棋連について確認し

データの信頼性を確保した乙次に，対象者ごとの逐語録か

ら複数の研究者で立球内容を質的に分析しカテゴリー化し

たc 倫理的自己!おえ個人の技術を特定する研究ではないこ

と評備と一切関係がないこと司認否した場合にも不利益

を受けることがないことを告:面で説明し署名をもってj得

意をえたむ

{結果・考祭}

会話の導入においては内自手に不快な印象を与える近づき

f自分自身の緊張が出てしまう挨拶緊張や11音さを

感じる態度jという 3つの特散が抽出されたむ入学早期待3
2ヶ月白)の学生は，看護場面でのコミュニケーションを初

めて実施する者が多く.普段のコミュニケーションとの違

いから過度に緊張し患者に暗い印象を与えることにつな

がっていたc 次に，会話の展開では討目手とのRI=i離を縮め
ることのできないふるまい方相手のメッセージに合わ

せることができない表'清や態メッセージのやりとり

になっていない会話展開会話に閤った場前iで無意識に

とってしまう態度会話場立証全体でみられる癖jという

5つの特徴が1111出された。学生は会話をすすめる中で，相

(患者役)の雷雲1)や反応を受け止め，その状況に応じた

表情や態度を行うことが難しく，自分がヲCiJ!lJしていなかっ

た患者(役)の反応や会話に闘った状況になると極端に視

線が外札 n在れ笑いをするなどの態度があった。本研究の

結采から “患者への近づき方や強拶ぺ“態度や癖"など，

学生が意識せずに行っている特徴について，学生が改穫で

きるような新たな教育方法を検討する必要性が示唆され

た。
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245)動作解析を用いたフィードJ¥ック学翠方法!こ欝す

る予備的研究

伊藤靖代，深田美香(鳥取大学医学部保健学科)

{目的}

ベッドメイキング実施待の動作解析結巣を学生に提示する

フィードパック学習を1Tい，効采的なフィードパック方法

を検討する

{研究方法]

者護学専攻2年生lこ研究践的・方法，協力は在意であり成

績評餓には無関係で、あることを説明し関意が得られた 3
名を対象としたc ベッドメイキングのうち下シーツを敷く

動作を.関!擦に角度センサーを装着して，対象者の右側n認
と背面からどデオ撮影した。フィードパックは，対象者に

右側面と背面の磁橡を全体を通して見せ，さらに a頭領oの

シーツを折り込な bベッド脇の三角形のシーツを折り込

む， c J二の三角形のシーツを折り込む， dJ立ffiOでの a，e足
ffiOでの b， f足倒iでの c，g中央部のシーツを折り込む動

作について遜{象上で算出した閥膝議大詔街角度 il可足前

後・左右揺を提示した。その後2部自の撮彰を伺捺に行っ

たc 分析は，上記註~g の動作i待の縄膝属!llJ角茂.両足Híî

後・左右轄をフィードパック前後で比較した。 同!接関Ilh免
疫は角毘センサーの測定値を用い，立伎を O授として，各

委b1乍の開始から終了までのデータから平均値，最大値を算

出しょと絞した。有意水準は 5%未満としたc なお， I磁像は

研究者と対象者以外の告にふれないよう管理し公表時に

は偶人が特定されないよう記慈し

[結来および考察i
動作 a~ g全体の需藤屈曲免疫の平均値を対象者間に

フィードパック前後で比較すると，対象Aの右足の前は

25.76毘後は 59.681免左足の前は 24泣毘後は 46.031支

であった。向様に対象Bの右足前は 57.411え後は 67.17

度，左足前は臼.21見後は 56.02度であり，対象Cの右足

前は 56.46度.後は 58.68度.左足首立は 56.03度.後は 62.76

度であった。 3名の雨!議!謡曲角疫の平均値をフィードパッ

ク前後で比較しても，雨足ともにフィードパック後が前よ

り有意に増加していた。 j尚膝}謡曲角度を動作別にみると，

C において左足平均値が有意に増加していた。部膝屈!llJ角

度の最大値の全体平均は，右足フィードパック前は 61.10
土 21.14昆後は 85.47土 21.06Jtであり，左足前は 60.95

土 21.21度，後は 79.99:t 14.78度であり，いずれもフィー

ドパック後が前より有意に増加していた。動作 a~g にお

ける両足前後・左右報は，フィードパック前後で有意な諜

はなかったが，動作7.liJにみると bにおいて前後掘が， aに

おいて左右幅が有意に増加していたc 動作解析結采を

に提示するフィードパック学習によって，前!擦の組曲をよ

り大きくして動作を行う変化がみられた。しかし両足の報

はあまり変化しておらず，務の屈曲よりも意識しにくいと

考えられる。また動作加では前半の動作のみで変化がみ

られたことから，今回の方法では動きを変化させようとす

る意識を継続させることは関難であると考えられ，フィー

ドパック方法のさらなる検討が必要である

246)看護大学生の対人間保の特徴と教警のあり方

一教員の感じる学生の対人関保の課題と教青の実

態調査一

今川誠子，長谷川真美，横山恵子，岡本抜智子，

(埼玉県立大学課健陸療福祉学部看護学科)

江関節子，三浦宜&

(埼玉県立大学保健臨療福祉学部健康開発学科)

{詩的i
を自指す学生の対人擦係の特殺と，対人関係教育の

実態を寵査し学生の対人爵係能力を高めるための教育的

示唆を検討するつ

{研究方法}

対象:i討さ医療福祉系大学者護学部〈看護学科)の学科長守

またはカリキュラム全体を抱撮している教員

調査}場開:王子成 18 年 8 月 ~9 月

:議査の趣旨プライパシーの保護を記述した依

とともに調査用紙を送付し承認の符られた施設の

み，密封封書，郵送にて態収した(関収41校. 67.2%九
データの収集方法;学構成的質問調交，調査内容は，

の対人関係能力の課題と能力向上のための教育的工夫等で

ある。

[結果i
l.学生の対人関係系能力の課題

対人関係能力に課題を感じていた者は 70.7%であった。感

じている課題は「接援的に索開や発言ができないJ何~J神的

な問題をもっ学生がいるj仁患者(利用者)さんとスタッフ

の前で緊張が強Lリ
2.対人関係を高める

グループワークや符構成等による f自己のふりかえり j

言の場の設定Jr1む者との知識の共有体験による

や， PBLテュ…トリアル等による f学生の主体的学習の支

クラス担{壬，アドバイザー制の導入等 fきめ縮かな学

生への対r.i5J.対人関係能力育成に向けた「カリキュラムの

開講や内容.方法の提鉄jであったc

3. 工夫による効条と

よる効果は， rグループワークやテュートリア

の主体的学習による議み重ねが，表現することにつながっ

fロールブレイ等でのデイスカッションから対人関係

の学びが得られたjであった令今後の諜一題は f自分で考え

られる学生の育成Jri本経により学生の力を育てる環境作

りJrファシリテーターとしての教員の能力jであっ

{考察i
教員が感じていた学生の対人関係能力の特徴は.r自己表

現できないことJが最も多く.自己表現を中心としたカリ

キュラムを工夫しても.自分で考えられる学生の教育につ

いて課題を感じていたむ自己表現の基礎となる自ら

L，考えられる学生を育てるためには，その学生を育てら

れるファシリテータが不足しているのではないかと推測す

る。ファシリテータとしての教員の能力の育成と工夫がさ

らに必要と考える。
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24ア)r人体の構造と機能jへの由記学習システムの導入

一第2報

問中美智子，長坂議，矢野智子(宮崎県立看護大学)

渋谷まさと(女子栄養大学)

[はじめにi
i浪られた時間の中で，学生に効果的な内容を伝える工夫と

して.自己学習を支援する CBT(computer based testing) 
があり，看護教脊にもこのシステムが導入されつつある O

昨年の本大会では f人体の構造と機能jの講義に導入した

自己学翌システム本の効巣をアンケート調査にもとづいて

報告したc 今関.このシステムに加え，講義内容に滋床と

のつながりを持たせる内容を試み，これらの学習システム

に対する学生の反応、に関して報告するc

{方法i
A大学肴護学科で、は 1年次に人間常態学(人間の健康状態

し人体の常態変化を理解する科話)が開講されて

しミる。とくに後期 (90分x30関)は f内部環境の恒常性」

汗強授の運搬Jr摂取と排法」を扱う O 開講時には自

のために f項日ごとの解説と CBTが経験できるシステム」

を紹介したQ 今期の講義終了後に受講生(王子成 18年度入

106名を対象にアンケートを行ったc アンケートの内

容としては「講義受講11寺の予習・諜習時間Jr講義の難易度」

義の理解度j悶I!解するための対処方法JrCBTの活用

状況H感想jという前年度の項目に加え.講義全体に対す

る「自己の部j主成jとIr前JEJ主Jの EIを主11え

ト識変が無記名であり， 自由参加であることな

に者:面で説明したc 回収率は 94.39らであったc

{結果・考察}

受講期間の予習と復習はあまりなされていなかった二

の苦!li易度は円ntししづ「やや難しい」と回答したものが51%

で，昨年の 61%に比べて減少した。多くの学生が難しい

と自答した項自はf呼吸J.簡単であると間答した項目訂血

友引であり，いずれも昨年間様であった。講義の理解度に

関しては f理解できたjが61%で¥昨年の約 51%より増加

した。理解するための対処方法は「本を読むJr友人に開くJ
は昨年と向様であったが rCBTやインターネットjが加

わったっ受講生の 93%が CBTを活用しており，昨年の

79%より上昇した。利用の感想、として f繰り返すうちに埋

解できるJr自己学習に役立つJrポイントが絞れて使いや

すいjという宵定的な意見があった反闘でf内容が難しかっ

flHJ違えた部分の解説や関の説明がほしいjという

的な意見や要望も見られた。 CBT導入が知識宣言の評舗に

使用できたことで，課題を課すことが可能となったのに加

え，臨床でよく見られる病患生理などを講義に取り入れた。

学生からは「自分が調べた課題の理解が深まったjや「学

んだ内容が臨床につながることを実感できたjなどの反応

があった。学生自身が自己評価した講義の到達!支は九割

以上到達したjと回答したものが 78%，満足度は f6割以

上満足したjとI!!J答したものが95%であった。

* I一歩一歩学ぶ霞学生理学 http://physiologyl.org

248)基礎看護技栴におけるeラ…ニングによる由記学

習

松下由美子(明治銭灸大学)

{目的]

実践能力の薬殺となる正確な技術を習得するためには.授

業待問だけでなく自己学習が必要である。しかし現状で

は集合学習の補完を行う自己学習が実施されているのか，

されているとすればどのように行われているのかという点

については「学生の自主性jとされ積極的に把擦できてい

なかった。今関，コンビュータの情報蓄額機能を利用した

eラーニングの LMS(学留管理機能十i官報から学生の自己

学習状況を把握することが可能となり，彼らの自己学習パ

ターンの傾向が示唆された。本報告では基礎看護技術にお

ける eラーニング活用による自己学習の実態を明らかにす

る。

{方法]

対象は，基礎看護技術i実習を受講する学生のうち eラーニ

ングによる自己学習支援に参加し本研究の趣旨，方法に

同意している 46名である。窓際jはeラーニンク"を開始し

た王子成 18年 11月24日から平成 19年 2Jj 25日の約 3ヶ

月間で，この間の学習磁涯を調査した。分析は自己学習の

継続性に務自し各学生のログイン時期.回数を把握したc

なお， eラーニングによる自己学習は集合学習を補完する

ものであふ学習参加の強制は一切符わず，あくまでも各

学生の自由意志.主体牲によって動機づけられるものと位

配づけた3 また，定期的に 5liiJのコンテンツ内容変更を行

い.学習内容がマンネリ化せず興味を持てるよう工夫した。

倫理的記惑として eラーニングへの自己学習参加は全て

側々人が特定したログインパスワードで、行われ，学習罷歴

となる情報はハンドルネームで蓄積されるため個人の特定

はできないように記悲した。

[結果および考察}

eラーニング稼動期間中，最低 1問でも eラーニングに参

加した者は 20名 (43.5%)で，参加パターンは 3つに分か

れた。第一は，一度学習するがそれ以後二度話の学習がみ

られない単発参加型で 10名であった。 被らの~官状況を

概観すると，一度の学習参加がどの時期に行われているか

は各学生によって異なってお札試験前や技術チェック前

というように特定時期を選定することはできなかった。第

二は，二度以上の学習参加があるものの.参加持j穏に規則

性が認められない不定期参加型3名であったc また，不定

期参加裂は参加期間のパターンによりさらに一定期間に

集rj3する編り摺2名と，会期間に渡ってランダムに参加す

るランダム型 1 名に分類されたc 第三は，概ね 7~1O日に

-g[というように一定の学習期間を自分のベースで保ちな

がら全期間に渡って定期的に持続して学習している継続参

加型7名であったっこのように eラーニングによる自

習が3つのパターンに分類できることが明らかとなった。

今後は，今回 eラーニングによる自己学習に一度も参加，

ログインしなかった 26名を含め，それぞれの学資パター

ンの遠いとなった袈i還を探か基礎看護技術響得に向けた

自己学習支援のあり方を探究することを課題とする。
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249)小児審議学実習における事故訪止教青

ーオリジナルシートを用いた行動の振り返り一

馬場口喜子，隣国'!党代

(京都府立医科大学医学部審議学科)

{研究詩的i
小児病棟における事故は，乳幼児のベッドからの転落や転

倒が在倒的に多いことが特徴であるc また，治療において

は.注射薬や翰液管理に罰するリスクも高いc 未経験の学

生が子どもに関わることは，さらにそのリスクを高めるこ

とになる台本学では.子どもの安全に関する行動自擦とし

て f対象の成長・発達と健康状態から事故を予iJlUし事故防

止が実践できるjをあげている O 日援を達成させるため，

オリジナルの f事故予測シートjを作成し関わりのある

乳幼見・学議について予測する苓故内容を毎日記述させた。

その結染実智ゃにおける学生のインシデント・アクシデ

ントの発生は全くなかったc そこで， r事故予測シートJの

記述内容を分析し小児看護学実習における事故防止教育

について検討したので報告する。

i研究方法}

rpの学生 69名。詩書査諮問:平成

18年4月~平成 19年 1月。調査方法:(1)実習 1日目か

ら最終日までの 10B関，毎日，まとめの時間に調殺し

(2)病室.プレイルーム， 1谷議，廊下.処詮窓を限示した

f事故予測シートjを各学生に 1シート配布し予測事故に

ついて自由記述させた。分析方法:会記述内容を f予泌す

る事故jの場所ごとに分類し事故内容の記述頻度および

環境や発達段階からみた予測事故の特設を比較し

i去を検討した。 倫理的記議:学生に研究の怒号.調査方法

および成績に影響しないこと，不利設が生じることはない

ことを説明し肉意を得た令

{結果，

稔記述数 11630I予測事故Jの記述の割合を場所別にみる

レイルームjが総記述数の 26.2%， I病室 21.0%，

20.7%， r廊下J18.1丸 f処置室 14.5%であった。

予iJlUする事故内容は「打撲・外協jが総記述数の 19.9%，

f転間J16.2%， rベッドからの転落J15.5%， r翰液ライント

ラブ]vJ ll.l %などで，幼児と学童では記述類震に差はみ

られなかった。プレイルームは f打撲・外傷 20.5%.
議ライントラブ)vJ 19.8%，病室は「ベッドからの転落j

26.2%. I打撲・外傷J19.3%，谷議{ま「転。伊dJ24.5%， 

る 18.3%，r熱{慈J16.6%， r潟水J12.0%，援f，下は「好撲・

外務J56.4%， r転倒J15.6%.処罷室は「ベッドからの転

落J45.0%， r物品の落下J17.8%であった。なお，実習中の

インシデント・アクシデントの発生はゼロであったc 事故

を予灘するには，子どもの発達段階や病患、，治療内容を理

解することが必要である。予昔話する事故について毎呂記述

することで二学生は子どもの行動と学生自身の行動を想恕

することができ，そのことにより，事故防止に対する

が高まり，安全行動への実銭に繋がったと考えられる

250)審議研究への介入指導蔀後にみる集録記載バター

ンの変化

壁際干寺子.北端恵子，西日知子，石井千夜季

(公立大学法人和歌出巣立医科大学附属病院)

山田一期(臨床研究支援センター (OfficeAKI) ) 

{目的]

某病院における院内看護研究会は 1969年の開始以降，諮

問を数えている G また 2001年境からは，外部講締による

継続的な研究セミナー(以下新方式と略)を展開しているc

新方式導入後5年目を契機として，院内研究の質的変化を

評価することを目的とした。今回は，研究集議集の記載パ

ターンに務自した分析結栄を報告する O

{対象と方法}

務方式導入前(1996-2000)，導入後 (2001-2005)の各

5年総に作成された院内看護研究会集録集から，

理賞f王者Aの了承の下に.各年境問題ずつ討 100恕を無作

為に抽出して分析対象とした。そのさい，研究者以外の第

よって抄録記載者の所属・氏名を消去した資料を用

い，個人情報の特定や特離の綴りが生じないように挺惑した。

各資料ごとに「説題fせきの表題Jr対象と方法の務条舎きj

「対象と方法の再現性JrB自主と結論の整合性 r誤字Jr文
(~すあり.といった吉文体の表現)J r特殊な

省略jといったチェック項自を設けて，その出現数を新方

式導入前後で比較した。チェックは 2人の研究者が独立に

を行った後に結3誌を照会し相違が生じた場合には合

よって判定した。

{結巣および考察}

:導入前の出現数は 42件 (84.0%)で

あったのに対し導入後は 2件 (10.0%)と大幅に減少した

(p < .001. Fisher' s exact test) 0 

の笛条脅さ:導入前の出現数 44件

は 14件 (28.0%)へと減少した (p< 

:対象と方法の記載内容から，

研究手綴を再現できるかどうかを判定したむ f再現可能j

との判定は，導入前 17件 (34.0%)から導入後 48件 (96.0%)

へと増加した (p< .001) 
jの整会性:研究呂的と結論との整会

性の有無を調べた。「整会性あり jとの判定は，導入前 19
i午 (70.4%)から導入後 25件 (59.5%)とむしろ減少してい

たが，有意差は認められなかったっ

:誤字の出現数は，導入前 16件 (32.0%に導入後

22件 (44.0%)で¥有意差は認められなかったc

:文語表現の出現数は，導入前 51'午(10.0%)，導

入後 12件 (24.0%)で.有意義は認められなかった3

:特殊な省略形の出現数は，導入前 12件

(24.0%).導入後16件 (32.0%)で:有意義は認められなかったc

以上の結来を通覧すると，新方式導入前後で改善したのは

集録記載の f形式的要素jの部分であり，習得に一定の思

考誇1¥線を要する「論理的整会性jや. r誤字Jr文語表現j

f特殊な省略jといった文家表現力に関連した要素につい

ては改善に奈っていないことがわかるc これらをいかに変

容できるかが，今後の重要な諜題である
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251)臨地実翠指導者の教師効力と看護職アイデンティ

ティおよび自己教脊力との関連

松浮由香里(北見赤十字病院看護部)

休波茂子(日本赤十字北海道看護大学)

[目的]

病院等の施設で活動する看護締が臨地実習に関わることは

重要な教育的役割である。しかし指導を担う看護師からは

不安や無力惑の声があり.これら指導者の患いには指導者

自身の看護という絞業に対する倣値観や偶人的背景等が影

していると考える。そこで本研究はl滋地実習指導者の教

締効力と，看護J[裁アイデンテイティおよび自己教育カとの

関連について明らかにすることを 8的とした。

[fJ]J命究方法i
対象は研究の趣旨に間意を得たベッド数300床以上の病院

で路地実習指導者として活動している看護締 351名とし

間収は 274名(関収率 78.1%)で¥そのうち分析可能な 228

名のデータを分析対象とした(有効回答率 83.2%)0臨地

に対する教締効力と，これに影響す

ると考えられる者護職アイデンテイテイ，自己教育力.臨

地実習指導者の属性を質問紙により測定し郵送にて閲JI又し

た。 測定尺度は，実習教育に対する教締効力尺度(実習指

)(坪ヂ!:ら.2001).活設前iの職業的アイデンティティ

(PISN) (往々 木ら.2006). 自己教育力測定尺!支

村ら. 1995)を開発者の永諾を得て使府した。対象施設お

よび百話人へは自由参加. [変名研究結#~の学会発表等の

{命法的自立総:について説明し対象者総人からは研究者Aへの

調査票の返送をもって問主主が得られたこととする旨も併せ

て説明した。統計処理ソフトは SPSSvεr.l4.0 for Windowち

を用いた。

{結果]

王子均年齢は 35.2土 7.7歳で¥女性は 213名，男性は l名.

性別不明は 14名であったっ平均臨床経験年数は 12.8

7.1私王子均指導経験年数は 5.1年:t5.3年であった。本研

究における鵠地実習指導者A の数締効力の王子均{丈 79.3土

10.5で.1綴地実習指導者の教締効力は年代の高い指導者 (p

< 0.001)，臨床経験年数の長い指導者 (p< 0.001)，指導経
験年数の長い指導者向 (p< 0.001).および実智指導者講習

会を受講している指導者・ (p< 0β5)において高い絞染と

なった。また.看護職アイデンテイティ(r口 .428p < 
0.001)，自己教脊力(r = .406 p < 0.001)はそれぞれ臨地

実習指導者の教師効力とかなりの正の相関があったな

[考察]

本間究の結果から，指導者側人の者護織に対するアイテ、ン

テイティや自己教育力，指導者の属性はI~ff，地実習指導者の

教お(i効力に影響を及{ましていたと考える。除i:lfu実習指導者

の教師効力を高めるためには，者護股アイデンテイティの

確立が実現できるような者護体制の充実態地実習指導者

自身が自ら学んで成長できる職場環境の整俄，経験の少な

い臨地実智指導者へのサポート強化の必要性が示唆され

た。

252) SP によるコミュニケ…ション演習が基礎看護学実

翠iこ及ぼす影饗

荻あや子，肥後すみ子，奥山真由美，村上生美

(関山県立大学保健福祉学部看護学科)

{目的]

模擬患者 (SP)によるコミュニケ…ション演習が，臨地に

おける基礎看護学実習(実習)での学生のコミュニケーショ

ンにどのような影響をもたらしたか検討した。

[研究方法i
A大学看護学科 l年次生日16年度入学44名 (SPによる演

習を実習前に実施)とHl7年度入学 41名 (SPによるi察官
を実翌後に実施)を対象に，実習終了後，コミュニケーショ

ン評価に関する紫陪紙調査を実施した。調査内容は，藤崎

らの評{価表を参考に〈コミュニケーションの基本技術(基

本技術))<共感的コミュニケーション(共感的))< ~頃聴・
情報収集)<問題解決〉の 4領域 25項目で構成し 51午i去
で得点イとした。分析は年J!t別に平均値の比較と. Mann-

Whitneyのじ検定を仔った。自由記述は項目毎にまとめ.

検討した。 倫理的には実習終了直後，学生全員に識査目的

と匿名性の保証，自由参加であること等を説明し間意を得

た。

[結来l
Hl6年度 37名(有効悶答率 84.1%)とHl7年度 37名(有

効関答率 90.2%)のlill答を得た 4領域では〈共感的〉と

く法本技術〉の詳細が全体的に高く， <問題解決〉の評価が

誌かったo Jl1 EIのよヒ絞では. SPによる演習を実習前に実

施した H16年!支が. SP による泌習を実習後に実施した

Hl7年度よりも殆どの項目で平均得点を上踊っていた。

特にく総本技術〉では「目的を告げて了承jが4.00と3.49
(p口 0.01)があったっ〈共感的〉では汗見i哀を合

わせて話すJが4.57と4.24.r非言語的コミュニケーショ

ンjが 3.74と3.44，<ft立聴・稽報収集〉では f入院に至る患

者の行動を聴く jが 3.92と3.58でHl6年度が高得点を

した。〈開題解決〉では「いつでも対応できることを患者に

示すJが3.67と3.05で有意差 (p= 0.008)があり，

して関わるjが3.86と3.57でHl6年度が高得点を

した。自由記述ではお?の体験を思い摘さながらの会話〕

[急に動かなくなる不安や対応、を深く思考] [沈黙や共感，

傾聴の意味を理解][話を向く姿勢や相槌の大切さ]等，演

習がもたらす効果と.[患者は SPのように気持ちを話さな

い][演習どおりに会話ができない][患者と SPでは違う]

戸惑いや関難さを表出していた。

{考察l
Hl6年度はHl7年度に比べて平均持点が高く. r詩的を告

げて了承Jと円、つでも対応できることを患者に示す」の

2項自に有意差があった。淡習は. SPと向き合う経験や

SPからのフィードパック等が患者の千メージを膨らませ

ることに有効で¥患者への対応に反UJとされたのではないか

と忠われる。今後，実習で学生が路きやすい患者との会話

のシナリオ作成に工夫の必要性が示唆された。
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253) SP導入によるコミュニケーション演醤の学習効果

奥w真由美.把後すみ子¥荻あや子，村上生美

(向山県立大学{呆縫福祉学部看護学科)

{自的}

模擬患者 (S討を導入したコミュニケーション演習に対す

る学生の演習評備とコミュニケーション評価から学習効果

と今後の教育方法について検討し

{研究方法i
A 大学の平成 16~18 年境著護学科 1 年生のうち.識資協

力に時窓の得られた 94名を対象としたc 演習評価として

く演習の企溺・運営〉と (SP詳餓〉について 5件法による

関紙鵠査を行った。王子成 17~18 年はコミュニケーション

評価として，く恭本技術)，く共感的コミュニケーション>， 

く傾聴・情報収集λ〈問題解決または看護護助〉について 5
件法による費関紙調査を行った。分析は，項目出に年度制

の平均僚の比較を行ったむ

{結采]

演習評価では， (演習の企図・遂営〉で評舗のi脅かったZ奈良
は f本淡習の必要性jと f磁床実習に役立つjであり，

4.5~4.8 の範簡であったc 詳fI震の低かった項目は f物理的

で 3.4~4.0，次いで fシナリオの分り易さj で

3.8~4.2 の範踏でもあり，同環自とも年境問に有意義 (p < 
0.05)があった。くSP評{選i>は.fi災技のリアリティさJ.

f演技の上手さJ.フィードパックjの各々において

4.5~4.8 と高い評備であった。コミュニケーション評fíIIiで

は， <基本技術〉の各項目の平均は 3.0~4.4であり， !B己

紹介jは，年度i湾に有意差 (p= 0.00りがあったc (共感的

コミュニケーション〉の各項自の平均は 2.0~4.6 で、あり.

あわす I玄関年とも最も評価が高く，

ミュニケ…ションjは最も評舗がiまかった。

の各項呂の王子均は 2.5~3.í であり綿入に関わる

を聴く jがi弱年とも設も評価がおく.r沈黙の意味の理解j

が最も評価がf!fかっ
は年変f!ljに有意差 (p= 0.02)があった令〈問題解決〉の各

項自の王子均は 2.3~3.7 であり， r言行一致して溺わるjが鍔

年とも最も評価が高く.「自己決定の援劫jは最も評価が{廷

かったむ

{考察}

教育技法およびSP評価は高かったが，演習諜境の準備お

よび環境設定などにおいて理解しやすいシナリオ作成の必

要性が示唆された。学習効泉では.<恭本技術〉ゃく共感的

コミュニケーション〉は講義で得た知識を実践に結びつけ

やすいが，(1資総 e情報収集〉は初学者には高度な技術であっ

たと思われる。く荷題解決〉の得点が抵かったのは.問題解

決思考と看護現議の講義が未終了であったことが影響した

と考えるC 今設， r~!ミ言語的コミュニケーションj や?沈黙

の意味の理解jなど得点の抵い技術を強北するための教育

プログラムの検討およびコミュニケーション技術に関連し

た段階的な評価暴準作成の必要性が示唆された。

254)看護部への研究指導が自己効力感と自鐸性に与え

る影響

越由美穂;子，片山陽子，大西美智恵

(香川大学涯学部看護学科)

{自的}

審議師への畿続した研究指導が自己効力感と自律牲にどの

ように影響するかを明らかにするc

{方法i
A県B病i誌で看護研究担当の看護部に対し講義と

の演習から学会発表までの継続した研究指導を介入として

実線したc 介入前後に B病践に勤務する看護員ili82名を調

査対象{こ， 2005年 12月と 2006年7月の 2留，無記名の自

記式質問紙議査を仔った。調変項ElIえ年齢，性部，

勤務病棟，経験年数，学際，研究担当の有無，研究

経験の有無，経験問数， 自己効力ja自律性である。自己

効力感;え坂野と東伎の…絞性セルフエフィカシー尺度

(GSES)を，自律性は，菊池・原悶の看護締の自律性測定

尺度を尽いたむ分析に先立ち，尺!支の{設頼性について換読

しは=0.63~0.94) ，一次元性を雑誌後，単純加詳し

分析対象{之介入前後共にデータを持つ 60名 (36.0土 9.9

としうち今@]の研究担当・協力者を指導介入群 (21

名λ指導を受けていない雰護締を対照群 (39名)

分け検定及び2婆慢の分散分析を行っ

として写楽前に目的と中断の自由.及びi変名性，限収，デー

タ処理方法等を記癒することを説明し同意を得たむ

{結果及び考察]

対象者の属性は，二群悶での統計的有意差は認めなかった。

また， t 検定の結来， GSES及び自律性の得点は，全項自

で介入群が有意におかった (p< 0.0目。分散分析の結果，

自律?生の下位国子である抽象判断項院のみ，

が認められた市=4.134 p 0.047)。交互作用は会項践

とも有3まではなかったc 継続的な研究指導の介入は，抽象

'FU断能力を高めることが示唆された。しかし交互作用が

なかったことから，研究担当者を選択する際，もともと効

力感や自律性のおい職員を選択しているTIJ能性など. l'むの
婆悶も含めた追跡が今後も必要である。

立iEl

効力兵器

設1)
i主2) 
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255)環境整備における状涜設定型学欝を体験した署護

学生の学び

一線明美，升田由美子. (地J11医科大学医学部審議学講座)

高間哲子(元旭川医科大学医学部者護学講廃)

{目的}

本研究は， 日常生活援助技術に含まれる環境整備の単元で

行った，状況設定型学習(以下学習)を体験し

の学びを明らかにすることを 8的とする。

[研究方法}

:4年制大学の者護学科 1年生で，生活環境に

関する講義を受講した 59名のうち碕究協力に向意が得ら

れた 58名であった。 2.調査部間:2006 年 7 月 ~8 月

3.学習内容:1)事前学習は生活環境の講義とベッドメー

キングの演習であった。 2)状況設定は「車椅子を使用し.

床上羽I:il止をしている患者が検査のため不在であるjとした。

おポイントはベッドが乱れごみや食後の箸などが放置さ

れた状況を強調した。 4)学饗課題は「患者のベッド周関の

を行う j とした 5) この課題は 11 名~12 名のグ

ループで行った。 6)実施後は，この課題での学びをレポー

トして提出させた。 4. データ分析:学びのレポートを

Berelson， B (1957)の方法で分析した。 5 倫理的配窓:

研究の呂的・内容・予測される不利主主とその対処法につい

て説明し者福jにて河窓を得た乙

{結果]

学びのレポートから得られた素材は 265文脈で，そのうち

学びが記載されていた 169文販をデータとして扱ったc こ

の分ネIfの結采， 9の《カテゴリー(サブカテゴリー数日と

51の<サブカテゴリー>が抽出された。カテゴリーは

楽な環境づくり (5) <考える重要性 (5日〈環境整備の困

嫁さ (6) <技術習得の重要性 (3))<看護仰の役割 (ll)} 

ミ患者に確認する霊安性信)}グループワークの効来 (4)}

〈心記りのf主要性 (2)}く偲加の重要性(10) であった。

施中の討議内容は各グループ様々であったが.共通点は私

物の置き場所や置き方，ベッドのリクライニングの状態な

と鋼部性に関する内容が中心であったc

{考察i
本研究において油出されたカテゴリーは，学習日擦を嬬羅

したいj容だったため，ねらい通りの学習効果が得られたと

判断する。そのやで環境整俄そのものには隠係ない〈グ

ループワークの効来〉が特徴的に抽出されていた。

校などの学習経験も含めて一年次である協力者は，講義i去
には慣れているが体験から学ぶことには慣れていない。つ

まりグループワークの効果》が抽出された理由は，協力

者が…人では解決できない関難の解決法として，討議i去を
積極的に活用したことが影響したものと考える O また個

別の重要性患者に線認する重要性〉は，私物の置き場所

などを悩むことで患者に確認しなければならないことに

函したため，特徴的におI1出されたものと考える。このよう

に.状況設定型学習は，学生に講義法で得た知識の強化を

含めて様々な学びを与えたことになる。よって今後は幅広

く状況設定学管を導入することと，その学習法の評舗につ

いて検討する必要がある。

256)臨地実習における審護事抜紡止力。イダンスのあり

万

一異体的な署護事故訪止策!こ関する実欝前後の比

較一

問中英子，岩瀬裕子(熊本保健科学大学)

{目的]

i滋Jt!!実習における看護事故を訪止するために，臨地実習前

後に仔った看護事故防止策に関する調査結果を比較検討

し今後のガインダンスのあり方を採る O

[方法i
1.対象:看護大学3年 100名の内，研究の趣旨に伺意の得

られた学生，ガ千ダンス時(以下.実習前と言う)94名，

臨地実習終了後(以下，実習後と言う)89名.2.ガイダン

スの実施:平成時年4丹，成人・若年・母子・地域実習前

180分， 自標看護事故防止について自分が行動に移せる

具体的な対策を述べることができる.内容:1)先輩の実習

中のミス・ニアミス鵠査結果報告.2)察側(脳lfn.管i翠害患

者)をグループで検討し発表，その後具体的な看護事故防

止策について個人レポート作成. 3. t部地実習後調査1)平

成18年 10月実施， 2)調査方法:無記名による賀関紙調査，

内容:実習中行った看護事故防止策， ミス・ニアミスの実

態.4.分析方法:実習前レポート及び実習後の調査内容(看

護事故j坊止策〉について研究者2名でカテゴリー化し比較

検討した。 5.倫理的配慮:口頭と文書:で研究概要，個人が

特定されないことなどについて説明し向意を得た。

{結来}

1.者設事故防止策は実名1前463fI:，実習後 1931'1こで各々
30， 15のサブカテゴリー(以下.りとする)が抽出され.

ヒューマンエラ…学生としての支任システムj

会な看護技術の提供日倫理的関!艇の 5つのカテゴリー(以

下とする)が生成された。 5ヒューマンエラ-では

実習前のみ 14件挙げられ，r常にヒューマンエラーを意識j

「原鴎追及jなどで、あった。;学生としての玄ー任jでは実智

前324件， r報告・連絡・相談Jr事前主主:晋jなど，実習後81
件で 58.0%の学生がサブカテゴリーのいずれかを実行して

いた。 7システムjでは実習前のみ 19件挙げられ， rカン

ファレンスを行う病織の構造などの把握jなどであったc

f安全な看護技術の提供;では実習前関 係 fアセスメントj

f危険の予iHiJ.回避jなど，実習後 104伺:で 69.1%の学生が

サブカテゴリーのいず、れかを実行していた。Hi命想的配臨j

では実習前I24件，内工秘義務J['患者の立場に立つjなど，

実習後 6f牛で 7.49らの学生がサブカテゴリーのいずれかを

実行していた。 2.実習中， ミス・ニアミスを体験した学生

は29名 (35.8%)であったc

{考察}

としての支任j 安全な看護技術の提供jでは.

の 6~7 舗がガイダンスで考えた看護事故防止策を実行し

ていた。先輩のミス・ニアミス経験の報告や事関展慌によ

り，具体的に看護事故拐l1:.策をイメージできたことが，実

習の場で行動に移すi祭に活用できたのではないかと考え

る。
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257)審議学生の卒業前の死生観一基礎実欝後および鎮

域l.lIJ実習後との比較かうー

JlI本認久子守内111久美，絞本文乃

{目的}

かったむ

{考察}

り，生きること

死生議尺度の比絞は，領域開実習後と卒業前では変化はな

かったが，基礎実習後と卒業前では f死への恐怖・

と「死からの間選jが有意に鮭1ごした。 3年以降のカリキュ

ラムや学生の人生経験が2::ド迄に学んだ死生認に影響した

ことが{応えるc 卒業後，看護殺者として裁緩や進学する

生らはこれから生死に向き合っている

していくことになるため，死を喜子定し避けるのではな

く.死への心構えを持つことが大切である。 2

および基礎実習での者護の知識と基礎技術を基盤にし人

生経験や領域7JIJ実智での学寄を課題研究等で深め，さらに

皆で共有し学びを重ねていくことの意嬰性が示唆された。

(本研究は 2006年度熊本保健科学大学学内研究費の劫成を

受けて行った)

258)精神零護学の授業主おける視聴覚教材む効薬の検

討

村松 {二(上武大学看護学者1¥)

溶水健史(青森県立保健大学)

[E1 U9] 
の理解がZ重要であ

イメージしにくいことから，

には務神障害(者〉の理解が田裁であると認識されている。

中でもアルコール放存症は，特有の治療器迭の存在や，ア

ルコール依存症者が)!Il特な紛争11講迭を有していること等か

ら，対象の理解がより沼難となるc そこで.アルコール依

存症を取今上げたテレビドラマを教材として用い，

ける視聴覚教材の効采につし

とを目的とした。

{研究方法}

関した。

{結来}

として.テレビドラ

レピ系 2005年作品けを筏欝させ，その後，

90名のさまt生から研究のi汚窓が得られた。自由記述の内容

から， 510のラベルが11支出された。 K]1去による分析の結

果， [疾患の旅田1. [疾患の理解l. [治療の理解]， [家族の

と隠義江省 i家族が支えることの大切さ1. [アルコール

{アルコール依有:症者の家

族への者設の必要性][アルコ…ル社会への批判]， [自己の

り返 1)1. [tごラマの長短1. [ドラマと講義の相補予1:1の
11カテゴリ に議出されたc

におけるアルコール

はまだ十分ではなく，初学者には理解が留

という印象を与えているc そのため，初学者にも理解し

やすい教材を使用することが必姿と考えるが，今回，

アルコ…)v関i主部;翠をテーマにしたテレビドラマを

視聴させた結果より.アルコー)Ht{存疲の!京i現・疾患・治

アルコール依存症者への看護の動接づけがfおお
され，さらにアルコール依存症者を取り巻く家族関係の

さや家族も援助対象になることを学びとして抽出され

たo J;)、上の点から，者護基礎教育において，アルコール関

連問題の理解を助けるためには，境総党教材の使用が有効

であることが示唆された。
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259)乳がん患者の患者会における溝足度と乳がん告知

後の不安内容の変化

加藤藍美(女性クリニック We富山)

横山真代，長 光代，小林泰奈(厚生連滑JII病院)

上野栄一(福井大学産学部看護学科)

{話的}
乳がんの擢患数は年々増加傾向にあり，それに伴い字しがん

の，患者会の重要性の認識やニーズも.急速に高まっている C

X病i完でも乳がん患者のニーズの把握と情報交換の場と

して患者会を発足した。本研究では，乳がんと君子知を受け

てから患者の不安内容の変化を把握することで¥適切な看

を提供するための示唆を得る目的でアンケート調査を

行った。

[研究方法}

対象は，患者会に参加した 22名に萌究の趣旨を説明し研

究者が作成した学構成的質問用紙をi詫長の許可を得て詑布

し同意を得られ返信された患者 10名。患者会の満足度

(最高点は 9点満点)・自由記載の質向紙は無記名とし察

関紙の返信の有無に関わらず，不利益は生じないこと，収

したデータは本研究以外に強用しないこと，また，デー

タは鍵のかかる場所に保管し研究終了後にシュレッター

にかけ抹消することを対象者に説明し間3言、を得た。分析

方法は，患者の内的体験の意味内容と考えられる文}]]誌を抽

出しコード化しカテゴリ -1ヒした Q 分析内容の信頼性・

妥当性をおめるためにスーパーパイザーに指導を受けた。

{結果]

患者の平均年齢は， 51.7土 12.2ti注，手術改柱it三数は， 3.2土

3.9年である。 50歳米満の患者の患者会に対する満足度符

点7.8会 0.5点は. 50歳以上の得点 7.5土 0.9点よりも高い

値を示した。患者会の参加目的では，<情報収集><共有

できる友><ストレスの解諮できる場><情報提供>の 4

つのカテゴリーを抽出した。告知持の相談相手は.夫が最

も多く，次いで子供，乳がん患者となった。また，告知I直
後の不安内容では，<治療方法><仕事><家庭><死>

<治療費><孤独>の6つのカテゴリーを抽出した。告知後

より手術までは.<医締への信頼><手術方法><ADL > 
<情報><死>の5つのカテゴリーを抽出した。手術後では.

<術式の振り返り><ADL ><情報><安心><死><1表
部への詰頼><自支><術後補助療法>の8つのカテゴリー

をt111/l¥したむ現在では.<死><術後補助療法><ライフ

ワーク><霞締への信頼><'1官報>の 5つのカテゴリーを

抽出した。

{考察i
患者会参加のg的は，患者向で情報を提供・収集すること

で共有でき，精神的な不安要素が解消できると考える g

知後の不安内容では，すべての時期において，死に対する

不安がある。これは，がん詰死と言うイメージが以前より

あると推察できるc また. i'吉報においてもすべての時期に

見られ，継続的に情報提供が必要で、あり，本研究対象の患

者会は，情報交換，さらには不安等の気持ちを共有できる

良き場であったと考える。孤独は.告知度後のみ見られ，

告知夜後こそ精神的な看護介入が必要と推察する c

260)クリーンルーム入室患者の溜応過程とその適郎通

程への影響要因

はIED 忍、.大瀬晃代

(公立大学法人和歌山県立医科大学的属病院)

{目的i
w病院で，自民1痛と診断された患者のうち，クリーンルー

ム内での化学療法に移行する患者は約 7割を占めており，

告知を受けてから早急に治療が開始され，クリーンルーム

への入室を強いられる。患者は治療の副作用と併せ，ク

リーンルームという閉鎖環境によるストレスに対し適応し

ながら療養生活を送らねばならない。本研究では，クリー

ンルーム入室患者の療養生活に対する適応過軽とその適応

過殺に影響する要国を明らかにする。

{研究方法}

適正、過程を「反復する療養生活において，過去の療養生活

からの学びを次の療養生活に生かし疾患を克服する努力を

すること」と定義した。クリーンルームに入室体験がある

患者で¥研究の趣旨を説明し協力の意志、を文書で確認し

た患者 6人を対象とした。面接調査は fクリーンルームj

「準クリーンルームJr~関室」で実施し，クリーンルーム入

室後から現在に至るまでの気持ちの変化を車dlとしその影

響要閣を併せて質問した。会話の内容は，対象者の許可の

下にテープに録音，逐語録を分析資料としグラウンデツ

ド・セオリ…に準じて分析を行い，抽出された鍵概念をふ

まえ，他患者へのftii接を重ねた。鍵概念抽出は，熟練者と

の協議を反復し信頼性・妥当性の保持に努めた。

{結果}

適応遜設では.忠;者は日iJからJZイ本的な知識の導入.

「看護部jから{持i別的な日常生活支援， r他患者jから病状

の経過， rインターネットjから必主rrの情報を取得した上で，

自己の病状と治療経過を理解し療養生活に適応する準備

としていた。これらは医師の病状説明や看護締の療養生活

指導に対して，更に理f解拝をi深架めることに繋がつていた。 j適謹

応への影翠響i嬰悶で

者との関係Jr家族J.患者自身の要因で「予測される身体

症状Jr病気の理解度J.環境要屈で「鶴自主環境Jr食事内容J.
社会的要国で「陸療費jであったcrr副長費Jr隔離環境j

f食事内容」は適応への否定的要因. r家族jは肯定的要因

として示されたo r霞療者との関係予il!IJされる身体液状」
「病気の狸解度jは関わり方や理解の程度で，否定的にも肯

定的にもなる結泉であった。

[考察}

適応過程では，共体的な主n~哉の導入や倒7]Jj的な支援は. 1歪
療者への信頼感に繋がり病気をと克服する努力を促している

と考えられたG また，肯定的要時の f家族jの支援を満足

して受けられるように，制限された面会方法の符検討が必

要である。否定的要因である「食事Jr匿療費Jにi刻しては，
食事の個別対応や社会資源の利用について早期介入をする

べく，チーム匿療の充実が必要と示唆された。
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261)乳がん術後患者のりンパ浮題に対する予防行動と

発症との欝連

安福真弓， (吉i諮問際大学保健科学部看護学科)

[目的}

乳がん術後患者のリンパ浮騒に対する予紡行動とりンパ浮

経発症との関連を明らかにするc

[研究方法}

1.誠査対象 :A県B病践の外来通院をしている乳がん術

後患者 54名2.識変期間:平成 18年5月-8月3.調資方

法:費関紙を用いた個別語義質問紙読査および左右の上肢

周f主計測 4. 調査内容:1)個別留議費j湾紙識変:(1)基本

弱報(年齢・職業・家族構成・治療部{立・治療方法・術後

ー身長・{本震)とマッサージ継続の有燕 (2)知

識の有無とその活用 (3)上段跨筏測定:窓、官!iJ上肢と健郷

上肢の手背部.手関節寵上，対頭より求総1IIIJlOcmと5cm.

封頭より中枢側 5cmとlOcm，上腕最上郊の言十7ヶ月rrを討測

し加藤らの調交でもっとも浮額の発症し易い前腕部の容

を求め

{倫理的自己惑i
依頼するi設擁設の許可を持て，対象者には口頭で，

研究の趣旨(テーマ， 目的，内容}について説明し

得て.途中中断できること，調査内容はプライパシ

のため研究以外の百的には使用しないこと，僚人が特定さ

れることがないことを説明したっ

{結果・考察i
対象者は平均年齢58.3歳，その範閣は 33-79設であったc

術後の経過年数は司王均 5.6年，術後年数が最小 1ヶ月

大 30年であった。乳がん術後患者のリンパ浮怒と予防行

動の因果関係をパス解析で検討したc このモデルに対する

データの適合!支は， GFI = 0.959 CFI = 0.996 RMSEA 
= 0.021であった。 A r容積浮!医療jに夜接関連があった

ものはrBMI とfマッサージの継続の有無jで， fBMI 
のパス係数は… 0.34であったc ぬまたマッサージ

の継続の有無jのパス係数は 0.36で，マッサージ

している人は容張浮騒本が抵いことが示されたo A r活用

していなかった。しか

ッサージの継続の有無jを返して

関接的に「容積淳鰻率jに影響を与えていた。 A 知識得

と「活用得点jとの関では.有意な関連を示しパス

係数が0.5，r知識得点のiE5い人は活用得点が高いJ.つまり，

1)ンパ浮腫の予i治行動の知識を多く持っている人はよく活

用していることが伺えたc A r活用得点jと

との関連においては産接影響があり，パス係数は-0.31で

あった。経過年数の短い人は活用得点が高いということが

わかった。「経過年数jと「容務浮腫率jとの間では，パス

係数はギな関連はみられなかったc

{結論}

患者指導において. リンパ浮陸予紡行動が取れるように知

識を高めていくことが重要で、あるが，同時に患般のマッ

サージの絞殺を促していく必要があることが示唆されたc

262)手慌を受けるがん患者iこ対するII)環的援助一事例

按討からの検証一

白尾久美子(静岡県立大学審議学部)

大井初t工野E自由美子(知多厚生病院)

[EI 的}
手衡を受けるがん患者の適応障害や精神症状を予訪するた

めに，看護締と共に fがんにより手術を体験する人々に対

する心穏的援助jについて事例検討を行い，看護舗がとら

えた患者の心理的状況と提供された心理的援助について

明らかにした。

[方法}

若手鰐検討会i久手術を受けるがん患者に潟わりがん看護iこ

関心のある看護部が参加し月l[奴継続的に実施したG 参

加者には.手術を受けるがん患者への関りに鼠難を感じた

事例について，紙面または口頭による提示を依頼した。

例検討会では，提示された若手間について患者の心潔的状況

と提供された心浬的援劫について参加者間で討議を行い，

終了後に議事銭を作成したっ事部の分析は議事裁を分析対

象とし各事例を婆約し患者に対して感じた委譲師の気

がかりと提供された心環的援助を揚出し類似した内容ご

と整怒しカテゴリ -1としたo 1.命線的記長室として，対象とな

る施設の養護部長に紙耐と口頭にて目的と方法を説明し

病j誌の論理委員会にて報告し了解を得た。参加者に対して

は，研究の目的と方法，儲人i言報の保護等について訂頭と

紙面にで説明し同意を得たな苦手剖に対しては，

名を使用しないこと，議事録に偶人が特定される

わず，管理を絞震にすることなどを参加者間で確認し実施

し

[結果]

参加した審議師の延べ人数は 91名であった(平均:4.5名人

事例検討は訪問実織され，検討された部数は 29事例j

18 @]分 A4 : 46枚}であった。手術が主な治療法で

あった 13事例を分析対象とした(l:J、下カテゴリーを

サブカテゴリーを日で示す九手術を受けるがん患者に対

する零護婦の気がか加え月Eへの強い脅威 r余命告知に

よるショックの可龍性jなどの?死や治療に対する

感じていることへの気がかりが[Jうつ症状の出現JI持う
つ疲状の出現の可能性jなどの f抑うつなどの適応障害発

症に対する気がかりふ「表現されない苦悩Jr:表現されない

などの;真意が表出されないことへの気がかりjが

みられたc 気がかりに対する心理的援駁J(え 5窓図的な対

?気持ちへの主主点見守りタッチ

ングjなどが提供されていたc

{考察i
看護部は患者が抜く死や治療に対する脅威を祭主日し会話

をする機会をもったり，怨i沫の話題など対話を工夫したり

することによって.患者の苦悩を緩和し抑うつ症状の出現

を未熟に紡いでいたと考えられるc また一方で看護締は，

患者の苦悩が想定されるにもかかわらず患者の真意がつか

めないことに気がかりを感じていたc がんや手術など脅威

に直面している患者は，感?奇をあまり表出しない領向にあ

るため.真意の確誌が得られなくても見守りながら関わっ

ていくことが重姿と考えるc
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263)がん患者のターミナルケア場面で養護学生がコミユ

ニケーション不安を喚起する状況と望書臨

伊藤まゆみ，本江朝美，田中晶子

(昭和大学保健医療学部者護学科)

[13 的}

コミュニケーション不安 (CommunicationApprehension: 
CA)とは， ivIccroskey (978)が定義した探念であるO 本

研究ではターミナルケア場面における CAを，その場龍に

おける患者との実際のコミュニケーションやその予期によ

る偶人の一時的な脅威・不安と定義する O これまでの研究

では，ターミナルケア場面で者護学生が患者の心理状態を

否認，怒り，抑うつで¥生命予後を知らないと認知すると

CAを喚起しやすいことがわかった。本研究の程的は，生

命ヲユ後が管支日:されていないがん患者のターミナルケア場面

CAを喚起する状況とその要留について検詰

ることで、あるc

{方法}

: 3年次の看護実習で生命予後が告知されていない

ターミナル期のがん患L者を受け持った学生3名である O 調

査内容:患者とのコミュニケーション場面で.怖い.不安

などの CAに関連した夜定的なi吉動が起きたときの状況に

ついてである会手続き:1.被験者に研究の趣旨，方法， 1i命

活!的記長室を説明し同意が1~' られたものに三予備成的立百接

を行い，その内容をテープに録音した. 2.内容は丈紙毎に

分析し学伎の CAに伴う情動反応，コミュニケーション

の状況，その状況で CA を喚起する学生の認~9dl に務隠し

抽出した 3 さらにそれらのカテゴリ -1とを行い，質的研究

の経験者3名で妥当性を検討した。

{結果]

学生がCAを喚起する状況は次の 7つのカテゴリーに分類

された。1.患者の積極的な返答がないJ.2. 1患者さんの

ベッドサイドに行きたかったがいけなかったJ，3. 1患者さ

んが辛い症状に耐えているのに心配しているとうまく伝え

られなかったJ.4. 1患者さんの怠いを聴いても現実は叶わ

ないと知っているので，患者さんの言葉に同調する返答し

かできなかったJ，5. 1)患者さんの設業の意味がすごく重く

て軽々しく返答できなかったJ.6.仁患者さんに生きられる

のかと線認されてな安易に筒ー定できずにお互いに沈黙に

なったJ.7. r患者さんの死に対する不安を聴くことしかで

きなかったjであった。各状況における CAの要因には.

1~3 は患者の身体的・心理的状況への学生の対処不足. 4 

は患者と学生の理解している事実の相違により，意思の疎

通ができない， I境味な対処しかできない 5は患者の重い

言葉の意味に対する返答がわからない， 6は患者の生きた

いという願いと現実とのギャップのなかで践が言えずに沈

黙を共有した， 7は患者の死に対する情動の暴露に対する

存在の意味と緩和されない不安に対する無力感の繰り返

しが文服より解読されたc

{考察]

学生がCAを喚起する状況や要因から，学生の状況に対ーす

るコミュニケーション・スキルの欠損，緩和ケアに対する

効力予拐のf止さが介在していると考えられる。

264)化学嬢j去を受けた女性生殖器がん患者の税毛に欝

ずるコーピンク、行動

石防和子 CIl手潟大学i涯学部!約潟病院看護部)

神殿治子(群馬大学低学部保健学科)

{目的}

がん化学療法による脱毛は生命に直接影響を及{ます副作用

で、はないが.精神的苦痛が強い。そこでー本研究は化学療

法を受けているがん患者の f脱毛前JI脱毛開始時から抜け

きるまでJI完全に脱毛後jのコーピング行動を明らかにす

ることを日的としたG

[方法l
A大学病院で，がんと診新された患者で化学療法を受け，

脱毛している女性生殖器患者 20名を対象に学識成的面接

調査を行った。分析方法は面接法で得られたデータの中か

らコーピングを表している部分を抽出し窓味内容の類似、性

に沿ってカテゴリー化し命名し「脱毛議J1脱毛開始時か

ら抜けさるまでJ1完全に脱毛後jのコーピングを比較検討

し類似点と相違点を明確にしたQ 本研究は A大学病院の

倫潔委員会の承認を得て実施した。

{結采]

脱毛吉ijは汀吉報探求で}髭毛が回避できない認識髪が抜け

る前に脱毛後の準備髪が抜ける治療をしなければ生き

られない病気の認識jの問題中心裂と 5脱毛した自己の姿

を描写し松絶jロt:きるために髪を断念分だけは髪が

抜けない願望jの3つの情動1:1:1心理コーピングが用いられ

ていた。説毛開始時から抜けさるまでは現実の脱毛に

準備するj の問題rl!心l5~ と 7笠の好生を期待して待つj

して平静をis:つ習が抜けることでの負の感情抜け

ないで欲しい一誌の望み設が抜けていく自己の百認jの

'活動中心型コーピングがmいられていた。完全に脱毛した

後は髪が抜けても生きるために治療を受けるjの時題中

心型と 7抵抗できない状況をi祈念-髪が抜けた姿を否認j

f髪千写生への期待j拐、つら着用で自己換に満足自己の開

放jの情動中心型コーピングが用いられていた 3時期を

比較検討すると，脱毛前では，脱毛することを想録し同病

者の髪が抜ける姿を見て措極的な対処をしていたc 脱毛開

始時から抜けさるまでは，脱毛することが現実となること

による対処行動であった。完全に脱毛した後では，髪が抜

けた自分と対持し受容していくことから;髪が抜ける治療

をしなければ生きられないjから;髪が抜けても生きるた

めに治療を受けるjと治療にかける決意に変化が見られて

いた。

{考察}

化学療法を受けるがん患者は.脱号していく自己を受け入

れることである。髪の毛が抜けたことによる変化した自己

を直読することで，はじめて自分を受けいれようとした心

の動きである。患者が脱毛するという現実に取り組み，務

極的な安勢を保てるように看護部は.脱毛していく辛い気

持ちを吐露させ，治療が継続できる援助することが必要で

ある。
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265)大学病読に勤務する看護舗と専門学校に通学する

看護学生の死生観の比較

石田}綴子(桐生媛期大学)

石田利子(訴馬大学医学部附属病院者護部)

や11賠清子(群馬大学医学部保健学科)

[13的]

者護締と者護学生の死生観とその影響婆毘の相違を明らか

にし今後の終末期教育に役立てる。

i方法i
G大学病院に勤務する看護締と H看護専門学校に通学す

る看護学生に紫陽紙読査を行った。調査内容は，死生観，

年齢，性格型.宗教の有無等であった。死生器尺度は， 日

= 0.88でア留子 27項おからなる 7段階の臨老式死生観尺

度を用いた。性絡は，今井らが作成した諮易 YG性格製検

査を用いた。有効回答の得られた看護師 343名と

94名の言t437名を対象としたc 分析には SPSS11.0J for 
Windows (SPSS社製〉を使用した。 倫理的記惑は，

蹄は調査病院の倫理委員会の承認を得て擁仔した。

学校長の承認を持て，研究の怒設を説明し得られた

データはこの研究B的以外には使用しないこと，

参加の有無は，成績とは一切関係ないこと

明し紫[潟紙の返却をもって関窓としたむ

{結来;
1.死生観尺度においては，死後の世界観は学生のほうが有

高く，死からの間避と寿命設では看護締の方が有慈:に

高かったc 2.看護師;え宗教の有無で，死への恐怖・不安，

死からの隙遊，人生の呂的意議等に有惹;差があった。 3.
性格壊で人生の呂的意識に有意差があり，

の有無で，解放としての死，死への関心に有差が認めら

{考察]

1.看護締と者護学生では.死生観が異なり，

死後のill‘界やたたりの存在，魂の存在を信じる傾向が強く，

看護部は，現実lこ死に底面している患者とかかわっている

ため，死について考えないようにしたり，様々な死と

していることで，生死はははじめから決められており

も設とめられていると考えている傾向にあることが明らかに

なった。 2.宗教が，看護締および看護学生の死生観に影

していることが明らかになった。 3.委譲学生が，死を

身近にあるものと感じられるような教育が必要であること

が示唆された会

266)緩和ケア病様における看護部のスピリチュアルケ

ア!こ関する認識と援動方法

大えき美樹(鳥取大学医学部保健学科)

[日的}

緩和ケア病棟における看護蹄のスピリチュアルケアに関す

る認識と援助方法を明らかにしスピリチュアルケア実践

への示唆を得ることを自的とした。

[研究方法]

爵資対象者:全器緩和ケア病棟承認施設の看護締 324名。

調査方法:無記名の自記式調査票を郵送配布，関)1又。

内容:対象者の属桂，スピリチュアルベインおよびスピリ

チュアルケアの認識，実設している議劫方法o rスピリデュ

アルベインおよびスピリチュアルケアの認識jは5段階で

評価した。「実践している援助方法jの項告は，森関らが整

理した，歌米において霊的，実存的な苦痛に対して有効と

考えられている援助方法を参考に作成した. 13内容5n翼
民の援助方法から，実践している方法を選択してもらったc

倫理的配嬢:研究呂的やプライパシーの保護を記載した説

質問票とー絡に郵送し返送をもって研究協力への

とみなした。なお，本研究は鳥取大学医学部保健学科

倫理議交委員会の承認を得て実絡し

{結泉}

有効関替数 139名c 臨床経験年数 16土 8.6年，緩和ケア病

棟臨床経験年数4.6土 2.6年，宗教的括部をもたない者が

90%，スピリチュアルベインという言葉を知っている者が

96%，鴎いたことがある者が4%であった。スピリチュア

ルケアに関心をもち理解する必要があると考える看護郁が

多かったが，実践に関する認識は様々であった。「援助方

法がわかると考える看護締jと「援助方法がわからないと

考える看護師jが実銭している援助方法を比較した結果は，

{患者との関係を確立1.[感箔を受け入れること1.[くつろ

げる環境や方法を提供1.[専門家への結介1.[意味・詩的・

希望のなさ・自己備飽惑の低下・自己向一性の喪失1. [コ

ントロールの喪失}の内幸子について有意差がみられた。 2

群が実設している方法の中で.最も実践している者護部が

少なかった内容は. [超越的なものとの関係]についてで

あった。多くの者護締が，スピリチュアルケアとして日常

的な看護援助を活用した方法を用いていることが明らかに

なった令

{考察}

実践への認識は様々であり，スピリチユアルケアは共通認

識のもとに実践されるには至っていないとの報告に一致し

た結果であった。スピリチュアルケアがメンタルケアと最

も異なる点は，超越者という自分の外の大きなものの存在

についての視点であるが，看護蹄には理解しがたい傾向が

あると考えられる r譲助方法がわかると考える看護締j

は， 日常的な看護援助の中でスピリチュアルな側面にi主意

を払い，援助していることをスピリチュアルケアとして認

識していると考えられる。看護締がスピリチユアルケアを

実践するためには.コミュニケーション技術の修得，他の

専門家と連携がとれる環境の設備，超越者の視点をもつこ

とが必要であることが示唆された。
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26ア)在宅高齢者の QOLと終末期ケアの意識との爵連

小野さと子，小沼恵美子(大分県立看護科学大学)

[目的}

人の命への人工的な介入が進む中，高齢者の終末期ケアの

問題は重要であるつ高齢者の人生の柊末を人間らしいもの

とするため，審議部は，高齢者が病気になり生命の危機を

体験する以前から，実態把握や高齢者・家族への教育等を

通じて，支媛することが必要である O 本研究{え在宅高齢

者の QOLと終末Jmケアの意識の実態，及び終末期ケアの

意識に関連する要国を明らかにし高齢者の人生の終末を

人間らしいものとするためにはどのような支援が必要かの

示唆を得ることを目的とした。

{研究方法i
O県在住の 65歳以上の在宅高齢者で，正常に意思疎通が

できる男女 204名に対して対面開き取り調査を実施したc

mいた質問紙 (EQOLC-Q)は次のセクションからなる:

日属性.2)身体的状態(疾患重篤度.ADL)， 3) QOLの

知覚， 4)終末期ケアの意識(余命の認識，死の受け止め，

治療決定者，生命主主主宇治療の希望)。分析方法は，調去を項目

加に単純集計， f検定，及び、分散分析等を行った。倫理的

配慮は.研究実施については，研究者所罵機関の研究倫理

会で承認を得た。対象者には研究の目的・方法，個人

情報の守秘，及び研究目的以外には使用しないこと等を口

と出で説明し研究協力の永諾を得た。

[紡来及び考察}

1.対象者の QOL:年々健康状態の衰えを自覚している

が.全般的に望ましい状態、であった。 2.終末期jケアの立

:1)死についての質問に冷静に応じ高齢者に対する死

の話題はタブーではない可能性がある.2)生命維持治療の

希翠に対しては. iわからないjが 10年前の先行研究に比

べて減少しており.終末期治療や死に関する高齢者の意識

の高まりが示唆される， 3)約5割の対象者は，死を穏やか

な気持ちで受け入れている.4) 13分の治療決定は家族へ依

存する傾向が強い。 3 終末期ケアの意識に関連する項

目:1)余命の認識に関しては，身体的状態. QOL，性別，
配偶者の有無は影響せず¥年齢と手段的人DLだけが影響

していた。 2)死の受け止めについては， QOLスコアとの

関に有意な関連が認められたが，性別.年齢，記偶者ーの有

無，身体的状態は影響しなかった 3)意識不明時等の治療

決定者，及び生命維持治療の希望は， QOLスコアや性関，

配偶者の有無，及び身体的状態との関に有意な関連

は認められなかった Q 以上より，高齢者の多くは終末嬬ケ

アに関して自分自身の望みを持っている C しかし意識不

明特等の治療決定者，及び生命維持治療の希望に関しては，

事前に本人の窓思を予iRtlで、きる国子はなく.これらを判断

するには本人の言葉等によるしかないc したがって.日頃

から高齢者，及び高齢者を取り巻く人々が共に，死につい

て語り合い本人の意思を確認しておくことが重要である C

審議職者はーその重要牲を広く伝えることが，人々の認識

を深め.行動化につながると考える。

268)死後の処寵時における新人養護部の患いと死生観

への影響

平野裕子，長谷川真美，今JII詩子

(埼玉県立大学保健医療福祉学部看護学科)

[El的}

新入者護部が初めての死後の処罰;時に生じた思いとそれ以

降に生じた患いの変化を明らかにしその要因を検討ーする。

{方法}

本研究に関意を得られた日名のうち，死後の処置を経験

した者かっ宗教信仰者を徐いた 7名を対象に看護蹄とし

て入戦時および入戦6ヶ月経過時に初めて実施した死後の

処霞時に生じた思いおよび死生観について 1Cレコーダー

を使用し半構成面接を突施したc

{分析}

死生観には平井啓 (2001)らが作成した死生観尺度(7民

子 2P長自 7件法)を用いた 1Cレコーダーに銭音した

内容について逐語録を作成し意味を読み取り，内務停:に

分類し思いと死生観の変化を比較検討した。 倫理的配惑

として，本研究の目的を口頭にて説明の上，再度研究の目

的およびプライパシーの隊約を文書にて提示し，同意を得

たっ

{結来i
死生観の変化は全員にみられた。死生観が大きく変化した

者が2名および全国子が平均である 16(I部 12)以下とな

り.マイナス傾向を示した者が 1名いた。この 3名は同居

との死別経験はなかった。今回はこの 3名について述

べる。入は入戦直後より患者が亡くなっているのに何事も

なく勤務をしていることに違和惑を抱いていた。初回処置

i除突然先輩に視され， rどうしてよいのかわからないj

く悲しい，自分の気持ちも落ちるJと思った。 6ヶ月後はf死
んでいく人を見たくないjへと変化した。死生観では{死

への関心] [解放としての死] [死からの回避]がおくなっ

た。 Bは担当患者の処援を経験し f話していた人の眠が

触れないjと怖くなった。また， r何も出来ない自分がj努

わったことJが死期をめたのではないかと 6ヶ丹後も患

い続けていた。死生観では{死への関心][死への恐怖・不

安]がおくなった。 Cは偶然死の瞬間に立ち合い，呆然と

何も考えられなくなったがをその際先輩看護側に「しょう

がないjと促された。初菌処置時には f嫌でもやらなけれ

ばならないjと思ったが6ヶ丹後は意識的に死について考

える行為をやめていた。死生観では全i滋子でマイナス傾向

を示していたc

{考察]

経験した思いの多くは主観的かっ受動的な思いであるが，

絞験を積むことでそれ以外の思いは追加され，死生観に彩

る。しかし死について避けられない体験に起因した

織だ，見たくないなどの否定的な思いは無力感を与えてい

た。このことは自己の死生観をマイナス傾向に高めるだけ

ではなく，死について考えること自体を避けてしまい.そ

れ以外の死生観に気づき，深められないと考える。
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269)末期がん患者をもっ家族の看護部に対1ずる鑓待の

分析

熊谷草子記(福間県立大学)

小笠原知校(広島間際大学)

[EI的i
前鴎，末期がん患者の家族のストレス・コーピングを分析

した結来，家族は死の受容に対するストレスを最も強く感

じており，ストレスが強いほど社会支援を模索しているこ

とを報告した(熊谷i也 2004)。今回，このような家族が者

どのように捉えていたのかを明らかにし末期がん患

者の家族の者護部への期待を検討した。

{方法}

質問紙調査i去る調査対象者は 5筒所のがん患者の遼族会会

員 147名っ分析対象者は.看護主jjiの関わりについて自由記

述があった 56名。質開紙では，看護締の家族への隠わり

方でよかったこと，不快に思ったこと，改葬すべきことを

自由記述で求め，者取りの経験・病名告主n.支えの有無，

支えた人との関係，予後が惑いと診断されてから死亡まで

の諮問，死を迎えた場fifr.~語教(年齢，性別)を尋ねた。

分析方法は，看護蹄の関わりで期待を表す記述内容をコー

ド化しサブカテゴリペカテゴリーに分類し内容の類

似性に着目して命名した。本研究は，遺族会代表者ならび

に遺族に研究への協力は自由であること，質問紙は無記

名とし部人のプライパシーに自己議することなどを文書で

説鳴して協力を求めるなど倫潔的に配惑し関答をもって

同意とみなした。

{結果および考祭}

1.分析対象者の平均年齢は 52 歳 (20~83 歳)で，女役

43名.男性 10名.問答なし 3名であったc 家族を支えた

人が円、るJは82.1%で，子どもや兄弟が支えとなったと

期答した者が大半で‘あった。看護蹄が支えとなったとおi答
した者は 2名のみで¥家族にとって看護師は支えてくれる

入として認議されていなかった。死を迎えた場所は病院

75.0~会，自宅 16.1%. ;3-;スピス 8.9%であったc 器取りの経

験は fありJ67.9%， [なしj32.2%，病名告知は fありJ
69.9%， rなしj30.4%であった。 2.孝子護櫛への期待とし

て， 6カテゴ1)_[患者への議惑の肴護j，[家族の受容と支

援J，仁患者の者病を支える関わりJ. r看取りへの十分な関

わりム「地患者との公平な関わり j，[職業総理畿に基づく

振る舞いjなどに対する期待に分類された。なかでも f家
族の受容と支援jに対する期待は最も多く挙げられた。

族は看護踏を支えとして捉えていないにも関わらず，

自前に人照的な態度で、関わることや寵接的な関わりなどを多

く期待していたことから.看護蹄には豊かな感性をもって

末期がん患者の家族に議極的に鵠わっていくことが求めら

れていると考える G また，患者に対する看護が家族自身の

看護につながることを意識して，看護締は最善を尽くして

いく必要があると考えるc

{結論i
末期がん患者の家族は，看護部に対して患者への滋養の肴

家族の受容と支援などを期待していたが，実際には看

護師を支えてくれる人として認識していなかった。
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271)卵巣エスト5ゲン低下ラットにおける原中 NT>くと

腰椎骨密震の欝{系

2ア0)顕拍数測定の正礎さに関する実験的研究

今本喜久子

(滋賀

北村文月，

i孝i階美江(石川

小林宏光，J11烏和代(石川

大泉笹子，表絵美，林怒住，森下道子

(石川県立看護大学者護学部)

{研究話的}

閉経を迎えた女性の'1守密度 (BMD)は急激に減少し骨粗

怒疲の 1)スクが高まると言われるc エストロゲンの減少が

骨吸収と BMDに与える影響を明らかにするため，実験を

試みたc

{材料と方法}

9 適齢(卵描群 2~，対!控訴 2 ~)， 12週総(卵抜群 4匹，

対日夜群5匹)， 19週断行卵描群 4I!C，対照群 4I!C)のラット

を用いたo NTXは， コラーゲン分m平静棄により分解さn
E立中に排出される骨・基質に特有な物質である。これを， 24 

1時間尿を用いて間相酵素結合免疫測定法で測定した。腰椎

BMD!ま.二重エネルギ-X線吸奴i去で測定した。データ

はlvlicrosoftExcel XPで処理した。本研究は滋賀医科大

学動物実験委員会の承認を得て.麻酔でで卵揖術を行い動

物の苦痛を最小限にする倫理的配患のもとで、行ったc

{結果1
NTX 1nきは， 9:i竪齢JJIJ11商群では卵掛から 8:i盟後に， 12選齢

卵摘群では 2週後に， 19:iさi鈴卵主主'114"では 1週後に最高値に

し， 3~5 選後に健常レベ)j，-に戻る一過性上昇を示した。

会1- 1提携の fn邸主術後変動を示さず~)誌の範囲内で推移した。

一方， mH~誌から 8 :i竪f去のIJ:必殺 BMDは， 9:i盟i話:卵檎ラット

てゴま 8.2%j:\~となり，対照鮮の 16.4%の半分の上昇率であっ

た。 12:i臨む告Jll1:t潟では 0.8%主;?となり.対日立群の 6.2%増と比

べ わ ず か な を 示 し たc 回避鈴卵舗では 3.9%とな

札対!!訂作の 4.3%.1:¥9と比べ明瞭な減少を示した。

{考察]

卵捕によるエストロゲンの低下で血中 Ca2十濃度が減少す

ると骨吸収が充進して NTX1n1は上昇する。性成熟度が

高いラットほど早期の…過性光進となる事実から.血中

Ca2+濃度維持に働くホルモンは.性成熟したラットではエ

ストロゲンであり，若い 9Jm!齢ではエストロゲンよりも成

長ホルモンであることを示唆する乞 NTX11践が:問:び上昇を

示さなかったことの説明としては，エストロゲン欠乏に対

する1-tf賞作用が働くものと考える。ぽj経後の骨建;減少から

骨粗慾症への移行は必然的現象とはいえないc

[目的}

!尿拍は全身的な状態を捉える意味で重要な指標であるが，

触診j去による眠拍ifilJ定について測定時間の違いから生じる

脈拍数の正確さへの影響について明らかにした文献は少な

い。そのため.測定時踏の遠いによる服拾数iJliJ定の正確さ

を明らかにすることを目的とし実験を行ったっ

B苛究方法}

測定者は看護大学学部の 4年生(男性1名，女性24名)25 

名，後il!1J定者は看護大学学者[;の 4年生(女性 1名)であっ

iJ[1J定者はアナログ時計‘を用いて 10秒¥15秒¥30秒，

60秒の時間内の脈拍数のil!1J定を実施した。 iJlIJ定者は被測
定者の右手;擦合意UWRを触診で測定し研究者は測定者が数

えた!詑拍数を記録したc 同時に被測定者の心主主的をそニ

ターし R7皮を検出することで恭準となる心拍数を得た。

心拍動は波動として捺合動!誌に{云わるために，心電顕 R7皮
して遅れが生じる。このことから，本研究では R波発

生から!眠波が接合動脈に伝わるまでの時i濁七日U定し心拍

の発生時出を補正したc 誤差;主総!診によるiJ!lJ定時間の1:1:1心

から前後 30秒ほれ分IIJJ)の心屯l;glから算出された心J台数

の他仁触診で符lられた脈拍数を毎分!民主'1数にした依との

去の絶対値とした。測定時間の速いによる誤殺への影響を

ふるためノンパラメトリックな多重検定を実施した。

{結来・考察1
10秒illU定では 4.26拾， 15秒測定では 2.46鈎， 30秒

測定では1.36拍と， 10秒から 30秒にかけては誤差が減少

したが， 60秒昔話定では1.42拍で¥30秒と 60秒では誤惹に

設がなかった([刻。これは， 30秒以降に測定者の集中力

が低下しカウントミスが生じたためだと怠われる。この

ことから， 30秒iJ!U定し 2をかける方法でも 60秒測定と同

様の正確さが得られると言えるc 看護技術のテキストには

測定時間について一定した記殺がされていない現状に対

し根拠となる知見が得られたと忠われる。
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272)茂j翠統合性韓議(嬉嬉〉の細胞外マトリックス状態

の検器

一捧寵露j菌の状態と看護介入の検討に向けて一

松本尚子，大島弓子，米国雅彦(愛知県立看護大学)

111中 真(密立長寿医療{:ンター)

i自的}

の統合障害である樗癒の状態を正確にアセスメント

しその状態、に合った審議介入をすることは重要な課題で

ある O 一方.樗殺は?受性の成腐法務である。

の特殻は.タンパク衰の分解{邸主や綿!窓外マトリックス(以

下 ECMと絡)の犠造変化と考えられている。そのため

EC況の合成や分解は樗殺において重要な婆鎚の可能性が

ある o ECMは，部{嘉治癒j品穀において重姿な働きをして

おり，代表的なものとしてファイブロネクチン(以下 FN

と絡Lパーシカンがあるc さらには.その分解群素である

縮!海外マトリックス金属ブロテアーゼ(以下 MMPと路)

が EC討の構築に関与ーしていると考えられているc しか

し袴療と ECMについての関係性会明らかにしたものは

ほとんどみあたらない。そこで今回，得議の浸出f夜中に含

まれる ECMの分析を行い，加えて.M五ザ3i幾度を測定し

樗癒舗面の状態との関連牲を検討した。

{研究方法i
と診断され関慈の得られた対象者8名に{定期さ

れたガーゼに付着した分泌物む分析方法:採取したガーゼ

を9議域に分け，各領域に村議した分沼、物からタンパク震

を抽出したc 抽出したタンパク資を. ECMに関連する抗

体(抗 FN抗体，抗パーシカン抗体)を用いた抗原拭体反

応、により FNとパーシカンの存在の線認を仔ったっまた.

論おしたタンパク震を，語字素免疫il!U定j去を尽いて M五1P3

の発現翠:を測定したC 倫理的記長室として.対象者に承諾を

得た上でガーゼ，鍛造sの踊換をコードfとし一切対象者と

結びつくことはないこと等を萌縫にし本大学及び協力の

得られた医療線設の倫理審査委員の承認を得た。

{結果}

抗原抗体反E与を用いた分析の結果では対象の樗綾部援の状

態によって FNとパーシカンの発現と分解の殺度に速いが

あり，同一の樗療でも都議iの中央部と縁部に違いがみられ

た会さらに，部隠の MMP3議!交が対象によって異なるこ

と治宝わかった。

[考察}

今関.分析対象者や部部の部位により分泌物中の FN.パー

シカンの最的や分解の稜授が迷うこと，五品1P3i長EZも異

なることが腐らかとなったc このことは.FN.パーシカン，

およびMMP3のf量的な増減が得意日組織における鎖揚治議

過程に関与し ECMの構築状態を変化させていること，さ

らには対象によって違いがあることが示唆される。現在，

皮腐統合障害である祷癒への看護介入は様々な取り緩みが

されているが，対象に応じた看護介入へつなげる内容のも

のは少ない。今後. FN. パーシカン，およびMMP3の最

的な増減や分解の程度について傾向をさらに解明すること

により，アセスメントの指擦となり，対象に応じた看護介

入の方法を選択することにつながるのではないかと考える。

273)乳がん患者が共感的関わりであると認知した看護

自活の看護観

様EB和美(福岡県立大学者護学部看護学科)

井上範j工，分島るり子(故賀大学院学部看護学科)

[践的]
心理的な危機や大きな苦痛を伴う状況におかれた患者に対

して効来的な援助を行うためには，看護締が共感的に深く

関わり，介入する必要があるc 10名の乳がん患者を対象に

行った研究者らの先行研究では，乳がん患者は看護締のケ

アリング行動から共惑を認知し今後の生に影響を受けて

いたことが明らかになった。そこで.:Jt惑を伴った看護援

助への示唆を得るために，患者が共感的関わりであると

知した看護師の看護観を明らかにする。

[研究方法}

本研究では共!惑を「相手の感情や体験をともに感じ，理解

し理解したことが相手に缶わり認知する人向関係におけ

る相互作用であり. Tr・avelb伐の述べているラポート形成

の一位相であるとともに看護師が打う心理的援助の一つで

あるjと定義した。 10名の乳がん患者が共感的関わりであ

ると認知した肴護側S名に対して，手しがん患者との関わり

における看護罷について，インタビューガイドを用いて土手

議選化面接を突施したな得られたデータは看護への思

いjとに患者への思いjをテーマに費約婦斡的分析を行っ

たc なお倫理的記惑として，研究参加者には研究の主旨を

説明し参加は自由意思であること，参加の有無は今後の

しないこと，プライパシー保護の厳守，データ

の取り扱いの滋後性について口銭および書面にで説明を行

い， 同意を得た。また，言語査を仔った範設の管理者与に研究

の主旨を説明しその施設における倫理競走に沿って研究

を行ったな

[結来1
5名の看護簡は，病院やクリニックに勤務する

年数は 27~49 走塁，看護郊経験年数は 6~25 年乳がん若護

の経験は 4~15 年であり，主任が 2 名，スタップが 3 名で

あった。そのうち 1名は. 3人の患者から共感的関わりが

あったと述べられていた。会事関を通して審議締の看護援

は.16のサブカテゴリーから f患者の個

助を行ううえでの信念ふ 5専門殺としての自

者の体験を理解する姿勢jの4つのカテゴ1)ーが抽出され
h ，、-0

{考察}

乳がん患者に共感的関わりを行った看護部は

ての自己意識jを基識に;患者の儲を

行ううえでの信念三患者の体験を理解する

観を形成しており，専門職として培われた意識の基に

護締の感性や人向性が加味され，患者に対して共感的に関

わることが出来ているといえる。このような看護部は患者

との関りの中で，共感性を高め，自己成長することで，

門職として自己の確立した看護観が形成されていくもので

あると考えられるc したがって，共感を伴った審議援助を

行うためには，者護綿密身が自ら専門殺意識を持ち患者と

関わっていく必要があるc
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274)儲臥位かう側凱位への体般変換に関連した行為表

現の分析

大黒理恵，二宮彩子.後藤孝子.驚ifi長やよい

(東京医科歯科大学大学院保健衛生学研究科)

{臼的]

行為を表現する場合，述語となる動認はどんなZ支給におい

ても文京の中心となるが，主語や自的諾とは異ーなり動詩に

は復数の行為内容が含まれ，必ずしも向ーの行為が陪ーの

動誌に対応しているとは言えない。そこで本研究では.行

為を文字により正確に伝達する為に，体位変換に関連した

行為を示す動認の使われ方とその多様性の実態を明らかに

することを話的としたc

[研究方法}

日本で広く採用される「基礎看護J又は「看護技術jのテ

キストの中から体位変換に関する記述やその手瀬や婆点の

記述のないものを除外した結来9誌を対象とした。その 9
誌にある仰臥位から伝.u臥位への体位変換に関する記述を分

析対象にし看護師側に患者を倒して1R問、位とする寵接的

な働きかけを伴う方法に限定した。分析は Berelson，Bの

内容分析方法に基づき，体位変換に関する記述に含まれる

動潟及び臼的誌を含む看護行為を抽出してデータ化し記録

単位としたc 看護行為を具体化できない動謂や行為者の意

以!や心構えを示す動訴は徐外した。損H:¥した記録単位は行

為の対象(目的語)と者諜街jiの動き・力のモーメント(動

の類似性によりコード化し，行為の共通性や類似性に

よりカテゴリーイヒした。分析は信頼性をfifl1保するためTr}f究
3名の協議により行った。

[結来]

体{立変換に関する記述は看護締の患者の体を支える部{立の

遠いや立つ{立設の遣いにより 16通りあった。1)抽出した

記録浮伎は 325あり， 139 rコードJ，38 <サブカテゴリー>，

6 [カテゴリー]に分類されたむ 2)r(J IくJr押すH動かすj

f倒すJr組むJr広げる」はItすJr立てるJr取り除く J日己
録するJ 掛けるJr処理するJr曲げるJr伸ばすJr寄りか

かるJr向く」の 16動詞はそのままサブカテゴリーの動詞

に採服され， 1動詞が l行為を表現していた。 3) [1玖床者

の体に力を加えるが体の位誼は変えずに支えるiの<臥床

者を支える>は 15コー F，<体位を安定させる>は 10

コード.<手や足を持つ>， <看護締の予をあてる>は各

8コード， [1玖床者の体に力を加え体の位置を動かす}の<

i払床者を移動する>は 11コード，<手や足を曲げる>は 8

コードが該当した。 4)22サブカテゴリーでは，複数の動

詞が1行為を表現した。 <I:Y、床者を移動する>は「移動す

るJr移すJr水王子移動するJrずらせるJrずらすJrおすj

f寄せるJr(Jlき寄せるjの8種類，<体f立を安定させる>

は6謹類の動詞があった。最多のコードをカテゴリー化し

た<I:Y，、床者を支える>は， r支えるJr支持するJr関定するj

の3種類だ、ったc

{考察}

同-:[子為を表現する動詞の多様化は共通理解を妨げ，記述

方法によっては読み手が行為を兵現住する捺に影響を及{ま

す可能性があると示唆された。

275)看護系大学生の集中力・疲労感と QOLとの関連

西村明子(山梨大学大学院涯学工学総合研究部)

森千鶴，佐藤みつ子(国立看護大学校)

[ EI 的}
現代の若者は，物事への集中力抵下や疲労惑があるなどと

言われており，学生生活の QOLへ影響を及ぼしていると

考える。物事や学翌に立すする集中力を高め，学生が健康を

セルフケアできるようにすることは重要と考える。そこ

で¥本研究は，看護系大学生の学生生活における集中力・

疲労惑の実態と QOLとの関連を明らかにすることを目的

とする。

{研究方法]

1.対象:看護系大学生 120名(l

2.調査内容と方法:属性及び集中力;と;疲労感jに

ついては. r非常に良いJrやや良いJrやや悪いJrゴド常に

悪い」の 4件法で調交した。また福凝らの大学生の QOL

(Quality of Life) r大学生活チェックカタログ 45Jを使用

した。この尺度は問答を fはいJrいいえjのニ件法で行い，

f言騒性・妥当性は確認されている。 3.分析方法:統計ソ

フト SPSS(ll.OJ)を使用し，データ入力時に逆転項呂は反

転させ基準統計量を算出したc 集中力3・5疲労感jと

QOLの項目でx2検定を行った。 4. 倫理的配患:調査目

的，謝祭協力や'1:11訪?の自由，プライパシーへの配患，成績

と無関係であることを口頭で説明し悶意を得，無記名で回

JI又絡にi弓JI又したc

お古来i
1m JI:x.ヰさは 108名で有効回答率 85.0%，女性 97名.男性 11

t1・平均年鈴 19.7会 0.99歳であったc 集中力jについて

は「非常に惑いjと「やや悲しリと問答した者は 70名

(64.8%) .疲労感jについては了非常に惑いJと「やや惑

いjは86名 (79.6%)であった。 QOL項目については「ア

ルバイトをしているJ91名 (84.3%)， r大学の友達とよく

遊びにいく J68名 (63.6%)であった。?集中力j・5疲労感j

とQOLの項目を x2検定で分析した結来集中力jでは

「物事のとりかかりが遅いJx2= 10.10 P出 .003. r B Iや11民

くてしかたがないJx 2 = 7.71 p = .008であった。 5疲労

では「日中限くでしかたがないJ)'2= 10.26p = .002， 

「朝起きるのがとてもつらいJx 2 = 10.60 p .003， rいつ

も疲れているJx2
= 14.28 p < .001であった。

[考察}

集中力がないものが多かったのは， 1脳波不足や物事にとり

かかりが遅くとまどいがあるためと考えられる。また疲れ

がとれていないものが多かったのは，アルバイトや友人と

の遊びが多いため，朝起きるのが辛く日中日氏く，いつも疲

れを感じていると思われる。これらから，集中力や疲労惑

は学生生活の QOLtこ影響を及廷していることが明らかに

なり，学生の生活態度の見直しゃ，学生自身の健康管理に

照心がもてるよう指導することが重要であると示唆され

たっ
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276)看護学生の撞害をもっ子どものとうえ方と学年差

尾原喜美子(高知大学医学部審議学科)

{研究話的]

看護学生の障害のある子どものとらえ方はどのような昭子

により議成されているのかを明らかにすると共に学年によ

る遠いについて分析するc

{研究方法}

研究対象は A大学者護学科の 1-3年生で研究に同意の得

られた 188名であった。王子目立 18年6月-7月の諮問に質

問紙による認識調交を行った。調査内容は，先行文献を参

考に当初障害をもっ子どもの認識調査項自殺項目を作成

したc これをもとに看護学生の認識測定に有用な 12項告

を抽出したc 項8は，かなりそう思う(=4点)から会く

思わない(口 1点)の期損尺52として4段階評定法を沼い，

得点が高いほど肯定的なイメージであることを示してい

るc 分析には統計ーソフト SPSS(Ver.l4.0)を使用し

水準は p< 0.05とした急調ヨ筆者に研究の話的，議資内容，

調査方法について口頭で説暁を行い，任意であること，

研究と成績とは一切関係ないこと，調査紙へのIill答は無記

名であること，調査終了後は破楽することなど説明し協力

と示諾を依頼した。自叙は留め泣きで翌日盟収した。

{結果]

詔Jlx数([滋収率)は.1年生 52名(879心.2年生 40名(66%).

3~生 63 名 (94%) であった。l.様害をもっ子どもの認

明らかにするため当初の商交項羽結果を主因子法・パ

リマックス間転を仔い.題有10長1以上の基準を設けi道子負

0.3未満.あるいは共通性が0.2未満の項呂を削除

して分析した結果. 12項誌からなる 31羽子が抽出された。

国子 1はf友好的j守 E母子 2はf虚弱国子3はf自己中心

性jであった。 2.抽出された 3開予の全学年の平均倍は，

昭子 3r自己中心性jが設も高く.[君子 H友好的ム i双子2

の離であったc 分散分析の結果，各国子関

があった。 3.学年別平均値比較では. 3年生はi双子2

~~J と関子 3 自己中心性j において他学年より高{止と器

1 友好的jは抵かったっ 1・2年生の平均{邸主，関子 3
「自己中心性jは3年生向;様高{患であったが.12SI子 1i友好

i'l9Jと国子 2r虚弱JはほL玄関{践で抵かった。各学年総jで有

意差があったc

{考察}

障害をもっ子どもを「自己中心性jであり f友
好的jで f虚弱jととらえていた。 障害をもっ子どもは自

身のもつ障害のため病弱で人々の援助により生活の質が探

読されることや.子どもの家族の生活は障害をもっ子ども

中心に行われることが援部できることなどから「虚弱jや

「自己中心性jとしてとらえられたと考える 3 また，障害を

もっ子どもは社会からの支援を必要とすることや地域の

人々の支援により生活することが多いことなどから友好的

に関係をとることがあり，障害をもっ子どもを「友好的j

ととらえたと考えるc 表護学生の学年伺差については多く

の要因の関与が捻測でき，学習進度や臨地実習の有無，ボ

ランテイア経験の有無，向社会的スキルの発達など影響す

ると考えるc

27ア)弾性ストッキングiこよる血流増加効果の検証

有田広美，大島千住.藤本規子(石川県立看護大学)

i察本美子代(石川県立春護大学大学院看護学研究科)

[話的i
~ìii性ストッキングは深部静絞血栓症の予防として用いられ

ているが，底流増加効果がほとんど認められないという報

告があるc そこで.本研究の白的i之弾力性ストッキング

(以下 ESとする)装若による鼠流増加効来を明らかにす

ることとしたむ

{排究方法]

対象者:え護福並びに口頭で研究内容説明後，同意を得ら

れた 20-30歳代の健康な女性6名とした。実験は.

25-26'C.箆&40-45%の譲境下で.同ーの被験者に 1B 
1条件としストッキングタイプの ES装務(以下ストッ

キング群).ハイソックスタイプ装若(以下ハイソックス

若手).何も装着しない(以下コントロール苦手)の 3条件で実

施した。 ESはj楽部静原血栓症の予j湾周としてよく用いら

れている足首圧迫圧が 18mmHgのアンシルクぷ・ブロ j

アルケアロを用いたっ 1JlJ臥設で 30分rt号安静とし左足の

み ESを装着させた後さらに 120分間安静を採った。 測定

部{立は，足?宇都 (~lií性ストッキング被翠内λ!庭部 (~ìií性ス

トッキング被覆i村上大製部(弾性ストッキング被覆外)と

し皮膚衰弱j昆度 .Bl. J誇深部議度(皮腐表題下 2mm~5mmの

を測定した。また，レーザードッブラ-

i船来TIlli像化装置 periscan PIMを用い，大腿きF>で ES

前・装着後部分・後 120分の血流の変化計!判定した。

表面j昆毘及び皮膚深部議!支は. ES装務前の安静時の王子均

{践を基準値として.装着後は恭準鈍からの変化:量の平均績

を算出した。茂勝血流量は. ES装着前の安静時の王子均綴

算出し

{結果]

として，袋詰2後は基準値からの変化率の平均値を

皮腐表面温度と皮繍深部議度においては，コントロール群

は基準僚とよとべて変化はみられなかったが，ストッキング

群とハイソックス群の足替部，務部では ES装務後に 1'C

の上昇がみられたっ大腿部ではj説度上昇はみられなかっ

!支!議底流量においては， コントロール群は基準値と比

べて変化は見られなかったが，ストッキング群とハイソッ

クス群の足背部，接部では ES装務中の血流増加(約1.5倍)

がみられたっしかし大腿部では 3詳とも基準値と比べて

ほ段変fとはみられなかった。

{考祭i
!接部では ES着滋による鼠流増加効果がみられたちこれは

ESの在迫により表夜務総の血管筏がノj、さくなり鼠流速度

を増加させたためと考えられるc しかし ESに被覆され

ていない部分で血流量を測定した大腿部では血流増加はみ

られなかったっこのことから，弾性ストッキングは被覆し

ている部分の血流量増加が認められ鼠流動態の改善に効来

的であるが，被覆していない部分までの取流への影響は及

ぼさないことが示唆された。

日本看護研究学会雑誌 Vol.30 災0.3 2007 249 



278)看護揮の知覚認識状況と認識!こ基づく臨床判関

一混度感覚を知覚し行動に至る混程の分析ー

大JII美千代(群馬大学大学院震学系研究科博士前期課程)

松田たみ子(群馬大学涯学部保健学科)

{目的}

看護活動の中で看護師が患者に触れる機会は多くあり.mrt! 
党を通して得た情報から患者の変化を察知し看護行為に

活用していると考えられるc そこで本研究では，看護隊が

による触知で得た温度に関する-，吉報を看護情報として

認識し看護活動に活用する過積の分析を通して，審議師

の臨床判断における思考過認を明らかにすることを目的と

した。

{研究方法}

対象は総合病院に勤務し研究の協力に伺意の得られた 20
代から 50代(王子均 38.6土 9.6歳)の看護締で女性指名，

男性2名，計30名であり，被験者の所属する病i誌の看護研

究実施の手続きに期り実施した。データの収集は，総!知す

る模擬f本を準備し提示溢度は 36
0

C.37
c
C. 38

0

Cとした。

被験者は，模擬体に利き手の手掌全体でS秒間触れた後，

知党濃度および知覚したj昆度の受け止め方とその後の在勤

に関する質照紙に照答した。触知と次の触知までは 5分間

とし 3種の提示混度に対してJII員不問に各3閤，合計9間

の触知一質問紙への問答を繰り返えし実施した。分析は

Excel2003を服いて基本統計量を算出し質問紙の開設;内

容は.K]法のステッブを用いて，内'f:fの類似している記述

のグル…ブを作成した。

{結来]

各提示j誌皮でiはも 1m答数が多かった主[J党混!支は. 36'C. 
370C. 38

0

Cとも提示識!支であり，提示温度:t0.2
0

Cを正確に

知覚した範i混として集計すると，それぞれ27出 (30.3%).
30回 (33.7%).25間 (28.0%)であったc 7晶度を知覚した

捺の恭準は.r自分の体のi昆度Jr実験中の温度・温度感覚j

「感覚・普段の知覚j等であった。知覚した温度を 36'C未
満.36

0

C以上37
0

C未満.37
0

C以上38
0

C未満.38
0

C以上の4
つに分類し温度を知覚してから行動に室るまでの過程を

分析すると.36
c
C未満から 38

0

C未満で「気になるJr気にな

らないjの両者がみられ. 380

C以上では f気になるjのみ

であった。 370

C未満の「気になるj被験者は， 自分の知覚

のi愛i沫さや有熱状態の不祈li実性を感じることより{也の情報

を得る行動がみられ. 37t以上では発熱を知覚し更なる

情報収集とともにより患者の安全性を求めた行動の回答

がみられた。「気にならないj被験者は，知覚温疫を正常体

識と判断しその後の行動をとらないをまたは情報収集と

の題答がみられた。

{考察}

看護師は触覚における情報収集で正確な溢疫を知覚し(約

30%).その知覚に基づいて不機実性の認識があれば.対象

の主翻的・客観的情報を追加して得ることで，知覚した温

度の正篠性を判断し発熱による危険を回避し対象の安

全を守るための行動を選択するという臨床判断における思

考過程をとっていることが考えられた。

279)諸外患の NSγ における看護部の役裂に関する文献

研究

邸中 i鐙(東京女子医科大学大学院者護学研究科)

シェザー F樽探まち子，綿貫恵美子(北泉大学審議学部)

{目的}

文i誠;レビューを通して諸外出の NST(Nutrition support 
team)において看護締が拐う役割について整理・分類し

本研究者らが先行研究1)で明らかにしたわが国の NST
に所属する看護締 (NST看護部とする)の特性を踏まえて

考察する。

{研究方法}

海外で発表された NST看護締に爵速する原著論文，総説

他を対象とし CochraneLibrary， MEDLINE. CINAHL 
の文献検索データベースにより 2007年 l丹に検索を行っ

た。キーワードは (Nutritionsupport team or nutrition 
team)と (nurseor nursing staff)とし期間は先行研究に

合わせ過去 10年間(1997-2006年)に発表されたものと

した。分析に当たっては，研究者2名が研究目的に合致す

る文献の選別，投割の袈約・コード化，カテゴリfヒを各々

持い，照合することで内容の妥当性確保を留った。

{結果}

ヒットした 18件(重複を除く)のうち栄養管理を主目的と

したチ…ムではないもの，看護隔の役割に触れていないも

のを除外した 7持:を対象文献とした。文献で扱われていた

留は米国.英ポルトガルであった。分析の結果，抽出

されたコードは 33で，

コード，

されたc

{考察}

コーに

[投与の安全性の確認 3コード. [ケア計酒

コ…ドという 5つのカテゴリに分類・命名

先行研究で命名した閣内の NST看護姉の役割カテゴリと

は，要約したコードにより多少命名が変わったものの，内

容的には多くの一致が見られた。「栄養jえ態、の評価Jr栄養

療法のモニタリングJ等のコードから成る〔患、考観察と栄

養状態の評価]は閣内の<対象患者の抽出・把握>と類似

していた。このカテゴリは田内外ともコード数が最も多

く，諸外国においても NST看護朗jの役割の中心となって

いるといえる c [スタッフ教育]は看護側に授らず.陵締等

の職種も対象に教苦手が行われており，者護締を中心に教育

を行っていた国内の<NST以外の看護スタップの教育>

が発展した役割と考えられるつまた，

コード内容の一部が関内

のNST看護郎iの役割と関連していたc 一方，国内ではカ

テゴリとして上がっていた<NSTの運営><説内での

NST活動の啓蒙>は拙出されなかった。これは既に NST
の活動が定着していることによると考えられる。今後は器

別の比較を行い，国内の NST看護締の役割の検討を進め

ていく。

1)邸中i箆・綿貫恵美子，関内の NSTにおける看護師の役

害対に関する文献研究. 日本看護研究学会雑誌29(3). 219. 
2006. 
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280)インフォームドコンセントに関わる熱練看護師の

実践的知識

ヰミ永芳子(熊本保健科学大学)

石原和子.徳永淳也，増田安代(九ナ1'1看護福祉大学)

{目的]

本研究の巨的{丈質的議査によって描出したインフォーム

ドコンセント(以下 ICと絡す)に関る熟練看護部の実践

的知議に影響をおよほす要留を看護援助のプロセスに基づ

き設定し妥当性，信頼性について質問紙調査により定量

的に検証することである。

{研究方法i
1.熟練看護締 16名にネ模造化面接を行い，逐語録を作

成し 4名の研究者でICに!MIる熟続審議総の実践的知識の

文誌に焦点を当て質問項告を作成した。 2. 内容妥当性に

き生成したアイテムブールを作成し 51名の看護隔に

対する予備調査を苛った。 3.費時項目のワーデイン

の再検証を行い.質時項尽の収束性および特別的妥当性に

ついて捺索的関子分析により検討し費関項践の務教fとを
E怒り， 69項目を作成したc 4.特定機能病設や病床数 400
床以上の地域のや核議院の討 11擁設を対象病続とし

定し研究協力依頼に間意をした看護部 1800名を対象と

して自記式質問紙による本調交を苛い.1172名からの照答

を得た(関収率約 65%)っそのゆで 3年以上の肴護部 800
名に対して分析を行った。 5.倫理的手続きは，対象者に

本研究の践的，方法，プライパシーの保護，データは全て

記号化し個人が特定できないことを明記した文章で説明

しぶ]J誌は郵送法にした。 6.議査j器開:2005年 10月1臼

~11 月初日

i結来i
探索的関子分析により1.項目の決定については，共通牲

の推定値が 0.3未満の項誌は説明力がないと削除し

来，最終的には質賂項目は 59項日となった'" 2. [j子抽

出方法は，主因子法，鶴転は fKaiserの正規化を伴うオブ

リミン法jを採用した。溺予の決定については，間有催 1
以上.因子負荷:設 0.3以上の項呂を選んだ。以上の検討か

ら，次の 9概念が抽出されたむ第 11話予

ケーションふ第 2龍子向察力第3因子 f自立 gf;jl:支
，第4関子江Cの基本的姿勢第5留子

第6因子討士会資源の活用ふ第?詩子

ムE立療第9~母子のフォローアップj と命名

したっ各概念領域の Chronbachのα係数比全て 0.7以上

を訴した。

i考察]

探索的因子分析によ仇質問項告は 59項目， 9の概念が抽

出され，各菌子の調子負荷量や因子関の相関分析により，

高い妥当性および信頼殺が確保されているものと推察され

た。また各紙念領域の Chronbachの日係数iえ全て 0.7以

上を示し十分な領域内の内部一貫性が得られていること

も示されたo ICに罷わる熟線看護締の実践的知識が9の

概念で欝成されていることが確認できたので，今後は概念

j習の関連性を明らかにし ICにおける看護援助プロセスの

議選化に向けて検証する。

281)看護師の構報処理・活用に関する専門的能力の換討

一看護簡による看護掲語再生の特徴一

須永準壁(務協医科大学病院)

小林端技(群馬大学医学部約属病院)

よい(東京臨科歯科大学大学院探健衛生学研究科)

小板橋喜久代，松田たみ子(群馬大学医学部保健学科)

[話的]

看護活動における靖報{云遠方法が，電子カルテの導入に伴

い電子媒体を介したものへと変化しより能動的に構報担

集する必要性が高まっているつ効率の長い情報の獲得は審

議実銭能力のひとつの要素であると考え，看護活動におけ

る憶報の獲得の特散を暁らかにすることを自的とし肴

・医療情報の記穏過設を検討する。

[方法}

対象は A大学病院ICじ，内科，外科，小見科，精神科等 10
部暑の看護締 103名とした。倫理的配滋として，対象病院

の看護研究実施の手続きに期札研究民的，方法.任意参

加等を説明し文書で関窓を持たc 方法は，一段沼語，

ICじ看護用語，その他用語の 3領域で講成する 30援の看

を材料に用語再生調ままを行った。再生溺語と

使用状況の関連性，年鈴，

数の比較，再生用語の窓味内容と再生数を比較したc 分析

は，割合の比較にはx2検定，再生数の 2群関のiヒ較には E

検定，3群以上の比較には一元配電分散分析及びその授の

検定には Tukey法による多重Jt較を行い，有意水準は 59-6
としたc

{結来;

1.全沼語再生数は 13.76土 3.45語であり，再生数l之 24
歳以下群と 25議以上群では，一殻用語が4.77土1.69語で

25段以上群に有意差を認めた (p< 0.05)。
数では， 1 ~2 年目群と 3~5 年設群で ICU

5.58 土1.30 諾で 3~51F l3 î洋に有意差を認めたゆく

0.05)。
2.再生用語と使用状況で有意義 (p< 0.0討を示した用

諸は，スクィージング，心マッサージ，不整毅.紋急、カー

ト，心締梗塞，口腔吸引であったむ

3.提示用語を意味内容から 5'f洋に分類し項g内の用語

を2語以上連続して再生した{カテゴリ -1t)若手は 99名

(96.1 %)，カテゴリー化しないで再生したはドカテゴリ-

fヒ)群は4名 (3.9%)であった。カテゴリー化した強数と

再生数の比較では， 4~5 偶者宇で全用語， 3領域の用語に

おいて，高い再生数を示した (p< 0.05)0 
{考察}

看護部経験年数が長くなるほど，用語を意味内容に関連付

けて存主主する傾向が認められた。看護締の用語再生の特徴

として，瞬時に矯報の類似性をとらえ，靖報開土をj努迷さ

せて記饗することが明らかになったc これらの博報の獲得

能力;丈一般の記穂子写生パターンとは巽なる専汚職として

の特教であり，年齢や肴護婦経験年数等.看護実銭を重ね

ることでさらに発展することが示唆された。

[i] I ffl文献}
1)小林瑞枝，浅井寵美他:看護活報に対する ICじ看護邸

の記憶J写生の特鍛に関する研究， 日本審議研究学会雑誌，

29 (3)， 164， 2006. 
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282)審議場面における霞抹表現の認識と臨床判断

上星浩子(禍生短期大学看護学科)

小板橋喜久代，松田たみ子(群馬大学涯学部保健学科)

[Ej 89] 
者護場面では混乱のないように正確で精度の言語い儲報提供

が重要視されているが，臨床において緩味表現は使沼され

ていることも多く，医療コミュニケーションの離害になる

ことが指捕されているc しかしデータだ、けでは伝わらない

情報や日本人が持つ独特の安心惑を提供する手段として唆

味表現は重要な役割を持ちー看護師は対象や状況に応じて

情報を選択的に取り込み.分析・統合し媛味でいい情報

といけない情報を判断していると推察できる。そこで看護

場訴における看護締・患者の!愛味表現の認識と看護輔の臨

床判;訴を明らかにすることを話的としたc

{術究方法}

j加えそょに支障がないと主治医および看護師長が判断し研

究参加に同2ました入院患者 205名と看護師 219名を対象に

!~l 記式質問用紙調査を実施したc 調査内容は看護場面で使

用される fちょっとJrかなりJなどの程度副詞や時間.

状態を示すl陵愛劉!味球表現 2針4語の日常的な看

.指i導暮のj場易I而函(口14諸)における認識についてでで、あり，

多抑!岐岐選択!肢技式また:はま13由記述式の関答方;法去としたO データ

収集は群馬大学臨床研究倫理審査委員会承認後.研究の趣

丘陵名性，任意性について文芸?と口頭で説明し開港:の

得られた者に質問紙を配布，官fi技法とし密封封筒にて関J[x

した。'l'J:f!llJIl紙の返{誌をもって主計制"J;'むとみなした。分析

は属性および看護部経験における認識につし、て

SPSS-11.5Jを用いて統計ー的処理をした。有志;水ヰ1;は 5Qb

未満とした。

{結果1
1.表護部・患者間の緩味表現の認識は， 日常生活場面ーで

は f特に変わりないJの状態や「少し食べたjの食事務:な

ど10話中 5語 (50.u9b)に有意差が認められ，検査・指導

の場illiでは「しばらく待つjの時照や「安静Jの状態， r時々 j

の頻度など 14諾中 11語 (78，6%)に有意義が認められた。

2， :(n室長雨は正常値や原則に泣い 1つの問答に集中してい

たが.患者は個加の背長や生活習慣により!幅広い範閣で認

識をしていた。 3，肴護制iの経験年数と媛味表現の認識

は， :ij三未満Jの看護締では言葉のもつ原別的な認識をし，

rlO 11~以上j の看護腕では町、~!Uにとらわれない認識をして

いたc

[考察]

日常生活場面に北べ検査・指導場面での認識に差が認めら

れたことは，患者は常に自分の状態や生活基盤を中心に認

をしているが，看護師は正常値や原則を判断基準に認識

しているためであると考える。また看護師の経験は状況や

場弱に応、じて求められる'情報の精度を?刊新し詩語以外の

情報から患者の持つ事象や問題を含めて媛味表現を認識し

ていると考える。

以上のことから，看護側は患者の靖報をそのまま取り込む

のではなく，過去の経験や専門的能力を過し鵠床判断を行

い，対象の状態や状況に応じて援味表現を有効に活用して

いることが示唆された。

283)模擬醤接場面における審護部一患者の非言語行動

の分析

谷JJI 牧(川崎市立看護短期大学)

{白的}

他者との註接的なコミュニケーションを行う際には，

行動と同時に非言語行動による'情報交換も行われている。

患者は疾患や異なる環境に霞かれることに不安を持ち，社

会的立場が弱いため，医療従事者が表出する非言語行動に

注意を払うと考えられているが，看護郎一患者関係を

語皆勤から分析した務査はほとんど存在してないのが笑情

である。本研究の話的は，第 1に審議締が患者に向ける提

線の量と患者が看護締に抱く印象や満足度との関連性を明

らかにすること，第2に患者の非言語行動と患者が看護締

に抱く印象や満足度との関係性を明らかにすることであ

る。

{研究方法]

貧血の精密検査のために入院すると仮定し 11名の対象者

(平均年齢22歳，女性)色患者役とし者護締による約 5
分間の模探入i淀持宣言接を行った。審議a需の視線を意識的に

患者に向ける(以下アイコンタクト群)，または記銭に向け

る(以下記銘群) 2パターンとし患者投をアイコンタク

ト若手伝名)，記録群偽名)にランダムに割りあて，模擬面

接を行ったc 而接後，対象者が者護師に対して抱く印象に

ついて RelationalCommunication Scale (以下 RCS)のう

ちげ見後さJ，支自己jカテゴリー，面接に対する満足度，

自己開示意欲を含めた笠IllJ紙調交を行った。さらに，録爾

した泌銭湯而から忠者の続線の長.riせきを測定し質問紙

との問j主性をf会討したc

{結来}

者議長íIîの患者に向ける tJA~ま fli'f IHJの平均は，アイコンタクト
若手 :2分8秒，記録若手育 1分2秒であり，時群で差があるこ

とが確認された。 碍群の質問項自を比較したところ. RCS 

f親密さJ. 1前足1Jt. 自己開示項目でアイコンタクト群の平

均値がやや高く， RCSr支記jで、は記録群の平均依が高かっ

たが，統計的に有意な差異は認められなかった。次に録画

場面から患者役の視線量・向きを測定したところ.患者役

が面接待問中に看護師役に視線を向けている時間の離合は

約3割であり.面接時間の約 6割は記録を注視し 14%の

時潤はその他(以下他への規線)を見ていることが分かっ

た。患者の設線と誠査項目の関連牲についてを検討したと

ころ，他への提線都合と看護綿の対人態度 rfJiiをさJ，満足

度，生き方・側依観についての自己開示意欲に負の関連性

が認められたO

{考察]

今回の調査では看護郊のアイコンタクト設の違いは看護mfi
に対する評価に影響を与えなかった。これは患者役が看護

mff役に向ける視線量の少なさ，看護締役の{むの非言語行動

をコントロールしなかった事が影響していると考えられ

る。患者役の非言語行動のうち，他への境線と RCS.満足

度等が関連する可能性が示されたが，これには患者役が看

護締に対して元々抱いている印象やj招待などの婆留が複雑

している可能性がある。
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284)審議専門学校生の暴礎看護学実習前後!こおける自

己効力感と韓E量産の変化

清水由加泉(福井大学医学部約属病説)

上野栄一，長谷川羽子，上原佳子，上木礼子，設々木百恵，

Katz Edmont (福井大学霞学部看護学科)

{目的}

これまで看護学実習における審議学生の自己効力感の研究

や縫波茂の研究は多くされてはいるが，実習前後の自己効

力惑と健康度との関連性についての研究はほとんどないc

本研究の白的は，集礎看護学実習前後における看護学生の

自己効力感と健康疫の関係性，館入の属性が実習前後の鐙

燦境および在三効力感に与ーえる影響を明らかにすることで

あるち

[方法]

対象者・看護王手作学校2年生402名。 自記式調査票を用い，

よび後の 2鴎，留鐙法にてデータ収集

した。調査内容:潟性(性~IJ.年齢，家族構成，通学手段

に加え，山崎ら(1998)の自己効力感尺健康度の

として GHQ30を使用した(隠発者からの後肢許可済

みし 倫理的記長室:研究の主旨および方法，調交の匿名性，

参加/不参加と参加議留の自由，学生評締への無関係性に

ついて，対象者に口頭および紙面にて絞接説明し関答の得

られたことで荷主まとした。また，収集したデータ

管理し研究終了後は全て破棄する事とした。

{結果}
を記布した 402名の内，実習前および後の2防共に

邸宅手の得られた 337名(平均年数21.1士4.5.有効問答率

83.8%)を分析の対象とした令縫淡度を示す GHQ30を見

ると，あ怜11的縫康状態、が不能康と分類された者が，実饗前

後とも 7訴を超えていた。また，変化を見ると，

した項目は f身体液状JIl淫絞諮
うつjであったが有意な変化ではなかったc

悪北していた項自は f…段的疾患傾向j同士会的活動Jr不
安と気分変調jであり，特に f一般的疾患傾向 r社会的活

動Jは有窓;に懇fとしていた。自己効力惑は，実習前に比べ

実習後は 7受容的態度Jr専門的態度Jr尊意的態度Jの全

ての項呂で有意に上昇していたc 特に，健康度を 2許:に分

け比較したところ，態康度の高い群で自己効力惑が上昇し

ていた。

{考察]

本調査の対象となった学生の7割以上が精神的不健康と分

された奈は.対象が椅干率的に不安定な青年期におかれて

いたことと，築資という課題による諮神的ストレスが大き

く影響していたと誰察する。特に一般的疾患傾向と社会的

活動が実習後に悪化していたことは，実習に{す!認する

物提出に関する震圧があったことが推測できる。一方，自

己効力感は実習後に上昇が見られた。これは，初めて患者

と接したことと，実際のケアを患者に提供できたことによ

札看護学生としての達成感と副誌を得ることができたの

ではないかと推i郊できる。加えて，社会に役立つことが自

弓効力感に正の影響妥協として挙げられていたことは，社

会に対する支献ができたことを実智を過して実感できたこ

とによるものと考えるc
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285)死後思置の教警と看護師の認識に関する認査

赤)111場予(愛知県厚生連安城更生病院)

佐伯香織，藤井徹底(名古最大学法学部保健学科)

[13的1
8割以上の人が病誌で、死を迎えている現在.死後処置は者

護蹄によって行われている O しかしその知識や技術がどの

ように習得されているのか，また実捺にどのような処置が

行われているのかは明維になっていない。そこで死後処置

の教育と死後処震に対する看護部の認識について調査し

た。

{方法]

対象 :4県内 6病院の審議附 479名を対象としたむ費問項

羽:1臨床経験年数J1死後処霞の罰数j及び死後処置に関

する f知識・技術の習得方法Jr教育・指導内容Jr死後処

援は肴j設業務だと思うかj等とした。なお.死後処置とは

死の診断後に行う処置の総称とした。データ収集法:自記

式質問紙を用いて無記名による智め置き法で、行った。調査

期1111:平成 18年 6月合データ分析・記述統計量の算出，

X2検定を行った。 1命程的配癒:調査依頼書:に調査の自的，

研究結果は目的のみに用いることを明記し回収をもって

了承としたc

{結果]

Im!1文卒は 464名 (96.9%)であった。 f臨床経験年数J死後

処:出回数jが7緊密答であった 11名を除く 4531?1を対象と

した合臨床経験年数は 2ヶ月 -30:\r~であった。半年以内の

1ヶ月IIUの平均死後処i出現数は 11開示!と市U180名 (39.7%).
11 [ijl以上 3閉未満J201名(十1.4%).は 1m以上J72 ~I 
05.9% )であったo 1.死後処置に泌する主fI議・技術の恕

得方法としては「先議看護締による教育・指導jが425名

(93.8%)で最も多く.1就職先での勉強会jを受けた者を加

えると 431名 (95.1%)であった。一方「看護師養成学校j

で教育を受けた者は 281名 (62.0%)であった。 2.教育・

指i幕の内容は f看護師養成学校jにおいて f処罷の話的j

(92.9%)が最も多く， r先輩看護師による教育・指導」では

「処遣の方法J(93.4%)， r処援の手}IIむ (93.2%)が多かっ

た。 3.r死後処置は看護業務だと思うかjについては「は

いjが407名 (89.8%)であった。 4.rあなたが受けた死

後処置の教育・指導は十分であるかjでは， 1そう認、うJ73 
名(16.1%)， rそう jg、わないJ206名 (45.5%)であったc

また f処霞鴎数jとf死後処置は看護業務だ、と思うかJ1教
脊・指導は十分であるかjついては関連を認めなかったc

臨床で f先看護締j または「就~設先での勉強会j で教育・

指導を受けた者は.1死後処置の教育Jについて十分である

としていたゆく 0.02)。
{考察}

ほとんどの肴設締が就職後に死後処援の教育・指導を受け

ていた。その内容は f処置の目的jや f処置の手順jが多

く，教育内答について十分と考えていた。死後処設の教

育・指導では.実際の処寵を通して教育・指導することや

勉強会を行うことが大切で、あると考えられたc

286)看護系大学生の手術盟後患者溝拭実擁!こ伴う不安

や戸惑い

徳川陽子接関倫子(高知大学医学部看護学科)

[13的}
学生が手術後 24 時間以内(~:J、下，術i直後という)にある

持患者への誌もL実施前日と清拭実施中に生じた不安，戸惑

い，混乱，疑陪{以下，不安等という)はどのような内容

であったのかを明らかにし今後の教脊・学留に活かすこと

を呂的としたむ

{研究方法]

研究デザインは質的帰約的研究である。研究対象者は，術

痘後にある受持患者にj奇拭を実施した学生 12名。データ

収集は，ネ構成的質開紙により不安等の有燕とその内容を

尋ね，これを基に学構成的面接を行ったc 分析方法は逐語

録から不安等の内容を飼~Ijに導出してコード化し.類似し

たものをサブカテゴリー，さらに抽象化したものをカテゴ

リーとしネーミングした。

{倫理的記語t]

研究の主E2.研究参加・中断の自由，成額とは一切関係し

ないこと，プライパシー保護について明記した文書:と臼顕

で説明し i可意書にで承諾を得た。

{結来}
受持患者A の平均年齢は 66.0歳，疾患の内訳は能化器.呼吸

器，循深器疾患で清拭実施時の平均術後経通時間は 17H守

陣 58 分，会痕fJ~ にドレーン・チューブガiが挿入されていた。

術政後患者i#拭実施前日は 8名の学生から 12コードの不

じてお 1).1) 11正直後のw拭rF.J'の Fレーン・チュー

トラブルに対する不安や戸惑い， 2)宇野直後の清拭11寺

のチューフや郊の苦痛に対する不安や戸惑い， 3)術直

後の患者状態にあわせたi奇心t方法についての戸惑い， 4) i奇
拭指導してくれる看護仰は学生にどのような対応をしてく

れるのか不安，が導出された。清拭実施中は 10名の学生

から 18コードの不安等が生じており.1)争j:TI直後の清拭実

施中のドレーン・チューブ類のトラブルに対する不安や混

乱の実際， 2)術直後の清拭実施中の患者ーの苦痛に対する不

安の実際.3)術笹後の患者状態にあわせた清拭方法に対す

る不安や戸惑いや疑問の実i誌が導出された。 清拭実施

前・中ともに不安等を抱かなかった学生はいなかった。

{考察i
i青拭実施前日と清拭実施中それぞれの不安等を比較する

と実施前日の円奇拭指導してくれる者護締は学生にどの

ような対応をしてくれるのか不安Jをi添いて閉じ内容で

あった。これは， i奇拭実施前に生じた不安等が清拭実施前

日の学習だけではト分解決できていないことあるいは，

拭を実際に実絡したことから不安等が生じたことが考えら

れる。また. i青拭実施中の患者の苦痛に対する不安の内容

には，創部の苦痛のみでなく患者の苦痛表情に対する不安

も含まれており，学生が術笹後患者の様子ーから苦痛を捉え

ていたことがわかったc また看護衛官の存在は清拭実施前

日の学生の不安をひき起こしていることから.者議締の態

度は学生の不安を左右する大きな要底jであり.者設的iの消

拭実施場面での学生への援し方が重要であるつ
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287)看護学生のコミュニケーション不安

加藤久子(北里大学病臨)

伊藤まゆみ(昭和大学)

[呂告さ}

近年，看護学生はさまざまな学習場部でコミュニケーショ

ンへの不安を訴え，主体的な発言が少ない傾向にあるC

McCroske (1978)じは.実際の，あるいは想橡よの対人コ

ミュニケーションに梼達した恐怖あるいは不安をコミュニ

ケーション不安 (CA)と定義している。間部 (988)2) の

調査では，アメリカ人に比べ日本人は CAが高く，なかで

も日本の女子大学生の CAが最も高いことが明らかになっ

たc 本研究では，看護系女子大学生は，どのような状況で

CAが強く喚起されるのか，またその状況は看護系以外の

女子大学生と遠いがあるのか検討することを目的とした。

[方法}

爵査対象:看護学生 435名，看護以外の大学生 236名。質

関紙:McCroskey (1984)のコミュニケーション不安に対

する自己報告 (PersonalReport of Communication 
Apprehεnsion : PRCA)を用いたむ PRCAは，コミュニケー

ションを取るときの感矯について，スピーチ，グループ，

ミーティング.1対 1の4つの状況ごとに費関することで，

各々の状況における CAの高さを測定する尺度であるc

PRCAは結額世，安当性が確認され，追研究にも

尽されている。手続き:対象iこ害額で議査の趣旨を説明し

臼常でのコミュニケーションの状態を自己記述するように

依頼した。 倫理的配態として.一調査は然記名で行い，

が得られた場合に記入するように依頼したc

{結果]

分析対象:看護系大学204名(男性6各女教 198名). 

護以外の大学生 195名(男性 79名，女性 116
のた皮得点の性差を t検定で比較した結果，

で女殺が有意に高かった。次に女性を抽出し

と看護以外の大学で分類し t検定で比較した結楽，有23;水
5%で看護系女子大学生が，スピーチとミーテイングに

おいて有意に高かった。なおで{立尺!支得点;久性珪・学校

関係なく，スピーチ，ミーティング.1対 L グループ

の)ij買にi弱かったむ

{考察}

全体として.集盟の規模が大きくなるほと CAが高くな

る傾向にあるが，一部 11対1Jと fグループjの佼霞が逆

転していた。これは fグループjは参加していても

るとは隈らないが.11対1Jは発言することがミ!とめられる

そのため f発言jを求められる確率の高さが CAを喚起さ

せていると考えられる。これは沼田 (1988)の報告とは異

なり，以前に比べ現夜はニ者向で CAが喚恕されやすく

なっていることが示唆された。また看護系大学生が看護以

外の大学生に比べ.1スピーチjゃ fミーティング」におい

てCAが喚恕されやすいのは，その状況でのスキルの欠損

などが考えられる。

{引用文献}

1) ?vIcCrosk邑yJG.: Validity of the PRCA as an indεX of oral 
communication pprehension. Communication Monographs. 45. 
192同 203.1978 
2)西白河:日本人大学生のコミュニケーション不安，関

i祭関係研究. 8 (3). 171…183. 1988 

288)基礎看護学実習 1で看護学生が学んだ対象理解の

視点

高橋永子(高知大学援学部看護学科)

{研究自治i
基礎看護学実習 1で看護学生が学んだ対象滋解の読点を明

らかにし今後の実習指導に対する示唆を得る

{研究方法i
A大学の看護学科 1年生，基礎者護学実習 1終了後の学生

59 名を対象に平成四年 2 月 15 日 ~16 日に無記名自記式
質問紙による調査を行った。調査内容は先行文獄を参考に

調資項呂を 45項目作成した。項日は非常にあてはまる(=

4点)から会くあてはまらない(口 1点)の関臨尺度とし

4段階評定i去を沼いた。また. r自分は看護隔に向いてい

ると思うかJr実習で成長できたと思うかJについて問機に

4段階で閤答を求めた。分析は統計ソフト SPSS

(Ver.l4.0lを用い，有意水準は p< 0.05とした。倫理的配

駿として.学生に研究の呂的および研究への参加は在意で

あり，参加の存無により成績には一切影響しないこと等を

口頭で説明し協力を依頼し

[結果}

1.田坂数(回収率)は 55名 (93.2%)であった。 2.

護学生の対象理解の読点を明らかにするために当初の鵠査

結来を主自子法・パリマックス機転を行い，間有線 11

以上の基準を設け，国子負荷最が 10.4J未満あるいは共通

性が rO.2J未満の項自を部除して分析した結果 17項良か

らなる 3因子が抽出されたc 出子 1は f人間関係の深まり

による喜びJ.因子2は fひとりの人間として尊叢J.泊予

3は f客観的に広い視点で患者理解jであった。抽出され

た3悶子の平均値は因子2が最も潟く r3.441次いで国子

3 r3.10J.関子 112.55Jの!際であり. 3国子街

みられた (p< 0.0目。 3. 1自分は看護仰に向いていると

思うかjについて fあてはまるJ1あてはまらないjの2段

階に分類し分析した結果，鹿子 1から関子3共に fあて

はまるj方の学びが25iく，協子2.調子3で有意差がみら

れた (p< 0.05) 0 4. r実習により成長したと思うかjに

ついても同総に2段暗に分類し分析した結果. [設子 1か

ら陸子3共に「あてはまるj方の学びが高く.調子工悶

子2で有意義がみられたゆく 0.05)。

{考察}

学生は実智をとおして対象を f一人の人間として尊重jし

f広い視点で患者を緩解jし「人間関係の深まりによる喜びj

を学んでいたことが明らかになった。基礎看護学実習 1で

の実習方法は，主に見学実習であるc ひとりの人間とし

て尊重J1広い視点で患者を理解Jは，実智において，指導

者の患者との関わりを看護モデルとして学ぶことができる

と考えるc しかし f入院関係の深まりによる喜びjは自己

の体験の結楽から得られるものであるc 学生は，患者との

人間潟係の深まりの重要性を認識しコミュニケーション

を持つが，人間関係が希薄，コミュニケーションが不得手

といわれる学伎には，人間関係形成は難しいものと思われ

る。この結果より，人間関係形成への指導方法の綾討が示

唆されたc
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289)看護学生の職業的アイデンティティと影響する要

西との関係構造 一学技剖の比較一

ノト竹久実子(埼玉県立大学保健法療裕社学部)

長谷川さゆ虫(杏林大学誌学部付属病i詫)
正木虫伎(都立羽村養護学校)

飯田加奈恵、(杏林大学保健学部)

{程的1
4年制大学(看護学部)および看護専門学校 (3年制)の学

生における職業的アイデンティティの意識の差異とアイデ

ンテイティに影響する要留との関係構造を明らかにするこ

ととした。

{研究方法}

人間関係(教員・線床指導者・友人)，職業的アイデ

ンティティ尺度(波多野ら， 1998)，看護学生用職業コミッ

トメント尺度(石田ら， 1999)，学習意欲尺度， QOL尺度

(SF-36lを用いて謂査した。倫理的配播:は，調査の趣旨と

より不利主主を被らないこと及びプライパシーの

に記議すること等を説明し，同意が得られたA大学

278名と B専門学校248名の看護学生を対象とした。解析

t検定及び、パス解析を行った。

{結来}
平均年齢l主人大学 20.2歳， B専門学校20.8歳。 B専門学

校生の方が，職業的アイデンティティは高かった。職業的

アイデンティティとそれに影響する要国との関係構造は.

全体では職業コミットメントの的緒的要素との間 (r= 

.87).学習意欲との関 (r= .45)，心の健康 (QOL)との矧

(r .19) に関係があった(閤1)0 また教員との関係は.

との間 (r= .53).情緒的要素との部 (r= .29)に

関係があった。学校比較では.B専門学校は教員との関係

がア千デンテイティと情緒的要素及び学習意欲に影響し

人大学は情緒的要素と学皆意欲に影響していた。心の健康

は， B専門学校ではコミットメントの情緒的と規範的要素，

A大学ではアイデンティティとコミットメントの計算的要

素が影響していた。

{考察]

看護への愛義といった情緒的要素を高めることが，看護学

生の総業的アイデンティティを高め.心の健康と学習意欲

の向上に繋がることが明らかになった。さらに，情緒的要

素を高めるには教員との関係が重要であることが示唆された。

CFI=.876 

教員との関係

留景懲する関子との関係閣:全体

290)精神看護場醤のロールプレイング濃習における学

習成果

五十嵐明美(社会保険横浜看護専丹学校)

内社!繁樹，戸田すま子(横浜市立大学i芸学部看護学科)

[13 的]

ロールブレイング演習では，各学生が患者役・看護締役・

観祭者役を体験し 3名でリフレクションの場を持つことに

より，自己の看護者役の行動を振り返り，対象との関係作

りに発展することの学びを明らかにする。

{方法}

本学2年生生74名を対象に， 3人l組となり，着護締役・

患者役・観祭者役の 3役をそれぞれ体験する。看護締役・

患者役にはそれぞれの設定を提示し 5分間ロールプレイ

を行い，その後観祭者を含めて 3人で感じたことに S分間

のリフレクションをもっC 観察者は，観察していて素誼に

感じた f自己の気持ちjを表現し伝え合うことでi災者2
人の感情や気づきを引き出せるように関わり淡留レポート

に記録を行った。分析方法は，質的・記述的分析方法を用

いた。レポートの内容を繰り返し読み，記述されている内

容・語畿の意味を変えないように要約し 1データとし類似

するものをまとめてサブカテゴライズを行い，さらに上位

カテゴリーへと抽象化し概念構築をはかった。カテゴライ

ズにあたっては，共問研究者3名で合意が得られるまで検

討を加えた。{命理的記惑として演習レポート提出後，

と口頭で自的並びに評価と無関係であることを説明し研

究への参加!と同意を求めた。

[結果]
患者体験では，活設自iliに対する感情が抽出された。1. 再

定的感情としての<自己を尊烹してもらえている関わり>

<安心感が得られた気遣いある関わり >tえ看護締の「表

情Jr声H話しを開いてもらえるHEI線、を悶じにしてくれ

たJことを通して安心感につながっていた。 2. 否定的感

情として<自己の状況を理解されていないと感じた持の抱

絶感><自己を否定されていると感じたことへの不信感>

<自分のニードを援先するナースへの感'捺><違和感>な

どが抽出された。また.看

索と自己の言動への振り返りが拙t出弘されたo 1.相手に関

心を向けた関わりの模索， 2.相手・を尊重した関わりの模

索. 3.気遣い， 4. 不安・恐怖・逃避， 5. ナースとし

ての自分のニード優先， 6. 違和感， 7. 相手の表情を気

にした濁わりの 7カテゴリーが明確になった。さらに，全

体を通しての感想、には，共通のキーワードがあり1.

詩的コミュニケーション， 2. 閉じさを隠の共有， 3 共感，

4. 信頼関係 5. 受容. 6. 自己掲示.などがお1I出でき

たc

{考察}

精神科を場面にしたロールブレイングにより自己滋解，他

者理解を深めることが可龍である。その経験を通しながら

精神科審議における者護姉一患者関係の発展的過程に重要

となる基盤を学生自らで導き出せる学習効果が示唆され

たc
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291)審護学生の鰭麗食品利賭状況!こ関する研究

一生活誇景および食事指導に対する考え方との関

連一

関戸啓子(徳島大学涯学部保健学科)

{日B9]
健康食品は近年急激に科用者が増え，安易に使用される場

合もあり，適切な利用方法の指導が必要で、あるといわれて

いるc 者護者もその指導の一翼を強うことが求められてい

る。そこで，将来の看護者である看護学生の健康食品利用

状況を調査した。今関は，生活背景による利用状況の差と，

利用状況によって食事指導に対する考え方に援があるかを

検討した。

[研究方法}

調査は.2006年7月に行った会看護大学2・3年生の女子

学生に研究の趣旨研究への協力の有無は自由であること，

成績とは関係ないこと，結来は研究として発表することを

説明した。研究への協力に同意した学生は，調査用紙を提

出箱に入れるように依額したo 2年生は 71人に配付し，

69人(1現収率 97.2%)から提出があった。有効期答は 63

人であった。 3年生は 61人に配付し 60人(回収率 98.4%)

から提出があった。有効回答は 59人であったc 調受用紙

は無記名で，建康食品の科ffl頻度に加えて，生活背景と食

事指導に対する考え方についての設問を設けたc 比率の設

の検定にはフィッシャーの直接確率i去を，若手関での平均値

の差の検定には分散分析を潟いたc

{結果}

健康食品を良く利用すると毘答した学生は 15人 02.3%.

利用存群とする).たまに利用する学生はち2人 (42.6%.中

間群とする).利用しない学生は 55人 利 用 然 若 手と

する)であったっ生活背廷によって比較してみると

手作りの食率をしないj学生は，そうでない学生に比べて

有志:に多く健康食品を科用していたゆく 0.05) また，利

用有群は{むの群とよとベて， より「太らないように投意jし

ており有窓差が認められたゆ<0.01)。しかし一人暮ら

しか否か，朝食摂取の有無，大学入学前の食習慣などとの

関連はみられなかった。食事指導に対する考え方では，手IJ

m有群と中部群は f食事指導は難しくないjととらえてい

る傾向があった。 f食事指導を自分は守れるかJrきびしく

る方だと思うかjという設問については，群間

で差はみられなかった。

{考察}

某市内在住女性に対して健康食品の手Ij沼状況を調査 (2005

年5月実施，地域流通経済研究所調べ)した結果では. 20 

歳代で利用有群に該当する割合が31.5%であった。それに

比べると看護学生の利用状況は少ないといえる結果であっ

たQ 和汚している学生は外食や既製の惣菜に食致活を頼っ

ていることが多く，太らないようにも注意していることか

ら，偏った食事や無理なダイエットで栄養素が不足するの

を補うために健康食品を利用していると思われるむ事Ij用有

群と中関群{乳食事指導は難しくないととらえる傾向があ

り，患者が食事を自己管理することも安易に考えていると

推祭されたc 今後，看護学生に対して健康食品の正しい知

識を意識的に教授する必要性が示唆された。

292)特定機能病院新卒看護部の離職実態かうみる審議

基礎教腎の課題

高橋明美 リアンナ産科大学審議専門学校)

[自的i
特定機能病i誌の新卒看護絞長の離殺の実態を明らかにし

約潟看護職養成機関の現行教育の課題を見いだす。

{研究方法}

1)謁査対象:平成 17年度決i看護専門学校卒業者のうちA

大学病涜就職者 2)調査方法:愛関紙法 3 )調査期間:

平成 19年1月22-26B 4)関収率:配布 50. 回収40.

間収率 80% 引倫理的配癒:謁資は在意で詔答は無記名，

本研究以外にはデータを柴沼しないことを説明" 6)分析

方j去:SPSSによるクロス

{結来]

特定機能病誌であるA大学病院の過去8年i潟の離職率平均

は15.6%であり，百

の特定;議能病院会照平均の 13.8%を上回っ

ていた。年I渇の鋭戦者のうち 114が新卒者を含む新採用者

が占め.最初の配属部署での?適正、寄jによる体験者が

えていたc 新卒看護締の悩みの上{立は「専門的知識・

技術不足ム「毘療苦手放の不安仕事の援先}綴位決定問難J
であったっ仕事を辞めたい理由のよ設は「就職前に考えて

いた仕事とのギャッブ大ム 7時間内に仕事が終了しな

であった。校司王を辞めたいと患った時期は 6月. 9月

く，第一希望で病棟記置された者の中で，入駿i時から現在

まで f辞めたいjと忠、い続けている者が46%いた。また，

調査時点で f仕事が面白Lづと答えたネが高かったのは第

1.第2希援の者であった。希望外に記設された者がf福良

いjと回答したのはわずか 10%であった。 1:I塁掲の時間外

労働は平均 11時開と会民議査 7.9時閣を大きく上関って

いた。持問外労働の多い者の悩みは?とヤ 1).ハットレポー

トを書:いたjや f医療事故の不安jであり，仕事を静めた

い理由は?自分のベースで仕事ができないjが上位で‘あっ

た。記罵部署の希裂と辞めたい思いとの関係では，第 l希

された者は.fl持i笥内に仕事が終了しないJを11立
に挙げていたc

{考察]

今回行ったA大学病院新卒看護締は，時間外労働の多さと

それに伴う仕事のペースの保持臨難，仕事の優先瀬泣決定

因縁等が悩みや辞めたい理由の上位に挙がり，協会調査と

異なる点であった。これは多忙な特定議能病i淀の特畿と捉

えることができる。高度匿療を提供する現場は，緊張と

王手い問題解決議力が要求され，者護師自らが自分の支任で

この能力を発揮できなけれぜならない。特定機能病援の看

護部養成機関としては.自己改造を促す経験的学習(問題

解決学習の挺進)を多く取り入れ，学生時代にその素泌を

うことが最も重要な課題である。際療安全等コア・カリ

キュラムを中心に霞き，開題解決学習，科目の統廃合と

選をするつまた実践に近い演習や実習を行い，更には入駿

}誌に突時的で効率の良い淡習やインターンシップ制を病院

と共同で行っていくことが課題となる
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293)看護学生の死生観

一看護基礎教育!こおける死生観の分析一

内山久美，)JI本起久子，絞本文乃

(熊本保健科学大学保健科学部看護学科)

[13 89] 
4iJ三都大学者護学生の修了時点の死生観を分析し看護基礎

教育との関連性にj主点をあてて分析することで者護基礎教

育における学生の死生観育成のための教育的示峻を得る O

n済究方法1
1)対象 ;A大学者護学科卒業要件単位を満たした 4年生

85名。 2)認査日 ;20昨年 1月o 3)方法:質問紙l点王子弁

らが1m発した死生観尺度(以下尺度)27項目と独自に作成

した 25項目(対象の属性や終末期患者の受持の有無に関

する選択肢 23~員自と死生観に関する自由記述 2~員自)で

構成会 4)倫理的配慮:本学の倫理審査委員会の承認を得たC

5)分析死生観に関する自由記述をその意味内容の類似

性 (KJ法)によって分類しカテゴリーイとしさらにそのカ

テゴリーを尺度のア由子に振り分けた(表1)0 分類は信用

姓を高めるために 3人の研究者で、精読し検討した。

[最古来}

1)問答状況;85名中間意の得られた 84名(回収率98.8%)，

有効回答率 100%02)対象の属性:平均年齢、 21.9土 0.59
実習中終末期患者の受け持ち経験あるいは患者の最期

に立ち会った絞教のある者はそれぞれ32.1%. 2.4%であっ
た。 3)死生観;死生観が大学生活で変化したと答えた者は

88%で，その理由として畿地実習や講義で死について考え

る機会がよ合えたことが…番多かった。尺授に分類した結

果.r死への関心づ f人生における目的意識jが上位に続き.

次いで f生と死は表裏一体であるJというどの因子にも属

さないカテゴリーが存在したc

i考察}

第6因子や第 5沼子におけるカテゴリーが高いのは.臨地

実習や講義，議題研究なとeで他人の死や自分の死を考える

機会を得る事で生と死は切り離して考えられないものと認

殺し死への関心や生きるに話的を見出していると考え

るコ青年期にある学生が生死に関する事柄を講義だけで学

ぶことは関難である為.教員{立学生が看護基礎教育の中で

その徒会を得る時に意留的に再認識させる関わりが必要で

あると考えるc

4 死からの恒i遂

D 

品 予とへの関心

9 (9.3) 

13 
(I3.4l 

38 
(39.2) 

294)基癒着護技術i講義・演習における専門器礎知識の教

授の実態と問題点

藤井徹也，佐伯香織(名吉屋大学毘学長1)保健学科.) 

門井貴子(愛知県立看護大学)

中野隆(愛知医科大学院学部)

中山和弘(聖路力n肴護大学)

{目的]

基礎教育諜程における主主礎肴護技術教授時には.形態機能

学等の専門基礎知識が必要とされる。今関，実際に基礎看

護技術担当者が基礎看護技術講義・演習中にどのように専

門基礎知識を教授しているのか，またその問題点は何かに

ついて調査した。

{方法}

対象は会留の看護師養成機関 624校の基礎肴護技術担当教

員の代表 l名とした。質問項自は.r養成校種目日J.r専門基

礎知識の担当教員の勤務形態J.基礎看護技術の講義・演習

おける専門基礎知識の f教授方法Jr開題点jなどである。

データ収集は，無記名の自記式質陪紙を用いて郵送法で

行った。データ分析は，記述統計量を算出し x2検定をお

こなった。倫理的配慮として，調査の依頼書に謂査の罰的，

研究結果は目的のみに用いること，回答は自由意志である

ことを明記し間収をもって了承としたc

{結来}
272 名から問答があった(鴎~又率 43.6'?ら)むこのうち養成機

関の種別が不明の 2名を除いた 270名を分析対象とした。

主主成校の種別は大学が49名.妓期大学9名.3年課程養成

所212名であった 1.211::gt (78.1 %)が.基礎看護技術

の講義.iiIi習中に必内法礎知殺を教授していた。 2. 3年

課程養成所では，専門法礎知議科目担当教員が非常勤であ

るとの国答が.各専門基礎知識科目 85%以上であり，他の

養成校に比べて非常勤である傾向が高かった (p< 0.001) 
3. 基礎審議技術の講義・演皆を仔う上での専門基礎知識

について.254名 (94.8%)が何らかの開題があると回答し，

f開題点jとされることで最も多かったのは「学生に侭をど

こまで教授しているのかわからないjが 138名 (51.1%)で

あり. r教授してもらいたい内容がずれているjも103名

(38.1 %)であったo 4 看護技術を教える上での「専門基

礎知識に関する疑問点の解決方法jとしては.r書:絡で調べ

るjが最も多く 246名 (93.5%)で.r担当の専門基礎知識

の教員に確認するjは154名 (58.6%)であった。解決方法

の f担当の専門基礎知識の教員に確認するjについては，

どの養成校も 40~50%であり，解決方法と養成校種別に関

連牲は認められなかった。

{考察}

78.1 %の教員が.基礎看護技術の講義・演習中に専門基礎

知識を教護していたが. 3年諜控養成所では，専門基礎知

識のm当教員が非常勤であることが多く，専門基礎知識に

関する疑問点を担当教員に線認することが難しい状況があ

ると思われた。一方で非常勤が少ない大学においても専門

基礎知識の担当教員に分からない点を確認していない現状

が明らかになった。
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295)がん看護専門看護部コースの学欝環境に対する修

了生の評価

山口illi:希子(神戸市若護大学看護学部)

林田裕美，吉田智英.問中京子(大阪府立大学看護学部)

{日B9]
がん看護専門審議長iji(以下 OCNS)コースの学習環境に対

する終了生の評価を明らかにする

{研究方法}

対象は， OCNSコース修了伎で OCNSの認定を受けてお

り本研究への参加問窓が得られた者としたひ研究方法は.

4-8名程度のグループを編成し OCNSコースの学習環境

についてグループ面接を行ったc データ分析は， OCNS 
コースの学習環境について表現する文書を抜き出しコー

ドイとし類似するものをまとめカテゴリー北した。倫壊的

として.研究者の所属機関の倫理審査を受け，対象者

に本研究の自白きと方法について，文護:と口頭で説明し関窓

を得たc

{結来]

研究参加者は 27名で¥会長女性であったっ平均年齢39.11
土 4.75殺， OCNSコース入学前の臨床経験年数は平均

10.11土 4.79説修了後の臨床経験年数は平均 3.48土1.34
年，認定後の議床経験は王子均1.93太1.35年であった。学

習環境において良かったこととして，<教員が手厚く

をしてくれた><CNSからのスーパービジョンやアドバ

イスを受けられた><実習や研究へ病棟スタップが協力的

であった><大学総員が支援してくれた>などが明らと

なった。一方.悪かったこととして.<経済的に負担がか

かった><学びと仕事を最小浪に抑えた><研究に時間を

かけられなかった>などが明らかとなったc また.要望と

して<仕事を持ちながら学べる環境><コース終了後の磁

場の確保>などが明らかとなった。

{考察i
OCNSは，<教員が手厚く指導をしてくれた><CNSか

らのスーパーピジョンやアドバイスを受けられた>ことを

肯定的に捉えていた3 教員が十分な待関をかけて指導して

くれる環境や，産接 CNSからスーパーどジョンを底接受

けられる環境は非常に重要であることが窺えたc また，<

実習や研究へ病棟スタッフが協力的であった><

が支援してくれた>など，学内外における人的支援も非常

に重要な学習環境であることが窺えた。一方で，悪かった

こととして.<経済的に負担がかかった>ことを述べてお

り，進学に伴う退殺や転騒などにより経済的負担が大きい

ことが窺えた。また.<学びと仕事を最小限に抑えた>こ

とを述べており，仕事を続けながらの学びは時間的1111J約が

大きいことが窺えた。そして，<研究に時隠をかけられな

かった>現状も述べられた。 OCNSコースでは 2年間と

いう短いj諮問に実践能力，研究能力のi証言者を高める教育

が行われているため，実習と研究を同時進行しなければな

らない負担惑や研究を深めたくとも時間をとれないといっ

たジレンマが窺えた。今後は，大学と職場の河施設が連携

し<仕事を持ちながら学べる環境>や<コース終了後の職

場の篠保>等を検討していく必要があるc

296)臨地実留で初めて死を体験する学生の学びのブ口

セス

福国和明.1=.島符江(神戸常識援期大学看護学科)

[話的}
本学の臨地実習では， ターミナル拐にある患者の看護実銭

能力を養うことを自白きとした科目があるc 今関， この実習

で初めて人の死を体験する学生の心理的変化について明ら

かにするc

{方法]

臨死期の患者を受け持ち，初めて死を体験した学生 1名に

対し実習成誤認定後に学構成的国護法を用いてデータ収

集を行い，実費中の患者の死に対する惑憤を表す意味内容

を抽出・命名しそれを経時的に分類した。対象者には，

研究目的や倫理的記惑について口頭と文書:をもって説明し

問窓を得た。

{結果}
受け持ち患者の決定時.r漠然とした恐怖Jとfこ

れからの関わり方に対する不安jを持った。実j祭の患者と

の対面時には，死についてはあまり窓識せず言語的コ

ミュニケーション酒難な状態、への不安jを持った。その後，

患者と共に持IMlを過ごす中で，患者の反応に対し「嬉しいj

と思い，病状の怒fとに対しては子怖いJr不安jと感じると

問持に， r少しでも長く生きてほしいjと思うようになって

いた。患者の呼吸が停止した時には. r自分が絞るべき行

動がわからない恐怖jを持った。そして，亡くなられた寵

設は死の事実に対する悲しみjを抱き泣いたc 死後のケ

アに対して， r最後のケアをきちんとしたいという患いjが

あったが，帰宅後になって仁患者が望んでいた最期になっ

たかjという患いにとらわれ，別の患者を受け持っても，

しばらくは f感情の未整理jな状態が続いたc

{考察]

患者紹介の将点において，学生は臨死期である事実よりも

患者とのコミュニケーションの可否を重姿認しており，こ

れは学生の過去の実習体験が影響していると考える。しか

し実捺に患者と関わっていく中で患者の残された生につ

いて，あるいは病状の変化に関する指導によって患者に

とっての望ましい死について考えるように変イとしてい

これは指導によって，学生自身がターミナルケアに関する

既習知識を活用し実践しようとした結来であると捻測され

る。ただし病状の悪化は患者の死に対する漠然とした不

安や恐怖をもたらし精神状態、を不安定なものにさせてい

た。患者が死亡し死後のケアを終えた時点では単に患者の

死という事実を受けとめるにとどまっていたが，その後，

記録やカンファレンスで振り返りを行うこと-C-，改めてそ

の患者の生死の意味について考えることができていた。臨

死期の患者であると理解はしていても，実i奈に学生が度医

する患者の死は衝撃的な体験であり，その意味を深く理解

するまでには時間を要するものと理解できる O よって，人

の死に箆留する体験が少ない学生であったとしても，教員

等の適切なサポートを提供することで¥不安や恐怖から逃

げることなく患者の死に関わることが可能となり，死生へ

の学びも深めることができると考える。
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297) 4年制大学助産学実留における分娩介助診断技街

の到達度(第一報)~学生の自召評舗の変化~

菊池圭子，遠藤恵子，西脇美春

(由形県立保稜臣療大学探健医療学者rl看護学科)

{自的}

学習者は適切な自己評価を行えれば，そこから自己の学習

課題を見出し自ら学習意欲を高めていける存在である1)。

自発的，自律的な実践が求められる助産学実習において自

己評飯は他者評価とともに教育上重要であるといえる。第

一報では助産学実習における学生の分娩介助診断技術の自

己評価の変化を明らかにする。

[研究方法i
対象は助産選択学生 10名の 2f列島と 10問自の分娩介助時

の評価表を用いた。分娩第u境37，第 2崩50，第 3・4期

13の評価項目について A:助言なしに一人で、で、きる B:少

しの助言や援助でできる C:かなりの助言や援助でできる

の3段躍で自己評価した結果を単純集計し 2問自と 10開

討を比較した。対象者には倫理的配慮として，研究の趣旨，

i変名殺の保i法評価表を使尽する間意は自由意志に基づき，

その向立は成綴に無関係であることを口頭で説明し開意を

{結Jf~l
2剖拐でがO%であったのは「状況に応じた呼吸法の

よびその効果の判定J. il~l[痛の状態からの分娩進行

状態把熔J. r産婦の状態からの分娩進行状態把接J. i内診

所見からの分娩遂行状態恕握jなどであった。そのうち rl~l[

痛の状態からの分娩進行状態診新J.rr:'、民会所見からの分娩
進行状態判長引など4項13は1017U EIでが50~60%で

あった 2部自でも Aが 50%以上であったのは「規定ど

おりの手}II買に従った消毒;j， r清潔な操作でのガウンテク

ニックJ.r清潔にfZ意した紅門保護Jなどであった。lOf列
自において rCJが20%以上で、あったのは「適切な時期の分娩

f適切な怒貨の指導J，r適切な持期の会i富保護の開

始J，r新生児の健康状態の観祭jなどの項自であった。

[考察]

手指消毒やガウンテクニックなど手}II妥に基づいた技術は 2

lYIHlでも到達度が高く.淡智どおりの手}暇であれば介助経

験が少なくとも実施できることがわかった。一方，陣痛や

産婦の状態からの分娩進行状況の診断は到達度が低く.

刻々と変化する分娩経過の診断は 2例目では難易度の高い

技術であることが伺えた。分娩進行状況診断に関する 4項

目について 2例目では iAJが 0%だ、ったが， 10倒自では

50~60%に増加したっ分娩介助経験の過程で分娩進行状況

の綴祭カが培われたものと考えるc 状況診断に関する学内

演習には限界があるが，演習と尖留における実際との結び

つきを円滑にし技術の向上を早期にすすめていく指導の

必要性が示唆された。また適切な時期の入室や会i生保諮問

始判断などは 10例告においても依然到達度がfほかった。

この内容については，観察力や判断力を養うような学内で

の基礎教育や演習.あるいは実智場での指導の充実が必要

であると考えられる C

[文献1
l)-Jな島なをみ，杉森みど現・者護学教育評fI宙論，文光堂，

p12， 2000. 
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298) 4年制大学酷産学実習における分娩介劫診新技指

の到達度(第二報)

~学生自己評舗と指導者評錨の差異~

遠藤恵子，菊地表予，西脇美春(山形県立保健援療大学)

i践的}

実智自襟達成には，学生自ら自己を適切に評価し学習課題

を見出す必要があるむ向ーの現象に対する学生の自己評舗

と指導者評価を比較し学生の自己評価の特徴を明らかにす

ることは，学生が適切に自己評価できる教育方法検討に重

要と考える。分娩介助診断技術について，学生の自己評価

と指導者評価の差異を明らかにするむ

{研究方法]

対象は助産選択学生 10人の 2開設， 10 i予U13の分娩介助評

価表とした令分娩第 1摺37項目，第2期50項13，第 3・4
期 13項目について， A:助言疑助なしに一人でできる.B: 
少しの助言援助でできる， C:かなりの助言援助でできる

の3段階の評価を各項践で学生と実習指導者を比較した。

と笑翠指導者に研究の趣旨，援名殺の保i誌研究協力

の同窓は自由意志、であること，学生にはその同意は成績に

無関係であることを口頭で説明し河窓を得た。

{結果1
10人が分娩介助した 2部民は，初産婦9入，経産婦 1

人， 10例日は初産婦ア人，経護婦3人であった。分娩第 1

期で学生の自己評価と指導者の評価が一致したものは， 2 
i予u設が4項自， 10例自が 10項目であったむ学生の自

備が指導者評価よりも高かったものは， 2例自が27項13.
10問自が 19項自であった。指導者評価が学致の自己努錨

より高かったものは， 2例羽が 16項13，日開自が 15項誌

であった。学生が rAJと自己評依し指導者が r と

慨しなかったもの比 2鍔自では 23項民 10f71J 認では 8項

目であった。分娩第 2J認で学生の自己評舗と指導者の評価

が一致したものは， 2例自が2項詩， 10例目が7項自であっ

学生の自己評価が指導者評価より潟かったものは， 2 

部自が33浪路， 10例目が 10項目であった。指導者評備が

学生の自己評価より高かったものは， 2間話が 18攻自， 10

部自が22項目であった。学生が IAJと自己評価

が rAJと評価しなかったものは， 2倒自では 22項目，訪

問告では 9項目であったc 分娩第 3・4期で学生の自

価と指導者の詳細が一致したものは， 2部日 4項目， 10仔昔

話13項目であった。学生の自己評{泌が指導者評価より高

かったものは， 21予tl13が20項目.10例話が4項目であった。

指導者評{泌が学生の自己評価より高かったものは， 2問自

が 13環器， 10例目が 11項目であった。学生がと自

己評悩し指導者がと評価しなかったものは， 21例目で

14項目， 10例日では 6項gであったむ

{考察i
実習初期の学生の自己評舗は指導者評価より高く，学生は

できること，できないことの判断が関難なことが伺える。

一方 10例院では学生の自己評価と指導者評価が一致する

項自が多かった。例数を重ねることで，自己の診断技術を

客観的に評悩できると考えるc 実習初期に，学生が自分の

診断技術を適切に評舗できるような指導の必要性が示唆さ

れたc

299)臨地実習における学生の自己評価鐸点かうみた項

邑潤の隠連性

折山平菌(広島市立春護専門学校)

{自的i
臨地笑留における学生の自己評価項自得点の相関関係よ

り，各項自の関係性についての認識を明らかにし効果的

な実習指導方法の一助とするc

[研究方法]

対象は， 3年課稜看護王手丹学校学生で¥2005年S月-12丹

にIill援期，慢?全期実習を終えた 2年次の 69人と， 2006年

4月-12月に終末期，急、性期実習を終えた 3年次の 73人

である O 実習終了時，直接学生に研究の目的，意義，倫理

的配惑について口頭ならびに文議:にて説明し向意を得たc

データ収集は，臨:!fu実習評価表から「情報収集Jr分析J1計
額Jr実施Jr評綴・修正H意欲jに関係する 12項自を抽出

し，項日毎に 4段階で評価した学生の得点を点数化し

データ分析には，統計ソフト SPSSver・11.0Jfor Windows 

を用いた。検定は各項告の得点の関係性を Spearmanの

綴{立相調係数によって検討し 1%有意水準で判断したc

{結果}

情報収集の項目はn.精神的側面の理解Jl2.社会的側面・

サポートの理解ふ 13.現在の状況，影響J.分析は 14.今

後の予iRUJ15 .原国J16.健康なカJ，計図は， 17.目

18 .看護計額J，実施は 19.指導J110.日常生活の援助J，
評錨・修正は 111.評鏑・移正J.その他 n2.主体的・意欲

的jを分析項目とした 2年次の得点でまの関係殺(以後，

関係牲とする)を認めた項告は，慣報収集の lと2，2と3，

分析の 5と2，6とl.6と3であった。また，目標のアは

2，言十闘の 81ま， 1. 2， 4， 5， 6， 指導の 9は， 1. 2， 4， 5， 

6， 8. 援助の 10は9の指導と向犠の項日と 7. 9が関係牲

を示していたs 評価の 111え L生 6，7. 10，主体的・

欲的の 12は， 5， 6， 7. 8， 10， 11'こ関係性を認めた。 3年

次;え情報戦集の1.2. 3の項目が栂互に関係性があり，分

析の4は2，3， 5と6では L2， 3に関係牲を認めた。話

擦の 7は， 3， 4， 5， 6，計額の 8は， 1. 2， 3，生 5，6， 

7に関係性を認めた。指導も計画の8と同様の項自に 8を

含む8項目に関係牲を認め，援助の 10は， 1. 2， 3， 4， 5. 
6， 8.詳細は， 2. 3. 7. 8， 9， 10に00係性を認めた。主体

的・意欲的は， 3， 4， 7， 8， 9. 10. 11に関係性を認めた。

[考祭}
2年次は， 1分析jとf看護計画jの関係性を認めたものの，

f分析jと r13擦jの擦係性は低く. 1言十函jと f評{踏jの

認係性も向様に抵いことが2年次の課題と考える o 3年次

では， 1情報収集J1分析J.113擦J1看護計額jに関係性が

あり， 1実施jも「情報収集J~ 1看護計爾JIこ額係性を認

め，実留中，系統的に看護を組み立てることが可能であっ

たと推察され， 3年間の学習成果として捉えた。 2年-3

年にかけて f分析J1計画J1実施j日平鍛Jと「主体的・

欲的jと関係性を認めたことから.1分析J-1評価Jの充

実を賜ることで¥今後より一層，学生が主体的・意欲的に

実習に取組めると考えるc
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300)老年看護学における高齢者理解のための演欝方法

の評髄

古村美津代，木室知子，中島洋子

(久留米大学医学部看護学科)

[13的]
看護者の老年観は，老年看護の質や内容に影響を及ぼすと

いわれ，看護基礎教育において高齢者の理解を深めること

は重要である。本学では，平成 17年度より，老年看護学概

誌の授業に高齢者の理解を深める g的で，地域夜{主の高齢

者との交流，高齢者模擬体験の演習を実施している。平成

18年度は，学生向士の意見交換を取り入れ目標達成に向け

た取り組みを実施した。本研究では，この演習前後の評価

を行い教育方法の検討を行う C

{研究方法}

:A大学者護学科 108名 平均年齢 19.7会1.2歳
の展開・平成 18年 11月13日1・2・3限高齢者模擬

装港時i習を一人 30分。高齢者との交流では，地域

在住の健康な高齢者9名(王子均年齢73.3土 6歳)に自己紹

介してもらい，学生6名と高齢者 l名の小グループで，高

齢者の現在の生活を話題として交流をもっO 演習終了後，

学金三間::l:で、グループ討議，全体討議を 40分行う。

調査内容:基本的弱性と高齢者に対するイメージや気持ち

のアンケートを老年者護学概論開始時と演習後に実施

分析方法:Wilcoxon. Mann -Whitne}ア(じ)検定を実施

し，有志;水ií~α: p < 0.05 
{命政HtJ況感:学生には害額と[]頭で研究の 13[1江研究への

同意;は !~l ElJであること，薩名性の線{呆，成績には影響しな

いことを説明し同意を得たc

{結果}

・高齢者との同居経験は.あり 57名 (52.8%)，なし 51名

(47.2%)だ、ったC 間賠経験の平均期間は. 7 ij三だった。高

齢者との会話は，ょくする 19名(17.6%).時々する 49名

(45.4%)，あまりしない 33名 (30，6%)，全くしない 6名

(5.6%)だ、った。

-演習前の高齢者に対するイメージや気持ちは， I過去を生

き抜いた立派な人J. i高齢者に対する尊敬の気持ちを持っ

ているJ2項目において同法経験有りのものがあてはまる

と答えたものが多かった (p< 0，05)0また高齢者と会話

をよくする・時々すると答えたものが f高齢者に明るい千

メージを持っているjものが多かった (p< 0.05)0 
. i寅習前後の高齢者に対するイメージや気持ちは， 15項目

すべて肯定的に変化した (p< 0.05)0 
{考察]
淡習を通し高齢者に対する気持ちゃイメージは， 15項目

すべてにおいて肯定的に変化したc 学生lふ高齢者の身体

機能の低下を体験するとともに生活状況を混解できたと考

える。また学生関の意見交換により，高齢者側々の生き方

に触れ高齢者を人生の先翠として尊敬できる存在としてう

けとめることが出来たと考えられ演習の効果を確認するこ

とができた。

301) 4年制の大学における看護学生の職業への社会化

3年次を対象として

寺岡三左子，官)j弘美保子，小元まき

(Jil夏天堂大学jま療看護学部)

[ EI的]
看護さま:生は，看護職者に必要な能力，役割，職場規範.価

値観および社会人としての遊応に必婆な行動や態度をどの

ようにして内面化していくのであろうか。本研究の自的

は， 4年制の看護系大学に入学した学生がどのような体験

を過して職業的社会化を遂げていくかを知ることである。

今回は. 1.2年次に続いて 3年次の学生を対象として調査

したのでその結果を報告する C

{研究方法}

研究協力者は， 1 年次より継続して協力の意思を示した看

護学専攻の 3年生 4名であるc 研究郊筒は. 2006年4月

~2007 年 2 丹 O データは，インタビューとジャーナル(日

記)から収集した。インタビューは，個別インタピューを

l凶(領域別実習開始前l.グループインタビューを実習の

中間と終了後に l回ずつ実施したc ジャーナルは，看護!被

に関連する体験をした場合に記載してもらい適宜提出して

もらった (A41祝日枚九千ンタビューは，前回のインタ

ビューから今閉までに体験したことについて自由に語って

もらい，それに関連しては活してもらったことは看護締に

なることとどのように関連するか?J["なぜそれが良い(悪

い)と患ったかj等について質問したむデータは，研究協

力者の了解を得て録音し逐語録を作成した。収集したデー

タを質的帰納的に分析し学生が内面化している価値や規

範，態度等とそれに影響を及ぼしていると忠われる{本験を

明らかにしたc

{倫理的記[~]
研究協力開始に際して学生は，研究者より文書と口頭によ

り研究計閥，研究に伴う利議，不利主主，参加及び撤回に関

する自由意思の尊重等について説明を受けた後，同意書に

署名した。

{結来および考‘祭}

3年次における職業的社会化には看護という仕事の特

《看護験者に必婆な能力)役割モデル?の 3カテゴリー

があり，それぞれにサブカテゴリーがあったむ〈看護とい

う仕事の特性》には.<患者中心><生命への資任><人

と人の関わり><看護活動の場><審議観の表現>の 5

つ看護験者に必要ーな能力〉には.<教養><者護過程>

<自己の健康管理><社会のルール><ケアリング><感

情のコントロール><チームワーク><人間関係の作り方>

の8つ役割モテソレ》では.<看護実践の役説モデル><先

としての役割モデル><後輩への役割モデル>の 3つが

あった。こうした社会化には.さまざまな領域における長

期尚の潟地実習体験が強く影響しており，看護職者に求め

られる能力の広さと深さを実感するとともに，看護という

仕事をより j主体的に将来の自分に重ねて考えるようになっ

ていた。こうした社会化に強い影響を及ぼしていたのが，

看護J[読者としての役割モデルであったc
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302)器地実智麗後の学生が考える臨療安全への提え方

安藤幸枝，武田美和，真部昌子

(共立女子鐙期大学看護学科)

[lヨ的}

臨地実習後に「医療事故につながりそうな体験jについて

記述をさせ，学生の医療安全の捉え方を明らかにする O

{研究方法1
1.対象 :A短賎大学看護学科3年生 93名中同意の得られ

た85名。 2.会臨地実習の終了後，成人審議学実習のまと

めに「医療安全jの講義を入れ.r医療事故につながりそう

な体験jの記述をさせた 3.期日:平成 18年 12丹 4.

分析方法:記述から.1)自ら体験したこと， 2)見開きし

たことを類似した内容ごとに JI!村治子氏の fエラーマッ

プ完全本jを参考にカテゴリー化を行った。学生がどう感

じ， どのような心構えが必要だと思ったかについては記述

内容をまとめた。またデータの妥当性，客観性について研

究者向で検討した。{倫理的記蕗]学生には口頭と文章で

研究の趣旨を説明し医療安全の記述については自

であること，個人の成績には影響しないこと，また偶人が

されないことを伝え間意を得たc [用語の定義}

:港在的な危険を認知し自分や他人を事故から守る

能力を養うこと援療事故:ミス，ヒヤリ・ハットを含む，

援療者1ltIJの過失で患者が損害をこうむること。

{結果}

つながりそうな記述 38件を分析した結采， 10
備のカテゴリーが抽出された。 f点j潟・注射'J11件， r転倒・
転落J101守¥fチューブの管理 5f守二看護師問の連絡J4 

11二， r検査関連Jr手術看護j各 2件，同言i盤 r内関与薬Jr Jf， 
切り時の切能 r診療の補助の依頼j各1件。その他

後の講義は有意義J1件で‘あった 38i午中，学生自身の体

験は 3件。内容はベッド櫛をさないでその場を

ンプのアラームが鳴り，どうしょうかと迷っ

ているうちに.点滴のアラームを止めようとボタンを抑し

きりで切り傷を負わせたjであった。また実習病

棟で見開きした監療事故につながりそうな内容の記述は

35件蕗 下 数 間 違え消rt炎患者の移動の諮の転倒jの危

5移動時のパルン外等があった。学生がどう感

じ，どのような心構えが必要かについては爪切時の“大変

な苦手をしてしまった"“事故は何時起こるかわからない"と

いう記述，見開きしたものには“線認を仔うことが大切"

“不安なら他のスタッフの力を借りる"“講義の事部を身近

に感じた"と記述していたc

i考察}

学生は実習中は受け持ち患者のみならず.病棟の医療事故

につながりそうな事象に敏感になっていることがわかっ

た。また学生は講義やメディアを通して.医療事故に掬し

て興味を持っていると思われるが，今@]. ~療安全の講義

後，事故につながりそうな体験の記述をさせたことにより，

“事故を身近に感じた“講義は有意義"などの記述があり.

学生が医療安全への心構えとして，事故対策を意識化でき

る一助になったと考えるc

303)看護大学生の志望動機と看護職イメージに関する

研究(第一報)

一関学初年度の学生!こ対する調査結果一

弁福ゆか，i左藤主主紀
(袈マリア学院大学看護学科看護学部)

[話的i
A大学は関学初年度であ 1)，他回生の影響もないことか

ら，学生が持つ機業イメージはそれまでの生活経験によっ

て形成されたものである。本研究は，現段階での志望動機

と看護職イメージを明らかにすることが目的であるc

{研究方法i
l 対象 :A大学看護学部者護学科学生 110名。 2.

期滞:2006年1月c 3.調査方法:Ei Jj己式調査諜を藍接記

布し出口部収とした。 4.議査内容看護学生の背景を知

るための項目として.属性，石川ら作成の看護締の志望理

由16項135段階評定，長谷川が考案した職業イメージ 41

項目にオリジナルの項呂を追加し 42~資自費関紙 5 段摺評

定を用い.集計解析には SPSS(ver.l4.0)を使服した。 5.

倫理的記蕗:研究者が所属する大学の倫理委員会の承認を

得た。調交時は寄言語と口頭で調査自的を説明し開校を

もって質照紙欝査への同意、を得たC

{結采・考察]

回収率は 85%(94名)であった。標本の特性として，年齢

平均 19.5歳，性別では男性 10.6%で女性89.4%であった。

を目指し始めた年齢は平均 15.6議，議頻f[を17殺と

高校在学中が最も高い結来となっていた。また，

希望職犠は.看護郎 47名 (50%)保健締 15名 06%).酪

産部9名 (9.69合)であった。志望怒由 16項目の因子分析で

は，関子負荷設により， 3因子を抽出したc それぞれを?志

向性(第 1函子)J. r社会的安定〈第2留子) r自己理想、
3菌子りと命名した。特;こ平均点の潟かった「資格が取れ

るj(4.34)，安定した仕事j(4.32)は，第 2陸子の同士会

的安定j国子の構成関子であったむこれは，

的安定惑が審議殺を目指す動機付けになっていると考えら

れる。また，看護殺イメージでは， r玄任感がとても必要な

(4.93)， r王手門的知識・技術のいる校事 (4.84)，人

間椅手の難しい仕事j(4.81)で全体の平均が特に高い結楽

であった合これは，看護専門識として自覚し講義，演習

を通して.兵体的なイメージができるようになった結果で

あると考える令
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304)看護大学生の志望動機と審議職イメージに関する

研究(第二報) 一看護職である家族の影響一

佐藤亜紀.井福ゆか(袈マリア学院大学看護学部看護学科)

{毘的]
第l報では，看護機イメージの形成に影響を及ぼす教育的

関子を探るため， 4 i予約看護大学の l賠生の志望動機と現

段階での看護戦イメージを考祭した。関学初年震であり，

他期生の影響もないことから学生が持つ看護機イメージ

比それまでの生活経験によって形成されていることが予

測されるため，本研究では，その中でも看護殺である家族

の影響に焦点をあて分析する O

{研究の方法}

対象と方法 :A大学看護学部署護学科学生 110名。欝査期

間:2007年 1fJ 0 調査方法は自記式調査票を寵接配布し出

口で回収とした。集計解析には SPSS(ver.l4，0)を使用し

た。調査対象と方法は前報と関様である O 分析方法は看護

職イメージへの家族の影響を測定するため，石川ら作成の

者護締の志望理由 16項呂 (5段階評定)，長主主川が考案し

た職業イメージ 41項目にオリジナ1レの項目を追加し 42項

f=I (5段措評定)の若議機イメージを， 1看護職の家族を持

つ学生群」と f看護JI誌の家族がいない群j間で検討したc

有意差検定には t-検定を問いた。

[*占来・考察]

護織の家族を持つ学生若手jとf者諜織の家族がいないl洋J
のH¥Jでは看護の志望動機は IEI己成長につながるから (p

< O.OllJ 社会参加として有望な仕だからゆく 0.05)J 
f看護側への譲れから (p< 0.05)J 1社会の役に立ちたいか

ら (p< 0.05) Jの項日で、有意差を認め.第 1字誌のiまi子A分析

でtth出された第 1因子の「志向性jと第 3因子の「自己理

想、jに対して f家族に医療機がいない群」の学生でより常

定的であった。これは看護l院が身近にいないことにより，

憧れや自己理想がより強くなったものと考える。看護師の

職業イメージでは，家族iこ霞療職がいない群で 11むの人の

ために働くことのできる職業だと思うゆく 0.05)J 1底師

の指示に従って鱒く仕事だ、と盟、う (p< 0.01) Jなど宣告仕的

な職務イメージに関する項目と「審議締の仕事の厳しさが

わかるようになったと思う (p< 0.05)Jと.大学教育が開

始されてからの実感において有意援をみとめたc 1看護織

の家族を持つ学生群jには.職業イメージの偏りは認めな

かったが，学生が主観的に感じている f進学に一番影響を

したのは誰かj とのx2検定において家族の影響が大きい

ことが 1%有意水準で確認された。このことから，看護職

である家族の影響は.看護殺を希望する学生に大きく影響

するが，自己理想や従来の奉仕的なイメージではなく，現

実的なイメージの形成に働いていることが示唆される。今

後.学生の職業イメージが教育の過程でどのように変化し

また，看護織の家族が影響を及{ますのか.追跡誠査してい

きたい。

305)模擬患者養成方法の検討

井上京子，青木実技，翼手藤亮子， 山問時子

(山形県立保健匿療大学)

沼沢さとみ(秋田看護福祉大学)

{目的}

医療従事者の対入場街におけるコミュニケーション能力を

高めるための教育方法開発の必要性が一層高まり，実際的

かっ臨場感のある教脊方法として，模擬患者 (Simulated

patient:以下 S刊を導入したロールブレイングが導入さ

れているc 効果的な法官を行うためには十分な養成を受け

たSPを必要とするが，その人数はまだまだ少なく，既存

のSPの派遣を依頼するには費用がかかり，日程調整も難

しい現状にあるO そこで研究者らは，科学研究費の檎助金

を受けて地域住民による SP養成に取り総んでいる。本研

究は. SP養成のために企画した学習会の効果を明らかに

し SP養成方法の検詰資料とすることを目的とするc

[方法i
養成方法:平成 17年度より SP養成のための研究会設立準

備を始め，研究会員(以下会員)9名の参加を得て，平成 18
年境に山形 SP研究会を設立した。丹 l闘の定例会を関{援

し会員に研究会設立の目的と SPについて. DVDやSP

に関する著書:を活用しながら説明した。定例会で学習会を

会闘し SP用シナリオの作成や学生ボランティアを対象

としたロールプレイングを実施し終了後に討議時間を設

けた。その際に録闘したビデオテ…ブを，後日会員に回覧

した。また， SP参加型授業:の参観や岐阜大学涯学部涯学

教育開発センター主{箆のセミナーに参加した会員による報

を企雨した。研究対象:研究の趣旨やプライパシーの

保護について文書を用いて説明し同意書に署名の得られ

た会員による SP研究会設立開始時と学習会後の記録，お

よび研究会設立 l年後に実施したグループ面接の内容を研

究対象とした。分析方法:記録と面接データから，学習会

の効果に関する内容と思われるものを抽出し分類した。

{結果・考察i
SP養成開始時の記録から抽出された内容は， SPを導入し

医療従事者の質を高める教育方法を検討していることに驚

きながらも.<援療のあり方を考える機会>. <地域づく

りに貢献>. <賢い患者になる>と SP研究会に参加する

動機づけになるものであった。また学習会を通して，<

SPによる教育を行う意義>や<SPの必要性>を理解し

参加の意思を強くしていた。学智会でのシナリオ作成や

ロールブレイングおよびSP参加型授業参観では.SPに対

するイメージ化が関れ，<シナリオのねらいの必要性>，

< SPによるフィード、パックの難しさ>なと¥ より兵{本的

なSPの役割についての内容があげられ，脊!或に携わる意

欲につながっていた。さらに，今後の課題となる SP研究

会の継続に関して，<リクルート・トレーニング・マネー

ジメントの重要性>に務臼し今後 SPとして参加するの

かあるいは研究会の金額逮営に参加するのかという<立場

の明確fヒ>を留ることが検討されていた。
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306)臨地実習指導充実に関する試み

~説明会・意見交換金が及jました影響~

木佐賀尚美，寺前幸子，山本雅子(広島大学病院)

{自的}

A病院における狂 17年度の錦資では，臨ま也実習に関った

看護職員は 80.9%であったc しかし指導者は学生の実習

毘的やレディネスの理解不足から，指導に自信が持てない

という現状があった。そのため.H 18年度は，実習説明会

や意見交換会を実施したひ本研究ではその活動が，臨地実

習指導充実に及ぼした影響を明らかにするc

{研究方法i
期間:H 17 年 11 月 ~H 18年 12月 対象 :A病院者護職

員530名(H17年境).553名(H18年度)。方法:無記名

の費関紙調査。分析方法:学生に関わった内容，関わると

き心がけていることの 2点について説明会・意見交換会実

越前の日 17年度と実施後のH18年度を比較した。 x2検

定を行い.p < 0.05を有意水準とした。倫理的配慮:対象

者に本研究の主旨を香蘭で説明し間意を得たc

{結果}

1.有効出答率 82.6%(H 17年度).72.5%0 (H 18年度)

2.臨地実智に関わった看護職員 80.9%(H 17年度).

86.7% (H 18年度)0 3.指導者が関わった内容で有意に

上昇した項目は. 15項時中 f患者指導パンフレット作成j

f実習施設連絡会議に出席jの2項目であったむ関わると

き心がけていることでは 9項目すべてに有意援はなかっ

関わった内容の下{立4項El受け持ち患者のリ

ストアップJf受け持ち患者の決定について教員への助設j

を病棟スタッフへ紹介Jr連絡打ち合わせ会議に出席j

及び，関わり時心がけていることの下位4項目「学生の名

前を覚えるJr否定的な設い方をしな

めるJ看護ケアなど一緒に行いながら指導jに有意差はみ

られないが. H 17年度と比較して 10%の上昇があった0

4. 関わり内容及び関わり時心がけていることは共に全て

項呂で、有意差はなかった 5.学生に関わり内容の「実施

した看護の報告を受けるJf，患者の稽報提供jの項目には，

H 17・18年史とも 70%以上の看護締が関り.他の項容の

30%~7%に比して関わりが多かったc

{考察]

年度比較で臨地実習に関わった看護部の 6%増，パンフ

レット作成指導，連絡会議出席，及び関わり時の心がけに

関する項目が 10%増加した要時は，指導者に採点を当てた

説明会や意見交換会の開穫が，指導者の学生，実習践的の

理解を深め役割認識を促進し関わる姿勢への行動変容へ

繋がった結果と考える。しかし明らかな有意差が見られ

ない状況では.働きかけの継続が必要と考える令また臨

地実習指導の充実や，関りの項践を「報告を受けるHi官報
提供jから「看護許関・技術などの指導j等の指導的な関

りに変化できるような支援や研修会の金闘が必要である

307) eラーニングとグループウェアの学習行動の比較

今村由紀，中村秀敏(監療法人真鶴会小倉第一病院)

{はじめに}

当践には錨入学習ツールとして eラーンニングとグループ

ウェアの 2つが稼動している eラーニングは 2004年よ

り導入し昨年当学会にも演題発表した。また.グループ

ウェアは主に会殺員の業務連結システムとして利用されて

いるが，当院では独自に個人学潔ツールとしても活潟され

ている G

{目的i
Eラーニングとグループウェアのそれぞれにおける

の時間的変化を比較し殺員の学習行動を考察する。

[研究方法i
対象は全職員 67名に対し eラーニングの学習教材を 10

題(医療安全段内感染予防 4題，億人情報保護，議選，

POS，インターネットセキュリテイ， Microsoft社 Word操

作法)グループウェアの学習教材を問題(校三療安全6

院内感染予防，倫理学習 2題台数)のそれぞれ受講して

もらい， 1;I竪照日と 2:i盟問自の受講率を算出した。そして.

法の受講率を t検定を沼いて比較した。また， e 

ラーニングとグループウェアのそれぞれにおいて主にどの

時間帝に学習しているかのアンケート調査を行い勤務前・

勤務中・休憩時間・勤務後・休日の選択肢から回答を得た。

[結糸}

巴ラーニングにおいて 1.i盟関自の受講率の平均は 48.2%

(最小 13.0%.議大 72.4%)， 2;I車問自の受講率の平均は

69.8% (最小 24.6%，最大 85.5%)であったっグループウェ

アにおいて 1遊間自の受講率の平均は 78.2%(最小 71.0札

最大 85.5%λ2週間自の受講率は王子均 88.5%(最小 79.7%，

91.3%)であったc また，アンケート結果では eラー

ニングの主な学習時間が勤務後と関答した入が75.6%，

務iやや休憩時間と問答した人が 22.9%を占め.グループ

ウェアのEな学習時間が勤務後と回答した人が 56.7%，

務中に学習する人が36.4%という結采が得られたz

{考察i
eラーニングによヒベてグループウェア

く，特に 1遊間自の差が大きく 2週荷自には差が締まった。

これは，グループウェアが通常の業務連絡システムとして

も活尽きれおりアクセスする機会が多いためであると考え

られる O 更にアンケート結果において勤務中や休憩時間の

割合がグループウェアで高かったことは職員が容易にアク

セスしていることを裏付けるものである。ニつの手法にお

ける受講率の持潤的変化からグループウェアの方がより尽

く学習行動にヨさることがわかっ

[結語}

グループウェアと eラーニングの商学習法を比較すると，

グループウェアのほうが職員をより迅速に学習行動に至ら

しめることができるということが示唆された。
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308)疾患の理解が臨難な審議学生の知識の統合を阻害

する聾題の分析

青木久恵(独立行政法入国立病院機構福悶東援療センター

的属看護学校)

{目的i
本研究では，疾患の理解が困難な看護学生の知識の統合を

阻害する嬰儲について明らかにするC 関連図とは約A と

事柄の跨係性を記号や言葉で示したものとする。

[:rvf究方法]

1.研究デザイン:質的問子探索型 2.研究対象 :A看護

学校3年課程の 3年生 30名。 3.研究期間・王子成 18年7

FJ-8丹 4.方法1)実習において疾患の埋解が難しく，

者議問題の把握に閤難を来している看護学生に対して. 5 

名ずつの 6グループを編成しグループ学習を促したc 2) 

提示した課題は，グループ毎に異なる疾患で，その疾患が

忠者に及ぼす影響(症状や予後，検査，治療)についてグ

Jv…ブ毎に関連図を用いて整理するという課題を提示し

たっ 3)研究者が巡閉し学生の描く関連関をもとに学生

からの説明を受けながら，知識の統合を促していった。 5.
分析方法:グループで知識の統合に悶難をきたしている状

況においてどのようなことが困難で、あるかを質問しその

内容について内容分析の手法を用いた。検討内容の妥当性

について，認知心、滋学を専門とする大学院教授にアドバイ

スを頂いた。 6.倫理的自己犠:本研究の司的，研究への協

力の:為白

るf場蒜合のみl研I}冴j奇f究対象に用いることとし

{給采}

者護学生の知識の統合を組害する婆剖の主なものは何

をfijjらかにするために関連留を描いているのかの話的意識

の不明瞭性Jr調べているうちに，調べる目的を忘れてしま

う調べる自的の不明瞭性Jr文献に書いている内容がわか

らないために，さらに別の文献を用いて調べてもわからな

くなるという知識の援雑な構造による混乱Jr向じ文献を

読んでいてもグループメンバーが違った解釈をしており，

どれがましいのかわからなくなる混乱Jr調べでわかった

ことを関連させているうちに，情報が多すぎてわからなく

なるという関連盟の整理の不足Jrどのような文献を調べ

ればよいかわからないという調べたいことの位霞づけに関

する知識不足jであった。

{考察i
疾患の埋解ができるためには，正常な人体の構造と機能な

どのさまざまな知識を統合することが必要であるO そのた

め， まずはどのようなことがわからないといけないのかと

いう狂的意識が必要となる。しかしわからないことを調

べるプロセスの中で.現在の作業の目的が不明瞭になった

り，調べている内容が全体における設置づけが不明僚にな

ることにより，知識の統合を難しくしていると考えられる。

したがって，単に関連している知識を単独で、学習させるこ

とでは対誌が難しく，調べる過程で何を潟べるのか，何が

分かったのかを整理するなどの工夫が必要であると考え

る。

309)看護管理者(署護師長)のひV問題!こ関する知識と

DV被害者遭遇経験の関連性

今村利香(鹿児島大学医学部保健学科)

[研究目的]

2007年 1月に内閣府が発表した rnv被害者の良立支援に

関する調査Jによると. DV被害者の 67.2%が病院を受診

してお札被害者が適切な医療や支援を受けられるか苔か

は看護部の知識にかかっているといっても過言ではない。

今回，者護管理者(以下，看護師長)の DV被害者遭遇経

験と DVに関する知識の有無に焦点を当てて分析を行い，

幾つかの示唆を得たので報告する。

{研究方法]

諦査対象:全国の大学病院及び 100床以上の総合病j誌を対

象に無作為抽出法を行い.会 100施設を選定した。対象者

は1施設 10名，合計 1000名の看護締長である。調査期

間:乎成 18年6月 1B-8月31日 調査方法:質問紙に

よる自記式調査，留置法 質問項目 a属性 bDV問題

についての知識 cDV被害者遭遇経験統計方法:各項

自問の関連についてカイ 2粂検定を実施。集計と分析には

統計ソフト SPSS11.0 for Windowsを使用した。倫理的記

長室:鹿児島大学倫理委員会の審査を経た後，識資先の寅{任

者及び誠査協力者に対し文書で調査の主旨と内容及び回答

の情報管理と個人のプライパシー厳守を説明した。調査紙

への問答記入をもって，問答者の同意;が得られたものとし

たむ

{結果}

全i主158施設(協力総設数 58%)266名から調査協力が得ら

れたっ調紙誤認e;(ji1000 枚 11 1 266 枚を関~又し無効薬は 2

枚であった([f:iJ収率 26.6%.有効回答率 26.4%)0調査協力

者の年i坊は 40-50歳代が全体の 92.5%を占め，王子均勤務

年数は 27.4太 6.2年だった。 DVという言葉の意味を

「知っているj審議総長の割合は全体の 94.7%と高f自であ

るも， DV 防止i去のr:j:l身まで知っている人は 42.5%と低伎

であった。病院内でのDV被害者遭遇経験については看護

締長の 51.5%が遭遇経験を持ち，その初遭遇時期は 5-6
年以内が最も多く，全体の 81.6%を占めていたo DV被害

者遭遇経験と DVの知識との関連性についてカイ 2采検

定 (5%水準)を実施した結果，有意差が認められた。

{考察]

護締長を調査対象者としたため，全体の 9割以上が

40-50歳代の高い年齢層であ札臨床経験も長かった。

DV問題の知識については， DVという言葉自体の認知度

は高いものの， DVr坊11:i去の中身についての認知度は半数

以下と DVに関する知識は表面的なものにj上まっていたc

看護師長の半数以上が説内での DV被害者への遭遇経験

を持ち，遭遇時期は DV防止法制定後に集中していた。カ

イ2釆検定にで DV被答者遭遇経験と DVの知識との防

には関連性が認められ， DVのま日訟を持つ人の DV被害者

選選経験が高くなるのは， DV ~怒題のスクリーニング能力
が高いためであると考える。

{結論i
DV問題に関する知識を持つ人は DV開:題を顕在fとする能

力にみ DV被害者への道連経験が高くなる。よって.

DV被害者を適切な支援に結び付けるためには者諮締の

DVに関する知識が重要で、ある。
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310)被災経験の有無iこよる看護学生の災害看護iこ関す

る意識調査

千明祐也(群馬大学医学部 附属病院)

間十竹美子代，念石真理，塚原節子

(富山大学産学薬学研究部(援学))

岩城直子(富山医療福祉専門学校

辻訂喜代!盗(富山大学 F付属病院)

{目的}

看護締の災害時看護活動能力の確保l之災害に関する

を高めておくことが必要である。そのためには，

の時期に災害看護を学び，災寄;にこ対しての千メ一ジを持ち，

救詮

行霊勤hn可I能となるような学習が必必、袈であると考えられる G 本

研究では，被災経験の有無によって，

に対する意識に違いがあるのかを明らかにすることを自的

とし

i研究方法]

対象は被災地域にある大学または壱非被災地域にある大学

に通う者護学生としたc 調査方法は留めi設き紫n号萩法で，
調査内容は，石鵠らの災害看護に関する先行研究を参考に

強自に作成した。過去の被災経験. [.坊災への取り組み，災

害発生持の救護・救援活動，および災害看護学に関する 23
項目である。分析は SPSSver 12.0を使用した。{命渡的配

癒[は，各大学へは事前に研究の題旨，方法を説明した文章

を研究協力依頼書:として送付したむ返答があった大学に対

し研究参加者への質問紙は無記名関答とし研究参加は

自由意志であること，プライパシーの保護に十分配惑する

こと研究参加の有無により不利益を受けないこと等につ

いて記載した文京を添付し誠査禁とともに各大学に郵送し

た。調室長票の回収は国収ボックスを準備し研究参加者の

投磁を持って研究開意とみなした。

{結来]

被災経験のある学生は被災経験の無い学生によヒベて，今後

の被災の可能性を強く感じていることがわかったG しか

し被災経験と防災に関する意識には関連はなかった。被

災経験の有無は災害発生時の救護・数援活動に対する積援

性，自誌には~連していないことがわかった。また，学生
は学生としてできるボランティア活動を実施し

従事した時には看護験者としての専門的知識・技術を生か

して活動するといった，それぞれの役割意識を持っている

ことがわかった。災害看護学への興味に関して，被災経験

の有無のいずれにおいても有意差は見られなかった。

審議学履修の必要性では，被災経験の有無.ボランテイア

経験の存無，災害に対する億人対策の有無で、は.各若手にお

いて有意な設はみられなかった。しかしいずれにおいて

も7割前後がその罷修の必要性を感じていた。

[考察i
F方災意識には日本人の災害援が関連していると考えられ

たc また，効来的な災害発生時の対正、には学生時からの災

害者護の学びが重要であることが考えられた。

{結論i
被災経験の有無では看護学生の災害看護に対する意識には

大きな差がないことが明らかとなった。また，看護学生は

被災経験の有無にかかわらず，災害看護を学ぶことの重要

性が示唆された。
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311)電子カルテおよびその導入!こ対する看護簡の認識

の縦断的変化

瞬間美智代(田家公務良共済組合連合会京i反奈病院)

111国一期(臨床研究支援センター)

[EI的}
カルテとその導入に対する肴護郁の認識について，そ

の導入前後の変化の実態を縦断的に明らかにすることを目

的としたc

{対象と方法}

O 府内某病院に勤務する看護部 106人を対象として，電子

カルテ導入前(導入前)，導入後 l週間 Ow後)，導入後

3ヵ月 (3M後).導入後6ヵ月 (6M後)の4開にわたり無

記名自記式調査を反寵した。言!耳交票は f電子カルテ導入に

対する認識と評価jに践する項目群 (35偲)を中心に構築

した。対象者には事前に f研究の趣旨Jr秘密性の遵守Jr中
途離脱の自由」等を明記した協力依頼文を手渡し研究参

加の間意を得た。また対象者に割り当てた他人識別番号の

管理は所属郎長に依頼し研究者が個人を特定でLきないよ

う記癒したc

{結来と考察1
1.恭本属性.対象者の年齢?の中央値は 33.0歳 (22歳-

58歳)，実務経験年数の中央値は 10.7年 (llか月一 31年)

であった。

:導入前の恒j答に最小二乗法による国子

ったところ， rカルテに検資データを貼る手間が

るjなど:省力化へのJUJ持 tこ関する項目苦手が関与し

た第 1I詩子， rコンビュータをi哀しそうで心配jなど

かり jが関与した第 2悶子， r患者の情報保護に気を泣う j

など 7者設の姿勢の変fじと関与・した第 3怯ry-，患者情報

が集めやすくなるJなど?利便性への期待jと関与した第

4凶子， r患者の情卒liJl文集が難しくなるjなど;負担感jが

関与した第 5因子など，計四国子が抽出された(累積寄与

: 67.7%)0 
1W後の回答からは;気がかり省力fと看護の姿勢の変

化看護の質の低下jなど計 12国子が抽出された(累詰

寄与率67.0%)。

3M後の問答からは 7気がかり省力化看護の貿の向

など討 13由子が抽出された(累稜寄与

72.2%)。
6M後の閥答からは?省力化気がかり r不便さjなど計

11出子mが抽出された(累積寄与さ存67.3%)0 
このqlで.導入前に最も重視された;省力化への嬬待jは，

1W後からおi後までの不'慣れな状況下では;気がかり

の次に位置し 6M後に最上位に復帰したc これは電子カ

ルテの利便性が普遍fとするまでに約半年の期間を裂する

という経験知と符合した。

3. 反復測定による一元記置分析結果・導入前の関答から

得られた主要な 5因子取hの得点係数行列に対ーして， 1W後.

3M後， 6M後の回答を外挿し因子得点の変化を追跡した

(被験者向効果の検定)。

その結果気が か り ゆ く 0.001)1負担感 (p= 0，002) 
は有意な減少傾向を.また;利便性への期待jは 1W後に

低下しその後導入前の水準に復帰するという特異な変動

パターンを示した (p< 0.000。また 5省力fとへの期待j

は上手誠増加看護の姿勢の変化jは単調減少傾向を示した。

以上の結果は，各調査時点ごとの倒子分析結果を傍証する

ものといえる。

312)訪問看護部の職業性ストレスと不眠との関連

i鶏壁J出夏(福岡県立大学看護学部)

{自的}

本研究では，訪問看護締の職業性ストレスと不眠との関連

を明らかにすることを目的としてf食言すを行った。
{研究方法]

平成 17年 10月.研究協力施設選定のために A県内の訪

問看護ステーション 242ヶ所の管理者宛に研究の主旨等を

記載した研究依頼文書を送付しそのうち，研究協力の承

諾が得られた 95ヶ所の訪問看護ステーションに勤務する

訪問看護締 570名を調査対象として，同年 12月，郵送法に

よる笠間紙調資 (NIOSH職業'性ストレス諦査票と独自に

作成した11重際調査翠からなる言語i交菜)を行った。そして，

回答の得られた 333人(回収率58.4%)のうち，今関は解

析対象者を女性に統一するため，性7JU未記入者および男'性

を除く 323入を解析対象者(有効詔答率 96.9%)とした。

調査実施にあたって，揖査対象者には誠査察に同封した研

究協力依頼書:に本研究は研究者が独自に実施するものであ

ること，本研究への協力は強制ではなく任意で、あること，

研究協力を拒苔しても戦場との関係において不当な待遇を

受けることはないこと明記し間意の得られた対象者のみ

に1m答してもらった。解析は， 11出民認査票のうち不罷症状

に関する 4項目(入i成田容t早朝覚態.中途覚直早熟経由

について， 4項目をその頻度別に「週 1回以上の者j

l国米誌の者jの 2群にわけ，この 2群簡における

NIOSH 絞染性ストレス誠資禁の各尺疫の王子均得点を t検

により比較し IYJJili性を検討した。なお，解析には

SPSS15.0 Jを1おいたご
{結果]

入 11民器禁!~が週 1 1m以上あるままは入 11災関車I~が遇 l 間未満の者

によとべ f役説i愛味さJ役割葛藤Jr認知的要求Jr抑うつJ
の得点が有意に高くなっていた。早朝党盟が週 1間以上あ

る者は円r[JうつJ，また.中途覚躍が週 1間以上ある者はf役
説唆味さJの得点が週 l閲未満の者に比べ有意に高くなっ

ていたc さらに，熟睡閤難が週 1割以上ある者は週 1困未

満の者に比べ「役割陵味さJr認知的要求Jr抑うつJの得

点が有意に高くなっていた。なお，その他の尺度について

は4項自とも 2群砲に有意な得点差はなく，不服との関連

はみられなかったc

[考察}

入11民回数と熟睡間難は早朝覚擢やI=t途党離に比べ，関連し

た尺度数が多くなっていたことから，職業勺問:ストレスが生

じると入11民間難や熟I!霊関難に影響を及ぼすことが示唆され

た。また，職業性ストレスのうち f役割媛味さjは早朝覚

議室以外， r抑うつjは中途党躍以外の不眠症状3項自におい

て関連がみられたことから， r役割媛IT長さJとrMうつjは

不眠症状との関連が強い戦業性ストレス婆図であることが

明らかになった。

(本研究は王子成 17~18 年度科学研究費補助金若手研究 (B)

課題番号:17791697の助成を受けて実施した研究の一部で

ある)
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313)ナースキャッブの藷用状況とその瑳自に関する全

盟実態調査

高木登志子，椎葉由紀子，白鳥 務

(大阪府済生会中i字病i淀)
i幻自一期(臨床研究支援センター (OfficeAKI)) 

{目的]

近年.ナースキャッブ(NursεCap;NC)を廃止する施設が

増加している。そこで，全部の病院におけるおCの器用状

況と，その理由について明らかにすることを目的として本

研究を行った。

{対象と方法]

をf北海道・東北 r関東・甲信越Jr中部 r近畿Jr中
医ur四i刻Jf :JL1'H Jの?地域に区分し各地域における議床

数 100床以上の病設から無作為に抽出した 1002病院に対

して， fNC着用状況jと「今後の謂まをの協力可否jを潤う

第一次調査察を送付した。 2007年 1月中旬までに

カ可jの問答が得られた 274施設に対して， fNC務用状況

(単一選択;以下単)と.その議出(複数選択:以下複)JrNC 

に対する意向(上手) fNC器用廃止後の変化(複りを

謹り込んだ、第二次識査察を郵送し 20昨年2月中旬まで!こ

朗容が得られた 252施設 (2333人)分のデータを集計し

いずれの諜交にあたっても，研究の趣安説明を記載した文

開封し調主若葉の迭をもって協力への関窓の窓，思確

認を行ったっ

i結采と考察}

は499施設から毘答

があり，そのうち蓉用jが84施設 06.8%λ
用廃止jが410施設 (82.2%)， r廃止が決定済みjが5施設

(1.0%)であった。

: rI'に器用jが 44総設(17，6%)， 

着用廃止jが 198施設 (79.2%)， r廃止が決定済みjが

2施設 (0，8%)，着用するしないは自由jが6施設 (2.4%)

であった。対象者券投で見ると「災C器用jは 787人

(33.7%)であり，このうち今後の意向について「廃止した

いjと回答した者は 567入 (72.4%)Jでこのまま養服し

たい(13.9%)Jを大きく上鵠っていた。一方， fNC 

止jの 1457人中 1263人 (86.7%)が「このまま廃止したいj

と問答し fどちらでもよい (8.9%) r再び着用したい

な J その他 (2.3%けは少数であったっ

: r現在?に務熔jもしくは

用jしていた理由として， r病院の方針 (65.5%)J r着用が当

然 (56.0%)J r看護郎のシンボル (56.0%)Jといった受動的

埋自が上設を占めたc

:災C廃止の理由として，最も多カかミつた

のは f子介rJ.!助力.処置持に涜器;露(ヴ79
とな;り)うる(倍61.5%)J r吋考不ミ;諜3繋zになりやすい(句58.βO%)Jが絞き，

機能.安全面の理由が震設されていた。

の変化.，に廃止後に生じた変化として

fキャッブがらみのトラフソしが減った (55.09ら)が最も多

かったが，第 2位以、でには「気分的にすっきりした(44.3%)

印貝疫のつっぱり感がなくなった (43.8%)J r着替の時間が

授縮 (36.8%)Jといった看護離の身体・感情レベルの印象

が挙げられていたことが特機的であった合

314)超遇勤務時間の長さに影響する要因の分析

社丹朗子，樋口美紀，出でみゆき，島本願子，梶培智子，

小原政子，辻貴子，東香代子 (NTT西日本大i夜病院)

恩出陽子(前 NTT西日本大販病j発)

出自一朗(臨床研究支援センター (OfficεAKI))

[自主主}

毘療現場では日常的に超過勤務 (}j、下趨勤)が発生してい

る。超勤の関i援策を考える基礎データを得るため，病棟勤

務者の超勤時間の実態と彰響要因を欝べ.多次元的に分析

を仔ったので報告する。

[対象と方法]

某病i淀の 5つの病棟(内科系4鑓月1[，混合外科 1笛所)に

勤務する看護婦犯人を対象として，事前に研究の懇旨説

明を行い.協力への同意を得たうえで， 2006年 10月23日

から 11月17日の王子日日銀!帯 09日間)における怒勤時鴇

と，その影響要留に濁する実態識査を行った。

13'ま，1.看護師の婆関として「審議締の自立境Jr:tI! 
・リーダー・メンバーは.2.時間内業務内容と

して「新人指導の有無Jr学生指導の有無Jr患者の介護レ

ベル(自立・要介護・重度要介護)J r受け持ち患者数j

雑入院・退院件数Jr通常入i淀・退i淀件数Jr患者送迎回数j

-処罷の介助持i潟Jr会議など病棟勤務以外に費やし

た時間J.3.時間外業務内容として「患者対忠 r持参菜へ

の対処Jr医締の指示への対処H記銭J.さらに背景要毘と

しての f曜日jならびに「怒勤時間の実測すむとし

「超勤時fh'Jを目的変数，その他の項呂を説明変数とする

関帰分;jfrCstepwise i去)を行い，各要因の影響力を評価し

た。

{結果と考察}

データ総数は 782件であったむ 玄関係分析の結果，

独立変数として採択されたのは「記銘J(s = .451. p < 
.001)であり.以下.r患者対応J(s口 .317.p < .001)， 

(s = .314， p < .001)， r医締指示J(s .287. p < 
001)など「時間外業務内容jが続いた (sは標準化留婦係

数)。

次に超勤の予測婆国，すなわち時間内業務内容に絞って再

度重鴇漏分析を行ったところ，仁患者の介護レベルJ(s 

.345. p < .001i.受け持ち患者数J(β= -.296， p < .001). 
「煩雑入院件数J(s = .231. p < .001). f通常入院件数j

(s .184. p < .001)， r学生指導 (s= .172， p < .001). 
f介助fI守関 (s口.142，p <β01)，煩雑退i涜件数J(s = 

.103. p = .002). 金曜日 (s=… .083， pぉ .012).r通常

退j淀件数J(β= .078， p .032). r審議舗の自立JJtJ(s = 

.065， p口 .048)が有意な独立変数として採択された。

結果を通覧すると.超勤時間の延長に寄与している要留は.

いずれも日常的に必須の業務内容であり，その削減には眼

界があるが.日食 r受け持ち患者数jが運動時間短縮に寄

与していることが注目されるC これは「受け持ち患者数」

が多いときは重症度の高い患者を配罷しないなどの工夫が

なされていることを皮咲したもので，こうした勤務分担の

工夫が超勤時間短縮への手がかりとなることを示唆するも

のといえる
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315)臨床現場における掛究活動の徒進要因と題審要臨

石井千有季，北端恵子

(公立大学法人和歌山県立医科大学的属病院)

山田一朗(織床研究支按センター (OfficeAKI)) 

{自的]

大学病院においては，診療・教育に加えて研究活動が重視

されている G ところが同じ病説内においても研究活動に顎

総的な部署とそうでない部署が存在するのが実情である。

こうした姿勢の違いに影響を及ぼす要閣を明確化すること

を目的として.今風比較鵠査を行ったので報告する O

{対象と方法}

1999年から 2005ijミまでの 7年簡における院内看護研究発

表数を諦査し中央値である 8題を分岐点として，それを

超えた部署 (A訴)とそれ以下の部署 (B群)から無作為に

2部署を抽出したc 各部署の「リーダーJrサブリーダーJ
fメンバー」を l人ずつ，計 12人を選んで対象者とし「看

護研究に対する必要性の認識Jr研究の意欲Jr継続意欲j

f前向きな志向性Jr指導体制Jr勤務状況jを中心とする

構造化面接を行った。面接は病棟内の閉鎖空間を利用し

は事前に f研究の趣旨Jr中途離脱の自由Jr偲人

情報の秘匿Jに関する説明を行い，協力への向意を得た。

その後，逐語録を資料として.研究活動の方向性に関与す

る鍵概念の抽出を試みたc この作業にあたっては，熟練者

のスーパーパイスの下に研究者向の判断を標準化するこ

とに努めた。

{争点栄と考察i
:年齢の中央値は A群 29歳 (22-

34)， B鮮 30，5歳 (23 49)，勤務経験年数のlIl央官fU主人

群 7，8.lfo.(1.8 -12.8)， B群 11.1年 (2.8-27.8)，所属での

経験年数は A群 4.3年 0.8-6.8)， B若手 4.3年 (0.8 ;)却

であった。

2)逐語録の分析結果:fi可群湖の差を特鍛づける鍵概念と

して抽出されたのは「研究活動への主体性」であった。商

群ともに「研究の必要性jについての認識は表出していた

が. A i洋は「いつまでに何をどこまで明確化する」という

f具体的な到達目標」の明示に繋がっていたのに対して.B
群では f仕方なく(義務だから)やっている」という消極

的な志向性しか表出されていなかった。

人若手では f自分が経験・習得した研究の技術を後輩に伝え

るよという「継続への志向性jが表明されていたが， B対ーで

はその表出が少なく，このことがB群スタッフの f研究上

の疑問点を誰に尋ねたらよいかわからないJという f支持

力の不足」という要閣の表出に繋がっていたc

また， A若手では日常的な儲床活動から得られた「小さな疑

開点の解決jを，研究課題に昇案。させる発想が表出されて

いたが.B群からは f看護実践と研究活動は別物jという

要素が表出され，研究と看護実践とが統合されていない実

情にも繋がっていたc

尚若手防の勤務体制など.時隠的制約要国には差がなく.こ

うした各俄人の内的姿留が組織内のいわば「風土jとして

伝達されていくことが，前群関の研究志向性に大きな援を

もたらしたものと考えられたc

316) A県内看護職者の患者指導に関する研究(第3報)

一患者指導にあたって罷難に感じているとと

務藤久美子，阿部テル子，一戸とも子，小倉龍理子，

石間蒸，問沢義子，工藤せい子.合津綾子，安杖{愛子

(弘前大学医学部保健学科)

小林朱実(弘前大学医学部附属病院)

{はじめに}

看護業務における指導の重要性が増大し効果的な指導方

法の関発が求められている O そのような状況に応えるため

には，看護者の指導技術を高める必要があり，そのために

患者指導に関する教育プログラムの開発が必要であると考

えられる。そこで，その基礎資料を得るため，看護者が患

者指導を行う上で、困難に思っていることを明らかにする O

{方法}

対象者比揖査協力が得られたA1県内の総合病院 10施設

の看護月読者 986名である。方法は，患者指導に隠する質問

紙調査である。質問紙は病院に一括して郵送し回答は個

別に返送してもらった。倫理的配態としては，目的，プラ

イパシーの保護等について質問紙に明記し返送をもって

承諾とした。「指導を行う上で顕難に思っていることjの

自由記述内容を単文あるいは文節にして抽出しそれらを

比較・分類しコードイとしサブカテゴリー.カテゴリー

と順次集約したc

{結果}

問答者数は 623名， I回言弓i収率;はま 6臼3.2%でで、あつた。平均f年手齢は

4刊O∞.βO歳でありι職絞稔は者護締が8鎚8

のうちi悶必喜毅錐i佐tについて記}絞i決設されていたのは， 319名(罰答者

の51.2%)であった。.f11i1ちされたコードは. 613であった。

これらは 10カテゴリーに分類され.<指導方法>(指導持関〉

〈指導評価) <指導内容> <指導場所) <指導者の指導力・協

力> (教材の準俄> (指導体制・システム) (対象潔解> (指

導計額〉であったc サブカテゴ1)_数・コード数が最も多

いカテゴリーは〈指導方法〉で，サブカテゴリーは f高齢

者の指導Jr家族の指導Jr動機づけができていない患者の

指導Jr理解力に合わせた指導」などであり，コード数は全

体の 46%をおめた。〈指導方法〉以外のカテゴリーでは，

〈指導時間〉では f時照がとれないjなど， (指導評価〉で

は f指導効采の把握・確認H効果があがらないjなど.(指

導内容〉ではf個別的でないJr自{言。が持てないjなどであっ

たc

{考祭}
看護者は，様々な対象の個別性に合わせた指導方法を難し

く感じ指導効果に満足しておらず.指導内容に自信がな

いと感じていると言えた。また.指導に必要な時間がとれ

ないと考えており，他の業務を優先せざるを得ない状況の

中で.必婆な指導に十分な時間を掛けないことへの葛藤を

感じていることが推察されたむこれらのことから，看護体

制，看護者の教育，看護基礎教育における指導方法の教育

等について検討する必要があると考えられた。
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317)ブリセプターの役欝に関する文献を用いた講成要

因の分類

司王賀愛美，布施淳子(山形大学医学部看護学科)

{目的]

磁床現場においては，新人教育の方法のーっとして多くの

臨設がブリセプタ一軒疫を導入し現在定悲しつつある。

ブリセプター制捜の導入居的は. 1.新人看護締の 1)アリ

ティショックの緩和への効采. 2.役割モデルとしての効

果. 3. プリセプターの自己成長への効果などであるとさ

れているが，その開題点として，ブリセプターが自身の看

護実践能力に未熟さを感じてその役説モデルを負担に感じ

ていることがあげられるc さらに，ブリセプターの役割に

ついては綴々の病院で捉え方が異なっていることが飼え，

日本におけるプリ々プターの役割に関する認識の全貌につ

いては明らかにされていないc

そこで，本研究では，先行研究からブリセプターの役舗に

関する内容を抽出し分類することを目的とした。

{研究方法i
対象とした先打研究は.r援学中央雑誌 Wぬ版jの 13年

間(1983-2006年)に仔われた器内の論文(原著論文，

説，解説，会議銭)において. rブリセプタ r教育J.

f研修jのキーワードをすべて含む 29文献のやから.ブリ

セプター役割に関する内容が記載されている刊文獄とし

た。期間は平成 18年 11f3とした。分析方法は.14文獄か

らプ 1)々プター役割について記載されている内容を抽出

し意味内容ごとに分類，カテゴリ-{とした合

[結糸i
14文様から. 152のブリセプター役割に関する内容が抽出

された。カテゴリーを[ Lサブカテゴリーを r で示

す。分類した結果.r基本的な看護に関する知識と技術の

指導Jなどの 6サブカテゴリーを含む〔新人看護締の看護

実践能力向上への指導 (54{牛刀.r新入者護部への身体的・

務神的フォロなどの 3サブカテゴ1)ーを含む〔新人看

護締への身体的・精神的能力面への支援 (42件). r社会人

としての接選・マナーjなどの 2サブカテゴリーを含む〔よ

き社会人・看護毅者であるための指導(16{牛日.r指導内容

の記録と評価jなどの4サブカテゴリーを含む〔ブリセプ

ターとしての自己成長05f牛刀.[人間関係の調整(12件)工
〔上司や他の看護締との協力・フォローアップ体制(10
{ej:) J. [新人看護部への研究サポート (3f今日の 7領域に分

されたc

{考察]

ブリセプター投認として多くあげられた内容は[新人看護

蹄の者護実銭能力の向上への指導J. [新人看護腕への身体

的・精神的能力商での支援〕であり，新人看護師の実賎能

力向上に関する指導と共に身体的・精神的支援の役訴も

求められていることが考えられた。また.プリセプターは，

新人看護締と医療スタッフとの人間関係の調整や新人看護

締指導への協力体制の確立，議遊関への指導など多面的な

役割が求められていたむさらに，ブリセプターは，役割の

遂行による自身の成長も求められてお札臨床における期

待の大きいことが示唆された。

318)院外発表を体験した臨床看護部が抱く部究への肯

定的な患い

山由美香. {i左1E1久恵，高島由美

(公立学校共済組合北践中央病院)

塚原節子(富山大学涯学部看護学科)

[EI的i
現在，院内研究発表が終われば研究は終わりと思っている

看護締が多い。その一方で，院外発表や論文集への投稿を

次のステッブとして考えている看護締もいるc 今紹，院外

発表体験者を対象に発表後の常定的な思いを明らかにする

ことを話的に本研究に取り組んだ。

[研究方法]

〔調査期i間 2006年6月-9月〔調査方法;本研究に向慈の

得られた院外発表体験者8名に半欝成的面接法を施宥c 認

接内容は看護研究に対する姿勢や考え方，発表後の患いに

ついて中心に鵠き取った。分析は逐語で記録した内容から

類f拶叡D以、したものをt採拍d治1t出おし類型イ化とを進めカテゴ lリj、-白-但血白一一白-白-白-血白-白

たo [倫理的配議J8名の対象者には詩境研究の趣旨を口答

及び文書で説明し銭音の了解とプライパシーの保護，研

究以外の話的に使熊しない事を約束し承諾を得た。

{結来及び考察}

平均年齢は 36裁で面接時間は 40分程度。内容から三自分

への自詰》三自己の成長後輩の育成立、要な啓発}の4

つのカテゴ1)ーが生成された。院外発表に対しては，先行

文献と向様、に大変で、はあるがやり遂げた後に感じるものも

大きく自搭へとつながっておりく擾越感〉があるc そして

推薦されたことで，病続・上司から認められ〈他者からの

評錨〉を得たと感じている。また論文集に掲載されること

で，文献検索に自身の名前が絞り. 1訟の研究の参考文献に

なることへの喜び. pJrQ.誌の病院にたいしてのく知名境〉に

したという思いなど〈自分への自信子につながってい

ると考えるc 学会発表においては，質疑応答により. r司じ

テーマをもつひとと情報交換ができることに満足し今後

研究を通してく人間関係の拡大〉をしていくことに前向き

になったと考える G それがく審議親の拡大〉になり次の研

究へのステッブになっていく。また，研究をすること

護雑誌や文献を読んだりする機会が増え，徐々に学会や研

修への議議的な姿勢が培われていく O そしてく知識欲の向

が得られることで専門職としての三自己の成長?になっ

たと考える。院外発表体数者は，自分自身が体験したこと

をふまえ針変議の育成?に気配りを見せているc 今後も，

やる気のある後輩を育てていきたいと研究活動への意欲が

感じられたc 銭外発表の場を提供することは，研究を推進

するうえで有効であるといわれている会しかしi淀外発表の

出し方を知らない〈システムに対する知識不足〉があった。

そのことに対して自発的にしようとする雰酪気にして欲し

いと研究委員会への婆望も多くあり〈研究の推進〉をして

いくための環境を整えていくことが〈必要な啓発?である

と考えるc
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319)看護職員におけるセルフマネジメントの構造

吉井 忍，寺境タ紀子，安田智美，問中三千雄.八塚美樹

(富山大学医学部看護学科)

[目的}

臨床現場で働く看護職員が，実際にどのようなセルフマネ

ジメントを行っているのかを明らかにし看護i隊員におけ

るセルフマネジメントを構造化することを自的とした。

{方法}

対象は病院に勤務する新人・管理職を徐くスタッフのうち，

間意が得られた者護職員。半構成的面接法にて行い，語ら

れた内容を逐語銭としてデータとした。分析方法はKJj去

を用いた。意味内容のまとまりごとにラベルを作り，島編

成・表札作りをし問解化した後，<表札>を用いて叙述

fとしたむ分析の!民 KJ法に絡通した指導者に指導を受け

総理的記慮として，各施設の著護部に了承を得，研究

への参加は自由意志とし研究の主旨や部議内容の録音を

び口頭で説明した。

{給来・考察]

対象名者⑮:はま女

であつたo 264枚のラベルを 9つの島に集約した。看護総

長のセルフマネジメントは， [哀療を取りまく環境の変化に

伴い，者設業務の複雑多様化や業務努度が高まり.自分の

身体が業務に総えられるのかと頭の中をよぎっている<看

として働き続けることへの身体的危倶>と.今の自

分があると思える<心の内を話せる人の存在・公私のバラ

ンス・研修を乗り越えてきた自{言>があり.その二耐性で

揺れていたっそして，調者のバランスを保とうと<自分な

りに業務に支障がないよう心身柄面から鍛えておこう>と

し<患者と共にいることで実感できる喜びの瞬間が原動

力となり，今の自分をつなぎとめている>状態にあったc

患者との関わりの中で，お1iいに通じ合えたと実感できる

瞬間の積み重ねにより，自分の存在や患者との結びつきが

強くなると感じていた。また，患者の状態や病練の状況を

見ながら業務を組み立て，<チームの一員として， J笥りの

空気を読み，環境を整える>ことで，<体調の悪さや感情

の起伏を表に出さないで使命を全うしよう>としていた。

自分が能力以上だと思う業務や患者の求めるものが

大きくなるにつれ対応しきれず，<要求されるものについ

て行けない自分に澱む>状態や，理想、とする看護機員像を

イメ…ジしていても自分の力量不足で，くなかなか到達で

きない理想、とする看護職員像>に思い悩んだり，医療的な

治療を必要とするJ患者に手をかける時間を削らなければな

らない現状も自分遠だけの力では変えることができず，くや

り場のない憤りを党えている>状態にあった。看護職員の

セルフマネジメントをサポートするには.医療機関叙IJに，

審議l隊員が自分たちのカだけでは変えることができないと

感じている毘療体制の見直しゃ公私のバランスを保つこと

ができるような労働環境の整備が求められる。また，患者

との関わりから喜びを感じることができるような人間性や

感受性の脊成が必袈である。

320)中堅看護掠が担う職場内活動の役艶に対する意識

と役説受容

佐藤千秋(JA北海道厚生連帯広病院)

寺島泰子(日本赤十字北海道看護大学)

[目的i
中堅看護締は職場内活動のリーダー的な位援を担ってい

る。それ故に，役部が負担となり離職につながる現状があ

るC 本研究は.中堅看護締が職場内活動の役割に対しどの

ような意識を持ち，それが役割を受容することに影響して

いるかを明らかにしたc

{研究方法}

中堅者護師 551人を対象に，一般属性，役割受容尺度，職

場内活動の役割に対する意識(やりがい感・負担感・報離

の必要性・時間外業務・持ち帰り業務)の質問紙調査を行っ

た。職場内活動の役割は「チームリーダーj，["院内看護研

究J，["学生指導J. ["看護音[1の各委員会Jおよび f部署のそ

の他の役割」の 5つとし王子成 17年度について質問したc

調査は平成 18年 9丹に行った。費関紙に，研究趣旨，参加

自由，返送にで参加問意とする旨を併記したっ分析は

Mann-Whitneyのじ検定， Kruskal-W allis検定および多

重比較を潟いた。

{結果}
5つの役割とも「やりがい感jの王子均回答点 (5段階鵠答)

は3点代であるのに対し f負担感jはほぼ4点代であり，

if!!惑jが「やりがい感jよりも有意に高かった (p< 
0，001) 0 次;こやりがい!岳jと f負担感jが役割受容得点

にどう影響するかをfやりがい!逃がおく負担感が低いJ.rど
ちらも向い rやりがし、感が抵く負担感が高いjおよび「ど

ちらも低いjの41洋で比較したc 負担感jの高低にかかわ

らず「やりがい感jが潟い 2つの鮮の得点が高く， rやりが

い感が低く負担感が高いjと有志;な差があった (p< 0.05)。
役割において， rljjC内看護研究jでは f負担感Jと f報舗の

必要性jの問答平均点がともに「学生指導J. i看護部の各

委員会j，r部箸でのその他の役部jに比べ高く (p< 0.01)， 
90%以上が待問外業務も持ち帰り業務もしていたc また，

「チームリーダ-jは fやりがい感Jが高く，さらに f負担

感jは「学生指導J. r看護部の各委員会J. r部箸ーでのその

他の役割」に比べ高く (p< 0.01). 94%が時間外業務をし

ていたが，持ち帰り業務は 42%だった。

{考察}

以上の結来から， Cfl竪看護告訴が担っている職場内活動の役

割は， rやりがい感Jよりも「負担感jが高いことが明らか

となった。しかし f負担感Jが高くても fやりがい感jが

高ければ役割受容は高いことから，役割への「やりがい感j

が影響していると推察する。一方， r院内若護研究Jでは，

先行研究でも明らかなように指導体制の不備に加え論番組

の役割であることなどが f負担感jと「幸fI閣の必要性」の

高さに表れた。これらのことから，役割の負担が離織を招

くことなく， 41患者護郎が役割を受容し遂行するために高

い fやりがい感」をもてることが重要であり.看護管理.者

l主役割の魅力を引き出す存在となる必要がある G
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321)新人養護舗の職場濃部領選介入プログラムの実施

と効粟(第 1報)

一就職後6ヶ月時の 5今，言いたいこ

佐野明美，山口綾子(愛知県立看護大学)

白尾久美子(諮問巣立大学)

長田泰子〈愛知総会者護福祉専門学校)

{目的}

新人看護s躍の職場適応促進のためには，彼ら自身のストレ

ス対処能力の向上は欠かせない。これまで我々が検討して

きた新入者護締の職場適応促進のための介入プログラム

(刀、下プログラム)を，今関，病院が実擁する研修に協持参

麗し実施する機会を得た。本報では，プログラム実施直後

に記された;今，言いたいことjから，この時期の事rr人看

護主ijiの思いについて碗らかにしプログラムの効楽につい

て検討したので報告するな

{研究方法}

プログラムの日擦を「自己のストレス妥協などのストレス

状況を把握し客観的に自弓評価を行い，具体的な対誌策

を自ら考えられるjとして，段戦後6ヶ月の新人看護部を

対象に，端技潟係者の関与のない状態で， 2時間程度の研

修(ストレス要国等のストレス状況やコーピングに関する

知議の提供，チェック表による自己評価の実路)を勤務施

設外の会場にて実施した。調査対象はブログラムに参加し

205人とし研修産後に自記式紫間紙爵査j去によ

ことjを自由記載で尋ねた。分析方法;立

を]データとし慈i床内容の類似性によりデー

しカテゴワ北した。 f命程的手続きは，研修会主

は口顕と文書にて調査依頼し承諾を得たc

も同;擦の方法にて研究参加の自由，データは統計的に込理

され個人・病院は特定されず，研究終了後破棄されること

を説明し研究参加のj得意は際収箱への投函によって得た

ものとした。本研究はA大学研究倫理審資にて示認を得
守鴨

J匂 G

i結果・

i設収率的.0%(203 A)，有効毘答率96.1% (195人)で¥

データ数は 223l'牛で、あった。以下，テーマむカテゴ1) [ ] 

サブカテゴリ Jとする。現在の仕事に対する評価jは

10カテゴ1)からなり余裕がないJr常に疲れているjな

どから形成される{日々の苦悩1. i受けている指導や対応

に総得がいかないjなどの{指導に対する不満1. [人間関

係に対する苦悩}などネガティブな思いが多いが，中には

f社率を楽しく感じるjなど{仕事;こ対する常定的自己評鏑]

といったポジティブな思いも認めたむ?仕事に対する将来

は5カテゴ1)からなり.[先行きへの不安}がある中，

i今後に向けた心構え}や[頑張るという患い}を抱いてい

たc 間f修会の効果;は， [ストレス状況の理解][新たな気

づき}など，研修会の効果そのものを示すものが多かった。

以上から，新人看護隔の様々な苦悩や不満が見て取れるが，

プログラム実施度後にこれらの患いが表出でき，加えて客

観的に良己を見つめた将来援要が表明されたこと，またf研
修会の効来jなどからも，ヱドプログラムは新人看護師の職

場適忠促進のための一助となり得ると考えるc

322)就鞍 1年毘に生じる法的棄倍認識の変化の理出

一自由記述に基づく分析一

(北阜大学審議学部)

目的}
学生時の法的立を認識がどのような理由・きっかけにより

1年後に変化したのかを，対象者自身の振り返りを通して

明らかにするc

[方法i
前年の向緩の調査に協力が得られた

の看護職 1年目 311名 (5年合計)を対象とし王子成

14-18年の 10-12月に自記式察pn9紙調査を行った。費問

氏看護駿のiJl安志向性尺震等と共に，大学4年の前年鵠

至まから安銃器識が変イとしたと思う場合その理由・きっかけ

は何かを自由記述で尋ねた。倫理的配怒として， 目的，協

力への自由意思の尊重，盟名牲の確保等を文書で説明し

露関紙盟収により開意を得た。分析は，複数の意味合いを

持つ爵答は全体の意図から外れないよう分割した後，内容

によりカテゴワ -1としたc

{結果 e 考察}

(1)調査の有効拐容者数は 178名で(問委事 57.2%).

23.9会 3.2歳，女性 97.2%だったむこのうちは立関

から認識が変わったと思う・やや思う jの隠答は 149

(83.7%λ 理由の記載は 148あった。 (2)関答の分割によ

り167ft干のデータが符られ， 1年自の看護駿が自覚する

識変イとの理由は?つにカテゴリー化できた。 最も多かった

のは?臨床に出て自分に諜せられた安在の重さを日々

しているj等<

: 47件>であり，これに類似して?就職し

に携わったことで考えさせられる場泌が多くあるj

: 37件>があった診

: 36 fキ>

15 i4-， 
また<研修への参加>も 2件あったc 入駿半年を経て自ら

ある慰問との関わりを過し

と隣り合った自分の行為を実惑したこ

とで，強く交粧を窓識し変化が主主じたと考えられる

「現場では様々なi談騒が連絡を取り合ってケアしており，

わったのが雰設織でもB京協は看護職と

ないと感じるj等の題答 21件を，

>としたc 他

に<自分の仔為の持つ影響への恐怖感>が4件あったっ煩

雑な業務に追われながら僅nijiの指示を遂行する中で，援助

の最終施行者として審議締に求められる寅在に懐疑的に

なったり，恐怖惑を抱いていることが侍われた。これは，

本研究の先殺で述べた就職 1年目の法的責伝認識の抵下に

していると推測される。今後は，今関の自由記述に見

られた結果と反復測定分散分析に基づく玄任認識への彰響

袈母とを統合し法的資琵認識の変化のプロセスについて

検討を進めていく(王子成 13-14及び 15-17年度科学研

究費若手研究Bの助成による)
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323)新人看護部の識場適応促進介入プログラムの実施

と効果(第2報)一実践蔀後のストレス状況かうー

長時泰子(愛知総合看護福祉専門学校)

山口桂子，佐野明美(愛知県立者護大学)

白尾久美子(静関県立大学)

{自的}

新人看護師のi殿場適正、促進のためには，彼ら自身のストレ

ス対処能力の向上は欠かせない。筆者らは，新人看護仰の

職場適応促進のための介入プログラム(以下プログラム)

に関する検討を続けてきたが，本報では，プログラム実施

前後のストレス状況の変化から，その効果について検討し

たので報告する G

[研究方法]

プログラムは.就職後6ヶ月自の新人看護蹄を対象に.ス

トレス状況やコーピングに関する知識の提供や自己評価を

おこなうものである(詳細は第 1報参照)。対象者は協力

の得られた対象病院9施設に王子成 18年4月に就職した新

209人で¥郵送による自記式質問紙調査法(無

記名)により，プログラム実施前(就職後3ヶ月)・後(悶

6ヶJJ・研修実施から 3還問後)の 2既諦査を行ったG

溺交内容は1)ストレス認知 (25項自)， 2)看護姉職場コ

ミュニテイ感覚 03項目上 3)看護締用ストレス反応、 (27
項1]).4)新入者護flifi自己詳1iffi(14項目).5)コーピング

{神村の TAC…24J(24反日)および6)対象属性など，ス

トレス状況を測定するものであり.1)は祭者らが作

成し，すでに信頼性・妥当性を検証した尺授を使用した。

倫理的手続きは.研修会主催者である看護部門支任者の承

諾を得たのち，対象者へは文書で，研修は全員参加である

が研究への参加は自由である等，倫理的配慮についての説

明を行い，研究参加への同意は質問紙の返送により得るも

のとした。(本研究はA大学研究倫理審査委員会の承認を

得た)0

{結来・考察]

匝)1又率は3ヶ丹 209名中 139名 (66.5%に 6ヶ丹 205名中

142名 (69.3%)。就職後3ヶ月とプログラム受講後である

6ヶ月時の比較ではストレス認知jでは「看護実践能力j

f業務長I:Jr人間関係Jr対患者jの下位尺度それぞれの平均

飽で2留ともほ段向値を示し負担度には変化がないこと

がわかったc 一方ストレス反応jは.r身体的反応jに

おいて 3ヶ月よりも 6ヶ月で有意 (p< .01)に減少し「情

動的反応J.r認知・行動的反応」においても減少した。ま

た，ストレス茂応を左右すると考えられる 5看護締職場コ

ミュニティ感覚jは.rflllfiI'fへの信頼感jが6ヶ月で有意 (p

< .01)に増加し他の 2下位尺度においても増加を示した。

同様に?自己評価jでは「肯定的評価Jが有意 (p< .01) 
に増加し fコーピングjでは普設行っているコーピングの

麓類が場えている傾向が示された。以上より，プログラム

への参加が良己のストレス状況や職場環境などを客観的に

見査す機会となり，また，ストレス反応軽減のための知識

を得たことが今関の結楽につながったと推測されるが.提

来の新人看護仰のストレス状況の変化ともあわせて考察を

加えていきたい。

324)キャリア中期にある看護部の「看護実践の承認j

一審護行為の認識一

平瀬節子(高知大学医学部看護学科)

{目的}

キャリア中期にある看護部が看護実践の承認へ向かうプロ

セスを分析しその第一段階である f看護行為の認識jに

ついて明らかにする。

{研究方法}

経験年数日~25 年の者護締を対象に毘子探索型質的帰納

的期究を行った。データは学構成的インタビューガイドを

用い逐語録としそこから浮上する意味を抽出しカテゴ

リー間の特性と次元を比較しながら.コアカテゴリーを発

見した。対象者に対しては，研究の意義・方法.プライパ

シー保護に関する情報の取り扱い方法.研究参加に対する

自由意思の尊重，研究結果の公表方法について書留を用い

て説明し承諾書によって伺意の磯認を行った。

[給条]

研究参加者は 9 名で全員が女性，年齢は 30 歳代前半~40

歳代前半，平均経験年数 14.8年であった。キャリア中期に

ある看護師の f看護実践の承認」のプロセスにおける

段階 f看護行為の認識jは. [限界の認識][理解の深まり〕

〔自律した実践の判断〕のコアカテゴリーから構成されて

いた。[1浪界の認識]は<ケアの関難さの認識><十分な

ケアが行えない絞場環境>の 2カテゴリーから様成され<ケ

アの関難さの認識>は〈未熟さの自覚<罰ざされている患

者の状況?の2つのサブカテゴリー.<十分なケアが行え

ない戦場環境>は〈ケアを行うのに不ト分な環境<落ち着

いて関われない三の 2つのサブカテゴリーから構成されて

いた。〔業Ri9干の深まり;は<忠ままの気持ちに入り込む><ケア

の糸口をさぐる>の2つのカテゴリーから構成され.<患者

の気持ちに入り込む>は〈患者を全面的に受け入れるH患

者の気持ちを実感すH心のほぐれを感じ取る》の 3つのサ

ブカテゴリー.<ケアの糸口を探る>は今後の状態を予

測する》《患者の望ましい状態をイメージする》が?できる

精一杯のケア)なんとかしたいという姿勢》の4つのサブ

カテゴリーから構成されていた。[自律した実践の判断]

は<患者の意思を尊重する><客観的な視点を持つ><実

践の決定>の 3つのカテゴリーから構成され.<客観的な

視点を持つ>は《他の看護邸との判断の違いの自覚<違う

視点で状況をみる〉の 2つのサブカテゴリー. <;患者の意

思を尊重する>は忠、者の気持ちに触れる意思決定の

支え?の 2つのサブカテゴリー.<実践の決定>は

の中での選択〉というサブカテゴリーから織成されていたc

{考察}

者護締が行った看護実践から効来的な者護行為を判断する

ためには，者護郎自身の看護狩為の認識が前提となる。そ

の看護行為とは，看護蹄が患者の状況を，患者を取り巻く

環境から患者に対し自己投入する姿勢や患者との感覚を共

有するという患者理解を碁擦に者護締の看護行為の選択ま

でを内往しそれらの状況を認識する能力が者護師に求め

られる念
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325)社会的li箆応性評鑓尺震の作成と信頼性・妥当性の検

言ま

芝田虫花(日本赤十字社 和歌山援療センター)

山田一朗(臨床研究支援センター (OfficeAKI)) 

{目的}

昨今，段;床現場において「臨機応変な行動ができないH:t~
導者の注意や叱寅に全く頚jじないjといった看護締にしば

しば遭遇するc この人格傾向は，近年注Bされている境界

型人格障害と共通したものと考えられる O そこで，こうし

た看護締の自己認知パターンの特性を知ることを目的とし

て. (改訂版)社会的}I反応性評錨尺度 (AdvancedHuman 

Obediεnt scale; AHO scale)を作成しその信頼性・妥当性

を検証した。

[対象と方法]

対象は，山田が主穫する ProjectAKI全国集会 (2006)の

参加者が所属する医療機関の審議締計 2138人であるつ対

象者には，事前に文書による研究の慾昏説明を行い，

協力への間意を得たc 錦査j割問は 2006iド9月から 12月で

ある。

境界袈人格結容の診額基準に部して「議機応変な行動が苦

「強い自信感他者評価へのこだわりJr集中力の欠如j

を議成概念とし内容的妥当性を得るために入荷心現学領

域の熟鱗者との協議を経て採択した 36項自信段階の

Likert Scale)で尺度を構成した。

まず問答パターンに主成分分析を施し椅報の集約を試み

るとともに. C1'onbachの α係数によって詰頼性の検証を

行った5 緩いて昭子分析を行って，構成概念妥当性を検証

したc さらに一部の対象者については，年議会. Burnout 

scaleとの栃関分析を行った。

i結采と考察]

:第 1主成分執には f予懇外のことに

対!之、できない (.641)ミスの背景要因を考えるのは街倒

(.601) J 臨機応変な対応は苦手 (.576けなど 15項践が関

与し(数値は主成分負荷量). r臨機応、変な行動が苦手jを

示す教と考えられた (α.786)0 また第 2主成分輸には

f周囲の評価を気にしない (.707))Jr費出に答えられなく

ても気にならない (.614)Jr他人への無関心 (.464け など

11項目が関与していた (α=.730)。

:主因子法による因子抽出ならびに

Varimax回転を行ったところ. r 自分の能力への自{むを

示す第 l掴子.r他者評価が気になるjを中心とした第2悶

f自分がおかれた状況が読めないjをや心とした第3関

子.r短絡的思考Jをや心とした第4民子など.9つの留子

が摘出された。このうち，第 1-第4因子は，当初想定し

た4つの構成概念にそれぞれ該当するものであった。

年齢は第 1主成分得点との関に気

相関 (r= -.218. p < .001).第 2主成分得点との問に正

樹関仕立 .281.p < .001)を示したc また Burnout得点は

第 l主成分得点との簡に正相関(1'= .308. p < .001).第 2

主成分得点との関に負格関(1'= -.256. p < .001)を示し

た。これらの結果は，研究者の日常的な経験知とも合致す

るものであっ

326)高較3年生の看護師のイメージ‘

一審議部志望群と非志望群の比較一

吉田千賀子. [Jli 1331隆宏，久保山悠，辻

(長時大学産学部保健学科)

[詩的1
10数年前，看護職のイメージは 3K.9Kとまでいわれてい

たが. 2003年全国高校PTA連合会の「希望する

査では，者護職は女子高校生の 2f立になっているc 先行研

究の高校2年生の看護主!日のイメージは肯定でもなく，

でもなかった。そこで，すでに進路決定をした高校3年生

を対象に看護蹄に対するイメージ調査を行い，

群と非志望群の違いを明らかにする。

{探究方法}

;A'B高等学校普通科3年生計623

名自記式の笠間紙を用い，各担任に

10日部の習め藍きを経て臨収したc 調査時期:平成 18

7月25B-8月7B c 倫理的資己掻本研究は本学倫埋委員

会の審査を受けた後，学校長に口頭及び文議:で説明し了

解を得た。研究対象者の個人の意志尊重，無記名調査で綴

人が特定されない，成毅などに影響を与えず不利益はない

ことの説明書を添{すし留答を持って肉筆:とみなしたc

イメージを.若林らの「看護職キャリア発

で用いられた形容詞を参考に 5段階評定による肯定

的形容詩 9項目(頭の良い，身体の丈夫な，気が利く，判断

力のある.交任のある，素敵な.天使のような，清潔な，

，否定的形容認 9J支認(大変な，冷たい，意地悪な

低所得な恐ろしい，地位が{長い，気が強い，忙しい，き

つい)の討 18項目を独自に作成した。分析方法:検定は t

検定を行い，有意水準は 0.05とする

{結果]

有効仮i答数は 419名であり，男性 183名，女性236名であっ

36名，非志望者人数 383名であっ

18項践の形容請の得点、を合計したイメージ合計得点

の辻絞では(得点の高い方が肯定的イメージL
i洋平均得点 62.86点 (SE0.95).ゴド忘望群司王均得点 59.99点

(SEO.37)で、あり，看護締志望群の方が有意に高かったゆ

< 0.02九千メージ別の得点の比較では，有志:設のあった

項目は「判断力のあるJ(p < 0.01). r支f壬のある (p< 
0.01). r気が強いJ(p < 0.02). r素数な (p< 0.01)であっ

た。「気が利く rf民所得な笑顔のjは看護締志望群が高

い傾向であった。

{考察}

の審議締に対するイメージについては，イ

メージ合計得点が有意に高く，非志望群に比べ良いイメー

ジを持っていた。 18項践のうち 4項自で者護締志望鮮が

有意に高得点であった「判断力のあるJr責任のあるjは看

護締に必要な内面的な要素であり，儲人の仕事の内容に潤

するイメージだと考えられる c 素敵なjは外見的な要素

であり，自分の志望する毅業に対する壊れが反映された結

楽だと考えられる。
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327) 1年以内!こ2回以上インシデント!こ関与した看護

部の精神鰻麗状態と自悪夢惑矯の変化

伺舘はる佳，組問弥生，高橋弘江， )11崎明美

(岩手医科大学1I付属病院高度救命救急、センター)

{自主9]
Aセンターのインシデントに関与した者護師に対し精神健

康龍三菱票 (GHQ30)を用いて調査したところ，インシデン

ト発生直後から 1週間後まで精神健康状態が悪化している

ことがわかったc 特に新人や院内勤務交替者は 1ヶ丹程度

紛争11健康状態が改善していない状態であったc また，イン

シデントを起こした看護師のうち 1年以内に 2間以上関与

している看護締が約 50%に及んでおりやでもAセンター

2年以内の看護主ITiがその 90%を占めている現状で

あった。繰り返しインシデントをおこす看護部は，何らか

の紛争11.心理的傾向があり次のインシデントをおこす一国

となっていることが予測された。今回， 1年以内に2回以

上インシデントに関与した着護師と 1留のみ関与した看護

制について比較しインシデントを繰り返す看護師の精神

的サポートの示唆を得る事を目的として調査したので報告

する c

{研究方法}

入センターに勤務する看護侃jのうちインシデントに関与し

た看護師に対し GHQ30とローゼンパーグの自尊感情調

(SE)，独自に作成した事故防止意識調査察をインシ

デント発生時及びインシデント発生から l選IHJごとに 4遊

間後までの計 5 関 rJ~まをした。務査においてはあらかじめ者:

耐にて研究の主旨・目的を説明し承諾を得た上で実施したっ

GHQ30は，点数がjおくなるほど精神健康状態の悪化を示

している。 SE{t!:iは点数が高くなるほど自尊感慌がifiiいこ

とを示し 19点以下が低得点者とされている Q 事故i坊11二芯;
議調査は点数がおいほど事故防止意識が高いことを示して

いるc 得られた調査結果は，週tIf:に平均点を算出した。 1

年以内に 2間以上インシデントに関与した群をA群， 1闇

のみ関与した群をB群とし，各務のインシデント関与の 1

1司自のデータのみを比i院・検討した。

{結巣]
GHQ30の結采は， A若手はB若手に比較し発生度後より高伎

であったo B群が週を追う毎に下降を示したのに対し A

群{ま 1~2 週間後には下蜂傾向を示すが 3~4 週間後には干浮

上昇していた。 SEに関しては，全ての期間においてA群

は， B7洋に比較し抵かった。雨群とも遣を追う毎に上昇を

示したが， A群はほぼ全ての期潤を通じて 20点以下であっ

たひとM故防11二意識では大きな差はなかったが，入群がち訴

の事故防止意識の{[査を上回ることはなかった。

{考察i
Bi洋に比較しA群の精神健康状態は発生直後より惑く， n者
間を経ても悪化する傾向にあった。また， A群は SE値も

低い状態で経過していることから， 自分に自イ言を持てない

状態であることが考えられた。さらに事故rVj1上意識調資結

果も抵かったことから.事故をおこしたことにより自己に

自信をもてない者護郎がインシデントに関与したことによ

り吏に精神健康状態を悪化させていることがわかった。

328)中嬰女性看護簡の職業継続意志と織務満足度との

関係

中西真由美(JA北海道厚生連絹定厚生病i淀看護部)

二ツ森栄子(日本赤十字北海道肴護大学)

{自的}

全僚の中堅女性看護部の職業継続意志とn法務満足度との海

{誌を明らかにする。

{研究方法i
全関 14飽笛.所の 500床前f後変の国公立を!除添いた総合病院に勤

務する役i駿段にない中堅女性肴護8街締j雨Hで
自.L-j，以3ユ、内の 67花8名を対象に， Stampsらが作成し尾崎らが

翻訳した看護師の絞務満足度尺度を用いて. r継続可能群j

「継続不安定群Jr継続不可龍群jの 3群に分けた職業継続

意志との関係を分析した。なお倫理的記惑として，質問紙

は無記名で行い，対象は本研究の主旨を文書で説明し間意

の得られた者とした。

{結果}

本研究において満足度の高い項目はf看護締罰相互の影響J
f戦業的地泣Jr専門職としての自律jの}II立であり， r給与j

f看護業務jに対する満足度が低かった。

Jfj設業継続意志と職務満足度の王子均点の差では.r給1'3/.J iこは
有意義がなく， r職業的地位jと「看護管理jにおいて f継
続不可能群jより「継続不安定llFJが， r継続不安定群Jよ

り f紋続可能T~FJのほうが有意に得点が高かった (p< 
0.001)。
f継続可能群jに彩脅するのはfJr設業的地位J(s 0.242， p 

< 0.01)と f看護業務J(s 0.087， p < 0.05)であり， r継
続不可龍iirづにはfJ従業的1tJ!.f立J(s 0.223. p < 0.01)と

(s 0.082. p < 0.05)が負の影響を与えてい

た。

{考察}

対象は比較的チームワークのよい福科厚生の整った環境で

勤務しており，部署内でも者護活動における承認や主導権

を与えられている集部であると推測され，満足度が比較的

に高かった。 r給与Jに対しては，職業継続意志の 3鮮には

有意差がなく，肴護繭が議It織を決意するには自己実現や，

看護の喜び等，個人の内的要閣が強く影響することが明ら

かとなった。会罰的な鵠資において，看護郁経験やライフ

サイクルの類似した母集団では，組識風土の特徴が薄まり，

織務満足に強く影響を与える要閣が抽出されなかったが，

重回帰分析の結果自己の経験に対する自信と正当な評価

や承認によるfJfi設業的地位jの総保と生活の安定が職業を

継続する大きな原動力となり，臨床における f看護業務j

の複雑，専門，煩雑化が精神的疲労感やストレスを与える

ことが裏付けられ，業務整理や改善に着手する必要性が再

確認できた。

また， r継続不安定群jには職業継続への様々な葛藤がある

が.労働環境の整備により時間的余裕が生じることや醤

議等による精神的支援を行うことにより f看護管理jや「職

業的地位jの満足度が向上し「継続可能群jへ移行する可

能性があることが示唆された。
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329)集中治療室へ配置転換した看護部が謹商する臨難

一経適時期と陸難の関連一

治国有香理，野i警明子(浜松医科大学)

[自白色}

本研究は，集中治療案(以下 ICUとする)へ配置転換した

看護師に対する教育支援を検討するため，彼らが寵面する

臨難を経時的に明らかにすることを自的とした。

{研究方法}

対象者は，記霞転換により ICむへ配属となった看護締で

あるc 異動後 1ヶ月. 2ヶ月. 3ヶ月. 6ヶ月の時期にあ

り臨床経験が 1年以上で過去に ICUでの勤務経験がない

看護部とした。顕接による土手議成的費持調査を実施した。

面接内容は震と置転換後の経過時期，配電転換して閤難を感

じる出来事とした。分析は，関難を抱いていると忠われる

データを取り出しカテゴリー化し経i適時期ごとに整理し

た。倫理的配磨、{之研究施設と対象者に対して，詩的，方

法，プライパシーの保護，データの管理・処分方法などに

ついて説暁し同意を得たc また，浜松援科大学の肢の倫理

委員会に申請し承認を得た。

{結果}

対象者は 10名であり内 8名に 2図の弱接が行われたc 震己

髭転換後の続過時期は. 1ヶ月が5名.2ヶ月が5名.3ヶ

月が5名. 6ヶ月が3名であった。 ICじへ配援転換し

護締がi底面する閤難は処震の介助やライン類の取り扱

専門沼諸に関する略語jなど.28のカテゴリーが抽

出されたo 処援の介助やライン類の取り扱いふ;尋問用

語に関する略語jなどの新たな知識や技術の護得が必要と

なるために生じた器襲IHえ主に1. 2ヶ月の時期に集中し

た。家族への弱報提供ふ 5患者・家族との関わりjなどの

3ヶ月まで生じた。;震r，，9への抵抗;などの経験年

していると，忠われる沼難は.6ヶ月まで持続し

その他に 6ヶ月まで持続した濁難は心電図の読み取りれ

;溺議所見の読み取りjゃ 5緊急時の不十分な対応jなどが

あった。

{考察i
ICじへ記置転換した委譲蹄は.主{こ1. 2ヶ月に新たな知

識や技術の護得が必要となることから困難を生じる傾向が

あったc 患者・家抜との関わりjなどの顕難は，患者の入

選議が頻回なため病棟と比較して患者や家族と際わる時開

が持てないことから密難が生じたと考える。 6ヶ月まで関

難が持続した;心電図の読み取り jなどは.ICじでは心電

関や磁像所見を看護師は読めるという先行したイメージが

このような踏襲Itに影響していたと考えるつ一方，

の不十分な対応jなどは，龍置転換者が新たな技術を習得

しさらに複雑なケアへの対応が必要となるため，審議締

の成長と共に生じる関難であると息われた。配置転換者

のE盗難と配霞転換後の時期を勘築し彼らに譲助していく必

要があるc

330)新人審議揺のインシデント体験後の離職防止のた

めの支援内容

布施淳子，平賀愛美(山形大学医学部看護学科)

{呂自主}

新人看護部の8.8%は1年以内に離職しており，上設を占

める海自は入殺してからのインシデント体験が誘国になる

と報告されているc 新人看護締の離殺を防止するために

は，その衝繋をいかに緩和し適切な支援を講じることが重

要である G そこで，本研究は.離職を腎まった 2年

目零護締を対象にインシデント体験後に受けた支援内容を

明らかにし離職務止に向けた支援内容を検討した。

{研究方法}

対象:同意を得た病床数700床以上の 3施設のー殺病院に

勤務する 2年呂看護締 122名，調査期防:2006年9丹，調

査内容:年齢，性関，ブリセプターから自立した時期，

駿願望の有無と時期，インシデント体験の有無インシデ

ント体験後の支援内容，離殺を腎まった理由について，自

記式記入法で郵送鵠資を行った 1i命渡的配惑:文書により

研究の遊詩とプライパシーの保護と勤務への影響がないこ

と等を説明し関窓を確認した。

[給条]
王子均年齢23.6:t 2.5議，性別:男性 10名 (8.2%).女性 112
名 (91.肝心，プリセプターから自立した時期:2 i手話以降

の21名 07.2%)が最多，離職願望:有 102人 (83.6%).
最多時期は 5月であった。インシデントレポート

: 119人 (97.5%に平均部数は 4.7土 3.7[弘インシデン

トの内容は，転餌・転落1.4土 L51ill.チューブトラブ}v
1.1土 2.2留，注射0.9会Ll既内線 0.7土 0.9[国，食事0.1

0.4関，その他 0.2念 0.6闘であった。インシデントレ

ポートの記載による離殺願望は 57人 (47.9%)であった。

千ンシデント体験後の支援内容:r先議看護郊の過去のイ

ンシデント体験を開いたJr今後気をつけて頑張るJr潟遠

いは誰にでもあるjなどの三勤ましの声かけ三〈ただただ

話会開いてもらった気分転換に誘ってもらった?など

の詩'i'f神面のサポート三インシデント発主主要国の分析三

を共に考えてもらったインシデントレポートの

き方を教えてもらった}などの?インシデント分析・対

策に対する助言く潤りも頑張っていると感じ

に影響がなかった?などの 5その他jがあげられた。

[考察i
インシデント体験は.97.5%の新人看護締が経験していた。

インシデント体験後は，緊張・不安が強く抑欝的で活気が

なく疲労し混乱している傾向があると報告されている。新

入者護自前がネガティブな状態にありながらも離織を留まっ

た背景には，馬関からの f精神的なサポートJが十分に得

られたこと，インシデント内容に対して新人看護部とス

タップが真撃に向き合い，インシデントの発生妥協や湾発

防止対策を共有し対応したことがあげられ，これらが離織

防止の支援内容として効果的であることが示唆されたc
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331)療養鵠床に勤務する箸護締のストレスとその対処

謄焔敦子(雅修会藷朝日深志病院)

{話的]

一殺病床とは人員配置も求められる看護も速い，独自の役

割を持つ療養病床に勤務する看護部には.一般病床に勤務

する審議締とは違うストレスがあるのではないかと考えら

れる。そこで本研究は療養病床に勤務する看護郊のストレ

スとその対処を明らかにすることを沼的とするc

[研究方法}

研究期間:2006 年 l 月 ~3 月 研究の場と対象.愛知県内

の私立 A病読の療養病床に勤務する看護締，准看護師計

36名 データの収集方法:萄議に同意を得られた 8名を対

象に半構成的な面譲を行った。磁接に先立ち， A病i淀の

療養病床に勤務する看護師のストレスの傾向を知るため，

療養病床に勤務する看護締，准看護締に質問紙調査を行う令

質問紙は，基本情報とコーピング尺度(尾関， 1990)を使

刻する。倫理的配患:対象者に研究の目的と方法，研究参

加は自由意思であること，プライパシーの厳守，研究目的

以外でデータを使用しないことを口頭，書面の両方で説明

し同意を得た Q

[結果}

質問紙調査の結来，ストレスを「感じていなしリと関答し

7名 (21.87%)，r感じているjと回答した者は 25名

(78.12%)であった。コーピング尺授の結采，看護師 32名

のストレスのコ…ピング尺!慌の 1項目あたりの平均値は，

問題集点型 1.40，'1'(1動焦点裂1.91.間i監・逃避摺1.52であっ

た。面談対象者の逐語録分析結果，ストレッサーには{不

規関な勤務][患者との関係][同僚との関係][者設の不足}

{仕事と子脊てのn1ij立] [患者の死] [家族の問題] [介護的

仕事][技術不足][介護士との協働の不足][看護実践体制

の不備}の 11カテゴ1)ーが抽出されたc 対処には{規期正

しい生活] [学びを生かす] [看護のレベルアップ1[看護，

介護の協働][自問自答][気持ちの吐露1[組織に従う1[回

避的対処][気分転換}の 9カテゴ1)ーが抽出された。スト

レス反応には， [身体的反応] [精神的反応}があり，スト

レスの影響として， [看護への影響] [生活への影響}がみ

られた。

{考察i
A病院では療養病床に求められる看護自体が看護師に理

解出来ていない状況がストレッサーとなってしまっている

現状がみられた。ストレスに対して良好な対処が出来るよ

うにしていくためには. 自己のストレスに対する対処能力

を高めると共に，サポートの必要性がみられ，療養病床に

おける看護師の役割を明篠にすることは，看護師偶人の看

護に対する考えを構築する上で大きな意味があり，それが

ストレスを軽減すること，また.審議のレベルアップにつ

ながると考えられた。

(本研究は至宝隷クリストファ一大学大学説看護学研究科の

修士論文としてまとめたものである。)

332)精神罷療施設における行動制限時の安全配蕗行動

LlJ由美由紀，内田倫子.安藤一博，矢野朋実，土産八千代

(宮崎大学法学部者護学科)

[自的]

精神匿療施設において，行動制限(1潟離・拘束)u寺におけ

る者二護職の安全記慮行動及び年齢，性部，殺{立との関係を

明らかにする O

[方法]

対象は全国の精神毘療施設に勤務する看護職者c 層化無作

為tfll出し調査協力に向意を得られた 520施設， 7，374名へ

調査票を配布。無記名.偲]J1j封筏で一括返送とした。謁査

項目は.年齢，性別，職位と.行動制限時の安全記長室事項

目項目について，いつもしている~していないまでS段階

で回答を求めた。 11項目は， P，Bennerの技術習得ーに関す

る段階を基に，戦業人としての義務と寅張感に基づく安全

記患の範関7項目(以下，有資格者項話)と，危険性の予

測と閤避に伴う精神の専門的知識と技術を要する安全配慮

の範臨4項目(以下，専門職環器)で構成。比較は 5%水

準でkrusukal-y九rallis検定を使用。

{結果}

閉収は 6，505部(有効回収率88.2%)。最高は「指示通りの

行動制限実施J4.7 (土 O訓点，最低は f保護室の衛生面記

癒J4.1 (土1.1)点， ri子立場i!i!J1浪の検討J4.1 (土1.0)点，円余

討内容の記録J4.1 (土1.1)点.仁患者への説明J4.1 (土 0.9)
点であり.王子均点がおし、項目は専門職項呂より有資格者項

隠のほうが多かったっ年齢は， 40~49 歳未満が最多で

1.915名 (30.7%)であった。 11項f=1の合計ーの平均45.7(土

9.4)去を下掘ったのは， 25従来;お:j44.1 (土 8.6)点と

40-49歳米満45.3(:t 10.l)点であ札最高は 60歳以上で

46.3 (:t 9.3)点であったQ ぞI:lJIj，ま，女性4，652名 (74.9%に
男性1.555名 (25.1%)であった。女性が男性より有意に高

い項目は f身体管理J.月実問な訪窓での観察J(p < 0.001). 
r2次障害を予測した観察J(p < 0.01)であり，反対に有意

に低い攻自は， r指定匿への診察要請J，r保護家の危険物・

物品管理J(p < 0.001)， ri法競走項目の記録J(p < 0.01) 
であったc 戦{立は，スタッフ 4，596名 (74.6%)，主荘・副部

長951名(15.4%)，師長 611名 (9.9%)であり，会項目で

有意差が認められた。 i絞{立が高くなるほど平均点が高くな

るのは， r行動íl1lj~廷の検討 j のみであふ主任・副部長が最

も高いのは.r指定医への診察要請J.r法規定項目の記録J，
f検討内容の記録J. r患者への説明Jr 2次隊等を予mlJした
観察jであった。

{考察]

行動制限に関する法競走や医師iの指示の下に実施されると

いう基本原則は}認知されている。しかし行動制限の検討

は腹部や看護管狸者Aのみに{壬せるのではなく，一諸に検討

することで患者の状態や危険性の把握ができ，行動制限を

最小限にできるため，人権擁護の点からも必要と考えるc

衛生面への記患は最低点であったが，患者が安心できる居

住空間が治療効果をあげるため， もっと実践度を高める必

要があるc
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333)精神科鰐棟における病棟外活動持の安全配慮行動

土屋八千代.UJ田美由紀.内問倫子，矢野現実，安藤一博，

緒方昭子(宮崎大学法学部者護学科)

[13的}
精神科における安全対策を検討する基礎資料を得るため

に病棟外活動時の安全配盛行動の実態と看護及び精神科

の緩験年数との関連牲を検訴するc

[方法}

1.対象者:100 床以上の穏やt医療施設で現在病棟勤務中

の看護職を母集聞とし層化無作為様本損出法で抽出した

施設で研究に参加協力の得られた 194施設のうち，有効能

答の 6.233部を解析対象とした。 2.調査項毘:1)基本的

属性及び看護経験年数及び精神科での経験年数，所属病棟

(開放・部分間放・揺鎮痛棟) 2)事故発生要国の概念枠組

及び判{予u分析から得られた項思で構成された質関項目の

内，外出・外治や作業・レクレーションなどの病棟外活動

に伴う 8項目について，いつもしている (5点)-してい

ないけ点)までの 5段階評定，得点化した。 3.統計処

理は 5%有意水準で HALWINで，所属病棟及び経験年数

との関連性について平均値の差の検定を行う c

{結果}
女性4.648(74.996)名，男性1.555名であり，年齢は 40
代が最多で，看護経験年数は 16.9(土 10.5)年，精神科勤務

年数 10.8(土 8.4)年であったs 開放綴綴 1296.部分開放病

棟、2896. 閉鎖病棟6096.他であったc 1)最高値を示した

のは〔医締の指示の線認J4.7 (土 0.7)点で，最{誌値は〔関

係者 (OTや家族など)との晴報交換・連携J3.9 (会1.0)

点であった。 2)所属病棟加で有意な惹があったのは 5項

院で，すべて閉鎖病棟が高かった。お項目総計において看

護経験年数別で有意な差はなかったが，精神科経験では 5

年-10年未満をどークにしてUJ形を示し

神科経験共に有意な差があった項自は CI玄締の指示線認工

〔婦棟i侍の所持品雑誌).(活動内容と時期の検討'J.(情報交

換・連携工〔病棟外活動に伴う患者行動をそ予測した親祭〕

であった。一方. (活動前・ rt・後の観察〕と〔実施中の安

全記露日立 4.3点と 4.5点と高く看護・精神経験共に有意な

差はなかった。

{考察}

病棟外活動は涼部として法務の指示のもとに実施されてい

ることが確認できたが，所持品検査や家族を含む{むの関連

部署との摺報交換や連携が3点代と憶かった。特に開放病

棟は患者の出入りが自由になることから，人権に詑識した

所持品検査は不可欠で‘あり，このことは医療過誤判例も求

めている注意義務である。得点の高かった経験5-10年

米満の者は患者への直接的ケアのリーダー的存在であるこ

とが得点に繋がったと考えるC 経験5年以上は豊富な経験

で全体を的篠に把握できる達人のレベル(ベナー)に該当

するが.10年以降の得点が低下していることは検討を要す

るO 今留の設定条件で3点代とは時々実施 (5割程度)の

範関であり，危r;食性を予測し事故を関避する安会自己慮行動

は5点(いつも実施)に近づける必要がある
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334)点領期の毒護婦再教脊

i竜内綾子(岐阜大学医学部看護学科)

[!ヨ的]
第二次股界大戦後の占領期に戦前に審議J[i誌の免許を取得し

た者を対象にリフレッシャーコースとして再教育が実施さ

れた。その中で 1946 年 5 月 2 日 ~7 月 25 日 (3 ヶ月)に行

われた再教育については，億人史や日本者護協会史に fは
じめて行われた看護教育指導者a講習会Jとして紹介されて

いるが. GHQ資料ーをもとに分析したものはみあたらないc

そこで，本研究では. GHQ/SCAP Record PHW Sheetsを

資料として「看護教育指導者講習会jを分析する。

[方法}

国立国会図書館が所蔵する GHQ/SCAPRecord PHW 

Sheet.日本看護協会史，個人史を資料とし分析する。尚.

資料は収集機関から研究への使用許可ーを得ている G

{結果・考察}

1946年4月 13日の PHWSheet (Meeting of Sub-committee 

at Tokvo Health Center¥(Sub-committee for Re-education 

ofHead災urses)には，看護指導者の再教育に関する小委員

会がrll炎探健所で関鑓され，議智会の会場(日本赤十字中

時間(午前 9 時~3r待の 1 日 6 時間で).開講日

(1946:11'"-5月2日).総時間数 (114時間).講師(米間と日

内容と時間数 O.一般看護 50時1m.2.専門

3211寺部[産科者設・内手+看護・外科看護・小児看護で

各811寺IIUJ.3.者護倫理を含む看護綬史 16時ilJJ.4. 
理.:{{IJ/記管理611寺tHJ. 5.審議実習監督 10時的n.
。。名人また，総議官時間 114[1寺照のうち米国者護婦が41

[1寺院j教授することが明記されている O その後. [五lfJ刊行

(Course For Instructors in Nursing)には講習料(1ヶ )j10 

j引，修了証書の授与，教育方法(講義・デモンストレーショ

ン・実習を活用)と.各講習内容の担当者と時間数として

一般看護は湯本きみ(聖路加病院看護婦監督)30時間.オ

ルト・マチソン・コ 1)ンズで20時間担当すること，専門看

護は内科者護を高橋シュン(聖路加病院看護婦長)8時間，

外科看護を湯本きみ(聖路方[1病院者護婦監督)8時間.iA:科

看護を井上なつゑ(厚生省研究所保健指導学科主任)8時

間，小見者護を平井二雅恵(中央保健所婦長)8時間，看護倫

理を含む看護歴史は日本看護史l土井上なつゑ(厚生省研究

所保健指導学科主任)8時間，米関看護史はオルト・コリン

ズ等が担当すること等が明記されている c 5月 3臼

(Opening of Refresher唱 courseRedCross HospitaI)には，

rJIi Bの開講式でオルトと王子井雅恵、がスピーチしたこと. 6 
fj 19 B (Pictures of Refr己shercourse at Central Red 

Cross Hospita[)には受講生の写真撮影をしたこと.7月22

日の PHWSheet (REFRESHER COじRSE)には，受講生

の感想が招介されており，新ilJlJlJtに{半う指導者の育成を自

的として際教育が実施され，講習会の内容・方法・担当者

等の細部にわたり GHQが関係していたものと思われるc

335)戦前かうの連続性の視点で検討した著護改革

一北海道の事掛かうー

佐藤公美子(札貌市立大学審議学部)

坪井良子(関際医療福祉大学大学院)

{はじめにi
祭者らは第二次1ft界大戦後の連合国家最高司令官総司令部

(以下 GHQ/SCAP)が遂行した看護改革を解明するため

にゆ央レベルにおける分析に加えて;地方レベルの政策実

施通認の分析を行なっている。 地方の者護政策に関与した

のは各道府県に記置した地方軍政郊であり.その域政郊の

怪務l土中央の命令を続行するように監視及び監督すること

であった。しかし中央.GHQ/SCAPの指示，命令を一様

には受け止めず，その地方独自の援部を示すということが

あった。この課題に接近するために看護出体帯整備の実施

過程を取り上げ，北海道をケーススタディとして検討するむ

{研究践的}

北海道地方の看護盟体再整備への案件，活動状況を明らか

にし戦前からの連続の様相を考察する。

{研究方法i
国立閉会図書館が所践する GHQ/SCAPRecordから

Hokkaido 会IilitaryGovernment Team主/IonthlyActivities 

Reportsと北海道家政部に関する記録物，関顧録など，米

国領uと日本側の資料を!!ならし合わせながら分析するO 資料

は閲覧の許可を得.複写を依頼した。

{給来及び考察}

北海道は正大な土地柄を反映して戦前から看護婦，産婆，

保健婦の各々が地域の末端に地区部会を設置して開戦韓関

での連絡の坊としていた。しかし北海道軍政部はこれら

の会を解散して.一つの者諮問体として統合し活動するよ

うに指導したO 看護婦と保健婦の地鼠部会は解散したが，

産婆だけが反対を唱え命令に従わず会を存続させていた。

1946年 11月23B r日本産婆若護婦保健婦協会jが設立さ

れ. 1947年 9月21日には北海道支部が結成された。支部

を拠点とした者護職の活動を支援したのは，北海道箪政部

者護婦 AliceL Reyであった。 Rey(まやさしい人物と評価

されており，北海道民や肴護婦らと多くの親交を深めてい

たo Reyが大i夜祭政部へ転勤になった後. 1949年9月に

Agn巴sDemoreyが赴任した。一方 Dεmoreyは神経質で、，

強屈な姿勢で政策実施の指示をしていた。 Demoreyは視

祭の際，助産婦の地託部会だけが戦前のまま各地域に作ら

れていることを指摘しその会を解散させて，北海道支部

として一本化するようにと指示した。支部長は，連絡調整

のために末端の会が必要で、あ札助産婦部会の解散には不

賛成と奥を唱えると， Demoreyは支部長に対して北海道

軍政部への出入りを禁止するなどの制裁を加えたが，地区

部会はその後も存続したc 北海道家正文部は任務遂行を最優

先すれば，額院とした態度で看護l滋の動きを抑圧できたは

ずであるc しかし北海道箪政部は日本慨に権威的に議せ

ず地方独自の展開を暗黙したと解釈できた。

[おわりに}

中央からの看護政策実施の指示を地方一律に実行するばか

りではなく，地域の自主性，戦前からの連続性を主張し

従来の形式を変革せずに展持したケースを示した。
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336) ，筒報系学部の学生と看護憤報学を学んだ看護学部

学生のインターネット上の鑓康増報検索の仕方の

差異

遠藤良仁， 111内一史，浅沼{愛子(岩手県立大学看護学部)

[13的}
インターネット上には，撞々の玉石混交な保健医療情報が

存在するが，その中から器類のおけるものを選関する基準

が， Eysenbachにより提示されている。我が看護学部で

は，者護活報学 (2年次必修宇1.笥)において，ほ;まこの基準

に沿った情報収集法を教育しているs 今関lえその教育効

果を知る手掛かりとするため，上記科思受講済み学生と，

一殻自主にネットワーク上のデータの検索能力自体は高いと

予想される↑吉報系学部学生の，インターネット上の健康晴

報検索の仕方を比較したので，結果を報告する。

[研究方法]

1)対象:研究の趣旨を説明し自由意志で参加した学生26
名。 2)検索課題・務長立病，高血EE，腰痛疲の 3疾患に関

する活報。 3)識査項毘:1.基本的属性

パソコン罷，インターネット鐙，箭報リテラシ

の有無，健段構報検索の頻度) 2.課題検索時 に

おlsenbachの基準項昆(E-1 .権威ある機関の検索. E-
n.教員や権威ある機関の紹介する Wぬサイト捷用， E-

m.高度な検索議龍の{史用， E-lV .情報の発揺元や51ffl元
の確認， E-V 更新頻度の確認， E-¥1.広告か教育かの日

的篠認， E司¥1I.複数の Webサイトでの辻較， E…溜.

による認定の確認~)を実銭したか否か{複数選択I引

を検索終了直後に自己チェック o 4)分析:統計検定法と

してクラスカルウォリスおよび日sherの直接法を使潟。

{結果i
1)恭本弱性看護学部生 (3年生 13名， 4 ~手生 6 名)，

系学部生(I年生3名， 4if三生4名)の両学部の学年構成に

偏りがみられるものの，他の基本的緊牲に有意差はみられ

なかった。 2)基準項目の実践基準項13E-1を実践して

いる者は，全学生の 80.8%と多かったが， E-vlIが53.9%で

あるのを除けば， 1むのいずれの項詰も 30.8%以下しか実践

していないことが鳴らかになった。なお， E-mとE-羽で

は実践する学生は皆無で‘あった。実践よと率が 50%以上

である項自は，者護学部生の E-1の94.7gらのみであるが，

情報系学部生では， E-¥1.丘町 vlIの 2項呂の各71.4%であっ

た。学部簡に有意義がみられた項目は， E-1とE-V1であ

弘前者は看護学部生が多く (P= 0.01)実践し後者は請

報系学部生が多く役立 0.014)実践していた。

{考察}

学者~によらず\多くの学生は 1 つまたは 2 つ程度のチェッ

ク項呂を実践しているものの，それのみに頼って健康情報

の信頼度を誰し最る傾向が強い。特に看護学部生が E… 1

のみに頼るのは，この項目を第一選択として講義で教えて

いる反映であり.それ自体は教育効果と考えられる。しか

し意間的に顕そうとする情報では，多くの視点で、?間断し

ないと，誤魔化されてしまうことも講義しており，多角的

な視点、で信頼性を判断する強度が身に付くように，現在の

講義内容を改良する必要があることが示唆されるc
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;員 題 片フ~ミ主 ヲ!
(01ま発表濃題)

演題番号(発表群) 演題番 (発表群)

あ 生活まちょ 0156 

間十rr美千代 09. 54. 176. 310 池田沙矢呑 066 

合津桂 子 208. 213. 316 主主出 敏子 0212 

青木昭 子 192. 193 池沼浩子 105. 111 

青木 fを 223. 0225 池関正予 3 

青木久 恵 0308 池出手H委理 0329 

青木 i導美 10 油自由実技 175 

青 木実校 305 飯盛光葉 63 

赤JII 1陽子 0285 石井千有季 250. 0315 

赤木京 子 0112 石井 018 

明石愛弓 0109 石i潟 316 

秋野恵、理 69 石i潟 167 

搭野裕紀子 0135 石器和子 0264. 265 

i菜思智子 147 石器喜美子 50 

浅川和 美 69 石器順子 0265 

浅田 195 石橋照子 0138 

浅沼 336 石原、 利子 280 

浅野みどり 182 伊関敏男 0125 

穴沢小百合 0210 明美 。255
穴水美和 0145 -pとも 154. 316 

開き~ 祥子 0189 ノ山隆司 079. 163 

向者[1テル子 316 市原多香子 0143. 144 

阿部 0134 井手敬昭 127 

天野端 技 40 紀代 159. 0162 

荒井 …歩 97 伊藤まゆみ 0263. 287 

有田広 葉 65. 0277 靖1-t 0245 

有松 173 伊藤祐子 8 

安杖 208. 213. 316 穏;国吏英子 176 

安 藤市代 0236 揺富恵子 10 

安 藤一博 332. 333 龍村鶴子 9 

安藤幸 校 0302 井上映子 101 

安藤恩 恵 235 井上京子 0305 

井上智子 198. 199 

し1 井上範江 273 

飯島伸 子 124 :J:Iユ下誤1-t 20 

飯田加奈恵 289 務熔敦子 0331 

飯塚桃子 138 弁こ福 ゆか 0303. 304 

銀塚文香 125 今井七重 0211 

五十嵐明美 0290 今井宏美 0101 

五十嵐窓子 97 今月i絢子 0246. 268 

生島祥江 0188. 296 今関節子 90. 91 

日本看護研究学会雑誌 Vo1.30 No.3 2007 283 



今出菜子 96 お

今西誠子 0151 及川i正広 0230 

今村出紀 0307 扇町' 綾子 154 

今村利香 0309 近江谷哲里子 47 

今本喜久子 271 大井けL 96 

fi二村敏子 50 大井初江 262 

岩JII 怠梨 085 大泉直子 270 

岩JII 博美 0213 大江 054 

岩城直子 54， 82， 176， 310 大えき美樹 0266 

岩郷しのぶ 104 大川 明子 1. 0179 

岩崎 225 大川美千代 0278 

岩瀬裕子 256 大久保功子 215 

岩本テjレヨ 0173 大久課祐子 064. 225 

大桑麻由美 62 

つ 大崎瑞恵 034 

上向澄子 39. 237 大j翠早蔀 0158， 181 

!二木礼子 13， 15， 16， 284 大i翠 争奪 0176 

総本多 光代 175 大浮美子代 0167 

11([ 1II 啓子 087 大島千伎 65， 170， 277 

上IE/由喜子 4 大島 272 

上HIゆみ子 206 大瀬晃代 260 

L~fj. 13. 15， 16， 21， 28. 35. 50， 60， 61. 太i刃 勝 正 76 

75. 79， 163， 259. 284 大竹まり 34. 83. 

LRlj' 主主子 133 大谷託子子 101 

1:.91J 純子 239 )(主It 51 

上原 13. 15. 16. 284 大ilt I長子 211 

鵜飼和i告 49 大西美智恵 254 

frft井 147 大野夏代 57， 0149 

内田倫子 0197， 332. 333 大庭枝子 164 

内山 久美 158. 181， 257， 0293 大橋知子 094 

内山繁樹 0124. 290 大焔政子 0104 

宇都?主主? 081. 128 大平 089. 96 

梅田徳男 179 大平雅美 215 

illi!lfT' 茂 96 大平光子 23 

大IIlJ 福美 94 

え 開 ク'di!i会 212 

iLIニ京ill 0203. 204 小笠}iZ主11校 269 

汀;仁i 美子 0275 閥均広忠 176 

江EB 節子 246 開国 0175 

江i陪芳校 86 緒方 i靖子 333 

同舘はる主主 0327 締本京子 46 

明美 98， 207， 0222 時本佐智子 0233， 246 

遠藤恵子 297. 0298 関111 107， 0116 

遠藤 長仁 125， 0336 小ifす 51 

小JII 伎代 0161. 168 

小}II 俊夫 057， 149， 233 
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荻あや子 0252. 253 川崎出現 08 

232 川島 幸日代 270 

荻野大介 235 illJE13 10 

0185 JIl野雅資 79 

奥Ll!真EE美 252. 0253 河村長会里子 176 

小倉能理子 316 )11本超久子 0257. 293 

小倉之子 39. 237 村li翠綿子 152. 0153 

持本由 美 207. 222 神間 i育子 73. 264. 265 

小野江梨花 099 

小野さと子 。267 立、与岬

小野ツルコ 174 議池 fJ日江 0183 

小野 12. 議池 !勝子 47 

小野光美 104 議地圭子 0297. 298 

0276 水佐賀尚美 0306 

270 :1ヒ 。160

小元まき 10. 301 ~tJII 62 

小11J奈都子 235 42. 44 

折山平高 0299 北島 240 

恵問 i湯子 314 木立る f) 99. 0113. 114. 115 

思地裕美子 036 :1とま詰 250. 315 

北宮千秋

か 北村文月 0271 

北!協知己 212 

蛎絡奈津子 92 コド内 二子品 0235 

重松 21 木村みさか 116. 187 

314 知子 300 

梶原恭子 94 かり 65 

片岡刻子 120 K立tzEdmo日t 13. 15. 16. 284 

片岡

)午前裕子 く

片山 陽子 254 草地

内J1二安子 294 久慈 167 

加藤 幸子代 41 長著 瑞穂

0259 93. 196 

加藤久子 0287 10 

内関晶 子 0182 工藤せし 208. 316 

鹿子;f王手1]寛 063 dtuiz a、 113. 0114. 115 

兼宗 246 隠[潟 J!託子

金若 0229 ク寸呆111 ~忠 326 

叶谷由捺 34. 83. 202 熊谷有記 0269 

f立関 26. 029 久米和興 126 

屯田 225 真理 54. 176. 310 

茅野 49 蔵本文乃 218. 257. 293 

河内 90. 091 栗原か[J代 0133 

川上 !務 06. 225 桑村由美 143. 144 

川崎明美 327 
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!才 j筒井佳津子 236 

見城道子 203. 0204 酒井由紀子 045 

坂下友江 38 

l: 坂田五月 206 

小板橋喜久代 281. 282 坂田志保路 052 

上奏尚子 0209 坂本間子 167 

河野づ、百合 023 坂本岳之 0131 

三古賀 明美 46 坂本雅代 198. 199 

小坂未来 235 坂本祐子 0119 

越由美穂子 0254 桜庭咲子 213 

ノト竹久実子 0289 佐々木栄子 66 

小玉敏江 0103. 117. 118. 139 佐々木絹代 013 

どり 0224 佐々木くみ子 85. 088 

孝子 274 {左々 木さゆり 205 

小長谷百絵 64 佐々木真紀子 18 

小沼恵美子 012. 14. 267 生々木百恵、 13. 15. 16. 284 

小西奈美 011 イ左藤 原紀 303. 0304 

小林朱実 213. 316 イ左藤 和子 102. 112. 196 

小林淳子 34. 83. 202 佐藤公美子 0335 

小林幸子 21， 61 佐藤千秋 0320 

小林春奈 259 佐藤ナツ 47 

小林宏光 270 佐 藤 麻 由 0121 

小林正弘 186 佐藤みつ子 103. 117. 0118. 139. 145. 275 

小林端技 281 佐藤 iネ子 0159. 162 

小林菜穂子 061 佐藤 212 

小限直子 314 佐藤和子 039 

小松光代 0107. 116 思際育子 0250 

小室佳文 69 里光やよい 225 

小山恵実 85 真防弘美 62 

小山恵美子 207. 222 佐野明美 0321， 323 

小山 092 {左野菜緒子 0146 

小山満子 024 i峯井幹樹 0221 

近藤裕子 143. 144 j率問愛子 37 

近藤浩子 0215 j挙本美千代 277 

総家千津子 062 山i毎二子保子 069 

制~ー し

明子 34. 83. 202 推奨由紀子 313 

資藤敦子 0100 シェザード欝塚まち子 279 

務藤久美子 0316 寺境タ紀子 0214. 319 

斎藤 エ廿Z苅プず 89 篠崎恵美子 0206 

議fJiJ薬深雪 0126 柴 1'fl1t 0243 

務藤やよい 274. 281 柴田恵子 0218 

重苦藤 亮子 108. 305 柴田由美子 48 

f左伯香識 285. 294 芝田里花 0325 

佐伯久恵 318 龍谷泰秀 96 
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i盆谷嘉子 3 由美 318 

渋谷まさと 247 高田明美 0106 

島本 }II夏子 314 高田絵理子 083 

i育水健史 258 高野陽子 46 

済水由加皇 0284 高橋明美 0292 

i奇水洋子 177 高橋永子 0288 

81. 0128. 130. 131. 132 高橋弘江 327 

下回美保子 148 高橋正予 220 

下回由美子 185 高橋瑞校 185 

浩子 0282 高橋みや子 27 

白馬久美子 0262. 321. 323 高橋理沙 0132 

白鳥さっき 031 高原奨佐江 75 

城丸 瑞恵 0148 高見知世子 20 

新j爵喜美代 160 高見沢恵美子 220 

新地 裕子 056 高;初p 智子 051 

悦子 0186 高Ll1 成予 51 

新 進 幸恵 96 高山 42 

や11保浩子 021 高山鈴美 044 

多}II 晴美 20 

す j竜 内 睦 子 0334 

路原さとえ 75 竹内 213 

末永 芳子 0280 竹内裕美子 025 

須釜 62 武悶江思子 022 

杉本奈央 59. 0217 武図利明 5. 230 

鈴木 脊子 34. 83. 202 武国英和 302 

鈴水 菜子 126 武智由季 0191 

鈴木真:貴子 0237 竹元 94 

鈴木 光子 154 竹森友香 50 

鈴木 康江 88 白鳥瑛子 。130
鈴木 玲子 0227 白鳥 静 313 

議藤小百合 223 015. 28 

須永 準壁 0281 問中晶子 263 

問中いずみ 82 

せ 田中英子 0256 

関 017 問中京子 32. 33. 295 

蕗戸啓子 0291 田中 二千絵 94 

問中 瞳 0279 

そ 田中三千雄 214. 319 

慰問悦代 249 邸中美智子 194. 0247 

田中優子 205 

た 田中習伊 0136 

大黒理 恵 0274 棚橋千弥子 048 

王子 陽子 87 田辺恵子 53 

高岡哲子 120. 255 回遊美佐子 073 

高岡裕美 078 田辺有理子 125 

高木登志子 0313 谷寝静子 172. 0180. 231 
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谷口美智子 0152 富阪!真理子 0223 

谷田恵美子 098 富岡美佳 095 

谷橋千鶴子 75 冨i奉安忘子 0165 

谷村千華 164 

谷山 牧 0283 な

沼野ルミ 233 中尾久子 53 

田村綾子 143， 144 中尾八重子 0171 

田村一代 086 :長坂 j孟 0194， 247 

俵由美子 195， 200， 0201 中嶋将人 0123 

中島洋子 300 

ち 中鵠尚子 12， 14 

千明祐也 0310 長島 緑 0142 

晶子 166 長田泰子 321. 0323 

千葉安代 3 中塚晶子 190 

茶長選 186 中西真由美 0328 

長 光代 035， 259 中野 ~空丸主 294 

中納美智保 0244 

つ 中野裕子 186 

塚原節子 19， 41， 54， 82， 176， 310， 318 永野光子 010 

塚原節子 147 永見 096 

尚子 192， 0193 中村昭子 175 

辻 慶子 326 仁川す 秀敏 307 

辻 幸代 244 中村 i事文 0140 

貴子 314 中村総美子 068 

辻真梨lAi: 050 中村百合子 080 

辻口喜代i設 082， 310 永盛るみ子 105， 111 

辻村史子 0110 中山和弘 294 

土建八千f 332， 0333 中山浩子 027 

堤 千 鶴 子 148 夏呂美貴子 076 

常由美和 24 行隠智子 090， 91 

i業幡美江 0270 商家賃美代 173 

坪井良子 335 

坪之内千鶴 135 

新野峰子 07 

て 新山悦子 0238 

出貝裕子 109 西 典子 124 

寺 岡 幸 子 306 西片久美子 52 

10， 0301 西口知子 250 

泰子 120， 320 i浅 坂 寛 美 102 

天雲夏美 212 西沢義子 316 

llli問{圭t佐 053 

と 夜間 i凌宏 326 

徳 井 麻 美 0157 llli谷 158 

徳 川 陽 子 0286 仁科祐子 172， 180， 0231 

役;永淳也 280 llli野潔英 8 

戸田すま子 290 E吉村明子 275 
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E耳目高 297. 298 土手間 陽子 51 

彩子 274 

球美 。74 ひ

Biili 美保 20 

ぬ 東香代子 314 

沼沢さとみ 0108. 305 樋口マキヱ 209 

?話本敦子 104 樋口 314 

肥後すみ子 252. 253 

ね 日 孝子 0170 

根来佐由美 198. 0199 平尾敦子 164 

根本和加子 02. 3 王子賞 0317. 330 

王子木 尚美 110 

の 節子 0324 

野j挙明子 329 平野イ左知子 060 

野悶 262 王子野 裕子 0268 

野村明美 0192. 193 境問能代 186 

H手本B合子 29 資JII 0195. 200. 201 

乗越千枚 0172. 180. 231 夜話美智代 0311 

楽松貞子 191 

13¥ 

Ia: 深JIIゆかり 94 

荻原 0187 jif-i翠

自国梨奈 103， 0117. 118， 139 深83 245 

橋口 1. 179 福i翠 093 

橋本和代 0177 福鵠 0220 

長谷川さゆ笠 289 福鵠龍子 097 

長谷川妙子 175 福部和明 0296 

長谷川智子 13. 15， 16. 284 福i刃和美 0273 

長谷川ともみ 157， 160 福田春枝 244 

長谷川真美 246. 268 磁器 037 

長谷川知幸子 0205， 241 福招 0105 

娼中 0216 福田正治 9 

八回勤可 。196 福間倫子 0122 

践者[i 嘉子 10 福国峰子 40 

馬場 140 福録恵子 0141 

0249 藤井撤也 285. 0294 

i安田 ♂1タ~え2、L ー 102 瑞恵 0120 

i安野香吉{ 030 藤JII 直美 038 

平71三 0102 藤田君支 112. 196 

林 鶴子 68 藤田淳子 141 

林 態{圭 270 藤83 徹 96 

林悶裕 美 32， 033， 295 藤83 倫子 286 

出有 香 0198. 199 藤野みつ子 20 

原 祥子 104 藤野 8 

原田広校 166 藤本悦子 065. 170. 277 

原田康子 41 藤本藍奈 23 
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布施淳子 317， 0330 松田かおり 0239， 240， 242 

一ッ森栄子 328 松田たみ子 225， 278， 281， 282 

i苅野由夏 0312 松村愛者[¥ 016， 28 

舟越和代 161， 0168 松本啓子 169 

斡越正人 175 松本賢哉 0129， 137 

舟島なをみ 26， 29， 70 松本尚美 9 

古瀬みどり 27， 36 松本尚子 0272 

古村美津代 0300 松本陸子 195， 0200， 201 

松山友子 210 

〆¥ 箆鍋えみ子 239， 0240， 242 

別宮直子 189 真部 302 

lま み

坊垣友美 0234 三浦弘恵 070 

和美 72 三浦浩美 161， 168 

縮問 72 三j議 宜 彦 246 

縮問弥生 327 水間真由美 244 

牡丹羽子 0314 水野智実 68 

堀内規子 213 道重文子 0228 

場内ふさ 69 道繁祐紀恵 207， 222 

綴JII 悦夫 46， 196 道践 l陸子 261 

堀川万記子 213 0137 

本iT lli}J美 263 水戸美津子 105， 111 

本I:1J 彩子 177 南)Ijiミ子 143. 0144 

w守 i滋子 60 

ま 宮内 環 。155

前)11 典子 041 宮島多映子 0219. 226 

前)11 泰子 72 真美 0166 

前田樹海 042， 43. 44 宮野ゆかり 220 

前田佳子 88 宮林郁子 231 

前原澄子 96 宮脇美保子 10， 301 

真木 智 126 三好協子 040 

牧本清子 55 恵里 019 

正木里佳 289 

真砂涼子 223， 225 む

真嶋市~・窓 68， 072 村上生美 252， 253 

t韓 国 安 代 280 村上みち子 29 

チト忠由美子 0184. 255 村上 if.奇 79. 0163 

阿部とし子 205 村松 216. 0258 

キ公浦 和代 184 村本 89， 96 

松間 牧 183， 232 室開恵子 047 

松警英亡と 0241 

松i察由香里 0251 も

松下 244 毛利貴子 0242 

松下由美子 0248 愈t-間敬司 020 

松 田悦子 108 キオノミド 一一，Eじtρr 25 
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森さ おり 38 山田 洋 128 

ネオ水ミ 祥子 46 山由美香 0318 

ネオ弔ミ ニ子鶴 11. 78， 81. 103， 117， 118， 129， 134， 山由美由紀 0332， 333 

136， 137， 0139， 275 山中 真 272 

科オミ之ミ 務長 0207， 222 山内 336 

森みずえ 0150 山本 0147 

森北裕美子 50 山本恵美子 0226 

森下 270 山本 41 

森田敏子 173 山本 l. 179 

森本美智子 0164 山本雅子 306 

治it 203， 204， 0232 山本美紀 221 

山本恭子 049 

や 山元由美子 203， 204 

安井彩香 23 

安井久美子 49 よ

安田加代子 102 横井郁子 109 

安 田智英 214， 319 横手芳慈 84， 95 

安富香苗 0208 横山公美 0111 

休 波茂子 221. 251 横山恵子 246 

安福 0261 横山真代 259 

八塚 58， 059， 67， 217， 319 吉井 忍 214， 0319 

隆哉 215 育関久美 218 

矢野智子 194， 247 吉田智美 032， 33， 295 

矢野崩実 332， 333 古部千賀子 0326 

矢ml 075 祥子 210 

道子 12， 14 吉村裕之 189， 190， 191 

山内 資 186 吉行部美 152， 153 

山川みやえ 055 米内山千賀子 113， 114， 0115 

出川裕子 93 米関雅彦 272 

出川百合子 133 米u1美智代 058， 59， 217 

出日立五希子 32， 33， 0295 

山口 321. 323 わ

出日夜己 206 若崎淳子 0169 

山口裕子 158， 0181 分島るり子 273 

山峰登志子 80 和田恵美子 198， 199 

山下香枝子 186 渡部車、思 160 

山下みゆき 314 渡辺尚子 140 

山i鷲 026 渡辺 50 

山田一期 87， 123， 175， 185， 236， 250， 311， 313， 渡主義 好江 185 

314， 315， 325 渡透 !緩子 206 

山間京子 187 綿貫恵美子 279， 0322 

山間路子 108， 305 

111 EE 1霊行 8 

山間 主4ζ3ρ 0260 

出回 071 

I1IEE 典子 0190 
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第33呂田本看護研究学会学術集会企画委員。実行委員

〈学会長〉

〈企覇委員〉

(2007/05/30現在)

50音順・敬称、略

石井 トク(日本赤ト字北海道看護大学，前岩手県立大学看護学部)

福島 裕子(岩手県立大学看護学部・事務局長)

浅沼 {愛子(岩手県立大学看護学部)

安藤広子(岩手県立大学看護学部)

安藤畏恵(岩手県立大学看護学部)

石井真紀子(岩手県立大学看護学部)

遠藤 良仁(岩手県立大学看護学部)

蛎崎奈津子(岩手県ゐ立大学看護学部)

木内 千品(岩手県立大学看護学部)

工藤朋子(岩手県立大学看護学部)

小山 掌子(岩手県立大学者護学部)

佐々木典子(岩手県春護協会)

白知i範子(岩手県立大学看護学部)

角川 志穂(岩手県立大学看護学部)

高橋苛寿子(岩手県立大学看護学部)

高橋有里(岩手県立大学看護学部)

野口 恭子(岩手県立大学看護学部)

藤村史穂子(岩手県立大学看護学部)

細越 幸子(日本赤十字秋器短期大学)

三鴻まゆみ(岩手県立大学看護学部)

山内 一史(岩手県立大学者護学部)

吉田千鶴子(岩手県立大学看護学部)
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〈実行委員〉

悶部京子(岩手医科大学舵属病院)

持部素子(岩手県看護?易会)

五回 陽子(岩手県立大学看護学部)

伊関 敏男(岩手県立大学看護学部)

伊藤 (議鴎赤十字病院)

井上都之(岩手県立大学看護学部)

井上智美(盛岡友愛病院)

岩拐j 光子(岩手県立大学看護学部)

上林美保子(岩手県立大学看護学部)

上野みどり(岩手巣立中央病院)

遠藤恵美子(岩手陸科大学的属病院)

及川千香子(盛向赤十字病!淀)

及川 正広(岩手県立大学者護学部)

小倉美沙子(宕手県立大学看護学部)

小山奈都子(岩手県立大学看護学部)

笠井輝代子(岩手県立大学看護学部)

兼国 昭子(岩手謀者護協会)

菊池和子(岩手県立大学看護学部)

議池謙一郎(岩手県立大学看護学部)

小苓地孝子(若手県立中央病院)

金野マサ子(岩手県立大学養護学部)

粛藤 貴子(岩手県立大学看護学部)

生賀 好子(岩手県看護協会)

佐々木千恵子(岩手県着護協会)

生々木憶子(盛鰐赤十字荊院)

生々木みゆき(盛岡市立病院)

生々木弥生(岩手看護短期大学)

三本松史子(岩手医科大学時属病院)

白椛奈緒(盛時友愛病院)

菅原江美子(盛詞友愛病院)

関 弘昭(岩手法科大学府属病院)

相馬一二三(岩手看護短期大学)

瀧沢美子(盛岡赤十字病院)

田口美喜子(者手県立大学看護学部)

竹崎登喜江(岩手県立大学看護学部)

武智 満(岩手県立中央荊段)

武田 晶子(岩手県立大学看護学部)

武器 利明(岩手県立大学看護学部)

田辺宥理子(岩手県立大学看護学部)

土罰 幸子(岩手看護短期大学)

思井彰子(岩手県立中央病龍)

似鳥 徹(岩手県立大学看護学部)

樋口百出子(岩手県立大学看護学部)

平賀ゆかり(岩手思立大学者護学部)

平野 昭彦(岩手県立大学看護学部)

袋井諮美子(盛岡友愛嬬院)

藤枝純子(盛岡市立痴院)

向井朗子(若手看護短期大学)

吉田敬子(盛鶴市立病院)

吉田ちあき(岩手肴護鎧期大学)

吉田 黒子(岩手県看護協会)

米津美子(盛関市立病院)

渡辺幸枝(岩手県立大学看護学部)
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名 会誌 ..6.. = .... 剛 A 民

ネす 越 康

松 岡 1手 夫

コ是主 田 2寺 子口

木 場 邑 jてEま五コ[. 

宮 崎 手2 子

内 海 混

伊 藤 暁 子

石 J1r Z念 生
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理事・監事名簿

理事役職名 氏 名

理 長 LlJ 口 控

副 理 長 泉 キヨ子

高5 理 長 回 島 桂 子

理 事 F寄 曲目 洋

理 石 井 ト ク

理 尾 j思寺ふ主z 恵三子

理 影 山 セツ

理 上

理 紙 克

理 JIl 日 孝 泰

理 JII 鴎 みどり

理 JIl 西 千恵

理 1m 村 佐和子

理 国 強

理 松 r告 子

理 山 翼理

理 目要 出紀

理 fllj 捺 澄

理 寺会 間 線

理 事 松 間 たみ子

理 山 田 律

理 山 勢 捧 車三

監 安 藤 詳 子

監 事 大 谷 農千子

(アイウエオj瞭)
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日本看護研究学会

平成19--21年度委員会委員名簿

(任期 平成19年4月 I日~平成22年3月31日)

理事役職名・委 会名 氏 名

理 長 tlJ 口 主主

副理事長・総務担当理事(長) 〈兼住〉 国 桂 子

総務担当理事 培 恵コ子

副理事長・渉外担当理事(長) 〈兼任〉 泉 キヨ子

渉外担当理事 JII 向島 みどり

会計担当理事(長) 宮 目要 由紀

会計担当理事 出 田 律

端集委員会委員(長) ) 11 口 孝 泰

編集委員会委員 JII 西 千恵

編集委員会委員 佐々木 J耳苦セζ 

編集委員会委員 J三~ 自 敏

編集委員会委員 王子 7乙 泉

編集委員会委員 ギA 、ド 千 善意

編集委員会委員 111 勢 !専 彰

奨学会委員会委員(長) 手l~ 克 子

奨学会委員会委員 11可 必
F
当
1 洋 子

奨学会委員会委員 キo r告

奨学会委員会委員 武 出 子

奨学会委員会委員 林 裕 子

学会賞・奨励賞選考委員会委員(長) 松 同 総

学会賞・奨励賞選考委員会委員 影 山 セツ子

学会賞・奨励賞選考委員会委員 JII キす 佐和子

学会賞・奨勧賞選考委員会委員 盟 回 裕 子

学会賞・奨励賞選考委員会委員 山 農理子

将来構想検討委員会委員(長) 松 出 たみ

将来構想検討委員会委員 石 井 ク

将来構懇検討委員会委員 上 鶴 重

将来携想検討委員会委員 国 島 経

将来構想 IlIJ E芸 澄 子

iE5庇七L 1<ど， 正義 詳 子

JhIEZFL - 事ー 大 谷 異千
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理 役職名 ・ 委 会名 I 氏 名

法人化検討委員会委員（長） 山 口 桂 子

法人化検討委員会委員 I 尾 恵三子

法人化検討委員会委員 田 桂 子

法人化検討委員会委員 I 
則ヽ., 

原 澄 子

法人化検討委員会委員 松 田 たみ子

倫理委員会委員（長） I 石 井 卜 ク

倫理委員会委員 江 守 陽 子

倫理委員会委員 I Jll 口 孝 泰

倫理委員会委員 手 恵

倫理委員会委員 松 木 光 子

学会誌発行30周年記念事業実行委員会委員（長） 田 中 裕 " 

学会誌発行30周年記念事業実行委員会委員 I 江 r寸ら 陽

学会誌発行30周年記念事業実行委員会委員
I 

尾 恵二子

学会誌発行30周年記念事業実行委員会委員 中 野 正 孝

学会誌発行30周年記念事業実行委員会委員 松 田 たみ子

学会誌発行30周年記念事業実行委員会委員 ’’ 木 明 子

医療技術評価ワ ー キング委員会委員（長） 泉 キヨ

医療技術評価ワ ー キング委員 大 津 廣

医療技術評価ワ ー キング委員会委員 I 紙 克 子

医療技術評価ワ ー キング委員会委員 JI I 嶋 みどり

医療技術評価ワ ー キング委員会委員 I 腰 由紀子

医療技術評価ワ ー キング委員会委員 I 松 田 たみ

（いずれもアイウエオ順）
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評議員地区別名簿

北海道地区(l 0名）
I , '"""" \ '"" 

氏 名 所 屈

二／□1（丈

氏 名 ）りr 屈
{li:1f翡fi'--T )-:.1史）('、;::
平 典）ベ 北海：直阪I荻大学看，没伽祉停：部

』' ' ' ' '' '' -.... ' ' ' ' •""""'-

杉iオs: Y e r

1!1 Ill flt f- 北洵追j'.及掠大学石，殴伽祉学祁

東北地区(13名）
' '

氏 名
-

l
 
り

”・
・ 屈 氏 名

一

ーり一 屈
阿祁テルI-I 弘前）＜学Iケi学部保健学且
ィi:JI: 前Ff I秒,JI!)ぐ芥l仄ヽ芹祁i呆i建‘学『I·

木村 紀Ji i弘面学院）く学石設学祁石設学利
”— , 9 ' .  ..,. 

小林 怜{'111形大学l矢学祁石晶学利
.) jともf 弘洲大学I矢学祁保健学科

パff··�、J文化ihi;直石，没人学 武II! 利明
イi情 l:I・ ロ森県立保健大学健康科学i言H,:,j'j,l隻学科 似j低みや[-

;;;1, 『 1,.:g I :::�:;:;��:�;"; 健/Jifl''ii;li石設パI I� 呆

祁保健学科石晶学内攻
罰『県立大学石設学祁

"" " -

以都橘大学石設 ,-;::m,

秒,Ill)く‘芹l'.ij'芹部1IiH建惰平I-

関東地区(15名）
’
ーり ,^

9 ー、"LL
 
）＇

 
-

|
 
り 屈

JI I I I 
.. 

紅＼／や: � じf
. .. .L. . • • ―_ 

.1じ） II J ミr I tJi潟県立石設）ぐ?

東京地区(28名）

氏 名 Iリi— 属 氏
筐

名□
}� 所 - ---- -- ------- ----·--- - - --ヤヽヽ - --

I杯原きよみ 坪9路）11111設）＜学 乳しii' 乳'.JIケ�JJ仇t/i\111ー ）(/; と
9ん. . -- —一・ヽヽ •ヽーーー ，-- -心 -- - - - - -、巫

肛及llliS'f.:X、 r 平隷クリストファ ー 大学石晶学,11; 坪倉烙入・守I I I rlif建）\j,ffJti{rl名1;
- - -----、---··

飯村, 11'(f 11本赤l·'j·:石設）＜学 f;)j)l:�\f見）： II本赤I庁:,n設）く学•• ヤ人 ••• , , • -···" ···- • ＇ I , ..... • -·-― 

）ゞイ'.J tb)り 束皐怠忠公仏利•人学悩］濯ば1 il及字平1 ij1,,jゞ ,;)j)こI LJ本がJ·'j-:,Li晶）ゞ学
尾岸恵三子 東京女子医科大学看設学部 長江 弘子 i 聖路加看設大学
岡部恵子 埼玉医科大学保健医療学部看護学科 中山和弘 聖路加看設大学
奥野茂代 京都橘大学看設学部 南野知恵子 参議院議員
川野雅資 共立女子短期大学看設学部 松田たみ子 群馬大学医学部保健学科
川嶋みどり 日本赤十字看設大学看設学部 松下由美子 山梨県立看設大学
柿川房子 新潟県立看護大学 村嶋幸代 東京大学大学院医学系研究科
菊地登喜子1日本看設協会看設教育研究センター 森 千鶴 国立看設大学校
小松浩子 聖路加看設大学 楊箸隆哉 郡山健康科学専門学校
斉藤やよい 東京医科歯科大学大学院保健箭生学研究科生休•生活機能看設学 横井郁子 首都大学東京健康福祉学部

[秀子厚生労働省 李 節子 県立長崎シ ー ボルト大学大学院人間健康科学研究科
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東海地区(34名）

氏 名 I 所 属 氏 名 所 属

安藤 詳子 I 名古屋大学医学部保健学科看護学 i 小山慎理子 神奈川県立保健福祉大学

足立 久子 i 岐阜大学医学部看護学科 佐藤 栄子 藤田保健衛生大学衛生学部

足立はるゑ 中部大学生命健康科学部保健看護学科 柴山 健三 9 藤田保健箭生大学大学院保健学研究科クリティカルケア学

浅野みどり 名古屋大学医学部保健学科 白尾久美子 静岡県立大学看護学部

池田 明子 北里大学看護学部 鈴村 初子 愛知医科大学看護学部

伊藤 孝治 日本赤十字豊田看護大学 杉浦 太一 岐阜大学医学部看護学科

稲吉 光子 北里大学看護学部 鈴木みずえ 重県 ―丑 巫
,g ii支ノヽナ

市江 和子 日本赤十字豊田看設大学 1高橋 真理 北里大学看設学部

石黒 彩子 I 中部大学生命健康科学保健看護学科 竹谷 英子 i 名古屋市立大学看護学部

岩瀬 信夫 愛知県立看設大学 竹田千佐子 兵庫医療大学

太田 勝正 I 名古屋大学医学部保健学科基礎看護学講座 泊 祐子 岐阜県立看護大学

太田喜久子
i

慶應義熟大学看護医療学部 土井まつ子 愛知医科大学看護学部

鎌倉やよい 愛知県立看設大学 平井さよ子 I 愛知県立看護大学

片岡 純 i 愛知県立看設大学 　藤井 徹也 名古屋大学医学部保健学科 

黒田 裕子 I 北里大学看設学部 山口 桂子 愛知県立看護大学

小山 幸代 東海大学健康科学部看護学科 山田 静子 藤田保健衛生大学衛生学部

小松万喜子 愛知
-···· "'-

I 河内憲子 日本赤十字豊田看護大学律瞑ノ‘寸—

近畿•北陸地区(41名）

氏 名 所 属 氏 名 所 属

青山ヒフミ 大阪府立大学看護学部 道重 文子 学看護学部

阿曽 I 大阪大学大学院医学系研究科保健学専攻 光木 京都府立医科大学医学部看護学科

泉 キヨ子 I 釘弘五学院医学系研究科但拮挙宙訊厨 如砂E畠鰐霊
ェ 宮島 朝子 I 京都大学医学部保健学科

藤崎 郁 大阪大学大学院医学系研究科保健学専攻 宮内 神戸市看設大学看護学科

悦子 石川県立看設大学 水田真由美 和歌山県立医科大学保健看護学部

藤田きみゑ
！

滋賀県立大学人間看護学部 材＊ 美春 明治鍼灸大学看護学部

藤原千恵子 I 大阪大学大学院医学系研究科保健学専攻 森 大阪府立大学看護学部

藤本由美子 神戸市立中央市民病院看護部 妙子

堀井たづ子 I 京都府立医科大学医学部看護学科 山田 一朗 KRCC臨床研究支援センタ ー

細見 明代 神戸市看護大学

和美 大阪府立大学看護学部

  』」本 恭子 園田学園女子大学人間健康学部

i 矢野 正子 藍野大学医療保健学部

細田 泰子1大阪府立大学看設学部 八塚 美樹 富山大学医学部看護学科

細川 淳子1石川県立看護大学 山田 京子1京都府立医科大学医学部看設学科

前原 京都橘大学 1安田 智美 富山大学医学部看護学科

桝本 妙子 明治鍼灸大学看設学部 吉永喜久恵 神戸市看設大学

丸岡 直子 石川県立看護大学 米田 昌代 石川県立看護大学 母性小児看護学講座

牧本 清子 大阪大学医学部保健学科 吉田久美子 石川県看護協会

慎鍋えみ子 京都府立医科大学医学部看護学科 若村 智子 京都大学医学部保健学科看護学専攻

松田 宣子 神戸大学医学部保健学科看護学専攻 和歌恵美子 地方独立行政法人大仮府立崩院視椙大阪府立評吸呂 ・ アレルギー医甕センタ ー

松田 光信 福井大学医学部看護学科 和田恵美子 大阪府立大学看護学部

真嶋由貴恵 大阪府立大学看護学部
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中層・四国地区 (2ア名)

氏 名 i 所 腐 氏 名 所 絞J

縞島ひづる 県立広島大学保健福祉学部看護学科 隠ρ 啓子 態烏大学監学部保健学科看護学専攻

猪下 光 岡山大学大学混保健学研究科署護学専攻成育看護学 千回好子 関山大学医学部保健学科看護学専攻

上限 苦王子 島根大学法学部看護学科ー rt商 純 子 愛媛県立腹療技術大学

内 田 宏 美 島根大学霞学部看護学科 野島良子

小野ツル子 関頭福祉大学 橋本和子 縞山平成大学看護学部

小野 ミツ 広島大学大学院保健学研究科看護開発科学講座 人見裕江 香川県立保健法療大学

片隠万里 高知大学医学部看護学科 藤田倫子 高知大学医学部看護学科

河野保子 宇部フロンティア大学入照健康学部看護学科 官接由紀子 広島大学大学院保健学研究科

JII西千恵美 徳島大学医学部保健学科 村上生美 関山県立大学保健福祉学部

掛橋千賀子 向山県立大学保健福祉学部 森下利子 お3知女子大学者護学者fi

関方弘子 香川県立援療保健大学 はi勢湾彰 山口大学医学部保健学科

近藤裕子; 淘江七海子 香川県立保健i家療大学

小鉢敏生 広島大学医学部保健学科 |横手芳恵 偶山県立大学保健福祉学部

続本 恵子;大飯市立大学涯学部看護学科

九州地区 (24名)

氏 名 i 所 属 J3i; 名 所 属

ヂド上 範江 佐賀大学医学部看護学科者護基礎科学講段 田中洋子 佐賀大学医学部附寓病院看護部

井上悦子‘ 熊本保健科学大学看護学科 土霞八千代 宮崎大学院学部看護学科

ifli田秀子 長崎大学医学部保健学科 野村-忘保子 久器米大学医学部署護学科

大池美也子 i九州大学医学部保健学科 萩深さつえ 議本保健科学大学

小i陪 光子 j大分大学医学部看護学科 東サトエ 宮崎大学医学部看護学科

JlI本利恵子;九州大学大学院援学研究院保健学部門者護学分野!!前回ひとみ 熊本大学i去学部保健学科

河合千恵子 111公開 総 福間女学院看護大学設設準備室

i意武和子 福間大学医学部看護学科 三重野英子 大分大学涯学部看護学科

佐藤 和子|佐賀大学援学部看護学科 ;森田敏子 熊本大学医学部保健学科

斉藤ひき子 佐袈大学涯学部看護学科臨床看護学講座 安楼史子 補岡県立大学看護学科

田 島桂子; 山本富士江 間際涯療福社大学大学院

~中美智子;宮崎県立看護大学 出勢義江 日本赤十字九州、i監If奈看護大学

選挙会告時の市出による所属です。但しそれ以降本人より所-属変更の中出があった場合，所属は変更してお

りますc)
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平成19年度日本看護研究学会総会議事事項

理事長挨拶

報告事項

1.学会員の動向

2.委員会報告について

日編集委員会報告

2)奨学会委員会報告

3) -奨励賞選考委員会報告

4)将来構想検討委員会報告

3. ホームページの運営について

4. 役員選挙について

5. その他

・日本学術会議について

-日本看護系学会協議会の活動について

-者護系学会社会探検逮合(看保連)の活動について

議題

1.平成18年度事業及び会計に関する

1)事業報告

2)会計報告

3)監査報告

2. 将楽構想、検討委員会からの提案について

3. ホームページの改訂について

4 平成19年度事業許磁2誌について

5. 平成19年震予案について

6. 第35関(平成21年度)学術集会会長選出について

7. その1m

第34潤(平成20年度)学1結集会会長挨拶

-平成18年産奨励賞表彰

-平成19年度奨学会奨学金授与
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於護岡市民文化ホール(マ 1)オス)

大ホール
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平成18年度事業報告

1. 第32回学術集会の開催：（松岡緑会長）8 月 24 日， 25 日

2. 機関誌発行： 29巻 1号'"'-'5 号 (5,700部）

3. 奨学会の運営：

奨学会奨学金授与：加藤真由美氏（新潟大学医学部保健学科）

鮫島雅美氏（京都大学大学院）

奨学会研究発表：佐藤政枝氏（名古屋市立大学看護学部）

4. 学会賞・奨励賞の運営

学会賞：大串靖子氏（青森県立保健大学）

奨励賞：静野友重氏（元：介護老人保健施設「ミネルワ」）

5. 地方会の運営：北海道， 東海， 近畿• 北陸， 中国・四国， 九朴l

6. 評議員 ・理事選挙（マ ー クシー ト方式導入）の実施

7. ホ ー ムペ ー ジの改訂（新WEBシステム導入）及びホ ー ムペ ー ジによる

情報提供

8. 将来構想の検討

1)法人化の検討

2)倫理委員会規程の検討等

3) 学会誌発行30周年記念事業

9.  診療報酬改訂に向けての医療技術評価の検討
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貸借対照表総括表

王子成19年 3月31B現在

日本看護研究学会 (単位:問)

季十 話 一般会計 ;奨学会特別会計
選挙事業積立金

内部取引消去 合計
特部会計

I 資産の部

1.流 動 資 産 23，485，494 9，880，405 51，200 33，417，099 

2. 閤 定 資 産 [ 47，784，084] [0] [0] [OJ [47，784，084] 

(1) 基 本 財 O 01 O O 

(2) 特 rZA巳， 'di ~ 38，602，151 O O 38，602，151 

(3) その他院定資産 9，181，933 O O 9，181，9B3 

資 議 1口〉、 言十 71，269，578 9，880，405 51300; O 81，201，183 

五 負債ーの部

1.流 動 負 17，022，900 O O 17，022，900 

2. 諮 負 01 O O 

魚 債 み仁3、 17，022，900 O 17，022，900 

III lE味財産の部

1.指 'jふ己， 正 球 財 産 O O O O 

(うち基本財産への充当額) (0) (0) (0) (0) 

(うち特定資産への充当額) (0) (0) (0) 

2. 一 正 防ミ 民主 産 54，246，678 9，880，405 Sl，200 64，178，283 

(うち基本財産への充当額〉 (0) (0) (0) (0) 

(うち特定資産への充当額) (38，602，151) (0) (0) (38，602，151) 

正味 財 産合 54，246，678 9，880，405 51，200 O 64，178，283 

負 及び正i旅立す産合計 71，269，578 9，880，405 51，200 O 81，201，183 
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収 支計算書総括表

王子成18年 4Jil尽から平成19年 3月31日まで

百本看護研究学会 (単柱:円)

科 自 一般会計 |奨学会特開会計
選挙事業麓立金

内部取引梢去 l悶泳三ロきr
特加会計

事業活動収支の部

1. 業 活動収入 [ 45，052，126J [2，403，643J [1，200，080J 〔ム l，600，OOOJ [ 47，055，849J 

入 i21 〉、 金 i技 入 1，416，000 O O 1，416，000 

JZL 2f 費 ヰ又 入 41，430，000 O O 41，430，000 

雑 i技 入 2，206，126 3，643¥ 80 2，209，849 

1ι L 耳立 答: Il(f :'ili: O 2，000，000 O 2，000，000 

他会計からの繰入金収入 O 400，000 1，200，000 ム 1，600，000 O 

2. 業活動支出 [ 42，023，470J [401，690] [3，433，716J 〔ム l，600，OOOJ [ 44，258，876J 

F出t 理 費 支 出 40，423，470 401，690 3，433，716 44，258，876 

他会計への繰入金支出 1，600，000 O O ム 1，600，000 O 

業活動収支 額 3，028，656 2，001，953 ム 2，233，636 O 2，796，973 

E 投資活動収支の部

1.投資活動収入 [3，000，000J [OJ [0] [0] [3，OOO，OOOJ 

貸付金問収奴入 3，000，000 O O 3，000，000 

2 投資活動支出 [12，341，525J [OJ [OJ [OJ [12，341，525] 

特 定 資産取得支出 1，104，601 O O 1，104，601 

協定資 取得支出 8，236，924 O O 8，236，924 

貸 1'.1 ノ:m:.、 支 出 3，000，000 O O 3，000，000 

投資活動収支 額 ム 9，341，525 O O ム 9，341，525

E 財務活動収支の部

1.財務活動収入 O O O 

2.財務活動支出 O O O 

財務活動収支 額 O O O O O 

N ご予俄費支出 O O O O 

当期収支 額 ム 6，312，869I 2，001，953 ム 2，233，636 O ム 6，544，552

前期繰越収支 額 弘前463i 7，878，452 2，284，836 19，938，751 

次期繰越収支 額 3，462，594 9，880，405 51，200 O 13，394，199 
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一般会計収 支決 算書
平成18年4月 1日から平成四年3丹31Bまで

会

日
学
)
-

〕
む
し

Rμ

一

-Z
ノ
立
口
一

研
〉
一
項

護
。
一

看
入
一

時
似
一

(上手投:内)

予第額 決算額 差 異 備 者
d

1.会費 39，179，000I 41，側，000Iム 2お1，000

内 ;樫一一一…-一…苧一~~~~~~*
訳 ; 塑明空壁里竺里開方坦Rふ片含笠烹φ 七一1望9ろ型明型♂明り閉明00空引; 全ι明1与12，雪坦明叫雪閉町q引; ;新 入 会 員; 2，800900; 330490oj ム 504，000I 472名 (H17前受け入会216名)

2.入会金 1，200，000I 1，416，000 ム 216，000I 
3 学会誌広告料 500，000I 500，000 0 I 29巻1~ 5号

4 有料購読料 1，090，000I 1，1ぬ000I ム 40，000I未収 2件含む

5 出版著作権料 1，000I ぉ0，740 ム 259，740

怠 300，000I 315，386 I ム 15，386 郵寵定額一段2議題

3，000，000 3，000，000 I 0 第32関学術集会

日控型民性空包塑主主
O 

未収金 2，981，000内含む

(支出の部)

1. 

2. 

3. :I1l!方会補助費

4.諸会費

設

予算額

扇記U
150，000 

1，980，000 

決算額

5担笠j
O 

1，980，000 

280.000 

1
2
3
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間

150，000直担金幕・総会名札他
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項 自 | 予葬額 i 決算額 ; 差異 iftil 考

1O.備品，器具購入支出 1，500，000I 1，779，498 I ム 279，4弼|パソコン，プリンタ コピー機，エアコン

11. ソフトウエア購入支出 oI 6，457，426 1 ム6，457，4261事rrWEBシステムの導入

12 設備購入支出費 50，000I 0 1 50，000 I 
13.事 務 費 2，500，000 2，286，642213，3581封諮・ラベル・コピー用紙(註2)

14.人件費 4，950，000I 4，106，660 I 843，3401 

日 常雇用 3，500，000I 3，100，000 I 400，000 1 3名
内 ['三五泣扇;一属語一…降福一……‘一-語一一一-一-吊扉一一一守一一e一γe

訳 3♂予)…芳一一一一…一一一一-一一一一一一一-芳一 一………吟……φ…匂竺竺…………一..1上iしし-一一一一一一一一-一一一一一 35狩，0，00閉o引匂J上上Lしし今一一一一一一一- 一努1，空竺q明内o笥一…し-今空竺全合?三と-一守1旦11，空q今引似也J…司…剖塑理杢~. 竺符秀秀煮空時---. …m 

4)福利淳生費等 200，000I 0 I 200，000 1社会保険・媛用保険料等

15 ホームページ関連経費 7，000，0001 2，403，011 I 4，596，989 1メンテナンス，更新，サーバ料金(月毎)

l6.特別会計繰入金支出 1，100，000I 1，600，000 1 ム 500，0001

内 11)奨 学 会 400，0001 400，000 1 0 I 2名奨学会郵便通帳に混入

訳 I2)選挙事業積立金 700，000 I 1，200，000 I ム500，000I評議員・理事選挙実施年度選挙卒業郵便通帳に譲入

17.学術集会貸付金 3，000，0001 3，000，000 i 0 1第33留学術集会

18.慶 弔 費 100，0001 15，750 I 制，250I内規により，元役員 1名供花代

19 会費徴収不能額 01 623，000 I ム623，000i (平成17域会費繍89名会員ij8条3による資機失)

2O.予俄 費 108，463I 0 I 10郎臼 i
21 特定預金支出 8ω，000I 1，104，601 1 ム244，ω11 

内1)用空持主幣相i一一一切り?"j一一一 800主君!
2) 法人頭設挙器禁立預金支出 3仏0001 4，089 
3)損害対紳欝頭金支出 30，000I 300，000 I ム270，0001郵便定期満期利息分 (30万円)

当期支出 合計 55，045，4631 54，364，995 I 

当期収支差異|ム9，775，463I 
次年度繰越金 O 

55，045，463 

収支計算書に対する注記
1 資金の範闇

資金の範閣には，現金，普通頭金，未収金，荷主、金，未払金.前受金.自iIi受会党更新料引当金を含めている。

なお.前期末及び当期末残高は，下記2に記載するとおりであるO

2 次期繰越収支差額に含まれる資産及び負債の内訳

306 

科 自

現 i: 
通 7長 金

えと ヰ又 旦r、乙

Illj 払 豆6..乙

{t 

えと 在、 金

[J1j F》〈ー. 金

HlJ 5t ム i-{ L 資

吏 新 料- ヲj 当
メ悶'>. 

次 期繰越 収 支 差 額 i
(註1)地方会運営費 :4月1日会員数

北 海道(299名)

東海 (912名)

近畿・北経 ( 1，221名)

中淘・四国 ( 758名)

九 州(744~) 

前期末残高 当期末残間J

10，487 872 

21，719，201 17，345，847 

1，896，000 2，981，000 

157，775 157，775 

23，783，463 20，485，494 

O 246，900 

O i 10，000 

13，923，000 16，596，000 

85，000 170，000 

14，008，000 17，022，900 

9，775，463 3，462，594 

会員一人当たり500河x人数(l，000 fLJの伎を四捨五入し万単位で支払う)
157Jp:j 
46万円
627J円
38万円
37万悶

(註2)公認会計二とによる外部監査 (16.8万円).年求書道整作成 (5万同)パソコン支援経費(12万円)を含む
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日本看護研究学会

般 会 計貸借対照表
王子成19年 3月31日現夜

科 日 ~ 年 度 前年Bt

I 資 の部

1.流動資産

現 金 872 10，487 
宣悶伝 i盈 預 金 17，345，847 21，719，201 

未 )1又 金 2，981，000 1，896，000 

言す 主l、 金 157，775 157，775 

貸 ii' 会 3，000，000 3，000，000 

流動資 iu〉、苦ilt 23，485，494 26，783，463 

2. 閤定資産

(1)特 rIi己~ 資 産

記念 積立頚金 11，300，211 10，499，699 

法人開設準備積立預金 24，001，940 23，997，851 

t員 対策準鏑預金

特定資 言十 38，602，151 37，497，550 

{おその他限定資産

設 {務 202，388 202，388 

器 具 儲 口口訂 2，891，401 2，676，255 

減価 却 累 計 額 ム 1，146，373 ム 2，202，478

然形罰 資産 6，434，549 1，088，035 

話 力E 入 権 149，968 149，968 

数 会 {呆 言正 金 650，000 650，000 

その地協定資産会計 9，181，933 2，564，168 

回定 合計 47，784，084 40，061，718 

71，269，578 66，845，181 

E 負 の部

1.流動負僚

米 十ム 246，900 O 

fjlJ 'J¥とLん 金 10，000 O 

目立 Fふと一， JZL Z 費 16，596，000 1 13，923，000 

更新料引当金 170，000 85，000 

流動 f長合 17，022，900 I 14，008，000 
i仁L3 百十 17，022，900 I 14，008，000 

E 正味財産の部

1 指定正味財産

指定正味財産合計 O O 

(うち基本財産への充当額) (0) (0) 

(うち特定資産への充当額) (0) (0) 

2.ー殻正味財産 54，246，678 52，837，181 

(うち基本財産への充当額) (0) (0) 

(うち特定資産への充当綴) (38，602，151) (37，497，550) 

正味財 合計
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(単{立:伺)

土議 減

ム 9，615

ム 4，373，354

1，085，000 

O 

O 

ム 3，297，969

800，512 

4，089 

1，104，601 

O 

215，146 

1，056，105 

え346，514

O 

O 

6，617，765 

7，722，366 

4，424，397 

246，900 

10，000 

2，673，000 

85，000 

3，014，900 

3，014，900 

O 

(0) 

(0) 

1，409，497 

(0) 

(1，104，601) 
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般 会計財産自録表
平成19年3月31日現在

日本看護研究学会

科 日 金

(単位.丹)

額

I 資産の 音11

l.流動資産

現金

現金手許有潟

普通預金

千葉銀行中央支hS

三菱東京UFJ銀行千葉支応

郵便局

京葉銀行本町三之1苫

未収 金

王子成18年度会費 (423名分)

学会誌有料終読fil.(2件)

前払 金

事務局事務所王子成19年4月分賃料

滋事会会場資(平成19年4月22民分)

貸付金

第33民学術集会

2. 

山特定資産

記念卒業総立預金

千五5銀行中央3i:hS

雲1;便局

京芸i銀行本日fJ文1古

京菜銀行本町支足:

法人開設準備積立頭金

三菱東京UFJ銀行千葉支応

郵便局

郵便局

京業銀行本町支応

京葉銀行本町文1吉

損害対策準備積立預金

京業銀行本町支hS

(2) その他閤定資産

設備

シャッター工事 (H14.12) 

減餓依去IJ累計額

器具1fm品
五/lSシュレツダー 2270SW. N (H7.6) 

減価償却累計*綴

富こと通パソコン FIVIV一式(H12.12)

滅側償却累計額

ノートパソコン PCvv22x一式(H16.2)

滅締償却累計額

804，464 

1，663，387 

3，715，740 

11，162，256 

2，961，000 

20，00。
131，000 

26，775 

流動資産合計

9，501，083 

800，000 

199，128 

800，000 

9，509，134 

2，000，000 

2，200，000 

10，001，616 

291，190 

特定資産合計

872 

円

i
d
せ。δ

m
h
U
 

4
 

η
J
 ，
 

円

i
宅
2
ム

2，981，000 

157，775 

1
1
A
 

苛

t
ム

q
ムハ

υ
ハ
υ

守
リー

i
1
1ム

24，001，940 

3，300，000 

38，602，151 

202，388 

ム 33，150 169，238 

190，550 

ム 181，023

389，434 

369，963 19，471 

230，821 

66，364 
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23，485，494 



季1. 自 金 額

ノートパソコンLet'snote一式(日17.8) 301，098 

減価償却累計額 ム 112，911 188，187 

会員管王室用パソコンFMいC5200(Hl8.4) 511，098 

減{磁器支部累計額 ム 114，997 396，101 

コピー機MINOLTAbizhub250 (H18.6) 1，037，400 

減{断食去p累計額 ム 155，610 881，790 

東芝エアコン (H18.8) 122，850 

減価倹去p~築計額 ム 12，235 110，615 

緩薬用パソコン東芝EQUIU五113400(H19.3) 108，150 

i球術後発1累計額 ム 2，027 106，123 

号普及織品 計 1，778，178 

無形国定資産

学会ホームページ製作焚用(Hl5.3) 164，973 

学会ホームページ製作索用(H17.2) 238，000 

PCA公主主法人会計(Hl7.l0) 327，516 

i設公文献データホームページ (H18.9) 5，704，060 6，434，549 

電話加入権

電話 1台043“22ト2331 74，984 

FAX1合043-22ト2332 74，984 149，968 

敷金保証金

一事務局事務所笈{変数金係託金 650，000 

その他器定資産会討 9，181，933 

関走資産合 47，784，084 

資 産 点口、 71，269，578 

E 負 の音1)

1.流動負債

未払金

常五室F詩人件費 3名分 246，900 

前受会

手王将勝読料 10，000 

前受会費

平成19年度会室聖書李 16，596，000 

更新料51

事務長jjJfi.務所録傍受新料引き当金 170，000 

流動負債合計 17，022，900 

負 領 1f 言十 17，022，900 

正 味 財' 産 54，246，678 
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日本看護請究学会

一般会計正味財産増減計算書
平成18年4月1日から平成四年3月31日まで

科- 自 ~年度 前年度

一段正味財産増減の部

1.経常増減の部

(1) 経常収益

受取入会金 [1，416，000J [1，902，000J 
正会員入会金 1，416，000 1，902，000 

受取会費 [ 41，430，000J [37，420，000J 
継 司、伝冗去三 dzh z 員 38，014，000 32，872，000 
過年度追加入会等 112，000 110300 1 

新 入 iZL X 員 3，304，000 4，438，000 
雑収益 [2，206，126] [2，731，381] 

2子 J耳E、 さ如士、 i宮A十 事ヰ 500，000 600，000 
手ま 料ふ 鱗 さ回き三~ 料， 1，130，000 1，040，000 
出版著作権料他 260，740 O 

雑 収 益 O 1，087，280 I 
~ι ， 取 手IJ ，息 315，386 4，101 

事壬 常 収 益 45，052，126 42，053，381 
(2) 経~~~費用

管理費 [ 41，946，582J [36，318，152J 
学術集会繍助費 500，000 500，000 
土勾を会巳、 ~ 運 ，山E土( 費 O 140，022 
地方会補助費 1，980，000 1，200，000 
5昔 f一一入

Z号 280，000 80，000 
理 1Z3、Z '{1[ (2，197，344) (2，730，381) 

必fI~~ 千を 理 事。 之公〉ミ、 678，767 304，201 
JE fllJ 潔 ヨE 之=広〉三、 1，065，051 1，761，474 I 
総 会 I1寺環若手会 453，526 664，706 

-委員会運営費 0，369，959) (1，590，112) 
奨学会委員会 188，501 135，420 
総 立主 委 Eミ ぷZ〉3Z、 576，421 698，990 
学会1ii:・・奨励1t委員会 410，297 254，803 
将来構想検討委員会 172，740 500，899 
そ の fむ 22，000 O 

F-n 席目 望号 (17，202，202) (16，725，710) 
学 ぷヱ人" 苦'"虫ひz 17，038，140 16，531，198 
iZ〉2、5 報 O O 
そ の {也 164，062 194，512 

通 資 (5，603，185) ( 4，670，715) 
学 ~ 王防女。 4，454，845 4，082，390 
d3L 2Z Z号 さ5き3ミ日" 求 99，960 107，520 
守I 務 通 信 1，048，380 480，805 

挙務局運営費 (l，855，717) (1，838，215) 
3ま 1~ 1，572，000 1，575，250 
更新料引当金 85，000 85，000 
光 幸九 望号 119，506 
i湾 耗 n仁u3 2を 7，231 5，759 
行ー ilif f務 It3コU 71，980 51，019 

事 務 主号 2，286，642 1，517，274 
人 f* 望者 (4，106，660) (3，586，654) 

?詰「 援 用 3，100，000 2，657，125 
Ii.¥i; If.寺 7豆 用 645，170 674，669 
方長 'Ji( 寺子 361，490 254，860 
福利厚生設さ事 O O 
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(単位:内)

il!i 減

〔ム 486，000J
ム 486，000
[ 4，010，000J 
5，142，000 

2，000 
ム 1，134，000
〔ム 525，255J
ム 100，000

90，000 
260，740 

ム 1，087，280
311，285 

2，998，745 

[5，628，430J 
O 

ム 140，022
780，000 
200，000 

(ム 533，037)
374，566 

ム 696，423
ム 211，180

(ム 220，153)
53，081 

ム 122，569
155，494 

ム 328，159
22，000 

(476，492) 
506，942 

O 
ム 30，450
(932，470) 
372，455 
ム 7，560
567，575 
(17，502) 
ム 3，250

O 
ム 1，681

1，472 
20，961 
769，368 
(520，006) 
442，875 

ム 29，499
106，630 

O 



科 自 当年度 前年度 t議 減

ホームページ関連経費 2，403，011 574，140 1，828，871 
慶 弔 費 15，750 O 15，750 
i成 1ilIi 苦言 却 費 1，523，112 548，929 974，183 
数 収 不 能 額 623，000 616，000 7，000 

他会計への繰出 [l，600，OOOJ [500，OOOJ [1，100，OOOJ 
奨学会特別会計繰入金 400，000 O 400，000 
選挙事業務会立念特別会計繰入金 1，200，000 500，000 700，000 
経 意' 費 F話 言十 43，546，582 36，818，152 6，728，430 

当期経常増減額 1，505，544 5，235，229 ム3，729，685
2.経常外増減の部

(1) 経常外収主主

経常外収益計 O O O 
(2) 経常外費用

関定資産除却損 96，047 O 96，047 
経常外費用計 96，047 O 96，047 

当期経常外増減額 ム 96，047 O ム 96，047
当期一般正味財産増減額 1，409，497 5，235，229 ム 3，825，732

一段正味財産期首残高 52，837，181 47，601，952 え235，229
一般正味財産嬬米残高 54，246，678 52，837，181 1，409，497 

E 指定正味財産増減の部

当期指定正味財産増減額 O O O 
指定正味財産期首残高 O O O 
指定正味財産期末残高 O O O 

L聖一正味財産期米残高 ~4，246，BI~ 52，837，181 1，409，497 
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日本看護研究学会

科

I 事業活動収支の部

1.事業活動収入

自

奨学会特別会計収支計算書
平成18年4月1日から平成19年3月31臼まで

決算額 {I富 考

寄付金収入 2，000，000 第32留学術集会から寄付金 200万円

雑収入 [3，643J 
FふとLん 取 利 息、 3，643 受け取り利息

他会計ー繰入収入 [400，000J 
般会計繰入金収入 400，000 

事業活動収入計 2，403，643 
2.事業活動支出

管理費 [401，690J 
Z労 費 支 出 1，690 振り込み手数料残高説明書

支払効成金支出 400，000 授与者 2名

事業活動支出計 401，690 
事業活動収支差額 2，001，953 

R 投資活動収支の部

1.投資活動収入

投資活動収入計 O 

2.投資活動支出

投資活動支出計 O 

投資活動収支差額 O 

m 財務活動収支のき1¥

1.財務活動収入

財務活動収入計 。
2. l段務活動支出

財務活動支出 。
財務活動収支差額 O 

IV 予備費支出 一一一一一---
当期収支差額 2，001，953 
前期繰越収支差額 7，878，452 
次期繰越収支差額 9，880，405 

収支計算書に対する注記

1 資金の範間

(単位:円)

資金の範関には，普通預金，定期預金を含めている。なお，前期末及び当期末残高は，下記2に記載するとおりであ

る。

2 次期操越収支差額に含まれる資産及び負債の内訳

不1- 13 前期末残高 当期末残高

立国立 通 頭 金 578，452 580，405 
r正A巳ゅ 期 預 金 7，300，000 9，300，000 

メιJド 7，878，452 9，880，405 

iザミ期繰越収支差額 7，878，452 9，880，405 
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奨学会特別会計正味財産増減計算書
王子成18年4月1Bから王子成四年3丹31日まで

日本看護研究学会

日 当年度 前年度

1 一般正味財産増減の部

1.経常増減の部

(1) 経常収益

受取寄付金 2，000，000 O 

雑収益 [3，643] [1，178] 

~ι • 取 手5 ，息 3，643 1，178 

他会計ーから繰入 [400，000] [0] 

会計 入金 400，000 O 

経常収益計 2，403，643 1，178 

(2) 経常費用

管理費 [401，690] [630J 

1ガ 受 1，690 630 

4Jι 4 払 助 成 金 400，000 O 

経常費用計 401，690 630 

当期経常増減額 2，001，953 548 I 

2.経常外増減のきE

(1) 経'fz-外~又主主

続常外i江主主計 。 O 

(2) 経常外費用

経常外費用計 O 

場経常外増減額 O 

当期一段正味財産増減額 2，001，953 548 

一絞正味財産期首残高 ア，878，452 7，877，904 

一毅正i成員十渓j嬰末残高 9，880，405 7，878，452 

自 指定正味財産増減の音I~

当期指定正味財産増減額 O 

指定正味財産期首残高

指定正味財産期末残高 O O 

m 正味財産期末残高 9，880，405 I 7，878，452 
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(単位:円)

土器 減

2，000，000 

[2，465J 

2，465 

[400，00 

400，000 

2，402，465 

[401，060] 

1，060 

400，000 

401，060 

2，001，405 I 

O 

O 

O 

2，001，405 

548 

2，001，953 

O 

O 

O 

2，001，953 
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財務諸表に対する注記

1 重要な会計方針

(1) 閤定資産の減価償却の方法

定額法を採用しております。

(2) 出費税等の会計処理

消費税等の会計処理は，税込方式を採用しております。

2 基本財産及び特定資産の増減額及びその残高

基本財産及び特定資産の増減額及びその残高は，次のとおりである。

科 自 前期末残ぬ 当期I設加額 当期減少額 当期末残I潟

基本財産 O O O 

O O O 

特定資産

記念事業積立預金 10，499，699 800，512 O 11，300，211 

法人開設準備積立預金 23，997，851 4，089 O 24，001，940 

損害対策準備預金 3，000，000 300，000 O 3，300，000 

計 37，497，550 1，104，601 O 38，602，151 
ム口、 言十 37，497，550 1，104，601 O 38，602，151 

3 基本財産及び特定資産の財源などの内訳

基本財産及び特定資産の財源などの内訳は，次のとおりである。

手;↓ 日 当期末残高 I (うち指定正i問(う九正問 i(うち負債に対!志
からの充当額) からの充当額) する額)

基本貯蔵 。 01 

O O 

特定資産

記念事業積立預金 11，300，211 O 800，512 O 

法人槻設準備積立預金 24，001，940 O 4，089 O 

損害対策準備頭金 3，300，000 O 300，000 O 

言f 38，602，151 O 1，104，601 O 

ムロ、 計 38，602，151 O 1，104，601 O 

4 信i定資産の取得価額，減価噴却累計額及び当期末残高

回定資産の取得儲額.減価償却累計額及び当期末残高は，次のとおりである。

手i 自 取得価額 減価簡却累計額 当期末残高

設備 202，388 33，150 169，238 

器具備品
叫 Oli 1，113，223 1，778，178 

無形臨定資産 8，245，156 1，810，607 6，434，549 
A口、 言十 11，338，945 2，956，980 8，381，965 
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日本看護研究学会

手ヰ 自

I 資産の部

上 流動資産

通 韻 金

Ji己- 器 頭 金

流動資産合計

2. 間定資産

特定資産会計

その他臨定資産合計

間定資産合計

資産合計

立 負 の部

負{安合計

阻ま味財産の部

J 指定正味財産

(うち恭本財産への充当額〉

(うち特定資産への充当額)

指定正味財産合計

2. 一殻正味財産

(うち基本財産への充当額〉

(うち特定資産への充当額)

iEl床財産合計ー

負f資及び正味財産合計

奨学会特別会計貸借対照表
平成19年 3丹31臼現在

当年度

580，405 

9，300，000 

側 405j

O 

O 

9，880，405 

O 

O 

(0) 

(0) 

O 

9，880，405 

(0) 

(0) 

9，880，405 

9，880，405 
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前年境

578，452 

7，300，000 I 

九州52l

O 

O 

O 

7，878，452 

O 

O 

(0) 

(0) 

7，878，452 

(0) 

(0) 

7，878，452 I 

7，878，452 

(単位:丹)

t皆 減

1，953 

2，000，000 

2，001，953 

O 

O 

O 

2，001，953 

O 

O 

(0) 

(0) 

O 

2，001，953 

(0) 

(0) 

2，001，953 

2，001，953 
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正味財産増減計算書総括表
王子成18年4月1日から平成19年 3月31日まで

日本看護研究学会 (単位:丹)

科 自 一殻会計 奨学会特別会計
選挙事業積立金

内部取引消去 i口〉、さロ1-
特部会計

I 一般正味財産増減の部

1.経常増減の部

(1) 経常収益

受取入会金 [ 45，052，126] [2，403，643] [1，200，080] 1，600，000] [ 47，055，849] 

受取会費 1，416，000 O O 1，416，000 

雑収益 41，430，000 O O 41，430，000 

受取寄付金 2，206，126 3，643 80 2，209，849 

他会計ーからの繰入額 O 2，000，000 O 2，000，000 

(2) 経常費用 O 400，000 1，200，000 ム 1，600，000 O 

管理費 [43，546，582] [401，690] [3，433，716] 〔ム 1，600，000] [45，781，988] 

他会計への繰出額 41，946，582 401，690 3，433，716 45，781，988 

当期経常滑減額 1，600，000 O O ム 1，600，000 O 

2.経常外;増減の部 1，505，544 2，001，953 ム 2，233，636 O 1，273，861 

( 1) 絞常外収益

(2) 経常外費用 。 O 。 O 

当期経常外増減額 96，047 。 。; 96，047 

当期一般正味財産増減額 ム 96，047I O o I O ム 96，047

一般正味財産期首残高 1，409，497 2，001，953 ム 2，233，636

一般正味財産期末残高 52，837，181 7，878，452 2，284，836 i 63，000，469 

E 指定正味財産増減の部 54，246，678 9，880，405 o I 64，178，283 

当期指定正味財産増減額

指定正味財産期首残高 O O O O 

指定正味慰産期末残高 O O O O 

沼 正味財産期末残高 O O o I O 

54，246，678 9，880，405 日，200I o I 64，178，283 

財務諸表に対する注記

1 重要な会計方針

(1) 活費税等の会計処理

〈む 泊費税等の会計処理は，税込方式を採用しております。
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日本看護研究学会

科

I 資産の部

1.流動資産

現 金

現金手許有高

普通預金

千葉銀行千葉訳前文浩

郵便局

定期預金

千葉銀行本高営業部

郵便局

流動資産合計

2. 関定資産

国定資産合計

E 負 の 部

正味財産

奨学会特別会計財産自録
平成19年 3月31日現在

目

491，027 

89，378 

O 

580，405 

4，300，000 

5，000，000 9，300，000 
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(単{立:円)

金 額

9，880，405 

9，880，405 

O 
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選挙事業積立金特別会計貸借対照表
平成19年 3月31B現在

日本看護研究学会

科 日 当年度 前年度

資産の部

1.流動資産

j通 預 金 51，200 2，284，836 

流動資産合計 51，200 抑制36I 
資産合計 51，2 2，284，836 I 

証 負{責の部

流動負債合計 O 

負債合計 O O 

斑 正味財産の部

1.指定正味財産 O O 

(うち恭本財産への充当額) (0) (0) 

(うち特定資産への充当額) (0) (0) 

指定正味財産合計 O 

2. 一般正味i材産 51，200 2，284，836 

(うち基本財産への充当額)

(うち特定資産への充当額)

まi米財産:合計

負僚及び正味財産合計
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(単位:I引

増 減

ム 2，233，636

ム 2，233，636

ム 2，233，636

O 

O 

O 

(0) 

(0) 

O 

ム 2，233，636



選挙事業積立金特別会計正味財産増減計算書
平成18年4月l日から平成均年3月31おまで

日本看護研究学会

季1. 日 当年度 前年度

I 一般正味財産増減の部

1.経常増減の部

(1) 経常i江主主

雑収益 [80J [70J 

受取科息 80 70 

他会計から繰入 [1，200，000J [500，0吋
一殺会計繰入金 1，200，000 500，000 

経常収益許 1，200，080 500，070 

(2) 経常費用

[3，433，716J [OJ 

印尉費 885，447 O 

通信費 822，745 O 

事務費 同山; O 

人件ー費 14，470 O 

117，232 O 

旅費交通費 177，710 

経常費用計 3，433，716 O 

当期経常増減額 ム 2，233，636I 500，070 

2.続常外増減の部

出経常外収益

経常外収益計 o I O 

(2) 経常外費用

経?;?外費用計 O 

当期経常外増減額 O 

当期一殺正味財産増減額 ム以仰36I 500，070 

一般正味財産期設残高 2384，836; 1，784，766 

一段正味財産期末段高 山 00I 2，284，836 

立 指定正味財産増減の部

当期指定正味財産増減額 O 

指定正味主主産期首残高 o O 

指定正味財産期末残高 O O 

取 正味財産期末残高 51，200 2.284.836 

財務諸表に対する注記

1 重要な会計方針

( 1) 消費税等の会計処理

出費税等の会計地理は，税込方式を採用しております

自ヰ三宅ま護研究学会雑誌VoL30 No.3 2007 

(単位:円)

増減

[10] 

10 

[700，000J 

700，000 

700，010 

[3，433，716J 

885，447 

822，745 

1，416，112 

14，470 

117，232 

177，710 

3，433，716 

ム 2，733，706

O 

O 

O 

ム 2，733，706

500，070 

ム 2，233，636

O 

O 

O 

究究文文民文伝
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臼本看護研究学会

科

資産の部

1.流動資産

現金

現金手許有高

普通預金

郵便局

流動資産合計

資産合計

日 負債の部

負{資合計

正味財産

320 

自

選挙事業積立金特別会計財産自録
平成19年 3丹31日現在

立P正h 

O 

51，200 

日本看護研究学会雑誌 Vol.30 No.3 2007 

(単位:円)

額

51，200 

51，200 

O 

51，200 



日本看護研究学会

手1. 日

I 事業活動収支の部

1.事業活動収入

雑収入

受取利息、

{也会計繰入収入

一絞会計繰入金収入

事業活動収入計

2. 卒業活動支出

管理費

印騨費支出

通信費支出

事務費支出

人件費支出

旅費交通費支出

卒業活動支出計

卒業活動収支差額

R 投資活動収支の者rs

1.投資活動収入

投資活動収入計

2. 投資活動支出

投資活動支出言i命

投資活動収支差額

班 員j務活動収支の部

1.財務活動収入

財務活動収入計

2. 財務活動支出

財務活動支出計

財務活動収支差額

lV 予備費支出

~期奴支惹額

前期繰越収支差額

次期繰越収支差額

1 資金の範留

選挙事業積立金特別会計収支計算書
王子成18年 4月 1日から王子成19年 3月31日まで

(単位:内)

決算額 俄 若、手， 

[80J 

80 受け取り利息

[1，200，000J 

1，200，000 

1，200，080 

[3，433，716J 

885，447 被選挙人名簿，投票用紙{マークシート)封諮

822，745 投票用紙送料，料金受取人払い，委i縁状送料

1，416，112 封筒，投票用紙(マークシート)データ処理

14，470 封諮問ます，理事選挙発送等

117，232 委員会会場資

177，710 委員会交通費

3，433，716 

ム 2，233，636

O 

O 

O 

O 

O 

O 

O 

ム 2，233，636

2，284，836 

収支計算書に対する注記

資金の範顕には，普通預金を含めている。なお，前期末及び当期末残高l丈下記2に記載するとおりである O

2 次期繰越収支差綴に含まれる資産及び負債の内訳

科 目 ! 前期末残高 ( 当期末残高

普通預金 2，284，836 51，200 

次期繰越収支差額 2，2邸，836 1 51，200 
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会計監査報告書

日本看護研究学会

理事長山口桂子様

平成18年度日本看護研究学会の貸借対照表総括表． 正味財産増減計算書総括表 ． 収支計算書総括表．

一般会計及び特別

会計の貸借対照表． 正味財産増減計算書．財産目録． 収支計算書について相違ないことを認めます。

平成19年4月19日

千葉市中央区新宿1丁目1番3

大嶋会計事務所

公認会計士大嶋良吼麟

監 査 報 告書

日本看設研究学会 一般会計，及び特別

で，報告します。

l. 監在実施日 平成18年11月 4 日

平成19年4月14日 （半期毎に監査実施）

（奨学会選挙事業梢立金）の平成18年度に関わる会計を監査致しましたの

2. 平成18年度決算審査

平成18年4月 1 日から平成19年3月31日の間の帳蒋，並びに証拠書表， 現金 ． 預金通帳の提示を受け ， 平成18年度会

計収支報告書に基づいて監査の結果． いずれも適正であることを認めます。

3. 注意事項

ため：より 一層の委員会活動を期待します。

平成19年4月14日

 

日本看護研究学会
監事田島桂

監事 松田 た み子 菌
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平成19年度事業計画（案）

1. 第33回学術集会の開催：（石井トク会長） 7 月 28 日， 29 日 盛岡市

2. 機関誌の発行：30 巻 1 号-5号

3. 奨学会の運営

4. 学会賞・奨励賞の運営

5. 地方会の運営

6. ホ ームペ ー ジによる情報提供

（電子投稿， WEB上での査読システムの構築など）

7. 学会誌発行30 周年記念事業

8. 将来構想の検討

1)法人化の検討

2)倫理委員会活動の検討

3) 国際交流
委

員会の設置等

4)その他

9 .   診療報酬改訂に向けての医療技術評価の検討

10. その他

日本看護研究学会雑誌Vol. 30 No. 3 2007 323 



収支予算書総括表(案)
平成19年4丹1Bから王子成20年 3月31日まで

日本看護研究学会 (単{立:悶)

芋i 自 一殺会計 奨学会特別会計 I選挙事業積立金 記念事業
内部取引消去 合計

特別会計 特別会計

I 事業活動収支の部

1.事業活動~X入 [ 44，087，000J [253，000] [500，000J [10，000，000] [ム1O，750，000J [ 44，090，000J 

入会金紋入 1，350，000 O 。 O 1，350，000 

会焚収入 40，922，000 O O O 40，922，000 

雑収入 1，815，000 3，000 O 1，818，000 

受取答約金 i O O O O O 

他会計からの繰入金収入 O 250，000 500，000 10，000，000 ム10，750，000 O 

2. 学言葉活動支出 [56，087，000J [252，000J [OJ [8，820，000J [ム1O，750，000Ji [54，409，000J 

管理繋支出 252，000 O 8，820，000 54，409，000 

f出会計への線、入金支出 10，750，000 O O O ム10，750，000 O 

事業活動収支援額 ムロ，000，000I 1，000 500，000 1，180，000 O ム10ぷ9，000

立 投資活動収支の部

1.投資活動収入 [15，000，000J [OJ [OJ [OJ [0] [15，000，000J 

特定資法i収坊lJl又入 12，000，000 O O O 12，000，000 

貸付金問~X収入 3，000，000 O 。 O 3，000，000 

2 投資活動支出 [3，41O，000J [OJ [0] [0] [3，410，000] 

特定資綾取得;支出 310，000 。 。 O 310，000 

協定資産取得支出 100，000 O 。 O 100，000 

貸付金支出 3，000，000 。 3，000，000 

投資活動収支援額 11，590，000 O o O 11，590，000 

関 財務活動収支の部

1.財務活動収入 O O O 。 O 

2. 財務活動支出 O O O O O 

財務活動収支笈綴 O O O O O O 

JV 予備費支出 O O O O 

当期収支援額 ム410，000 1，000 500，000 1，180，000 O 1，271，000 

前期繰越収支差額 3，462，594 9，880，405 51，200 13，394，199 

次期繰越収支差額 3，052，594 9，881，405 551，200 1，180，000 O 14，665，199 
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一般会計収支予算書（案）
平成19年4月1 日から平成20年3月31日まで

日本看護研究学会 （単位：円）

科 目 I平成19年度予算額 平成18年度決算額 差異 備 考

I 事業活動収支の部
1. 事業活動収入

受取入会金 [1,350,000] [1,416,000] ［△ 66,000] 
正会員入会金 1,350,000 1,416,000 △ 66,000 前年度 472名 予籾は450名

受取会費 [ 40,922,000 j [41,430,000] ［△ 508,000] 予諄は5,396名

継続会員 37,772,000 38,014,000 △ 242,000
過年度追加入会等 ゜ 112,000 △ 112,000
新入会員 3,150,000 3,304,000 △ 154,000 前年度 472名 予籾は450名

雑収益 [1,815,000] [2,206,126] 391,126]
学会誌広告料 500,000 500,000 ゜ 30唸1-5号

有料購読料 1,110,000 1,130,000 △ 20,000 前年度 113件巾し込み 予算は111件

出版著作権料他 200,000 260,740 △ 60,740
雑収益 ゜ ゜ ゜

受取利息 5,000 315,386 △ 310,386
事業活動収入計 44,087,000 45,052,126 △ 965,126

2. 事業活動支出
管理費支出 [45,337,000] [40,423,470] [4,913,530] 

学術集会補助費支出 500,000 500,000 ゜ 第33回

総会運営費支出 150,000 ゜ 150,000 第33回 垂幕•総会名札他

地方会補助費支出 2,000,000 1,980,000 20,000 
諸会費支出 280,000 280,000 ゜ 看護系学会協議会会費8万円 ， 看護系学会等社会保険連合会費20万円

理事会費支出 (2,600,000) (2,197,344) (402,656) 
常任理事会 700,000 678,767 21,233 会議費4回（予定）

理事会 1,400,000 1,065,051 334,949 定例理’忙会 ・ 監査． 総会時理事会

評議員会等 500,000 453,526 46,474 評議員会． 総会時名誉会員等

会議費・ ,. ·=ぶv.,m (2,150,000) (1,369,959) (780,041) 云追呂J'I:
. .  ベぶ-

奨学会委員会 200,000 188,501 11,499 通信費． 事務費会議費

編集委員会 700,000 576,421 123,579 通信費， ,ii務費， 会議費

学会賞・奨励賞委員会 400,000 410,297 △ 10,297 通信費， lj,務費， 会議費， 学会賞10万円· 奨励賞5万円

将来構想検討委貝会 700,000 172,740 527,260 通信費 事務費，会議費 記念!Jf業関連(20万円）・法人

倫理委員会 100,000 ゜ 100,000 事務関連・研究倫理等検討

その他 50,000 22,000 28,000 医療技術評価ワ ー キング

印刷費支出 (18,300,000) (17,202,202) (1,097,798) 
学会誌 18,000,000 17,038,140 961,860 30咎1-5サ

会報 ゜ ゜ ゜

その他 300,000 164,062 135,938 会則• 会費請求等． 封筒

通個費支出 (6,180,000) (5,603,185) (576,815) 
;,u. 子ム云 ；；i士じ、 5,652,500 4,454,845 1,197,655 予算は950円X5950

会費請求 90,000 99,960 △ 9,960
事務通信 437,500 1,048,380 610,880 Tel·fa.,· 郵便・メー ル・入会承認通知等

事務局運営費支出 (1,827,000) (1,855,717) （△ 28,717)
家賃 1,572,000 1,572,000 ゜ 131,000円X 12ヶ月

更新料引当金 85,000 85,000 ゜

光熱費 150,000 119,506 30,494 鼈気 ， ガス ， 水道 下水道

消耗品費 10,000 7,231 2,769 洗剤． トイレ用品． ゴ ミ袋代等

什器備品 10,000 71,980 △ 61,980
事務費支出 4,100,000 2,286,642 1,813,358 封筒・ラペル・コピー用紙． 法人開設準信経費180万円

人件費支出 (4,800,000) (4,106,660) (693,340) 
常雁用 3,400,000 3,100,000 300,000 3名

臨時雇用 800,000 645,170 154,830 発送 ・ 事務補助

旅費等 400,000 361,490 38,510 理事会・学術集会・総会時

福利厚生費等 200,000 ゜ 200,000 社会保険・服用保険料等

ホ ー ムベー ジ関連経費支出 2,400,000 ''"""'2"'"'"","4"""' "0
I

"""3
5

"""
;
,""0
7
"""
5

11 '"
0 
"・ △ 3,011 HPメンテナンス． サー パ料金（月侮）

慶弔費支出 50,000 34,250 
徴収不能額 ゜ 623,000 △ 623,000
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科 g 平成19年度予算額 平成18年度決算額 主主呉 告I 華d子

f也会計繰入支出 [1O，750，000J [9，150，000J 
奨学会特別会計繰入金支出 250，000 400，000 ム 150，000 I名

選挙事桑該立金特別会計銭入金支出 500，000 1，200，000 ム 700，000
記念卒業特別会計言葉入金支出 10，000，000 O 10，000，000 

卒業活動支出計 56，087，000 42，023，470 14，063，530 
事業活動収支差額 ム 12，000，000 3，028，656 ム 15，028，656

立 投資活動収支の部

1 投資活動収入

特定資綾取崩~又入 [12，000，000J [OJ [12，000，000J 
記念祭言葉積立預金収級収入 10，000，000 O 10，000，000 
法人開設準備積立E託金取綴収入 2，000，000 O 2，000，000 事務'tU80Jjl1J. 会議室を20m弓;こ充当予定

主寄付金問収収入 [3，000，000J [3，000，000J [OJ 

学術集会貸付金 3，000，000 3，000，000 O lfi33@1学総集会

投資活動収入計 15，000，000 3，000，000 12，000，000 
2.投資活動支出

特定資産取得支出 [31O，000J [1，104，601J [ム794，601J
記念楽祭稜立預金取得支出 200，000 800，512 ム 600，512 記念誌発行伝言2，0∞-3，(淑011]x 6，OOOl\~ 

法人開設準備議立預金取得支出 10，000 4，089 5，911 
損害対策準備積立預金取得支出 100，000 300，000 ム 200，000

回定資産取得支出 [100，000J [8，236，924J 〔ム8，136，924J
設i務取得支出 O O O 
器兵{持品取得支出 100，000 1，779，498 ム 1，679，498
ソフトウェア取得支出 O 6，457，426 ム 6，457ぷ6

貸付金支出 [3，000，000J [3，000，000J [OJ 

学t詩集会貸付金 3，000，000 3，000，000 O 長134fりl~会議集会へ

投資活動支出言，. 3，410，000 12，341，525 ム 8，931，525
投資活動)1叉交差綴 ム 9，341，525 20，931，525 i 

廻 財務活動収支の奇1;

1.財務活動収入

財務活動収入計 。 。 。
2. 財務活動支出

財務活動支出ll'i 。 O 。
財務活動収支漫言ii O 。 O 

ぴ予備焚支出 ---♂ --- O 

当期収支差綴 ム 410，000 ム 6，312，869 5，902，869 
前期繰越i奴交議室長 3，462，594 9，775，463 ム 6，312，869

開回 収支主事総 3，052，594 3，462，594 ム 410，000
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a本看護研究学会

科 自

I 事業活動収支の部

1 事業活動収入

寄付金収入

雑収入

受取利息

他会計繰入収入

一般会計繰入金収入 i 

事業活動収入計

2.事業活動支出

管理費

事務費支出

支払助成金支出

事業活動支出計

事業活動収支差額

ヨ 投資活動収支の部

1.投資活動収入

投資活動収入計

2.投資活動支出

投資活動支出許

投資活動収支差額

取 財務活動収支の部

1.財務活動収入

立す務活動収入計

2.財務活動支出

財務活動支出計

財務活動収支差額

ぴ予備費支出

当期収支差額

前期繰越収支差額

次期繰越収支差額

奨学会特別会計収支予算書(案)
平成19年4月1日から王子成20年3月31Bまで

平成19年度予算額 平成18年度決算額

(単位:円)

備 考

O 2，000，000 ム 2，000，000 第32留学術集会から寄付金 200万円

[3，OOOJ [3，643J [ム 643J

3，000 3，643 

ム l1叩回ム棚臼曲3。]||| 受け取り判息[250，OOOJ [400，OOOJ 

250，000 400，000 

2，403，643 ム 2，150，印;

[252，OOOJ [401，690] 〔ム 149，690];

2，000 1，690 310 振り込み手数料 残高証明言書

250，000 400，000 ム 150，000 授与者 2名今留は 1名

252，000 401，690 ム 149，6901 

1，000 2，001，953 ムえ肌953I 

O O O 

O O O 

O O 

O O O 

O O O 

O O O 

Ol~ O 

2，001，953 ム 2，000，953

9，880，405 7，878，452 2，001，953 

9，881，405 9，880，405 1，000 I 
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尽本看護研究学会

科 自

I 事業活動収支の部

1.事業活動収入

雑収入

受取利息

他会計繰入収入

選挙事業積立金特別会計収支予算書(案)
平成19年4月1Bから平成20年3丹31Bまで

平成19年度予算額 平成18年度決算額 差異

[OJ [80J 80J 

O 80 ム 80 受け取り利息

[500，000J [1，200，000J [ム 700，000J

(単位:円)

f結 考

一殻会計繰入金収入 500，000 1，200，000 ム 700，000

事業活動収入計 500，000 1，200，080 ム 700，080

2.事業活動支出

管理費 [OJ [3，433，716J [ム3，433，716J

印刷費支出 O 885，447 ム 885，447 選挙人名簿。被選挙人名簿a 投票用議{マ}クシート)封笥

通信費支出 O 822，745 ム 822，745 投票用紙送料，料金受取人払い，委嘱状送料

事務費支出 O 1，416，112 ム 1，416，112 封詩，投票用紙(マークシート)データ処理

人件費支出 O 14，470 ム 14，470 封筒賂封.理事選挙発送等

会議費支出 O 117，232 ム 117，232 会会場費

旅費交通費支出 O 177，710 ム 177，710 委員会交通費

事業活動支出計 o I 3，433，716 ム 3，433，716

卒業活動収支差綴 soo，ooo jム仰3，636 2，733，636 

5 投資活動収支のき[¥

1.投資活動収入

投資活動奴入計 O O 

2.投資活動支出

投資活動支出計 o I O O 

投資活動収支差額 O O O 

盟 財務活動収支の部

l.財務活動収入

財務活動収入計 O O O 

2.財務活動支出

財務活動支出計 O O O 

財務活動収支差額 O O O 

N 予備費支出 O ~ O 

当期収支差額 500，000 ム 2，233，636 2，733，636 

前期繰越収支差額 51，200 1 2，284，836 ム 2，233，636

次期繰越収支差額 551，200 51，200 500，000 
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日本看護研究学会

科 自

I 卒業活動収支の部

l.事業活動収入

雑収入

受取手Jj息

他会計繰入収入

一般会討繰入金収入 ! 

事業活動収入計

2. 卒業活動支出

管理費

印制費支出

通信費支出

事務費支出

人件費支出

会議費支出

旅費交通費支出

事業活動支出計

事業活動収支差額 ; 

立 投資活動収支の部

l.投資活動収入

投資活動収入計

2. 投資活動支出

投資活動支出計

投資活動収支差額

m 財務活動収支の部

1 財務活動収入

財務活動収入計

2. 財務活動支出

財務活動支出計

財務活動収支差額

N 予備費支出

当期収支差額

前期繰越収支差額

次期繰越収支差額

記念事業特別会計収支予算書(案)
平成19年4月1Bから平成20年3月31日まで

平成19年度予算綴 王子成18年度決算額 差異

[OJ [OJ [OJ 

O O O 受け取り利息、

[10，OOO，OOOJ [OJ [lO，OOO，OOOJ 

10，000，000 O 10，000，000 

10，000，000 O 10，000，000 

[8，820，OOOJ [0] [8，820，000] 

8，820，000 O 8，820，000 記念誌印樹等

O O O 

O O O 

O O O 

O O 

O O 

8，820，000 I O 8，820，000 

1，180，000 1，180，000 

O O O 

O O 

o I O 

O O O 

O O O 

O! O O 

O ~ O 

1，180，000 O 1，180，000 

O O O 

1，180，000 O 1，180，000 
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日本看護研究学会会期

第 1章名称及び事務所

第 1条(名称)

本会は日本看護研究学会(JapaneseSociety ofNursing Research C].S.N.RJ と称する。

第2条 (事務所)

本会は，事務所を苧260ω0856千葉市中央区亥鼻 1丁目 2番10号に寵く。

第2章 自的及び事業

第3条(目的)

本会は，広く看護学の研究者を毅識し看護学の教育研究及び進歩発展に寄与する事を話的とする。

第4条(事業 )

本会lえ前条の目的を達成する為に次の事業を行う 0

1)学術集会の荷催

2)学術講演会の開催

3)学会誌の発行

4)奨学会卒業

別学会賞・奨励賞卒業

6)関係学術開体との連絡，提携

7)その他， 目的達成に必要な活動

第 5条 (会員の構成)

第3章 会 員 及 び 賛 助 会 員

本会は，会員及び賛助会員をもって構成する。

第6条(会員)

会員とは，看護学を研究する者で本会の自的に賛同し評議員の推薦並びに理事会の承認を経て，所定の手続きと会

費の納入を完了した者をいう O

第7条 (賛助会員)

賛助会員とは，本会の目的に賛同し，本会に寄与する為に入会を希望し理事会の承認を得た者をいう O

第8条 (入会及び退会)

本会に入会を希望する者は，所定の手続きによる入会申込書を本会事務所に提出するものとする。入会金及び会費の

納入を完了した時点で本会の会員又は賛助会員となる。

2)次の各号の一つに該当する会員・賛助会員は退会した者とみなす。

a. 本人から退会の申し入れがあった持。

b. 会員及び賛助会員としての資格を喪失した時。

3)特別の理由なく， 2年以上会費を納入しない者は，会員・賛助会員の資格を失う。

第9条(1徐名)

会員・賛助会員が本会の名誉を著しく傷つけた場合には，理事会の議を経て，徐名する事が出来る O

第10条 (名誉会員)

本会に永年に主主る貢献の認められた会員を理事会の推薦により，評議員会，総会の議を経て名誉会員とする。

2)名誉会員は，会費の納入を必要としない。

330 日本看護研究学会雑誌 Vol.30 No.3 2007 



第4章役 員

第11条(役員)

本会は次の役員を置く G

1)理事長 1名

2)溺理事長 2名

3)理 事 若二子名

4)監事 2名

第12条 (役員の選出)

役員の選出は次の通りとするc

1)理事長及び副理事長は，理事の]i選により選出する。

2)理事及び監事は. 7JiJに定める規定により の中から選出し理事長が委嘱する o 1.立し理事については任期中

の欠員は補充しない。

3)上記2)で選出した理事の他に，理事長は理事会の承認を得て，会員の中から 2名以内を指名して理事を委嘱する

ことカfできる。

第13条 (役員の在期)

役員の続期は3年とし存続を妨げない。視し引続き 6年を趨えて在任する毒事が出来ないc

2)理事長，副理事長，監事に事故ある時は，評議員会の議を経て交代する事が出来る。その場合の短期は，残余の期

間とする。

第14条 (理事及び理事会)

本会i之会務を掌理する為に理事を霞き，務事会を組織するC

2)理事長は，本会を代表し会務を総潔する。

3)磁理事長は理事長を補佐し理事長事故ある時はこれを代行する C

4)理事会は，理事長が必要に応じ招集し議長は滋事長が当たるc

5)理事会は，理事の過半数以上の出席がなければ，議事を開き議決する事は出来ない。

6)理事の中から常f壬潔事若干名を互選し本会の総務，会計，渉外，編集，奨学会などの金関運営を拐当する C

7)企画運営に当たり，必要に応じて委員会を組織する O

この委員会競走は別に定める。

第15条 (監事)

監事は，本会の会計及び資産を監査する。

2)監事は，務事会に出席する事が出来るc

第5章評

第16条(評議員及び評議員会)

本会は，理事長の諮拐に応、じ重要事壌を審議する を置き，評議員会を綴織する。

2)評議員会は，年 1慰定例に理事長が招集し議長は理事長がさ当たる。

3)評議員の 3分の 2から議求があり，且つ理事会が必要と認めた場合は，理事長は臨時に評議員会を招集しなくては

ならないG

4)評議員会は， の過半数以上の出席がなければ議事を部き，議決する事は出来ない。

第17条 の選出)

は加に定める規定により会員の中から選出し理事長が委嘱する。位し任期中の欠員は補充しない。

2) の託期は3年とし，持イ壬を妨げない。但し引続き 6主与を超えて在征する事が出来ない。
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第6章学術集会会長

第18条 (学術集会会長)

本会は，毎年 l間学術集会を主宰する為に学術集会会長を置く。

第四条 (学術集会会長の選出及び任期)

学術集会会長は，理事会の推薦により評議員会で会員の中から選出し総会の承認を得る。

2)任期は 1年とするO

3)学術集会会長比理事会・評議員会に出席する事が出来るc

第7 総 ム一品

第20条 (総 会)

本会の総会は，毎年 1閉，理事長が招集して開穫する。

2)理事会が必要と認めた場合，評議員会の議決のあった場合及び会員の過半数以上から昆的を示して総会の開催の請

求のあった場合には，理事長は，臨時総会を開催しなくてはならない。

3 )総会は会員の10分の l以上の出席がなければ議事を掬き議決する事は出来ない。

4)総会の議長は学術集会会長が当たる O 議事は出席会員の過半数をもって決し，賛否問数の場合は議長が決する。

第8章地方会

第21条(地方会)

本会の自的に射して，地方活動を行う為に，地方会をキ:{l識する事が出来る。

2)地方会の名称iえ日本看護研究学会を冠した地方会とする

3)地方会の役員又は世話人に，当該地区の理事を含めなければならないC

4)地方会の運営については，夫々において別に定める O

第9 ム、
:z:;; 

第22条( 会計)

本会の運営は，入会金・会費及び本会の事業に伴う収入等によって行う。

2)会計年度は，年度4丹1尽より翌年 3月31B迄とするC

第23条 (入会金・会費)

入会金は次の通りとする

入会金 3，000円

2)会費は次のとおりとする。

年会費 会 員

賛助会員(1日)

7，000円

30，000円

第101葬会員IJの変更

第24条 (会則の変更)

会期の変吏は，理事会及び評議員会の議を経て総会の議決によって行う O
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付期

この規剖は，昭和57年5月10日から実施する。

1)昭和58年6丹1B 一部改正(会費)実施する O

2)昭和58年5丹1B 付期 1-4項削除

3)昭和田年7丹23B 一部追加改正(理事会)実施する O

4)昭和60年9丹7日 条項追加改正(名誉会員)・(地方会)実施する。

5)平成2年8月4日 一部改正(理事会)・(評議員会)実施する。

6)王子成4年8丹1B 一部追加改正(理事及び理事会).改正(事務局)実施する。

7)王子成5年7月30B 条項追加(入会).一部追加{地方会)・(会計ト(会費)実施する。

8)平成6年7月29日 全額改正実施する。

9)王子成11年7丹31日 一部改正(役員の選出)実擁する。

10)王子成12年7月28日 一部改正(会費)平成13年度より実施する C

11)平成14年8月8日 一部改正(事業)(会員)実越する。

12)平成16年7月29日 一部改正(役員)実施する。

日本看護研究学会雑誌 VoI.30 No.3 2007 333 



評議員 選出規定

1. この規定は，会期第17条による評議員選出に関して規定する。

2. (地区・定数)

会閣を付表に示す地区に分け，夫々登銭した地肢の会員援3年以上の約 5% (四捨五入とする)を地区の評議員定数

とする。

3. (被選出資格)

評議員の被選出者となる資格は，会員接5年以上の者で選挙公示迄に会費を完納している者。

4. (選挙者資格)

会員控3年以上で選挙公示迄に会費を完納した者。

5. 選挙公示)

の任期満了の 1年前の理事長が評議員就任の期間を明示して，評議員選挙を公示する。

6. (選挙管理委員会)

の互選により選挙管理委員 3名を選出し理事長が委嘱し選挙管理委員会を総識する。

2)互選により選挙管理委員長を選出し理事長が委嘱する。

7. (投票締切日の公示)

選挙管環委員会の協議により投票締切日を決定し会員に公布する。

2)投票締切日は，年度末3カ月以上前に決定する事。

8. 選挙管理委員会は，地区別選挙人登録者名簿及び、被選出者登録名簿を作成し定めた締切日 2カ月前迄に選挙人で、

ある会員に配布しなくてはならないc

9. 投認は郵送により打い.投票用紙，投票賂紙入れ密封封諮及び返送用封f請を各選数人に配布し定められた投票締

切臼;迄に投票ーを完了するよう文書で徹底局長Ilさせるc

2)投票締切B?!1i印は有効とする O

10. 規定による投票用紙は登録地区評議員定数による連記制とする。

11. (投票締切)

投票締切日泊印の投票封筒の到着をもって締め切る。

12. (開禁)

開票は選挙管理委員全員が立ち会いの上行う。

13. (無効，有効票)

投薬用紙に地区定数以上の殺に 8印を記入したものは，その投票用紙について全員無効とする O

2)命印が地底定数に満たない投票用紙については.そのe印を付した者の得票として有効とする 0

3) .印以外の印(例えば×印，ム印等)が記入されたものは，その者については無効とする。

14. (得票及び名簿作成)

各地区鉱得票数上位の者により定数枠内の者を該当者としこれに次点者を明示して加え得票数を記載せずに評

の名簿を作成し理事長に提出する。

2)最下位得票者に関数の考のある場合は，同得票である旨明示し入会年度}IJ買に名簿を作成する。

3)次点者に問得票数の者のある場合も何得票である旨，明示し入会年度}IJ民に名簿に加えて記載する。

15. (理事長推薦)

理事長は必要にJ;tじ， この選出方法とは別に若干名を評議員として理事会に推薦する苦手が出来る。

16. (評議員の決定)

理事会は選挙管理委員会の報告と，理事長による推薦者について地区毎に審査し評議員を決定する O

17 この規定は，昭和57年5月10日より発効する。
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付則

1)王子成2年8月4日 一部改正実施する。

2)平成5年 7月30日 一部改正実施する。

3)王子成6年 7丹29日 一部改正実施する O

4)王子成8年 7丹27日 一部改正実施する 0

5)王子成18年4丹16臼 一部改正実施する。

<付

地

地ほ名 j 都道府県名

1!北海道 j北海道

2:東 北)青森岩手，宮城秋田山 形 ， 福 島

東( 千 葉 茨 城 栃 木 群 馬新潟

京;東京埼玉山梨長野

海 j神奈れ岐阜純愛知

京都，大阪，兵庫，奈良和歌山，福芥，露出，石川

鳥取，間出，広島，山口，徳島香川，愛媛，高知

州;揺i乱{左賀，長崎，按本，大分，宮崎，鹿児島沖縄
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理事・監事選出規定

1. この規定は.本会会期第12条 2)'震による理事・監察の選出に関して規定する。

2. 理事は20名以内とし地区評議員数に応、じて配分する O

3. 監事は2名とする。

4. 理事は，新評議員が各地援の新評議員の仁いから理事定数の速記により選出する O

5. 監事は，新評議員の中から理事会が推薦し新評議員で決定する。

6. 投票締切日は，理事長が決定し投票は郵送により行う。

2)投票締切日消印は有効とする。

7. r羽票は，選挙管理委員(評議員選出規定による選挙管理委員が兼ねる)全員の立会いの上行う O

8. 投票用紙に定数以上の者にO印を記入したものは，その投票熔紙については全員無効とする。

2) 0印が定数に満たない投票用紙については，そのO印を付した者の得票として有効とするO

3) 0印以外の印(例えば x印，ム印等)が記入された者については，その者については無効とする 0

4) 0印の他に称号，敬称等の記入は有効とする。

9. (得票及び名簿作成)

得票数上位の者により定数枠内の者を該当者とし票数を記載せずに名簿を作成し理事会に提出する。

2)最下位得票者に同数の者のある場合は，関得票である旨明示して名簿に加える。

10. (理事の決定)

翌II事長は.選出された理事の名簿を理事会に提出して壊事会の承認を得るC

11. この規定は，平成 2年8月41とiより発効する。

付 ~U

平成S年 7月30日 一部改正実施する。

平成6年7月29日 一部改正実施する。

王子成8年 7月27日 一部改正実施する O
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日本看護研究学会雑誌編集委員会規程

第 1条(名 称 )

本会は， 日本審議研究学会雑誌編集委員会(編集委員会と略す)とするむ

第2条 ( 目 的 )

本会l之会期第4条 3項による学会誌の発行に関わる金沼運営の為に，会期第14条6項・ 7壌に基づいて寵く O

第3条 (委員会)

本会の運営は，日本看護研究学会理事の中よ乃若干名の委員を選出する。

続期は役員任期期間とし.再任を妨げない。

2)委員の中から委員長を互選する G 委員長は本会を総務する。

3)委員長は評議員・会員の中から若干名の委員を捻薦し潔事会の承認を得るc i壬期は役員琵期期間とし干存在を妨

げない。

第4条 (資読)

委員会は予め査読者を若子名選出し潔事会の議を絞て白玉卒者護研究学会雑誌に公告する

2)会員以外の査読者には，手当を支給する事が出来る

3)長期iふ役員住期期i潟とし存在を妨げない。

4)投稿された論文の査読は. 3名以上

第5条

この規程は，昭和59年12月l日より発効するc

付郎

平成 5年7月初日 一部改正実絡する

を含めて)のまを読者で行う

平成6年7月29区 一部改正(会期金磁改正にi*い)実施する。

平成12年7月26日 一部改正c 平成13年度より実施する
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日本看護研究学会奨学会規程

第 l条(名称)

本会をB本者護研究学会奨学会(研究奨学会と略す)とする。

第2条(目的)

本会は日本看護研究学会の事業のーとして，優秀な看護さ子:研究者の育成の為に，その研究費用の一部を贈与し研究

成果により看護学の発展に寄与することを呂的とする。

第 3条(資金)

本会の資金として，前条のg的で本会に贈与された資金を基金として.その金利をもって奨学金に当てるc

会計年度は， 4丹1日より翌年3月31日迄とする。

第4条(対象)

日本看護研究学会会員として 3年以上の研究活動を継続している者で，申請または推務により，その研究目的，研究

内容を審査のよ.適当と認めた者若干名とする O

2) 日本看護研究学会学術集会において，少なくとも 1回以上発表をしている者であること

3 )原闘として，本人の単独研究で、あること。

4)推薦の手続きや様式は別に定める。

5)奨学金は対象研究課題の l年間の研究費用に充当するものとして贈る。

6)研究が継続され，更に継続して奨学金を希望する者は，改めて申請を行うこととする。

第5条(義務)

この奨学金を受けた者は，対象研究課題の 1年初jの業績成果を 2年以内に，日本看護研究学会学術集会において口頭

発表し吏に可及的早い時期 3年以内に日本者護研究学会会誌に論文を掲載し公刊する義務を負うものとするc

第6条(罰金)

奨学金色受けた者の負う義務を定、り.また日本看護研究学会会員として.その名誉を甚だしく致損する任為のあった

場合は，委員会が査I~Uの上，贈与した奨学金の全額の返還を命ずることがある。

第7条 (委員会)

本会の運営，審査等の事業に当たり，日本看護研究学会理事会より推薦された若干名の委員によって委員会を設ける。

2)委員会に委員長を霞台本会を総括する。

3)委員会は次の事壌を掌務するo

第8条

第9条

基金の財産管理及び日本看護研究学会理事長への会計報告

奨学金授与者の選考，決定及び、理事長への報告

授与者の義務臆行の確認，及び不履行の査開，罰則適用の決定及び理事長への報告

奨学金授与者の選考及び授与者の義務履行については，加に定める。

より報告を受けた事項は， 日本看護研究学会理事長が総会に報告する O

奨学金を授与する者の募集規程は 委員会において加に定め，会員に公告するc

第10条

本規程は昭和54年9月24日より発効する。

付員5

1)昭和59年 7月22B 一部改lE(会計年度の期日変更)実施する。

2)平成 6年7月29日 一部改正{会期全面改正に伴い)実施する。

3)平成8年7月27日 一部改正実施する O

4)平成11年 7月30日 一部改正実施する。
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日本看護研究学会 学会賞および奨励賞に関する競程

(趣旨)

第1条 この競程は，本学会の学術領域において優れた業鰻があったと認められる者の表彰および若手研究者の育成に関

し必要な事項を定めるc

(稜類)

第2条 表彰および若手研究者の育成のために次の 2つの賞を設ける。

1)日本看護研究学会賞(以下，学会賞)

2)日本看護研究学会奨励賞(以下，奨励賞)

(審査対象)

第3条審査対象は次のとおりとするc

1)学会賞

次のいずれかの条件を議たす者。

出過去に本学会誌に{愛れた論文を発表しその領域の発援に貢献した者。

山本学会の学術活動に貢献した者。

2)奨励賞

出推薦年度を含む過去3年i習に本学会誌に擾れた論文を発表した者c

(資格)

第4条 各設は次の各号に該当する者に授与する。

1)学会食

山 10年以上日本看護研究学会会員であること

2)奨励賞

(1) 3年以上日本着護研究学会会員であること。

出推欝特に45歳未議であること G

(3) 前条2号(1)の論文の筆頭者であること

(推薦)

第5条 各主主に対する推薦iえ次のとおりとする

1)学会設については，日本看護誹究学会会員の推薦によるものとする。

2)奨励賞については，理事長が委嘱した選考委員会によって推薦される。

(受賞者数)

第6条 各設の授設者数は，次のとおりとする

1)学会賞は毎年度 1名以内。

2)奨励賞は毎年度 1名以内。

(選考)

第7条 毎年 1留，理事長が委i議した委員によって構成された選考委員会で各賞の候補者を審査選考する

(決定)

第8条 議条により選出された候補者については，理事会の議を経て護霊者を決定するc

(表彰等)

第9条 各賞の授賞者には，賞牌および説賞を毎年総会iI寺に授与するc なお学会賞受賞者は，表彰式が実践される学術集

会会期中に記念講演を行う O

(規程の改正)

第10条 本規悲の改定は.現事会の議を経て行う c

PlH!IJ 
(施行期臼)

この規程は，王子成13年4丹1Bから施行するc

1)平成15年7月23日 第3条 2)(2)削除する c

2)王子成16年7丹28B 第4条 2) (3)一部削除する O

3)平成18年4月訪日 第3条第4条一部改正するc
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日本看護研究学会 学会賞および奨励賞に関する規程縮財

(趣旨)

第1条 この縮剤は. B本看護研究学会党および2史跡賞に関する競程において，学会設および奨励賞の候補者選定に関す

る必要な事項などについて定める C

(選考基準)

第2条 各賞の選考は，次のとおりとする C

1)学会1M:

次のいずれかの条件を満たす者。

(1) 論文の内容が，看護学または看護実賎において有益で顕著な貢献が認められること O

山 本学会の学術活動に顕著な貢献が認められること O

2)奨励賞

川研究方法や成果に独自性があり，看護実践への示唆が大きく，十分な論理性を備えていること O

(推薦方法)

第3条 学会賞候補者の推薦依頼{え毎年度の本学会雑誌2i子において行う。学会賞推薦容は毎年度本学会雑誌2i子に綴

じ込むものとする O 奨励賞は，埋事長から委嘱された選考委員会によって推薦される。

(r何fi手続)

第生条 各賞候補者の申請は，次のとおりとする。

1)学会食本学会員の推薦によるものとし次の書類を添えて 9月末日までに理事長に申請する。

山学会立役薦書・申請書(所定の用紙)……6通

(2) 申請論文の関，¥jlIJまたはコピー………………6通

知 共著の場合は共著他者・の間立さj:....…ー…… 6述

2)奨励賞:理事長から委嘱された選考委員会による推薦とし

に申請する。

出奨励賞推薦委・申 (所定の用紙)………………………… 2通

山 市議論文または講演抄銭の邸側またはコピー………………… 2通

知 共著・共同発表の場合は共著・共間発表他者の向意書...・H ・..2通

(選考委員会)

第5条 各設の選考委員会は，次のとおりとする。

会lえ次の書:類を添えて11月末日までに現

1)委員会は，潔事長が理事のIゃから指名したら名によって構成する。なお委員長は，委員の五選とする O

2)選考委員会の委員は，原期として被推薦者または推薦者の所属する所属機関および共用研究者以外から選出する。

3 )選考委員会は4月に設置する。

第6条 選考委員会は，提出された申請書類等を審査し委員会の合議で各賞候補者を選考する。

第7条 選考委員会は.11月末日までに各賞候補者を選出し推薦舎を添えて理事長に報告する。

第8条 選考委員会は，候補者の選考経過および結果を本学会雑誌 1号で報告する。

(その他)

第9条 副賞の内容については，当該年度の理事会において決定する。

第10条提出書類(論文別制を含む)は，返却しないc

(縮刻の改正)

第11条 本締則の改定は，理事会の議を緩て行う Q

rl付期
(施行期間

この細則は，平成13年4月1日から施行する O

1)平成15年7月23臼

2)平成18年 4月16B

340 

第4条1)(2). 2) (2) 第10条別府を別刷りに改正実施するc

第2条一音[¥改正する C
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E本者護研究学会雑誌投稿規程

上投稿者

本誌投稿者は，著者及び共著者すべて本学会員とするc ただし編集委員会により依頼したものはこの様りではない。

日投稿の種類と内容

投稿内容は，看護に関する学術・技術・実践についての論文とするc 投縞者は，投稿時に以下のE草稿礎部のいずれか

を申告するc 投稿論文は未発表のものに限る。また，人および動物が対象の研究は，倫理的配騒がされていること.お

よびそのことが本文中に明記されなくてはならないc

調原議論文(カテゴリー 1:撃的研究，カテゴリ…II:箆的研究，カテゴリー盗:その他)

学術上および技術j二餓鐙ある新しい研究成3誌を記述した論文c

投手高野寺にカテゴリー1. II. 盗.のいずれかさと選択する。

組研究報告

学術上および技術上飯綴ある新しい研究成条で，前掲 fIl京事言論文jほどまとまった形ではないが，これだけでも浮く発表する儲僚の

ある論文会

題技術・実践報告

技術的な問題についての実践結果の幸R告で¥その手段あるいは得られた成系が大きな波及効条を期待できる記事。

回総 説

特定の問題に関する文献を集めて分析検討した論文。

3.原積の送付

投稿原議は，所定の表紙(学会誌最終真に綴じ込まれている)に必要事項を記入の上，本文. [議表，写真等，を綴じ

た泳 1)ジナル原稿，およびオリジナル原稿のコピー 3部(査読服なので，著者が特定できる部分(謝辞などを削除した

もの))を添えて下記に送付する

1'260-0866 千葉市中央区亥露 1-2-10

日本審議研究学会編集委員会委員長 JII口 孝 泰 苑

(封認の表には. r段着研誌原稿jと朱書し害弱郵便で郵送すること。)

事務局に到着した日を原稿受付日として誌上に明記する。なお著しく執筆要項を逸脱したものは事務的に返却し形

式が撃った時点を受付日とする。

4.原犠の受付

原稿の受付は，随時行っている。投稿規寝および原議執筆要項に沿わない原稿は，受理できない。

6.投稿の採否

投稿の採否は，規程の査読を続たうえで本誌編集委員会が決定する。場合により著者に内容の追加あるいは短縮を求

めることがある G また著者に承認を求めたうえで投稿の種類を変更することがある。

査読の結果， r蒋査読」の場合には修正された原識について改めて査読を行う c 査読の給条が「不採照Jの場合で，

その「不採用jの理由に対して論文提出者が明らかに不当と考えた場合には，不当とする理由を明記して本会編集委員

長あてに異議申し立てをすることができるc

なお原稿は原期として返却しない。

なお原稿種別による査読基準は以下表の通りである O
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)Jj(著論文 研究報告 i技術・実践報告

5虫 吉司 '性 O O O 

務 芽 '性 O O 

発 援 '1主 O O 

技術的手干潟性 O 

学術的価値性・有ffl性 O O 

頼 '性 O 
jとじ・ 成 度 O 

〔凡例)0:評価の対象とする，空檎:評価するが過度に重視しない。

6.顕積の校正

校正にあたり，初校は著者が， 2校以後は著者校正に基づいて編集委員会が行う c

なお校正の捺の加筆は一切認めない。

ア.原稿掲載料・]jIJ翻料

総 説 資料・その他

O 

O 

O 

O 

原稿が縦り上がりで， 10頁以下 (800字詰原稿用紙30枚(国表含む))の場合は，掲載料は無料とする O その棋院を超

過した場合は，所定の料金を徴収する。超過料金は，刷り上がり超過分 I真につき実費とする。

i刻表は， A 4:fU用紙にトレースした原図を添える事。印制業者でトレースが必要になった持はその実費を徴収する O

日日制については，印制ファイル (pdDの形で無料で配布するc ~lU紙媒体で必要な著者は，度議印糊業者に依頼する

ことな剥紙体は有料で¥料金は， 30円x掛り上がり頁数×部数 (50斉11を単位とする)。ただし本会より執筆を依頼した

ものについてはこの限りではないc

8.著作権

の権利保護のために，掲載された原稿の版権は本会に属するものとする令他者の版権に帰属する資料を引用する

ときは.著者がその許可申請手続きを行なう。

9.原稿執筆要項

別に定める。

この規程は，昭和59年12丹1日より発効する。

付期

1)平成S年7丹30日 一部改正実施する O

2)王子成9年7丹24日 一部改正実施する C

3)平成12年4月22日 一部改正実施する C

4)平成15年7丹23日 一部改正実施する O

5)王子成16年7月訪日 一部改正実施する。

6)平成17年7丹21日 一部改正実施する O
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原稿執筆要項

1. 諜稿の警そを方

原稿は簡潔でわかりやすいように重点を強調して記述すること G

典を明記すること c

-雑誌などの閣，表を引用するときには必ず出

1)所定の表紙(学会誌最終寅に綴じ込まれているものを A4判に拡大コピーして使用)に原稿の種類，和・英

(JAMAの書式)の論文題名，およびキーワード (5語以内)，著者氏名，所属団体・部署とその英訳，原稿枚数

和文抄録文字数，英文抄録使用語数， 7.J1j制部数を明記する。

2)涼期としてワードプロセッサなどによる機械仕上げとし英文抄録，和文抄銀はそれぞれ加の用紙に印耕する O 本

文の書式はA4判の用紙に文字数800字 (40字詰め20行)，左お余白30腕，上下余白50踊とする。本文には必ず中央

下にページ数(本文のみ)を記すことc 本文(題名とはじめにの間などに)には著者名，所属を記入しない c

3)英文抄録は200語以内をA4判の用紙に，原則としてTimesNew Romanの12フォントを用いて，ダブルスペースで

印字する(原著論文，研究報告のみ)。

4)和文抄録は400字以内とする。

5) 溜表は一つずつA 4用紙に記置しそれぞれに通し番号を付して図1.表 1などとする。

6)図表は，自紙または青色の方娘紙に，黒インクで仕上り寸法の約1.5倍の大きさに描く O 提出された原路はそのま

まオフセット印制するc

7)関去は，原稿本文とは別にまとめて巻末に添える事。図表を涼稿に挿入する館所は.原稿の右叡Ij余白に国表番号を

きするC

8)文献は本文の引用簡所の扇に1)， 2)のように番号で示し本文原稿の最後に一括して引用番号頗に整理して

記載し書式は本文と向じとする G 文献著者が3名以上の場合は筆頭者2名のみをあげ， 00他とする O 文献の記

載方法は以下の通りである O

号雑誌の場合:

番号)著者名:表題，雑誌名，巻(号)，始ページー終ページ，発行年(額際)

-{JU 

1)日ヰ三太郎，看護花子，他:社会的支援が必姿なハイリスク状態にある潟総入院患者の特徴. 日本看護研究学会雑誌ー 2(1)，

32-38， 1998 

2) Nihon，主，Kango， H， et al.: Ch乱ract巴risticsof elderly inpatients at high risk of needing supportive social service，J. Nursing， 2(1)，32 -38， 

1998 

4会書籍の場合:

番号〉著者名:書名，ヲ1m鐙所の始ページー終ページ，出版社，出版地，発苛年(西暦)

一部一

3)研究太郎:審議蒸礎科学入門， 23-52，研究学会出版.大阪， 1995 

寺編集者の場合:

番号)著者名:表題，編集者名(綴): .者:名，始ページー終ページ，出}援社，t包接地，発行年(iJB暦)

-fJlJ -
4)研究花子:不絞の看護，日本太郎，看護花子(緩):滋床看護学日， 123 -146，研究学会出版，東京 1998

5) Kimura， H.: An approach to the study of pressure sore， In: Suzuki， H.， et al， (Eds): Clinical Nursing Intervention， 236 -265， Nihon Aca-

demic Press， New York， 1996 

電子文獄の場合:

番号)著者:タイトル，入手日，アドレス

ー僻

6) ABC看護学会 :ABC看護学会投稿マニュアル， 2003-01時 23，

http://www.abc.org/journl/manual.html 

なお，雑誌略名は邦文誌では涯学中央雑誌，欧文誌では. INDEX話EDICUSおよび

INTERt'¥JATIONAL NURSING INDEXに従うものとする。
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9)用字・用語は，現代かなづかいとする。アラビア数字を使い， SI単位系 (m，kg， S， Aなど)を用いる。

2，原稿用紙おより膜稿の長さ

800字詰め原稿用紙3枚が掛り上がり 1ページに相当する O 制り上がりが下記のページ数をJ笛過しないように配躍す

ること。ただし表題.国表等の一切を含むものとする O 阪表を仕上がり寸法 (JJRl涯の2/3で大まかに見殺る)で， A

4サイズの用紙に配霞した場合に必要となるページ数を下記のページ数から差しヲiいたページ数に， 2400文学を乗じた

数が本文及び引用文献に使用できる文字数になる。

(1) 原著論文 10ページ

(2) 研究報告 10ページ

出技術・実践報告 7ページ

(4) 総 説 7ページ

3.原稿の電子媒体での提出

原則として，原稿の内容を電子媒体(フロッピーテボイスク， MO， CDの，いずれか)で提出するo ラベルには著者，

表題，使用機種.使用ソフトウェアを明記すること。

この要項は，昭和59年12月1臼より発効する O

{す 員日

1)王子成5年7月初日 一部改正実施する。

2)平成 9年7丹24日 一部改正実施する。

3)平成10年7月初日 一部改正実施する。

4 ) 王子成121ド4月22日 一部改正実施するの

5 )平成15"ドア H23日 一部改正実施する。

6 )平JJX:171ド7Ji2HI 一部改正実施する。
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日本看護研究学会投稿原稽表紙

原稿麓JjIJ 1.原著 (a. カテゴリー1. b. カテゴリ-II. c. カテゴリー盟) 2.研究報告

(番号に0) 3.技指・実践報告 4.総説 5. 資料・その地(

原稿投稿年月設 年 月 日

和 文題目

英文題目

キーワード (5語以内，日本語/英語)

1. / 2. 3. 

4. / 5. / 

諜稿枚数

本文: 枚 躍: 枚 表: 枚 写真: d 

著 者

番号 ~ 名(日本語/ローマ学) 所属(日本語/英語)

連絡先生所 託名

住所:守

氏名:

Tel : Fax : E-ma註:

慰問希 望部数
和文抄議文字数 英文抄録鑓用語数

(※投靖規定ア.参照)
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第33[e]日本看護研究学会学術集会賛助/協力企業・団体名

-霞詣薬出版株式会社

・ウェルチ・アレン・ジャパン株式会社

・大塚製薬株式会社

-株式会社学習部究社 メデイカル出版事業部

・株式会社 京都科学

-株式会社高研

-株式会社 一和化学研究所

-株式会社照林社

-株式会社 スヴェンソン

-株式会社東UJ

-株式会社 ドワーム北山

-株式会社中山

-株式会社高江堂

-株式会社 日本看護協会出版会

-株式会社 ニホン・ミック

-株式会社 VIPグローパル

-抹式会社 メヂカルフレンド社

-株式会社 メディコン

-抹式会社 メルシー

-グンゼ、株式会社

-すびか番努

・中央法規出版株式会社

.テルモ株式会社

・ヌーヴェル ヒロカワ

・ノパルテイス ニュートリション株式会社

フィルムーシミック・ヘルスケア株式会社

.ヘルシーフード株式会社

-持田ヘルスケア株式会社

.丸善株式会社

岩手黒

・岩手来立大学

-社団法人岩手県看護協会

.盛関市
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@グレッグ奨鈴(神戸市看護大学教授)

蘇原告よみ(裂路加看護大学教授)

議iよi奨江(岡山大学医学部保健学科教授)編

φ85判 186頁定額3，360円(本体3，200円税5%)

ISBト~978“4-263-23488-4

@看護学の研究領域でよく用いられている「質的研究jについて，質の高い研究を実施するために必要な基本的内容を解説し，

それぞれの質的研究方法の適性を明確にすることで，読者が各自の研究テーマに合った研究手法を選択することができる

ように，わかりやすくまとめた.

@第 I章は f看護研究の基礎知識jとして，看護研究に求められるものは偲か，また質的明究と量的研究は伺が伺じで何が

るのかを解説ー

9第H立の f質的五Jf究の基礎jでは，質的研究の定義や特散，質的研究を行うために重要なパラダイムの説明を行い，質的

五月究を実施するために必要な理解や態度を明徳にしたうえで。質的研究のプロセスを呉体的に説明.

m立の「賢的研究における倫理的配慮jでは インタビューや参加観察などのデータ収集・生成時に生じる倫理的跨題

だけではなく，研究者自身がデータ分析の道具となる質的分析で経験する論理的問題とそれへの対処について，実際の研

究を基に解説.

命第れ7議の f主な質的研究と研究手法Jでは，賢的記述的li}f究，グラウンデッド・セオリー，エスノグラブィー，現象学，

質的若手掛訴究，アクションリサーチを取り上げ，それぞれの手法の哲学的基擦に基づき.どのような研究に適している手

法なのかを明らかにし，研究方法のプロセスと留意点に関して，実際の矧究開を開いてわかりやすく解説.

@第V主主の「資的研究を論文にまとめるときの留意点jでは，緒習から結語さらに図表に至るまで，質的研究を用いた論文

の作成方法とその留意点について解説.

φ模山 英江([潟山大学医学部保健学科教授)編著

@85判 192寅定価3，360円(本体3，200円税5%) ISBN978ム 263ω23458-7

@看護研究の基礎知識を中心に，養護学の額域で用いられる主な研究方法を紹介し，明究を進めていくプロセスに沿って，

研究テーマの設定から研究成果の発表，論文の作成に至るまでの留意事項を解説.

@論文(査読システムのある雑誌に掲載されるような)作成を目標に研究を行うことを主棋に構成.

.EBN(根拠に基づく看護)を推進するのに欠かせない疫学研究についてわかりやすく解説し，質的研究や実験研究について

もそれぞれの特設を紹介.

@看護研究に必要とされる統計学の知識に関して，統計学的解析の基本的な考え方を解説.巻末では研究に関してよく関か

れる疑期点を鍔題別に取り上げQ&A欄としてまとめている.

樹静医歯薬出娘株式会社/愚馴1廿俗1
2007~年手4汚f作宇5或立 TP 



傘立客単位愚曹が題言ぎれる罷壌をつくるために露審議的謹書密議集して公開f

争高樽和江田本医科大学勃教授〉藍修

癒しの環境研究会編著

争B5半IJ 320夏定髄3，780円(本体3，6むO円税5%) ISBN978-4-263-71931-2 

盤穆・籍議饗露

高櫛和江 癒しの環境研究会代表役話人日

震和夫

西村昭男 医療法人投ffiカレスアライアンス理事長

親護者一覧

高樽和江/農和夫/瞬間邦男/上野義警/長津泰/伊藤一章/鈴木光一/真野撤/中村祥ニ/仁藤輿次

藤井あけみ/大JII震予/葛蔀譲額/出回紀代美/J11島建太/末永蒼生/手壊昌宏/山田由紀子/小久保隆之/宮鰭良文

辻野純諮/武井秀露/夏弁護/村井議克/杉尾登志光/野津経子/小林光葱/森鵠正美/公文康/中島英雄/森国喜一郎

加藤淳/自辺功/竹宮盤胃/丸山道生/金谷蔀子/牟盟実/アルフオンス・デーケン/おJII審士郎/石川護子

建議医療提供者と，医療施設の設計かうサービスを提供する者と，監療関連の日
常のグッズを作る人のために，入閣が本当に癒されるということの核心につ
いて，癒しの環境研究会の10年間のあゆみで鐸5れ知見を凝集した1冊.

議議患者さんが本溢iこ接されるための癒しの箆療環境，身体的環境，生理的環境，
躍しとみとりの環境など，さまざま悲癒しについての現状を， r安全，くつろ
ぎ，元気になる，生きるよろこびjを撃だ立てとして， r専門家の珠宝jの証
拠!こ基づきまとめた

慈しの環境をつくる
れる病続環境とは
病室患者の視点から見

これからの儲主主 トイレ
から見た病i誌のトイレ もう一歩先の病院トイレがめ
ざすべきもの床援霊祭揺祉施設の床について にお
い がんのにおいにどう対姐するか 加鈴臭を減らす

いやなニオイをとる光触媒膜付き蛍光ランプ不安
と痛み子どもの不安をとる地方議光高齢者と光
藤法コミュニケーション コミュニケーションと

し メールでコミュニケーション
第3霊祭 くつろぎ Jむと脳 脳機能最先端科学が明
らかにしはじめた心と錯しのメカニズム色彩 癒し
の色彩環境一一一色彩心理を活かしたメンタルケアの試み
熊明監療環境における癒しの照明者病院の騒音
の実態と快適な音環境への道森林 自然がもたらす
快適性増進効果罷る 心地よく絞れる投水水が
つくる癒しの環境入浴良質な陸隈そ確保するため
の就寝前入浴 傷の治殺と入浴，シャワー浴

語 楽 音 楽 が 癒 す 心 と 体 1) 

よる音楽嬢法の試みメイク
と錯し 看取りの場顕としてのエンゼル

メイク 議室パッチアダムスとのみこまずに語る
潜病院ですが，ふつうにお揺を笑い笑いの人体
に及ぼす援学的効果笑いと惑しアート アートを
通した高齢者ケア施設の社会イとの試み

第5霊童三三生ぎる獣びi尊厳 感銘，感綴のエデン運
動ホスピスホスピスの錯しの環境食べる 手続
の前後はもっと食べさせてくれ ひとを幸せにする食事

米留には病人食はなかったユーモアユーモアと
し 踊 る 心 が 躍 れ ば 体 も 隣 る ね た き り に な ら

リラックス〈くつ
ろぎ〉一落ち着き，自己治癒力を高める環境効率一質
の高い援藤 元気になる一環境としての怪擦スタップ

る歓びーさ長命のネットワークが躍動する環壌へ
歳をとっても鑓康で美しい「健続j一超高齢社会

でつくらねばならない建築

暢橋 区 構 薬 出版株式会社/事113-8612東京都文京E棉込1引 G/ZK32談話!?
2007年5月作成 15



統合失調症急性期看護マニュアル

詞保JI頴子繍

B5判 176頁 2包翻

定価 2，520丹(本体 2，400円十税)

統合失務主主念、性刻表穫のfなぜjr {iiJのためにj

fどうするjを明快に解説。確かな見通しをともって

急性携のケアを主主関できる。 fこんなによくわか

る本は初めてJ(読者の声)。綴床で使える唯一

の考えるマニュアノレ。路地実習必携。

臨床看護面接治癒力の共鳴をめざして

縄川JI鹿子著

A5判 240翼

定価 2，625円(本体 2，500丹十税)

たしかな看護の記溶・・・患者と看護締のこころ

をみつめ、ここまで深く真率;こ誇られたことがあ

っただろうか。臨床での対話場iIDを読み解きつ

つ、人聞のあるがままに添う審議を追求。者議

師であることへの励ましの勢。

自殺は予防できる
ヘルスブロモ…ションとしての行動計画と{，¥の鍵療づくり活動

本橋豊 j度議室直樹鰯蕃

B5判 212頁

定価 3，465丹(本体 3，300丹十税)

?の殺予防;こはヘルスプロモーションアブ'rコ

ーチがふさわししリが本参の装本コンセプトc

うつ病対策をこえた一次予防活動推進のて

びき。実践務例の紹介多数。ストップ!民本

の自殺大鹿化。市町村での等業展関にすぐ

活照できるf行動計闘策定ガイドj付。

地域課健・福祉のスキjレアップ
萌修の企画‘運営・評儲のてびき

場永俊博繕箸

A5判 136貰

定価 1，995円(本体 1，900丹十税)

地域保健法では、研修は保健所機後の柱。

研修を魅力約なものとし、成功に導く考え方

とノウハウを伝授する、研修担当者のための

災銭的テキストc住民向けの教室長活動;こも活

かせます。保縫邸のスキルアップに必ffIo

精神棋における

病的多欽71<.水中毒のとらえ方と看護

木村英司

A5半IJ 128頁

定価 1，995円(本体 1，900何十税)

多飲水行ぎりOI土{巧をと意味するのか?看護にで

さることは?次中選対策と看護のあり方を論じ

た初めてiこして唯一の答。話芸F長者護研究の見

事な成条・・・~者の臨床経験と思索が務まっ
ています。反響続々。学生の高IJ読本;こも好適。

あるケアのかたち痕むことの怒りと悲しみ

宥護管理としての

鈴木正予箸

A5判 168裏

定価 2，520問(本体 2，400fII+税)

ケアそれ自体の意味とイ函館を確認、すべく、ひ

たすらに実践された研究の記録。人は悲しみ

告と悲しむことによって癒される。鈴木看護ケア

論のひとつの到達。

巻末にエドi1J正案との対話を付す。

看護靖報支援システムの構築と運用

五島光子著

B5半IJ 164頁 2t主席IJ

定価 3，465丹(本体 3，300同十税)

医療の IT化推進:の波をf看護をよくするJil事務
課題として受けとめ、自前のシステム作りをど達

成した表畿管支2の“体験記"。舞台は妓券大学

医学部総属病段2 電子カルテ化を控えた審議

管怒当者;こは絶好の災照的ガイド。事号護職員の

ための研修テキストにも活F認され、好評。

喜怒患者体験に学ぶ乳がんの看護

竹内叢美子{著]

滋考えるがん看護

水警知子

題心の救急蘇生法
一一一身近な人を自殺で失わないために

稲村茂佐々木久長〔編著]

盟暴力と攻撃への対処
一一精神科看護の経験と実践知

間関実[著〕

霊霊すびか芸書房の本l土全国の苦手応でお求めいただけます。夜接/J、社宛ご注文も承ります。ミ芸名(術数)、おj認け光、電話‘漆号を明記の上、郵便、 FAX、亥た

はインターネットのホームページより巳メールでお申し付けください。代金後払いにてu[iきいたします{主実務用紙院主主)。務使振替 00180-6…500068

すびか書房付女 OriginalPubl納 er，伽 e2004

T'351-0114埼玉県和党市本密T2-6レインボープラザ 602 ι4X&アEL048-464-8336 http://www.spica-opjp 



85変袈判/並製/192翼
定髄2，835内(税込)

ISBN4-521-70081-0 

臨床看護慌が研究に取り

結む際の，r実践に役立つ

研究をするために，みん

なで力を合わせて頑張り

ましょう!Jという思考毘

蕗のどこに落とし穴があ

るのか.看護研究支譲の

実績を議み上げてきた著

者ならではの零護研究を

楽しく進める思考法を，

独告の語。口で解説.

翠⑨

高木麗文
(J義務大学芸芸学芸事務雲護学科教授)

林邦彦
(雲李総大学護学芸事係長室学科事支援)

エピヂンス水準の高い審議研究には，統計的な観点iま欠かせません.本撃では，そ

んな看護研究のための纂本的な統計の考え方，研究計酪の立て方か5集めたデー

タの解析方法までを詳しく解説しました.

(幹事療記念病院liJ段差是・
替卒療記念クリニック際主主)

口器雄(糊~G;鰯閥閣内科書憾)

三浦雄都子機概念病院議翻授)

新審判/並製・ゼニールカバー/224貰
定錨1，575丹(税込) ISBN978-4・521初 331・5



ヌーヴェノレヒ口カワは、

本看護研究学会の

益々のご発展を

お祈り申し上げます。

NOUVELLE 
出読む区AWA

看護学@医学書出版東一ヴヱJI!紅
守102心073

東京都千代田広九段北1-12-14
T E L.03-3237-0221 (代) FAX.03“3237心223

E-mail: editorial@nouvelle-h.co.jp 
ホームページ http://www .nouvelle寸1.CO.jp/

このマークは、人障を着る看護をイメージして、人の形を表しています。関碍に、
Human being (人)とヌーヴ土JレヒロカワのHも表しています。



操華子・松本直子著

8B5司君~ 296賓定髄3，150F9(税込) ISBN : 4-8180ω1197-5 

臨床看護研究の挺進と質I匂上を目指し研究全設をサポートする著者らが、研究に取り組む人への

実賎指南ならびに研究指導者に対する指導のポイントを解説します。

第I部では、雑誌;看護jに連載された<臨床看護研究の道しるべ><臨床看護研究のクリティー

ク>を大騒に加筆修正して再構成。イラストマップを用いて研究の道のりをたどりつつ、さまざまな実践内容や組織

的な課題、研究論文の批評のポイントを解説します。また、第立部では臨床現場のナースから集めた研究に関する57
の娃潤に、第 I部のf研究の道しるべjに対花、させながら、わかりやすく的確に回答します。

山崎茂明・六本木議葱蕃

傘 B5判 224糞定錨2，310円(説込) ISBN:4-8180-1154ω1 

看護文献検索の入門書として定評あるテキストブックの第 4寂。看護におけるさまざまな問題を

解決し患者サービスの向上に資するため、文献に基づいた知識の活滋ができるように、実際的な検索のための婿報源

の解説から文献情報を活用した論文の議き方まで、幅広く解説しています。今院の改訂では、インターネット普及に

合わせた内容の全磁的更新とともに、 EBNを意識した文献検索や情報の評価・吟味、さらに医中誌九柁BやPubMedに
よる検索の解説を追加いたしました。

審議iこおける麓的研究①

翻額縁繍藍th詞むgr語phyi口
時ursin富持容器鶴ar詰h

Janice M. Roper / JiII Shapira蕃 蘇藤きよみ・グレッグ美鈴訳

eA5判 216頁定値2，940円(税込) ISBN:4-818か1042ベ

質的研究としてくくられる方法論のそれぞれを取り上げ、初心者にもわかりやすく経験者にも役

立つようなしかたで明らかにすることを意潤した初のシリーズの第 1巻。学部学生を対象に独留出

来る本として警かれたもので、研究のデザイン、方法論、サンプリング等についてふれているc ヱ

スノグラブィー(民族誌学的研究)は代表的な質的研究法のひとつであり、看護の第一様の研究者は

もちろんのこと、大学院生、学部学生、臨床ナース等に、今後ますます求められるものであるc

審議における質的研究②

院
インタ監ユー響額u者鶏い?と襲麓ガイド
Hermeneutic Phenomenological開esearch
-A  Practical Guide for時urseResearchers 

Marlene Zichi Cohen/DavidしKahn/只ichardH. Steeves著 大久保功子訳
⑧ A5判 176寅定儲2，625丹(税込) ISBN:4-8180-1153-3 

費的研究の方法論を初心者から経験者までを対象にわかりやすく解説する「看護における質的研

究jシリーズの第二弾! 解釈学的現象学を用いた研究を行う擦の、「計画警の書き方jから f研究

の実施H研究報告の書き方jまでを、実際のインタビュー事例を用いて解説したガイドブック。看護の質的研究手法

について学びたい研究者、学生、臨床ナースにお薦めです。

尋問看き
;=150-0001 J草京都渋谷区神宮前5-8働 2 r γ ム ー 1 

..0-県揮命 日本韓協会どん4~ IコっとEZf-;忌::::::22Zi
器出1誤認苧112心014東京都文間関口 し J 

Fー引....~--. (営業部げをし 03・5319-7191FAX.03-5319・7192 重!If更媛替00190・8-168557



医療事故(判鰐)の分析を還して，医療・看護業務!こ伴って

生じるリスク(危強)を理解し，そのうえで，さまざまな

リスクに対する「予知能力jを高める!

医療事故欝例の展開一一室療従事者の法的資佼
法律家の視点・看護軍誌の視点で警察例そ分析検討し，専門裁

としての業務のあり方，現場での対処j去を学ぶ

個人情報の保護をめぐる具体的な題題点Q&A
綴床現場でよく箆かれる箆癒をセレクトして徹底解説.実

援に笠かす異体的な指毒事ポイントも充実させる

医療リスクマネジメントにかかわる法的な慈礎知識
産主警護雲言護老をめぐるざまざまな問題の理解のために，法律

学の~J也かう多くの情報をわかりやすく提供する

ぐとンi弁lJi';::;:: I~議議j

部・シナリオ/黒住アキコ

定髄3，150円(税制

AB判/160頁/ISBN4-7965-2130-5

おもな内容

第1意患者の訴えとアセスメント

第2章医簡との逮携と患者擁護

第3章生命の尊鐘と医療体制

第4撃インフォームドコンセント

第5筆先端医療技術と患者の安全

窃顛林教 L品?足立ごおiz;JZi!323鰍欝 TEL(03)5689-7初

務 AB判.148実@定価:

ISBN 978-4-05・152382-4

繍集欝京銀雄 関谷法欄務所持護士

轄森好子鴎義塾大学務慈鶴輔教授

監修・幸良警護/石井トク選手然立大学務さ護学務数授

爵・シナリオ/黒住アキコ

定価2，520円(税制 AB斡/208潔/IS8N4-7965ぞ068-6

電量塁審言警のさ霊主主!こ喜遣するj主霊童塁審議 @乳幼児・学室撃に対するi主主霊警護務 惨j途E霊賂のj主慈雲警務

@周字詰言葉書のi主怒薮務⑧慾染紡止!こ関する注言霊祭き話番器緩神襲撃塁審議iこ対するi主長霊祭務
惨インフォームド・コンセント!こ関する浅室率塁審務曜喜怒ま撃の社会的箔霊童iこ隠する餐惑の室電務

霊iil:多・箸/高井トク岩手然立大学議室護学務教授

麗/ギリ光索 シナリオ/喜喜子謹

定髄1，995円(税込)A側 /152実/ISBN4ヴ965-2032-5

@分立免懇話還の霊建言語と絵!足後死、5担き霊炎手続での持軍欝ショック@滋任務察;畠滋中慾駁点溺

修交i翠警護法主義者の救命救急センターによる診議室拒否曜静子宮被裂と新生児仮91;8上競脅

折務手術後の感染 iまか



のある人への看護ケア
盗事きこ金子患子

112007年6月刊行/AB料/202頁/定億2，940P:l(本体2，800円+税5%)

総iこ襲撃言蓄を受けた窓幸吉が新たなさ主洛行動!こi翠応していく遜穫における看護を、1)八どりの禄点からとらえて解説。急俊

毅では救命への支援と二次襲撃蓄を予訪する議議、@]後期ではセルフケアの自立を支援する審議、総持滋では生活への適

応を支援する餐議、について述べている。

露軍事襲警ぎ=石井トク

豊富2004年2汚刊行/A5判/160資/定儀2，100向{本体2，000月十校5%)

医護支警告支紛i主i立、窓苦言だけでなく写審議鶴自身の発を守るために不可欠なこと。本塁警

は、議床での藩幾雲義務のどこにi笠需主力¥;警んでいるか、未然に警察童文芸EIl1i止するにはどう

したらいいかを、率約をもとに、菜詩人iこもわかりやすく終設していし

語審綴喜雪之IJ¥;玉敏江、震亀井章雪子
鐙2007;;日月刊行/85学V420資/定儀2，940pj(本体2，800丹十税5%)

言寄議事苦言の縫康問題の全体像にアブローチし、地主義の中でチームとともに言警護者苦言の生

活安支援する方法を奮した老年審議学のテキストの改訂怒。関係昔話震からを化のプ

ロセス、多湿釣なへんスアセスメント、ケアチーム、議畿の方法などについて、図表を

多用しわかりやすく鋒談。

慰霊ま修=小霊霊祭子/緩繁=~霊蕊そ子
磁2007年3月刊行/85紛/204翼/窓僑2，730内{本体2，600内÷後5%)

言葉淡考委譲学の入門擦としてさ基礎釣な薮念や慈雲告をわかりやすく解説。また、筏宅でち

務室完{施設)でもj舌F警ができるよう、家族簡のバランスの滋れが-~おとなっている「護
符Jなどの関慾や、fHIVと家族Jrがん慾苦言と室長族Jといった家族iこまつわるケース

も盛り込んでいるe

ζつ

I勝機11日緊 L γーだ琵 車爆 :提出盛精i.ImJ 粉々山a等科~判明文時~ヨrm川MVへいつい
.芯反議 禄思摂主主主主将同芯制持切樹齢附iii怖が例府三印刷版mmaT間以上山川主
義級友ゑぶ妥liliiiiw."""，，，.き女史 1tTT'B ぷぶ%以弘次日※ぷI11IIIぶ11々二111えLぶ -

EvidencかsasedN ursing 

実践の根拠を闘う
(改訂第2版)

{最新子IJ】 嘩編集菱混典子/小松浩子

v看護ケアの科学的な拠り所と，
それらの根拠を応用した実践的な
アプローチを呈示し，臨床の場で
蓄積されてきた看護ケアの経験的
な知と技を科学的な看護知識とし
て体系化した実際書.

v今改訂では新しい研究結果，内
容を盛り込み，エゼデンスが明ら
かになりつつある看護投街につい
て新たな項目を設けた.

vより繋の高い看護をめざして，
看護学と臨床看護の発震に努める
研究・教育者，臨沫スタッフ必読

湿前半q・264J'f定鏑3，360丹(i.$:体3，200円十税5%)ISBN978-4-524剖 302問。

港
護
興

ホ
看
辞

一
間
学
語

醒

瞬

時

編集事南江堂看護繍集部

v略語のd撰用読みには読み方を，

和訳には漢字に振りがなをつけ，
さらに一見しただけで誌意味が

つかみにくいものには補足説明

を付しました!
ザ臨床現場で、ドクターやナース

が日常用いる略語はほぼ網羅.

使い勝手を徹農させた実用本位

の略語辞典決定版!

懸B6手5・420頁 2007.4. ISBN978-4・524-24778-3
定価2，940p:j (本体2，800円+税5%)

時翻商江堂
千 113-8410東京都文京謀本郷三了目 42-6

(欝業)花L03騨 3811“7239 FAX 03・3811槍 7230
://www.nank口d口 C白 io} 0705K 



議諒2麟
石井トク(日本赤十字北海道看護大学学長) 著
四六鞄・208頁定儲1，995向(本体1，900円) ISBN978必621・07865-5
看護師のジレンマ、インフォームド・コンセント、患者一医師一看護師関係、偲人情報の保護、終末期ケア、法的費任、倫程的行動規

範などについて、実際に起きた事件等の異体的事倒を紹介しながら平易に解説。表記変更ならびに最新事例を多数盛り込んだ待裂の
余語改訂版。

看護関連儲理規定/

識語2麟縞領/宣言の解説
石井トク・野口恭子(岩手際立大学看護学部) 箸
A5判・444頁定儲3，360丹(本体3，200円) ISBN978-4-621・07857・0
看護倫理および生命倫理を学ぶための必携資料集の最新版。生命倫理の禁盤となる倫理綴鎮・宣言や職業倫理等の史的経緯がわか
るよう、分野別・年代頼に整理し解説。

司副々の実践に役立つ fケアjの原点惨 処護憲な実護側か5看護鵠理を学13¥絶好のテキスト惨

会人的ケアのための

費定

軍路 噂滋句事静

幅短つ
看護の檎理規定・綱領・宣言集

石井トク犠
86斡-272覧定錨1，365円(本体1，300円)

ISBN978姐ヰ-621削 07837鴨 2

問中奨恵子(策京女子医科大学看護学部教授) 監訳
A5卒1・224糞定器1，995同(本体1，900門)

ISBN978幽 4幽 621-07547欄 O

〔出版事業部〕苧103-8244東京都中央Iz:日本矯 3-9-2第二丸義ピル営業部了乱(03)3272-0521 FAX(03) 3272-0693 
httpゴ/pub<maruzen<co<jp/

b 
監修/JlI島みどり

編集/看護技嬬スタンダード

マニコアル作成委員会

蓄量 A5~出i ⑧2色 ⑧878頁

護審定価7，140円{本体6，800円十税5%)

ISBN4-8392-1226心

本塁警は，童委譲続に必要とされる察本的な審議技術について，そ

のそF綴を2まとめた審議学生，若手ナース向けの参考懇です.手綴

の級自ごとに留窓点，板鎚をまとめました

実際の慾者に技術を去費用9る際，対象者の状態・特徴lこ応じて.

どのような留慾が必要かについて，具体的に記述しています.

それぞれの翠護妓術について，これまで明らかになったことや

今後の研究諜題を紹介していま9<

やさしい
犠蕃/前田ひとみ

護研 F理
本塁警は.物語形式で審議研究の婆点をEまとめた，新しいタイプ

の護審議研究の入門警察です.物語を楽しく読み進めるうちに，自然

に警護研究の婆点を学ぶことができるように工夫しています翁

護研究をこれから始める人，議議研究をやっていて楽しくない人.

悩んでいる人.ぜひ本警撃を読んでみてください.本塁撃を読み終え

た後iまきっと違う一歩が諮み出せるはすで9<.B5学i⑧2色②156頁

@定価1，890円(本体1，800同十税5%)

ISBN4・8392-1227-9



「患者情報獲得Jのためのフィジカルアセスメント技術の習得

Physiko実習
瞳孔反射・血圧溺定・呼吸音・心者・腸吾・心電盟
の学習・全身観察手)1慎・ 12入の模擬患者フOログラム・

オリジナル患者さんをつくるなど。

M56まあちゃん
小児看護実習モデル(医療的ケアモヂル)

「疲j の吸51や経管栄養注入などの「医療的

ケアJをトレーニングすることができます。

M50採取静注シミュしータ シンジョー

実際の皮!畿や血管にきわめて近い感触の索材を使泊しワンタッチ後続で準備・

後始末の手間を設さ大総に削減G 交えにくい静脈に的確に針を締入でき技術に

対する不安の解消が郊待できます。

思京都科学



質

舟島なをみ 千葉大学教授・看護学部

著者が看護研究のための独自の質的研究方法論と

して開発した「看護概念創出法Jを軸に、質的研究

とは何か、質的研究にはどんな種類があるか、質的

研究はどのように進めたらよいかを、初学者にもわか

りやすく説いた解説書。第2版では、 fBerelsonの方

法論を参考にした看護教育学における内容分析jを

捕足し、研究の実例を入れ替え、全体的な見直しを

図って、よりわかりやすく充実した内容となったO

第1謹審議理論と費鶴額究

I.審護理論む必要性

立.看護理論の理解!こ掲げて

車.審翠理論iまどのように開発されてきたか

N.審議理論はどのように定義されるか

V.著護理論のステッブアッブ

第詰露 審麓事悲観究iこ鵠趨2されて器た
費時輯究方法論

I.看護学研究にはどのような費約研究方法論が使用

されてきたか

江研究方法識とは何か

ほ各研究方法論の特徴と成果

第3輩審議のための襲的講究方法論
一審議擁愈創出法一

I.看護課念創出法の誕生

五.看護概念創出法

第4欝審議韓議欝出港
一研究の畏撰と威譲-

A行動を表す概念の露j出

I.病棟内の沓勤務帯リーダーの行動を解明する

II.看護学実習カンファレンスiこおける教授活動を解瞬

する

お，鰻験を表す犠怠の創出

I.看護系大学・短期大学iこ就職した新人教員の蟻業
経験を解明する

II.男性看護閣の職業経験を解明する

ill.審議学修土を信指す大学院生の研究論文作成iこ
かかわる学醤経験を解明する

議参A5覧3522007年定価3，5アG円(本{本3.400円十税5%) [ISBN9ア8-4-260心0430-5]

医山・畳競苧113-8719東京都文京笹本郷1-28-23(販売部)百L03糊 381河 657 FAX 03-3815花 04
でrE冨 E-mail sd @igalくu-shoin.co.jp http://www.igaku引 loin.co.jp 諜替 00170ふ 96693

i高塁塁税率変受の場合、よ吉日定イ簡は税率の養護費分変獲になります。
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